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阿呆の 自家 辯 護 

人間 は 阿呆に なった 時で なければ、 眞理を 語る 事 は出來 ない。， 

厭世 生義の 訂正 

人生が 厭 はしい ので はない、 自分が 厭 はしい の だ。 

1  立 

人生 は 二通りの 存在から 成立って ゐる。 政治家と、 人間と から。.  .. ——• . 

最も 幸福な 男 

彼 は 友人の 戀 した 女に 必ず 戀 した。 そして、 友人が その 女を斷 念す ると、 自分 も 一緒に 斷念 してし まった。 

彼 は 人の 噂ば かりして 日を暮 した。 そして、 何でも 賞め、 何に でも 感心した。 

人 は 彼 を 個性の ない 男 だと 云った。 人間と しての 虚無 だと 酷評した もの も ある。 然し、 彼等 は 彼が 最も 羡 まるべき 

幸福な 男で ある 事を氣 付かなかった。 

唯物主義の 勝利 

唯， 効 主義 は、 最後 こ，、 人間 を 機械の もとに 屈服 させて しま ふで あらう。 つ ひに は 最後の 一 入の 人間が、 機械の 中 を 


歩く であらう。 彼 は 最後の 勝利者で あらう か？ いな、 敗北した 人間の 最後の ものな の だ。 

唯一 眞 正の ュクト ビア 

古來の あらゆる ユウ トビ ァは、 人間の 悲しい 制限と 失敗との 記念 だ" 個人性が いかに 超越し がたい もので あるか を 

暴露した のにす ぎない。 そこで は 常に、 私、 汝、 彼の 區 別が 失 はれて ゐ なかった。 すべて は 1 人稱の 主格 を もって 語 

ら れてゐ る。 

最大の 哲人の ユウ トビ ァも、 つ ひに 痴人の 夢に 如かない。 夢に 於て は、 自他の 展 別が 判然とし ない。 個人性の 區別 

がない。 甲で あるかと 思へば、 乙の やうで も ある。 從 つて、 そこに は 人間の 自由な 轉身が あり、 露の アナ ルシィ が あ 

る。 個人と 個人との 區 別より 生ずる あらゆる 同定と、 その 制約と がない。 一切が 自由で 平等で ある。 

夢 こそ 人間の 窺知し？ > る 唯一の 眞の ユウ ト ビアで ある。 哲人の ユウ ト ビアが If-S- に 如かな いのは、 それが 醒めた 理性 

で 見る ユウ トビ ァ だからで ある。 

漫讀 と漫生 

書物 は 漫然と 讀む のが、 最も 面- H  くも あり、 利益 も ある。 漫讀を 有害と なすの は、 功利的な フィリス ティン 根性 か、 

腐儒 根性 かで ある。 然し、 入 生 を漫讀 する の は？ 多分、 ここで も 漫然と 生きる 方が より 賢いで あらう。 何と なれば、 

人生が 糞勉強に 値する か 否か は 疑問 だから で ある。 


行き着く ところでは、 萬 事が { 全 である。 然 らば、 我々 のために 意義 ある もの は、 その 途上で ある。 その 途上の 或 日 

或 時で ある。 我等の 心の 最も 充資 した 瞬間が、 眞の 生で ある。 

罪惡 としての 才能 

才能の 認められない 事を獎 くもの は、 その 才能に S ひない。 彼が 有用の 才 であったならば、 才能の 罸 せられない 事 

を 喜ぶべき である。 高贵な心の$^族が、 その 身分 をう しろめた く 感ずる やうに、 精神的 費 族で ある 才能の 人 は、 その 

才？. 5 をう しろめた く 感ずる に 違 ひない。 

ダ ブ〃 ベッドの 效用  . 

世に 最も 安易な 快樂 は、 ダブルべ てトの 上に 一入で 寢る事 だ。 その くつろぎ は、 女の 抱 操の 與へ 得ない もの だ。 

そして、 人， は なぜ 獨 身 者の ダブル ベッドの やうに 廣く あり 得ぬ の だら うか？ 

女の 謎 

女の に は、 抵抗と 願望と が 同時に あら はれる。 或 ひ は、 身體が 抵抗し、 眼が 願望す る。 

戀 愛と 果實 

^愛 は 枝に 垂れて ゐる 實 である。 あまり 早くむ しり 取る と、 かたくて 食へ ない。 おそす ぎる と、 腐って しま ふ。 
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どんな 熱烈な 戀愛 でも， ある 時期が すぎる と、 義務になる。 いな， 熱烈な 戀愛 ほど。 

現代の ュ ビキ ユリアン 

戀 愛と は 苦痛の 享樂 である。 戀 愛に 於て 快樂を 求める もの は、 最も 粗大な 心で ある。 のみならず、 また 愚劣で ある。 

苦痛が 享樂 となると ころに、 戀 愛の 不思議な 力が ある。 

ュ ク ディ ッド族 

女 は ユウ ディ ッド である。 次ぎの 瞬間に は、 殺害す る 意志 を 抱きつつ、 男の 抱擁 を 受けて ゐる …… 

「彼 女 達」 の 仕事 

「彼女」 が 自分の 半； 涯に 現れなければ、 自分 は 現在と は 違った 自分で あったらう。 

それ はさ 5 であるか も 知れない。 だが、 その 違った 自分 は、 1 つの 幽靈 に過ぎない。 今の この {R 分の 外に、 自分の 

あり やう はない の だ" 

「彼女」 が 自分 を 今の 自分に したの だ。 ことによると、 自分 は 「彼女 達」 の 編み上げた 一 つの 観 衣の 類ゐ に過ぎない 

かも 知れぬ。 . . 


人 上 は 「彼」 と 「彼女」 との 組合せ だ。 そして、 「彼」 と 「彼女」 との 組合せ は、 殆んど 全く 偶然に よって 成される。 だか 

ら、 滿 足に 行く 場合 は 極く 稀れ だ。 そして、 たまたま 他の 偶然に よって 組み 直される か、 又は、 そのまま 惰性 的に 持 

續 される。 

この 組合せ を 結婚と 呼び、 この 偶然の 名 を、 出 雲の 神樣 とい ふの だ。 ■ 

ドン • ファンの 

婦人の 寵愛に ついて 喋々 と 語る もの は、 一度び も 婦.. ^の 籠 愛 を 得なかった ものである。 眞の ドン • ファン は、 决 して 

その 冒險の 成功 を 語らない。 それ は 次ぎの 成功 を 阻害す るからで ある。 

女 を 通して 

彼 は 女 を 通して 男 を 知った。 

いろいろな 男 を 知った。 

男の 本性が どうで あるか を 知った。 

女 を 間に 置いて、 相對 したと き、 はじめて その 男が 何者で あるか も 知り、 自分が 何者で あるか も 知った。 

男が 男 を 知る の は、 女 を 通して だ。 

女 は 男から 男 へ と 架けた 橋の やうな もの だ。 


女に * たまされ る 術 

だまされる。 それが 戀の 甘美な 蜜 を 吸 ふ 最も 賢い 方法で ある。 女に 對 して 始終、 だまされ はしまい か、 ゥソ では あ 

よ ろ 

るまい かと、 心 を 鎧って ゐ たので は、 つ ひに 戀 愛の 法悅に 浸る 事 は 出来ない。 

戀は利 巧者が 莫迦になる 修業で ある。 だまされる 事の 喜びが 分らない うち は、 情交 は 出來て も、 戀 は出來 ない。 だ 

まして やる のは樂 しいが、 だまされて ゐ るの はな ほ樂 しいと 云った ハイネ は、 這般の 消息に 通じて ゐ たので あるか も 

知れない。 我が 柳 現 恭も、 この 眞實を 彼らし い 言葉で 表白して ゐ たやう に 思 ふ。 だまされて ゐょ。 その 時が、 我々 の 

- "  あと ぁぢ 

生の 最も 樂 しい 一 時で ある。 然し、 その あとに 來ろ 苦い 幻滅、 堪らない 後味 を どうす るか。 それ を 感ずる の は、 意識 

して だまされなかった からで ある。 だまされる 術の 達人 は、 だまされつつ、 心の 一角に、 銳ぃ限 を 光らせて ゐる事 を 

忘れない ので ある。 

賣女  4:! 

賈淫の 中に 戀 愛の 耍 素の 含まれて ゐる事 は 稀で あるが、 戀 愛の 中には、 必ず 賣淫の 要素が 含まれて ゐる。 

可と なれば、 女性 は選擇 する もので なく、 選擇 される ものである。 女性の 本質 は、 受動的 適應 性で ある。 そして、 

これ は 旣に賢 淫を豫 想せ しめる。 

不死の 賣淫 

金 錢の存 する うち は賢淫 はやまない。 社會 主義者 は、 この ゆ ゑに 寶淫の 絕滅を 確信す る。 然し、 賣淫は 金 錢が廢 せ 


られて もやむ もので はない。 物々 交換の 時代に、 旣に それ はあった からで ある。 

大震災の 常時、 新撟 一流の 藝妓 が、 拇飯 一 つで その W 操 を 費った 事 は 有名な 話柄で ある。 今 も、 黑 人の 女 は、 プリ 

キの かけら 一 つで それ を 費る ので ある。 金 錢の用 をな さぬ とき、 まづ 最も 低下す る もの は、 女性の 良 操で ある。 なぜ 

ならば、 必要 は 無限の 價値 である。 そして、 女性の 操 は その 必要の 爲に存 する ので、 それ e: 身價値 はない からで あ 

な 0 

費 ーぱが やむ とき は、 女性が 全然 的に 男性と なる 曰で ある。 婦操 論者 は その 爲に 努力しつつ ある。 然し、 不幸に して、 

その 時には、 男性が 女性と なる であらう。 そして、 賣淫は 依然として 行 はれる であらう。 ただ、 舆 性と 女性と がその 

位置 を 交換す るに 過ぎない。 

フエ ミー 一 スト は 語る 

女の 打算的な 事 は、 男が みんな 口にする 苦情で ある。 然し、 その 苦情 は、 たまたま、 女の その 態度 を ジャスティファイ 

する に過ぎない。 何と なれば、 此 事が 旣 によく 男の エゴイズム を證 明す るからで ある。 勿 諭、 女の 大部分 は、 算盤 を 

持たないで 戀 する もので はない。 然し、 女 とても 坐き なければ ならぬ の だ。 

戀愛は 究め 究めて、 究めつ くしえず。 愛 を 弄ぶ もの は、 その. H 質に 徹せず、 眞に 愛する もの は、 その 情熱に めくる 

めく。 

戀愛 は陶醉 すべく、 語るべからず。 醉中 は醉を 語る ひまな く、 醒 後に 醉を 思へば 夢の 如くで ある。 

醉を 語る は 酒 を 語る ので あり、 戀愛を 究める は 女性 を 究める ので ある。 戀 愛の 究め 難き は、 女性の 究め 難き である。 
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そして， この 攻究 癖 は 男性の 惡癖 であり、 同時に その 弱 if である。 女性 はそんな 愚行に は墮 さない。 彼女 はた だ. H 能 

の 命ずる ままに 行動す るの みで ある。 

人生 は 書物に よって 學ぶ べしとの、 アナ トオル • フランス、 並びに 芥川龍之介の 說 にして 眞 ならば、 書物に よって、 

戀 愛と 女性 は 知るべき ものである かも 知れない。 だが、 若し 書物がなかったら どうす るか？ 戀 愛と 女性と を 論じた 

書物 は 世に 多い。 然し、 「自分の 彼女」 について 語った 書物 は 未だ 曾って なかった。 

無智の 鞭 

無智 は 鞭 だ。 惠 まれない ものが 惠 まれた もの を 打つ 復饕の 鞭 だ。 神經の 太い ものが、 神經の 細い もの を 打つ 鞭 だ 0 

文化に 對 する 自然 の 復響 の 鞭 だ 。 

風流の 勸と靜 

風流 は 一 つの 狀態 でも あり、 また 1 つの 行爲 でも ある。 「あそび」 の 三昧に して、 「あそび」 が 同時に 1「 行」 となった 

ものである。 その 結 を 主と するとき、 狀態を さし、 その 過程 を 重んずる とき、 行爲を 意味す る。 

in ュ 

禪僧は 一 つの 圓を ゑが いて、 斯 中に I 切 あり、 ただ 人の 用 ひ 得ざる のみと 云った。 

圓は 宇宙 そのもの である。 圓滿具 足の, 徵 である。 

そと 

.圓 の 中に 一、 切が 含まれる 。握の 外 は 無で ある。 


今や、 圓 タクの 時代、 圓 14 の 時代、 圓の 時代で ある。 一圓 は その 最少 限度で あり、 最大限 は 百億 圓 より、 なほ その 

上に 及ぶ。 恐らく 無限で あらう。 

アメリカの 弗に 全く 征服せられ ない 以上、 我々 はた だ圓の 中に のみ、 一切 を 見出す であらう。 ただ 愚かなる もの は、 

これ を 用 ひ 得ざる のみ。 

美しき 魂 

美しき 魂の 倘忧 は、 ロマンティシズムの 一 つの 病氣 であった。 ゲェテ です らも 病んだ 病氣 であった。 

世界 を眞に 把握す る もの は、 「美しき 魂」 にあらず して、 - 醜き 魂」 である。 

「美しき 魂」 の 故鄉は 他界に 屬 する。 それ は 現世で は、 影の 存在に すぎぬ であらう。  、 

斑 世 はた だ 「醜き 魂」 に屬 する。 彼 こそしつ かと 地上に 足 を 踏みし める であらう。 

ゲェテ です らも、 ひそかに その 心中に 「醜き 魂」 を 育成した 疑 ひが ある。 でなければ、 社會の 上層に 八十 歲 まで 身 

を 保 つ^は 出来なかった であらう。 

情實國 

ルドルフ •  ロタ アルの 『スペイン 魂』 を讀 むと、 スペイン ほど 情實に 支配され て ゐる國 はない らしい。 あらゆる 官.！ 

や 地位が、 悉く 個人的 關 係で 定 るの だ。 だから、 一つの 政府が 籍れ ると、 全 國の官 省の 役員が 全部 入れ 代る とい ふ。 

だが、 これ は スペイン だけの 事 だら うか。 日本 はどう か。 內閣と 一緒に 行政官の 代る 日本 はどう か。 會社 はすべ て 

重役の 姻戚 を 以て 滿 されつ つ ある 日本 はどう か。 日本の 方が ことによると スペイン は 上の 情實國 であるか も 知れな 


い。 然し、 情實に 支配され るの は、 ひとり スペインと 日本 だけで あらう か。 我々 は 不幸に して 、ソグ •-， ト ロシアに 於 

て すら、 その 事 實を傳 聞す る。 現 幹部 派の 姻戚 知己が 官職 を專 有しつつ ある 風評 を 耳に する。 

所詮、 情實は 人間の. K 性で ある。 あらゆる 變革 は、 一 黨に 代る 他の 一 黨、 情實に 代る に 他の 情實を 以てする のみで 

あらう ひ 

藝 者と If 間 

文 學に携 はる 女性の 第一 の 資格 は、 美貌で ある。 美貌の 外に、 文 ：1 上の 制作に 必要な もの は 何 一 つない の だ。 

文學 によって 立つ 男性の 第一の 資格 は、 社交 術で ある。 帮間的 才能で ある。 これな くし C は、 その 存立す らも 危 い。 

自分が 二十 年の 文 昆- 生活で^ 得した 經臉 は、 これ 以上に 出で ない。 ブイ！ 

御 In 恥文學 

閨秀 文學者 は， 今や 文 學藝者 S 一種で ある。 文學藝 者の 意味 を 有たず して は、 存立 を 許されない。 そこで、 藝 娼妓 

と 同様に、 美貌と 媚 術と を 併せ 具へ た 女性 は、 此の 社會に 於ても、 「上玉」 である。 そして、 今後 その 「上玉」 がます 

ます その 装飾的 意義 を發 揮す る であらう。  , 

歌の 一 つも 詠め、 小說の 一 つも 書け る マダム や マドモアゼル は、 それによ つて 返 から 救 はれる であらう。 然し、 

彼女の 「培なる 作品」 を與 へられる に過ぎない 讀者 は、 同時に またた だ 退屈 をう つされ るに 過ぎない であらう。 なぜ 

なれば、 かう いふ 作品 は、 謂 はば 藝 者のお 座附の やうな もので、 客の 求める もの は それで はない からで ある。 讀者は 

彼女た ちの 推獎 者で ある 文 學 大家 や、 雑誌 編輯 者の やうに、 彼女た ち を 全 的に 鑑賞し 得る 利益 を 有たない からで あ 


がの 威力に ついて 最も 痛烈な 言葉 を 聞きた ければ、 失戀 した 男に 聞け。 紅葉 山人の 時代に は、 彼 は 高利 貸に なった 

かも 知れない。 大正の 時代に は、 彼 は瓧會 主義者に なった。 現代で は、 彼 は カフェ ェで 曹達 水 をのんで ゐる。 そして、 

次ぎの 女 を 探して ゐる。 

高速度 文學 

高速度の 時代と 云 はれて、 文學 上の ジャンル も 、テンポの 速き を これ 競 ふに 至った。 文 上に テンポの 早い とい ふ 事 

は、 ジャ アナ リス ティ ヴク とい ふ 事 だ。 そして、 ジャ アナ リズムの 完全なる 支配 は、 この 高速度 文學を 生んだ ので ある。 

物に は 再 極端が ある。 また、 雨 面が ある。 アナ キズム に 於いて、 ビョ トル • クラ ボト キンの やうな 明朗な 無政府 共產 

主義が あると 思へば、 强盜 殺人 を 敢て辭 さない 激烈な 「爆彈 アナ キズ ム」 が ある。 社會 主義に は、 必ず 右翼と 左翼と 

が ある。 例へば 我 國の無 產黨の 右翼た る社會 民衆 黨の 最右翼 は、 ブル ヂョ ァ政黨 なる 民政 黨の 最左翼と 袖 を 接し、 無產 

黨の 左翼た る 勞農黨 の 最左翼 は ！ と逋 るが 如きで ある。 

修養 書の 效用 


世の中で 一 等 危險な 書物 は、 所謂る 修養 書 だ。 そんな 書物 を 正直 まともに 信じた 日に は、 M 滅の 外はなくなる の 

*こ0 

修養 書 は、 道德 上の 法律 文 だ。 法律の 網に 引つ かかる もの は、 常に 雜 魚であって、 吞 舟の 魚 は、 巧みに それ をのが 

れる やうに、 智者 は 修養 書が 他人の ためにの み 必要な 事 を 知って ゐる。 

修養 書 は 他人 を說 法す る ためにの み 必要な の だ。 自ら 準 守す るた めに は、 自己の 經驗 から 編み出された 處世 哲學が 

最も 確實. たから だ" 

人生 は 矛盾で 出 來てゐ る。 矛盾 は 石塊 をつな ぎ 合せる セメントの やうな もの だ。 若し これらの セメント をす つかり 

はら ひ 落して しまったら、 地球 はばら ばらにな つて 飛び散って しま ふだら う。 

矛盾から は 有 意識 無意識の 欺瞞が 生れる。 人生の、 XX をつな ぐ もの は、 また 欺瞞で ある。 

恐怖の 小說 

何が 恐ろしい、 物凄い といっても、 此の 人生、 此の 現實の 世界 ほどの もの はない。 ポオ や ホフマンの 想像の 世界な 

んぞ は、 屁みたい な もの だ" 一等 リアリスティックな、 一等 トリ ゲイ アルな、 一等 退屈な 小設 が、 寶は 一等 恐ろしい、 

物凄い 小說 なの だ" 例へば、 德 田秋聲 の小說 …ミ 


1*-、 此 世に は 名ば かりの ものが 多い。 うるさく 人の 口に 上って ゐ ながら、 まだ 一 度 もお S にかかった 事がない も 

めが。 例へば、 入 魚 だと か、 幽靈 だと か、 正義 だと か" 自 由 だと か， 平等 だと か …… 神 だと か。 

偶  然 

文學 者の 名 聲 ほど 偶然 的な もの はない。 人生 离事 みな 偶然と する も、 これ は 偶然の 中の 偶然で ある。 しかも、 この 

はかない 偶然に、 その 全 生命 を 托する のが 文 m 者の 蓮 命で ある 事 を 思へば、 悲慘の 極と 云 はねば ならない。 名 聲を超 

.e まど 

越せよ" それ を 云 ふの は 易い。 しかも、 それが 直ちに 竈に 関聯す る 事 を 思へば、 急いで その 廣吿の 口 をふさぐ 方が 賢 

明で ある。 11^ 省 的な 人 は、 この 危險な 問題に 對 して は、 眼 を 閉ぢる 事の 卑怯 を、 むしろ 選ぶ であらう。 人が 死よりも 

に 生 を 選ぶ やう。 

英雄 卽 俳優 

& マン オラン は、 何故に トルストイに 惹 付けられて、 ドスト ェ フス キイに 惹 付けられなかった か？ 

卽 ち- 彼の 英雄主義の ためで ある。 英雄. 王義は 同時に 俳優 主義で ある。 英雄 はしばしば 舞臺 上の 俳優で ある。 俳優 

が 看客の 熱狂 裡に 登場 するとき、 彼 は卽. 英雄で ある" 

ドスト ェ フス キイ は、 一生 自己 を 片隅に 置いた。 他人の 注目 を 一身に 集める 事 を 極力 恐れた" 彼の 靑年 時代の 受難 

すら も、 彼に は 華々 しい 英雄の 事蹟で はなく して、 無 思慮な 靑 年の 過失に 過ぎなかった。 彼 は 俳優 たるべく あまり シ 

+ィ であった と 云へ る。 

反 之 • トルストイ は 一生 俳優で 押： 通した U 彼 は 俳優ら しく 名聞 を 愛した。 彼 は大變 疾呼 を 愛し、 仰 W な 身振り を M 


し、 一 生 自己 を 語る に 倦まなかった。 彼 は 手紙に も 一 々控へ をと つた。 卽ち、 最も プライ ゲ. -1 トな 手紙 を も、 實は 1 

般 公衆の ために 書いて ゐ たの だ。 彼 は 常に 最上の 俳優であった。 故に 常に 最上の 英雄であった。 

ロマン •  口 オラン は、 この 一等 俳慶の 演技に 蛙 惑され た 無 邪 氣な大 向であった かも 知れない。 或 ひ は 、人間の 眞の偉 

大が、 その 世間に 及ぼす 影響の 奈何に 懸る事 を 看.^ して、 最上の 俳優が 最上の 教育者で ある 事 を 知悉して ゐ たので あ 

つた かも 知れない。 

ゴ オリ キイの 『ト ル ス トイの 思 出』 は、 エッケ ルマンの 『ゲェ テ との 對話』 を もこめ ての 、古往今来、 あらゆる 天才 

の 日常に ついての 記 鈴のう ち、 比較な き絕 品で ある。 これ はゴ オリ キイが ト ル ス トイと ほば 同格の、 少く とも 堂々 四 

つに 組 む^の 出 來る藝 術 家であった からで あるか も 知れない。 然し、 その 最大の 理由 は、 トルストイが すぐれた 俳優 

であった 事に 存 する。 

淸  熱 

不合 S なる が ゆ ゑに 我 信ず は、 すべての 信者の 信條 でなければ ならぬ。 宗敎的 情熱 は、 理性 を 超えた ところに ある 

からだ。 

無 i<i 者 解放 蓮 動 もまた、 その 根柢に 於て 宗敎的 運動で ある。 

但、 それ は 中 骨 • 的 信仰の 如く、 合理の 世界 を 超越した もので はなく， 極めて 常識的な、 形而下の、 唯 物的な もので 

ある。 その 點、 甚だ 合理的 信仰で ある。 

然し、 玆で 問題になる の は、 合理 不合理で はない。 その 情熱の 力で ある。 


1 ^の 宗敎 は、 常に プ " レタ リアの 精神から 出發 した。 然も、 その 衰 洛の 曰に は、 必ず ブル ジ" -ァの 玩弄物と なる。 

今や、 弗に 拜跪 する もの は、 ひとり アメリカの 敎會 のみで はない。 或る 宗敎 圑體が 存立す るた めに は" 必ず 長者の 

萬燈 を耍 とする からだ。 

甚： 督の 壯烈な 精神 は、 今や、 反 宗教の、 宗教 定の 無產渾 動の 中に 於いての み 見出される。 

好々 爺の 資本 

我々 が 牛： 存を 繼續し 得る の は、 あだか も 他人が 非難す る やうな さう した 惡が 我々 の 中に 存 する からに 外ならぬ" 若 

し 我々 が 全く 他人の 非難から 免 かれ 得たなら、 忽ち 我々 の 全 生活 は 崩壊す るで あらう。 反 之、 他の 非難が 痛烈 を 極め 

れば 極める ほど、 我々 の 存在 は 確 II 不拔 である。 

例へば、 我々 は、 壯年 時に 無慈悲な 行動 をして 財 產を殘 した 人物が、 子 煩惱の 好々 爺と して、 平和と 好評の 晚年を 

過して、 めでたく 大往生す るの を 匿々 S; 擊 する。 此際、 彼の 善 は、 彼の 惡の 結果に 過ぎない。 彼の 善 は 彼の 惡の 投資 

の收徑 に過ぎない。  • 

個人主義の 徵候 

最も 詳細な 日記 を 殘す人 は、 自叙 傳を 書く 人よりも、 更に 深い 個人主義者 である。 彼 は その 一 日 を も 失 は ざらん と 

し、 ^vの生の 一 滴 を も惜む ものである。 


個人主義者の 生活様式 は、 必然的に 孤獨 である。 孤獨 者の 信條 は、 卽ち 個人主義 である。 -ーィ チェ、 ス タンタ アル 

等 は、 微底 的に：！ 人 ま義を 生きた 孤獨 者であった" 

個人主義 は 不死の 願 超 を 生む。 -I イチ ェが 久遠 輪廻の 思想に 逢着した の は、 それが 個人の 不死 を豫 想せ しめる 力ら 

である。 しかも、 孤 獨の究 局 は 死 か 狂 かで ある" 

個人主義の 最大限 は、 誇大妄想 であり、 個人主義者の 良心的な 解決 は 自殺で ある。 しかも、 ス タンダ アルが 發 おも 

- せず、 自殺 もせず、 平凡な 卒中で 斃れ 得た の は、 彼が 戀愛病 者であった からで ある。 

「あらゆる 苦惱 から 救 ふ もの、 早き 死 か、 長き 戀か」 と 言った 狂 ニイ チェの 言 は 正しい。 一一 イチ ェも戀 に 熱中す る こ 

とス タンダ アルの 如くであった ならば、 にならないで すんだ かも 知れない。 その代り、 自殺した かも 知れない。 

ス タンダ アル すら、 かの 伊太利 女に 裏切られた 後、 長い間、 自殺の 考へを 抱いて ゐ たの だ。 

所詮. 個人主義者の 生涯 は 悲劇で ある。 ドン *フ アンの 如き 個人主義者 はない。 彼の 如き 悲劇の 主人公 もまたない。 

. 孤獨の 結末 

どんな 孤獨 者で も、 その 孤. 躅の 重みに 堪 へられなくなる 時が 來る。 そのと き は、 彼 は戀愛 をす るか も 知れぬ。 

する かも 知れぬ" ことによると、 卑レ ぃゴシ ヴプメ  H カァの 中に 入って、 ゴシザ ブを樂 しむ かも 知れぬ。 恐らく、 孤獨 

の對 症^ 法と して は、 この 最後の 方法が、 最も 賢明な もので あら 

なぜな れズ、 戀 愛と 女性と は、 孤 II 者に とって、 あだか も (以下 十六 字 空白) 以外の 何もので もない からで ある。 自 

分の 經驗を 云っても、 十 何年 一緒に 住んだ 自分の 妻 さへ 自分 を 理解し なかった。 否、 理解し ないから 妻で ゐられ たの 


であらう。 それから、 自分の 愛した 女た ち は、 おなじく 自分 を 理解して ゐ なかった。 理解したならば、 自分の 戀 入に 

はなり えなかった らう。 

それから 自 殺 は？ 死 は I 切の 解決で ある。 そこに は、 最早、 云 ふべき 事の 何もない。 ただ、 問 S はすべ ての 人が 

c 殺 を 敢行し えない 事で ある。 

そこで、 殘る はた だ、 ゴシプ プメェ キングの 外 はない。 

ぺト u 一一  クス 

第 1 の 才人が 半： に 別れる ときに 何と 云った か。 Valete  curac —— 惱 みよ、 さらば- ぺト r!  二 ウスの 「サ ティリ 

R ン」 を讀 むと、 この 著^の この 最後の 言葉が、 ネロに 死 を 命ぜられる 前に、 準備され てゐ たに 違 ひない と 知る。 

ゾ  1& 

入の 一生に は、 あまりに も悔が 多い。 あまりに 悔の多 いのは、 特種な 人間で、 最も 不幸な 人間で あるか も 知れな 

い。 いな、 悔 のない 人 こそ、 特種な、 且つす ぐれた 人で ある U 悔を 知らない 人間 こそ 英雄 だ。 自分の 一 生は悔 の連續 

の 外の 何もので もなかった。 ^れ むべき 阿呆よ。 

ジ アマ モ. カサ ノブ は、 一半： 悔い を 知らなかった。 映霄 俳優の 演出す る ラグ *シ インよりも、 更により 多くの 場面 を 

つくりながら、 下 にす ら輛 蔑せられ る 寄 〈れ 者と して、 廢殘の 老軀を 一 資 族の 憐 P の 下に 托しながら、 彼 は その 一 生 

と、 一生の 情事と を 悔いなかった。 

0 い る 事 を 知ら な い 人 問は祌 だ" 
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自分 は その 末期の 一瞬に、 神と なり 得る だら 5 か。 覺 束ない 事 だ。 だが、 自分 はこの 悔の 卑小から 免れる 道 を 知つ 

てゐ る。 それ は、 悔の 底まで 徹する 事 だ。 卑小の どん底まで 落ちて みる 事 だ。 

おそらく、 そこに 卑小の 壯大が あるか も 知れない。 

最大の 絕望 

人生 は 自分に は、 七つの 封印 を 施した 寶 庫であった。 ォブン *セ サムの 呪文 を 自分 は 知らなかった。 その 人間が、 ト 

うして 人生に ついて 何等かの 意味 ある 言葉 を 吐き 得たら う。 自分 は 自分の 最善の 貢獻 は、 何も 書かない 事 だと 知る に 

至った。 

引 退 道 德 

會は 自分 を 必要と せず、 この 一 切の 事情が il§ に與 へた 決定 は、 これに 盡 きる。 

必要と せざる ものに、 自己 を 强ゐる 事 や 欲して はならぬ。 これが自由人の自己律，4^でぁる0 

二 挺の ピスト〃 

二 挺の ビス トルが あったら、 頭と 胸と を 同時にぶ ちぬきたい。 この 二つ は 最惡の 敵だった。 どちら か 1 つだった 

ら、 まだ 助かった。 二つが 相戰 つて、 一生 を滅 茶々々 にした の だ。 えこ ひゐ きな しに、 二つ を罸 する ことによって、. 

はじめて 自分 を 救 ひ 得る の だ。 


isr この 全 苦痛が 何の 意味が あるの だら うか。 

何のた めの 苦痛で あらう か？ 

比の 苦痛の 中に、 なほ 生きねば ならぬ と は、 1 、何の 理由から であらう か？ 

そつ 生涯の 或る 瞬間に、 我々 は 常に かう たづね ずに は ゐられ ない 事が ある — この 何千 年来の 陳套な 疑問 を、 しか 

も、 未だ 曾て その 囘答 は與 へられなかった"  . 

人間的 絶望  ， 

社會 組織が どう 變 らうと、 此世 では、 利 巧者が 勝つ にき まって ゐる。 世才と 卅-智 とに 長け たもの が 成功す るに きま • 

つて ゐる。 

現に、 最も 非 利 的なる べき 革命運動に 於て すら、 熱誠、 眞實な 純情の 闘士 は、 慨ね 5^ 牲者 として 籍れ、 その 生き 殘 

つた 人達 すら、 最後に は 恐怖 政策の 辣手 によって， 屠殺 又は 生 埋めに されて、 ジ ュスィ ト的 狡智を 有する 老稽な 陰謀 

政治家が、 革命の 收獲 者と して、 神 樣に成 上る の だ。 同僚 意識の 高調され る 無 唐文學 者の 陣營 で、 ブル ジョァ 的狡獪 と- 

利己主義 とに 充 ちた 利 巧者が、 濟輩を 凌いで、 ひとかどの 革命家ら しく 振舞 ひっつ、 その プチ. ブル 的 名 譽心を 満足せ 

しめる ので ある。 

なぜな ば、 現世 は 利 巧者と 狡镥 者と に屬 して ゐ るからで ある。 正直で、 善良で、 無策な 人々 にと つて、 現世 は I. 

つの 長、. 失 境との 連續に 過き ない。 彼には他^^^かなぃ。 死後の 世界し かない。 しかも、 現象の 世界 以外 を 信 


じない 唯物論 者に とって、 死後の #_界 が 抑 も 何者 ぞ。 ゆ ゑに、 彼に はた だ、 少數の 同志に 賞讃 せられ， 理解 せられる、 

事し か與 へられない。 そして、 その 少數の 同志 は、 彼と 同様の 失敗 者で、 その 聲は 勝利者の 絕 叫の 中に 沒 却せられ る 

であらう。 、 
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宮 fix 夫 兄。 病中に 頂いた お 手紙 を拜讀 して、 いろいろな 事 を 思った ので、 その 一端 を、 鼓に 書きつ けて 置きたい 

と 思 ひました。 僕 はこの 一月 あまり 病臥して ゐるぁ ひだ、 いろいろと 古い 交遊の 事 を 思った のです が、 いっか 兄と ト 

都哲次 郞 君と 三人で、 神樂坂 を飮み 歩いた 時の 事な ども、 なつかしく 思 ひ 出しました。 ト部 君が 大阪で 自殺 をし かけ 

たとい ふ 事 は、 ずっと 前に 耳に した 事です が、 彼 はやつ ばり 老莊と 酒と で 生きて ゐま すか。 僕 はどうい ふ もの か、 卜 

部 君の 事 を 思 ふと、 いつも 列 子の 「且つ 久しく 生きて なに をか爲 さん. I とい ふ 句 を 思 ひ 出す のです" 彼は資 際、 老莊 

風よりも、 列 子、 むしろ 楊 朱 風の-一 ヒリ ストの やうな 氣 がします ね。 もっとも、 これ は 何も 卜 部 君に 限った 事で なく、 

老莊 風の 虎-無情 灣 など、 今日の 意味の 虚無 思想に は 入らない ほど、 今の ニヒリスト は 楊 朱の 徒な のです。 そして、 僕 

だって、 結局 はや はり 同じ 事 かも 知れません よ。 

いっか 兄 は 僕の 『山家 文 if 論集』 を 評して くれたと き、 僕が いろいろの 努力と 彷惶の 後に、 つ ひに 到達した のが、 

虎 無の 一 點 であった 事 を 書かれた。 實際、 僕 も 今や 最後の 1 動に 到達した のです。 喜ぶべき でもな く、 悲しむ べきで 

もな く、 これが 僕と しての 自然の 推移で あり、 當 然の歸 結だった のです。 ただ その 一 點は、 兄の 考 へられた 意味で は 

なくて、 虚無の 中の 虚無、 その 最後の 一 if たったの です。 この 五月でした か、 兄と 和田軌 一 郎君と 三人で 話した とき、 

僕 は 抽象的に、 その 氣持を 少し 聞いて 貰 ひたかった のです が、 あのと き は、 外の 話が あまり はづん だので、 それ も 出 

來 ませんで した。 

おもへば この 十 年來、 僕 は いろんな 思想に 稱 れて來 ました。 また、 自分で も 目に 見えぬ 推移のう ちに、 いろんな 立 
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場に 立って 来ました。 社會 主義； W 情熱から 出發 して、 基督 敎 的な 人道、 王義に 傾き、 それから 更に I 轉 して、 -ーィ チェ. 

の 機 力 意志 說に 傾倒し、 或る時 は 片隅の 幸福の ェビキ ユリア -1 ズ ムを唱 へ、 或る時 は 東洋 流の 超 脫を冀 求し ました。 然 

し、 その 底に ある もの は、 いつも 懷疑 主義で あり、 {11?： 觀. 王義 であり、 虑. 無 主義で ありました。 つまり、 アイデア リズ 

ムの 要求が、 絕 えず-一 ヒ リズムの 抑制と 戰 つて、 肯定と 否定と が 相抗爭 し、 その 二つの 力が 消長して 來 たのです。 

善 惡の價 値 問題が、 長い間、 僕の 問題でした。 道德 主義と 非道 德 主義との 間 を、 梭の やうに 往き来し たのです。 僕 

は 生れな がらの モラリストだった のです。 僕 はたう とう 最後に なって、 不道德 なハめ がま i> もし ましたが、 然し、 現代 

にあって、 自己の 不道 德を實 める ほど、 僕 は 古い 道德 家だった のです。 非道 德を 謳歌 するとき、 僕 は 一層 モラリスト 

だった のです。 だから、 ニイ チェと 同時に、 ワイ ユンゲル を 愛した のです。 僕 は 二元論の 暗 確に 難破した ワイ- 1 ンゲ 

ルの i„f::il を、 身にしみて 感ずる 事が 出来ます ひ 宵 際、 僕ぐ らゐ 二元的な 自己 分裂に 苦しんだ 人間 も尠 いでせ う。 僕の 

中には、 いつも 二人の 入 間が 對 話して ゐ るので す、 爭鬪 して ゐ るので す。 「あれ か、 これ か」 です ね。 そして、 それが 

最後に は、 きまって to  Le  or  not  to  be の 問題に 歸賀 r るので す。 

アイデア リズムと ニヒリズムと は、 僕の 半； 涯を 貧く 二 筋の 色絲の やうな ものだった かも 知れません。 そして、 こ 0 

僕が アイデア リズムと いふの は、 勿論、 哲學 上の 觀念 論の 意味で はなく、 理想主義、 精神主義、 或 ひ は 宗敎的 

な 求道 心と 云った 位の 意味です が、 普通 ニヒリズムと 云 はれる 思想 でも、 隨分 多端で、 これ を 分解して みると、 かな 

り 相反す る 要素が 含まれて ゐ るか， - 知れません。 が、 とにかく、 大體に 於いて、 前者 は肯 疋の 思想で あり、 後者 は 否 

定の 思想です。 僕が 生 を赏定 すろ 意力の 强 まる 時 は、 前者が 力 を 得、 生命力が 衰へ ると、 後者が 鎌首 を もたげる ので 

す。 僕 は 一生懸命に、 ニヒリズムな 抑へ 付けよう として 來 ましたが、 いつも それ は 多くの 効果がなかった のです 0  ^ 

而 的よりも、 外面 的の 事件が、 寅^ 問の 經驗 が、 人間性の 觀 察が、 いつも 僕 をして ニヒリズムに IS 、か 4- た。 しかも、 


一方で は、 それ を 引止める 强ぃ 力が 働く のです。 かう していつ 止む とし もない 葛藤 は續 き、 僕 はこの 二 元の 對立、 不 

斷の 自己 分裂に、 ほと ほと 困憊して しまった のです ン 

そこで 僕が つ ひに、 その 窮境に 於いて、 I 條の 活路 を 求めた の は、 禪 でした。 無礙 y: 在なる 禪の 境地でした。 禪は 

E5 想ではありません、 それだけ 生きた 力の 源泉です。 禪で云 ふ 無 は、 おそらく いかなる ニヒリズム も 及ばぬ 否定で あ 

ると 共に、 また 最大の 肯定で も あるで せう。 これ 位ゐ 恐ろしい 思想 (と 云 ひ 得れば〕 はありません。 曾って 柳 宗悅氏 

が、 西洋 中世の 神秘主義 を 研究して、 それ を 東洋に 及ぼして、 禪の 思想に 觸れ て、 そこで 止めなければ ならなかった 

の も 尤もの 事です。 

禪の 深いと ころ は、 もとより よく は 分らなかった が、 とにかく、 僕 は それによ つて、 平等 無差別の 境地 をう 力 力つ 

たのです。 ニ兀 の^ 界を 瞥見した のです。 そして、 鼓に、 この 長い間 自分 を 矛 罔 撞着で 苦しめて ゐた アイデア リズム 

と ニヒリズムとの、 統一 融 合され 得る 境地が あると 考 へる やうに なりました。 つまり、 いかなる 幻滅に も破碎 しない 

盤ヨの アイデア リズム、 絕菌を 透過した 能動と 信仰との ニヒリズム、 さう いふ 境地が 目の前に 見えて 來 たのです そ 

して、 僕 はこれ を かりに 虚無的 生命、 H,: 義と 名付けました。 否定に よっての 肯定、 ニヒリズム を 涌 過しての アイデア リ 

ズム、 とい ふよりも、 否定 も 肯定 もない、 善も惡 もない、 樂天も 厭世 もない、 一如 不二の 世界です。 若し、 この 信念 

と 安、 ひとに 到達 すれば、 僕 も カ强く 生きられる だら うと 思った のです。 そして、 そのと き、 僕 は絕望 的勇氣 とい ふ箏 

を考 へたので す。 これが 虚無的 生命 主義の 根本の 力です。 絕 望の どん底に 陷 つたと き、 人 は そこで 一つの 決意 を 得る、 

一 つの 勇氣を 得る。 死に 向 ふ 決意. 生の 執着 を斷ち 切る 勇氣" その 勇氣 もて、 ふたたび 生に 向 ふ、 死 身の 生 捨身の 

覺 悟です。 背 水の 陣、 決死の 鬪 ひです。 そこまで 行けば、 もう S  ^0  or  not  to  be など は 問題で はな、 のです 

然し、 これ は 虚無的 生命 主義な どと、 今更の やうに やかましく 云 はなく とも， 青： 際 は 極く 平凡な 思想です。 例へば 
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戰 時の 軍人 や、 乾坤一擲の 大勝 負 を やる 相場師な ど、 現に この 思想 を 生活して ゐ るで せう。 普通の 人で も、 腹の すわ 

つて ゐる人 は、 みなこの 達觀の 上に 立って ゐ ます。 これ は 思想と して は 第二義で、 實際 生活 上の is- 得に よっての み 意 

義が あるので す。 僕 は 凡ての 思想が 實踐に 現れなければ 無意味 だと 思 ふ ものです が、 特に これ は 生きて 行く 上の 覺悟 

であり、 人生の 達觀 です。 だから、 虚 尚 生命、 H. 一義 者 は、 同時に アナ キ ストと して 直接行動に 從ひ 得べ く、 マル キシ 

ストと して 鬪爭の 渦中に 飛込み 得べ く、 また 天下の 良民と して、 その 職業に 殉じ 得る のです。 否、 それでなければ 意 

味の ない ものです。 赏要 なの は、 その 腹です。 その 勦で、 禪の 境地です。 大死 一 番の 境地です。 

その後、 僕 は 西班牙 人 ミゲル .デ. ゥ ナム ノの 『悲劇的 生命 感』 とい ふ 書 を讀ん で、 そこに 自分の 考 へに 非常に 相似 

た說が 述べられて ゐ るのに 驚いた のです。 ただ、 ゥ ナム ノは 中世 的な 基督教の、 カトリックの 信仰の 上に 立脚して、 

神を說 き、 靈魂 不滅 を說 く、 その 點 はいかに も 西洋 入の 考へ 方な ので、 どうも 同感 出来なかった が、 それ を 除いて、 

自分の 共鳴で きる 部分 だけ を 取って、 僕 はこれ を かりに ナダ イズムと 名付けた のです。 それ は 西班牙で r ナダ」 とい 

ふの は 無の 義 なので、 在來の ニヒリズムの 普通の 慨 念と 別す るた めに、 ニヒリズムに 非ず、 ダダ イズムに も 非ざる 

ナダイ ズム 11 これ は 一寸 而 白い 洒落で も あるんで す。 ゥ ナム ノ はこれ を 聞いたら、 驚いて 抗議す るに 違 ひ ありませ 

ん、 私 は ニヒリスト ぢ やない よと 云って。 彼 は アイデア リスト だが その アイデア リストから 神を収 つてし まへば、 二 

ヒリ スト だ。 そこで 僕の 攝 取した ゥ ナム ノは ナダイ ストです。 西洋 崇拜の 現代で、 僕が 自分の 說に灌 威 あらしめ よう 

と 思 へば、 ゥ ナム ノ とナダ ィズ ム の 名 を 借りる べきです 0 

アイデア リスト は、 多少 ともあれ、 ドン. キ ホォテ で、 ニヒリスト は、 ハム レットの ペシミズムが、 世紀末の 絕 望の 

るつぼに 投 込まれて、 更に 極端 化した ものです。 ゥ ナム ノは ドン • キホ ォテ、 H,; 義を唱 へる。 彼に よれば、 ドン • キホォ 

テは絕 望者 であり、 絕 望から して 大業 を 企てる ものです。 卽ち、 僕の 所謂る 虚無的 生命 丰： 義 です。 絕 望が-一 ヒリ スト 


の Ig 生なら ば、 これ は 強者の- 1 ヒ リズムです、 英雄の ニヒリズムです。 元龜天 正の 英雄 兒、 織 田 信 長の-一 ヒ リズムで 

す。 ニイ チェ は 二 ヒ リズム を 分類して、 昂揚せ る 精神力の 徵候 としての 二 ヒ リズム、 卽ち、 ァク ティ ー グの -I ヒ リズム 

と、 ill 祌 力の 下降 退 嬰の證 左と しての ニヒリズム、 卽ち、 バグ ン イブの ニヒリズムとの 二つに 分けた。 その 前者に 當る 

ものです。 ニイ チェの ニヒリズムの 解剖 は、 なかなか 暗示 的な ものです が、 この 分け 方の 如き は、 『悲劇の 生』 で强 

者の ぺ シ ミズ ムを說 いた 時から、 彼 は 知って ゐた箬 です" 

鼓で 個人の 精神力の 强 弱と いふ ことが 問題に なって くる。 アイデア リズムと いひ、 ニヒリズムと いふ も. 要すろ に 

その他 人の 性格に 根ざす もの、 その 個性の 現 はれです。 思想 は： S から 生れる ものです。 性格の 影です。 それでな けれ 

*t、 單 なる賊 念に すぎず、 借物に すぎません。 とすると、 僕が いかに アイデア リズムと ニヒリズムとの 相 尅を云 はう 

とも、 それ は 自分と いふ ものの 性格の 中で、 おの づ とその 特質 を 決定 せられて ゐる 害です。 おなじ アイデア リズムで 

も、 弱蟲の アイデア リズム は、 ニヒリズムと ゑら ぶ 事な く、 强 者の ニヒリズム は、 强く アイデア リズムの 色彩 を帶び 

て 見える でせ う。 僕が 弱者で ある 限り、 その 二つと も、 力の 弱い ものです。 さう いふ 見方から すれば、 アイデア リズ 

ムと ニヒリズムとの 融合 調和な ど  いふの は、 今更迁 遠の 事で、 自分自身が 强く なり、 强^ な 精神力 を 得て、 雜 石の 

やうな 信念と、 覺 悟との 上に 立つ とき、 e: 然と 融和して 行くべき で、 その 自己 完成、 禪の 方で 云へば、 悟り * 卽ち生 

きて 働く 力 を 得る 事 こそ 緊要で、 單に 思想と して、 文學の 上で 統一 したやう に 見せても つまらぬ と 思って 来ました。 

gj^ はまった く 一切の 思想な どい ふ 事が、 ひどく つまらなくな つてし まひました。 元來、 さう した 槪念の 整理 は、 自 

分の 柄に も 合 はない 事で も あらう が、 一切の 思想 的 表白と いふ もの は、 骨折って まとめて 見たところで、 要するに、 

それ は それだけの 事で、 自分の 現實の 坐活と は、 大して 關係 はない のです。 思想と いふ もの は、 生きて 動く 力と なら 

なければ、 何の 意味 もない 事で、 しかも、 覿 念に 沒 頭して ゐ ると、 その 力が 衰 へる だけな のです。 その 點 で、 さう し 
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I  二  II 

た 一切の a-議 を 排し、 一切の 理窟 を排 する 禪の 境地 をた ふとぶ のです。 我々 は どんな 事で も 云 ふ 事 は出來 る、 が、 そ 

れが 生活 上の 實踐 とならなければ、 半文錢 にも 値しない、 これ は 僕の ますます 痛感して 来たと ころです。 

だが、 かう 云っても、 僕 自身、 もとより それが 實 現出 来た わけではありません。 ただ 知識と して 了解 出來 たのみで、 

眞の 智慧と はなって ゐな いのです。 やはり 一 つの 客觀的 解きで あっても、 個人的の gs- 得と はなって ゐな いのです。 僕 

が 今日まで いろいろと 求めて 來 たもの も、 要するに、 この 智慧で あり、 s^. 得であった のです。 それ は 僕と しての 飛躍 

でなければ なりません。 卽ち、 或る 意味で、 自己 克服で あり、 同時に、 自己 解放で もあります。 アイデア リスト も、 

= ヒリ スト も、 共に 世界 を その 儘に 承認し ない ものです、 現狀を 否定す る ものです。 ただ、 1 は 將釆に 希望 を もち、 

よりよ き 世界の 可能 を 信ずる ものであるし、 他 は 絕對に 希望 を 有たず、 無 を 以て 有に まされり となす ものです。 僕 は 

長い間、 希望と 絕 望との 間の 振子でした、 それが 絕望を 見る こと、 なほ 希望の 如くなる べき 事 を 思 ふに 至った のです。 

その 點 で、 僕 は バビィ -I の 言葉に 同感し ました。 彼の 自叙 傳を 讀ん で、 此の 男 は 自分と 同質の 人間 だな と 感じた ので 

ォ 

今度の 手紙の 中で、 兄 は バビィ 一一が、 萬 事 §1 しく、 虚無なる 事 を 知って、 なほ かつ 努力 をす る、 宇宙から 何等の 報 

酬をも 求めず、 自分の 事業の {t^ しい 事、 世界の つ ひに しい 事 を自覺 しつつ、 敢て その {t^ しさの ために 全力 を盡 すと 

云った 言葉の 眞實 を、 果して どうで あらう か A 疑 はれた。 僕 も 同じ 事 を 思った のです。 パピ ィ- 一の あの 言 紫 は、 彼の 

詩に すぎない の だと 思って ゐ ます。 その 點 で 彼 は 僕 同樣の 人間で はないで せう か。 彼が 生存して ゐる 限り、 自叙 傳を 

禽 き、 基督 傳を謦 いたと き、 由から (少 くと も 世間から 〕 何等の 報酬 を も 期待して ゐ なかった と 云へ るで せう か。 そ 

れは 超脱の 高僧の こと、 詩人 文 if 者な どに は、 得て望むべき^^ではなぃのです。 それ は 勿論， ある 瞬間. 强 くさう 思 

ひ 込む は あるで せう が、 それだけ では， やはり 一時の 感情で あっても、 體 得と はなり ません。 いかに 强ぃ 言葉 を 用 


ゐ ようと も、 依然として 知識の 範圍に 止まって、 智慧と はなり ません。 殊に、. 執着 力の 強い 西洋人な どが、 そんな 事 

を 云っても、 まづは 言葉で 終る のが 普通で せう。  、 

執着と 云へば、 兄 はつ まらない 執着に とら はれて ゐる 自分の 腑甲斐な さ を 歎じて、 それにつ けても、 その 朝の 新聞 

で. 中 國の臨 濟宗某 派の 管長で ある 老嬋 師の自 裁の 記事に 接して、 かなり 奇異な 感に打 たれた と 云 はれた。 然しな が 

ら、 生れた 限り は 生きて ゐ なければ ならず、 まことに 「野火 燒不 レ盡. 春風 吹 又 生」 だと 思 ふと 云 はれた" 僕 も あの 記 

事 を 見た とき は、 しばらく 考へ 込んで しまった のです。 死の 前に、 野火 燒不盡 と 人に 書いて 與 へた 老僧の 心事 は どん 

な もので せう か、 それ は 分りません が、 然し、 禪 僧の 自殺 は 案外め づ らしい 事で ないやう にも 思 はれます。 支那で も、 

華 亭の船 子和尙 は、 夾山を 接 得する と共に、 もう 用が すんだ と 云って、 水中に 飛込んだ と 云 はれて ゐ るし、 その 船 子 

和尙の 高風 を 慕って、 自ら 人 水して 果てた 普 首座と いふ 風變 りの 和尙 もあった と 云 ひます が、 我國 でも、 ときどき そ 

んな例 は 聞いて ゐ ます。  . 

これ は その 宗門から は、 虚 證妄說 として 否定され てはゐ ますが、 關 山阔師 (だと 覺 えて ゐ ます) は、 「どれ これから 

一寸 行って くる」 と 云って * 夜中に 尻 端し 折りで、 池の 中に ざぶ ざぶ 入って 行って、 入寂され たとい ふ 一 設 があった 

やうに 思 ひます。 また、 友人の 中村詳 一 君が よく 話して 聞かせて くれる 高 隱自的 禪師の 例 もあります。 それから 座脫 

立 亡、 これら は 自然死で せう が、 また 一 種の 死の 征服で あり、 死の 統御で もあって、 よし 時間 的に はわ づ かであって も、 

意識的に 天壽を 縮める 場合 も あるで せう U ここまで 考 へて 來 ると、 自殺と 自然死との 區別 も、 一寸 曖昧に なって 來ま 

す。 勿論. 座 脫立亡 は 立派な 大往生で せう が、 たと ひ 自殺 だとても、 人に よって その 心境 は それぞれ 違 ふので せう か 

ら、 その 境界に 至って は、 他から 忖度す る 事 は出來 ますまい。 が、 とにかく、 禪 僧の 自殺と は、 一見 矛盾の やうで、 

奇異の 感 もあります が、 また、 肯 かれる ふ，^ も ある やうな 氣 がします。 

ほ 想 1« ほ  111111 


三 £ 

禪と いふ ものよ、 僕に はたう とう 分らないで しま ひました が、 その 分らない 僕の 心から 云へば、 生死の 關を 透過し 

た 人 ことって は、 生 も 死 も 差別 はない の だから、 天命に 從 つて 生きる の はもと よりよ いが、 又、 その 生命の 根 を斷絕 

しても、 それ も 別に 差 支 はない 害で はないで せう か。 禪宗 では 時節 因緣 とい ふ 事 をよ く 云 ひます、 時節 因緣を 明らめ 

るの が佛 法の 極意です。 そして、 人の 死 はたと ひい かやう であらう とも、 結局、 みんな 時節 因緣 なので はないで せう 

か。 もっとも、 e:^t，、 たと ひ 基督 敎 ほど 格で はなく とも、 佛敎 から も 簡單に 肯定 はされ ない と は 思 ひます 力。 こ 

の點、 僕に はま だ 知識が 不十分です。 

これで 思 ひ 出し ましたが、 去年の 秋 か 冬の 事でした らう、 或る 機會 から、 京都の 有名な 禪宗 本山の 塔 ST の 和 尙に會 

ひました。 わざわざ 訪ねて くれたので すが、 その 無雜 作な 窜： 顔の 和 尙は、 いかにも 修行の 出来た 入と いふ 印象 を 受け 

ました。 そのと き、 和尙は 此の 近所に 芥 川と いふ 標札の かかって ゐる家 を 見た が、 あれ は 芥川龍之介 さんの 家 かとい 

ふやうな 事から、 芥川 氏の 話に なって、 あれ だけ 立派な 人が あんな 最後 を 遂げた 事 は 惜しい と 云 ひ、 もっと 生き 長ら 

へて いい 仕事 をして くれねば ならない 人だった と 云って、 いろいろ 自殺 否定 論 をした。 

僕 も その 說に 同意して、 芥川 氏も禪 でも やったら よかった かも 知れない と 云った。 それ は 僕 自身、 自己 救濟の 試み 

として、 その 事 を 痛切に 思って ゐ たからでした。 が、 その後に なって、 和尙 がその 時 同伴した 人に 後で 語った とい ふ 

言葉 を 聞いたら、 和尙は 僕の 顏を 見る や 否や、 この 人 は 自殺す る 入 だ、 尊 常の 最期 は 遂げない と 見た ので、 ああして 

芥 川の 裹を 話して、 それとなく 諷諌した の だが、 その 話 を 聞いて、 それだけ 分って をれば、 まづ 大丈夫 だら うと 安心 

したと 云 はれた さう で、 僕 は 和尙の 明に すっかり 服して しまった のです。 實際、 僕の 相貌 はとに かくと して、 あの 時 

分、 僕の 心の中に は、 その 念が 底に 抑へ 付けて あつたの です。 僕が 芥川 氏の 死 を 人事なら ず 感じて、 いろいろと 複雜 

な氣 分の 上の 影響 を 受けた の も、 その ゆ ゑな のです。 そして、 當時 僕が 和尙に 云った 事 は、 嘘ではなかった が、 今の 


僕に はもう 云へ ぬ 事です。 

兄 は 本 を 讚めば あれ もこれ も讀 みたくな り、 長い間 徒らに 怠け 通した 愚か さ を、 つくづくと 身に r 沁みて 考へ ると 云 

はれた。 僕- - 長い間、 その 執着と 焦躁に とら はれて ゐ ました。 あらゆる 本が 讀 みたかった のです。 殊に、 この 四 五 年 

は、 殆 んど讀 に沒 頭した 感が ありました。 貧乏な 中から、 家の ものの 苦情 も 頓着な しに、 毎月 丸 善に 五十 圓、 七十 

圓と 海外 註文 をして、 アナ キズム の 本な ど隨分 集め ましたし、 何分 無茶苦茶に 興味が 多 方 而で、 調べたい 範圍 が廣ぃ 

ものです から、 人の 驚く やうな 飛んでも ない 本まで 取 寄せて、 とにかく、 讀 める だけ は讀ん だのです。 然し、 讀書は 

少しも ほ 分 を 賢く して はくれ ませんで した。 (この 事 も旣に 人が 云って ゐ るので すが) か へって 自分の 頭 を 支離滅裂に 

して {ai 分の 心 を 悲しい 死灰の 中に 沈めて しまった。 つまり、 僕 は 本に 負けた のです。 それで、 長年 讀 みたい と あこが 

れて ゐた戀 人の やうな 本が 揃った 時分に は、 もう 見る の も 厭やに なって しまった のです。 まるで 人の 垂れた 糞 を 頭の 

上に 飾って ゐる やうた 氣 がして 来たんで す。 そして、 「多く 書 をつ くれば 果 しなし、 多く 學 ベば 體疲 る」 とい ふ舊 約の 

箴言の 句 を、 しみじみ 本當 だと 思 ひました。  . 

書物と いふ ものが 恐ろしく つまらなくな つてし まった。 それ は 僕に とって は、 人生が つまらなくな つたのと 同じ 事 

なのです。 それと 同時に、 僕の 頭 を 打った の は、 こんなに 書物が つまらなくな つたのに、 やつば り霄物 をつ くらねば 

ならぬ の だら うかと いふ 反省の 聲 でした。 他の すぐれた 人の 書物 を讀 むの さへ、 つまらなく 感じて 來 たもの が、 つま 

ら ない 自分の 書物 をつ くると は、 大變な 矛盾です。 事實、 僕 は ni: 分の 本 を こしら へる 事に も 倦いた のです。 自分の 才 

能の 乏し さは、 旣に 昔から 氣 付いて ゐた 事です が、 そして、 その 與 へられた 天分の 範 園で、 精一杯の 仕事 をす るの を、 

自分の. K 分 だと 思った のです が、 今年に なって、 それが 全く 無意味に 思 はれて 來 ました。 土龍の 穴 掘り、 賽の河原の 

石 積み、 それが いつまで 續く のか。 濕 地に 生える 菌の やうな かう した 暗い 生活が、 過去 十數 年の 牛； 活だ つたば かりで 
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なく、 また 今後の、 一生の 尘活 だと 思 ふとき、 僕 は 深い 絕^ を 感ずる のです。 

バビィ 二の 云った やうに、 何の 報酬 を も 求めないで 努力 をし、 萬 事の なる を 知って 獻 る 壯嚴" { や： 亂 b 徹した 

佛者は 知らず、 一 凡夫なる 僕に は、 それ は眞 {41 の 世界での 呼吸です。 何の 希望 も 夢 も 有たないで 生きる こと、 絕望を 

生きる 絕望的 勇氣、 それ は 何たる 力、 何たる 達 道、 何たる 大悟 徹底で せう か。 駄目、 僕 は 駄目。 思想 的に やう やく 到 

達し 得た， V 思った 虚無的 生命、 王義、 それ はた だの 言葉に 過ぎなかった のです。 思想 なんても の は Mr だ、 知識 も、 理窟 

も、 みんな 空 だ" ただ、 只管 打 座、 辨道 二十 年に して、 僕 は はじめて その 力 を 獲た でせ う。 然し 今、 僕 はもう その 修 

業 をす る氣 力がない のです。 僕の 辛うじて 見出した 一道の 光明 は 消失し。 ゎづ かに 見た 統一 は 痴人の 夢と なり、 その 

內 生活 は 破綻し なければ ならない のです。 僕の カは盡 きたので す。 僕 は」. 撙の 夜々、 額から、 類から、 橫 腹から、 し 

たたる 鮮血に、 血み どろに なって、 折れた 刀 を 地に 突いて、 がっくれ 斃れ 込んだ 一人の 男 を 幻に 見ました。 それが 僕 

の 姿な のです。 

なぜ 僕が こんな 姿に なった のか、 それ は 長い 物語です。 ヂプ ケンス の小說 よりも 長い 物語です。 然し、 それ を說 明す 

れば 短い、 つまり、 僕は此 世に 適しなかった のです。 いつも 僕に 對 して、 兄の 弟に 對 する やうな 愛 を もって くれて ゐ 

ろ 加 藤 武雄君 は、 この 春 以来の 僕の この 意氣 沮喪、 悲觀絕 望 を 見る に 見 かねて、 もっと 勇氣を 出せ， 誇 小 妄想に 陷る 

な、 自信と希3^を持て、 君 も當り 前の 道 を 踏んで 来た 人間 ぢ やない、 艱難辛苦 を 凌いで 來た入 間 だ、 身 堕に 筋金が 入 

つて ゐる箬 だと 云って くれました。 が、 刃 は こぼれた、 ボ キリと 折れた、 最を 打碎 かう とした 刀 は 打れ てし まった。 

メェ テル リンク は、 夭折 r ベく 運命 づ けられて ゐる 人間 を、 宿命 者の 名の もとに 呼んだ が、 世に はさう した 夭折 者の 

外に、 また 別に、 戰ひ 敗れて、 敗北 者 たるべく 蓮命づ けられて ゐる 宿命 者が あるので す。 北 村 透 谷が さう でした、 僕 

もまた その 1 人だった のです。 


思へば i い 文筆 生活、 迷 ひと 苦惱 のこのお 月、 はじめからの 僕の 歩み をよ く 見守って くれて ゐる兄 は、 (その 長い 温か 

い 友愛 を 思へば、 隨は 感謝に おの づ から 濡れる …… ) 虎 無の 一點 に 到達した 僕の 心事 を、 よく 理解して くれる でせ う、 

この 云 ふべ からざる 寂寥と 叛逆と を。 僕の 生涯 はかう あるべき ではなかった、 それ は 訂正され ねばならない。 これが 

かの 知られざる ものへの 僕の プロテストです。 そして， 凡ての プロレタリアの プロテストです。 僕 も 結局、 一人の プ 

ロレ タ リアだった のです。 自分が あるべからざる 境遇に 置かれ、 なすべからざる 生活 をな さねば ならぬ とい ふ 致命的 

な 意：^ よ.、 内心、 僕 をして 叛逆せ しめたの です。 しかも、 この 叛逆 を 外に 表白す る 力 を 僕 は 全く 缺 いで ゐ たのです。 

兄よ 二十 年の 昔に かへ つた やうに、 センチ メント が 不思議に 生じて 来て、 平常の 鬪爭性 を 幾分 か 減じて くれる 事 を 喜 

ぶと 云 はれた が、 僕 はまた 反對 に、 兄の やうな 鬪爭 性の 不足に、 自分の 消極性に いかに 惱んで 来ました か。 僕 は 昔 か 

ら、 かの 軍服な き戰士 となって、 勇ましく i5 ひたいと いふ ひそかな 欲望 を、 常に、 常に、 心の底に 抱いて 来ました。 

しかも、 それに 必要な 資格が 自分に 全然 缺 けて ゐる 事の 自覺、 實際 的に 無力なる 文學 が、 自分の 片輪 車 だとい ふ認読 

が、 f; 慘に それ を隨 伏してし まった のです。 僕が 斷然、 實際 運動 を斷 念した の も それが ため、 ！^？：時の文舉者の慌しぃ 

左傾 を 譏 刺した の も それが ためです。 だが、 かの 人々 はな ほ 力 を、 夢 を、 希望 を 有って ゐる、 僕に はない。 

僕 は實に 早くから 洞察して ゐ ました、 僕の ニヒリズムが、 蛇が、 僕に 攝 いたから です、 人間と いふ ものが 達 息して 

ゐろ 限り、 この 地球上に は、 If 和 もなければ、 幸福 もない と。 自由 もなければ、 平等 もない。 ， ^論、 正義な どの あり 

やうがない と。 この 地球 を濕 地の 菌の やうに 蔽 つて ゐる 人間 を 滅ぼせよ、 そしたら、 これらの もの は、 それに 代って 

この 地球 を蔽 つてし まふ だら うと。 然も、 これらの もの を 求める もの は、 ただ 人間ば かしな のです。 僕 はまた 知って 

ゐ ました、 金錢が 存在す る 限り、 人間 は 救 はれない、 奴隸 であると。 ひとり 無 斋 階級ば かりで なく、 資本家 階級 もま 

た 奴 II であると。 いな、 彼等 こそ 黄金の 手に 拜 m する 奴 隸 であると。 然も、 人間が 原始の 混沌に か へらぬ 限り、 金錢 
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は 全能の 神と して、 この 地上 を 支. 1 する でせ う。 然し、 僕の 中の アイデア リズム は、 鷲 は、 それに 反抗した のです。 

救 はれ 難い 人生、 救 はれ 難い 人間、 永遠に 續く 不合理 11 これ を 知って、 それに 堪 へられる でせ うか。 それ は 行 止り 

です、 袋小路です。 百 尺 竿頭です。 更に 一歩、 一飛 躍 i 僕 はどうして それ を やらう かと、 長い こと 考 へたので す。 

絕望的 勇氣を もって、 チタ アンの 戰ひを 戰 ふ 絕菌者 ドン • キホ ォテ、 それ は 消えが ての 蠛燭の 火光の やうに、 一瞬、 ば 

つと 僕 の^に 閃いた 最後の 光明に 過ぎなかった のです。 

今日の 日 は夕榮 もなくて 暮れて 行きます。 見る まに 夕閻は 迫って 來 ます。 暮れ 脚 はやい 秋の 日の、 その 慌 しいた そ 

がれ を、 僕 は 茫然と して ノィん で、 四顧して、 樹々 の 聲を 聽き、 わが 心の 囁き を 聽 くので す。 僕を此 所まで 導いて 来た 

もの は 何 か、 アイデア リズムで もな く、  ニヒリズム でもな く、 時代で もな く、 思想で もな く、 ただ、 撲の 性格で あり、 

僕の？， 述 命だった のです。 僕 はもう 自由意志 説な ど 云 ふ 事が 出来ません、 今 は無氣 力な 宿侖 論者です。 小さい 無力な 人 

間、 もがいても、 もがいても、 何が 出來 ます もの か。 琉 球の 芋 酒を飮 んだ醉 つばら ひです、 頭 だけ ははつ きりして ゐ 

て も、 足腰 は 立た な いんです。 人生と いふ もの も、 やっぱり 酒 を飮む やうな もので せう。 痛飮淋 濟. 夜ん > 徹する 人 も 

あり、 醉ひ つぶれて、 正體を 失する 人 も あり、 一杯の 酒に 陶然と なる 人 も ある。 兄と 飮んだ 時分 は、 まだ 僕 は 酒に 强 

かった、 今 僕 は 酒精 を 一切 禁ぜられた 橫 臥の 病人に 過ぎない のです。 人生 はだん だん 僕に は 味 は ひ 難い ものと なり ま 

した。 自分の 無價 値と 無力と に堪 へる ほど、 僕に は その 價 値が なく、 その 力がない のです。 虛 無と 知って 努力す る 人 

間の 心 は莊嚴 でせ う。 然し、 虚無 そのものの 方が 一層 莊 厳です。 その 虚無の 中に 虚無と して 融け 込んで 行く の は、 最 

も 僕に ふさ はしい 事で はないで せう か。 

傳道者 は 言く、  {T^ の {TT  {t^ の 空なる 哉と。 人間の 自己欺瞞 は、 この{み-を補ふに神を2^てしたのです。 黯太人 はかく 

して 幸福でした。 二 千年の 間、 適 太 人 を 排斥した 歐羅 巴人 も、 瘤太人ょりも愚^^ではなかった。 彼等 もこの Ml を 補 ふ 


こ 神 を 以てした からです。 神。 何とい ふ赏 寶な發 明" だが、 神。 何とい ふ {SI な 言葉。 或る 镯 逸人 は、 神の 死が 二ヒ 

リズムの 必要 條件 だと 云 ひました。 何とい ふ 歐羅巴 的の 囚 はれた 考 へで せう。 僕 等に は 神なん ど、 初めから てんで 問 

題ぢ やな いんです。 神 卽ち虛 無、 li 卽ち 神ではありません か。 神な き宗敎 こそ、 僕の 宗教です。 大 乘佛敎 こそ、 す 

ばらしい 深い 宗敎 ではありません か" 地獄 極 樂總に 閑 家具、 みんな 心の 迷 ひです ね" また、 迷 ひがあって、 人生の 味 

も あるので せう。 味 1  曰 も 食べれば 糞になる、 それでも 味噌 は 味噌 * 糞 は 糞、 糞 袋から 糞 を ひらなくなる と、 御 然傷さ 

まと 云って 弔 ふので す。 

そこで、 僕 もた うと， 「御 愁傷 さまです。 虚無の 虚無に 到達して、 有から 無に 生れる 虚無の 赤ん坊に なって、 僕 はお 

めでたう です。 僕 は 高い 聲で云 ひました、 神の 代りに、 僕 は 死 だ。 虚無 は 死 だ、 死 は 救 ひだ。 然し、 そんな 事 は 今更 

僕が 云 ふまで もな く、 誰でも 心の底で よく 知って ゐる 事です。 しかも、 それが 病的な 思想と して、 この 人生で 大きい 

意味 を もち 得な いのは、 人間の 本性に 反する からです。 生命の 愛着が、 人間 を その 迷 ひと 苦惱の 中に 引止める、 い 力 

なる-一 ヒリ スト も、 ペシミスト も、 そこで 不徹底な 饒舌家と して 止まって しま ふ。 僕 自身 もさう でした、 長い 年の 間、 

さう でした。 だが、 これ は 決して？^ づ べき 事で はない のです。 僕 とても 決して 生命 を輕視 し、 玩弄し はしません でし 

た。 業 とても、 生に とどま らんが ために 出来るだけの 事 を やった のです、 戰 へる だけ は戰 つたつ もりです。 實際、 僕 

はもつ と 早く 切り上げるべき でした。 少し は 時期 を 失した と、 悔が ある 位です。 

虚無の 徹底 境 11 それ は 生で せう か、 死で せう か、 生死の 海 を 越した 正覺の 彼岸で せう か。 僕 は 虚無に 徹して、 は 

じめ て 全 1 の、 盤石の 生が 得られる と 思った、 虚無の 彼岸 こそ 最も 堅い 生の 地盤で あると 思った のです が、 そわ を 生 

に實 現す る 事 は、 況ん や、 H;- 覺の 大悟に 達する 事 は、 僕より 力量 ある 人の 事。 僕 は 虚無に 徹して、 虎. 無 を 得、 死中に 

活を 求めて 死 を 得た のです。 神、 靈魂 不滅、 死後の 生活 11 それ を 信ずる 人に は、 みな それ は眞實 です。 僕 はた だ絕 
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滅 をのみ 信じます。 自己 意識の 完全な 絕滅、 肉體の 完全な 壊滅、 四大は 分散し、 元素に 歸 す。 完全な 解體。 醜い 死髓 

なん ぞ 北極へ でも 流れて 行って しまへ です。 僕 はいつ のまに か、 唯物論 者に なった のでせ うか。 エンゲルスが、 自 

分の 死靜、 を燒 いて、 その 灰 を 海中に ふり 撒かした の を、 いかにも 唯物論 者ら しくて、 さつば りして ゐ ていいと、 虽く 

同感した のです。 

、つの まに か、 とりとめ なく、 こんな 事 を 書いて しま ひました。 こんな 事 を 書かずに ゐられ ない うち は、 どちらに 

しても お 話に なりません。 . 僕 がなん にも 書け なくなり、 なんにも 喋れ なくなった とき、 僕 は はじめて 偉大に な e る 

でせ う。 僕 は 元素に 復歸 して、 大自然の 一部と なり、 雨に なり、 風に なり、 火に なり、 土になる でせ う。 そのと き、 

僕 は はじめて 眞の 文字 I くで せう、 偉大な 詩 を 歌 ふでせ う。 だが、 その 前に、 僕 は 小さな、 劣弱な この 僕と いふ 一 

人の 人間と して、 兄が長ぃ愛顚への^£謝を、 兄に 述べたかった のでした。 

昭和 三年 十月 二十 六日 (「未 發表 原稿」) 

参攻で 

^  M  一一 n  口 

三十 七 年 を 費し て、 つ ひ に 自分 は 何者に も なれな いでし まつ ： こ。 

現代 は K, 門 家の 時代 だ。 何等かの 惠 門に 屬 しない ものの 存在 を 許さない 0 

そこで、 自分の 座席 は何處 にも 見出せなかった。 

自分 は 十 年の 間、 立ん 坊を 勤めた の だ。 


自分 は 自分の 尊敬した 人々 から、 多くの場合、 侮蔑の 眼 を 以て 見られた。 

はじめ、 自分 は 長い こと、 それに 氣が 付かないで ゐ る。 

が、 つ ひに それに 氣 付いた とき、 自分 はつねに 激烈な 叛^ 者であった。 

自 分が 背いて 来た 先輩 知友 は、 性格 や 思想の 上で、 到底 相 容れぬ ものが あつたか も 知れない が、 彼等に とって ，：n: 分 

が 無であった 事が、 一層よ くない 事ではなかった らう か。 

だが、 彼等 は 間違って ゐ たのではなかった。 自分 は 侮蔑に 値する 人間だった の だ"  ， 

その 人間が 侮蔑 を 感じて 腹 を 立てた 事が、 むしろ 驚くべき 事であった かも 知れない。 が、 一寸の 蟲 にも 五分の 魂 だ。 

そして、 この 五分の 魂が、 いつも 自分の 踪跌と 失敗の 原 因 であった。 

自分 は憐 偶に 値する 人間 だ つ た。 

自分が 多分に 叛逆 的 傾向 を 有しつつ も、 とにかく、 今まで その 存在 を 許されて ゐた 事の、 隱れた 理由 を、 今、 自分 

はこの 點に 於いて 發 見した。 

自分 は 人に 憎まれる やうな 多くの 愚昧 を やった。 が、 それでも、 自分 は 憎まれる より は、 憫 まるべき 人^：. こった 

の だ。 

おそらく、 自分 を 憎んだ の は、 最も 無力な 民衆 詩人 位な ものだった らう 0 

著書が 費れ ると いふので、 自分 は 文堉； から 輕 蔑され、 詩壇から 僧惡 された" 
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自分の 著書 は、 それほど 多く 費れ はしなかった" が、 多少 目立って 寶れた 本 もあった。 それで 辛うじて 今日まで 生活 

が 出来た の だ。 

若し ちっとも 本が 賢れ なかったら、 多分もう 數年 前に、 E 分 は 死んで ゐ たで あらう。 

子供 向きの 著者 11 それが 自分の 名の 得た 一般的 槪 念であった。 

甘い、 セン ティ メンタルな、 小曲 詩人 11 それが 自分の SJt^ 名譽 の^ 號 であった。 

その 定評 を 打^す るた めに、 自分の 拂 つた 努力 は、 牛の 如き ものであった。. 

しかも， 何の 申斐 もなかった。 

最後に、 今、 自分 は 結局、 その 世評が 正しくて、 e: 分 は その 世評 以外の 何者で もなかつ たの だと 考 へる やうに なつ 

た。 

三十 七 歳に 及んで、 自分が 生に 絕 望した とて、 意志薄弱の 詳りを 受けねば ならぬ の だら うか。 

もう 自分が 自分の 意志 を 表明す るみち は、 たった 一 つし か殘ら なくなった。 それ は 死 だ。 

今まで 自分の 書いた もの は、 みな 失敗の 作品の みだった。 ただ 1 つ、 多少 意味の ある 作品 を 書く 事が 出来る。 それ 

は 死 だ。 

こんなに 思った 自 分 は、 やはり 甘い セン ティ メン タリ スト だ。 

自分の 死なん ぞに、 何の 意味が ある もの か。 それ は 自分の 生と 同樣に 無意味な の だ。 


滿洲 の馬賊 は、 殺人 を打碎 了、 自殺 を睡 了と 云 ふと、 新聞で 讀ん だが、 その 端的に して、 いかにも 適切な 事に 驚い 

た 0 

人 の 生活す る 方向 は、 打碎了 か、 睡了 かの どちら か だ。 自己 を 主張し、 自己 を擴 大して、 他人 を應 迫し、 他人 を 

征服す るの は、 小規模の 打碎 了と も 云へ る、 それが 出来ないで、 自分が 萎縮す るの は、 緩谩な 一! 了 だ。 

考 へて みると、 自分の 一生 は、 間斷 なき、 なしく づ しの 睡 了であった。 

睡了、 睡了 — それに 徹すれば 自分 も 幸福に なれる。 人間 は 自分の 生き方に 徹すれば いいの だ、 たと ひそれ が 死で 

あらう とも。 

X 

小鳥の やうに 死ねない もの か。 或 日、 冷たくな つて 1 落葉の 下に 見出される 小鳥の やうに。 

悲劇の 缺點 は、 生と 死と を あまりに 重大に 取扱 ふ 事 だと、 シャン フす ー ルは 云った が、 人間の 缺 は、 たしかに、 生 

と 死と を あまりに 重大に 取りす ぎる 事 だ。  . 

とりわけ、 自分 は 人並 以上であった。 

人生 を あまりに 重大に 取るな とい ふの は、 老成した 人の 人生 智 である" 生きる ものの 生きる ために は、 聽 かねば な 

ら ない 箴言 だリ 

それ を も 自分 は 知って ゐた。 が、 自分に は それが 守れなかった。 

今やう やく 自分 は、 自分の 無 價値を 知る 事に よって、 生と 死が 論ずる にも 足らぬ 事 を さとった。 無論、 自分の 生と 

死で ある。  - 


この 入 生から、 偉大な もの、 高貴な もの、 至醇な もの を 見出さう とした 自分の 探求 は、 完全に 失敗した 0 

その 失敗の 主たる 原因 は、 おも ふに、 .E 分の 衷に、 偉大な もの、 高貴な もの、 至醇な ものが 存 しなかった からで あ 

らう 0 

人間が どんな 高遠な 理想 や 主義 を 口にし 肇 にしよう とも、 その 赏 生活 を！ a ない 以上、 それが 信ぜられ なくなつ」 この 

は、 自分の 陷 つた 最大 不幸であった。 國 家の ため、 瓧會 のた め、 民衆の ため、 こんな 美名 を 標榜す る 事に よって、 I 

身の 榮達 を圔る もの は 政治家で ある。  • 

文學者 も、 だんだん 政治家に なって 來た。 

人間に 對 する 信輯を 有たぬ もの は、 入^と 絕緣 した ものである。 人生の 敵で ある。 彼 ははね のけら， 叱なければ なら 

ぬ。 

然し、 彼 とても、 ひとたび は 人間に 對 して、 絕對の 信賴を 抱いて ゐ たの だ。 人並 以上に、 人間 を 信じ、 愛して ゐた 

の だ。 

それ は經驗 によって、 無慘に 破られて しまった。 誰れ でも 破られて しま ふの だ。 

ただ、 力 ある 入 は、 ふたたび 希 を 盛り かへ す。 また、 一切の 期待 を棄 てて、 所設 人間 はこん な もの だとい ふ 悟り 

を ひらいて 生きる の だ。 

自分 は 然し、 人間が 厭 はしと いふより、 ただこの 自分自身が 厭 はしい の だ、 この 自分 一人が …… 


自分の 愛した 自然 も、 今 は 心. V 惹き付けない。 昔、 自分の 魅せられた 風景 も、 今 ひとたび 見たい と は 思 はぬ。 

人生に 絕 望した と 同じ やうに、 QI^? にも 無感覺 になった のか。 

自分 はこん な 心の 狀能 r 生命力の 衰頹、 生の 車輪の 破碎 を、 悲しむ の だ。 

ノン シャ ラントな 心の 状態、 人生 百事に 對 して、 イン ディ ファレン ト になった もの、 -ール • アド ミラ リ、 そんな デプド • 

ライフに 對 して、 云 ひ 知れぬ 嫌惡を 感ずる。 

生 は 感激で ある。 熱狂で ある。 躍進で ある。 本能 的で も、 盲目的で も、 ただ 前へ 前へ と、 11 それ が^だ。 その外 

は、 生の 影に すぎない。  . 

眞に 生きる もの は、 故 大杉榮 が 云った 「正氣 の 狂人 」 だけ だ。 

XXX 事件 ほど、 自分の 心 を 躍らせた ものはなかった。  , 

自分 は その 運動に、 全部 的に 共感す る もので はない が、 そこに 躍動して ゐる 生命力に 打 たれた の だ。 

細かい 事 は、 勿論、 外部の 自分に は 分らない が、 たしかに、 そこに は 生きた、 生きた、 生命が 躍動して ゐ るの を 感 

ずる 事 だけ は出來 るの だ。 

活潑な 細胞よ。 

最も 尊い 靑 年の 情熱の 方向 は、 もはや 文學の 方面に はなく、 —— そこに は藝 術に 殉 ずる、 あの 明治 人の 熱意 は 全く 

滅びて、 當て 込みの 商業主義 だけが 榮 えて ゐる、 最も 若い 人の 心に さへ も —— 一 國の 精華 は、 旣 にこの 方面に 集注し 

てゐ るの だ。 

日本中の XX 所 を、 自分た ちで 埋めて しま ふまでと いふ 意氣 込みで、 その 中に すわって ゐる もの は、 あまり 長から 
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ぬ 日の 後に、 勝利 を 得た 同士に よって 救 ひ 出される 事 を、 確く 信じ 切って ゐ るの だ。 

自分 は それ を 聞いた とき， 現代の 日本人に 對 する 自分の 悲觀說 を、 しばらく 掌の 上で はかりつつ、 自分の 眼が 甚だ 

狭い 範圍に 低徊して ゐ たの だと 思った。 

文學 などと いふ もの は、 所詮、 天下 泰平の 窗物 だ。 

te^ 活 に餘裕 あっての 文學 だ。 經濟 的の 好況 時代が、 同時に 文學の 好況 時代 だ。 

社會が こんなに 激動し， 生活が こんなに も 不安に なった 時代に、 文學 が衰顏 したの は、 少しも 不思議な 現象で はな 

、 0 

恐らく、 文學が 全く 滅亡して しま ふ 時期が 來 るで あらう。 遠から ぬ將來 に、 必ず 來る であらう。 1 度は來 るで あら 

丁度、 維新 前後の 動亂 期の やうに。 佛蘭西 革命の 當 時の やうに 0 

肇を 投じて XX を。 

インキでなくて 血 を。 

制作でなくて X  X を。 

それが 出来ない もの は、 餘計者 だ。 死ね。 

藝術家 だと か、 文人 だと か、 名 はいかに 美しく とも、 所詮、 資本家の 奴隸 に過ぎない。 公衆の 帮 間に 過ぎない。 

資本主義の 社會 にあって は、 文人墨客の 風流 も、 また あはれ むべき 自己 欺 痛に 過ぎない の だ。  . 


我々 の 才能が、 金錢で 換算され る 事を考 へて みるが よい。 自分の 大切な 心の 祕密 を、 ゎづ かな 鳥目に 替 へて その 

日の 暮しを 立てねば ならぬ 入 問 11 自分 は あまりに 自分 を みじめに 思 ふ。 

t 商品と して 取扱 はれる 不愉快 さ、 そんな 事を考 へる のが、 旣に 時代お くれの 人間の 證據だ • 

確乎た ろ 自覺を 以てな される 商業主義 ——. 古い 文士 氣 質の 暖昧な 唯 心 主義 を 嘲笑して、 算盤 片手に 筆 を 走らせる 唯 

物 主義に 徹した 文學 者の、 うそ いつはり のない、 キビ キビした 態度 こそ、 むしろ 爽快 だ。 

人氣を 蔑視す ると 號 しながら、 絕 えず 人氣の 消長に 焦心せ ずに ゐられ ぬ藝術 家、 風流 事 を 口にしつつ、 他人の 收 

入を氣 にせずに ゐられ ない 文人 11 だが それ もこれ も. < ^情の 機微 だ、 最も 人間的な 事と して、 寛容せ ねばならぬ。 た 

だ、 唯，^. P/ 觀は、 その 自己欺瞞の 垂幕 を ひきちぎって、 赤裸々 の現實 —— 經濟的 機構 を 暴露する。 まったく、 この 厄 

介な 奴 は、 一切の 美しい お 化粧 を はがして しま ふの だ。 

美しい 藝術 家. 文人 生活の 眞相 は、 決して 羨むべき もので はない の だ。 自分 は 嘘 は 云 はない。 たと ひ 劣弱ながら も、 

自分 も 文筆に よって 衣食して ゐた 以上、 その 苦汁の 底の をり まで 飮んだ 一 人だった の だから。 

然し、 か， n した 厭 はし さも、 結局 は、 みなこの 資本主義 社會の 不合理から 發 する、 些末 事に すぎない。 多分、 さう 

であらう。 然しながら、 これ をい かに 厭 はしく 思 はう とも、 この 資本主義 社會の 組織 を變 革す る 事 は、 文 sif 者の 任務 

ではない、 いな、 無力な 文藥 者の 企て 及ぶべき 事で はない の だ。 

何と 云っても、 文 學者は 餘計者 だ。 そして、 その 中の 最も 劣弱な ものが 何で あるか、 云 ふまで もない 話 だ。 

生命が けで 藝術 を。 死 か藝術 か。 

そんな 風に、 多くの 人が 考 へて、 その 意氣 込みで 精進した 時代が あった。 今では、 そんな 事 を 云 ふと、 わら ひもの 
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にされ る だら う。 

だが、 自分 はかう した 1 向きな 情熱 を 愛する もの だ。 {IT 分 も それだけの 熱意 を もちたい と 思った。 

けれども、 自分 はかう した r 悲 壯な覺 悟」 に、 果して いくばくの 意義が あるか を 疑って 來 た。 

餓死 を覺 悟で、 いい 藝術 を殘 す。 それ は 勿論、 わるい 事で はない。 けれども、 その 意義 は、 當 人の 考 へる ほど 犬し 

たもので はない の だ。 

それ は單 なる 自己 滿足 のために すぎない。 社會的 事業な どと いふ もので は 勿論ない。 その 藝 術が、 他人 を 喜ばせ、 

^^會的に貢鏖をするならば、 それ は 作者に とって は、 偶然の 事件な の だ 0 

はじめから 他人 を 喜ばす つもりで 書く のなら また 別 だが、 その場合には、 生命が けな どと 云った 筋合 ひの もの,， よ 

あるまい。 

とにかく、 自分の 好きな 事 を 書いて、 貧乏して 死ぬ か、 大衆 向きの 物 を 書いて、 一人前の 暮しを 立てる か だ。 どら 

ら でも、 結局 同じ 事 だ。 みんな 好きな やうに やれば いい。 

自分 は藝術 家と か、 文學 者と かいふ ものが、 お 百姓さん や、 大工さん や、 左官さん やより、 一段 立ち まさつ ヒ入 

だと は 思 はれない。 

自分 は 昔から r 藝術」 なる ものの 分らない 人間であった かも 知れない。 

とも すれば、 文學の 意義 を 疑って ばかり ゐた" そのため、 激しい 非難 を さへ 受けた。 

だが、 今や 時代 全體 が、 S 否定に 傾いて 来た。 文 i 上 I は、 小さな 自分 如き ものの 頭な き、 打つ 事 も 容易 

だら うが.、 この 持 代の 風潮 をば 何とす るぞ。 


自分の 書きたい 事 だけ を 書いて、 それで 生活の W 来た 時代 は、 旣に 去った。 

詩 は 食へ ない ものであった。 詩人 は 昔から 貧乏と 相場が きまって ゐた。 今や、 餓死し ない もの は、 詩人で はない の 

だ。 

文^者が 向 己の世に 認められない 事を訴 へる の は、 全く 理. a のない 事 だ。 誰も 文 學 者に なって くれと 鎮ん だもの は 

ない のに、 自分の 勝手で、 好き放題に 文筆 を 執って ゐる 以上 は、 旣に その 事に よって 酬 いられて ゐ るの だから、 それ 

. だけで 满 足して いい 害で ある。 

自分の 好きな 事 を 書いて、 世に 認められて、 名聲を 博して、 富 を 得て、 生きな がらの 古典 作家に なって …… それで 

は あまりに 虫の よす ぎる 話 だ。 それが 思 ふやう に 行かない のが、 むしろ 當然 なの だ。  、 

{R 分な ども、 好き勝手な 事 を 書いて、 それで 報酬 を S 得て、 今日まで 牛： きて 来たの だから、 少しも 不遇 だな どと 訴へ 

. る 理由 はない の だ。 

人に 惡く云 はれた 位、 身分 相當の 租税 を 納めた やうな もの だ。 それな のに、 その 明白な 理が 分らなくて、 絕 望に 陷 

もとは， 何とい ふな さけない 人間 だら う。 

だが、 自分 だって、 い たづら に絕望 はしない。 實際、 自分の 租税 は あまりに 重す ぎた。 

自分 ほど 無 價値を 宣告され 通して 來た 人間 はない。 その 出發の 日から、 最後まで。 

自分の 作品 は 完全な 失敗と 云 はれ、 最も 近いと ころから、 その 無意義 を 布告され た。 
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自分 は それらの 侵害に 反抗して 來た。 長い こと、 これ を 祕密の 動機から 發 した 惡 意の 宣傳 だと 信じて ゐた。 

だが、 今 は、 それらの 批評が、 たと ひい かなる 動機から 發 したに しても、 結局 正しかった 事 を、 悲しい かな、 自分 

は 認めなければ なら なくなった。 

自分 は 全く 何の 價値 もない、 取る にも 足らぬ 人間 だ。 その 人間の 書いた ものに 就いて、 氣の 利いた 人が 常に 沈默し 

てゐ たの は、 理由の ある 事であった。 

失敗、 失敗 …… 

：慘敗 …… 

力の 伴 はない 欲望。 自業 {Tr 得の 蹉跌。 

無力の 意識" 自己 嫌惡。 絕望 U 

自己の 價値を 確信し て、 全集の 指定まで して 死んだ 人 は 幸福 だ Q 

自分の 死 は、 徹，妝 死 だ。 

慘敗死 だ …… 

この 近年、 自分 は 人間の 自由意志 を 重く 見る やうに して 來た。 身の程 知らず の 骨頂であった。 井中 蛙の 思 ひ 上りで 

あった。 

人間が 地球 を 操縦す る 寧が 出来る やうに なったら、 自由意志 說も よから う。 

太陽の 黑點 次第で、 地震の 震幅 次第で、 人間の 生活 も、 事業 も、 どんどん 變 つて 行く ではない か。 でんぐり返って 


しま ふで はない か。 

自分 は 今、 全く、 極端な 宿命論者 になって しまった。 

大 自分の 道す ぢ など は、 三十 七 年 前に、 もう ちゃんと きまって ゐ たの だ。 

自由 はない。 平等 はない。 正義 はない。 

ないから I 層 やかましく 云 はれる の だ。 

多分、 人間が 終った とき、 それ は 出て 来る だら う。 

自分に も、 自分が 虚無に 歸 したと き。  . 

自分が 悲劇的 生命 感 について 說 いたと き、 或る アナ キス ト* ニヒリズム (？) の 詩人が、 呪 はしい 甘 さと 題して、 詩 

は 死で ある 所以 を說 き、 言葉の 幻術で 生に とら はれる 人間た ち を 11 その 代表者 は 自分で あつたが、 彼 は 彼 自身 を も 

こめて —— 嘲って ゐた。 その 心 持 は 眞劍な ものであった ので、 非難され ながら も、 自分に も 十分 同感 出来る もの だつ 

た。 

いろいろな 事 を 云って、 生命 ゃ惜 み、 半； きょうとす るの を、 呪 ふべき 甘 さ だとい ふその 人の 言葉 は、 自分に は實に 

手痛い 痛錄 であると 共に、 或る 寂しい 微笑 を 自分に 與 へたの だ。 その 徵 笑の 意味 は、 やがて、 その 人 も 知って くれる 

であらう。 

自分 も 出来るだけ 生きよう とした。 自分 は 決して 生命 を輕視 はしなかった つもり だ。 いつも 暗い ペシミズムに とら 

はれながら も、 どうかして 生 を 一： T 定し ようとした。 たまたま、 その 努力が、 他の 人に あって は、 賞讃に 値する 事で あ 
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る やうに、 自 分に あって は、 呪 はしい 甘 さで あり、 いやみな ボ オズで あり、 たまらない セン ティ メンタ リズムであった 

の は、 また 止む をえぬ 運命で ある。 たしかに、 自分の 生の 上に は、 呪 ひが かかって ゐた。 

他人に とってい いもの も、 自分の 手に うつる と、 すぐ 惡 くな つてし まふ。 他人に あって は、 1 賞讃 せらるべき 事 も、 

それが 自分の 上に あると， 輕 蔑すべき ものと なった。 これ は 自分の 性格の 中に、 何 か 大きな 缺點 のあった 證據 なので 

はない かと、 今 自分 は考 へて みる。 それとも、 自分の 出發 點 の惡 かった 事が、 これらす ベての 不祥事 を 結果した の だ 

らう か。 たしかに、 自分の 牛： の 上に は、 ^ひが かかって ゐた。 

人の 坐涯が 終りに 近づく と、 いろんな ものが、 異 つた 形象 をと り、 異 つた 色彩 を もって あら はれて くる。 

自分の 生涯 も 終りに 傾いた。 いろんな ものが、 新しい 意味 を もって、 自分の 前に あら はれて くる。 今迄 見なかった 

ものが 見える。 生 は その 終りの 一日で、 自分に その 眞實 を敎 へようと して ゐ るので あらう か。 

侮の 上の 月が、 陰 近く、 西へ 傾いて、 影 淡くなる すがたが、 丁度 今の 自分の 心の ありさま だ" 寂しい 殘んの 光。 然 

し. それ は 人の 思 ふ ほど 悲しい もので はない …… 

水中の 魚が、 水が だんだん 減って、 アップ アップ やって ゐる やうな もの だ。 た 5 とうひつ くり かへ つて、 腹 を 白く 

さらして、 死んで しま ふ 外 はない の だ。 

その 前に、 少し 早く 切り上げようと 思 ふの みだ… ミ  . - 

昭和 三年 十月 四日、 (病床に て 「未 發表 原稿」 > 


形影 相吊錄 

人間の 最後の 强ぃ 欲望 は、 自己 を 語る 事で ある。 自己 表白で ある。 自分 もこの 誘惑に 抵抗す る 事が 出来ない。 

六月- 七月、 八月と、 苦しい 驟譯と 校正との 三月の 間に、 これが すんだなら、 極く 簡單 でい いから、 自叙 傳を 書か 

うと 心に 定めて ゐた。 ところが、 身體の 弱って ゐ るのに、 無理な 働き をした ため か、 九月に 入る と、 がっくり 寢 付い 

てし まって、 まるひと 月の 間、 手紙 一 本書く 氣カ もな く、 日夜 啤吟 し續 けて、 自叙 傳の 一行 さへ も 筆 を 着け 得ないで、 

たうとう 十月 と い ふ 月が 來て しまつ た。 

然し、 今 自分 は、 それ を 少しも 遺憾に は 思 はない。 むしろ、 書かなかった 方が よかった と 思 ふ。 自分の やうな つま 

らな いものの 自叙 傳に 何の 意味が あらう。 エゴ ティ ズム も、 もうお さらば だ。 多年、 個人性に 執して 來た 自分 も、 今や 

自己の 無 價値を 確 信す ると 共に、 個體を 全體の 中に 沒 却せ しむる 事 を、 あだか も 老廢物 を 海中に 投棄す るが 如く、 最 

も 道 の 事と 認む るに 至った。 

元來、 自分 は 人生の 相 を 白と 黑の 二つに 截然と！ Hs: 分して、 一 を 全 的に 肯定して、 他 を 全 的に 否定す るが 如き 事 を 欲 

しなかった。 常に 盾の 兩面を 見る 事 を 正しと した。 しかも、 衷心、 かかる 徴溫 的な 客觀 主義に 反抗す る ものが あった" 

自分の. K 質 は、 感情的な <K 進、 王義 だった からだ。 個性と 超 個性、 個人主義と 超 個人主義との 對 立の 場合に も、 自分の 

この 兩 面が、 心の中で 鬪 つて ゐ たの だ。 自分 はいつ も 自己 分裂に 惱み 通して 來た。 自分の 論文 や 感想 を 本當に 讀んで 

くれた 人 は、 譏 刺が しばしば 讃実 であり， 抑 下が しばしば 卓上と 現じて、 相反す る 見解が、 とさ どき 對話 的に 連結 さ 
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れてゐ る 事 を 見出す に 違 ひない。 それが 曾って は 自分の 特殊の 才能の 如く 信ぜられ たが、 今や， 自分の 救 ひがたい 病 

所 だと 知って 来た。 

自分の 敬愛す る小設 作家の 友 は、 この 自分の 自己 否定的 傾向 を、 誇 小 妄想で あると 云 ひ、 自信 を 持て、 自己の 疋 當 

の 價値を 認知せ よと 云った。 それ は溫 かい 方. 情の 言葉と して、 自分 は 深く 感謝した。 そして、 この 一切の 疑惑と 昏迷 

を、 神經 衰弱の 徵候 ではなから うかと、 自分 はしばしば 反省した。 然し、 自分が 一 切の51^^望をかけた未來が、 その 未 

來に 奔流す ろ 時代の 潮流が、 自己の 才能と 教養との 全部と 相 容れぬ 方向に 轉換 する 事の 竊 知せられ た 今日、 自分の 全 

き價 値が 失 はれねば ならぬ 事 は、 悲しい かな、 自分の 冷靜な 理性の 認識で ある。 

萬 事 は 終った の だ。 恐らく 自分の 衷 なる 最も 堅 硬なる ものが、 脆く も S 碎し たので あらう。 計 磨して ゐ たいろい ろ 

の 仕事 も、 みんなつ まらない ものに なって しまった。 辛苦して しあげて みたところで、 どれ だけの 意味が ある だら う 

やつば り 自分の 過去の 仕事と 同じ やうに、 「失敗」 であり、 「無^義」 である だら う。 糞の 上に 冀を ひり 足す やうな も 

の だ。 臭に 臭 を 加へ る だけの 事 だ。 かやう に 思 ふとき に 至って， 自分が 準備して ゐた 仕事 を 放擲す るのに、 些 の遣憾 

を も 感じな いのは、 當然の 事で ある。 

終りの はじめと いふ 言葉が ある。 自分の 生が 倾 いたと、 强く、 强く 胸に こたへ たの は、 愛 弟 を 失った その 日で あつ 

た。 忘れ もしない、 一月の 十九 日、 彼 は 自分 を棄 てて 逝って しまった。 

その 日、 自分 は 非常に 元氣 だった。 今年 こそ、 まったく 自分の 生活 を 一新 させ， 精、 極 的に はたらい てみたい と 思つ 

て、 それにつ いて 重大な 相談 もあって、 郊外の 砧 村に， 小說 作家の 友 を たづね たのであった。 

然るに、 その 晚、 非常に カづ けられ、 希望 を もって、 遲く歸 つて 來た とき、 思 ひも かけぬ 悲報が 自分 を 待って ゐた 


の だ" 自分 ま 頭から グ ワンと なぐりつけられた やうに 思った。 弟が 死んだ！ それが 信じられ ようか。 それほどの{ハ^^ 

態で ぼなかった のに、 徐々 に 快復す る ものとば かり 思って ゐ たのに …… 閉ぢた 眼、 蒼 ざめ た顏、 冷たく 乾いた 皮膚. 

その 皮 腐に 手 を 摘れ て、 自分 は 彼の 靈 魂が、 永久に 自分の 世界から 飛翔し 去った の だと 信ぜねば ならなかった。 

多^ 院 の和尙 が、 過 向の 後で、 ぉ經の文句を；^^明して、 菩薩が 假り にいろい ろな 姿 をして 現れて、 無 【吊の 世の 相 を. 

示して 下さる の だと 說 いて 聞かせて くれたと き、 自分 は 彼が 自分の 生活に とって、 何もので あつたか を、 深く？ i く考 

へた。 

自分 は 行李に 一杯 入って ゐる 彼の を 見た。 最初、 詩集の 一 册を 手に 取って、 何氣 なく 頁 をめ くった とき 一 つ- 

の 斷 章が 目についた。 

春の 日 は +: に 消え去り 

夏の 日 は 河に 流れき、  、 

杳 かなる 空 を 飛ぶ 鳥、 

さち  ， 

幸 ありと われに 吿 くる も 

など 行かん 今日 この 秋に。 

それ を 見た 瞬間、 自分の 眼から、 ばらばらと 涙の 粒が 迸り 落ちた。 彼 は その 言葉で、 自分に 嘆き 訴へ るの だ …： 

,.こ が、 悲しみに 隨 けて はならない。 さう 思って、 初七日 もす まぬ うちに、 毎日の やうに、 自分 は 勇氣を 起して、 入 

に會 ひに 出かけた 

一月の 下句に、 雪が 降って、 そして 消えた。 はかない 春の 淡雪が …… 。 その 雪の 降った 夜、 あ ひにくと 電車が 途中 

で 停車して、 
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「ちょっと 動きません よ」 と 直 掌が 云 ふま まに、 若松 町で 降りて、 白く 蹿 いて ゐる雪 を 踏んで、 自分 は 家に 歸 つた。. 

そのみち で、 急に 潮の やうな 悲しみが、 胸 を 襲って 来た Q 涙が 眼鏡の 下 をった はった。 この 悲しみ は、 自分の まだ 知- 

らなかった もの だ。  悲しみと いふより、 あだか も 自分の 身體の 一部 を 失った やうな 痛みで ある。 

夜更ける まで、 ひとり 火鉢に もたれて. 彼の 遺した 詩稿 を 讀んで 行く と、 ひとりでに 涙が 眼の はしに にじみ 出して、 

そして、 冷たく 頼 をった つて、 あとからあとからと 落ちて くる…… ああ、 不 覺の淚 だ、 落ちて 申 斐.. よ、， 涙，：. こ。 三十 ヒ、 

にもな つて、 こんなに 泣かう と は、 思 ひも かけぬ 事であった。 

自分が 旅に 立つ 時には、 トランク を 持って、 停車場へ 经 つて くれた、 眞先 きに 車 室に 入って 席 を 取って くれた。 も. 

うその 人はゐ ない。 もう 誰も さう して 逢って くれる 人 はない の だ。 自分の 持って ゐる 古びた 澤 山の レクラム 本 を、 製. 

本して くれた。 もう 百册 ほど 製本して ゐた、 あと もお ひお ひ 全部 製本した いと 云って ゐ た。 もう 誰も その 製本 をして- 

くれる もの はない。 

この 八 年間と いふ もの、 自分と 苦樂を 共に して 來た 彼。 いつにな つても 止む 事の ない 貧乏 を 共に 分ち、 珍ら しい 事. 

でもなかった、 煙草 錢 にも 窮 する 時には、 近所の 煙 flss から 借りて 來て くれた 彼。 あの 震災の 折りに は、 一緒に 廣 場，. 

に. 野宿 をし、 主 入に 代って 夜警に 出て くれた。 そして、 機敏な ところ を 有って ゐた彼 は、 路 次の 入口の 詰 所に かかつ 

て ゐる大 提灯の 蠛燭の 新しい の を 渡される と、 それ を 古いのと 取り 替 へて 持って 歸 つて くれた。 その あかりの 下で、 

自分 は あの 宿命的な 長篇の 下卷を 書いた のであった …… 

ああ もして やりたかった、 かう もして やりたかった …… それ もみん な、 今と なって は、 云 ふ， - 甲斐ない 愚痴で ある， 

彼 はまった く、 自分に よく 似て ゐた。 自分の やうな 陰性な 性質 を もって ゐた。 それが 二人の 不幸であった" 彼の 遺稿， 

や 日 ま を 讀んで ゆきながら、 なぜ もっと その 心 を 自分に 打明けて くれなかった の だと、 自分 は 何度 斗んだ か 知れ/よか 


つた。 

生きて ゐる間 は、 それほど にも 思はなかった が、 彼が ゐ なくなって、 はじめて どんなに 自分に 近く、 自分の 中に 彼. 

が 入り込んで ゐ たかを、 自分 ははつ きり 知った。 あまりに 自分に 近く ゐ たために、 その 存在 を 忘れて しまって ゐた * 

それが 悔 だ。 

杳 かなる 空 を 飛ぶ 鳥. 

幸 ありと われに 吿 ぐる も 

など 行かん 今日 この 秋に …… 

かう 聲に 出して 誦する 毎に、 自分の 眼は淚 ぐむ。 セン ティ メンタル とか、 泣 虫と か、 戯默 者と かいふ 罵詞に 極力 反抗 

して 來た 自分で あるのに、 彼 は その 自分 を、 すっかり 泣 虫に してし まった。 

など 行かん と汝は 歌った。 我れ は 行かん、 汝の 如く、 今日 この 秋に ……  、 

愛 弟の 死 は、 自分の 心に 大きな is 虚を こしら へて しまった。 今 はすべ てが 味氣 なく、 自分の 生命力 は、 驚くべく 衰へ 

てし まった。 然し. それ は ひとり 愛 弟の 死にの み甚 因す るので はなかった。 かなり 長い 前から、 自分の 心の中に 强く 

根 を 張って ゐた絕 望が、 それに 乘 じて、 壙を 切って 溢れ出して 来たの だ。 一切の 事情が、 自分の 期待 を 裏切って 變化 

した。 世間と 周 圍の狀 態が、 日 は 曰 を 追うて、 分 を 片隅に 追 ひつめ て來 るの が、 犇々 と 身に 感じられた …… 

二月 二十 二日、 それ もまた 忘れられない 日と なった。 

その 日、 思 ひがけの ない 人が、 自分の 家 を 訪れて 來た。 五 年ぶりの 再會、 11 曾って 自分が 最も 愛した 爽 かな、 い 

きいき した、 快活な 一人の マドモアゼル、 それが 今、 自分に 歸 つて 來た、 歸 つて 来たと 云 ふの が 最も 適切で ある やう 
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な 自然な 足 どり で 入って 來た、 11 それ ぞ 自分の 宿命であった。 

ミス •：！ ビン は、 自分に 何 を 求めた の だら うか。 自分 は ミス •  ロビンに 何を 求めた の だら うか。 彼女 は 生と 戲れ を" 

そして、 ill 分 は 死と 戀を。 

そのころ から、 自分 は 切實に 死を考 へる やうに なった。 心の底に 隱れ て、 死の を さな 兒を 育て、 遊ばせた。 ミス 

ビン は 自分の 破滅で ある だら う。 —— それ ゆ ゑに、 自分 は その 深淵に 突き進む 事 を、 わが 唯一の 救 ひとして 見出した 

の だ。 だが、 勿論 それ は 彼女と ともに 死なう と考 へたので はなかった。 全く 一度 も、 自分 は 彼女と 死 を 語った 事 すら 

もない。 ただ、 彼女の ゆ ゑに、 自分 は跛滅 する であらう …… 

なぜ 彼女 は 自分 を 引出しに 來 たので あらう か。 しかも 行く ところまで 行った とき、 なぜ 慌 しく 歸國を 云 ひ 出した の 

だら うか。 なぜ 別れの 前夜、 あんなに 悲しい 歌 をうた つて 聞かせた の だら うか。 なぜ 最後まで、 車窓から 首 を 出して、 

見えなくなる まで 別れ. 惜ん だの だら うか。 そして、 歸 ると 矢の やうな 文で、 自分 を-呼び 招いた の だら うか。 その 心 

理を .H 分 は 幾分 か 推察す る 事 は出來 た。 そして、 その 場合、 恐らく 世上の 男子 は、 彼女 を歸 さなかった であらう。 ま 

た 一 曰； 歸 した 上 は、 どんなに 呼ばれよう とも 行かない であらう。 だが、 自分 は 違って ゐた。 自分 は 生の 土臺の 上に 立 

つて ゐる入 間ではなかった の だ。 

三月の 半ばに、 自分 は關 西に 發 つた。 ふたたび 生きて 歸れ ると も 思 はれずに。 それ は狂氣 であった であらう。 大阪 

に 着く と、 新聞社の 友 を 訪ねて、 友の 敎 へて くれた 六 甲の 苦樂 園に 行った。 郵便の 不便な 山から、 夜お そく 自動車で 

下って、 手紙 一本の ために、 西の 宮 まで、 松 並木の 砂路。 苦樂 園 口で、 電車 を 待つ 男、 カメラ を 持って 電車 を 下りた 

女、 山路 をの ぼる 二つの 影" 杏擄， 園から 蘆屋 まで 阪神 電車。 二つの トランク を 二人の 手で 提げて、 踏切 を 渡って、 大 

きな 郵便局と 警察と を兩 方に 見た ときの 不思議な 感じ。 そして、 それからの 佗住居、 何とい ふ 苦しい 日々 夜 々であつ 


たらう。 

「また t^li におな りに なった のね、 なぜ そんなに おなりになる のか • わたしよ く 分って てよ」 

「さう、 分って ゐ るの …… そんなら、 憂醫 にならなくても すむ やうに して くれれば い いぢ やない か」 

「だって、 わたし はこん なにして 二人き りで ゐる だけで うれし いんです もの」 

「ほんと にこれ が 二人 きりだら 5 か」 

こんな 對話 をす る 男女が、 濱蘆屋 に、 海岸の 別莊を しに 行って、 空 屋の疊 や 敷 2f の 埃で、 足袋の 裏 を眞黑 にして 

しまつ て …… 

惡夢は 長く は續 かない。 破滅 は 激には 来らない。 家と 人との 重みと R 責 とが 一層 早く 來る。 その 錯綜の 重なりの 

後の.^ 滅 である。 つ ひに ふたたび、 二つの トランクと、 須 磨 明 石の 悪夢 を乘 せて、 俥が 夜の 堤下路 を、 阪神 國道を 越 

えて、 驛 まで 走った とき、 かの不思議な^^じと、 この 沱 しく 切ない 思 ひとの 間に、 千 百の 氣 分の 動搖 11 それ は 影が 

たは むれ、 影が 惱み、 影が 悲しみ、 影が 夢み た。 

その 夢 はな ほ續 く。 京都に は 自分 を 待って ゐる 人が あった。 その マダムと、 自分 は關 西に 出發 すろ 數 8 前に、 東京 

で、 晚餐 をと もに した。 その 折り、 自分が 今の 身の上 を 打明けて、 關 西へ 行く 事 を 告げた とき、 その 人 は、 まったく 

意外の^^-を語った。 その 人 は、 自分と 一緒に 生を樂 しんで、 そして 一緒に 死にたい と 云った ので ある" 然し、 それ は 

今の 場合、 可能ではなかった。 それで その 人 は、 あなたが 死にたい とお 思 ひに なったら、 いつでも 誘って 下さい、 わ 

たし は 一緒に 死にます からね， どうぞ それ を 約束して 下さいと 云った。 自分 は 半ば 戲れに それ を 約束した。 

京都で 死の みちづれ を 自分 は. お 易に 得る 事が 出来る。 今、 マダム を 呼び出すべき であらう か。 だが、 自分 は 食堂車 

を 離れなかった。 1^ 名 湖の 波の 白かった とき、 一秒、 自 分の 墓 を そこにと 思った もの を。 11 それ は 芝居 氣澤 山の そ 


の 人の シン セリ ティ を 信じなかった からか、 自分の 深く 愛して ゐ ない 女性と 死ぬ 事 を、 單 なる 怯 儒と 思 ふから か。 さ， 0 

だ、 自分 は sl^ 子で ありたい、 そして、 孤獨を 愛する の だ" 情死 を 小 說には 書いた けれど- 自分 は それ を 以て {EL 分に ふ 

さはし からぬ 死で あると 信じて ゐ るの だ。 

かう して 生きて 歸 つた。 さらに しく、 さらに 破れ 傷ついて …… 。 曾って 戀愛 について 問 はれた とき、 自分 はかう 

答へ た" 男子に とって は、 戀 愛と 仕事と は兩 立し えない もの、 相 極で あり、 シ イソ ォ であると" 富 業に 幻滅した とき、 

戀が來 ると。 正しく さう であった。 そんなら 戀に 幻滅した とき 何が 來る のか。 また 仕事 か。 仕事の 骨 やすめの 戀もぁ 

る。 だが、 自分 は 一 切 か 無 か だ。 そして、 もう みんな 無 だ。 みな 苦々 しい。 指の 間の 砂 だ。 五月に なって、 その 砂 は 

すっかり こぼれ 盡 した …… 

そして、 六月、 七月、 八月。 今年の 關東 地方の 天候 は、 わが 沈 議 な 心に 照應 して、 まさしく、 呪咀 であった。 三 月 

にわた る 梅雨、 太陽と 絕緣 した 夏 • それが さながらに、 わが 一生の 象徵の やうに 思 はれた。 そして、 秋に なっての 暑 

さ。 それから また 霖雨。 冬の やうな 冷氣。 今年の 秋 は、 秋で はない。 死 だ。 今年の 米作 は 不作で あらう。 わが 一 生 も 

不作であった。  • 

自分 は 掌の 上に、 蟻 を 1 匹 載せて、 その あはて ふためく の を 見て 笑 ふやうな 氣持 だ。 子供が 蟻 ゃ蟬を もみつ ぶす や 

うに、 自 分 自身 を もみつ ぶす。 それで 澤山 だ。 

自分 は ニヒリスト として、 徹底す るつ もり だ U  -I ヒリ スト は、 一思 ひに 死ぬべき だ、 —— ロシアの- 1 ヒリ ストの や 

うに、 爆 烈彈の 一擲に、 敵と ともに 自れを も粉碎 して 果てられたら 更によ い。 虚無的 生命、 王 義と稱 して、 ニヒリズム 

の 精 極 的 出口 を、 絕望的 勇氣を ふる ひお こして 生に 向 ひ、 希望せ ず" 酬い を 求めずに、 今 ひと 度び、 また 今 ひと 度び 


と、 ころんで は 起き、 ころんで は 起き、 文字通りに、 矢 盡き刀 折れて、 再び 起つ 能 はざる まで 戰ふ、 ニヒリストの 積 

極 的 生活 を 主張した 時には、 自分 は 死を覺 悟しつつ も、 なほ 生に 執着 を もち、 多少 生の 勇氣を ももって ゐた。 

も， 「その 勇氣 はない。 自分 とても、 戰 へる だけ は戰 つた。 矢 盡き刀 折れた の だ。 再び 起つ 能 はぬ の だ。 ところで、 

この 生命力の 衰顏 は、 ただちに 肉體の 衰弱 を^ 果 した。 重荷に なって ゐた 仕事 を 終って 一息つ いたと き、 自分 は旣に 

病床の 人であった。 この 十 何年の 間、 床に 就く ほどの 病 をし なかった 自分 は、 長い 一月 あまり を、 焦心と 沮喪との 中 

に 過した、 心の中に 死 を 熟せし めつつ。 

. たまたま 溫 かい 日の 照った 午後、 緣 側に 蒲. 阐を 敷いて 貰って、 その上に ごろり と橫 になって、 日向ぼっこ をした〕 

亡 弟が 衰 へた 日に して ゐ たやう に。 そして、 I 寸の間 起き 上って、 すわって みた。 そして、 かう して 綠側 にす わって、 

ぼんやり 庭 を 眺めて 暮 したの も、 幾度び であった らうと 思った。 友 を ここに 引いて、 何 くれと ない 四方 山の 話 をした 

の も、 幾度び であった らうと 思った。 再び は 見る か 見ない かと、 庭の 木々 をな つかしく 見廻しながら、 庭の 面 を ゆき 

かへ りして、 の 木の 丸い 刈 込みの あたま を 撫で 週した の も、 おもへば、 もはや 半 歳の 以前と なった。 今まで、 

自分 は 生きて 來た。 どうやら、 生きの びた …… 

櫻の 花の 散る ころに、 村の 友が、 自分の 身の上 を氣づ かふ あまり、 心の やさしい I 君 を、 自分の 家に 慰問に 來さ 

せて くれた。 あの 曰 は、 實に、 花が 散った。 庭 椅子の 上に かけて ゐろ 友の 肩に、 膝に、 眞 白な 花びらが、 點 々と 落ち 

れた。 友 は洒脫 な江戶 ツ子で あるから、 憂議な^^:分の心ゃ明るくする話題を、 いくつ もい くつ も 持って ゐた" 友 は 

故 澄 江 堂 主人に 接近して ゐ たので、 その 人の 逸事 を も、 いろいろと 聞いた。 

その 時分が、 いちばん 苦しい 時であった。 自分の 生 は、 その 時に 絕ぇ るかと 思った。 その 苦しみ を 絞って、 自分 は 

詩 を 書いた。 四月、 五月、 六月、 三月のう ちに、 殆んど 三百の 詩 を 書いた。 自分 は 禁斷の 詩 を 書いた。 人に は 見せら 
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れぬ詩 1^ 書いた。 かくて 自分 は^ひの 詩人の 極印 を 打 たれる だら う。 然し、 自分の 痴人の 生 は、 そ， で完 うさした だ 

らう。 今 は、 自分 も、 滿足 だ。 

一匹の 黑ぃ 蝶が、 自分の 眼の 前 を ひらひらと 橫 ぎって、 芙蓉の 花 を かすめて、 芭蕉 葉の 上 を 飛んで、 隣家の 葉の し 

げ みに 隱れて しまった。 その 蝶の 消えた 方 を、 自分 はぢ つと 見入って、 ふと 北 村 透 谷の 蝶の 歌 を 思 ひ 出した U あの 悲 

槍な、 傷つき 破れた 人の 歌 を。 

破れし 花 も 宿 かれば 

蓮 命の そな へし 床なる を、 


ただこの ままに 「寂」 として 

花 もろともに 滅 えば やな。 

. この 歌 はいつ も 自分の 耳に 響く。 殆んど 二十 年の 昔、 はじめて 島 崎籐村 氏の 『春』 を 讀んだ 日から、 靑木駿 一 の悲 

瘡な笑 ひ は、 慘澹 たる 敗お は 自分 を 蠱惑した。 透 谷 は 明治 文學で 自分の 最.. - 愛好す る 詩人であった。 

何が. H 分 を あの人に 惹き 寄せた の だら うか。 人が 何と 云 はう とか ま はない、 冒瀆 であっても いい、 自分よ 二人の 間 

に、 或る. K 質的な 類似が あつたの だと 思 ひたい。 馬場 孤蝶 先生 は、 透 谷 を- 世間の 知識が あまり 廣 くない やうで、 世 

疲 りの 修練な ど 乏しい 人の やうだった ので、 あまり 敬意 を 表する 氣 になれ なかった と 云 はれた。 丁度 その 勦に 於いて、 

自分 は 透 谷に 似る 事の 光 榮と悲 慘とを 享有す る ものである。 

パ ビィ- 一は、 恐らく 生涯 を 棒に ふった 人間のう ち、 自 分よりも ひどい 失敗 をした 人間 を 2!^ 出す 事は闲 難な 事 だら う 

と 云って ゐる。 その 言葉 は、 パビィ -I 自身よりも、 むしろ {11 分自 55- に 適合す る。 古語に 曰く-  ,r に智 無く、 外 こ才無 


き 者、 是れ を： ni 棄の 入と 謂 ふと。 自分 こそ は、 正しく 自棄の 人で ある J 自分 は 文字通り 自ら 棄 つべき もの だ • 

絕 望して 死ぬ のが、 自分ら しい 事 だ。 智慧 も 要らぬ。 悟り も 要らぬ。 安心 も、 1 觀も、 その他 多年 自分の 求め 来つ 

たもり ま、 みな 自分に は そぐ はぬ もの だ。 虚 こそ、 自分の エレメント である。 虚無からの 出發 は、 ふたたび 虚無へ 

の 到達で ある。 潔く 失敗 を 告白して 死ぬ のが、 自分の 救 ひだ。 見榮ゃ 負け 嫌 ひから、 悟った やうな 事 を 云って みたり、 

滿 W; して 此 世から 別れるな どと 云って みたり しても、 つまらない 事 だ。 飽くまで 迷 ひ、 負けて、 負けて、 負け 盡 して、 

冷然と 自分の 拙劣な 生涯 を 葬る。 それが 自分の 悟り だ。 自分の 智慧 だ。 自分の 眞實 だ" 

鼠 人， 1 錢筒 1 伎 已窮。 十 年 蹤跡眼 頭 { 仝。 

昭和 三年 十月 八日 (病床に て 「未發 表 原稿」) 

孤獨の 極北から  .  " 

X 

僕 は； H 立たずに ゐる のが 好きだ。 

蔭に 隱れ て、 一人の 生活 を 味 はって ゐ たい。 

自分 を 相手に、 對 話したり、 詠嘆したり、 道化て ゐ たい • 

華 かな 舞臺に 上って、 大 芝居 を 打ったり する 事 は、 自 分の 天分で なく、 また、 自分の 性分で もない。 

片隅の 幸福が、 自分の 安住の 地 だ、 自分の 寢床 だ。 

. 僕の 獨 三昧の 思慕 も そこから 出る。 
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だが、 僕の この 氣持 を、 誰も 分って はくれ ない らしい。 

片隅の 幸福と 云へば、 自分の 生活に 得々 として ゐ ると 云って 罵られる。 

观 II について 語れば、 衆を脾 睨して、 獨り 自ら 高し として ゐ るの だと 云って 攻 擊さュ る。 

僕の 書いた もの を 少しで も 讀んで くれれば、 そんな 事 は 云へ ない 箬だ 0 

惡く云 ふ 人 は、 大抵、 讀ん でゐて くれない らしい。 たまたま 雜 誌に 載せた 感想の そこ ここ を 拾ひ讀 みする か、 0^ 

を兒 て、 合 if してし まふ 位な ところら しい。 

はじめから、 讀 むだけ の價 値がない と 定めて あるの だら うから、 それ もい いだら う。 

惡く云 はれる の も、 何も 云 はれない より はまし な 事 は、 旣に ワイルドの 喝破した ところ だ。 

何とか 評判され るう ちが 花 かも 知れな い。  • 

僕 はさう 思って、 自ら 慰める。 

人間 は 何に でも 慣れる もの だ。 

惡く云 はれる 事に も 慣れる。 

まん、 の 時分に は、 一 寸の 事で も 刺の やうに 痛んだ のに • 今では、 ああ、 また か …… と 思って、 苦笑して 止む。 

惡く云 はう と 思へば、 何とで も 云へ る。 

きうい ふ 事 も 分って 來た。  . 

何 かやって をれば、 何とか 云 はれる 事 は 分り切った 事 だ。 

in 末國 民で ある 以上 は、 いくらかの 税金 は 納めな け Ir-f ならない。 


たまたま、 ^務署 の Ks^ が 重す ぎても、 それ は 泣き 寢ぃ りする 外 はない。 

現代 を 支配す る もの は、 力の 道德 だ。 

僕 は その 力に 服從 しょうと 思 ふ。 

負けた る 人の 幸福 は、 消極的な もので あらう。 だが、 幸福 は 所詮 消極的な もの だ。 

それ は 場合によって は、 僕 だって 戰ふ つもり だ。 生 を 賭しても やる つもり だ。 

一一 ヒリ スト にも 絕望的 勇氣は ある 箬だ。 

彼が 生き 得る の は、 ただ、 それ あるに よる。 

然し、 無事に 如く はない。 

それでなくて さへ、 人生 は あまりに 煩 はしい、 苦しい …… 

その 苦しみ を 十倍に する の は、 つまり は" 虚名の ためで ある。 

しかも、 その 虚名 ゆ ゑに、 辛うじて 生活し 得る とい ふの は、 何とい ふ みじめな 存在 だら う。 

僕 は 自ら 偶れ む。 

多少の 財產 さへ あれば、 僕 はこん なしがない 渡世 は、 綺麗 さつば り やめたい の だ。 

僕 は 自分が 何等かの 人に 語る のに 値する 事 を 有って ゐ ると は 信じない の だから。 

僕 は 自分で、 際 伍の 中の 一 兵卒に すぎない と 思って ゐる。 

それな のに、 大家 を氣 取って ゐ る稚氣 わら ふべ しな どと 云 つ て 罵った 匿名 氏が あった。 

さう も 見える もの か と、 ただ 驚く。 
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「なぜ、 僕 はこん なに 惡く云 はれる の だら う、 僕の やうな ものが、 一人 位ゐ たって、 格別 邪魔に もなら ないだら うの 

に」 

かう 僕が、 さう 三 四 年 も 前だった か、 友に 云 ふと、 彼 は 笑って 云った、 

「だから 君 は 莫迦 だよ、 抵抗力の 薄弱な 方面に 動く のが、 凡ての 蓮 動の 方 則な の を 知らない のか」  • 

「抵抗力の 薄弱 …… さう 云 はれれば、 成程と 思 ひ 當る事 も あるね …… 」 

「さう とも、 君の やうに 何の 背景 も 持たないで、 孤立で ゐる もの は、 踏んだり 蹴ったり、 勝手 氣儘 にされ たって 仕方 

がない よ、 い たづら 小僧 は 通りが かりに、 ボンと くら はせ て 行く の を 面白がる まで サ、 別に 君に 悪意 はなく ともね…」 

かう 云って、 友 は 僕を憐 潤の 眼で 見た。 

ああ、 確かに、 僕 は その 憐 偶に 値する。 

然し、 これが 僕の 蓮 命 だ。 僕 は それに 堪 へねば ならぬ。 

そして、 それが 堪 へられ なくなったなら …… その 時 は 死ぬ の だ。 

さう だ、 死が 僕の 救 ひだ。 僕の 無價 値、 無能、 悲慘、 滑稽 …… 死 は それ を 消して くれる であらう。 

だが、 まだ 僕 は 生きて ゐ たい、 生きて ゐる 限り、 僕 は どんなに 罵られよう とも、 やつば り 仕事 をし なければ ならぬ …… 

『自 死自葬 論』 とい ふの を 書き かけた が、 出來 なかった ので、 これで も 代りに …… 自死自 葬 論と 云っても、 僕自 

身 それ を 主唱し ようと 云 ふので はなく、 僕が 曾って 小說の モデルに とった その 論者の 意見 を解說 してみ る 迄 だが、 

それ は いづれ 他日。 

. 大正 十四 年 十 I 月 二十日 (雜誌 『虚無 思想 硏究』 へ 送らう として、 發表を 見合せ たもの) 


無爲を 求めて 

何も 書かずに ゐられ るの は、 幸福 だ。 物 を 書く とい ふ 事 は、 つまり は 恥さらし だ。 

こんな 氣 持が、 心の底に 動く。 

金 さへ あれば、 何もし ないで、 好き な^を 讀ん で、 一 牛： を绘 りたい。 

本 も 隨分退 屈 だ。 が、 さう 云 ひながら も、 讀書 だけ はやめられない。 

自分の 貧しい 腦髓 から 出る ものよりも、 人の 書いた ものの 方が 意味が あるし、 興味 も あるの だ • 

フ イロ  ロォグ になり たいと は、. H: 分の 長らくの あこがれだった" それ も 所詮、 駄目 だ。 

間 は 資本 ft^ 第 だ。 自分の や， 「な 境遇で は それ こそ 大 それた 野望 だ。 

すべて は 見果てぬ 夢で ある。 

自分の した 事 は、 水に 描いた 畫に すぎなかった。 

それが 自分の 運命 だ。 それが 惡 いとい くら 非難 されても、 仕 万の ない 事 だ。 

何と 云 はれても、 力が 足りない からだと 答へ る 外 はない。  . 

力が 足りない の だ。 それ を どうしょうと 云 ふの だら う。 

人物が 駄目 だと か、 いかもの だと か、 甘い とか、 卑屈 だと か、 何 だと か、 か だと か …… 

みんな 本當 だ。 力が 足りない の だ、 たしかに 此事 は、 現代 道德の 標準から 見て、 惡 であるに は 相違ない _ 

かう して いろんな 非難 は 受ける が、 ただ 一 つ、 勤勉と いふ 事 だけ は、 みんな 認めて ド さるら しい。 


僕 は^ 勉 だら うか？ さう かも 知れない、 始終 何かコ ッ コ ッ やって ゐる事 は 確か だから 0 

が、 それ は 決して 決して、 今の 僕の 本意で はない。 

僕 はもう 今 は、 何の 希望 も、 夢 もない。 

ただ、 何もし ないで、 なまけて ゐ たい。  ， 

僕 はもう 働く のに 飽きた、 この 何の 効果 もない、 無意味な 仕事に は …… 

でも、 働かなければ 食へ ない。 I 日 作 さ ざれば 一 曰 食 はずで なくして、 一 曰!； さ ざれば I 日 A ぐ Y なの、：. こ。 

もっと 報酬が 多ければ、 こんなに 働かなければ ならぬ 必要 はない 害 だ。 

が、 それ は 分外の 不平 だ。 お まへの やうな 才能で は、 かう して 毎日 米の 飯が 食へ る だけで も 感謝し なければ らぬ 

の だ。 

それ はよ く 知って ゐる。 身の程 を 知って ゐ るから、 僕 は 辛 いのも、 苦し いのも、 みんな 我慢して、 コ ッコッ 働いて 

ゐる  

e: 分に 天分の ない 事 も、 僕 はも、 r 嘆き はしない。 

自分が 何の 1^ 得 もない 人間 だとい ふ 事に も、 何 か 意^が ありさう にも 思 はれる。 

雜 兵が あるので、 大將が 引 立つ。 

雜兵 なの だから、 うつち やっといて 貰 ひたいと 思 ふ . 

自分の やうな つまらな いもの を も、 何とか かと か 評判して 下さる の は 有難い が、 實は 多少 有難 迷惑で も ある。 

僕 は 片隅に 引 込んで、 蝸牛の やうに 暮 したい。 

孤獨を 口にする とい ふので、 いろいろと 非難 を 受けた。 


だが、 入と 人との 問に、 正しい 理解が 到底 望み 難い 人生に 於いて、 孤 镯 を 感じないで ゐられ る だら うか？ 

入 間 はしょ せん、 みんな 孤镯 だ。 

隱邇氣 分の わるい 事 は 知って ゐる。 山林 趣味が、 現代の 精神に 反する 事 も 知って ゐる。 

だが、 それでも、 僕 はやつ ばり 東洋人 流の 無 爲话澹 を 求めて ゐる …… 

大正 十四 年 十 一 月 二十日 (未發 表 原稿) 

逆說的 時代？ 

私 は 特に 逆說を 愛する 人間で はない。 また、 かかる 才能 は、 私の 最も 短と すると ころで ある。 然るに、 その 私が 逆 

說 家の やうに 考 へられる 場合が 多い。 これ は 奇異なる 事實 である。 それ 自身、 一 つの 逆說 的事實 である。 

私から 云 は せれば、 私が 特に 逆， il^ 的な ので はなく して、 現代 そのものが 逆說 的な ので ある。 周 園が すべて 逆說 的に 

なって ゐ るが ために、 至極 あたり 前の 事 を あたり 前に 云 ふ 方が、 反って 逆說 的に 見える ので は あるまい か。 左に その 

二三の 例 を 擧げて ゐる。 

マ 〃タスの 一 大 失錯 

口べ スビ ェ I ルは其 詩集 を 引き裂いた。 マラ ァは その セン ティ メンタルな 小； 說を、 デム ウラン は その 詩作 を、 ナボレ 

オン は その 『エルテルの 悲しみ』 を模 做した 小說 を破樂 した。 近く は 、共産主義者の 祖師、 マルクス 宗の 開山なる 力 

アル • マルクス は、 その 靑年 時代の 詩作 を 悉く 破 却して しまった。 かくて、 彼等 は その 理 魁に 從 つて、 世界 を變革 せん 


さ 

と 奮起した の だ。 

然るに 今や、 「世界 を變革 せんとす る 意志」 を 以て、 詩 を 作り、 小 說を霱 けと 主張す る 人々 が あら はれた。 マルクス 

の 道 を 逆に 取って かへ さう とい ふの だ。 我々 は 無益に マルクスと 違った 世紀に ゐ なかった の だ。 地下の マルクスが こ 

れを 知ったなら、 あのと き あの 詩稿 を 1^ るん ぢ やなかった と、 地國太 ふんで くやしが るに 違 ひない。 

小說 入門と しての 資本論 

小說を 書かう とするならば、 まづ、 マルクスの 經濟 學を學 ばなければ ならぬ と、 眞 面目に 靑 年に 訓戒す る小說 作家 

が あら はれた。 經濟學 は 確かに 學ぷ 甲斐の ある 學問 であらう。 が、 小說 作法と して は、 少々 不適 當な學 問で は ある ま 

いか。 (なほ 又、 その 經濟學 の 中から、 - 特に マルクスの 資本論 を 選ばねば ならぬ の はどうい ふわけ か？ 改造 社の 資本 

論が、 1 大 セン セ イシ ヨン を 起して ゐ るの を、. お まへ は 知らない のか？) が、 その 作家 は 確信 を 以て 小設 志願者に 資本 

論 をす すめた。  ， 

そこで 經濟學 博士 こそ、 小説家と して 最良の 資格 ある 人と なる。 かくて、 新居 格 氏の 小說 がお もしろ いのは、 彼が 

文學士 でなくて、 法學士 であるから だとい ふ 批評家 も 出る かも 知れない。 ： しま ひに は、 西 鶴 は 經濟學 の 知識が ないか 

ら 駄目 だとい ふやうな すばらし い 卓見 も 生れる かも 知れな い。 

いっその 事に、 社會 if 者、 經濟學 者と、 小說 家との 入れ 替りを やって 見たら どんな もの か。 前者 は 必ずや 小 說家を 

凌 篤す る 手腕 を 示す であらう。 何と なれば、 彼 は 十分に i. 濟學に 精通して ゐ るから だ。 そして、 事實、 新 明 正道 氏の 

(この 推定 は 新居 格 氏に 據る) 『夜の 影』 など、 その 適例で ある、 さて そこで、 一恭 偶然な もの は 現在の 小說 家で ある。 

人間 修業な ど 云って、 いい 氣 になって 遊び 廻って ゐた おかげて、 何の 所得 もない 始末 だ。 後進の いい 見せしめ では あ 


るまい か。 

曾って， 文學に 志した ブル ジ" -ァの 子弟 は、 爭 つて 帝 國大學 の 文科に 入った。 今、 彼等 は 法科 を ゑら ばねば ならぬ。 

まづ、 資本論 を 正しく 理解す るた めに、 その 基礎知識 を 積む ために、 アダム *ス ミス、 リカ アド 等の 古典的 經濟學 を 

知る ために。 (最近 この 問題で 論爭 があって、 その 小說 作家の 眞 意が 決して 資本論 を小說 入門と 看な したわけ でな く、 

單に 流行の 尊重に すぎなかった 事 も 判然した が、 しかもな ほ 私 は、 依然 それ を 逆說的 見解と 看な す 事に 躊縉 しない も 

ので ある) 

, 讀 まない 批評家 

書物 を讀 むの が、 批評家の 任務であった。 然るに 今や、 讀 書を輕 蔑す る 批評家が あら はれた。 讀 まないで、 どう レ 

て 批評家 かと 疑 ふの は 無用で ある。 彼が 批評家と して 愛せられて ゐ るの は、 彼が 讀 まない からで ある。 

書物 を讀 まないで 批評す る 術 は、 近代の 發明 だと リヒテンベルク は 云った が、 彼 はま だ、 批評 をす る 最良の 術 は、 そ 

の 本を讀 まな い 事 だとい ふ 眞理に は 想 ひ當ら なか つたら し い。 

讀 まない 事、 これ 現代の 最善の 批評の 方法で ある。 その 證據に は、 創作の 合評 會 などの 速記 錄を 見る がよ ろしい、 

讀 まないで 來た 人が 最も 多くし やべ つて ゐる。  - 

軍人と しての 批評家 

批評家 は須 らく 偏頗なる べし、 不<ム 正なる べしと いふ 說が、 頗る 眞 面目に、 頗る 愼重 嚴肅に 主張 せられた。 卽ち、 

批評 は 主張 たるべし、 鬪爭 たるべし とい ふ 主張で ある。 
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七 二 

ポオ 口に は、 世界 は 基督 敎 徒と 反 基督 教徒との 二つし かなかった。 ボル シぅ ヒキに は、 一 ボルシェビキと 反 ボルシェビキ 

との 二つし かない。 マルキシストに は、 マルキシストと 反 マルキシストとの 二つし かない。 世界 は黑と 白で ある。 反 

對の もの はこれ を擊 破し なければ ならない。 

かくて、 赤 衞軍を ひ きゐて、 白 軍 を 擊！^ する トロッキ ィは、 最高の 批評家で ある。 メ レジュ コ フス キイ、 アンドレ 

エフ、 アル ツイ バァシ H フ等 は、 卽ち 彼の 白 軍で ある。 

かくて、 文學 上に も、 獨裁 主義が 現出す る。 かっての e: 然、 H.: 義全 當時 とおな じ やうに、 ムソ リイ-一 や リグ. -丄フ 

の鐵 腕が、 あらゆる 批評の 自由 を禁應 する の は、 もとより 不公正の 甚だしき ものである" 現代の 文舉 批評 は、 幾分 そ 

の 不自由 さの 中に ある。 が、 それが 更に プロレタリア 獨 裁の 勞農露 西 isj の 如き、 通 稱ビリ 八ム的 同伴者 文學、 浪 隨文學 

をのみ 許す やうに なったら どうか？ 我が 自然主義 掏 裁 時代 はさう であった。 あの 時分の 闘爭的 批評 は 果して 公正な 

もので あつたか？ 

偏見な く、 公正に 事物に 對 する のが 批評の 道で あると いふが. き 見解 は、 今日の 逆說的 時代から は、 満場の 嘲駕の 

もとに 葬り去られる であらう" 

昭和 二 年 十 I 月 (「不同 調」 所載) 

書齋 からの 眺望 

1 、 カメレオン 一 ffi 


先づ、 窓の 外に 一 匹の カメレオンが 目につく。 それにつ いて 霄 きたい。 が、 その 前に 云 ふ 事が ある。 

このごろ、 人 主義の 特 代に、 人道主義の 作家と して あら はれた 人が， マルキシズム 全盛の 時代に マルキシストと 

なり、 唯物論 者と なった の を， 一部で は 嘲笑して ゐる人 も ある やう だが、 他人の 行動に 對 して、 好んで S い" 意の 解^ を 

下さん とする の は、 日 太 人の 弱點 として、 正に 悲しむべき 事態で は あるまい か。 私が その 作家の ために、 敢て辯 謹の 

勞を 取らずに ゐられ ない 所以で ある。 

彼 は 決して 意識的に 豹變 したので はない。 ただ、 自然の 推移に 從 つたまで である。 いかに 外面から は， 唐突と も 見 

え、 政略 的と も 見えよ 5 とも、 彼と して は、 頗る 自然の 推移な ので ある。 彼の 讀む もの、 聞く ものが、 悉く 人道主義 

の 色彩に 輝いて ゐた。 感激 性に 富んだ 彼が、 どうして 人道主義に ならざる を 得よう。 そこで、 彼 は. < ^道 愛 を 叫び、 人 

類の 爲 めに 唱 へたの だ。 

然るに、 時勢 は 1 轉 して、 マルキシズムの 時代が 來た。 彼の 讀む もの、 聞く ものが、 悉く 階級 闘 爭を說 き、 唯物史 

觀を說 く。 彼た る もの、 どうして マルキシストに ならずに ゐられ ようか？ 入道 主義の 作家 だから、 永久に 人道主義 

でなければ ならぬ とい ふ 理由 はない 箬だ。 殊に、 それが プチ • ブル ジョァ の憫 むべき 自慰で ある 事が、 マルキシストの 

手に よ つ て 暴露 せられた 今日に 於いて を やで ある。 

かくて、 彼 は マルクス ，ボ オイと なった ので ある。 凡て は 自然で ある、 自然に 推移した ので ある。 綠の禁 の 上に とま 

つて ゐた綠 の カメレオンが、 赤い 果の 上に 移った と 思 ふと、 忽ち 赤くな つた。 あいつ も マルキシスト になった ねえ。 

そして、 それだけ である。 そこに 何等 罪すべき もの もな く、 嘲笑すべき もの もない。 

ナボレ オンの 時代に は、 ナボレ オンの アド マイヤ ラァ になる。 デ カメロンが 持て 離されれば、 デ カメ  D ンの愛 讚 者 

になる。 口 マ ン*  口 オランが …… だが、 カメレオン は カメレオンの 本能に 從 はねば ならぬ。 彼 もまた その 牛 一命 を 保った 
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めの 保護色 を 要する の だ。 

今や、 ナボレ オンの 時代 は 去って、 カメレオンの 時代が 来た 。看板の 塗り 替 へと いふ 言葉が 曾て 流行った" その 表 

白た る や、 正に カメレオン 以前で ある。 向日 藥は 曰に 添うて めぐり、 水 は 方圓の 器に したが ふ。 カメレオン は 周圍に 

よって 自づと 色を變 へられる。 人爲 的なる 塗り 替 へと 同 1 に 戰ず べきで はない。 凡て は 自然で ある。 自然の 推移に 從 

つたので ある。 要するに 彼 は藝術 家で ある。 藝術 家の 感受性の 鋭敏に ついて 了解す ると ころ ある ものに は、 何の 不思 

議 もない の だ。 

窓の 外の カメレオン I 匹、 お まへ が 現代の 英雄だった ねえ。 

二、 思想の 虛 無と 思想の 共產 

ブル ゥ ドンの 『窮乏の 哲學』 に對 して、 『哲 m やの 窮乏』 を 著した の は、 マルクスであった。 勿論、 その 兩者 とも、 私 

は讀 んでゐ ない が、 いづれ も 思想の 窮乏 を 示す もので はなさ さう である。 - 然るに、 私の 問題 は、 R に その 點 にある。 

虚無 思想 もい いが、 私 は 虚無 思想 を說 くよりも 先に、 まづ、 自分の 思想の 虚無 を 嘆く。  ； 5^ の 虚無 思想が、 その 資、 

思想の 虚無 を 現す にす ぎぬならば、 まことに 恥し い 事で ある。 人前に 顏出 しも 出来ない 不始末で あらう。 

た 力 また かう いふ 自己欺瞞 も ある。 卽ち、 思想の 虎 無 は、 あらゆる 思想の 合 財 袋で ある、 無 思想 は 同時に 全 Ma 

想で あると- 然し、 宿な し は 世界の 主人で あるな どと いふ 事 は、 詩人の 詩句の 中で なければ 通用し ない。 そ e は苟く 

も 評論家の 口にすべき 語で はない。 の 蟇 口 を 以てして は、 燒鳥ー 串 も 食へ やしない。 

お まへの 暮ロ にも、 白銅 I 枚 位 は ある だら う？ それ はさう だ、 私に も 思想 は ある、 少く とも 思想ら しい もの まあ 

る箬 だ、 私が 生きて ゐる事 ほど 左樣 に。 


思想 は 何も 論理的 構成 物で はない 箬 である。 その 人の 入 生、 社會に 於け る 行動が、 換言すれば、 その 生き方が、 卽ち 

その 人の 思想 だと も 云へ る。 いや、 行動 は 直に 思想で はなく とも、 行動の 原動力と なる もの は， 思想で ある" 原動力 

とならぬ やうな 思想 は 無意味で ある。 實 際と 隔離した 思想 は { や 想で ある。 實踐の 伴 はない 思想 は、 單 なる 知識で ある。 

知識と は、 卽ち 借物の 義 である。 

これが 大切な 事で ある。 此 I 點を 閑却す ると ころから して、 現在の 如き 借物 文化が 發 生した の だ。 さきごろ、 或 文 

藝 H 記 を 見たら、 文藝家 名簿の 外に、 別に 思想家 名簿と いふ ものが 載って ゐ たが、 それに は 現在の 名 ある 社會學 者、 經 

濟學者 を 網羅して あつたので、 それによ つ て 私 は、 思想家と は 今 は專ら 社^ 思想家 を 指す 語と な つ て ゐる事 を 知った。 

それ は 別に わるく はない。 が、 未だ ！！譯 時代、 祖述 時代に ある 我 國の事 ゆ ゑ、 曾て 哲學 紹介者 卽 ち哲學 者であった や 

うに、 思想家 卽 ち社會 思想 祖述 家で あら ざらん 事 を 祈る もの である。 

トルストイの 說は、 獨斷ゃ 矛盾 や 誤謬 を 多く 含み、 結論 もまた 極めて 平凡で ありながら、 多くの 人 を 動かす 力 を 有 

したの は 何故か？ それが 彼の 人格の 根柢から 發 生した i>}t 悶の 隱 であり、 生活の 體驗の 中から 出た 思想で あつたから 

である。 學者 としての トルストイに は、 J 文の 價値 もない。 然し 學者 でなければ 思想家と 見なさぬ のが、 現在の 常識 

である。 知識の 贫 F 能！ 

共產 主義 は 思想の 共 產をも 意^さなければ ならぬ とすれば、 共 蜜 主義の 實行 はま づ この 邊 から。 但し、 その 場合、 

この 設に賛 する もの、 田 吾作、 權 兵衞、 みな 思想家で あるの は 云 ふ 迄 もない。 人 あり、 マルクス • ボ オイに 問うて 曰 

く， 

「君の 思想 は どんな だい？」 

「僕の 思想 か？ マルクスと おんな じだ」 
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七 六 

三、 ジャ アナ リズム 

ジャ アナ リズム、 また ジャ アナ リズム …… 今や、 ジャ アナ リズム は、 あらゆる 「文壇 惡？」 の 根源の やうに 云 ま 1 

る やうに なった。 果して 然る か？ ジャァナリズ ム-,^,排除して、 文壇なる ものが あり 得よう か？ 私に は、 文 賽卽ジ 

ャ アナ リズムと しか 思 はれない。 文壇.^„!識なきところには、 ジャ アナ リズムの 精神 はない。 そして、 ここに 云 ふジャ 

アナ リズムの 神と は、 作品の 眞價 よりも、 それに 付隨 する 各種の 條件を 尊 雷： する 精神の 義 である。 そこで、 あら ゆ 

る 流行、 あらゆる 幻影、 その 尊重が、 あらゆる 政治的 努力と 鬪爭と を 生む ので ある。 かくて、 本質的なる ものから 離 

れて。 人 は 目前の 効果に 沒頭 する …… 

然し、 ジャ アナ リズムと は、 本來、 かかる 狭義な 文壇 意識の t-ls に卷き 籠め られ るべき もので はない。 いな、 かか 

る 偏狭な 自己 偏重 を 全く 破 却した ところに、 眞の 意義 ある 指導 的ジャ アナ リズム は發 生す る。 私が 文 擅ジャ アナ リズ 

ム を排擊 する の は、 それが 自己本位の、 追隨 的の ジャ アナ リズム だからで ある。 

ェチ っチ.ゥ ェ ルズ や、 バ アナ アド ごン ヨウな ど は 常に 社 會に關 心 を 持たずに は ゐられ ない 文舉 者で ある、 單に 作家で 

あるば かりで なく、 また 社會 批評家で も ある。 この ゆ ゑに、 彼等 は 1 面ジャ アナリスト として 看な されて ゐる。 然ら 

ば、 私 はジャ アナ リズム を讃 仰せざる を 得ない、 私の 支持す るジャ アナ リズムと は卽ち 之に 外なら ない の だ。 また、 

私の 绿 敬す る故ゲ オル ク • ブランデス は、 獨逸 的學究 精神から、 ジャ アナ リ スティック だ と 呼ばれた 。その 高遠な 抽象論 

を 避け、 あくまで 寶 際に 卽 して、 文明 批評 を 行る が 上に、 その 批評が 學究 精神に 囚 へられず、 極めて if 術 的で あるか 

ら であらう。 あの 廣汎な 興趣が ジャ アナ リズムであるなら ば、 私 はジャ アナ リズム こそ、 詩人の、 藝術 家の、 從 つて 

社會 批評家、 文明 批評家の 立脚地で あらねば ならぬ と 思 ふ ものである。 


今や、 何等かの 意味で 社お： 批評家で ない 文學者 は、 單 なる 職人に すぎなく なった" 彼 は 職人なる が ゆ ゑに、 偏狭な 

文 境 意識の ジャ アナ リズムに 終始 せざるを得ない。 かくて、 淸高 閑雅な 詩人と 定評 ある 人が、 その 實、 文壞 の 握 

飯 を 盛った 銀の 皿で あり、 流行と 個人的 政略と に 敏感なる ジャ アナリストに すぎなく して、 日夕 繁忙の 中に ある 新 S 

雜誌 記者の 中に、 かへ つて 脫 俗の 詩人が 隱 れてゐ ると いふ やうな、 皮肉な 事實も 生じて くるの だ。 いや、 或る 見方 か 

ら すれば、 彼れ 人が 淸 高の 士 として 高く 値ぶ みされ るの は、 寶は 彼が 卓越した ジャ アナリストで あるから だと も 云 ひ 

得られる" 

かやうな ジャ アナリスト は 好ましくない。 また、 新聞 雜 誌の 編輯 者の み をジャ アナリスト ときめて かかる の も、 あ 

まりに 形式的 だ。 その 意味なら ば、 小設家 だって、 人生の 縞 輯者 にすぎない ではない か。 

ー體 文壇に は讀 書を輕 蔑す る 入が 多い、 作家に も 批評家に も。 ところが さう いふ 人に 限って、 文 壇雜 誌な どの 熱心 

な © 讚 者で あるの は、 どうい ふわけ か。 傍人 曰く、 「つまり それが 文檳的 ジャナ リスト なんです ね」 

四、 雜誌 一 農民 一につ いて 

雜誌 「農民」 は、 吉江喬 松 氏， 中 村 星 湖 氏、 加 藤 武雄氏 等に よって 組織され てゐる 農民 文藝會 の機關 である。 ま 

だ 第二 號 までし か 出て ゐな いが、 今年に なって 創刊 せられた 雑誌の 中で も、 最も 有意義な 雜誌 だと 思 ふ。 私 はま づ 題名 

を 「農民 文學」 などと しなかった の を 喜んだ。 ここに 此雜 誌の 將來を 期待せ しめる 1^ があって 存す るからで ある。 

「農民」 は 發刊後 間もなくして、 未だ その 重點が 確然た るに は 至らぬ が、 その 思想 的 立脚 點は、 大體旣 に 決定して ゐる。 

卽ち、 マルキシズムより アナ キズム に 傾いて ゐる。 無政府 重晨 主義が その 基調の やうで ある。 そして、 これ は 農民の 

本質的 意義より 云っても， もとより その 所でなければ ならぬ。 
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スト リンド ベリ は マルクス やべ ェ ベルが、 蜜 業 主義の 中心地に 生れ、 また 居住した 事實を 擧げて 、「人間の 椅 神に は 

限度が あって、 何人も その 環境から 脫 する 事 は出來 ない」 と 云って ゐ るが、 これ 私の 深く 首肯す ると ころで ある。 そ 

して ここに まづ、 マルクスと バ クウ ニンとの、 また マルクスと プル ゥ ドンとの 相違が あると 思 ふ。 マルクス はト リエ 

ルの辯 護士の 子で あるが、 バ クウ ニン は 未だ 產 業の はじまらない 以前の 露 西 の 田園の 子で あり、 プル ゥ ドンに 至つ 

て は 自ら 農民の 子で、 十二 歳まで 家畜 を 飼って ゐた。 この 事 は 他の 幾多の 事 資と同 機、 この 三人の 思想に ついて 甚大 

の關 係が ある。 また、 それがなければ 人間的で ないか も 知れぬ。 

現在で は、 社會 思想に あって、 單に その 主義の み を 問うて、 その 人 を 問 はぬ 傾向が 强ぃ。 政治家の 權略 として は至當 

であらう。 本質的に 點 檢 する 場合に は、 その 人 本来の 人格 や、 個人的 閱歴は 極めて 重大で ある。 故 有 島 武郞氏 は、 自 

ら ブル ジョァ 階級の 出身者で あるが ため、 つ ひに その 階級の 精神 を 脱却し えぬ 事 を 表明した。 思想 は 借物で もす む。 

感情 はつひに 欺く を 得ない。 ゆ ゑに プロレタリア 論客 は、 ーまづ 自己の 心中の ブル ジョァ 精神の 超克より はじめね ばな 

ら ぬので ある。 

この 人間性の 嚴 しい 制限より して、 マルキシズム は都會 居住者、 機械 勞働 者の 主義と なった。 農民 は マルクス その 

人の 目に すら、 旣に 反動的 傾向に 富む ものと して、 多くの 共感に 値しなかった の だ。 

そこで、 再び スト リンド ベリ を 引用 すれば， 「なぜ 農業 社會 主義 は 勞働黨 の 主領から、 そんなに 憎まれ、 且 かう いふ 

連中から 早速 保守的 だとして 排斥せられ るので あらう か。 それ は 恐らく この 主義が、 社會の 仕事 を靜 かに 解決して、 

1^ 產を 避ける 事に 役立つ からで ある。」 

必ずしも 農業 社會、 王義 ではなく も、 「農民」 の 運動が、 實に かやうな 事に 役立つべき 事 を 私 は 期待す る。 マル キ シス 

トの 側の 非難 攻擊は 或は 免れまい。 然し、 私たち は 日本と いふ 特殊め 國にゐ るの だ。 私たち は 直譯的 {-gl を 避けて、 


常に 地に 卽 して 行かねば ならぬ" この if 「農民」 は 一 號 より ニ號 と、 私たちの 期待に 添 ひっつ ある 事 を 喜びたい。 

昭和 二 年 十 I 月 (「都 新閗」 十 I 月 二十四日 11 二十 七日 所載) 

眞理を 求めて 

この 何年と いふ もの、 私の 心 は 始終 ふるへ がちで 始終 かき 亂 され、 始終 激動して ゐた。 身 世の箏 、 すべて 辛く、  く 

るし く、 憤ろ しく、 不合理な 社會と 人生との、 あらゆる 暗 面と 暴虐と を il- いた。 私の 眼が 廣ぃ 範圍に 及ぶ につれ て、 

私の 憤り も强 くな つた。 だが、 それ も、 これ も、 結局、 忍ぶ 外 はない のだった。 いくら 世の中が 愤 ろしく とも、 耐へ 

忍ぶ 外 はない 事 を 私 は 知った。 社會 改造の 大望 も、 それが 單 なる 夢想に すぎない うち は、 詩と しての 外の 意義 はない。 

それ はそんな に 誇るべき 事；^ ではない。 それ を 悟った 時、 ；？^ はた だ耐 へる 外はなかった。  ， 

けれども、 その 隱 忍の 氣持 は、 あまりに 苦しい ものである。 まるで 窒息し さうな 心の 狀態 である。 私 はそんな 階い 

氣 持が 堪 へられなかった。 もっと 明るい、 ひろびろとした 心 持、 そんな 心 持に ならなければ いけない と 思 ふやう にな 

つて、 私 は 心 を 鍛練す る こと を學ん だの だ" 心、 ただ 心 1 つで ある。 世 を 革め るの は、 自分の 心 を 革め る 事から 台め 

られ なければ ならない。 自分の 心境 さへ すすめば、 新しい 世界 は展 けて くるの だ。 世俗の 不合理と 迫害と を 超絶した 高 

い 世界 は、 そこに 展 けて くるに ちが ひない。 然し 人間 は 愚かな もので、 十 歩 進んだ と 思っても、 次ぎの 隙間に は、 ま 

た ちゃんと 十 歩 退いて ゐる。 知識で はよ くわ かって ゐて も、 その 思慕の 境地へ は、 なかなか 進んで いけない。 

我々 が 人間と して、 眞資は 偽りな く 生きる ために 何よりも 大切な 事で ある、 一 切の 卑しい 欲望 や、 野心 を 全く 征服 

してし まふ こと は、 なかなか 一朝 1 夕の 事で はない。 いや、 I 生か かっても 出来ない かも 知れない。 殊に、 それが 私 
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の やうな 鈍根な もの 11 人一倍 その 性格の 中に、 わるい もの を 持って ゐる ものに は、 難 中の 難で あらう も 知れぬ。 け 

れ ども、 それに § しなければ ならぬ とい ふ 事 を、 だんだんに 私 は 思って くる やうに なった。 

私の 求める ものが、 美であった ならば、 私 は 安易な 氣 持で、 自分 を あまやかしても ゐられ る、 自分の 魂から は 目 を 

そらして、 いつも 外の 方ば かり 見て ゐて もす ませる。 また. 私の 求める ものが 善であった としても、 私 はま だ そんな 

に 苦しまなくても すむ かも 知れぬ。 なぜかと いふと、 世に 謂 ふ 善な どと いふ もの は、 それ は 人間の 中の 約束から 生れ 

る、 方便 的な もので も ありうる からだ。 だが この 善が、 さう した 相對 的、 便宜 的、 習俗 的の もので なく、 永恒 的な も 

の、 不變な もの、 絕對の ものと なる 場合に は、 それ はま さに 眞と云 ひえられる。 そして 私の 專 念に 求めて ゐる もの こ 

そ、 その 露で ある。 

眞 を-求める もの、 眞理の 探究者、 一意 專 念の 求道者 は、 苟 くも 自己 を 欺く が 如き 事が あって はならぬ。 私 は 何よりも、 

この 事 を 自分に 警告せ ずに ゐられ ない。 とも すれば 自己欺瞞に 陷る 自分に 對 して。 

詩人で あるが ために、 とも すれば、 詩に 醉 うて、 自已陶 醉に陷 る 自分に、 私 は、 私の 醒めた 理性 を、 私の 意地の わる 

い 批評 的 能力 を、 看視に 附 して ゐる 一 種の 偏見から して、 感傷 詩人と して、 一 も 二 もな く 片付けられる 事の 稀で ない 

私が、 この 自分の 中の 感傷 家に、 こんな 驟 、重な 看視 を附 して ゐる事 を 聞いたなら、 人 は 驚く であらう。 然し、 私は此 

事 を 行って ゐる、 なほ 1 層 それ を嚴 重に しょうと さへ 考 へて ゐる。 さう でなければ、 私 はつひに 眞を 逸し 去る であら 

うから。 そして 私 を セン ティ メン タリ ストと して 非難す る 人た ちが、 自分に 對 して、 どれ だけ 看視の 勞を とって ゐら 

れ るか は、 私に 興味が なく もない、 なぜ なれば、 今後の 詩人 は、 單に 詩に 醉ふ 人で ある だけで は 十分でなくて、 殿 格 

なる 自己 批評の 鍛練 を經 た、 眞實の 生活 者で なければ ならぬ からで ある。 


虛 無 思 想 と 私 

前號の 本紙に、 虚無 思想 研究と いふ 私の i の 事で、 ゴ シップ やうの 記事が 出て ゐた。 1 體 ゴシップの たぐ ひで， 

かって 事實を あやまり なく 傳 へられた 事がない が、 今度の は あやまり も 特に 甚し いやう であるから、 一 寸事實 を 書い 

て 置きたい。 と 同時に、 虚無 思想 硏究 が、 私に とって 方面 違 ひの 仕事の やうに 云々 されて あつたから、 虚無 思想が 私 

に對 して どんな 意義 を もって ゐ るか を も、 一 言 述べて みたい と 思 ふ。 

問 週の 『虚無 思想 硏究』 とい ふの は、 もとより 云 ふに 足らぬ 小 著で ある。 今から 十餘 年前大 五 年に、 天 弦 堂の 「近 

代 思潮 叢辔」 中の 一 篇 として 出版され たもので、 e: 分で 最も 不滿な ものであるから、 白 楊 社 (當時 は三德 社と 云った) 

から、 その 紙型 を 買 取った から 出版した いとの 交涉 のあった とき、 當 惑した ので ある。 氣の 弱い 性質から して、 斷然 

担絕 する 事が 出来なかった ので、 とにかく 訂正 させて くれるな らばと いふ 條件 つきで 承諾して、 1 應讀み 返して 見る 

と、 到底 一部分の 訂正 位で は滿足 出来ない もので、 訂正す る 位なら ば 全部 書き直す 外はなかった。 が、 それ は 不可能 

の 事で あるから、 そのむ ね 新たに 序文に 書き記して、 不本意ながら 同社から 刊行 させた、 それ は大 ft: 十一 年の 終り 頃 

と 憶えて ゐる。 ゴシップ 記事の やうに、 闇から 闇に 一 1^ られた 方が、 私の 本意に かなった ので あるが、 仕方がなかった。 

その. m 楊 社 版 (當 時の 三德社 版) は 一 部 手許に あつたの を， 中央 新聞 文藝 部の 吉田 g 羊 氏が ほしいと 云 はれる まま、 

同氏に 贈った ので、 今 私の 手許に ないから、 正確な 刊行 年月 は 分らない が、 まもなく あの 震災で、 その 紙型が 燒 失し 

たの だから， 震災 以前で ある 事 は確實 だ。 そして、 この 紙！.： 燒 失の ため、 それき り絕 版に なった ので、 書肆に は氣の 

毒で あるが、 私. m 身 は 幸と 思って ゐ る。 白 楊 社主 入との 交渉の 寶 際に ついては、 主人と 私と が 知る のみで ある。 それ 
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ゆ ゑ、 「ゴシップ 子 見て 來 たやうな 噓を つき」 の I 句 を もって 答へ るに とどめて おかう。 著者と して は 出版者の 態度に 

快から ぬ 印象 を 受ける 事 もない 事 はない が、 みな それぞれ^ 風が あっての 事な の だから、 甚 しい 不 當な處 置の あった 

場合の 外 は、 著者と して 寛容の 態度 をと るべき ものと 私 は 思って ゐる。 同社から は 『虚無 思想 研究』 出版 後、 更に 『ハ 

イネ 傳』 の 執筆 を依賴 された が、 それ を謝絕 したの は、 別に 感情の 問題で なく、 私に その 準備が 未だ 十分に 整って ゐ 

なかった からにす ぎない。 

虚無 思想 研究が、 私に とって 不思議な 方面 違 ひの 仕事で ある やうに 記されて ゐ るの は、 心得が たい 事で ある。 -1 ヒ 

リズム は 私の 思想の 基調と なって ゐる もので、 私の 詩に も、 小說 にも I 賞し C 現れて ゐ るので ある、 私の 近年の 努力 

は， それに 對 する 超克で あると 信じて ゐ たが、 結果に 於いて は、 その 深化と しての 虚無的 生命 主義と でも 云 ふべき 思 

想に 到達して ゐる. 卽ち、 否定に よっての 肯定で ある。 虚無 思想 は、 かやう に 私の 身 肉に 噴 ひ 入って ゐ るの だ。 然し 

その 事 は、 もとより 當 時の 私の 研究の 良好 を證 する もので はない。 あの 當時 はま だ 力 も 不足で あつたし、 いい 參考書 

もな く、 その上 撿閱が 特に 嚴 しくて、 内 撿閱を 受けた 結果、 口 シャの 二 ヒリ ストの 運動 を 叙した 最も 主要な 部分 全部 

の 削除 を 命ぜられた 爲め， 骨ぬ きの ものと なった ので、 私と して、 再び 世の中に 出したくなかった ので あるが、 その 

後 私の 思想 も 多少 は 熟し 來り、 この 十 年間に それに 關 する 文 獻も 出来るだけ 蒐集した ので、 他日 閑暇 を 得たら ば、 ゴ 

シップ 子の 嘲笑と は 意味の 違った 「大著」 として、 世に 間 ふ 事 も あらう と 思って ゐる 0 

私 は 偏見、 先入見の 根强 さに 時々 驚く。 「やさしい 詩人」 なる 名 は有睡 惑で ある。 その 爲め、 詩の 外の もの を 書く 

の は 自己に 不忠 實 であると、 ある 詩人に 云 はれた こと さへ あつたが、 自己 を 全 的に 生かさない 事 こそ、 自己に 不忠 實 

な 所以で はない か。 私 はどうして 自分 だけ こんな 窮屈な 制限 を 受けねば ならぬ かが 理解 出来ない の だ。 私 は 小 說も出 

した" 今 また 評論 集 を も 出す。 今後 更に 勉勵 して この 不合理な 偏見と 戰は うと 思って ゐる。 


昭和 二 年 七月 (文藝 時報 八月 四十 ニ號 所載) 

調子の 高い 文學 

二三 年 前 は、 旅に 出る と、 よく 隣の 部 尾な どで、 スト トン 節と いふ はやり 唄 を 聞いた ものであるが、 實 にだら け 切つ 

た、 顏廢氣 分の 唄で、 間の びの した 節 を あの 間の びの した 聲 で 唄って みる 男な どが あると、 閗 いて ゐ ていら いらして 

くるので あった。 

然し、 あの 節 もた しかに 時代の 蜜 物であった。 大正， 末期の 氣 分に は、 あの 頹廢 した スト トン 氣 分が 確かに あつたと 

思 ふ。 そして、 その 文學 にも、 あの 氣分 がよく 反映して ゐ はしなかった であらう か。 何となく だらけ 切った、 調子の 

低い もの を 感じさせ はしなかった であらう か。 そして、 現在で も、 その ダルな 氣 分が、 なほ 績 いて ゐる やうな 事 はな 

いで あらう か。 

自然主義の 文學 は、 のちに だんだん 平 俗な トリ * ウイ ァ リズムに 墮 したと は 云へ、 その 習俗 打破の 强ぃ 信念 を もって 

唱道 せられた 當時 にあって は、 何處か 調子の 高い ところがあった。 田 山 花 袋 氏の 常時の 作品な ど. 今から 見る と、 缺 

黠の 多い 作品で は あらう が、 さう 調子の 低い もので はない。 島 崎 藤 村 氏の 『春』 や 『家』 などに 至って は， 單 純に 自然 

キ： 義 として 片づ けられない 程の 象徵的 階段に 達した、 極めて 調子の 高い 藝術 である。 

人道主義の 文學 は、 幼徘 なと ころもあった らうし， 未熟な ところ もあった らうが、 武者小^實篤^^ゃ有島武郞！^の 

初期の 作品な ど、 實に 調子の 高い、 熱意の こもった ものであった〕 一 第一、 あの 當時 は文學 者の 生活 態度から して 違つ 

てゐ た" 緊張した 努力 精進の 生活であった。 

S  ^  S  八 一一 一 


島 崎 氏 や 武者 小路 氏が、 自ら 自然主義 とか、 入道、 王義 とか 標榜され たか 否か は、 ここで はもと より 問題で ない。 當 

代の 代表的 作家と して 一 股に 認められて ゐ るので ここに 擧げ てみ たので あるが、 然し また 二 氏 はと もに 大立者で ある。 

故に その 人に よって、 常時の 一切 を 律す る わけに は 行かぬ との 抗辯も あるで あら，^。  isi 流 は 常に 低俗で ある 事 は 否定 

しがたい かも 知れない。 然 らば、 その 時代 全體が 流の 時代 も あり 得る ではない か。 

大正 末期 はお そらく 最も 萎靡 沈滞した ェ ビゴ ォネン の 時代であった であらう。 それが 創浩 的よりも、 囘顚 的の 時代 

であった 事 は、 各種の 事情が これ を證 明して ゐる。 一通り 決算が すめば、 次ぎに は 新しい 創造の 時代が 来なければ な 

らぬ" そして、 今後 興るべき もの は、 その 流派 や 傾向 はいかに ともあれ、 調子の 高い 文學 でなければ ならぬ。 

調子の 高い 文 學とは 何 か。 必ずしも 理想、 王義 的で ある を 要しない。 ロマン •£ オランの 『ジ アン • ク リス トフ』 が 調 

子の 高い 文學 ならば、 レイモンドの 『鼻 民』 もまた 調子の 高い 文學 である。 ホイットマンの 詩が 調子の 高い 文學 なら 

ば、 ポオ ドレ エルの 詩 は、 それに 劣らず 調子の 高い 文舉 である。 

調子の 低い 文 學とは 何 か。 私 はま づ江戶 末期の 文 學を擧 げたい。 舂 水の 『梅暦』 や、 一 九の 『膝 栗毛』 など， どう 

見ても 調子の 高い ものと は 云 ひ 難い。 一 體に、 江戸 末期 は顏廢 した 調子の ® い 時代で ある。 そして、 大正 末期が 江戸 

末期 氣 分と、 極めて 相 近い 氣分を 示して ゐた事 は、 私の 屢々 指摘した 如くで ある。 

調子の 高い 文學 は、 調子の 高い 生活から 生れる。 その 生活が 張りの ない、 だらけた ものであった ならば、 どうして 

入 を 動かす 力 ある 文學が 坐れ よう。 調子の 高い 文學と は、 卽ち 牛； 命 を 打 込んだ 文 if である。 創造的の 文學 である。 

端坐して 書いた 文學 は、 端坐して 讀 ましめ る。 寢そ べつて 書いた 文學 は、 寢そ べつて 讀 ませる。 作者と 讀 者との 間に 

は、 一種の 磁氣が 通 ふとお も ふ。 それだけの 共感 作 招 はたし かに あると 思 ふ。 

大正 末期の 2f に は、 錢そ ベり 文學が 多かった" スト トン 的 文學が 多かった。 もう 寢そ ベり 文學の 時代で は ある ま 


い。 スト トン 節 は旣に 忘られた ではない か。 今や 一切 は 更新され なければ ならぬ" また、 さう した 新 機運 は、 今た し 

かに 動きつつ ある。 たのしい 期待 を もって、 私 は 明年、 明後年、 なほ その 先き の 年 を 望む ひ 

(「文 藝 時報」 昭和 二， ポ 九月 第 四十 五 號) 

新時代と 無道 德 

近頃、 我が 文壇で は 新時代の 呼聲が 頗る 高い が、 その 新時代の 概念た る や、 私に は、 まだ あまり ハツ キリして ゐ ない 

ので ある。 私 も 今の 寅年の 間に、 以前と は 全然 違った 考へ 方な り、 坐き 方な りが あら はれつつ ある こと は、 たしかに 

事實 である やうに 思 ふ。 しかし、 それが 澎涛 たる 新興の 機運 を 示す もので あるか、 又は、 舊 時代の 老衰の 結果で ある 

一種の デカダン 氣分を 示す ものである かどう か は、 未だ 大いに 疑問で ある。  - 

今、 一派の 人々 によって 主張 せられる 新時代なる もの は、 以前の 人道主義の 主張の 反動で はない かと も 思 はれる。 

そして、 今の 時代に さう した 主張の 起る のに も、 必然的な ものが あるに 相違ない。 

それらの 言說は 鬼に 角と して、^ 在の 靑 年の 一部に、 一 種の ニヒリズムに 近い 氣 分の 存在して ゐ るの は、 たしかの 

やう だ。 その 中から は、 カラマ ゾフ さへ 出現して ゐる。 これ は、 このす こし 前まで は 想像 も 出来なかった 事實 である。 

道 德を振 かざす の は 素より 舊 時代で あらう。 しかし、 また-一 イチ H の やうに、 反 道德を 叫ばざる を S£ な いのは、 等 

しく 道 I- に囚 はれて ゐる わけ だから、 矢張り 古いと 云って よい。 

大體、 道德 などい ふ ものと は、 てんで 交渉の ない ところの、 ァ モラルな、 無道 德な 世界が 滑大 しつつ あるの が 今の 

時代の 特徵 では あるまい か。 
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加 藤 武雄氏 は、 今日は 科學の 時代 だと 云 はれた が、 科舉的 精神、 卽ち、 無道 擦の 精神 では あるまい か。 ここに 云 ふ 

無道 德と いふの は、 不道 德 とい ふのと は、 全然 意味が 違 ふ、 それ を 混同して はならない。 これらの 事に 就いては、 な 

ほ 深く 考 へて 別に 書いて みたい と 2| つて ゐる。 

大正 十四 ハゃ 二月 (讀書 人) 

詩人 地獄 

わが 長く 敬慕の 情 を 捧げ 來り しかの 老 詩人 を はじめて 訪ねし とき、 詩人 は 思 ひも よらぬ ijH しき 住居の、 飾り だ も あ 

らぬ狹 き書齋 に、 ひとり 靜 かに 古人の 書を繙 きつつ ありし が、 われ を その 座右に 引きて さて、 わが きれぎれに 語り 出 

でし 志望 を聽 きて 後、 おもむろ にかく 語り 出 でられぬ。 

「おんみ は 詩人たら むと す。 され ど、 おんみ は 未だ 詩人と はいかなる もの か を 知らざる が 如し。 われ、 そ を おんみに 

敎 へむ とす。 詩人と は 自らつ くれる 地獄に 住む 人な り、 いな、 自らつ くれる とに は あらね ども、 おの づと彼 は そこに^ 

りて、 つ ひに は その 中に 安住の 地 を 見出 づる なり。 げに、 かかる はかなき 生涯 は、 愚かに も あさましき 極みなる べし。 

され ど、 咎 むる も 嗤ふも 詮なし、 彼 は 詩 を 愛すれば なり。」 

彼 は 詩 を 愛すれば なり、 かく 云 ひ 切りし 時の 詩人の 眉目と 口角との 顫 きを、 われつ ひに 忘る る 事 能 ま， ず。 そ は 限り 

なき 矜恃 なりき。 され ど その 底に は 歸 なき 嗚咽の 如き もの を 聞く が やうに、 われに は 思 はれぬ" 

さて、 語を繼 ぎて 詩人の 云へ る やう。 

さち 

|.*!^んみもし、 わが 世の 幸 を 希 ふ 心の つゆほど も あらば、 ゆめ 詩の 道に は 踏み 入り 給 ふ 勿れ。 そ は 不幸と 險 雄との 道 


な L ば。 げ にや、 俗琉の 嘲笑と 誹謗と によりて、 日毎に その 胸に 矢 を 受けつつ、 その 友と 呼ぶ ス々 に すら、 理解 さる 

る 事な く、 自らの 周 園に ゑが ける 詩の 光輪の 中に、 養 ひ 乏しき 日々 を经る こと， これ まことの 詩人の 必ず 受 くべき 運 

命 なれば なり。 

おんみ もし、 數 多の 財寶を 得て、 家 富み 榮ぇ、 親々 の 心 を 安んじ まゐら せ、 人々 の 聞え をよ くせんと 思 ひ 給 はば、 

ゆめ 詩の 道に は 入り 給 ふ 勿れ 才 ある 人の 創作家と なりて、 小設、 戲曲 のかず かずや 物して、 幸 ひに 世の 迎 ふるところ 

とならば、 K 萬の 富 は 及ばず ともせめ て は 世の 嗤笑を 免る る だけの 門戶を 構へ て、 折り ふし 毎の 衣裳に も 事を缺 かず 

日々 の 食卓の 上も豐 かに 海山の 美味 もて 充 たし 得べ けむ も、 ひとたび 詩人と して 立ちな ばた とへ いかに 名 を 擧げ、 ^ 

に迎 へらる る 日 はありと も、 かかる 望み だに 絕 えてな しと 知り 給へ。 

詩は藝 術の 中の 繼子 なり。 詩 は 最.. ？ 酬いら るる ことなき 技術な り。 ただ 世の つねの 業に いそしみ て、 その ひまび ま 

の なぐさみ とする に は 如か じ、 そ は あだか も かの 童ら の 心なぐ さみに 弄ぶ 笛， 手風琴の たぐ ひのみ。 さる を わが 如く 

止み難き 熱望に 驅られ て、 この 地獄に 陷り しもの は、 淚に濕 ひし 麵^ を 食 ひ、 つづれ を 錦に 思 ひなして、 膝 を 屈する 

に 足る 書齋の ある 事 を も、 こよな き惠 みと 感謝すべき なれ。 

さる を 世に は、 詩に よりて 善き 衣食 を 得、 華々 しく 樂 しく 世 を 渡らむ と 企てて、 徒黨を 結び、 他を排 して、 さま ざ. 

まに きたなき 業す る 人々 も あれ ど、 そ は恥づ べき 事なる のみならず、 また 愚かな ろ 事な り。 

まことの 詩人 は、 つとめつ とめて、 しかもた だ 辛うじて 餓を 免る るの み • 君 は 知らず や、 かの 佛蘭 西の ボォド レエ 

ルが 逸話 を。 彼れ 一夜、 その 友 カテュ ウル • マン デス を 訪れし とき、 しばし の 沈默の 後に 彼に はかに いといと 暗き 顏し 

て 語り 出で し は、 君 はわが 詩人と なりてより このかた、 幾何の 金 を 得た るか 知り 給 ふま じと て、 その 得し 額 を 指 をり 

數 へて ありし が、 やがて、 一 萬 五 千 八 百 九十 二 法と 六十 仙な りさと 云 ひて 後、 この 六十 仙 を も 忘れ 給 ふな、 これ 葉卷 
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二 本の 値 なれば と、 いと 苦々 しう も附け 加へ ぬと 云 ふ。 

後に マン デスの 計算に よれば、 この 『惡の 華』 の 詩人の 一日 平均の 收入 は、 ゎづ かに 一法 七十 仙に 過ぎず と 云へ り。 

恐るべき 事なら ず や。 しかも そは藝 術の 國 なる 佛蘭 西の 事な り。 また、 かかる 稀世の 大 詩人の 事な り。 況んゃ この 國 

にして、 我等 才 なきもの にして、 なほ 詩人と して 生く る を 得る は、 いといと 不思議なる 事に 非ず や。 

いないな、 わが あはれ なる^ 計 さへ も、 まこと は、 もばら 詩の 外なる 本意な き霤 きものに よりて、 ゎづ かに 支へ 來 

つる ものなる を" されば こそ かの 詩 を 糊口の しろに 當 てんがた めに、 相犇 めく 人々 を 愚か ものと は 呼ばん とする なれ。 

かくても なほ、 おんみ 詩人たら むと 思 ひ 給 ふや。 然 らば われ 敢て君 をい さめ じ。 君 はまこと に 詩 を 愛すれば なり。 

かく 詩人 はわれ をい さめ、 且つ 勵 まし 給 ひぬ。 

その 言 紫 は くも わが 心に 沁み 通りぬ。 わが 志 は、 され ども 挫け ざり き。 いかに われ 餓ゑ渴 きて 路に斃 るると も、 

詩の ために IT する なれば、 敢て 悔い じと ぞ思ひ 定めぬ。 

(文章 往來 二月) 

問  答 

f 社會 主義、 結構で ある。 私 は それに 反對 すべき 何等の is も 有たない。」 

「そんなら、 お まへ は社會 主義者 か。」 

「或る 意味で はさう だ、 或る 意味で はさう でない。」 

「瞹昧 ではない か、 そんな 言 ひ 方 は。」 


「そんなら もっと はっきり 言 はう。 社會 主義 的 M 想 は、 今の 時代の 常識 だ、 もはや それに 反對 すべき 疋當 なる. 1 由 は 

ない。 その 意味で 多くの 人 問 は、 その 自覺 して ゐ るのと ゐ ない のとに 關 せず、 それぞれの 度合で みな 社會 主義 的 傾向 

をお つて ゐる。 然し、 殊更に、 ことごとしく 社 <r 厂、 H.: 義者 だと 宣言す るに は、 その 理論の 無 條仵的 肯定、 その 意義に 對 

する 1, 對的 信、 特に、 進んで 實際 渾_ 動に 携 はる だけの 决 意と 獻身的 努力と が 必要で ある。 これな きもの は、 社會主 

義 者と 稱 する 事 を 許されない、 然るに、 僕に は 未だ それがない の だ、 と 云 ふより は、 旣に それ を 失って しまったの 

だ。 そして、 ロ先ばかりの社會主義^|<5;ゃ、 維先ば かりの プロレタリア となる 事 を、 自分 は恥ぢ る。， I 

「然し、 旣 にさう した 會 主義 的 感情と 傾向と を 有って ゐる 以上、 それ を 口にし、 筆に したと て 差 支へ ないで はない 

か。 議論 もまた 宣傳の 道で はない か。 言說 もまた 實行 ではない か。」  - 

「言說 もまた 實行 である。 よろしい、 他の 場合なら ば、 それ を 肯定しょう。 然し、 社會 主義に ついて だけ は、 その 言 

は 適 用され ない。 千 百の； I 議も、 ここで は實 行と は 呼ばれ 得ない。 なぜならば、 社會、 一十： 義は 他の 抽象 哲學 や、 ii な 

どと 違って、 物質的 方面からの 人間 生活の 改善、 社會 制度の 根本的 改革 を 目的と する 最も 具象的 唯 物的な 、王 張で ある 

から、 總て 形の 上に 現れない、 單 なる 思想 を もって は、 寶 行と 呼ぶ こと を 得ない。 よし 頭の 中で、 どんな 美しい ユウ 

トビ ァを 築き上げても、 それ は單 なる！！ 術に 過ぎない。 また、 どんな 周到 緻密な 議論 をしても、 それ は 要するに 議論 

であるに 過ぎない。 is: と 呼ぶ もの は、 もっと 違った もので なければ ならない。 また、 宣傳と 言っても、 今の 一 公刊 維 

誌で 發表を 許される 範 園内で、 書かれた ものから 與 へられる 位の 刺戟なら、 大抵の 人間が その 實 tji- 活の 上で、 毎日 毎 

時間、 いやと 云 ふ ほど 與 へられて ゐる。 そして 論なら ば、 いくら 聞かされた とて 仕方がない。 だから， 今の 資太家 

雜 おなん かに 出る 抽象的な 論議な どが 何の 宣傳 になら う。 自覺 した プロレタリア は、 そんな もの を 輕 蔑して ゐ る。」 

「では、 默 つて ゐ ろと 言 ふの か。 實際蓮 1: を やらない 以上 は、 何も 論議して はならない と 言 ふの か。 どんな 平凡な、 
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平穏無事な； I 翳で も、 沈默 より はまし だと は 思 はない か。」 

「默 つて ゐ ろと は 言 はない、 然し、 萬 年 筆 を 百. K 書漠 したって、 單に それだけの 事に 過ぎない と 言 ふの だ。 どんなに. P 

もで も、 理論 はつひに 理論 だ" そして、 これ だけ は 遂に 理論で 決せられる 問題で はない からだ。 もうと くの 昔に 分り 

切って ゐる事 を、 いつ 迄 もくどく どと 繰返して ゐ たって 仕方がない ではない か。 また、 1. 論の 上の 多少の 異同 差別 を、 

額に 靑 筋立てて 論じ 合って ゐ たって 仕樣がない ではない か。 理窟 はもう 分って ゐる。 みな、 尤も だと 思って ゐ るの だ。 

今 は、 さあ それから、 愈々 今度 こそ は ：：： と、 その 次の もの を 待って ゐ るの だ。 然るに、 蓋が 開いて 見る と、 やつば 

り 元の 議論の 蒸 返し だ。 それで は うんざり する。」 

「ぢ や、 どうしたらいいの だ" 實行實 行と 言 ふが、 そんなら どう すれば いいと 言 ふの だ o」 

「僕に は 分らない。 分って ゐて も、 言へ ない。 言っても、 仕樣がない。」 

「そんなら、 初めから、 そんなつ まらぬ 事 を 言 はなければ いいの だ。」 

「さう だ、 日本 は島國 だよ。」 

兼 好哲學 

兼 好の 『徒然 草』 が、 佛蘭西 語に 譯 された と 聞く。 歐羅 巴人が あの エッセィに 對 して、 どんな 批評 を 下す か、 聞き 

たいと 思 ふ。 

私 は 先年、 兼 好 論 を 書いて、 兼 好 を哲學 者と して 論じた ところが、 或る 國文學 者 は、 兼 好の 何處に 辨學が あるの か、 

思想が あるの かと 云って 嘲笑され た" 


思へば、 兼 好 法師 を萆 なる 趙 味の 人と 見る の も、 內 海月 杖 氏 以来、 久しい 定評で ある U 然し、 批評 は 定評に 肓從し 

たので は 面白くない。 そんなら いっそ 書かない 方が ましで はない か。 

き-? t ，人 半； 哲學者 だ。 そして、 私たちに 大切で も あり、 興味の ある もの は、 入 牛： 哲學 だ。 哲學と は 大學で 講義され 

る やうな ものと 思 ふの は、 無 邪氣な 盲信で ある。 概念 分析 を やって、 むづ かしい 術語 を W ひて、 細說 詳論され るから、 

おそろしく 專門 的な わかりに くいもの となる が、 その 核心 を 引出して くると、 案外 簡單な ものになる。 また、 それ だ 

からこ そ、 意味が あるの だ。 が、 世間で はみ やすく 書けば 書く ほど、 有難 味が 簿ぃ。 そこで、 つ ひに はシェ リングの 

天啓 哲學 などの やうな ものが 出て くる。 

^^學は入問の宇宙人生に對する解釋でぁる。 酒屋の 親爺 だっても つて ゐ るの だ。 ただ 淺 いか いかの 相違 だけ だ。 

然し、 言葉 だけの 深さ はつ まらぬ。 ゴ オリ キイ は、 人生の 苦難に 打ち ひし がれて ゐる 人間 は、 ショォ ペン ハウェル 以 

上の大哲學^！^？だと云ったが、 私 はこの 言葉が 好きだ。 

兼 好 哲學は 常 11 哲學 であり。 苦勞 入哲學 である。 それが 一 般 人に 愛 讀 せられる 所以で も あり、 深遠たり えぬ 所以で 

も ある。 然し、 兼 好 は 自由 思想家で ある。 彼 は 最も 早く 中世の 夢から 醒めた 人で ある。 そこに 彼の 意義が ある。 

私 は モンテ ェニュ や、 ラブ リュイエ ー ルの國 で、 彼が いかに 見られる かに 興味が ある。 恐らく 私たちの 看過して ゐ 

る やうな ところから、 何 かを發 見され るか も 知れない。 そして、 かって 私の 拙 論 を 贖んで 驚かされた 國文學 者の やう 

に、 私たち は それ を IS んで、 あきれる かも 知れない と 思 ふと 與 味が ある"  . 

昭和 四 年 八月 十 n 一日 0.^ は 文學」 九月 號 所載) 
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創作の 實際 

創作と 言っても、 詩と 小 說とは (尤も、 創作と 言へば 小說に 限られて ゐる やう だが) すっかり  一、 

^と M ま 來ると  一 ii い。 いつ I 情 森され 秦は… に ic 的に pypup 

r  、tr2r とも あるし、 § つて ゐな いこと も ある。 その 纏って ゐな いのは、 ithu 

〃卜 後 g つかの 斷片 を纒 めて 一 つの 詩に する 場合 も ある。 小 說の方 だと、 詩の やうに 時の 響"：^  f  M 

ひ J し？ で 自然と ，出す とい ふやうな こと は 勿論ない、 當初 ブラン I うて、 丁度 石 を 一つ ん で")" 

は J る U な 工合に、 動勉 にこ？」 つやる だけで ある。 その 時 その 氣分 に 出来るだけ 支配され ま IM^::!:"" 

力，. tt?  A が f かったり すると、 どうも 思 ふやう に 行かない。 毎日 日課の やうに して 書いて 行；： つも 

,,^uu^0i  ^  in 靈 ならば 知らず、 鬼に 率 I の 長篇 になる I す 

るに 根氣 たと f、 粘り、 つよく 持ち こたへ て ゆく 持 續カ が 何よりも i である。 

のうちに どんな 時が 一 霧け るか は、 小說の 上から は 未だ 言 ふ 露がない。 けれども 一般 こ，？、  f 

f?,l 特に 花見時 分の、 いやに どんより とし た花曇りの、 i!hHH 

U ある P 暑 ^ なら 暑い、 寒いなら 寒い と 小 藤よ く  I した 夏冬の方が 仕事の か』 が 行く やうに 田；； 

：^！^^；^：？が繁くなってゅく、 單|肌|じられるゃ|||<私は多く52^ 

私 は 拿 前 中 楊く ことにして ゐる。 そして、 管簿？ 氣の 向いて t 時には、 そして i などの 妨げの ない 


時 こよ. 十五 枚 位 書げ るので あるが、 色々 な 邪魔が あったり、 作 中の つまらぬ 故障に ss 托したり して. ぼんやり 過す 

日 も 多い 0 で、 平均す ると 五 枚 位に なって しま ふ。 我ながら 愛想が 盡 きる。 

；？^-ょ變った場所ではどぅも書けなぃらしぃ。 第一 .H 分の 書齋 以外の 場所で はどう も氣. ^力 落ちつ 力な t あた ュた 

したやうな 氣 持で 執筆 どころ の 話で はない。  、 

霄齋の 好み は 貧乏 入に は 贅淳が 言へ ないから、 北向きが いいと か、 東向きが いいと か、 云 ふやうな こと は 論外で あ 

るが、 光線 は 出來る だけ 力-' テンに よって 調節したい。 私 は 一 體に 眩しい やうな 明るさよりも、 稍 薄暗く、 色彩な ど 

も靑ぃ 方が 好きで ある。 靑ぃ 部屋と いふ やうな ものが あったら、 それが 理想的で ある。 電燈も 天井から ぶら下げ たの 

はどう も 工合が わるい ので、 靑ぃ笠 をつ けた 卓上 電，^ を 用 ゐてゐ る。 これ は氣 分が 落ちついて よく 11 まるのと、 今 1 

つ は、 私に は 本を讀 みっつで ない と 寢られ ない とい ふわる い 癖が あるので、 卓上 電燈 だと 寢る 時に 造作なく 消される 

からで ある。 

霄 齋は餘 りごて ごて 装飾し ない 方が 好きで ある。 ただ 自分の 好きな 畫 家の 縷と、 自分の 尊敬して ゐ る文學 者の 5« 像 

を揭げ 得れば それで 十分で ある。 

擎を 執る 前に 馬鹿の やうに ぼんやりして ゐる。 とい ふより は、 馬鹿の やうに ぼんやりして ゐる のが 理想で ある。 角 

力 取りな どが、 土俵に 出る前に 一生懸命 力瘤を入れて ゐて、 糾ん だと 思 ふと コ ロリ とこ かされて しま ふので は、 飽氣 

ない こと 夥しい。 尤も これ は. 談 である けれど、 長篇 などで は 冒； • 頭の 一枚 二 枚 を 書き出す までが 大變 で、 途中で 毎日 

々々筆 を 執り 初める 前に は、 ぼんやり 無念無想 にして ゐた 方が 1 番 いいやう に 思 ふ。 それで、 その 無念無想に は ffl^ 

と.；. 茶と が 大いに 役に立つ わけで ある。 

さて窨 き 初めてから、 初めのう ち は 無闇に 色々 な ことが 氣 になる が、 だんだん 進む とそれ ほどで もなくなる。 ただ 


筆力 油 を さしたての 1. 械の やうに 走って ゐる ところへ 訪問客が あると、 一寸 閉口す る。 一 體に雜 音 は 閑 口で あるが、 

地面が ゆらゆらす るに 至って は 遣り きれない。 近所に 何ん かの 工場が あって、 何でも 家の 者の 見て 来たと ころに よる 

と、 地面に 穴 を 掘って それ を 杵で搗 いて ゐ たの ださう である。 1 とつ づきの 地面の こと だから その 杵が 落ちて 來る拍 

子に、 ビンと 私の 頭へ 響いて 來る。 しかし、 それが 影. II しない やうに 今 犬に 修養 中で ある。 

執筆 中 は、 行きつ まると E. 草 を 吸 ひお 茶 を 喫む。 この頃 はすつ かりお 茶 好きに なって、 紅茶、 綠茶、 番茶、 あら ゆ 

る 茶 を 喫み わけて ゐる。 それだけ 酒 はだんだ ん飮 まなくな つて、 時た ま 金が 入って 何だか 寂しい やうな 氣の する 時 だ 

け、 思 ひ 出した やうに 飮む 位な ものである。 それから 香が 好きで 時々 焚く。 

行きつ まると 無闇に 煙草 やお 茶 を 喫む が、 氣 力が たり、 氣 分が 散漫に なって， 一 ま 々書け なくなる と 思 ひきり よ 

くやめて しま ふ。 そんな 時 は 散歩に 出る こと も あるし、 愛 讀の書 を 取り出して 讀 むこと も あるし、 李 白 や 高靑邱 やそ 

の 他 色々 な 詩 を聲を 上げて 誦する" これ は 中々 運動 代用に なって いいやう である。 西洋 音樂が こっちの 氣の 向いた 時 

に聽 かれたら、 どんなに いいだら うとい つも 思 ふ。 

1 群 筆が 漉る の は、 要するに 自分の I 平せ 柄 にないと ころで ある。 柄に ない こと はなるべく 避ける ようにして ゐ るけ 

れど、 さう も出來 ない 場合が ある。 しかし、 その 時の 氣分 では、 どんな こわで も 柄に あるんだ と 盲信す る こと も ある 

し、 又 その 反對 に、 どんな ことで も 柄に ない としをれ かへ る こと も ある。 

1 篇の 作品 を 構成す る 上から は、 誰し も あらゆる 點 にわた つて 非常な 苦心に ちが ひない。 ただ 入に よって 重き をな 

す i 力ち が- J であらう が、 私 は 要するに 自分の 短と すると ころに 最も 苦心す べきと 思つ て ゐる。 

大正 十 年 (文章 俱樂 部所 載；" 


現 文壇 を 無視せ よ 

文 壌； の 革^ そんな 事 も 以前に は 問題に して © 面目に 考 へて ゐ たもの だ。 そして 隨分 さう 云 ふ 事 も 論じて 來た。 然 

し 私 も 疲れた。 疲れたの みならず、 さう した 問題に ついては 百の 論議 も 結局 餘り 大した 効果 を裔 さない 事 を 悟った の 

今の 文壇 は 今の 文壇の ままで 51i 構で ある。 我々 は 別に 今の 文 擅と 違った、 今の 文壇と は 全然 沒 交渉な、 新ら しい 文 

壇-を 建設し なければ ならない。 

その 爲 めに は、 我々 肖 身が 深く 自ら 戒めて 前車の 覆 轍 を 踏む 事な き樣 にしなければ ならない。 あらゆる 不純な 誘惑 

を斷 乎と して 斥けて、 精進 努力 を 怠らない ように 心がけなければ ならない。 それに は先づ 心中に f 乎た る 信念 を 抱懷 

する 事 を 要する。 信念の ない もの は 容易に 墮落 する。 

文壇と いふ 言葉 を、 所謂 大雜 誌の 創作 簡と いふ 意味に 限定 するとき、 それ は 確かに 寄席と 比較して 過たぬ と 信ずる。 

寄席に は 寄席の 約束が ある。 寄席 藝 人に は 寄席 藝 人の 資格が 要る。 この 資 1^ のない もの は、 その 仲間 入 をす る 事 は 

出来ない。 

寄席 藝 人の 資格と は どんな もの か。 

先づ、 藝人氣 質、 お 愛 11、  {各 受に對 する 敏感、 目から 鼻に 拔 ける 利 巧 さ。 組合 中で 幅が きく だけの 聲望、 所謂 押し。 

とりわけ 席 主の 氣受 けがよ くなくて はならない。 これ を 以て 第 一 と 心得て 然るべ し。 

どんな 寄席 藝 人が 客に 受ける か。 


これ は 肖 分の や，^ な 寄席に 通じない ものに は 分らない が、 而白 可笑しい 人情ば なし や、 氣の 利いた 小ば なし や、 凡 

て わかり 易く、 呑み込み やすい ものでなくて はならぬ らしい。 のちに はなに も殘 つて はならない らしい。 輕薄 であ L 

ば ある 程よ し。 小器 相で あれば ある 程よ し。 

之れ に反して、 眞劍 であれば ある 程 寄席に は容 れられ ない ので ある。 肩が凝る やうな 御 義は 平に 御 斷りを 食 ふに 

きまって ゐる。 人間と して 本 當に考 へなければ ならない 第一義の 問題に 觸れる 事 深ければ 深い ほど 異端視 せられる。 

然しながら それでい いので ある。 かう した 文壇が あり、 今の 1^ な 作家が あると いふ 事 も { 各觀 的事貲 として、 何等か 

の それ 相 の St. 由 を もって ゐ るに 違 ひない。 

私 はかう した 今の 文檀 を無條 件に 肯定して 見たい。 彼等 をして その あるが 儘に あらしめ よ。 彼等 をして 思 ふ 存分 そ 

の 幸福に 舌 皺 打た しめよ。 彼等 をして この 人 牛； 及び この 文壇 を 地上の 樊 園と 讃美せ しめよ。 ただ、 我々 をして 彼等の 幸 

福の 卓の 下に 蜻 集して、 その パ ン 暦の こぼれ を爭 つて 拾 ふの 醜態に 陷 らしめ るな。 それに 上越す 恥辱と 醜惡と はない。 

かくて 我々 は 全然 違った 道 を 歩まう とする ので ある。 今の 文壇な どと いふ もの を 全然 跟 中に 置かないで、 もっと 考 

へねば ならぬ 事を考 へよう。 常に {IT 分の 坐活に 内省 を 加へ、 少しで も 正しい 道に 近づく よう 努力しょう。 そのため、 

世に 顧みられ なくならう とも、 敢て 恐れない だけの 勇氣を lijill しょう。 それ こそ 我々 の 何よりも 第一に 心がけな けれ 

ばなら ぬ 事 だと 私 は 信ずる。  . 

(「文 _ 旬報」 大正 十 年 十 1 月 所載 ：> 


文壇： 人の 文檀 とい ふ觀念 は、 最も ブル ジョァ 的の i: 念であって、 一 日 も 早く これ を絕滅 せしめなければ ならず、 又、 

事實、 消滅に 瀕して ゐ ると 思 ふ。 

本來、 すべての 文^的 作品 を 制作す る 人々 は、 一 樣 に文學 者で ある。 そして、 この 人々 の 努力の あら はれる 範圍 が、 

文壇で あるべき 箬 である。 

然るに、 この 近年、 文壇と いふ ものが、 特殊な、 特櫳 階級の 意義と なって、 あだか も かの 寄席の 藝 人のお 株と いふ 

が 如き 有 とな つてし まった。 

かう して、 或る 黨 派に 扇し、 又は 或る 勢力 ある 文學 者に 附隨 する 入々 の 外 は、 あだか も， りで あり、 無 鍵 札で あ 

り、 從 つて 無 價値 無力の ものの 如く、 文堉； から 斥けられる やうに なった。 不合理 極まる 事で ある。 

然し、 かかる 不合理が 永久に 許さるべき 勞 はない。 そこで、 その 結 架 は、 この 文壇； 人と 呼ぶ 特權 階級が、 大衆と は 

1<5^:然相異る思考法を有する特殊なる陪級として、 社會に 孤立して ♦ . 民衆的 進行の 列 外に 取殘 される 事と なる に 至った 

の だ U 

これが 所謂る 文墳 の現狀 である" 本誌 編輯 部の 所謂る 「轉換 期， 解 期」 の實 相で ある。 思 ふに、 今日は その 點 で 

極めて IK 味 多き 時で あらう。 朋黨の 力に よって 事 を 成さう とい ふが 如き 傾向 も、 <e 日が その 頂上で あらう" また、 潮 

次、 凡ての 價 娘の 幻影 は 打破 されん に 至る であらう。 

力 ある 入 は、 その 爲め 努力し、 健 S して ほしいと 思 ふ。 たしかに、 今日は 働き 甲斐の ある 時代で あると 信ずる 0 

かの 所謂る 「文壇 iillj  (と 呼ぶべき もの かどう か は 知らない、 とにかく いろいろの 不合理 ゃ不 正義) に對 して、 愚か 

な 一 靑 年が、 齒に 衣き せぬ 論評 を 加へ て、 い たづら に 由な き 敵 を 作った の も、 もう 殆んど 十 年 近い 過去と なった" 幸 

ひに、 今では、 所謂る 文 境なる ものの 欞 威が、 その 櫸咸 に屈從 しない もの を 排斥す ろ 術 も、 昔 ほ. A 容易で はなくな つ 
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たやう に 見える。  ；. .、 

祝す ベ. き 事で あ. る。.  t  .   ：  、.、wr  31 一 

自己の 侗性を 保持し、 自己の 言葉 を 有する 人 は、 愈々 自己の 信念に 忠實 に、 籠々 自己の 生涯の Mf 業に 沒頭 する 事が 

出來 る。 私 は 昨日に 比して <& '曰 を 幸 ひに 思 はずに ゐられ ない。  ■ , 

(「文 藝 公論」 昭和 二 年 十一月 號) 

ハン マァを 以て 談れ 

毎月 毎月、 資本家 雜 誌の 上で 社會 ^造論 壯會 主義 謳歌 論 をして ゐ： られ. る 諸君よ。 もう 議論 は 十分です。 議論にば も 

う 食傷し ました。 どうか、 實 行の 方 を 見せて 下さい。 手形で なしに 11 信用の ない 銀行から 振出した 手形 はと かく 不 

渡の 虞れ が ある 11 現金 を 見せて 下さい。 名 古 匿で 大詐僞 を はたらいた 明治 天 一 坊事 松平慶 承で も、 いつまでも 現金 

の顏を 見せなければ、 つ ひに は 化の 皮が あら はれる。 堂々 たる 一代の 思想家 を、 市井の 詐偽 師に譬 へる の は非禮 でも 

あり、 不倫で も あるが、 毎月 毎月、 資. K 家雜 誌の 上で 諸君の 果てし も 知れぬ 長廣舌 を拜聽 して ゐ ると 圆らず も 明治 天 

ー坊の 葵の 紋服 を 想起せ ずに は ゐられ なかった ので ある。 然し、 諸君の 紋服 は 葵の 御紋 ではない、 その 御紋は 葵で な 

くて ハ ン マァ である、 プ ロレ タ リアの 御紋 である。 今や プ 口 レタ リアと いふ 言葉 は、 昔の 總現樣 公方 樣と いふ 言葉 ほ 

どの 威嚴を もって 響く。 そして 今や、 ハン マァ の御紋 をつ けた プロレタリアの 代 辯 者が、 毎月 毎月、 资 本家 維 誌で、 

. 堂 々めぐりの 議論 をされ てゐ るので ある。 議論で 決しない こと を 議論で 決しようと いふの が 諸君 だ。 ハン マァを もつ 

てフ イロ ソ ファイズ せよ と 二 イチ ェ は 言った。 若し 諸君が プ ロレ タリ ァ の 代 辯 者 を 以て 宣稱 しょうと 思 へ ば、 よろし 


く 文字通り ハン マァを もって 談 るべき である" ハン マァは 紋章に すべきで ない、 手に とって 揮 ふべき もの だ。 

1 つの 思想 は 一 つの 資行 であるか も 知れない。 カントが 純正 理性 批判 を 書いた 時 一 つの 大 革命 を 行った ので ある。. 

それ はさう かも 知れない。 だが それ は 結^ 頭腦の 上で ある。 ブル ジョァ の 重んずる 抽象の 世 に 於ての みで ある。 哲 

Ml- は维竟 ブル ジョ ァの產 物に 過ぎない。 プ 口 レタ リアの 世界で は 具 5^ でなくて は 通用し ない。 坐 食 白 手の 徒はブ 口 レタ 

リアの 敵で ある。 その 憎 惡と輕 蔑 を 以て 酬いら れ るの は 敢て贅 本家と 異ら ない の だ" 若し その 言 を 疑 はしい と 思 ふの 

ならば これ を レエ ニンに 問へ。 また これ を 街頭の 一 プロレタリアに 問へ" 彼等 は 毎月 毎月 資本家 雜 誌で 社 會 改造 論 を 

して ゐる 人達 を 罵倒す るに その プ 口 レタ リアら しい 齒に衣 藩せ ぬ 皮肉な 名文 句の 無き に 苦しまない であらう 0 

大正 十 一 一月 (「時事 新報」 所載〕  ， 

文 學とブ ロレ タ リア 

よく 停車場 なんかで、 カメラ を携 へて、 髮を 分けて 縮らした 若い 女 を， いろいろに ボ オズ を とらせて は、 バチン パ 

チンと 撮影して 意が つて ゐる ハ ィ カラな 靑 年が 邪魔 さう にもし ないで 片手に 持って ゐる本 を、 何 S と 思って 見れば 

『死線 を 越えて』 である。 電車の 中で 銀行員ら しい 瀟洒な 背廣 服に、 ハロルド •  ロイド 式な セルロイドの 眼鏡 を かけた 

男が、 勿體 撮った 様子で 讀んで ゐる雜 誌 を、 何かと 思って 見れば 「改造」 である。 そして この 「改造」 に は プロ レタ 

リア 讚美 論と I 緒に、 ブル ジ ョ ァ氣 分の 最も 濃厚な 創作が ずらり と 並んで ゐ るので ある。 
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此頃、 ブル ジョァ の文學 とか、 プロレタリアの 文學 とか 云 ふ 事が やかましい 問題に なって ゐる。 だが、 私に は、 さ 

うした 差別 は、 容^に 理解す る 事が 出來 ない。 そして ー體、 プロレタリアの 文學 とい ふ ものが、 果して 成立し， 0 る も 

の だら うか。 本當の プロレタリア ならば、 文學 などに 關與 したり、 これ を銷 賞したり する 餘裕が ある だら うか。 プロ 

レタ リア は、 抑 も 文 學的敎 養 を 享受す る だけの 資力 を 何處 から 得る の だ" また、 一 册ニ圓 もす る雜誌 や， 三四圓 もす 

る 本 を. やすやすと 購 1^ し 得られよ うか。 プロレタリア が 文 と 結び付く 時には、 もう いくらか ブ ル ジョァ に 近づ い 

てゐ るので はない か。 その 日の 飯に さへ 事缺く 者に 何の 文 學ぞ、 その 點 で、 私 は文學 などい ふ もの を 一切 無用の もの 

と斷 じた バザ 口 フ的 ニヒリストの 心事に 同感 せざるを得ない。 若し、 コ ンミュ 二 ズムを その 畢生の 理想と して 第三 世 

界 主義 (？) を 主張す る 人 あらば、 文學 などい ふ 迂遠な まどろつ こい ものな： M 重したり、 プ ロレ タ リアの 文. 舉を 唱道し 

たりす る やうな 餘 計な 道 を 食って ゐ ないで 寧ろ 文 m4 など を 全て 否定して、 ブル ジョァ と プロレタリア との 差別 をな 

くす るた めに、 あらゆる 手段 を 講ずべき である。 この種の 寶際 運動に 全く 何等の 貢 獻も なさぬ のみ か、 むしろ その 障 

害になる。 私 は社會 改革に は、 直接行動の 外に 途な きを 確信して ゐる もの だ。 

今の す、 舉霄 類の 讀者 は、 大部分 ブル ジョ ァ靑 年で ある 車 は 言 ふ 迄 もない。 それ はかの 停車場で 若い 女 1^ 撮影して 得 

意が つて ゐる 若い E?: や、 電車 內で 「改造」 を讀む 銀行員な どに よって 代表され てゐ るの だ。 今の^^會改造雜誌が、 ブ 

ル ジ ョ ァ.^ 說を滿 載す る 理由 もまた こ こ にある。 卽ち、 彼等 ブ ル ジ ョ ァ靑年 は、 その 理智に 於て はよ く 左傾 思想 を 了 

解し 興味 を 有って ゐ るから、 社會 改造 的 論文 を 提供され なければ ならない が、 然し彼等の^^情に於ては、 プ ロレ タリ 

ァの氣 分に 共感し 同化す る 事が 出来ない。 ここに 於て か、 ブル ジョァ 小說を 提供す る 必要が あると 云 ふわけ である。 そ 


I- 一 ly ぶ、 人間と いふ もの は、 陰慘な 悲痛な 貧 W や 苦難の 訴へを 厭 忌して、 ロマン ティ ック文 學 とか 呼ばれる 骨 蕾. 的 

な 族 的な 稱 味の 文 學ゃ、 輕快々 活な樂 天 的文學 や、 華族 や 富豪の 華やかな 生活 を 描いた 通俗 文 學ゃを 愛する もので 

ある。 つまり、 文舉 は、 一面から 言へば、 人間の 實 生活に 對 する K 滿 から 生れ、 その 悲しい 制限の 代 憤 をな す もの 

である。 だから、 プロレタリアの 文 がよ し 成立した にしても、 それ は ブル ジョァ から プロレタリアから も、 あま 

り歡迎 されないで 終る の は 必然 だ U 

^は 今の プロレタリア 論 を 見て ゐ ると、 曰 本人 特有の 共 食 ひ 現象 11 私が むかし 朝鮮に ゐた 時、 その 1 地方に 住み 

藩、， た 日本人が、 直ぐ 仲 問 同志で 賣り賈 ひ を やって 生活す ろ樣 を目攀 したが、 丁度 あの 狀態を 想起せ ずに ゐられ ない。 

ブル ジョ ァ氣 分の 生活 をして ゐろ 人に よって 說 かれて (露 正の プ ロレ タ リアが 文 學者を ブル ジョァ と 同 一 視 して、 之 を 

敵視して ゐ るの は 正に 明白な事 資 である) ブ ル ジ ョァ 若く はブ ル ジ ョァ氣 分の 生活 をして ゐる 人に よって 讀 まれる。 

それだけ だ。 ブ 口 レタ リアの 代 辯 者 を 以て 任ずる 文 瞾 者の 生活 を 支持す る もの もまた ブル ジョァ である。 この 事資 は、 

どうい ふ譯か 知らぬ が、 私に、 子供の 掌で はね 週って ゐる ゴム 人形 を 想 ひ 出させる。 

犟行 本と 同人 雜誌 

「改造」 とか 「中央 公論」 とか 云った 風の 雜誌 は、 私 は 殆んど 全く 讀ん でゐ ない。 さう 云ふ雜 誌に 載ろ 創作 を， 特に 

一段 立ち まさった 有難い ものの やうに 思って 讀む やうな 人 も、 今な ほ徵く はない 事 を ほ 撃す る。 然し、 それ は 丁度、 

自動 laf. に乘 つて ゐる人 問 を、 歩いて ゐる 人間よりも、 一段 立ち まさった えらい 人 問の やうに 思 ふやうな もの だ。 考へ 

て 見れば、 それ は 愚かな 全く 理由の ない 事で あるの みならず、 それ は 一 種の 事大思想 であり 無意識の 盲信と も 言 ふべ 
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きもので あるから、 速 かに それ を 破毀す ろ 必要が あらう。 さ 5 した 維 誌の 編輯 者の 見識に 對 する 無意識の 信任 ほど^ 

^；^味なものはなぃのだ。 しかも 一 應は皆 その 無意味に 陷る、 そして その 雜 誌と 作家との 名に 信用 を 置いて、 これ を讀. 

む。 そして は 失^す る。 然し、 それが 何遍も 重なれば、 たうとう 倦いて しま ふだら う。. 

そこから はもう 何物 も 期待し 得られない AJ 思 ふだら う、 私 だって さう である、 さう 云 ふ 維 誌に 載る 創作 を、 待ち か 

ねた やうに して、 讀んで 批評す ろなん て 云 ふ 與昧は 今 は 全くない。 毎月 殆ど 同じ やうな 作品、 それにつ いて 毎月 殆ん" 

ど 同じ やうな 批評、 そんな 根氣 のい い 反覆 は 堪らない、 私に はさう した 永遠の 囘歸の 中から 我々 の內 生活に 資する に 

足る やうな、 意味の ある ものが、 抑 もどれ だけ 期待せられ たらう かと 疑 ふ。 

もっとも、 それらの 維 誌に 於て、 編輯 者に お 百度 を 踏ませて ゐろ 流行作家 でも、 彼等が まだ 無名で、 何 處の雜 誌に 

持って行っても、 その 作品 を 載せて 貰へ なかった やうな 時代に は、 隨分、 眞劍 な、 魂 を 打ち込んだ、 本氣の もの を 書： 

いて ゐる。 私 は それ 等の 價値を も 否定しょう とする もので はない。 然し、 人間 は 弱い もの だ， 直ぐ 疲れて しま ふ、 レ 

かも その 時な ほ、 よく 自制して 、その！： 術 的 良心 を 失 ふまい とする 人 は、 案外 少 いやう に 思 はれる。 殊に、 大 資本家 雜： 

誌の 大 資本 は、 作家と いふ あはれ な 勞働者 を 籠絡す るた めに、 あらゆる 魔力 を 蜜 ふの を 敢て辭 しないので あるから。 

かくて、 文 檀は茶 毒され る。  . . 

沈滞す る 水は陶 る。 流れよ ハ 流れよ。 文壇 はよ ろしく 激流であって ほしい 死んだ 泥沼であって はならない。 然るに、 

资 本家 雜誌 は、 文壇 を 泥沼に してし まふ。 そこで は 眞劍な 努力、 嚴 乎た る對 人生の 態度、 外部 的の 一切の 條件 を蔑驟 

する 非 妥協 的 態度 • 一 言に して 云へば 眞 個の i 一 術 愛、 そこから 生ずる 曙 術的價 値よりも、 他の 附隨 した 藝 術に とって 

は害惡 なる 外部 的條 件を续 重す るからで ある。 そして その 名 聲に對 する 保守的 態度 は、 新陳代謝 を 阻止す るの 結果 を 

来す、 從 つて そこから 生ずる 一種の 特權 意識 は、 作家の 努力 精進の 念 を 消滅せ しめる。 . 然るに 今の 月評 は雜 誌に よつ 


て その 批評すべき 作品 を 選ぶ" これ、 月評の 意義 を 疑ふ點 で、 私 は福士 幸次郎 氏の 設に 全然 同感で ある。 

私よ 泥沼 を 愛しない。 今の 文壇に 新しい 機運 を 誘致す る もの は、 恐らく 「改造」 とか 「中央 公論」 とか 云った や，^ 

な 無意識の 中に 文壇の 櫂 威と されて ゐる やうな 商賢雜 誌の 創作で は あるまい。 勿論 例外 は あるで あらう が、 大體に 於 

て、 私よ そこから 新しい 光明が 来ようと は 思 はぬ" 私の 好んで 讀む もの は、 反って 單行 本と 同人 雜 誌と である。 この 

二つに こそ、 常に 私の 衷心からの 期待 はか かって ゐ るの だ。 そして その 理由 は 奈何" 

乂上 t 奇妙な 矛盾の 上 li 成り立って ゐる ものであるが、 文壇 一に もまた 奇異なる 矛盾が 屢々 ある" 眞劍に 制作しつつ 

あろ 時には 作家 は If も 酬 いられないで、 その 價値 ある 作品 は雜誌 記者の 虐遇を 受け、 闇から 闇に 葬られる。 然るに 潮 

くその 眞價を 認められて、 雜誌 記者が 陸 續 伺候して 隨喜谒 仰す るに 至れば、 旣に 作品の 方 は 駄目に なって ゐる" これ 

は 悲しい 矛盾で ある。 

私が 單行 本と 同人 雜 誌と を综重 する の は、 そこに 眞劍な 努力 を 見出し 得る 事 を 信ずる からで ある。 單行 本と し. て 現. 

はん. る 長篇， 同人 雜 誌に 現れる 短篇、 この 二つの 物質的に 酬 いられない 作品の 中から、 私 は 来るべき 文壇の 基碟 とな 

るべき すぐれた 作 を 見出し 得ん 事 を 思 ふ。 人生の 凡ての 物 は 或 ひ は 金で 計る 事が 出来よう。 藝術 上の 製作 だけ は然ち 

ず， - 否、 反對 に、 市價 高まる に從 つて、 その 眞價は 下落す る。 見よ、， 最も 高い 原稿料に よって 書かれる 作品が 最も 無 

意義 無價 値で ある^ を。 これ は 悲しい 矛盾で ある。 

文壇 は 行きつ まって ゐる とか、 作家が 疲れて ゐる とか、 一 昨年 も 去年 も， 今年 も、 いつまでも 言 はれて ゐる。 然し、 

文壇 は實際 行きつ まって ゐ るか。 私から 見れば、 「改造」 や 「中央 公論」 が 行きつ まって ゐ るの だ。 「改造」 作家 や 「中 

央 一公 論」 作家が 疲れて ゐ るの だ" 「改造」 や 「中央 公論」 に 載る 作品 を 文壇の 最高 水準 を 示す ものの 樣に思 ふの は 無智 

； な偏兑 である .0 さう した 偏見が. 此ニ雜 誌に 作品 を 出さない 作家 を此 一 ー雜誌 作家よりも 一 段劣るゃぅに思っ，^5りする。：： 
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然し、 事資を 見よ、 曾て 文士 を 洒樓に 誘 ひて 書かし め 居催促して 原稿 をと る 事の 手腕 を 以て 聞え た 編輯 者の ゐろ雜 誌. 

は 何で あつたか。 今日、 文士 を帝國 ホテルに 監禁して 筆 を 執らせし めて ゐる雜 誌 は 何で あるか。 かやうな 編輯 者 は 文 

壤の 敵で ある。 かや 5 な 文士 は 1! 術の 冒 演者で ある。 そして、 かやう にして 書かれる ものが、 どうして 眞の藝 術で あ 

り 得よう、 どうして 文壇； の 最高 水準 を 示すべき 傑作で あり 得よう。 かかる もの は、 ただ 看て 過ぎよ" それにつ いて 語 

る もの も、 また 愚 入で ある。 

の藝術 家は酬 いられる 事 最も 薄い。 また 酬 いられる 事 を 望んで はならない。 彼の 辨酬 はた だ 彼の 作品、 ただ 彼の 

操守の 誇り、 それに 過ぎぬ， そして 今、 玄人 用 の 所謂 書き下しの 長 篇を單 行 本と して 出す 作家 ほど 物質的に 酬 はれ 

ない もの はない。 彼 を 待つ もの は 永遠の 貧窮で ある" また、 同人 維 誌 は、 同人で 金 を 出し合って 自己の 作品 を發 表す 

る ものである。 それで 今の やうに 無視され てゐ たので は酬 いられな いどころの 話で はない。 しかも 彼等 はな ほ 制作す 

る。 私が ここに 藝術 愛の 直接の 證左を 見出し、 それ を 尊重しょう とする の は BK して あやまり であるか、 しかも、 「改造」 

「中央 公論」 の 作品 を 待ち かねた やうに 讀ん では 文壤の 沈 靜を漢 ずる 人が、 單行 本と 同人 雜 誌と はきれ いに 忘れて ゐる 

の はどうした 事 だ。 いやいや 彼等 は 忘れて ゐ るので はない が 單行本 や 同人 雜誌を わざわざ 買って 讀んで 批評す る程自 

らを {, ^しう して 文 擡を思 ふ氣に はなれな いので ある。 そして それ は 無理の ない 話で ある。 かくて 「改造」 「中央 公論」 

の 作品 だけが 永久に 榮ぇ るので ある。 

ひとり 私 は 單行本 と 同人 雜誌 と を 愛す る 0 

單行 本の 長篇 では、 最近に 中 村 武羅夫 氏の その 量 だけで も 驚くべき 十六 卷の 大作 『人生』 が 愈々 現れ 初めた。 いろ. 

いろの 意^から B 本人ば なれの した 此の 大作 は、 必然的に いろいろの 意昧 から 文檀の 問題と なるべき ものである。 然 

し、 この 大作に ついては、 他日 もっと 落 付いた 氣 持で 霄 き 度い から、 今日は 私 は 31^ 近の 同人 雜 誌に 現 はれた 諸 作品. ij.- 


批評 紹介して、 この 稿 を 結びたい と 思 ふ。 

『地上の 子』 は獨 逸文 學の 硏究 に、 獎 すべき ものが 多く 載る，^ 龜尾 英四郞 氏の エッケ ル マンの 譯の 如き は眞に 模範^ 0, 

名譯 で、 御手洗 修 氏の 淸 澄な 詩と ともに、 私の いつも 愛讀 して ゐ たもの だ， 創作で は菅 藤高德 氏と 坪 田 譲 治 と を 記 

する。 氏の 散文詩 風な 暗示 的な 『海の ほとり を』 や、 幼年時代 を 描いた 『母の 死と 其 前後』 の 如き は 今な ほ 忘 

れ えない。 

十月から 創刊され た f 現代 文學」 は 「所 _謂 コンマ ァシャ リズムに 支配され てみ る 商品 維 誌の 弊に 陷ら ず、 所謂 同人 

雜 誌の 真面； ni さ を 以て」 進みたい と 云 ふ意氣 からして 私の 共感 を ぶ" 十一月 a; の 石川淳 氏の 『鋇 親』 は、 カトリ ッ 

ク 信者で S1 不 〈恋 を 越えても 镯身 でゐる 小學校 教師が、 その 止宿して ゐる 八百屋の、 のら くら 息子に 祕藏の 銀 瓶 を 盗ま 

れ ると いふ 話で、 その 外 式の 作風に は、 自分と して 或る 不 滿 も あるし、 終りの 銀 瓶の 紛失に 氣 付いた 時の 作者の 說 

明が 餘 りに 容 つて あるの もどう かと 思った が、 八百屋の 息子の 二階に 上る 前後の @ 不用意に 書いた ところに、 ^ 

人の 作家と しての 旨味 は ある やうに 思 ふ。 香 川 辰 二 氏 高 橋 邦太郞 氏の 作 は、 いづれ もや や 稀- 1 で、 强ぃ 印象 を 受ける 

までに は 至らなかった が、 なた 相當 のレヹ ル に は 達して ゐる ものである。 

新井紀 一氏の 『盜 難』 と 『或 日の 退 一 却 行軍』 と は、 ぃづれ-^軍隊-生活から材を取ったもので、 『盜 難』 はたった 一 つ 

水筒が 足りない ばかりに、 順ぐ りに 盜み合 ひ、 次ぎ 次ぎに！ f 牲者 になって 行く とい ふ、 軍險 生活 特有の 事實を 描いて 

ユウ モア をに じみ 出させ、 そこに 入 間 生活に 封す る 一 つの 暗示 を與 へて ゐ るが、 f 或 日の 退却 行軍」 の 方が 私に はずつ 

と藝術 的な 感銘 を與 へた。 之 は 「演習 日誌の 一節」 と斷 つて ある 如く 殆んど 無技巧に 書き流して あるが、 然し， 一兵 

卒の跟 を 借りて 描いた 行 狀 態の 苦^, その 間の ユウ モア、 とりわけ 實戰 を經て 来たと 云 ふ 誇り を もって ゐる中 嫁 長 

の 風貌な ど は、 はっきりと 殘る。 此 人の 筆が 十分に 餒ぇ 上げられて ゐて、 しっかりした 把持 力 を 見せて ゐる車 は、 何 
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人と 雖も 承認す るに 違 ひない。  ■ 

「十 三 人」 は 同人 雜 誌の 中で はかなり 長く 續 いて、 武藤直 治 氏、 下 村 千秋 氏な どの 數氏 を旣に 文壇に 经り 出した が、 

c;^!^: 廢刊 する やうに 聞いた のが、 事實 とすれば 惜ぃ 事と 思 ふ。 「十三 人語」 など は、 同人の 誡實な 生活 態度 を 思 はせ て 

私 は 好きであった。 九月 號に 出た 柏 通 明 氏の 『四十 八 歳の 眞齋』 は 五十 K 、に 亙る 作品で、 看守 長と いふ 職務 を もった 

男の 一種 特別な 生活 氣分 嫁入 前の 娘 ゃ試驗 中の 為子 を もった 初老の 家長の 苦勞の 多い 生活の 中の 氣分、 さう した 牛： 活 

味が よく 出て ゐる、 とりわけ 四十 八 歳と いふ 年齢 を いかにも はっきりと 感じさせる。 大 雑誌に 出たなら かなり 評判に 

なったら うと 思 ふ、 此 人の 作 を もっと 讀んで 見たい と 思 はせ るいい 作であった。 . 病氣 になって ゐる 嫂が 死の 觀 念に 脅 

かされて そのため 不快 を與 へて ゐ たのが、 床上げの 祝 ひに よって 陽-;^ になって ポプ クリ 死んで しま ふと 云ふ淺 原六朗 氏. 

の 「死」 も氣 持の いい 作だった が、 大戶喜 一郎 氏の 『幸福 者の 一夜』 の ひかへ 目な おとなしい 肇致 にも 心を惹 かれた。 

その他 『純情』 や 『蜘蛛』 や 『象 徵』 や 『無名 作家』 などに ついても 言 ひたいが、 あまり 長くな つたから 次ぎの 機會 にゅづ 

りたい。  ： .  - 

同人 雜誌 はいろ いろの 困難から して 永績し ない。 また 同人の 多くの 努力 も、 その C 面 的な 効果 を 除いて は、 外部 

的に は殆 んど酬 いられない。 私 は それ を殘 念に 思 ひこの 致し方の ない 人， Jjs 不合理 を 悲しむ 0 然し 同人 維 誌の 作品が、 

現在の 流行作家の 作風に 追隨 し、 その、 亞流 たるに 甘ん ずる やうな 傾向 を 示して ゐる 場合に は、 更に それ 以上に 同人 雜. 

誌の ために 悲しまざる を 得ない。 諸^ こそ 虚名 を 尊重す る文檀 の 叛逆 者で なければ ならない。 この 行 詰れる 文 濱の新 

局 ：- 仙の 打開 者で なければ ならない。 この 誇り を 以て、 更に 苦 m せられん 事 を みたい。  ： 

_ 大 K 十 年 十 I 月 二十 III 日 11 二十 五日 (時事 新報 所載)  - 


时 

魂 

讃 


碓か に 我等が 詩 入に 要求す る もの は 詩人が 己れ 自ら 

に耍 求して ゐる ものである —— 卽ち 何よりも 先に 厲 

資性 を 要求す る。 

エマ スン (戶川 秋 骨 氏譯： 


見よ、 薔薇の 燃 ゆる を！ 

火 を 消す 火 を 呼べ！ 

ああ！ 火焰 吾等と 共に 來る！  . , 

否 等、 願 ひ を 抱いて 死す。  ハフ イス 

眞の 詩人 を 知らん とする 人に 

私 はこの 書 を ささげる  

「詩 は 詩人の 性格と 生活との 投影で ある。 そこで、 詩 を 愛する 人 は、 また、 詩人 を 愛する 人で ある" ひろく 詩 を 

讀む人 は、 自分の 愛好の 詩人 を 容易に 見出す であらう。 人間 は 誰れ でも、 好き 被 ひが ある、 肌合 ひの あ ふ 人と あ 

はぬ 人と が ある。 交際上に 於いても さう であるが、 讀窨の 上で もさう である。 そして、 その 好惡は 人と して 止む 

をさない 事で. また 或る 場合に は、 毅然として 保持すべき ものである。 それ ゆ ゑ、 たとひどんなに世間から、^2^|3 

されて ゐ ようと も、 敏 ひな 詩人 を 無理に 讚まなければ ならぬ 必要 はない。 その 代リ、 好きな 詩人なら ば、 いくら 

仰钢 しても 悔いる やうな 事 はない 害で ある。」 

「その上、 その 詩が いかなる 背贵を もって、 いかなる 生活 狀 態から 生れ たかを 究めて みると 更によ い。 詩人の 傳記 

を しらべて みると、 1 層よ くその 人の 詩が わかって くる もの だ。 それに】 人の 人 2 生涯 を 究める とい ふ 事 は、 自 

分が 生きて 行く 上から 一. みっても、 多大の 敎訓と 啓示と を 受ける ものである。 殊に、 それが 自分と 肌 甘 ひの あった 

An 分と 共通して ゐる點 の 多い 詩人であるなら ば、 更の 事で ある。」 

曾って、 私 は 『詩 を 生きる 人』 とい ふ 感想の 中に、 か、 っ魯 いた" 

詩 瑰輕旗  10 九. - 
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ここに 選ばれた 詩人の すべてが、 世. の 多くの 詩人のう ち 最もす ぐれて ゐ ると いふので はない が、 それが いづれ も 

生れた る 詩人で ぁリ、 詩 を 生きた 人で あり、 そして、 多くの 意味に 於いて 魅力 ある 人々 である 事 は 疑 ひがない e 

あら、 つ。 私自身、 これらの 詩人に 最も 心を惹 かれ、 最も 傾倒せ ずに ゐられ な いのは、 また、 何よりも、 まづ その 

ためで ある。 

そこで， 私 は 自分の 愛する 詩人の ために、 熱き 讃歌 をうた はう としたの である。 彼等の 生涯と 運命と に對 して、 

私の 詩の 網 を かけよう としたの である。 從 つて、 獨 立した 研究と して は、 不行屆 きの 點も 多から う。 が、 さう し 

た 精緻な 學的耍 求に は、 他の 博學な 著作が あるで あらう と 思 ふ。 

篇中、 獨 逸の 詩人が 比較的 多 いのは、 自分が 平常 その 國の 詩に 最も 親しんで ゐ るから にすぎない。 佛蘭 西の 詩 

.str に は、 なほ、 アルフレッド *ド*. ヰ-一 ィゃ、 シそ ルル • ポオ ドレ エルな どの やうな、 私自身 最も 高く 評價 する、 ま 

た その 眞實 性の ゆ ゑに 玆に 逸しが たい 人々 が あるが、 その 國の 言葉に うといた め、 殊に 前者の 如き は、 その 乍 品 

を 知る 事 餘リに 操き が： ために、 自分の 知識の 不足の ゆ ゑに、 わざと 避けた。 但、 その 原詩に つかなければ 詩人 を 

解す る 事 は、 絕對に 不可能で あるとの 說は、 あま リに 端で は あるまい かと 思って ゐ る。 

この 書 を かくた めに、 私の 參 L„l した 害 物 は， 百 を 超える であらう。 煩 はしい のと 傅 識を街 ふやう に a はれた く 

ない のとで、 わざと その 書目 は擧げ ない が、 中で も 特に 私の 負 ふところの 多かった の は、 ブランデス、 ヰ トコ ォプ、 

セ イン ッ ベリ、 エンゲル、 バ アル、 シャ ァプ、 フォス レル 等の 諸家の 著作であった。 その他の 諸家の 名 も 書中 隨所 

に 現れる 引用句に よってお のづ から 明かに たるで あらう と 思 ふ。 ハイネ、 及び タイ ゼ から は I 部分 逐語 的に し 


た" 珠に ハイゼの 『ネリ ナ』 け讀 者の 愛 讀を乞 ひた いもので ある 。日本語の 窨物 では、 ダ ン テの 章に：^ ける 卜 

敏、 柏 井 E1 二 氏の 著作、 ゲェテ の 章に 於け る龜尾 英四郎 氏の 譯書、 キ イツの 章に 於け る 平 田充木 氏の 譯 などで あ 

る。 その他、 引用の 詩 も、 すぐれた 譯の ある もの はすべ て それによ る 事に して、 止む をえない ものの み 私. R 身の 

拙譯を 以てした。 (譯 者の 名前の 特に 附記され てゐ ない ものが それで ある。〕 これらの 事. は、 に 特記して、 謹ん 

で 謝意 を 表した く 思 ふ。 

この 書、 0 譜 とはいへ、 幾分、 私自身の 批評の 加 はって ゐる もの もないで はない。 そして、 單 なる 評傳 たるに 

とどまらず、 1 面. 私自身の 感想 築で. 5- ぁリ、 時には また、 私 C 身の 小說 になって ゐる ものす らも ある。 然し、 

書 巾ノダ リス の 章に も 書いた 如く、 かかる 小說 がまた I つの 批評で もぁリ うる 事 を 私 は 信ずる ものである。 

その他の 事 は、 すべて この 書中に 翁して ある  

見よ 薔 凝の 燃 ゆる を 

火 を 消 す^を 呼べ！ 

詩人の 魂 は 燃 ゆる 薔薇で あらう、 i 彼等 も 火、 我等 もまた 火、 燃え きる まで 燃える のが、 その 共通の 運命 

IP あるで あらう …… 私 はこの 香の 校正 を， 通覽 して、 幾分、 S 鬱な氣 持に なって ゐる 
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サ ッフォ の悲戀 

地中海に 突 出 した X 布臘の 本土 は、 三方 を 海に 圜 まれて、 その 侮に は、 無數の 島が 散在して ゐる" 殊に、 その 方の、 

小.^ 細-他 に 面する 方 は、 多 鳥 海 の 名 を 52 てゐる だけに、 ァ ボロンの 神殿に 名高い デ ロスの 島 を 中心とした キ クラ デ ス 

群島、 その 東に 逋 なる ス ボラ デス 群島な どの 島々 が、 砂子の やうに ばら 撒かれて ゐ るが、 更に その 東の 小. 亞 細、？ Si の 海 

314- 二 沿うて は、 レム ノス、 レス ボス， キ ォス、 サ モス、 ロドス 等の 島々 が IE たはって ゐる 0 

この 中の レスボス島 こそ は、 世界 最古の 女 詩人なる サッ フォを 生んだ 幸 ある 島で ある。 元来、 この レスボス島に 住ん 

だ アイ オリ ァ人 は、 はやくより！ 一 货樂と 抒情詩と を 以て 聞え てゐ た。 後^と 異 つて、 古代に あって は、 抒情詩 は 一) お 樂と 

離す 事の 出來 ない もので、 抒情詩の 原 名 Lyric が、 もと Lyra から 出て ゐる やうに、 抒情詩 は リラ 琴に 合せて 唱 はれ 

たので あるから、 詩人 は 同時に 樂人 でも あつたの だ。 

リラ 琴に 合せて 唱 つて ゐるサ ヴフォ の 壯麗な 容姿 は、 幾多の 畫 家の 手に 描かれて、 我等の 眼に 親しい ものと なって ゐ 

る。 彼女 はいかなる 容姿の 婦人で あったら うか、 もとより 確 實な事 は 分らない。 我等 は 彼女が 希 臓 風な 端麗な、 方正 

な 《み- 貌 であった ことと、 色が 白い と 云 ふより むしろ 淺黑ぃ 方であった 事と を 知る のみで ある。 

「蓮の 花の かざし を髮に まじ へ て、 あえかに ほほ ゑみ 給 ふきよ きサプ フォの 君， おも ふこと きこえむ とすれ ど、 羞はぁ 

やにく にわれ や， ままならし めず。」 (文 藝論橥 中の ヒ ra 敏 氏の 譯 による) 

おなじ レス ボスの 詩人 アル カイ ォス が、 かやうな 詩 を 贈って 彼女 を讃 へて ゐ るの を 見ても、 彼女が ただ その 歌の 譽 

のみならず、 その 容姿に よっても 際立って ゐた事 は 想像され る。 そして、 この 詩人の 意味 ありげ の 歌に、 ササフ ォは答 


へて. hC きの やうに 欲って ゐる。 

「君の ねが ひ 望みた まふ もの、 もし 遒 にかな ひて 尊き ことならば、 または、 くちに 正しから ぬ 言葉 をた くみた ま えず 

はぢ 

となら は、 いかで か羞は 君の 眼 を 蓋 ふべ キ / あからさまに いひいで たま ふべき に。」 (上田 敏 氏の 譯 による) 

かう した 縢 答 は、 あだか も 我が 萬 葉の 詩人と 女 詩人との 贈答 を 思 ひ 起させる。 けれども時代は我が蕖葉のそ，.^り 

も、 もっと 古いので ある。 サプ フォが 世に 生きて みたの は、 甚督 世. 耙前六 IE 年の ころ、 あだか も 我國の 古事記に は 

れてゐ る 時代に 當 るの だから。 

サプフ ォが旣 に その 生 時に、 いかに 持て 蟠 されて ゐ たかは、 かの アル カイ ォスの 歌に よっても 知られる が、 後の 希腦 

人に よつ て は、 旣に ホメ  ロス に 次ぐ 高い 位置に あげられて ゐた の である。 プラト オン は、 彼女 を ミ ユウ ズ の 列に 入れて， 

第 十の ミゥズ と 呼んで ゐる。 その後、 彼女の 名 は 世紀から 母. 耙 へと 傳 はって、 > ^臌の 抒情詩の 花冠と される に 至った • . 

彼女の 詩 は、 その ゎづ かな 斷片の 外は殘 つて ゐ ない。 然し、 ゥォ/ ノ. ダントンの 言 奥の やうに、 「その 不朽の 詩句の 

ゎづ かな 斷片 によって、 あらゆる 抒情詩 人の 首位に 置かれる」 ので ある。  - 

彼女の 生涯に ついても、 極めて 不確かな 傳說 しか 傳 へられて ゐ ない。 その 傳說の 中には、 いは ゆる レスビアン. ラダ 

の 如き、 後世 奇怪な 意味 を附 せられた 如き もの も ある。 が、 彼女の 名聲に 悲劇的な 光彩 をめ ぐらして、 後の 詩人の 感 

與を 限りなく 惹 かしめ る もの は、 彼女が その 愛する ものに 裏切られて、 嚴 頭より 海に 投じた とい ふ傳說 である。 

その 傳說 に基づいて、 サプフ ォの名 譽と戀 との 葛藤 を 描いた 最も 名高い もの は、 奥 太 利の 詩人 フランツ. グリル バル 

ッ. -ルの 悲劇 『サブ フォ』 のー篇 である。 これ は 夙に バイ ロンが その 日記の 中で 激賞した 作で あるが、 我國 にも、 W?.=T 

樗 牛の 『わが 袖の 記』 によって、 1 般的に知られてゐるかと思ふ。 

「嘲 風、 グ 6„N ルバ ルツぶ が 悲曲 サ- >  フォの 1 卷を携 へたり、 熱 海より 南の 方、 にしきの 浦 をった うて、 網 代の 港に 連 

赛魂禮 讚  ニミ 
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なる 听の 一 角、 mi  if  - 拔 くこと 1 1。 斷 i に 下りて 斧 もてけ づ りたら むがお し。 ある 

m われ 嘲 風と 共に ここに 上りて サヴフ ォを讀 む。 是の女 詩人が 入水せ しと 傳 ふる リ ユカ デ" ァの岩 はこの 魚見ケ 崎の そば 

こも 似た らん かと 思 ひたれば なり。. -  -  . 

こん な^こ 樗牛は 書いた。 筆者 も 曾って 熱 海に 遊んで、 魚見ケ 崎の 嶽 頭に 立つ. た 時、 ゆく りなく もこの 文字 を 想 ひ 

出で、 また、 t フォ の傳說を 想 ひ 起した 事が あった。 けれども、 ササフ ォの蓮 命に 萬 斛の淚 を 注ぐ あまりに、 ひとへ 

こ ファオ ンの 背信 を 憎むべく は、 我等の 年齢 は、 旣に 十分 長 じて ゐた。 我等 はむしろ、 彼が この 光榮 に繞ら された る 

shT:™ 人の 寵愛に 甘ん ずるに 堪 へずして、 彼女の 傍へ に 影う すき 可憐なる 女 奴隸の メリ" タを、 死 を もって 愛せん とした 

男らし さ を 同感した いと 思 ふので あるが、 また、 それだけに、 なほ さらに、 高き 譽れに 上った 女性の 悲劇 を— 彼ゴ 

が 愛せら るるた めに は餘 りに 敬 せらる る 事の、 止み難き 人生の 約束 を — 傷まし と 思 ふので ある。 

頭に は オリンピアの I の 月 il き、 肩に は眞 紅の マント を かけ、. 手に は 黄金の 鬆を 持って、 白馬に 曳 かせ 

た馬审 に 乘 つて、 群衆に 迎 へられて、 宛 かも 凱旋 將 軍の や 5 に、 意 氣揚々 として レス ボスに 歸り來 つた サヴ フォ も、 ひ 

とり 戀の 勝利の 冠 を 戴く 事 は出來 なかった ではない か。  I  . 

彼女が 述れ歸 つた ファオ ンは、 「私 はこの 人 を 愛して ゐ ます。 この 人 を 選びました。」 と レス ボスの 人々 の 前に... き 合 

せた この美し い 年 は、 彼女の 數 限りない 愛の 言葉に も、 ただ 「崇高い サ クフォ よ。」 と 答へ 得る のみで ある。 

「その や 5 な 言 を。 お前の 露 心から もっと 親しい 名 は 出ない のか。」 とサ" フ ォは怨 ずる。 

「？ したら いいの か、 何う 言ったら いいの か。」 と ファオ ンは惑 ふ。 「ベ ロブの 島の はるかな 海邊 から、 トラキアのう 

X. うねと した 山々 が、 麗 かな ギリシャの 國に 連なって ゐる邊 まで、 クロ ユオンの 手が ギリシャの 海に. 投じた 人里 はな 

L た 如 5- る听 でも、 アジア. の ii な麗 かな も、 ただ ギリシャ 人の 口が、 晴れ やかな 神の 言 蒙 f ネ うに 話 


して ゐる 所では、 どこでも 歡 呼の 叫び を 高く あげて ゐる」 氣 高い 婦人の 愛が、 彼 を當惑 させて しま ふ。 

然るに 彼が サプ フォの 住居の 傍らに ある 洞窟の ほとりで、 サゾ フォの 女お 隸 である メリ プタと 呼ぶ 可憐な 娘が、 家鄕を 

慕うて 悲しい 身の上 を 嘆いて ゐ るの を 見て は、 あはれ と 思 ふ 心が、 いとしと 思 ふ 心と なり 變る。 

「サプ フォは 親切で 柔 しいから ノ 仏が 一 言いへば 身の代金 なしに、 お まへの 身內 へな り、 父親の 許へ なり 歸 して くれる。」 

と ファオ ンは云 ふ。 メリ づタ は默 つて 頭 を 振る。 そして、  . 

「ああ、 それより、 私の 故里 は 何處か 知らして 下さい。」 と 願 ふ。 彼女 はま だかよ わい 子供の 頃、 贼 のために かどわか 

されて、 この レス ボスで サプフ ォに躞 はれた のであった。 

の 茂みの 齊 薇の 花、 あまりに 高す ぎて、 手の 屆 かない 枝に 殘 つた 一 つの 花 を、 「私が 手傳 はう。」 「いい. ズ、 どう 

か關 はないで。」 

「では 今度 こそ 11 ああ 滑る、 倒れち まう。」 「いや、 いや、 私が 支へ て やる。」 

枝が メリ f タの 手から はね 上り、 メリ プタ よろめき、 ファオ ンの擴 げた 腕の 中に 倒れる。  、 

「ああ、 はなして 下さい。」 「メリッタ。」 ファオ ン はすば やく、  メリ ヴタ の脣 にと くちづける  

花冠 も 堅 琴 もな く、 質素な 身なり をして、 サプ フォが 出て くる。 洞窟の 中なる ミ ユウ ズの 祌を祀 るた めに 出て 来た 彼 

女 は、 二人の lil 態 を 目に しなければ ならなかった。 

「さっさと お行き」 と 云って、 メリ ヴタを や S ひやって から、 「ファオ ン。」 と 複雜な 思 ひ を 籠め て 彼 を 呼ぶ。 ファオ ンは云 

ふ、 「怒って ゐる のか。」 

「お前 は メリ ブタと ふざけて ゐた。 私 は 11 許して 下さい、 あの 心ない 一寸した たは むれが、 あの 娘の 胸に かな はぬ 望 

み をお こさせて、 きつく 苦しめた く はない」 

»!s 魂韁讀  二  £ 


再び 洞窟から 出て 來たサ ッフォ は、 その 問に とつお いっして、 芝生の 1、 褂に うとうと 寢 入って しまった ファオ ンの額 

に、 愛い 裹 切り 者」 の 額に そっとく ちづけ る。 ファオ ン ははつ と 目 を さまして、 腕 を ひろげ、 眼 を 半ば 開い て^く、 

「メリ" タ。」 ササフ ォは思 はず 後 返りして 叫ぶ、 「ああ ご 

その後、 サブ フォの 嘆き、 「弓弦 は 鳴った、 矢は當 つた、 I II もう 疑 ふ餘地 はない。」 「あの 奴 隸 のために サ" フ ォを棄 

てるの か。 棄 てる、 誰れ が、 ええ、 誰れ を。」 「全 ギリシャの 入々 が、 高い 教 呼の で 彼等の 資 として 迎 へた あの サ" フ 

ォ ではなく なった のか。」 「神の 仕へ に 選ばれた 人 は、 この 世の 人との 仲間に なって はならぬ。」 「それとも あの人 を あん 

なに 强 くひき つけた あの 美しい 娘 を この 眼から 遠ざけたら。」 

メ  タが 呼び やられる。 

「私に この 花環 を くれ、 お前の 記念に 取って おか 5。」 「どうあって も。」 「逆っても 駄 m だ、 その 藉薇 を。」 「命 をお とり 

f さい。 お助け 下さい、 祌 樣。」 

フ T オンが 來る。 

「はねつけ たと。 太- 當 にうまく やった" あの 娘の 薪 薇 は 誰れ にも 取らせる もの か。 あれ は 私が やった の だ。」 

メリ" タ、 「泣いて ゐ らっしゃ います ご ファオ ン 、「かま ふな， 泣いて 別な 魔法 をつ むぐ の だ。」 メリ ウタ、 「御主人 機の 

お ii; きを ほって おけます か。」 ファオ ン、 「私 も氣を 動かされ さう だ、 だから、 さ， いそがう、 ぁの：^蹄がぉ前のまはり 

に 投げられぬ うちに OJ 

たうとう ノリ サタを 連れて、 小舟に 乘 つて 逸げ 出した ファオ ンは、 百 達の ために 追 ひっか ま へられて、 引き 屍され 

る。 ファオ ンは メリッタ を 後に かばって、 「この 娘に は 手 を ふれさせぬ ぞ， 武器 は とられても、 防いで みせる ピ と 云 ひ 

ながら、 サッ フォの 方へ と 行く。 彼女 は 祭檀の 階段に 倒れ伏して ゐる。 


「サ， フォ よ、 氣高 きものと お前 は 交 はるが いい、 神々 の から 人間の 仲間に 下る 入 は、 罰 を 受けずに はすまぬ。」 と 

と ファオ ンは 篤る。  . 

「この 世の ものが 得られる となら、 黄金の 琴 を 海の 底に 棄 てても いい」 とサ， フォは 甕く。 

「お き 下さい、 サ プフォ 樣、 私と この 人と を。」 と メリ， タは訴 へる。 

ファオ ンは 更に、 一人 間に は 愛 を、 神々 に は 畏れ を、 我々 に は 我々 の 道を與 へ、 お前 はお 前の 道 を ゆく がいい。」 と 云 ふ。 

サヴ フォは その 最後の 言葉で 跳び 上って、 ひざ ま づける 二人 を じっと見、 すぐに 向き 返って 行って しま ふ。 その後で 

奴隸の ラム ネ ス が 一 一人 を さとす。 . 

再び サプ フォ が、 かの きらびやかな 裝 ひして、 11 紅の マント を 肩に かけ、 月桂冠 を 頭に し、 黃 金の 堅 琴. を 手に 持って、 

嚴 かに、 また K 々しく、 圆柱 ある 廻 ii の 階段に はれた 時、 旣に その 問に ラム ネスの 言葉に 感じて、 詫び入る 二人の 

言葉 を 斥けて、 「私に 手 を ふれるな 身 は 神に 捧げた もの」 と 云 ふ" 

「愛と いひ、 憎みと いひ、 その他に はもうな いの か、 お前 は 可愛い かった、 今でも 可愛い い、 この 後 とても さう だら 

う。 丁度 懐 かしい 旅の 道 伴れ の やうな もの だ、 運命の めぐり 合 はせ で 短 かい 舟 旅の 折り、 1 つの 舟に 乘合 ふが、 岸に 

つけば 皆 別れ 別れの 道 をた どるの だ —— 靜 かに、 お 互 ひに 穩 やかに 別れよう。」 

ファオ ンの 額に くちづけ、 メリ プタを かき 抱いて から、 祭壇に 近づいた 彼女 は、 岸の 高みに 上り、 兩手を 仲ば して、 

f. 人間に は 愛、 神々 に は 畏れ を、 お前 方に 惠 まれた もの を樂 しめ、 そして 私 を 3 心 ひ 出して くれ、」 と 云って、 忽ち 岩から 

海へ と 身 を 投* ，する …… 

ファオ ンと メリ づタの 驚き、 人々 の «ig ぎ、 岸に 下った 奴隸の ラム ネス は、 「待て、 もう 遲ぃ」 と 叫ぶ、 「桂の 冠 はし ぼ 

み、 ^琴 は 鳴り を 止めた、 11 この 世に は あの方の 故 ま. はなかった の だ。 (雨 手 を さし 上げて〕 神の 國 へお 歸 りなされ 


サザ フォの 悲劇 はかくて 終った。 然し、 この 悲劇 は 永遠に 新たで ある。 詩人の ある 限り、 詩人に 戀の ある 限り、 戀か 

藝術 かの 惱 みは、 その 委曲 こそ は 變れ、 常に 新しく 繰 返される であら 5。 また、 神の 籠兒 である もの は、 厨々 人間の 

籠兒 である 事 は出來 ない。 たと ひ サ.' フォの 如く 世の 譽れを 凡て 得た としても、 ただ 一 つの 心臓 を 得る 事が 出來 ぬなら 

*ま  

「この^に は あの方の 故： t はなかった の だ」 我等 は 厨々 この 言葉 を 想 ひ 起さねば ならぬ。 (グリル パ ルツ H ルの 詩句よ 

"引く ところ は、 主として 龜尾 英四郎 氏の 譯 による) 

わかき ダ ンテ 

伊太利 フィ レンツ H の ポデスタ 廳 II この 自由 市の 最高 官廳 であった 建物 — の 中、 會 堂の 祭檀に 近い 壁 上に、 わか 

きダ ンテ. ァ リギェ リが而 影 は、 今 も ありあり と殘 つて ゐ ろ。 

それ は ダンテの 友であった ジ ヨット ォが、 フィレンツェの 光 榮を讓 かすた めに、 その 市の 名譽 ある 人々 の. 姿 を、 天 國に在 

る §1 者の 集 ひに 描き 入れた もので、 氣 高い 基督の 顔が 上の 方に 現れ、 その 下に フィ レンツ H の 紋章 をつ けた 楣を 天使の 

群れが 捧げて ゐる兩 方に、 男女の 聖者が 二列に 分れて 侍して ゐる。 その 前に は、 市の 大官の 一群が 立って ゐて、 冠 を 

着た 二人が これ を 率 ゐてゐ る。 この 二人の 中の 一人に 接して、 右の 方に 立って ゐる 入の 姿が、 卽ち ダンテで、 手に は 

柘稻を 持ち、 頭に は當 時の はやりの 風雅な 垂帽を かぶって ゐる。  . 

この 畫はジ 5 トォ が、 その 大名 を 揚げ はじめた 頃の 作と 云 はれて、 かの プサリ も、 その 『ジ ヨット ォ傳 Jl 中に、 彼が 寫 


生の 妙 腕 をた たへ て、 その 寫生 したる 入の 中、 今觀ら るべき は 、フィレンツェの ポデスタ 廳の ダンテ. ァリギ エリ も その 

1 であると 云って ゐる ものであるが、 その後 この ポデスタ 廳は、 罪人の 獄舍に 宛てられ、 はしたなき 倉庫に 用 ゐられ 

て、 むかしの 誇ら はしい 讓は、 あたら 皇を かけられて しまった。 かくて 全く 世に 忘られて 二 t く菌 世紀 塞 

こが、 十，.. こ 至つ こ、 熱 、しな ダンテ 學 者の 努力に よって 再び 發晃 される 事と なった.。 そして、 その後 また、 この 

，，ジ ま ォの 作で はなく して、 その 弟子なる タニア ォ .ガザ ディの 作で あらう と 推定され るに 至った。 然し、 彼が 

亡師の わかき ダンテ を 寫 した 畫を 所有して ゐて、 それに もとづいて 畫ぃ たもので あらう と 云 はれて、 これが わかき ダ 

ンテの 面影で ある 事 は、 未だ 何人から も 否定され てゐ ない。  * ろ.,, ろ 

上田〕 奴 氏 は、 その 『詩聖 ダンテ』 中に、 この 面影 を 描いて、 「今 この ダンテの 姿に むかひて、 惑の 思を搆 ふるに 當り、 

先. つ、 いたく 吾等 を 動かす は、 つよみと やさしみ との 一致な り。 この 顔の 線に は、 女子に みま ほしき I も あれ ど、 

口 元締い、 鼻高く、 眼に 戀の潤 ありて、 しかも また 愛憎の 燃 ゆる 如く、 落 つきある 口の 優雅なる もさる ことながら、 

0nfj と 云って、 ボぶチ ォの描 t る ダンテ 晚 年の 姿、 「色 i  く、  0if. 黑く， 縮れて、 顏 

- はいつ も 憂 はしく 物 思 ある 如し」 と あると ひき くらべて、 「一 生の 閱歷、 尋ね 来れば、 彼 は 終に 架上の 古書に あらず- 

秋の 夜の 燈 ^ げ盡 し、 香 ひよ き 衣な どひき かけても 味 ふべ し。」 と 云 はれて ゐる。 

まことに、 この 滑 かな 無 髯の若 姿の、 まして や ベア トリ t の 色、 新 伊太利の 色と 等しく、 綠、 靑、 紅の 三色の 裝ひ 

の、 今 は 色 こそ 失 はれ たれ、 みやびやかな 裝ひ をして、 いささか は 微笑みの 影 も 見える かと 思 はれる この 面影に むか 

ふとき、 かの 『i， さ の、 幽麗 なる 數々 の 詞章 を 誰か 想起し ない ものが あらう。 + 

ポプ 力 チォの 『ダンテ 傳』 は、 その わかき 曰の ダンテの 戀を かく 描いて ゐる I 

「天 は淸 美に して、 萬の 飾 もて 地を裝 ひ、 百花 靑 葉の 間に 散點 して、 地 微笑む が 如？ 時節と なれば、 我 力 f の 風俗と し 
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て、 隣々 s 女 殘らず 打ち 群れて 祝 をな す。 玆にフ オル？ ボル チナリ と 云へ る は、 市民の 中 こも 別けて f と 人，. 

るが 五月 一日の 篇を祝 はんとて、 隣家の 人々 を 己が 家に 招きたり。 來 客の 中には、 上に 云へ る アル ヂギ エリ も あ 

りて、 其 時 まだ I なりし ダンテ も隨ひ 行けち 祝宴の 席な どに は、 幼き 小兒は 父親に 隨ひ 行く 風な りナ り。 斯くて 

ダンテ は 響の 主人の 家に て 齢 同じき 數々 の 1. 女兒に 打ち まじり、 初の.！」 の濟 みし 後 は、 磐ら しく.， こ 似つ か 

はしき 戲に加 はりぬ"  ん 

さて 群れ 居る 小兒の 中に、 上に 云へ るフ オル コの 小き 娘に ビィ チェと 云へ I り。 こ は 略名 こて、 ダンテよ、 つも 略 

せ;； して、 チェと 呼べり。 年 は 八 f かりなり けん、 年に 比べて は f しとやか にて、 其の 擧動 極め 5 に 

且つ 快く、 言葉 立 居と もに 年 並より 落ち着きて 控へ 目な りき。 其の 姿と 云へば、 1^ と にて 恰好 良く、 ヒ.. こき ， と 

云 ふの みならで、 淸 I らし さの 充ち滿 ちて、 多くの 人 は 小 天使 かと 思 ひし ほどな り。」 (柏 S 氏の 譯 による) 

これが ダンテと ベア トリ チ H との はじめの 讀 であった。 はじめて ではなく とも 、ポプ 力 チォの 云へ る やう こ、 「 

を 起さし むる 力の 出で し 初な りしな らん。」  I 

然し、 この 戀の もとす ゑ は、 ボッ カチォ よりも、 ダンテ 自身に 聽 かねば ならぬ。 わかき ダンテが 心の 肖？.、 ジョ， ト 

又" ガッディなら ずして、 彼 自身に よって 書かれて ゐ るので ある。  - 

^タ *ス ォヴァ 

『新 生』 は 正しく わ 力き ダンテの 心の 自叙 傳 である。 それ は 散文と 詩と を 交へ て、 その 戀の はじめよ りかつ 物， り、 

力つ 變 した 尊き| の 記念で ある。 まづ、 序の 一節が あって、 次いで、 「われ 生れお ちて よりこの かた、 光 i、 旣 

に 九た ひ その 犬なる めぐり I げたる 時、 わが 心の P る 君 は、 まのあたりに 現 はれ 給 ひぬ。 世の 人 まこの 君 をべ 

アト リチ H とよべ ども、 眞義を 知らず してた だいふな り。」 (上 田敏氏譯) とて、 ベア トリ t との. 簾 を 冒。 この ベア 

トリで と は、 羅の意 ある 慕で、 その 少女の 實の 名であった か、 或 ひ は 彼女に ふさ はしと て ダンテの きけ たも，， 


か は、 よし ボヴ カチ ォの傳 はありと も， 未だ 學 者の 疑 ひを存 すると ころで ある" 

かくて- その後 も、 ダンテ は 度々 彼の 少女 を！^ て、 その 面影 身 を 離る る 事はなかった が、 かの 初めて 相 見て より 九 

年の 後， 一日、 彼女が ダンテに 愈釋 したので ♦ そのめ ぐみ を 受けた ダンテ は 祝福の 限り を たかの 如く 思 はれて、 直 

ちに ー篇の ソネット を 詠 じて、 更に その 會釋を 受けた 後に 兑た 幻想 を 書き記した。 この 幻想 は、 後年の 『神曲』 中の 幻 

^と、 數十年 を 隔てて 相 映ず る ものである。 そして、 その 時の ソネ プトは 次ぎの やうな ものである。 

心 も 空に 窓 はれて 物の あはれ をし る 人よ、 

今 わが 述 ぶる 言の 紫の！？ sfe に 近づかば、 

心に 思 ひ 給 ふこと 應へ給 ひね、 洩れな くと、 

かし  お ほ. * かみ  ij な  - , I 

綾に 畏 こき 大掛祌 「愛」 の 御名 もて 吿げ まつる。 

よる  . 

さても 星影 きらら かに、 更け 行く 夜 も 三つ 一 つ 

ほと ほと 過ぎし 折し も あれ、 忽ち 四方 は 照 渡り、」 

「愛」 の 御 うつ そ 身に 現 はれいで し 不思議 さよ。 

さが  あらが ^ 

おしはかる だに、 その 性の 恐し ときく 荒神 も。 

御 色い とど 麗 はしく 在 丁が 如くお も ほえて、 

みて  ，.2 ん  んん ひな あで 

御手に はわれが 心の 臓" 御 腕に は 貴 やかに 

あえかの 君の 寢姿 を、 衣う ちかけ て、 かい 抱き、  • 

雜魂 Is 議  ご： 
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中 どろみ  - ん sit 

や をら 動かし、 交睦の 醒めた る ほどに 心の 臓 

ささげ 進 むれば、 かの 君 も 恐る恐るに 聞し けり。 

「愛」 はぎ ぢ馳せ 走りつ、 馳せ 走りながら 打 泣きぬ。 (上田 敏 氏譯) 

この 上 W 博士の あまりに 巧緻に 過ぎた 譯の 後に 云 ふと も、 信じ 難い 事で あらう が、 原作 は ダンテの 處女 作と して、 

未た 後年の 獨自の 色彩 を あら はし 得て ゐな いと 云 はれて ゐる U もっとも、 それが 十八 歳の 作と して： S 聲 調 寓意 

共に 見るべき もので、 かつ 羅典 語なら ずして、 伊太利 俗語の 新調で ある 事 も： ま， 威すべく、 同じ 新派の 詩人 グイド ォ* 力 

ブル カン ティに 贈って、 その 同情 ぼき 返歌 を？ て、 これより 俊く 相 交る に 至った と 云 はれる。 

それより して、 ダンテの 愛の 思 ひ は、 いやさら に 傑み 行った が、 しかも それ は 世の つねの、 外なる 行 ひに 出る もの 

ではなかった" ただ 遙 かに、 高き 星 を 仰ぐ が 如き、 稀れ なる あこがれ であり、 氣 高き 崇敬であった。 

その 間に、 『新生』 に は 語られて ゐ ない けれども、 ベア トリ チ- はおな じフィ レンツ" の 市民 シ モン .デ. バ ルディの 妻と 

なつし」 が、 まもなく、 若く して 神の ふところに 歸る ことと なった。 その後の ダンテの 悲嘆 を、 ボ" 力 チォは 次ぎの 如く 

語って ゐる 11 

も 美しき ベア トリ チ H は、 二十 四 歳の 暮に 近き 頃、 天地 を 治む る 者の 御 心に より、 此 世の 苦痛 を 離れ、 生前の 德操 

に 報いら るべき 光榮に 移りぬ" ベア トリ t 世 を 去りし 爲に、 ダンテ は 哀傷と 涕淚に 沈む こと 深く、 彼に 接する 親戚 知 

己 は、 死の み 11 り 能く ダンテの 悲嘆 をが め 得べ しと 思 ひたり。 ダンテが 人の 慰藉に 耳 を かさざる を 見て は、 彼等 は 死の 

遠から ざる を 期したり。 夜 尙ほ晝 の 如く、  S 、も 啤 吟、 歎息、 滂坨 たる 淚. くして 過ぎし こと あらず。 雙眼は 湧き出 


づる 泉と なりて、 かほ どの 淚何處 より 發す るか 怪しむ 人 多 かりし ほどな りき。 11 

泣涕 と， 中心に 感じた る 痛苦と、 自愛す る ことな かりし 爲め、 ダンテ は 一見 殆 んど蠻 夷の 如き 姿と なりぬ。 肉 痩せ 1^ 

のびて、 全く 故と 相似ず、 其の 友人の みならず、 彼 を 見し 人 は 此の 相貌に 接し 一し 憐 みの 情 を 動かさざる はな かりき P 

(柏 井 II 氏の 譯に よる〕  , 

ダンテ 自身 は その < ^情 を まづ、 次ぎの 句 もて 始まる カン ッす， 'ネに 託した。 

あはれ、 今、 「愛」 の路 行く 君た ちょ、  ， 

止 りても 君よ、 世の中に、 

われのに 似た る悲 をす る 人 あり や。 

願 はくば、 わが 言 ふところ、 聞き 終り、 

さも こそと、 憐み 給へ、 

われ こそ は 憂愁の 宿 なれ、 戶 なれ。 (上 E 敏 氏譯) 

かくて、 ベア トリ チ， -を 悼む 歌が、 長く、 數 多く 續く。 實に、 『新生』 ー卷 は、 はじめの 一 篇を 除く 外、 すべて 彼女 を 

失 ひて 後の 詩篇 を 集め、 その 思 ひ をば 叙した ものである。 そして、 これが  一二 九 〇 年 ダンテ 二十 五 歳の 事であった リ 

そして、 その 幽婉 なる 一 卷の 最後の ソネット は、 次ぎの やうな 言葉に はじまる .一 

いと ひろく 運り ゆく 天 輪の かなたにまで 

わがむ ねより いでて 歎き はの ぼり ゆく、  - 

愛が この なげき を ひそめ 入れ し 

あたらしき 智惠 にた かく 惹 かれて。 (久保 正 夫 氏 譯) 
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「この ソネ" トを臀 き 終りて 後、 いと も奇 しき 幻 を 得たり。 ここに 意 を 定めた る やう、 かの 君の 事、 今よりも、 なほ、 ふ 

さはし く 叙べ 得む その 時まで は、 このい と 福 ひなる 者 をし かし かせざる べしと。 かの 君の いとよく 識り給 ふらむ 如く、 

われ は、 この あても て、 いそしまむ" われに 數 年の 餘命 あらむ こと、 若し、 蓠 物の 命の 主なる 大君の 御意に 適 はば、 

いかなる 女人に ついても、 未だ 書かれ ざり しこと を、 かの 人に ついて 記さむ こそ、 わが 望み なれ。 かからむ のち、 わ 

が 心、 天 かけりて、 かの 君、 卽ち、 とこし へに 讃美すべき 御 顏を目 守り 奉る 福 ひなる ベア トリ チ H の榮を 眺めむ こと、 無 

量 慈悲なる 大 神の 御意に てあらな む。」 (上田 敏氏譯 による) 

この 言 紫 を もって、 『新生』 は 終って ゐ る" そして 一 二 九 五 年の ころ、 世に 公け にされ たもので あらう とい ふ。 そレ 

て、 この 結末の 一節 は 『神曲』 の 意匠す でに 此の 時 ダンテの 胸中に、 やや 形 をな して ゐた事 を 推定 させて ゐる。 

然し、 『新生』 の 時代の 過ぎる につれ て、 ダンテ は 漸く 若き 日の 優雅と 詩情と を 離れて、 古典の 學に いそしみ、 哲學 

に 尉藉を 求む ると 共に、 漸く 世 問 的 生活に 入り、 妻 をめ とり、 公 入と して 立って、 政治 上の 舞臺に 上る に 至った。 そ 

して、 十 年の 後に は、 フィレンツェの 六 11 政の I 人となり、 かの グェルフ ォ、 ギ ペリイ ネ兩黨 派の 激烈な 黨爭の 渦中に 投 

じて、 つ ひに ニニ 〇 二 年に 至って、 フィ レンツ" を 追放され、 詩人 は此 時より 死に 至る まで、 つ ひに フィレンツェに 歸る 

事 を ST す、 ゲ ロナ、 ルー 一 ギアナ、 ラグ ユン ナ 等に 諸侯の 容 となり、 つぶさに 流 竄の苦 を 嘗めつつ、 かの 大作 『神 =3』 

に 錄 を 進めた ので ある。 

『神曲』 はもと より 規模 廣大、 また、 詩 < ^つぶさに 世態 を 眺め、 人生の 苦 楚を味 ひての 作で あるから、 かの 『新生』 

の 時に 於け る やうに、 ひとへ に ベア トリ チェの 榮 光を讃 へむ がた めとの 單 純なる 目的に は 止まらぬ ので あるが、 しかも、 

ベア トリ チ， -は 今な ほ、 彼 を 導く 愛の 星 かげと して、 煉獄 篇 (淨 罪界) の 第三 十 歌に 至って、 詩人 ゲイル ギリ ウスの 手 を 

離れた ダンテに あら はれる" 今上 田敏 氏の 『詩聖 ダンテ』 中の 1^ 概 によって： ぐれば、 


f わし t-!.^^ 々兑 たり、 朝 H  、ら け、 東 はさ の 色、 西 1K 靜 冽の 影凉 しきに， B の 面、 朝霧の 幕に 和らぎ、 永く 眼の え 

お. * ぎ » 

眺 むる を、 之と 同じく 天人の 手より 投げられ、 うちそとに 散らば ふる 花 雲の 胸より * 橄欖に ほ はせ たる 白雪の 帕か いや 

あか M ぬ  ，1- ビ り5 ち S 

.7、 燃えた つ 朱の 衣のう へ綠 桂の 女 こそ 現れ たれ。」 

「この 時 天女の 梵音 尊く、 哭 くこと 勿れ、 また 哭く 勿れ、 タン テと、 幼年のお も ひ 人、 青春の 燏 をみ ておのが 一生 

のおろ かしきに 恥ぢら ひ、 とかく は 伏目が ちなる に、 眺めよ、 われ こそ は、 われ こそ はべ アト リチ- なれ。」 

これより ダンテ はべ アト リチ の 導き や 得て、 天堂に 上る ので ある。 地獄、 煉獄 は 理性の 師グ ィル ギリ ウスに 導かれ 

來 つたが、 天堂 は旣に 理性の 至りえぬ ところ、 ただ、 ペア トリ チ-が 愛の 手の みの、 よく 導き 得る ところ だからで ある。 

かくて、 ダンテの 愛 は 全うされ、 また、 ダンテの 生涯 も完 うされ る。 それ は、 後の ゲェテ が 久遠 女性 (づ Kwige 

weiblidle) の 思想に 外なら ない。 が、 これが その 1 生の たて 絲 となって、 かく も 整然と 相照應 する 事 は、 驚くべき 事 

である。 實に ダンテ ほど、 その 生涯 を 完璧たら しめた 人 はない" その 際に 我々 は、 彼の 死後、 人々 の 求め 得られな か 

つた 『神 „§』 の 最後の 十三 章が、 その 遣 子 ヤコ ボの 幻想に、 亡父み づ から 現れて、 壁の 隱し 處を敎 へた 爲め、 漸く 發見 

されて、 ここに はじめて 首尾 を完 うした とい ふ 事 實をも 想起す るので ある。 

ゲェ テの 最後の 戀 

今 ひと 度び、 われ は 愛し、 熱中し、 

さ C ぐ 二と 

幸 はは れんと ねが ふ —— され ど 喧騒な しに。 (力 イネの 最後の 詩集より) 

詩人 もい つか は 老を迎 へねば ならない。 
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若く して 逝け る 詩人 は、 永遠の 若さ を、 後人の 記憶に 止める 事の 幸福に よって、 その 夭折の 不運 を 償 はれる であら 

けれども、 幸 か 不 辛 か、 詩人の すべてが みな 早世の 運命に 委ねられ はしない。 多くの 人 は、 その 心の中の 詩 入 を 夭 

死せ しめて、 詩 を 失った 形骸の み を もって 生き 殘 るので ある。 が、 中には また、 永遠に 若い 心 を 失 ふ 事な く、 詩人と 

して 老いる 惠 まれた 人 もない ので はない。 

生れた る 詩人 は、 その 心 老いる 事な く、 若々 しい 感情 を いつまでも 保って ゐ る。 然し、 悲しい 事に は、 その 心の 若 

さも、. その 外貌に 現 はれる 老を隱 す 事 は 出来ない。  . , 

.. いつしか 老人の 姿が 身に まつ はって くる。 しかも、 その 白 頭に も拘 はらず、 なほ その 胸に、 再び 若き 日の 情熱 を感. 

ずるならば、 —— もとよめ それ は m£ 春の それと は、 全く 違 ふ 種類の ものである かも 知れない が —— それ は 果して 幸福 

であらう か？ いかなる 葛藤が、 そこに は 展開し なければ ならぬ であらう か？ 

私 はいつ であった か、 暫く 前に、 島 崎 藤 村 氏の 『蠅』 と 題す る 感想 を讀ん で、 この 老年の 詩人の 若さと いふ 事に 考 

へ 至らずに は ゐられ なかった。  . 

鳥 崎 藤 村 氏 は、 生れた る 詩 入の 一人で ある。 氏 は 旣に旣 に、 遠い昔に、 その 詩作の 筆を絕 たれた ので あるが、 然し、 

氏の 最近の 感想な ど を 見る と、 私 は そこに 依然として 詩 を 見出す ので ある。 形式に 囚 はれた、 詩形 を もって 書かれた 

ものなら ば 凡て 詩で あると 思 ひ、 散文の 形で 書かれた もの は、 決して 詩で ないかの やうに 感じ もし、 言明 もして ゐる 

詩人 も ある やう だが、 私 はさう した 詩人 は、 菜して 1： に 詩 を 解す る 人で あるか どうか を危 まずに は ゐられ ない。 眞の 

詩人 は、 小說を 書かう とも、 評論 を 書か...： と，^、 依然として 詩人で なければ ならぬ〕 

そこで 私 は 今日 もな ほ、 島 崎 氏 を 詩人と t- ぶこと ーズ 喜びと する ので ある。 三 四 年 前で あつたか、 ii: 崎 氏の 誕 一お 五十 


年の？^13^會のぁった折りに、 ^は 初 じめ て 氏に お 目に かかった ので あるが、 鬓髮霜 を 交へ つつ も、 なほ 靑 年の 如く 讎 

かし. い 眼 をした この 老 詩人に 對 した 時 —— 五十 歳と 云へば、 ^羅 巴で は 未だ 壯 年に 屬 する であらう が、 我國 では、 旣 

にかう した 祝賀 會の 催される ので も 分る やうに、 老年の 端緒と 見られて ゐる. 1 私 は その 生涯の 戰ひを 傅んで、 畏敬 

の 念 を 抱かずに は ゐられ なか つ た。 

この 考へ 深い 人の 言葉 は、 常に 重々 しく 私の 胸に 響く。 

「 『蠅』 と は アクセル. ル ンデゴ オルと いふ 人の 書いた ハ イネの 最後の 戀 物語から 來 たもので、 スト リンド ベルクが そ 

れに *i んで 『わたしの 蠅』 と 呼び 呼びした とい ふその 最後の 愛人の こと を 指した 言葉で ある。」 とかう 書き出して、 島 

崎 氏 はかの 瑞 典の 大作 家の 最後の 人であった ファ ン 二 ィ* ファルク ネルと いふ 婦人に よつ て 書かれた 『スト リンドべ 

ルクの 最後の 戀』 について 談ら れてゐ る。  . 

「この 老年に もまた 春が めぐって 来る。 …… しかし その 春 は 私達が 讀 まずに 想像した よりも、 もっと 靜 かなもの だ。 

もっと 自然な もの だ。」 とも 書かれて ゐる。 また 「いづれ にしても 私 は あの 『蠅』 によって、 もっと 老年と いふ もの を 

見直さなければ ならない。 もう 長い 命で ない とい ふ 老人に も、 もっと 血の 氣の 通った 人 を 見つけねば ならぬ。」 とも 書 

かれて ゐ る。  . 

『スト リンド ベルクの 最後の 戀』 は 旣に譯 本が 世に出て ゐ るから、 それに ついては、 k 自身 何も 言及し ない。 また、 

この 「蠅」 とい ふ 言葉の 出典で ある ハイネの 最後の 戀 11 エリ ィゼ *ク リイ 二， ッ への それに ついては、 私 は旣に 前に 

も 書いた 事が あるし、 それに、 その 菊の 悲劇 性の 核心 は、 單 なる 老齢と いふ 點に存 する ので はない から、 それ もこ こ 

に は 述べぬ 事と して、 今 ここで 私が 書きたい と 思 ふの は、 ゲェテ の —— あの 「永 戀 する 人」 と 呼ばれた/ ェテの 

最後の 戀 である。 ゲェテ が 幸； 暇な、 豐 かな 戀の人 であった だけに、 それによ つて、 我々 は 老年と いふ 姿 を はっきり 眺 

詩魂 禮諝  ニー セ 
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め、 且つ それが 示す 悲劇的 意義 を 容易に 看 1^ する 事が SH 來 ろと 思 ふからで ある。 で、 私 は 主として ヰ トコ ォブ によつ 

て 書いて 見ようと 思 ふ。 

一八 ニー  年、 七十 二 歳の 老 詩人 は、 マ ェンバ アドで、 II それ はボ VI ミアに ある 有名な 溫泉 場で、 裒に なると 浴 

客が 集まる 事 は、 丁度 我國の 伊香保 や 箱 根な どと 同じ 事で ある 11 その 三人の 娘 を 連れた フォン • レフ H ッ * ォ 家の 未 亡 

人と 出會 した。 その 娘た ちの 中には、 丁度ストラスブルヒの$^1宿苦を出たばかりの十七歲になるゥルリィケもゐた0 

彼女 は 碧い 眼と 褐色の 髮と をした 可愛らしい 娘で、 ゲェテ は 直ちに、 彼女の 若さと 無邪氣 さに よって 惹き附 けられた。 

彼 は 『ヰル ヘルム • マ イス テル 遍歷 時代』 の 第一 卷を、 彼女に 贈 r て やった。 けれども、 十七 歳の 娘に は、 勿論 それ 

を 讀み味 ふ 事 は 出来なかった" 

「わたくしに はよ くわ かりません わ、」 と 彼女 は 云った、 「もっと 前に 進備 をして からでなくて は …… 」 

すると ゲ ェ テは 答へ て 云った。 

「さう、 あなたの 云 ふ 通り だ、 あなた は rtt 分で 讚まなくても よろしい、 私が 話して あげる からね」 

かう 云って、 詩人 は 1 つの 腰掛の 上に 彼女と  一^に 腰をおろして、 『ヰル ヘルム • マ イス テル』 の tS: 容を， 何時間 も 

かかって、 彼女に 話して 閗 かせた。  . 

ゲェテ は その 晩年の 詩集 『ディ ワン』 R 東 詩集) に 盛られた あの 自由な 快活 さ を もって、 この 若い 娘 を 愛して ゐ た。 

そして その 『ディ ワン』 の 詩句の 中で は、 彼 は 自分の こと を いろいろと 戲 れてゐ るので ある 0 

次ぎの 年、 彼が ；冉 び マリエ ンバ アドに 赴いて、 ウル リイ ケの 傍に あった 時 は、 前よりも 一層 眞劍 であり、 情熱 的で 

あり、 了问 きであった。 マリエ ンバ アドから ィ T ゲルの 方へ 出發 する 時、 彼 はかの 『アイ ォ ルスの 竪琴』 の 『1- の 苦 

みの 對^ の 歌』 を 書いた。 


晝も われに は 心に 染まず、 

夜、 灯の 入る とき も なぐさまず。 

け らく 

われに 殘れる 唯 I の快樂 はた だ 

汝が 優しき 姿 を 永遠に 新しく 思 ひ 出づる こと。 (大意) 

けれども、 三度 目に、 一八 二三 年の 夏に、 長く 一緒に ゐた 時に 至って、 ゲ ァの 愛着 は、 悲劇的な 激烈の 度合に ま 

で 高まった。 

ゲェテ は 七月 二日に、 レフ エツ ォォ 夫人と 娘た ちと は 十一 曰に、 マリエ ンバ アドに 到着した。 彼等 は 相 接して 住んだ。 

五 週 問 とい ふ もの、 毎日々々、 1 緒に ならない 事はなかった。 獨 逸と 澳太 利と から 來た 無數の 客人が、 その 仲間に 活 

氣を 添へ た。 その 中には、 ワイ マル 大公の カルル • ァゥグ スト も ゐられ たので ある。 

八月 十七 日に、 レフ H ッ * ォ家は カルル スバ アドに 移った。 これ は 我國の 浴客が、 伊香保から 驟 原へ、 箱 根から 修善 寺 

へと 移る やうな もので あらう。 ところが、 その 二十 五日に は、 ゲェテ も 彼の 人々 の 後 を 追うて、 カルル スバ アドへ 移 

うて 行った。 

今 その 再會の 日に、 われ 何 を か 望む、 

この 日の いまだ 閉 せる 蕾の 花に。 

汝に 開く は天國 か、 はた 地獄 か、  . 

い か に 定まりな くも 心は搖 げるぞ …… (大意) 

ゲェテ は そこで、 レフ H ッォォ 家の人々 の 住んだ おなじ 家の 二階 を 借りた。 日は樂 しい 賑は しさの 中に 過ごされた。 

1>  茶話 會、 舞踏 會、 そんな 催し も あれば、 また 家の 前の ベンチに 腰 を かけて、 靜 かな 饒舌 をしたり、 夜に. は 一 緖 
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こ 集って 書物 を讀ん だり もした U 溫泉 地の 習 ひ は何處 もお なじ 事で、 そこで は 一層 人々 は 親しくな り、 初めて 會 つた 

人 も 十 年の 舊 知の 如くなる ので あるが、 ゲェテ と レフ. -ッ. ォォ 家の人々 と は、 今や 旣に 三年 越しの 舊知 である。 

ゲェテ は その 所謂 「1^ 愛い 小さな 娘」 の 謙 f  、 そして しとやかな 尊敬の 念 を 喜んだ。 その 喜び は， 彼の 誕生日、 

彼の 所謂 「公然の 祕密の 日」 に 至って、 その 絕 頂に 達した。 その 日、 彼はレ フユ ッォォ 家の人々 と、 或る それに 驚が る 

家族の 人々 と 一 緒に、 エル ポオ ゲンの 方へ 遠 して、 それ を 誕生日の 祝 ひとした。 

九月の 五日に、 つ ひに 別れの 日が 來た。 

これより 早く、 一八 一八 年に 書いた 『ディ ワン』 の 詩句に よっても 分る やうに、 ゲェテ は壯年 時代から 老年 時代への 

ち *』リ ^ 

推移 を、 深く 感じて ゐた。 彼 は 手紙の 中で、 時々 戲れ に、 自分 を 呼ぶ のに 「祖父さん」 を もってした" 彼の 一人息子 

の ァゥグ スト 夫婦に は、 旣に 愛兒の 11 ゲェテ に は 孫の 11 ゥ オルフが 生れて ゐ たので ある。 

1. 私 は. 既に 老いた、 それ ゆ ゑ 自分の 遭遇した 一切の 事 を、 ただ 歷 史的に 觀 察し 得る ばかりで ある。」 と 彼 はミュ ルレ ル 

こ^てて 書 ハてゐ る。 また、 リイ メルに 向って は、 「靑春 は ブライ ェテ エト (多様性) とス ペチ フィ カティ オン (細目) の 

みで あるが、 老年 は ゲネラ (總 體〕 を、 プア ミリアス (全 種屬) を 有って. ぬる」 と 云って ゐる。 

ところで、 「この 感情から- 反省への、 ブライ ェテ エトから ゲネラ へ の t: 移が、 ゲェテ にと つて は戰 ひなく して は經過 

しない ほど、 重要な ものであった」 と、 ヰ トコ ォプは 云って ゐる。 彼に 從 へば、 ウル リイ ケ への 戀が、 その 戰 ひの 端 

緖 であった やうに 思 はれる。 

「感情と 反省との、 ^£覺と觀念との直接的な融合一 致は、 彼の 性質と 世界 觀 との 最高の 表白と なった。 壯 年の 成熟の 

後に も、 彼 は その 二つ を、 豫覺 した 調和の 中に 結合す る 事 は出來 なかった。 そして 今や 老年が 来た、 そして ま づ彼を 

この 調和から 引出さう とした。 無意識な 渴 望と 不安と が、 彼の 心 を搔き 廻し はじめた。」 


1 八 二三 年， まだ マリエ ンバ アドに 赴かない 前に、 彼は旣 にシュ ルツに 宛てて 「今度の 滞在 は どれ 位 精く か 分らない 

が， 私の 豫定 では、 八月の 初めまで そこに ゐて、 それから ェ ，ゲルから して、 山々 や. f. 地 や、 さまざまの 人間の，！ 態 

を 接 H 拏す るのに ある。 抽.， ^や 絕對の 中に 自分 を 失 はぬ ために は、 外部の 感覺 的の 刺戟 ほど 私に 必要な もの はない。」 

と 書いて ゐ る。 

この M 分で、 彼 は 再び また ウル リイ ケに 出會 つたので ある。 彼の 中の 男子 は、 老年の 敷居の 前で、 彼の 身 を 引止め 

てゐ た。 彼 は そこから 振 返って、 ウル リイ ケの靑 春 を 眺めて、 彼が 今や 諦念 しなければ ならない 人生の なべての 美と 

調和と を、 彼女の 中に 見出した ので ある" 彼女の 傍らで、 彼 は 再び 生々 しい 出 山 命の 中に 還る やうに 思った の だ。 

けれども、 別れの 時は來 た。 かくて、 彼 はまた 更に 老いる であらう、 そして、 ウル リイ ケは 愈々 靑 春の 花盛りへ 仲 

び出づ るで あらう。 そして、 この 悲劇的な 心の 爭鬪の 中に、 彼の 存在の 避け 難い 凋落の 恐怖の 中に あって、 ゲェテ は 

つ ひに 狂氣 とも 見れば 見られる 奇矯な 決心 を かためる に 至った。 七十 四歲の 老人と して、 十九 歳の ウル リイ ケを 妻に 

めと らうと 考 へたので ある。 かくて、 大公 カルル • ァゥグ スト は、 彼に 代って、 レフ ヱッ * ォ 夫人に、 その 希望 を 申出で 

られ た。 そして、 ゲェテ 自身 は ウル リイ ケの 承諾に i;^ する 不安な 希望 を 抱きながら、 マリエ ンバ アド を 立 去った ので 

ある。 

かの 名高い 『マリエ ンバ アドの 哀歌』 はこの 時の 作で、 彼はこの詩の中にゥルリィケに對するその^£情を殘りなく 

投げ込ん だので ある。 この 詩に ついては 、エリ ケ ルマンの 『ゲェ テ との 對話』 中に： iji 意すべき 記事が ある。 それ はまた、 

當 時の ゲラァ を はしめ るよ すがに もなる と 思 ふから、 ここに 掲げて 見よう。 幸 ひこの 立派な 書物 は、 li. 尾 英四郞 氏 

のす ぐれ.；： 譯が あるので、 氏の 譯を拜 借 させて 頂く。 

1 八 I 一三 年 十月 一 一十 七日の 條に、 エッケ ルマ ンがゲ ェ テを訪 うた 時で ある。 
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「ゲ ェ テは 私に 灯の 前に 坐る やうに 要め た。 私に 何 か讀ん で！！ かせたい と 言った。 そして 彼 はま あ 何 を 見せて くれた 

らう、 彼の 最近の、 最 1：5 义の 詩、 彼の 『マリ イエ ンバ アドの 哀歌 (wlegb  von  Marienbad)』 であった" 

私 はこ こで この 詩の 内容に 關 して 數 言を附 加し なければ ならない。 ゲ ェ テが此 度 上述の 溫泉 場から 歸 ると まもなく 

常 地で 評判が 立った。 彼 は 彼 地で 姿 も 心 も 共に 可憐な 一 人の 若い 婦人と 知合った" そして 彼女に 對 して 激しい t: 情 を 

持った。 浴場の〉 1^, 木路で 彼女の 聲 がする と、 彼 はいつ も 素 31. く 帽 子 を 取って、 女の もとへ 急いで 下りて 行った。 彼 は 

時 さへ あれば 女の 側に ゐた。 彼は樂 しい 日 を： _ ほって ゐた" まもなく、 別れる のが 彼に 非常に 苦しくな つた。 そして、 

彼 は^うい ふ 熱情 的な， fi^l; 態で 非常に 美しい 一 つの 詩 を 作った。 けれども それ をお 守りの やうに 大切に して 誰れ にも 

せなかった。 

私 はこの 評判 を 信じて ゐた。 それは彼の^^5-|^の丈夫な點だけでなく、 彼の 精神の 創造力 や、 彼の 心の 储 全な 若々 し 

さに 全く 相應 しかった からで ある。 (中略) 

彼 は その 詩 を 自筆の 羅. m 字で、 丈夫な 犢皮 紙の 上に 書き、 紐 を 以て 赤い マ 口 キン 皮の 表紙の 中に 緩ぢ こんで ゐた。 

そこで その 體裁を 見れば すぐ、 彼が この 原稿 を 他の 何ものより 大切に して ゐ るの がわかった U 

私 は その 內容を 非常な よろこび を 以て 讀ん だ。 そして その 一行 I 母に 毋. 間の 評判の 確かな こと を 知った。」 Oi 尾英四 

郎氏 5 譯 による) 

Ei: じく 十一月 十六 日に も、 この 詩の 事が 出て ゐる、 その 時、 ゲェテ は 自分で かう 云って ゐる。 

「その 詩 を マリ イエ ンバ アド を出發 するとす ぐに 書いた。 それで まだ あそこで. 1- 驗 した 水々 しい^ 情の 中に ひたって 

ゐた。 朝の 八 時に 21^ 初の 宿場で 第 1 節 を 書き下ろした。 かう して 馬車の 中で たえず 想 をめ ぐらし、 宿場に つく 毎に 心 

に まとまつ たもの を霤ざ 下ろして、 夕方に はすつ かり 書？ 上げた。 だから どことなく 直截な ところが あり， 1 氣に流 


しこんだ やう だ" 云々」 (龜 ぉ英 四 郎 氏の 譯 による〕 

ここで 『マリエ ンバ アドの 哀歌』 の譯を 揭げれ ばいい の だが、 まだ その 譯 された ものが ないし、 私 も それ を譯出 T 

る fs^ 氣 はない から 兑 合せて おくが、 それが 老年の 詩人の 作と も 思 はれない 情熱 的な ものである 事 は、 VP ケ ルマンが バ 

イロ ンの 影. 響 や. 云々 して ゐ るので も 察せられる であらう と 思 ふ。 (附記。最近こ の哀馱には三浦吉兵衞氏の譯ぁる^？-を 

知った。) 

かう して、 三 ヶ月 以上 も、 殘 酷な、 殆ん ど隨倒 的な 危機が 績 いた。 ワイ マルの 友人 達 は、 危 の 服 を もって、 詩人 

の 樣子を s:^ 戍 つて ゐた。 「かやうな 人物の 心內の 分裂 を 目 擊す ろの は、 彼の 靈 魂の 平衡が、 i! 問に よっても 藝術 によつ 

て も、 激烈な 戰 ひなく して は、 恢復し 得ぬ 事 を るの は、 いかに 傷まし い 事で あらう か」 とミュ ルレ ルは 云って ゐる。 

元来、 昔 樂の 世界 は ゲェテ にと つて は、 * 質的に 親しみの ない もので あつたが、 それが 今や また 彼の 慰藉と して 現. 

はれた。 ワイ マルに は、 十月から 十一月に かけて、 ゲェテ が マリエ ンバ アドで 相 知った 波 蘭の ピアニスト、 シ マノフ 

力 夫人が 在して ゐた。 この 夫人と 毎日 相會 して、 彼女の 靈 妙な t 、奏に 耳 を 傾け、 彼 は 心 を 解き放 たれる やうな 恍惚 

感を味 はった。  ， 

彼女の 出發を • 深い 苦痛と、 甲斐な き淚 と、 長い 無言の 目经 とに よって； 突った 後の 夜から、 ゲユテ は 五 週 問に も 亙 

つた 贯ぃ. 1^ に 襲 はれて、 彼の 肉體 もまた、 悲劇的な^^£,機へと引き入れられたのでぁる。 

十一 月 二十四日、 ゲェテ の 友 ツェル テルが ワイ マ ルに來 た 時には、 彼 は ゲェテ の 中に、 「愛 を、 靑赛の あらゆる 苦惱を 

伴うた 殘ら ずの 愛 を、 身う ちに 持つ てゐる やうに 見える 一 人の 人間」 を 見出した- 

その 苦惱の 悲劇 性 は、 ゲ ェ テ を破碎 する やうに 見えた。 そして、 ワイ マ ルの觀 者はゲ ェ テの 死を豫 期した ので ある。 

けれども、 彼 は sl<p の 驚異した 程の 恐ろしい 勢 ひ を もって、 再び 快癒の 方へ と 向った。 十二月の 中： に は、 彼 はすつ 

詩魂 禝薛  1 ョョ 


1 =13 

か り 晴れ やかな 病 癒えた る 人で あ つ た。 

かくて ゲェテ は、 戰 ひに 打克 つた。 彼 は 今や， y: 然の 法則 を 確認して、 意識的に 反省へ、 ゲネラ へと 向 ひ、 感覺 的の 

ものの 中に、 もはやた だ觀 念の 表白 をのみ 求める に 至った。 彼 はた だ 個々 の 事物に 於け る諦 念の みならず、 總 的の 

そ，？ と攀ぢ 上った。 今や 彼 は 「永遠の 相の 下に」 世界 を 見ようと する ので ある。 「意識的な 一面 性 を もって、 ゲェテ 

はこの 完全なる ス ピノ ザの 諦 念にまで 達せん と圖 るに 至った ので ある。」 と、 ヰ トコ ォプは 論じて る 。「ウル リイ ケ への 

に 於いて、 彼 は 感覺的 世界の 永遠に 若い 多樣 性と 直接 性を諦 念し なければ ならなかった が 故に" また 同樣の 葛藤 を 

これ を 限りに 避けよ 5 と 欲して、 この 諦念を 容赦な く完 うする やうに 自ら を强 ひたので ある 」 

その 時から、 ゲェテ は あらゆる 旅行 を 避ける や 5 になった。 年を越 えても、 ワイ マルの 市から 外へ は 出ず， 曾って 

は 長期の 滞在 を 常と して ゐた イェナへ さへ も、 四 年間 も 行かなかった。 【宮廷へ も 特別な 大事 件の 生じない 限り 出頭 レ 

なかった。 彼 は 自分の 家へ、 その 「僧^」 へと 閉ぢ 籠って、 その 彫 版 や、 蝕 版 や、 筆 噴 や、 貸幣 や、 メダル や、 プ 

ラ ケザト や、 マジ ヨリ 力 や、 ァ il.iil、 鑛物 や、 植物 や、 化石 や、 骸骨 やの 研究 材料に 取繞ら されて、 自然 科學 や、 i- 術 

や、 哲舉 や、 神學 や、 照史 や、 地理 や、 その他の 學 問に 心 を專ら にし、 身 を 委ねた、 丁度 未だ 若返らない 前の ファゥ 

スト 博士の やうに。 

ゲェテ の 運命と なった ウル リイ は、 ひとり ゲェテ の 求婚 を辭 返した のみならず、 生涯 結婚 をし なかった。 丁度 彼の 

靑年 時代の 戀人 である フ リイ デリ ィケ. ブリオン と 同じ やうに。 彼女 は 結婚し なかった ばかりでなく、 マ ル ク領 の條退 

院の尼 こなって、 後に はボェ ミアに ある 彼女の 家の 所領 地なる ッ リブ リ" ッに、 靜 かな 愛された 保護者と して、 一 八 力 

九 年に、 九十 五 歳の 高齢で なくなつ たと 云 ふ。 

ゲェテ ほど 幸福な 詩人 はない と 云 はれて ゐる。 然し、 その 幸 ：1 な ゲェテ も、 老； 1 はこれ を 奈何と もす る 事が 出来な 


かった 。詩人が いかに 靑 年と 等しい 熱烈な 愛 を 注がう とも、 愛せられろ 少女 は、 老 詩人の 名聲 と白髮 とに 對 する 畏敬の 

念 を こそ 抱いても、 無 邪 氣に愛 を 返さう と は 思 はない。 畏敬と 愛と は 常に 並立す る 事の 出来ない ものであるから …… 

そして、 これが スト リンド ベルクの 悲劇であった、 イプセンの、 ラスキンの、 その他 多くの 老 偉人の 悲劇であった。 - 

ゲェテ に 於いても、 それ はかくば かりの 悲劇 性と 心的 葛藤と を 示した ので ある。 ここで 私 は、 ゲェテ 自身の 言葉 を 思- 

出さずに は ゐられ ない。 

併し 仕方が無い では 無い か、 

あるなら 云へ。 

誰でも 長生 はしたい と 思 ふが、  - 

歳 を 取りたい と は 思 はぬ。 (片山 孤村 氏譯)  - 

靑 年は靑 年ら しく、 老人 は 老人ら しく …… それ こそい い 智慧で ある。 東洋人 は 長い 苦闘と 努力と なしに、 はじめ-^ 

ら それ をよ く 知って ゐた、 よく 行 ふ 事が 出来た、 かくて 陶淵明 は 「菊 を東籬 S 下に 採り、 悠然として 南山 を 見る」 の 

である …… 然し、 かく 云へば とて、 私 は 老齢の 日の 情熱に ついて、 否定的な 見解 を 示さう と T るので はない" また、 

たと ひそれ を 企てた としても， 私に は 未だ その 資格がない ので ある。 自ら それに 對 する 斷定を 下し 得る 曰 は、 ずっと- 

遙 かな 未来の 事で ある …… 


草の 中に 靜か に橫 たはって、 底 ひ 知れず 货々 と 澄んだ { 仝 を 眺めながら、 果て 知れぬ 夢の 中に と 沈んで 行く のが 孤 
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li な 子供の 樂 みであった Q  - 

わが 童たり しとき、 

神 は 入々 の 叫びより、 

その 鞭より わ；：： を 救 ひ 給 ひき、 

われ は 心 善く 安らかに 

森の 花 もて 戲れ き、 

. か ぜ 

签 吹く 微風 は 

われと 戲れ にき。 

かう して 彼 は、 世間と 人間と から 遠ざかって、 e: 然との やさしい 親しみの 中に 人と なった — 

ヰル ヘルム. ディルタイが、 「月光の やうな や はら かな 材料から 織りな された こんな 詩人の 生涯が、 他の 何處 にあら 

うか」 と 云った フリ イドリブ ヒ. ヘル デル リンの 生涯 は、 かくして はじまる ので ある …… 

ささやく 森の 

妙 音に 育まれて、 

われ は 花の 間に 

愛を學 びぬ。 

まことに、 森の そよ ぎと 花の 間で •  el 然の 愛を舉 びつつ …… ゆるやかな 丘と、 靜 かな 谷との Si で、 ネッ カル 河畔の ラ. 

ゥヴ フェンで  

河畔に は 古い 寺院が 鋒え 立ち、 河 中の 岩の 上に は 古城の 塔が 流れる 水に 影 を ゆだね、 萄葡 畑の 速な つた inf) も 古- 


い^ 院の 建物が 見える。 その 遠い 山々 の 眺め、 流れる 河の さやけ さが、 彼の あこがれ を 誘 ひ 彼 を 一人の 詩人に 育て- 

上げた。 

二 歳のと きに 父 は 亡せ、 母が 再緣 した-一 ュル ティン ゲンの 市長だった 繼父 も、 九 歳のと きになく なって、 彼 は 母の 手 

一 つで 生 ひ 立った。 彼の 女性的な 性質 も、 幾分 かう した 事情に 影響され ると ころがあった かも 知れない。 

まこと こ 彼よ、 この^の 戰 ひに とって は、 あまりに やさしく、 あまりに 弱い 人であった。 外貌 も、 性格 も、 あまり 

に 女性的であった。 

へ 气 テル リン は 美しかった。 

良が その 同級生の 前 を 往き復 りして ゐ るの を 見る と、 彼等 はァ ボロンの 姿 を 見る やうに 思った と 云 はれる。 

貧し、， 家の 子であった 彼 は、 デ ンケン ドルフの 院附扉 初等 學 校に 入り、 嚴 しい 世の 法則に 相 面しなければ ならな. 

、つ こ 3 

テュ. ビンゲン 大學 でも、 給費生と して、 折り返された 白い 襟の ついた 黑ぃ 上衣 を 着て、 古い 愤院の 中に 起居して、 不 

自由と 屈辱との 中に 學修 した。 

後に 哲學 者と して 世界的 名聲を 博した へ エゲルと、 シェ リングと が、 彼の 學 友であった。 同年 薪で あつたへ エゲルと 

は、 とりわけ 深く 交って、 互 ひに 啓發し 合った。 

やがて、 この 仲の 善い 三 葉 草 は、 離れ離れになる 日が 来た。 

早熟の シェ リング は、 早く も哲學 者と しての 第一歩 を あげて、 浪漫主義の 哲學 者と しての 光蹿 ある 道 を 踏み はじめた 。■ 

《 ェ .r レょ 長く 瑞西其 他で 不遇の 日を经 りながら、 思索に つとめて、 つ ひに かの 犬なる 哲學體 系 を 組織す るに 至った。 

我がへ ルデル リン は、 それと は 全く 違った 道へ と 上る ので ある。 

詩魂 鼸 K  一一 一一  t 


ニー  K 

I 七 九 三年に、 彼 は 試驗に 合格して、 母の 望んで ゐた 牧師の 職に 就く 事 も出來 たが、 更に 大きな 豫定 が、 彼 を故郃 

クライス 

の 狭い 範圍 から， 靑 い ェ，. 'テルの 波の 上へ と 導いた。 

彼 は ひとま づ 家庭教師 か、 說敎師 になって、 しづかに その 詩人 的 開展を 待た うとした。 あだか もよ し、 彼の 尊敬す 

るシ ルレ ルが、 彼が 生涯の 間、 特別に やさしい、 殆んど 弟の 兄に 對 する やうな 傾倒 を 有って ゐ たこの 『ドン， カル 口 ス I 

の 詩人が、 病 を 養 ふために、 シ ュヮァ ベンに 歸 つて ゐ たので、 彼 は 極めて 幸福であった。 

シ ルレ ルは その 女 友 シャル ロッテ • フォン. カルプ 夫人の 家 廃 敎師に 彼 を 推薦した。 マイ- 1 ン ゲンに 近い ワイ テル ス ハ 

ゥゼン の 彼女の 別莊 で、 一年 あまりの 間、 彼 は 落着く ことが 出来た。 然し、 世故に 長け た カルプ 夫人の 親切が、 反つ 

て 彼 を 窮屈 がらせ、 その 敎へ兒 の g. 業に 適せぬ 性格が 彼を惱 ました。 

つ ひに ヘル デル リン は、 カルプ 夫人の 許を辭 して、 イェナに 出た。 

それ は 穴 >涵 的な 詩 入の 一 つの 冒 ii であった" 當 時の 彼の 窮迫が いかに 甚だしい もので あつたか は 、一日 ゎづか 一 i^、 

かたばかりの 食 MT- をす るの みで あ つ たと 云 ふ 事に よ つ て も 想 俊され よう。 

そのうへ、 當 時の ワイ マ ル、 イエ ナに 於け るゲ ェテ、 シ ルレ ルのォ リン ピサ シュな 雰圍氣 の 中に 生活す る 事 は、 へ ル 

デル リンに とって は、 幸福と ならなかった の だ。 犬なる 精神の 直接的の 近傍に あった 事が、 彼 を 高める 代りに、 彼 を" 

壓 倒した。 

「ヘル デル リンの やうな 天性に とって は、 ゲ ェテ、 シ ルレ ルの 時代 は、 藝術的 文化の. 頂上 は、 危險 とならねば ならな 

かった」 と ヰ トコ ォプも 云って ゐる。 

シ ルレ ル はこの 氣な同 鄕の靑 年の ために、 能 ふ 限りの 好意と 盡 力と を 吝 まないで、 その 小說 『ヒュウ ペリ オン』 斷 

篇を 自分の 雜 誌に 揭 げたり、 書肆に 紹介したり、 物質的の 援助 を與 へたり した。 が、 ヘル デル リンの 精； t.i の危險 


こ 湖して ゐ るの を 見て、 この 年 を 十分 救 ふ 事の 出来ぬ の を 頗る 憾みと した。 

I シ レ レ ル の 鋭い e.- は、 ヘル デル リン とジ アン • パウル と を 同列に 見て、 その 危機 を 危ぶまずに は ゐられ なか つたの だ。 

し t 後者が 身 を完 うする 事 を 得た の は、 「その 天賦の ユウ モアの ためであった」 と はヰン デル パントの 觀察 である。 

？こ、 その ユウ モアの 緩和 劑 はへ ルデル リンに は、 全然 缺 けて ゐ たので ある。 ジ アン. パウルが 幾分 スタ アン 風な ュ 

ゥモ リストと して、 感傷と 諧謔 と S 異なろ？ g{ によって、 散文 生活の 平野に したのに 反して、 古代 希 腿への 甲 

乂 なき 田 S 慕 こ 終始した ヘル デル リン は、 徹： 昍徹 尾の 抒情詩 人であった。 その 小說に 於いても、 戲 曲に 於いても。 

一七，.^ 五 年の 夏の 初め、 彼 は-一 ュル ティン ゲンなる 母の 許に 歸 つて 来た。 この 二 年 あまりの 間に、 彼の 大きな 不幸 力 

自己の 才能の le ための I 的 墓が S つて ゐ たの だ。 それ S つけられ S 榮心 でもな く、 充 たされぬ 名攝£ 

でもな く、 肖 己 5 無力の 確認、 自己の 實. 際と その 理想との 間の 撞着の 意. i に 外なら なかった。 かくて まるで 破船 者の 

やうな 慘 めた 様子で 歸 つて 来た 姿 を、 人々 は 幽靈を 見る やうに 思った" その 年の 終りまで、 母の 許に あつたが その 

家庭の 窮乏 は、 長く 彼の 安息 を 許さなかった。 

やがて、 友人 シンク レ エルの 斡旋で、 彼 は フランクフルト. アム. マ インの 銀行家 ゴン タル トの 家に、 家庭教師 とし 

て 入る 事に なった。 ここで、 彼の 前に は、 更に大ぃなる蓮命の^^淵が開かれた。 

ゴン タル ト 家で， 彼 は往み 心地の いい 隱れ家 を 見出した。 その 敎へ兒 たち は、 敎 へやす い 素質 を 有ち、 また 彼に よ 

くな づ いた" が、 とりわけ その子 供た ちの 母親 I 二十 七 歳になる 女主 人の ズゼッ テ* ゴン タル トが、 彼の 心に 大きな 

魅力 を 投げ かけた。 

皮 女 は 詩人 ク ロブ シュ ト.^ クと 親交の あった 人の 娘で * 高雅な i- 貌. はかりで なく、 こまやかな 敎蒸 とすく わた， nMB と- 

を 有つ C ゐた。 然るに、 彼女の 良人 は、 ぎ affaires  i  tou- ！ (商賣 第一) を 標語と すろ 事務 一 點 張りの 極めて 散文的 
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な實業 家であった。 彼のい かなる 人物で あつたか は、 彼が 彼女の 死後 直ちに 再婚した ので も 知る 事が 出來 よう。 つ 

て、 彼女 は 不幸であった。 

ズゼ ウテ はへ ルデル リンに 於いて、 その 求めて ゐた 善き 友 を 見出した。 全く、  二人 は その 性質 も 生 ひ 立ち もよ く 似て 

ゐ たので ある。 そして、 ヘル デル リン は 彼女に よって、 これ 迄い かなる 女性から も 見出し 得なかった もの を 見出した 。. 

彼女の 中に その B 頃 あこがれて やまぬ 古代 希 臓の 美と 理想と を 完全に 具現した 「われと P なる _| ぺ める 姉」 を 1. ズ 

ゼ ノア は へ ルデル リンよりも 一 つ 歳 上であった I 見出した ので ある。 

彼 は 彼女に 與へ るに、 プラト オンが その 『饗宴 篇』 の 中で、 ソクラテスに 愛の 眞義 を敎 へしめ た、 あの ミネ ルグァ の 

不思議な 巫女 ディ ォテ イマの 名 を ra- てした" 

互 ひの 理解と 同感と 愛との 中に、 幸福な 日が しづかに 經 つて 行った" その 間に、 ヘル デル リン は その 『ヒュウ ペリオ 

ン』 の 稿 を 進め、 更に 情 劇 『ェ ムぺ ドク レエ スの 死』 の 構想 を も 立てた。 

1 七 九 六 年 六月に、 ズ-セ ヴテが 佛蘭西 軍の 侵入 を、 ヘル デル リンと 彼女の 子供た ちと 一緒に、 カプセル 並び こ ドリ. フ 

ル ヒの溫 泉に 避難した 時の 三 ヶ月が、 この 戀の 花時であった。 

その後. だんだん とへ ルデル リンの 友人に 書いた 手紙に は、 その 不幸 を 歎く 聲が 高まって 行く。 彼 は その 無限の 童 

と、 有限の 世界の 桎梏との 間に 轉々 して、 苦悶し なければ ならな かつ，. こ。 

彼の V セテ への 戀は、 純粹に 精神的な ものであった が、 それ はだん だんに、 霧な、 讓的 な咸 力 を 振 ふ ものと な 

り はじめた。 

第 看の 口から その 嫉妬 心 を 挑 f れた 主人の ゴン タル トは 漸次 狂暴に なって 行った。 彼 はへ ルデル リン I つて、 

謹 S 逢 人に す I、 何 I 求 I 出す る霸 はない と f たり、 詩人が 妻に fi して 開かせて ゐ るの を妨 


げたり した。 

つ ひこ 一 ヒ九八 年に、 ヘル デル リン は、 ilE 發 的に、 その 三年 間 住み 馴れた ゴン タル トの家 を H^, 捨てた。 

それから、 彼の 事な き 漂泊が はじまった。 スト ミト ガルト、 ハウ ブト ヰ ィル— 何處 に. - 彼の 安住の 地 はな か 

つた。 ビィゼ が、 「ディ ォテ イマと 共に 彼の 生涯 は 止んだ」 と 云った 通り、 彼の 上に は、 來 るべき 最後の 内部的の 豫覺 が、 

暗 い 憂 IT か 重たく 蔽ひ かかった。 

一八 〇1 年 0.^、 ヘル デル リン は、 ボル ドォ にある ハム ブル ヒの 領亊の 家に、 家庭 敎師の IT を た。 その クリス マ 

ス 分に、 彼 は出發 したが、 途中で 旅行 券の 事な どで 抑留され たり、 いろいろの 闲 難に 遭って、 翌年の 一 月の 末に、 

やっと ボル ドォに 着いた。 

母に 到 藩 を 報じた 手紙に は、 その 途中の 終り を 「美しい 春の 日に」 步 いた 事. 「ォ ー グ-ル ニュの 雪の 降り 積った 上で、 

荒凉 たる 嵐の 中で、 氷の やうに 冷めたい 夜 を 彈丸を こめた ビス トル を 傍らに 置いて、 粗末な 寢臺の 上に」 眠った 事 を 

告げて ゐる。 一 その後な ほ 1 囘、 復活祭 前の 頃に、 母の 許に とどいた 手紙が あつたき りで、 その 時から、 彼の 消息 は 全 

く 

絕 えてし まった。 

その 六 go 中 こ — 突然、 ヘル デル リン は 思 ひがけな くも、 慘 めな、 乞食の や.^ な 姿に なって、 まが ふ 方な き S 

氣の 姿で、 家族の もとに 歸 つて 来たので ある。 

この 完き 精神の 錯 g が、 抑 も 何に 基づく か は、 かれ を 推測す る 外 はない。 その 旅行 券で 察する と、 ヘル デル リン は 

五月 十日 こボ ルド ォを發 つて、 六月 七日に シュ トラス ブル ヒを 通^した 事 は確實 である。 そして、 そこから その 荷物の 

I 部 を スト ゥプト ガルトに り 出して ゐる ところ を 見る と、 その 時まで は、 まだ 本来の 狂 氣は發 して ゐ なかった と 思 は 

れる。 
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多分 ^える やうな 烈日の 下 を、 佛蘭 西から 镯 逸へ とさ まよう た^が、 この 發 病の 商-接の gt: 由であった らうと 推せ 

ら れてゐ る。 それ ゆ ゑ、 ヰ トコ ォプ は、 これ を 形容して、 「アポ ロンから 打 たれて」 と 云って ゐる。 

その 六月の 下旬に、 ディ ォテ イマの 死去の 報が、 狂氣の 詩人の 許に le いた。 一 説に よれば、 彼 は ボル ドォで ズゼ， テの 

病 氣の報 を 得、 巴 里で その 死去の 報 を 得た であらう とも 云 はれる。 然 らば、 彼女の 死 報 を もって、 彼の 狂氣の 直接の 

原囚と 看做し 得られる であらう。 とまれ、 彼が 佛蘭 西に 漂泊して 行った 時、 その 苦痛の 量 は 旣に充 ちた ので あらう。 

ヰン デル バント も、 「獨 逸の 生活からの 挑： 避と ともに、 彼の 生涯の 上に 暗黑が ひろがった」 と 云って ゐる。 

ヰン デル バントに よると、 ヘル デル リン を 以前 知って ゐた 詩人 マサ ティ ソンが、 I 月、 かっての ァ ボロンの 姿が、 痛 

ましい 襤 機の やうな 姿で、 狂氣の あらゆる 徵候を もって、 彼の 部屋に 入って 來て、 恐ろしい 冷たい 雞で、 た、：. こ 1 JiiT 

「ヘル デル リン」 と 吐き出す やうに 云って、 また 消えて しまった 琪を、 後に 驚愕 を もって 談 つて ゐ ると 云 ふ 事で あるが、 

全く 今度 こそ、 彼 は 全く 字義 通り 影で あり、 幽靈 であった。 

わ づか十 年 足らずの 詩作 生活の 後、 三十 臺の はじめに、 「入 生の みち 半ばに して」 萬 事 は 休した ので ある 0 

爾來， 三十 六 年間の 狂氣 I 

ゲ ェテ、 シ ルレ ルの 時代 は 過ぎて、 浪漫派の 時代 も 過ぎて、 更に 新しい ものが その 光榮 の！！ 豪-に 上り、 かくて、 人 

變り 時の 移る 世の 片隅に、 彼 は 生な き 生 を 生き 績け るの だ。 

彼 は 一八 〇 七 年の 夏、 if 養 所から 放 たれて、 テュ， ビンゲンの 慈善家であった 或る 指 物師に 引取られて、 ネプ カルの 河 

Bk に 沿うた、 綠 野と 河流と 遠山の 見渡される 家の 角なる 部屋 を與 へられた。 そして、 はじめの 間 は、 時折り 狂暴の 發 

作 もあった が、 のちに は 歌 をうた つたり、 橫箱を 吹いたり して、 靜 かに、 しかも 不幸で はなく、 曰々 を 過して ゐ た。 

そして、 指物師 5 歿後 は、 その iK^ 婦 によって 看護され て、 七十 三 歳で、 はじめて その 故鄕 なる 天に 歸り、 完全に^EL^f^w 


と 合 一 した。 

ビ イビよ-へ ルデル リン を、 彼よりも 生活力に 於いて 遙 かに 立ち まさって ゐた クライストと 同樣 に、 時代の 犧牲 者と 

做して ゐる。 また、 ヰ トコ ォプ は、 「ヘル デル リン は、 地上の 股 を もって、 あまりに 深く 永 B: の 光の 中 を 見入った。 

死ぬべき 耳 を もって、 あまりに 近く 無；！^ の 諧調 を^き 入った、 人間の 口 を もって、 あまりに 大謄に 神の 秘§- をぎ 1^ し 

た」 と 云って、 これを彼の^^滅の理由と看做してゐる。 

ヘル デル リンの 遺作 は、 讃歌 風の 高揚せ る 多くの ュ 二 イクな 詩篇の 外に、 小說 『ヒュウ ペリ オン』 と 劇詩 『ヱ ムぺド 

クレ エスの 死』 の斷篇 とに 過ぎない。 けれども、 それ は 年々 より 高き 評價を その 國の評 家から 受けて ゐる。 彼 はゲェ 

チ、 シ ルレ ル 時代の 希臚 思慕の 浪漫的 代表 詩人と して、 かの 大家 等の 異教 傾向に 反して、 基督 敎的 情操の 抱懐 者と し 

て 意味 を 有って ゐる。 

.i^ の 『ヒュウ ペリ オン』 斷篇 では、 この 惱 みの 世に あって、 あらゆる 別れた もの を 一 つに し、 あらゆる 惱 める もの を 

鎮め、 あらゆる デ イス ハル モ ニイ を 解く もの ！ 死の みが ひとり 勝利で あり、 解決で ある。 かくて、 『ヒュウ ペリ オン』 

は、 死への、 自然への 復歸 への 醉 讃歌 を もって 終った。 人間 を. 愛 を も、 哲學を さへ も 疑 ふ もの、 彼の 最後の 救 ひ は、 

諦念 こ. よる 自然への 愛であった。 そして、 .H 然の ふところから 出た 彼 は、 ふたたび 自然の ふところに 歸 つたの だ。 

「音樂 的 抒情詩 人」 とヰト コ ォブは 彼 を 評した。 へ ルデル リン は靑年 時代から 音 樂に 傾倒して ゐた、 彼はゲ アイ オリ ン 

も、 ビア ノも彈 いたが、 とりわけ 橫笛を 巧みに 吹いた。 

「彼の 書いた 各 頁 は 昔 樂 であり、 各行 は內 部の リズムから 湧き上る」 ので ある。 然し、 彼 自身 は その 中の 最.^ 驟 細な 

樂 器であった。 人生の あらゆる 不諧音 は、 彼の 心の や はら かな 絃を、 より 烈しく 顫は せて、 つ ひに は それ を斷絕 せし 

めずに は 措かな かつ た。 ヒュウべ リオン の 運命の 歌 を 見よ。 
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おんみら はかの や はら かなる を ふみて 

き t 

光の 中をぞ ただよ へ る、 露き 精靈. - 

光り かがやく 神々 の氣は 

いと かるく おんみら にぞ 跪る る、 

あだ かもいみ じき 女性の たくみの 指が 

聖 なる 絃に觸 るる ごと  くに- 

やさな 2  さ： J-o 

眠る 幼兒の ごと、 ^命 も 知らず、 

% つ 

夭なる おんみら はた だよ ひて、 

つつまし やかの 蕾の 中に 

きょく まもら， つ、 

ふかきお も ひ は 花咲きて 

蒸る る H なく、 

幸 ははれ し 眼 は 

しづかに ぞ 澄む、 

モ— は 

,t ^遠に くもる ことなしに • 


され ど われら は何處 にも 

い こ ひやす むこと を ゆるされ ず、 

惱 みの子なる 人間 は 

この ひと 時よりか の ひと 時へ と 

目 さき も 見えず、 

かつ まろび 落ち、 かつ 消 ゆるの み、 

あだか も 水の 岩より 岩に 

投げられて いっか はつひに 

底知れぬ 淵に 消え去る がごと。 

ノヴ リスの 靑ぃ花 

r ノブ リス は 1 七 七 二 年 五月 二日に 生れた。 彼の. H 名はハ ルデン ベ ルヒ である。」 私 はかく ハイン リプヒ • ハイネ をして 

語らせようと 思 ふ 。「彼 は 肺 思 を 病み、 この 病の ために なくなった 或る 若い 婦人 を 愛した。 彼が 書いた 凡てに は、 この 悲 

しい 物語の， 吹が かかって ゐる、 彼の 生涯 はた だ 一 つの 夢の やうな 消滅に すぎなかった、 そして 彼 は 肺 患の ために、 

一八 〇1 年に 死んだ、 その 二十 九 歳の 年齢と、 その 小說 とを完 うする 前に。 この 小說 は、 その 現在の 形で は、 一 つの 

大きな 比^的な 詩の 斷片 にすぎないが、 それ は ダンテの 神曲 同樣 に、 地上と 天上との 一切の 物 を 記念す る 箬 であった 

めで ある。 有^^な詩人の ハ ィンリプヒ*フォン.ォフテルディンゲンが、 この 小說の 主人公で ある。 我々 は 彼 を かの 古き 

詩魂 體讚 


lEI 六 

ウル ト ブル ヒの 麓に 橫 はって ゐる 好ましき 小 都市、 アイ ゼナ. 'ハに 於け る靑 年と して 見る。 この ワルト ブル ヒ では、 旣 

こ 最大の 事件が、 然し また 最も 愚昧な 事件が 生じた ところで ある。 卽ち、 ルゥ テルが 聖書 を飜譯 し、 また 若干の 愚か 

な獨逸 主義者が、 カム プッ 氏の 憲兵 法典 を燒 却した ので ある。 この 城砦に 於て は、 また、 曾って かの 歌戰 さも 行 はれ 

た 。その-.^ りの 詩人 達の 中には、 ハイン リウ ヒ. フォン. オフ テル ディン ゲン もあって、 匈牙利の クリング ソ ー ルと とも 

こ、 この 詩お こ， 於け る危險 な競爭 に參與 したので ある、 そして その 作品 は、 マン ネスの 集の 中に 收 めら れてゐ る" こ 

の歌戰 さの 敗者の 頭 は 首 斬 入の 手に 落ちる 事に なって ゐて、 テュ リンゲンの 伯爵が、 判者であった。 今や その ワルト ブ 

ルヒ は、 彼の 後代の 名聲 の舞臺 は、 主人公の 搖 藍の 上に、 意味 深く 聲 えて ゐる。 そして、 ノブ リスの 小說の 冒頭 は、 

上述の 如く、 彼 を アイ ゼナ" ハの 父の 家に 於いて 示して ゐる。 「兩親 はもう 横にな つて 眠って ゐる、 壁の 時計 は單 調な 

拍子 を 打って ゐる、 がたがた いふ 窓の 外に は、 風が ざわめいて ゐる" 時折り 部屋 は、 月の 光に 明るくなる。 

靑 その 寢 床の 上に 落着きな く橫 たはって、 見知らぬ 旅人と その物 語の 事を考 へて ゐた。 「こんな 云 ひ 難い 渴望を 

；?^ の 心中に 呼び 起した の は、 賓 のせ ゐ ではない」 と 彼 は 自分に 云った、 「私に は あら ゆろ 貧 慾は遙 かに 遠い。 けれど、 そ 

の 靑ぃ花 を 私 は 見たい の だ。 それが 絕 えず 私の 心に 橫 たはって ゐて、 その外の 事 を 私は考 へる 事が 出來 ない。 私 はま だ 

こん.. ょ氣 持に なった 事 は 一度 もなかった。 まるでず つと 昔の事 を 夢み るか、 他界へ と 眠り 入った かの やうな 氣 持た。 

なぜなら、 これまで 私が 生きて ゐた世 では、 誰が 花なん ぞに 頓着す る だら う。 そして、 一つの 花に 對 する こんな 不 

思議な 情熱 は、 私 はこれ まで 聞いた 事がない。」 

こんな 言葉 を もって. 「ハイン リウ ヒ. フォン. オフ テル ディン ゲン」 は 始まって ゐる、 そして この 小說に は、 至る とこ 

ろに、 その 靑ぃ 花が 輝き 匂うて ゐろ。 この 書物の 中の 最も 奇怪な 人物で さへ も、 まるで 我々 がず つと 昔、 旣に 親しく 

して ゐ たかの やうに、 馴染 架く fa ュれ るの は、 不思議で も あり、 また 意味 深く も ある。 古い 記憶 は 眼 醒める、 ソフ" ァ 


さへ もま ことに 見慣れた 容貌 を もって ゐる、 そして、 我々 が 彼女と 一緒に 散歩 をしたり， 樂 しく 愛撫 をしたり した あ 

の山ボ 棒の 並木路が， に 浮んで くる。 けれども、 その 凡て は、 半ば 忘れられた 夢の やうに、 そんなに お 5 ろ氣 こ、 

我々 の 後に 橫 たはって ゐ るの だ。 

ノ グリスの ミ ユウ， ースろ は、 ほつ そりした 色の 白い 少女で、 靑ぃ 眼と、 ヒ ヤシン スの やうな 金の il?、 微笑む！^ と、 左 

の 頸に 小さな 赤い 黒子 を もって ゐた。 私 は/グリスの 詩の ミ ユウ ズ として、 「オフ テル ディン ゲン」 の 入った 卞、 モロ プ 

コ 皮の 鑫 の 書物 を、 彼女の 美しい 手の 中に 見た 時に、 始めて 私に ノブ リス を敎 へて くれた、 あの 少女 を考 へる ので 

ある。 彼女 はいつ も靑ぃ 着物 を 着て、 ソフ ィァと 云った。 ゲッ ティン ゲンから 幾 驛遞か 離れた ところに、 彼女 ま その 姉の、 

I 局長の 妻のと ころに 住んで ゐた。 その 姉と いふの は、 氣さ くな、 肥った、 赤い 頰 をした 女で、 その ぎざぎざ にな 

つた 糊の こわい 絹レ ,一 ス によって 城砦の やうに 見える 高い 胸 を もって ゐ たが、 この 城砦 は 然し 難攻不落な もので あつ 

た この. お 人 は德の ジブ ラル タルであった。 それ は 働き 好きな、 家庭的な、 實 的な 女であった 。ただ 然し、 彼女の 

たった 一つの 樂 みは、 ホフマンの 小 設を讀 む 事であった。 ホフマンに 於いて、 彼女 は 彼女の 頑固な 天性 を 動かし、 こ 

ころよ い 興奮に 移す 事の 出来る 男 を 見出した ので ある。 彼女の 靑 白い、 もの やさしい 妹 は、 それ こ 反して、 ホフマン 

の！ ！1を 見た だけで も、 不愉快 な氣 分に なって、 何氣 なく それに 手 I れ たばかり でも、 顫へ 上る のであった。 I 

は 塞 草の やうに や はら かだった、 彼女の 墓 はそんな に 句 はしく、 そんなに 淸ら かに 響いた、 そして、 そ,^ I り 

合せて みると、 詩の 句に なった。 私 は 彼女の 云った 多くの 事 を f 留めて おい-た、 それ は不 SIS である、 全く ノ 

グリス 風で、 ただ もっと 露で、 もっと 消 i いもので ある。 私が 伊太利へ 旅立った めに、 彼女に 別れ を 吿-ナ た 時に、 

彼女が 私に 語った これらの 詩の I つ は、 とりわけ 私に は 好ましい ものであった。 イルミ、 不二 シ 3 ンの行 はれた 秋の 園の 

中で、 I の ランプと、 續の議 と、 野生 の 白鳥との 間に 對話が 開かれる。 薩は 今や 立罩めて、 襲の ランプ ま 


消え、 薔薇 は 散り、 白鳥 は その 白い 翼 を ひろげて、 南の 方に 飛び立った。 

ハン ノ オズ ル領に は、 澤 山の 生の 白鳥が ゐて 秋になる と 溢 かい 南の 國へ 旅立って、 夏に はまた 我々 の 方へ 歸 つて 

來る。 彼等 は 冬の 間 を アフリカで， 经る ものと 見える。 なぜ なれば、 我々 は 一度、 一 羽の 死んだ 白鳥の 胸に、 一本の 矢 

を 見出した が、 それ を ブル ゥ メンバ プ ハ敎投 は、 アフリカ 人の もの だと 斷定 したから である。 あはれ な 鳥よ！ 胸に 矢 

を 受けながら も、 彼 は 北の 古巢 へと、 そこで 死なう とて 房って 來た ではない か。 けれども 多くの 白鳥 は、 こんな 矢 を 

^けて、 その 旅 を 架す 事が 出来なくて， 大方、 燃える やうな 沙漠の 中に 力なく 取り 殘 される か、 または、 今 も 翼 をぐ 

たりと 垂れて、 埃 及の ビラ ミヴド の 上に とまって、 北の方 を、 ハ ンノ オズ ル 國の凉 しい 夏の 巢を あこがれ 望んで ゐる事 

であらう。 

1 八 二八 年の 晩秋に、 私が 南の 國 から つて 來た 時に (しかも、 胸に 燃える やうな 矢 を 受けて〕 私の 道が 私 をゲ" ティ 

ン ゲンの 附近に 導いた、 私 は 馬を換 へる ために、 かの 肥った 女友達、 驛遞 局長の 妻の もとに 立 寄った。 私 は 彼女 を 長 

い 事 見なかった が、 この 人の 善い 女 は、 大變變 つて ゐる やうに： a えた。 彼女の 胸 はやつ ばり 城砦に 似て ゐ たが-, それ 

は 旣に鸾 瑕され た それであった。 镜堡は 開放され て 二つの 主 塔 は、 垂れ 下った 廢墟 にす ぎず、 一人の 番兵 もも はや 入 

口 を 張って はゐ なかった。 心 は、 堡砦は 破られた の だ。 默 者の ピィぺ ル から 聞く と、 彼女 は ホフ マンの 小 說に對 す 

る 興味 さへ も 失って、 今では 秦 床に 入る 前に、 一層 餘 計に 火酒 を 飲む とい ふ。 それ はまた 一 層 手輕な 事で ある。 なぜ 

なれば、 火酒 は 人々 が 自家に 於て すら 常に 備へ てお くもので あるが、 ホフマンの 小說 は、 それに 反して、 四時 間 も か 

かる ゲプ ティン ゲンの ドィ エルリ プヒ 貸本屋から 取 寄せねば ならぬ からで ある。 馭者の ビィ ペル は、 小さな 男で、 その 

上 まるで 酢 を あ ふって、 それです つかり 縮んだ やうに 酸つ ばく 見えた。 私が この 人間に 驛遞 局 長 夫人の 妹の 事 を 訊ね 

ると、 彼 は、 「マド モア ゼュ. ソ フィァ は、 追つつ けなくな ちれ ませう、 今でももう 天使 そっくりで さあ」 と 答へ た。 い 


かに それ は 上品な ものであった 事 だら う、 酸つ ばい ビィ ペル さへ も、 彼女が 天使で あると 云 ふの だ！ そして、 f 

その 長靴 を 穿いた 足で、 ぶん-ふん 飛んで くる 羽 蟲を追 ひながら， この 事 を 云った ので ある。 5 ては警 し、 白色で 

あった 驛舍 は、 その 女主 人 同 樣に變 化して、 病氣の やうに 黄色くな つて、 そして その 壁に は、 深い 皺が 寄って る こ。 

中庭に は壞れ た 馬車が f つて ゐて、 i の 山の 傍らの 棒杭に はず-ふ 濡れに なった 眞 赤な 馭者の 外套が、 乾して あつ 

た。 ト モア-セラ ソフ ィァ は、 上 の窓 のと ころに 立って、 本 I んでゐ た、 そして 私が 彼女 を 見上げた 寺 こ、 1^ 

び 彼女の 手の 中に、 モロッコ 皮の 囊の金 緣の本 を 見出した、 それ は 再び ノブ リスの オフ テル ディン ゲンで あつ，」。 彼 

女 はやつ ばり 繰り返し， 返し この f 讀 んでゐ たの だ、 そして 彼女 は そこから I を讀み 出した の だ、 彼女 は 輝か 

しい 影の やうに 見えた。 れ ども、 彼女 は今靈 的な 美し さ を もって ゐて、 その 目撃 は 私の、 し を最 も 傷まし く 動かし，， 

ので ある。 私 は 彼女の 蒼白い 瘦 せた 兩手ま つて、 彼女の 靑ぃ 眼をぢ つと 見入って、 つ ひに 彼女に うた、 「マド モア 

ゼュ. ソフ ィァ、 お 加減 はどうで すか？」 I 「ええ、 いい 具合です わ」 と 彼女 は 答へ た、 「そして、 今にもつ とよくな 

ります わ！」 そして 彼女 は 窓の むかう の 家から 遠から ぬ 小 丘の 新しい 墓地 を 指さした。 この あらまな 丘の 上 こま、 た 

つた 一 本の 小さな 見窄らしい 皇が 立って るて、 その 枝に は f まりの まま まかって き、 樹は 夕風？ こ、 

生きて ゐる樹 の やうで はなく、 樹の 幽靈の やうに 動、， てゐ た。 

この 塞の 下に、 今、 マド モア •  セラ ソフィ ァは撗 はって ゐる。 「そして、 彼女の 殘 した i は、 赤い モロ. コ 皮の 蜜 

の 書物 ノブ リスの 力 イン リプヒ • フォン. オフ テル ディン ゲン は、 今 現に 私の 書 卓の 上に 橫 はって ゐる. そして 私 ま、 

この 章 を 書く ために、 それ を 利用した ので ある。」 

この 謹な ハイネの 豪 は、. その 儘、 美しい 詩と して 贖む 事が 出 fo これ は 彼の 囊な 批評 51』 中の、 ホ 

フ マンと ノ グリスと を 比 i 評した 一節で、 ま マンと 火酒と I 出した の は、 ここに 譯 出しなかった この 章の 擎 
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こ昭； i さ. f るた めの 彼の 技巧で ある。 マド モア ゼュ *ソ ブイ ァ其人 も、 もとより ハイネの 小說に 外なら ない。 が、 それ 

は ノブ リ スの詩 入と しての 特質 を 明確に する に は、 極めて 適切な 案出で は あるまい か。 

ノ グリスの ソ フィァ は、 まこと は、 ゾフィ ィ. フォン *キ ユウ ンと： K ふ。 ノブ リスが 知った 時、 彼女 はま だ 十二 歳の 少女 

であった け， r ども、 大變 早熟で、 怜俐であった ので、 彼女 は 二十 三 歳の 靑 年に、 あだか も 一人の 處 女の 如き 牽引力 を 

及ぼした ので ある。 彼女の 容貌 は氣 高く、 大きな 表情に 富んだ 眼 を もって ゐた、 その 氣高 さは、 ノブ リスの 如き 詩 入 

ならぬ 人々 から も、 天女と 呼ばれた 程で ある。 しかも 彼が 全人格 を 打 込んで 愛した この 少女 は、 僅か 十五 歳で 死んで し 

まった。 若し ゾフィ ィが 永く 生きて ゐ たなら ば、 世間 的な 平凡な 女と 思 はれる やうに なった かも 知れない。 が、 彼女の 

夭折 はノプ リスの 頭の 中に、 彼女 を 完全に 理賴 化して、 眞に 天女の やうに 思 はせ たので ある。 ゾフィ ィは 今や、 彼の ミ， - 

ゥズ、 彼の ベア トリ チェ、 彼の 理想の 象徵 となった。 

ゾフィ ィが 死んだ 時 、ノブ リス は絕 望の あまり、 自分 も 一緒に 死なう と 思った。 そして 夜になる と、 彼女の 墓の 畔り 

に 行って、 深い 冥想に 沈みながら、 嘵を迎 へた。 そして、 深い 悲哀の 籠った 日記 を霤 いた。 その 日記に は、 毎日、 ゾ 

フ， ィの 死後 何日と 記された。 

今、 その 頃の 日記の 一節 を 掲げて 見よう。 

「五月 五日、 ゾフィ ィの 死後 四十 八 曰。 朝、 いつもの やうに 君 を 想 ふ。 散策す。 途中 心地 爽 かにして 冷靜 なり。 我 は 今、 

更にす ぐれ、 更に 深遠に 到らむ とする が 如し。 深夜， 我 はさながら 生ける が 如き 君が 橫 向きの 面影 を 目に したり。 特 

長 ある 身振りと 服装に て、 我 は 容易に 君なる を 知りし なり。 夕暮、 何事に つけて、 しみじみと 君の ことのみ 思 ひ 出で 

ぬ。 神 は 今に 到る まで、 いと やさしく 我 を 導け り。 今より 後 もまた しか 爲 した まふべ し。 

五 BP 十日、 ゾフィ ィ 死後 五十 111 日。 食後 園に 出で て 心地よ き 散歩す。 天氣麗 かなり。 君の ことい とど 思 ひ 出 ださる る 


に、 花 を 摘みて、 君が 墓に 詣づ。 我 はいと 冷靜 なりし かど、 淚 なほ 頗を傳 ひぬ。 ややし ばし 墳墓に すわり ゐ しに、 タ 

の 錄 鳴り響きぬ。 晩餐の 後、 またしても 心 動かされて、 その 席に して、 激しく も 打ち 泣きぬ。」 

この 氣 分の もとに、 彼 はかの 『夜の 讃歌』 を 書いた" そして、 彼の 死への あこがれ は、 歷 史的な 基督 敎の 信仰と 結 

びつ いて 、基督と ゾフィ ィと は、 1 にして 二、  二に して 1 となった ので ある。 今 も 神秘 家と して 重んぜられる ノブ リス 

の 信仰 は、 もともと 異端 的な 傾向 を もって ゐた。 

ゾフィ ィの 死んだ 一年の 後， ノ グリス は その 心の 傷 も 稍 や 癒えて、 鑛山 監督 フォン • シャル パンテ イエの が" ュ リエと" 

婚約した。 ユリ ェはゾ フ，^ ィ よりもず つと 年長の 處 女であった が、 ノブ リスに は、 ゾフィ ィの 再生の やうに 見えた ので 

ある。 この 觀念 は、 やがて 彼が 稿 を 起した 小說 『オフ テル ディン ゲン』 の 中に も 表白され てゐ る。 

オフ テル ディン ゲン は、 かの ワルト ブル ヒの 歌戰 さの 詩人で はなく して、 實は ノブ リス 自身で あると ころの この 靑年. 

は、 その 見知らぬ 旅人の 話に 聞いた 靑ぃ花 11 それ は 完全な 滿足、 一 切の 幸福の 象徵に 外なら ない —— を たづね て、 

遠い 旅に 出る。 そして、 かの クリング ソ，. 'ルの 娘の マティルドの 跟の 中に、 つ ひに それ を 見附ける ので ある。 そして、 

ゾフィ ィに 外なら ない マティルド は、 オフ テル ディン ゲン を殘 して、 溺れ 死んで しま ふ。 ゾフィ ィ 後の 悲魔、 『夜の 讚 

歌』 の 情調、 そして 再びの 湾 泊の 後に、 死の 國 から 離れて、 彼 は I 人の 祌祕 的な、 不思議な 女性 を 愛する やうになる、. 

チ ユア， ネと 呼ぶ その 少女が、 li ユリ ェ. フォン. シ * ルバ ンテ イエ を 想起させる —— マティルドの 再生と S3 は る。 

ゲェテ の 『ヰル ヘルム. マ イス テル』 の あまりに 世俗的な 事に、 換言すれば、 詩が 現貲に 屈服して ゐる 事に あきたら 

アポ テオ ゼ 

なかった ノブ リスが、 詩の 神格化 を 志して 書いた この 小說 は、 最後に、 1 つの 深奥な 比喩と なり、 神韻 標渺 たる 夢幻 

境に 入って、 夢が 世界と なり、 世界が 夢と なる。 オフ テル ディン ゲン は、 ノブ リスの 言葉 を 借りて 云へば、 「詩人 中の 

詩人と なる」 ので ある。 けれども、 ノブ リス は、 その 生涯と ともに、 その 小說を も、 {1^|しく未完のままに捨てなけれ 
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ばなら ない。 彼 は その 婚約の 女 をも殘 して、 胸の 病の ために 死んで しま ふので ある、 ゎづか 二十 九 歳で …… 

私 はこれ を 書きつ つ、 若く してみ まかりし 一 人の 哲學者 を 念；. 叫に 置いた ので ある。 私が 想 ひ 起さずに ゐられ なかつ 

た その 人 は、 『聖 フランシスの 小さき 花』 の譯 者で ある 久保疋 夫君に 外なら ない。 彼が 未だ 一高に あった 時に、 私 は 偶. 

然、 一 人の 文學 者の 書齋 で、 彼と 知合に なった。 口 マン ティ シズム —— 殊に 獨 C 浪漫派に 對 する 愛が、 同年 配の 二人 を 接 

近 させた。 私 は 彼と 書翰 を 往復し、 その 招きに よって、 駒 込の 奥に あった 彼の 家 を 訪ねた。 有名な 漢文 學の 大家で あ.. 

る 兄の もとにあった 彼の 書齋に は、 彼の ゑが いた 水 彩畫が あり、 彼の 奏でる ゲ アイ ォ リンが かかって ゐた。 それらの 修 

得の ために、 おのおの その 師の もとに 通って ゐる事 を も、 その 時 私 は 聞いた。 けれども、 久保君 は そのために 書物 を. 

讀む 時間 を 失 ふやうな 事はなかった。 その 事 は、 君の 豐 かな 文學 上、 並びに 哲學 上の 知識に よって 知る 事が 出來 るの 

であった。 

君 は 殆んど あらゆる 11 と當 時の 私に は 思 はれた 11 文學に 通じて ゐた。 が、 タウ レル ゃェ" クハ ルトの 如き 中世の 

神祕 家より、 スト リンド ベルク、 ペラ ダンの 如き 近代の 改宗者に 至る まで、 その 與 味の 中心 は、 宗教 的文學 に、 神 祕主. 

義の 方面に あった やうで、 就中、 セント • フランシス は 君の 愛好の 聖者で、 君 は その 時、 旣に ョニル ゲン センの 『聖フ 

ラン シス』 を譯 して ゐ たと 思 ふ。 (その外に も、 君 はま だ澤 山の 譯稿を 持って ゐた) で、 ノゲ リスの 話 も、 勿論 二人の 

問に 匿々 取 交された。 君 は 『オフ テル ディン ゲン』 を 愛好して ゐた、 また 『斷 想』 を も。 ノブ リス は 醇乎たる 抒情詩 人 

である けれども、 また 哲學 者と しても 重んぜられて ゐ るが、 それ は 主として この 『斷 想』 によるの である。 

當 特の© 弱な 屋根裏の 自炊 生活 者で あり、 不完全な 文學の 徒弟であった 私 は、 かう した 君の 生活と 知識と に對 して、， 

始んど 崇拜に 近い 感情 を！： 驗 した。 そして ある 時、 君が その 詩稿と、 小說の 草稿と を 示して くれた 時、 私の その 感情 は 

更 1^  ISP! 向めら れ たので ある。 それらの 幾分 は、 第一 高等 學 校の 校友 會雜 誌に 掲げられて、 私 も その 二三 册を 君に 贈 


られて 今な ほ 所持して ゐる箬 だ。 そして、 それらの 作品 は、 極めて 口 マン ティ プク な、 中世 的氣 分と、 幾分 近代 風な 感 

情との 不思議な 混 清 を 示して ゐ たやう に 思 ふ。 殊に、 私の 注意 を惹 いたの は、 その 新しい、 殆んど 完全に 歐文 化せら 

れ た文體 であった。 とにかく、 その： s: 容の 意義 は 姑ら く 措く としても， かう した 君の 努力 だけで も 私 を 驚かす に は 十 

分で あつたの だ U 

その後、 私の 身の上に 變 動が 起った のと. 君が 京都に 赴いた のとで、 二人の 交際 は打絕 えてし まった。 近年、 私 は 

ある 霄肆の 好 鼸譯を 求める に會 して、 ふと 當 時の 君の 努力の 數々 を 思 ひ 出して、 舊 稿の 飜譯も あらば と、 遙 かに 書 を 

京都なる 君の もとに 致して 懇望す ると、 君は久 潤の 辭 とともに ダンテの 『新生』 の 譯を经 つて くれた。 けれども、 そ 

の 時分に は、 君 は 最早 以前の やうな 詩作に は 耽る 事な く、 專ら 純粹の 哲擧者 風に なって、 更に 大學院 に 入って、 より 

^緻な 思索 を續 け、 ナトルプ など 1^ 譯 して ゐ たやう である。 かう して 私 はまた、 長い 事 君の 消息 を 聞く 事がなかった。 

ところが 其 後 偶然に も、 私 は 君が もはや 此^の 人で ない 事 を 耳に した。 それ は 君が みまかった ずっと 後であった。 が、 

私 は 事の 意外に 驚いた のであった。 

私 は ノブ リス を 思 ふとき、 かの 私が 君の 才能と 生活と に對 する 嘆賞に 包まれて ゐた 頃の 君の 風 丰を想 はずに はゐら 

れ ない。 ノブ リス はかの 主の 膝に やすむ 事 を 許された 聖ョ ハネの 面影が あつたと 云 はれる。 久保 君の 當 年の 面影 は、 

その ノブ リス を さながらの やうに、 當 時の 私に は 思 はれた の だ。 おなじく 廣く 高い 額、 おなじく まろやかな 顏 11 た 

だ ノブ リスの 如く  r 殆んど 明な」 代りに、 君 はむしろ 色の 淺黑ぃ 人であった けれども。 それで、 私 は 嘆賞の 念から 

して、 或 時、 

「君 は 何 處かノ グリスに 似て ゐ ますね」 と 君に 云った。 すると、 君 は 少し はにかんで、 

「あんなに ガイス ティ ッヒ だとい いんです が …… 」 と 云った。 
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しかも 當時、 私 は 君が ノ グリスの 如く そんなに も 夭折すべき 人 だと は 夢にも 思はなかった ので ある。 君の 死 を 知つ 

た 時、 私はこの旣に忘れてゐた^^話をゅくりなくも思ひ起した。 

今、 私 は 久保君 を 思 ふと、 自分が 君 を 知る こと、 ノブ リス を 知る 程に も 至らなかった 事 を 思 はずに は ゐられ ない。 - 

そして、 今 はまた 知る 道 もない。 然し、 久保 君が 別に 纏った 業 緩 を殘す 事が 出来なかった にしても (彼の 硏究の 未だ 

發 表されぬ ものが あるか も 知れない が)、 その セント • フランシス に關 すろ 飜譯 だけで も、 君が 我々 よりょく 生きん 事 を. 

ねが ふ ものの ために 寄與 したと ころ は、 決して 輕少 ではない。 そして、 君の 多くの 靑春 時の 記念 は 、一人の ロマン ティ 

ゲルの 面影 を 懐し く 思 ひ Si ばし める であらう。 それ を 思 ふと、 私 は 君と 共に 讀んだ フランツ. ブライの 『ノブ リス』 の 

最後に 置いた 「第三 § の 殿堂 は遲々 として 建設され る。 その 土 臺にロ マン ティ ケルは 第一 の 石 を 置いた。 そして その 

上に、 ノブ リス は 彼の 血 を 1 杯充 たした 贄杯 をう つして 云った、 これ は 私の 酒で あると …… 」 と いふ 言 紫 を 想 ひ 起す 

ので ある。 

これ を もって、 この 1 文 を 結び、 そして、 それ を 久保正 夫君の 靈に 捧げて、 その 記念に したいと 思 ふ。 

シュ リイの 愛の 哲學 

1 八 二三 年、 八月 十四日。 

伊太利 ピサの 海岸。 

そこに、 三人の 男が 立って ゐた。 

彼等 は 目 を擧ぱ て、 前に 横 はる 露 蒼な 海の、 眞 夏の 日光に 輝く 波 を 眺め やった • 


ゴ ルゴ ナ、 カブ ラヂ、 エルバの 島々 が、 その きらめく 波の 間に、 美しく 檐の やうに 浮き 上った。 

彼等のう しろに は、 アベ ナインの 山な みが、 鮮 かに、 滑 かな 肌 を、 くっきりと 靑 に 高めて ゐる" 

その 三 八の 男 は、 トリ ロォ 二、 リイ *ハ ント、 そして バイ ロン 卿で ある。 

彼等 は 今日し も、 その 水死した 友人の 11 我が バァシ ィ.ビ ノン ュ *シ- リイ その 人の —— 死骸 を 火葬しょう とてる ので 

ある。 

それ は 美しい 日であった、 壯麗な 眺めであった 11 

彼等 は その 周圜の 壯麗な 風景と、 その 足 もとの 砂 中に 橫 はろ 靈 魂な き 一 つの 肉 堕と を 思 ひ 合せて、 暫く 沈默を 守つ 

て ゐた。 

シ H リイが その 新造の ョ プト、 ェ T リエル 號に If つて、 レリ チ から レグホ オンに 行って、 ハントの I 家に 會 つて、 彼 

等 を その ピサに 借りた 家に 移らせて、 再び レグホ オンに 歸り、 それから 友の ヰ リア ムスと 二人、 レリ チを さして 出 鼓 

したの は 七月 八日の 午後であった。 

ェ- リヱ ル號が 出港して から、 望遠鏡 もて 友の 船 を 見经 つて ゐた トリ ロォュ は、 その 友の 水夫が、 水平線 上に 現れ 

た 雲 や、 海上 を立罩 めた 靄 を 指して、 彼に 注意した。 シ" リイの 船 は その 露の 中に 全く 姿を隱 してし まった リ 

やがて、 彼が ただならぬ 物音に 晝寢 から 眼を醒 ますと、 港內は 恐ろしい ir きて、 船と いふ 船 は あはて ふためいて ゐ 

た。 海の 方から 恐ろしい 響が して、 签は 鳴り はためき、 雨と 風と 雷と に、 耳，， -聲 せんば かりであった。 二十 分 程して、 

その 恐ろしい 暴風雨が 一過した 後、 彼 は 友の 船が 見え はしない かと 沖 を 凝視して ゐ たが、 つ ひに 見出す 事が 出來 なか 

つた。 それで 今度 は、 港に 逃げ 歸 つた 船 を 調べた が、 何の 手がかり もなかった。 

不安と 捜索との 七 八日 を 過ぎて 後 * 海岸に 二つの 死 iiss が 上った。 その 一 つ は、 ギア *レ プヂォ に 程遠から ぬ處 にあが 
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つた。 顏ゃ 手な ど 外に 現れて ゐる 部分 は、 もはや 肉が 失せて ゐた、 けれど、 その すらりと した 身體 つきと、 その ジャケ 

タの 一方の ポケットに ソフ * クレスの ー卷、 他の ボケ プ トにキ イツの 詩集 を兒 出した ので、 それが シ H リイの 死骸で ある- 

事 は、 E;^ 早 や 疑ふ餘 地がなかった。 それで、 死骸 は ひとま づ 砂の 中に 埋められた。 

シェ リイ は 異常に 水 を 愛して ゐた。 彼 は その 生涯の 半ば を 水の 上で 過した と 云っても いい 位で ある 。旣に 少年の 頃 か 

ら、 彼 は 水 を 愛して、 水の あると ころに は、 必ず 舟 を 浮べよう とした。 紙がない 時 は、 五十 薛の 紙幣で 舟 をつ くって、 

池に 浮べた。 . 

そのく せ、 彼 は 泳ぎが 出來 なかった。 

ジチ不 エダの 湖畔に 夏 を 過して、 バイ ロンと 湖上に ボ オト を 浮べて、 周遊した 際、 一 曰、 風が 强く なり、 波が 立って、 

今にも 舟が 擾ら うとした 時に、 彼は靜 かに 落着き 拂 つて、 從容 として 死 を 待った。 彼 は 水 を 恐れなかった の だ。 

ビサ では、 木框に 防水布 を 張った ばかりの 舟に 乘 つて、 アル ノォに 浮んで、 その 生命が けの 舟遊びで 人 を 驚かした 0 

また、 その 舟で 深いと ころまで 漕ぎ出して、 同雜 者に 玆で 死なう と 云った 事 さへ あった。 

とりわけ、 海 はシェ リイの 情熱であった。 ブランデスの 所謂 r サ ラマン デル • ナトウ 1 'ル」 なる 彼 は、 侮の 上で、 然ぇ 

る B 光の 下に、 ボ オトの 中に 橫 はって、 その 靈 的な 顔と、 しなやかな 手と を 曰に 焦がせながら、 美しい 詩 を 書いた の 

フ 

水に 死ぬ の は、 或 ひ はシェ リイの 豫定 された 運命であった かも 知れない。 

^し、 今 かう して まざまざと、 見る も 無慘な 死骸 を 見た 時 は、 友人 思 ひの やさしい トリ 口 ォ 二の 心 は どんなで あつ 

たらう。 

當時、 その 地で は、 ペストの 豫防 のために、 海から 打 上げられた 死 綾 は、 すべて 燒 却され る 規則に なって ゐ た。 そ 


れで バイ B ン たち はこの 事情 を 利用して、 その 友の 死骸 を、 故人の 性格に ふさ はしく、 希 腿 風に、 異鄕 的な 埋葬 をし 

ょぅと決^！した。 

\X  ，ざ 

香料， ^精， 盥、 油な どが、 積 上げた 焚 木の 上に 振り かけられた、 古き ヘラスの なら はしの やうに。 

1 羽の 小さな 鳥が 焚 木の ま はり を 飛びめ ぐって、 飛 ひ 去らう ともしなかった。 

火が せられた。 ぬに さっと 金色の 條 となって 立ちのぼった。 

トリ ロォ -I が、 淸ら かな 砂の 中から 掘り出す のが、 ：^; 慘な惡 業の やうに 思 はれて 躊躇しながら も • やう やく 勇 を 鼓 

して、 掘り出した 死骸 * は、 その 焰の 間で 燒 けて 行った。 

けれども、 不思讀 な 事に は、 その 心臓た け は燒け 失せなかった。 心臓 だけが その 儘の 彭で 燒け殘 つた。 

トリ ロォニ は、 この 造 物 を 燃える 火の 中から 引き出した、 引き出さ うとして 彼 は 手 を 焦がした" 

その 心臓 は、 トリ "ォ -1 が 貰った。 そして、 後に、 それ を 詩人の 妻の メ リイに 贈った。 彼女 は それ を 絹布に 包んで、 

「アド ネ ェ ス」 の卷の 中に 狭んで ゐた 事が、 彼女の 死後に 發 見され た、 そして、 それ は 遺子の フロ オレン スが 死んだ 時、 

一緒に 葬られた とい ふ。 

火葬が すむ と、 シュ リイの 遣 骨 は、 彼が 生前、 これ 迄 見た 最も 美しく 神々 しい 墓地と 呼んだ， 羅 馬の ビラ ミ.， ト形を 

した セス ティ ウスの 萬 碑の 下なる 英 人の 墓地に 埋葬され た〕 彼の 愛 兒ヰリ アムの 墓 の 際に。 そして- その 墓標 を、 リ 

ィ* ハ ントが 羅典 語 もて 書いた。 

Percy  Bysshe  Shelley,  Cor  ccrdiu ョ， Natus IV.  Aug.  AIDCCXCH  obiit  VIII  Jul.  MDCCCXXII 

パァシ ゴ ビプ シュ： ン H リイ、 心の 心- 一七 九 二 年 八月 四 曰 生、 一八 ニニ 年 七月 八日 殁。 

Cor  ccrd;l 二 1 ( 心の 心) と は、 いみ じく も 云 はれた 言葉で ある。 
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トリ 口 ォ 二が 焰の 中から 靡 ひ 取った シ. - リイの 心 職 は、 並なら ず 大きかった と 云 はれる。 火 も燒き 難かった この 心臓 

こそ、 まことに シュ リイの 中の シ H リイであった。 詩人 シ H リイの あの 近代の 臭氣に 染まぬ 高揚せ る 詩篇の 崇高 美 も そこ 

から 生れた。 彼の 4}^ 涯の 苦難と 破 とも また そこから 生れた。 

十九 歳に して、 オック スフ ォ ー ド にあって、 周 園の 偽善 と 噴 落と を槪 して、 『無神論の 必然性』 なる 小 册子を 印刷して、 

教授 や 知名の 人々 に经 つて、 ために 學校を 放逐せられ、 つ ひに は 父から も 勘當 された シ H リイ。， 

そのお なじ 年の 若さで、 マウント *ス トリ イトの 珈琲 店の 娘- ゎづか 十六 歳の ハリエットの 境遇に 同情す る あまり、 

義俠 心から 無分別な 結婚 をして、 その 罪 を 重く 償 はねば ならなかった シ H リイ。 

ゴド ヰンの 過激な 無政府主義 的の 想に 共鳴し c、 自ら 新妻と ともに ダブリンに 赴いて、 愛蘭 解放 運動 を激勵 した 

バンフ レ" トを 撒き、 政治 演說を もして 歩いた シ H リイ。 

S 民 救 濟を發 願して、 彼等の 看病 をす るた めに、 倫敦の 病院に 通って、 醫學を 研究して、 自ら 重い 病氣 にか かって、 

肺病の ために 死ぬ 事 を ！ それ は 快癒した けれども 11 醫 1<P にか：： げられ たシ H リイ。 傳染 病の 蔓延して ゐる 村々 の 貧民 

を 訪ねて、 自ら 危險な 眼の 炎症 を 得た シ- リイ。  . 

マ ァロォ の佗伟 居で、 その 僅かな 收入を さいて、 附近の 民に 惠み、 彼等の 病床に 附き添 ひ、 貧しい 女に その 靴 ど 

やって、 自分 は 跣 足で 歩いた シュ リイ。 

ハム ステ サド *ヒ イスの 丘で、 isfr に 惱んで 倒れて ゐる 貧しい 婦人 を；！： き 起して、 遠き 灯 かげ を 目 あてに、 そこなる 

農家 の戶を 叩いて、 その 女 を 瞞着 者 だと 云 つ た 主人と 爭 つた シ エリ ィ。 

しかも、 その シュ リイ は、 當 時の 英吉利 人に は、 危險な 無神論者で、 恐るべき 不 道： i な 男で、 厭 _sl 心すべき 惡魔 派の 詩 

人であった。 ， 


彼 は その 最初の 妻ハ リエ， ト との 中に 生れた 子 を、 法律の 手に 奪 はれて、 第二の 妻メ リイとの 問に 得た 子 を 再び 窓 は 

れぬ ために、 永遠に 英國を 見捨てねば ならなかった。 

ピサの 郵便局で は、 その 名 を 開き 知った 一 暴漢の ために、 これが 「呪 はれた 無神論者の シ， < リイ か」 と 唾棄され て、 

無禮な 凌辱 を 受けなければ ならなかった。 

生涯、 公衆から 迫害され， 嫌忌され て、 その 詩集 は 百 部 を： M り盡す 事 を 難しと し、 『アド ネ エス』 や 『ェビ サイ キ ディ 

オン』 に 至って は、 十 部 を さへ 費る 事 を なかった。  - 

彼の 友 トリ ロォ- 一は、 はじめて シ，' リイと 會 つた 時、 その 處 女の や、 つな 纖 細な 容貌と、 はにかんだ 態度と、 細く ii 奢 

な 姿と を 見て、 これが あの 不道德 な 怪物、 惡齊 派の 首領と 罵られて ゐろ 人で あらう かと 疑った。 

今、 英吉利に は、 シュ リイ 1^ 當 時の 定評の 如く 考 へる 愚者 は 一 人もゐ ないで あらう。 偏見の 力の 恐ろし さよ、 愚劣 

さよ。 

彼 は 或る！ f 會に、 詩句の 一行 を 臘 語で 書いた、 「われ は 博愛、 王義 者な り、 民主々 義者 なり、 無神論者 なり。」 と。 

そして 「これが シ， - リイの 生涯と 作品と への 序樂 である」 と ブランデス は 云った。 そして、 思 ふに こ S1 行に、 彼の 全 

不幸が かかって ゐた とも 云 ひ 得られる であらう〕 

ブ ランデ ス はシ- リイの 社會 思想 を 論じて、 「彼の ラデ イカ リズム は、 彼が その 時代から 五十 年 進んで ゐ たからの みに 

適ぎ ない」 と 云って ゐる。 恐らく- さう であらう" 然し、 彼の 不幸 は、 單 なる 五十 年の 差異に のみ は 基かなかった" 

彼 は あまりに 純潔で、 あまりに 誠實 で、 あまりに 愛に 燃えて ゐた。 それが 謂 はば、 彼の 罪過であった であらう。 何 

となれば、 此世は あまりに 純潔なる 人の 適地で はなく、 あまりに 誠實 なる もの は 傷つき、 あまりの 純 t おは 難破すべき 

蓮 命に 置かれねば ならぬ からで ある。 そして， その 純眞な 愛すら も、 人間性の 桎 捲の 中に 在って は、 展々、 隱 された 
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る エゴ イス ムの 影と 見える 場合が あり 得る ので ある。 

シ H リイの 如き 人に とって は、 人間 世^の { み氣は あまりに 混濁に 過ぎ、 人生 は 彼に とって、 元來、 一 つの 追放に 類す 

るので は あるまい か 。そしてた だ 死の みが、 眞の エリ ジゥム であり 得る ので はなから うか。 シ H リイの 失敗した 理制美 

の 探求者が、 社會 改造の 熱 者が、 常に 死に 憧 m し、 死に 到達し、 死に 救濟 される の も 理由の ない 事ではなかった。 

と 同時に、 彼が 熱烈に 靈 魂の 不滅 を 信じて ゐ たの も、 十分の 共感 を もって 理解され るので ある。 

シェ リイ は プラト 二 ストであった。 彼 は 自ら プラト オンの 『餐 《が』 を英譯 した。 彼 は社會 改造に 於いても、 人と 人と 

の 愛 を その ®^ と 見て、 「人々 の 間に 愛がなかったならば、 いかなる 制度 をつ くらう とも- 依然、 不平等の 繼賓こ i フ、 立 

つに 過ぎぬ であらう」 と 云った。 いな 更に、 「愛 は單 に、 人と 人と に 止まらず、 一切の 事物 結び 附 ける 羅詳 でも あり、 

又 法え でも あろ」 と 云った。 正義 も H 由 も、 彼に とって は、 羅竟 愛の 發 露に 外なら なかった。 

シ， - リイ は 『愛の 哲學』 と する 詩に 於いて かく 歌った 1 .  , 

泉 は 河と 溶け合 ひ、  • 

河 は 海と 溶け合 ふ、  - 

tii なる 風 はと こしへ に 

た の し ュざ 思 ひとまざる。 

ひとりなる もの 世に は あら じ • 

すべて は 神の 法則に よりて 


ひとつの 靈と 溶け合 ふ を 

など 相 寄らぬ、 君と われの み。 

見よ、 山 は {t}l とくち づけ 

波 はかた みに 抱き合 ふ を、  . , 

もし そのと もや 斥けな ば、 

花 はいかで かゆろ されむ。 

曰かげ は 地 をば かいいだ き  " 

月 かげ 海に くち ふると も、 

何 かせん、 この くさぐさ も、 

君 だに われに くち ふれず ば。 

しかも、 愛する もの は惱 まねば ならぬ。 その 愛 は 匿々、 常に、 裏切られなければ ならぬ の だ。 爾餘は 措いて 問 はず、 

彼 は その 結婚 生活に 於いて、 女性への 關 係に 於て、 ハ リエ プトに まづ幻 域し、 理想的の 妻であった メ リイに さへ も 未だ 

満足せ ず、 かの 「ェビ サイ ギディ オン」 の 理想の 女性 エミ リア •• ウイ * ウイ ァニ にさへ 幻滅し なければ ならなかった。 愛の 

哲 if の、 露實 はおい- 

I ェビ サイ ギディ オン」 — この 靈 魂の 詩人の 靈 魂の 歌に ついて、 よりよ き 入の、 より 知識に 富んだ 言. 紫が 聞かれる で 

あらう、 また 聞きたい と 思 ふ。 私 だけで 云へば、 その 奥で 再び レオ パル ヂの 「愛と 死」 に 遭遇して、 胸の 底なる 憂愁 
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の 思 ひ を 更に 新たに せられた のであった、 シ リイ は 決して 悲觀 主義の 詩人ではなかった のに 11 。 

キ イツの こ ひぶみ 

「今 は夕暮 のし V まです。 しづかに ペン を 持つ 手に も、 冬の 冷た さが r ル みて 來 ます。 新しい 春の け は ひも 見え ませぬ。 

からだに はよ くありません が、 冬に は 冷たい 慰めが あります。 パアン ズが冬 を 一 ^ 愛した やうに、 冬の 夜 木枯を 聞き 

つ >t、 キ イツの 一句 一句 を 味って 行く 事 は、 私に は、 どんな 事に もまして 大きな 喜びです。」 

片瀨に 孤 鶴の 生活 をして ゐる 私の 若い 友達が、 今年の 正月、 私に くれた 手紙に かう 書いて ゐた。 私と 同じ やうに、 

ハイネ を 愛し、 シェ リイ を 愛し、 レオ パル ヂを 愛して ゐる友 は、. 今、 また キ イツに 親しんで ゐ ると いふ。 

「ノ グリスの やうに、 キ イツ もまた 美しい、 き はめて 美しい 人生の 幻 を 愛して ゐ ました。 幻 を 見て ゐ たのです。 私 は 

人生に 對 して、 今 は 幻 を 持って はゐ ません。 然し、 キ イツと 共に かう 云へ るなら ば、 どんなに 幸福で せう。 

Farewell!  I  yet  have  vision  for  the  nicrht,  and  lor  th ひ day  foint  visions  there  is  store: 

夜 は 夜で あるが 故に 存在す るので はなく、 靜 思の 境に 幻 を 築く ために 與 へ られ たのです。 私 は此頃 非常に 晝を 恐れ、 

嫌 ふや. になり ました。」 

「私 は又キ イツ 全集 千 二百 頁の 研究 をして ゐ ます。 隨分沒 頭して ゐ ます。 殊に 書翰 集が 飛 立って すぐれて ゐ ます。 ト 

ルス トイ や ドスト ェ フス キイの 書翰ば かりが、 價 値が ある 事し か 知らぬ 人 は 問題に なりません が、 あなたに は 是非お 

めしたい ものです。 蛇 度い- 1 とお 思 ひになります よ。」 

こんなに 友達 は 書いて ゐた。 私 は それによ つて、 絕 えて 久しい キ イツに 對 する 古い 親しみが 再び 蘇る のを覺 えた。 


若く して 逝け る 詩人 は、 それだけ でも、 常時の 若かった 私に は、 こよな き 魅力 を 有って ゐた。 ノブ リス、 シ H ユエ、 は 

たシ H リイ、 中で もキ イツ は、 最も 若き 詩人ら しい 詩人と して、 殊に、 その 不如意な 境涯の 同感から、 私に なつかしい 

名であった。 キ イツと 呼んだ だけで も、 1 っの美しぃ世界が^|^の目前に現れるのでぁった0 

けれども、 キ イツの 詩 そのもの は、 私に とって は 開かれぬ 喪 庫の やうな ものであった。 それ を 開く 鍵 を 私 は 有た な 

かった。 英語の 學カ を。 もっとも、 當時 すでに 田 山 花 袋 氏の 飜譯 もあった けれども、 私 はもつ と 親しく キ イツ や-知り 

たかった ので ある。 が、 今でも 私 は その 名 だけ はかく も 親しい キ イツの 代表作の 『ハイ ビリオン』 をす らま だ 通 讀 し 

てゐ ない ので ある。 そして、 今 は 誇學カ も語學 力で あるが、 キ イツの 世界 は、 本質的に、 自 分の 世界と はかなり かけ 

離れて ゐる事 を 知って 來た。 私に はシ， - リイの 方が ファミリ ャァ なので ある。 だが、 また それだけ 私はキ イツ をより 高 

く評價 する ので ある。 但、 それ は 英國に 於いて、 キ イツの 評價が 漸次 高まって 来たから とい ふやうな 事情の ためで は 

ない。 

湘 南の 友の 言葉に よって、 私はキ イツ を 私に 始めて 親しい ものにして くれた、 平 田秀木 氏の 『薄命 記』 と 題す る 文 

章 を 想 ひ 起した。 幸 ひ、 この 雷って 私が 繰返し 愛讀 して ゐた 文章が、 一友の 書架から 借りて 來てゐ た 或る 維 書の 中に 

收錄 されて ゐ たので、 私 は 今英學 界の耆 宿で ある 平 田究木 氏の きを- 1 この 三十 年 前の 文 學界の 若い 才人の 筆の 

あと を、 再び 讀み 返して 見る 事が 出来た。 

「行く 河の 流 は 去て か へらず、 ここに 果敢なき ほまれ をと r めて、 墓 邊の幽 花 影ば かりの かほり を 添 ふ、 才は アポ n 

ォ のみた ちに 輝き、 歌 は H オリ アンの 曲を簿 ふ、 彼の 薄倖 多恨の 詩人 キ イツの 如き、 豈 にこの 血と 火の 間に 身 をお き 

て、 花の 如き 天才 を燒 きつく したる にあらず とせむ、 春 夜雨の 音靜 なる を聽 ざ、 燈火を かかげて エンデ イミ オン を讀め 

ば、 幽草 風に 搖ら ぎて 露 香 溢る >f ばかりに、 幽かなる 草 間の 流に 影 をう つして は、 我 を 追 ふ 天地の 悲哀に 瘦せ たる 如 
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く  かこの アド ォネ ー を 想 ふて、 其才の 美しく、 其 運の 拙き を 嘆 かざらむ。 まことに その 詩 を 見れば、 靜 なること 

の. R の 如く、 美しき こと グラネ シアンが 賨像を 見る が 如し、 然 かも その 一 坐 を 見れば 慘々 として 殆んど 語る に 堪へざ 

らむ とす、 アルビ オンの 詩 神が 擅に 桂の 冠 とらむ こと を 想 ふて は、 野心の^ 愈々 熱し 來り、 これと ともに ゥ ェン トウ ヮ 

，スに 心に 染めし 幻影の 去るべく も あらず、 あはれ 一生 は 果敢なき 夢な り、 いみ じき 迷 ひなり、 ただ 炎の 紅なる は、 

露 珠の爐 中に 燃 ゆるが 如く、 孤蝶 金色の 羽 を ひるが へして は、 秋風の 寒き にも ひるまず、 されば ァグ オンの 揚柳 長に 

靑く ワイ マルの 愁ひは 年と ともに 艷 なり、 さも あらば あれ 彼の 才の わかく、 運の 拙き もの 末の世に 生れて、 花の 如 

キ かよわき 心に は、 春の 雨の しめ やかなる をも愁 ふ。 頃 は 耶蘇 曆千八 百 二十 年 九月 十八 日、 秋風 病の 挾 を 吹きて そぞ 

ろ 塞く  ，：？ -く故 國を辭 して イタ リャに 向 ふ。 まこと アル ペンの 風の 冷に、 なほ 夕暮の {r^ の艷 なる にあく がれて、 露の 

香 こぼる るが. g しこの 花に 醉は むと にや、 ナポリに つきし は 十月の 末なる べし、 ピサの 都に ありし シ エレ， 'は あっき 

文 寄せて、 ともに その 薄命の 蓮 を 分た むと せし も、 そこに は 行かず、 羅 馬に 来りて トリ- 1 タァ • デル • モントの ふもと 

なる i に 入る、 病魔い よいよ 瘦骨を 襲うて、 翌千八 百 二十 一 年 二月 二十 四 曰曉の 空に この 多恨の 生 は 終りぬ。」 

まことに 薄命の 詩人 も數 多い けれど、 キ イツの 如き、 その 典型的な 一入で あると 云 ひ 得られよう。 彼 は その 併稱 

せら わる バイ ロン ゃシ H リイの. g き 貴族で はなく して、 倫 敦の貸 馬 車屋の 息子であった。 殊に、 彼の 父 は その 家の 奉公 

人が、 主人の 娘と 結婚した もので、 その 素性 は 全く 分らなかった。 それ をキ イツ は ひどく 氣 にして ゐた。 彼の fjsg に 

對 する 反感 は、 さう いふ 處 から 生れて ゐる とも 1^ はれる 位で ある。 ところで、 この 父 は 彼が 九 歳の 時、 馬して 死し、 

母 は 彼が 十五 歳の 時、 肺 を 病んで みまかった。 母の 死と ともに、 彼は學 校 を 返いて、 エド モントの 外科 醫 I- 常時の 

風習に よって、 醫 者と 藥劑師 と を 兼ねて ゐた—— の 書生と なった。 が、 そんな 散 又 的な 職業に は 辛抱が 出來 なくなつ 

て 文 學で身 を 立てようと 思って、 當時 詩人と して 名の 有った リイ. ハントの 知遇 を 得、 二十 二 歳の 時、 處女 詩集 『ボ 


ェ ムズ』 を 出し、 年 『ェ ンデ イミ オン』 を 出した。 

しかも、 この 『エンデ イミ オン』 は、 いかなる？ CAnI: を 見なければ ならなかった らう。 「ブ ラヴ クウ ーヅ. マガジン」 と 

「ク タリ ィ. レ. ゥュ ゥ」 との 批評家 は、 無理解と 云 はう か、 亂 暴と 云 はう か、 惡意 ある 酷評 を この 若き 詩人に 投げつ 

けて、 「こ；， の 著者 は 詩なん か を 書く より、 藥 局に すつ 込んで ゐた 方が 氣が 利いて ゐる」 とか、 「同じ 飢 ゑるなら 詩人より 

も 欺： 劑師の 方が まし だ」 とか 云 ふやうな 嘲罵 を恣 まにした。 この種の 批評家 は、 いつい かなる 處 にも ゐ るので、 自分の 

揮 ふ 錢槌の 下に、 弱い 詩人の 心臓の 碎け 散る の を、 獸 的な 快感 を 以て 眺め 樂 しむので ある。 我國の 現在の 文壇で は、 

その 惡罵ゃ 誹 誇 は、 とても これ 位の 生やさし いもので はなく、 地獄の 鬼です ら眞 蒼に なり さうな 恐るべき 暴言が 横 一す 

して ゐ るが、 バイ n ンゃシ H リイな ど は、 これ だけで も 激昂して、 その 頃キ イツが 肺 患に なった の は、 この 酷評の ため 

とひと へに 思 ひ 込んで、 シ H リイ は 「クオ， タ リイ. レ. ゥ ユウ」 の 主筆に 書を经 つて、 不遇の 若き 詩人 を かく も 苦しめる 

批評家の 冷酷 を 詰らう とさへ した 程で ある。 然し、 それ は 誤解で、 キイ ッは そのため 心 や 傷つ けられた の は 確かで あ 

つたが、 かかる 妄評の ために 破滅に 陷る ほど 跪 弱ではなかった と 云 ふの が、 今では 定說 になって ゐる。 彼の 母と、 弟 

の トムと を^った 病氣 は、 內 部から 徐々 に 彼の 身を蠶 食して ゐ たので ある。 

二十 HI 歳の 二月、 キ イツけ 始めて 咯 血した。 そして その 七月に、 彼の 名 を 不朽なら しめる 『レエ ミア、 ィサ ベラ、 

セント • ァグ ネスの 逮夜 その他の 詩』 が 出た。 しかも、 これより 先き、 一八 一八 年に、 彼 は その I 生に たった 一人の 戀 

人であった ファン -1ィっフ 口 オン 孃と相 知った、 彼が 二十 三 歳、 彼女が 十八 歳の 折りに。 禿 木 氏が r ゥ-ン トウ ヮァス に 

心に 染めし 幻影」 と 云 はれた の は、 この 東印度 生れの 少女の 面影に 外なら なかった。 

當時キ イツ はこの ゥ H ントヮ ァス. プ レ ェ ス なる 友人 ブラウンの 家に 住んで ゐ たが、 その 前庭と 後 庭と を もった 二 軒 

の 家の 一 つに は 、プロ オン 一家の 母と 娘と が 住んで ゐた。 ここで 彼 は その 戀の はじめの 半 歳 を、 幸福の 中に 過した。 そ 
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して、 翌 I 九 年の 春の 初めに、 かの 1 生の 傑作と 云 はれる 『ナイ ティン ゲ エルに 寄す る ォ，' ド』 を、 プロ オン 家の 庭圓 

の 李の 樹の 下にす わりながら 書いた ので ある。 この 作 は我國 でも、 厨 川 白 村 氏の 評 II によって 廣く 知られて ゐる もの 

で、 彼の 官能的な、 t 〔書： 的な、 IS 麗な詩 風 をよ く 示して ゐる。 

かの 湘 南の 友が 私に 推獎 して くれた 書翰 集 は， 實に、 この ファン-一 ィに與 へた ものに よって、 高い 文學 上の 價値を は 

與 される ので ある。 私 は 未だ それ を 讀む暇 を 持たない が、 ブランデスの 言に よれば、 その 幸福な りし 最初の 短 かい 期 

間に は、 殆んど 一通 も戀文 らしい ものが なく、 その 年の 夏、 はじめて ファン M ィに 書き、 そして だんだん 悲しく 痛まし 

くな り、 最後の 分に 至って は斷 腸の 文字で あると いふ。 

ただし、 ファン-一 ィは 最後まで、 キ イツに 對 して 不親切ではなかった と 云 はれる。 けれども、 彼 はつひに 彼女 A 結婚 

する 事が 出来ない 身であった U 病 詩人 は、 その 秋、 友人の 畫 家セゲ アンに 伴 はれて、 伊太利に 轉 地し- 翌年の 二月 セ 

ゲ アンの 手に 抱かれながら、 羅 馬に 死んだ。 その 死に際して、 彼 は その 自ら 讀 む勇氣 のなかった 愛人の 手紙 を- 柩の 

中に 入れて くれる やうに 友に 頼んだ 。また、 墓碑に は、 次ぎの 言葉 を 刻んで くれと 遣 百した。 Hore  lies  one  whoso  name 

wos  write  in  water. (その 名 を 水に 書きし もの 兹に 眠る) 

然し、 「シ H リイの 魔 杖の 一 觸れ に、 水 は 氷に かたまり、 その 名 は 水晶に 刻まれた やうに、 未來 永劫に 止まる であら 

う」 と ブランデス は 云 ふ。 キイ ッを 悼んだ シ H リイの 『アド ネ エス』 は、 彼のた めに 不朽の モニュメント となり 得る だ 

らう。 然し、 私から 見る と、 ァ ドネ エス は、 キ イツよりも むしろ シ H リイ 其 入に ふさ はしい ので ある。 キ イツに とって 

は、 ただ 彼の 詩 あれば 足りる であらう。 

友の 言葉に よって、 私もキ イツの 書翰 集 を、 そのうち 讀 みたく 思って ゐる。 然し、 今 私が 久し振りで 讀んだ 平 田 氏 

の 『薄命 記』 の 中に 抄出され た 氏の 美しい 譯は、 キ イツの 全集 を 繙 讀 して ゐる湘 南の 友に も、 少 からぬ 喜び を與 へる 


に 違 ひない。 で、 私 は それや 書 キ-寫 して 友に 经 らうと 思 ふ" 

「今日 少しば かり 敬 うつさむ とて、 机に 向 ひたれ ど、 心は堪 へがた きまでに 惱 みて、 筆す すみが たく、 御 もとへ とい 

ささ か認 むれば、 せめて 暫の間 君 を 忘 0 る を 得む かと、 おして 筆と り 候 ひぬ- 今 我心に 思 ふこと 何物 も あらず。 我 1 

生の 嘵 のい ともお ぼっかな きを 思 ひて、 我 忘れよ と 君に すすめし は 昔な りけ り。 まこと 我 戀は我 を 愚と やなした りけ 

む、 世に 君なくて 長ら ふ を 得べき や、 ただ 又 君と 相 見む 折 を 思 ふて、 何事 も 心に つかず。 我 生 はこ こにやみ、 我に は 

これより 外 何物 も 見えず、 我 身 も 魂 も 君が 心に ひきよせら るる 心地して、 我 は 今 何と はなしに、 とけ ゆく やうに 思 は 

れ候。 我 は 今にも 君 を 見む 望な くば、 悲しき に堪へ 難く、 遠き 旅路に 別れ ゆく 心地いた し 候。 君が 心の いつも 變らぬ 

にや、 はたさる 事 も あるに や、 我 戀の今 はてし も 知れぬ やうに 思 はれ 候。  * 

今 君が 文 手に いたし 候 ひぬ、 君と 離れて かくば かり うれしき 事の あるべき、 眞珠の 籠手に したる より ゆたかに も Sii; 

え 候。 たは むれに も 我に つらく し 給 ふな。 我 はむかし 宗教の ために 人々 の命捨 つる を 見て 驚きぬ、 げに おそれ をのの 

きぬ。 今 こそ 知り つれ、 我 は 我 宗教の ために 命捨 つる を 得べ し、 戀は 我宗敎 なり、 そがた めに 我 は 死すべく、 君が た 

めに 我 は 死すべし。 げに堪 へ 難き までに 我心た だよ はし 給 ふ 君の 心に くさよ。 され ど 君 見む まで は堪へ 得べ しと 我 は 

思 ひぬ、 否、 逢 ふての 後 も、 我 はわが 心の 道理 を かき 起して、 我戀の 道理 >- 戰 ひし 事 あり、 今 は 苦し さに それ を もな 

し 得ぬ やうに 思 はれ 候" 我戀の 愚なる ことよ、 君なくて 片時 もながら ふ を 得べき や。」 (平 田 禿 木 氏譯) 

「今日 朝より 頭いた くな やみ、 思 ひ は 千々 に 亂れて 何 をい はむ よしを 知らず、 かく 苦しみの うちに 閉ぢ られて も、 御 

もとに 文した ためむ は、 心すが すがし くよ その 遊びに ふける にまして、 我心 樂 しく 覺ぇ 候" 我心 は 極みな きまで 君 を 
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戀 しぬ。 君が やさしき 姿 を 心に 浮べて、 絕ぇ間 もな きを 思 ひた まへ、 朝に は 君の 來り たま はむ け は ひして、 夕に は 我 

窓に 君の 立ちた まふ 思 ひ をな す。 我 はかって 眼に 見し こと を 心に 描きて、 絕 ゆる 間 もな し。 我心 樂 しきき はに あれ *±、 

我 は 悅しラ 苦しみの うちに あり、 我心うた てきき はに あれば 我 は 悲しき 苦しみの うちに あり。 

我な す 事い ふ 君に つらし と 怨じ給 ふ。 まこと 我 も 君が 心惱 ませ しをいたく 悔 ゆる 時 あり。 ゆるし 給へ， こ は 皆 わ 

が 感情の 鋭き よりな す 心なき 業なる を、 こ は 皆 わが 罪. なり。 かば かりの 心なく、 われ 知らず知らず なせし と 信ずる を 

得ば、 我 はいと 誠 ある 罪人に て あるべく 候。 君が 文に 彼の 言の葉 だに なかり せば、 我 はさら さら 疑 ひの 心 を 捨てて、 

身 も 魂 も 一 つに なり 得べ しと 思 はれ 候。 我 君を捨 つる を？， £ べしと 君 思 ひ 給 ふに や。 我い かに われ を 思 ひ、 また 如何に 

君 を 思 ふか は、 君 知り 給 ふべ し、 されば 我より 君 を かてむ 事の、 いかばかり 苦しき か を 思 ひた まへ。 

我 友の 君 を そしる とい ふ。 我 は その 人々 を 知らざる にあらず、 まこと 其 W の 明に ならむ に は、 我 は 固より 友と は S 

はざる ベく、 否 知り 人と も 思 はず 候" 我 友の 多く 何事に つけても 心を盡 しく るれ ど、 ただこの 事の みは 我 爲す事 を さ 

ぐり、 我 爲す事 を 笑 ふて、 我 死す とも 明かさず と 定めし 心の 秘密 を あばかむ とす。 こ を ゆるせよ と 我 はい ひ 得ず、 我 

は W びその 人々 を 見む ともせざる べしと 思 ひ 候。 もし 我 をば うは さの 種と し 笑 はむ とならば、 私 は 固より その 仲 を 

脱すべき のみ- 我らが 戀の あやしき 鏡に うつされて、 かかる 輩の 觀物 とせられ むこと、 如何に はづ かしき 事なら ず や。 

ただ 世に ひとり、 たと へば 再び 君 を 見ぬ とも、 必ずや 心の 記た ir^ と 永く 君 を 忘れぬ もの ある を 思 ひ 給 はば、 それらの そ 

しり もさら さら 心に かけ 給 ふな" 我に なみなら ぬ 情 ありと いつはり て、 今 は 我を惡 むべき わけある 二三の 人々 を 我た 

しかに 知りぬ、 折 あらば 君に 告 ぐる 時 あるべく 候" これらの 人々 はた だ 君 を 好まず、 君が 美 はしき を そね みて 我 を 永 

く 君より 離さむ とし、 つとめて 君より 遠ざけむ とする なるべし。 人の 心 は 果敢なき ものな り。 これらに 心 止めた まふ 

な。 ただ 我 を 想 ひた まへ。 君が 心よ ろず を 捨てて 我に のみ あらば、 牛； きて この 世に あらむ こと、 如何ば かり 樂 しかる 


べき、 死す る もさまで 苦しから ずと 思 はれ 候" 我は靈 魂の 滅びざる を 信ぜむ とす、 君と 永く 別れむ ことの 如 可 かり 

苦しき を 思へば。 君と 樂 しまむ こと、 ただこの 世に のみ ありと 思へば、 いと も 長き 生涯 もまた 短夜の 夢に すぎず。 突 

は 靈^の 滅びざる を 信ぜむ とす、 ただ 永く 君と あらむ こと を 願へば。 我 名 そしる 彼の の 言き き 給 ふな" 我 世に出 e 

てた だ 君を戀 する より 外な す 事な き 身なりと も、 そ は 早 や 我 名の 聖く これらの 人々 の 口にすべき ものなら ぬに 足る.， 

我 もし 君に つらき 慕 あらば、 我戀 はつらき に まされり と 思 ひた まへ。 彼 はた だ 束の間に して、 これ は 幾 世の 麦まで も 

變らぬ もの なれば。 もし 我に 心 ゆるし 給 ふこと 君 を 汚す こと あらば、 我 君 を 想 ふ 時、 我心の 如何に ひくく、 つゆば か 

りの 傲り もな き 事 を 想 ひた まへ。 我人の 前にて 君が 名 をい はざる ベく、 君.，^また必ず我名ロにし給ふな、 彼の V 々の 

我 を 好かぬ と 思 はれ 候。 

この 文 を 見て 君の 我 見た しと 思 ひ 給 ふや。 病 も 快よ く 今 は 早 や 歩む を も 得べ けれど、 我 は そ をな し an, じ、 再び 君と 

別れむ ことの 如何ば かり つらき を 思へば。 まこと 君と 相 見る 事の 如何に や。 我 病の 快れ ど、 まだ 君と 逢 ふ ほどに あら 

ぬ 1  ゲ思ひ 給へ。 我身君が^^らにぁることのぁらば、 また 君の 傍 を 去らねば ならぬ 時 あるに A -。 

君が はじめての 文 想 ふ 時、 我 は うれしと もうれ しき 思 ひいた し 候" 君が 身 も 魂 も 我 上に のみ ありと 思へば、 我 如. 

ばかり 樂 しく 暮すを 得べき。 我お につら しと 思 はば、 よくよく 思 ひかへ して 我心の 奥 を 察した まへ。 我戀は I こ 1 のか 

ざり なきより まことに、 眞 の 幼き よりも かざりな きなり、 こ はかって 君に 告げし ところに 侯。 我い かで IIHT こつら き 

を 得べき、 つらき も つらき 心に は あらず、 ただ 我心の 11 これ もみな 我心のお ちぶれ 果てた る 故と 思 ひ 給へ、 いと も 

きわが 心の 人よ、 かかる 踐 しき 彼 を 信じ 給 ふな、 我 は 我が 病 を 忍ぶ ごとく、 つとめて 我戀 のま ことなる を 信ずべ 

く！^。」 (ギ 田 秀木氏 譯) 
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この あら はなる 丘ぞ われに は 常に 好ましき、 

また 遠き 地平の ながめ を 

わが 眼に 遮る この 生 &も。 

ここに 坐して 四方 を 見渡し、 われ は 夢み る、 

果てな き廣 さ、 世の常 ならぬ 沈默、 

いと も 深き 安息の、 かなたに ある を、 

かの 低き 垣根の かなたに。 

かくて、 心 は 恐. に ふる ふ。 

枝の 間に うそぶく 風 を 聽 きつ つ、 

かの 限りなき 靜 寂と、 この 高き みと を 

くらべ 見て、 われ は 思 ふ， 永 を、 

死せ る 歳月、 なほ 生ける この 瞬間と、 

また その 聲の いかに 響く か を。 

窮 みなき 萬 有の 中に 心 は しづみ、 

この 海に 難破 せんこと ぞ、 われに たのしき.. 


彼 はこの 詩句 を、 その 膝の 上に 載せて ゐた 小さな ノオト ブックに、 1 息に、 一 語の 消し もな しに霄 き 下した。 いつも 

は その 一行々々 1^ 彼 は 丹念に 推敲した。 それでも、 彼 は 十分 だと は 思はなかった。 性急な 霄き 下しに よる、 その E 心 想 

の あやまれる 表白に 對 して. 彼の 耳 は 十分 精妙で あつたし、 彼の 心 は 十分 敏感で あつたの だ。 けれど 今、 その 詩 を 

を あげて 讀み 上げて 見た とき、 それ は 彼の 感じた 凡て を 彼に 云 ふやう に 見えた。 ノオト は 手から 滑り落ちた。 彼 はう 

しろの 丘に 凭れる やうに して、 兩腕を 頭の 下に 支へ て、 靑く 輝く、 雲 切れ 一 つない 空へ と 眼 を 向けた" 頭上の 樹々 の 

戰 ぎは靜 まって、 四 邊ー帶 に は、 銳ぃ蟋 ij. の 歌と、 この 荒 地に 無數 に捿ん で ゐス聘 # の 一 つが、 その 輝く 股で、 この 

見知らぬ 人 を 物 珍ら しげに 見ようと て 近づいた 時に、 石塊 や 乾草の 間に 起った 戰 ぎとの 外に は、 何の 物音 もなかった。 

彼 は 全く この 蜥 il よりも、 もっと 賢い ものの 服に も、 好奇に 値した" 彼 は 若い のか 年寄な のか？ 醜い のか 美しい 

のか？ 眠って ゐる のか 醒めて ゐる のか？ この 大きな、 靜 かな、 靑ぃ 暇の 光り は、 ェ， 'テルの 反映な のか、 それと 

もまた 暴り の 無い 心の 反映な のか？ 

1 つの 微笑 も、 その 蒼 ざめ た 顔、 その 陰 II に 半ば 開かれた 口の 上に は 浮ばなかった。 眼 は デリ ケ エトな 謂 板の 下に 

深く 落ち 窪んで ゐた。 その上に は、 一つの 皺 も、 刻苦の 思索の 痕も ない 糜ぃ 額が あった、 あだか もこの 精神の！！ I： 高い 

3Si 家に は、 より 力の ない ものが、 苦闘と 心 勞とを もって 辛うじて 闉明 する ものに ついて、 決して 辛苦がなかった かの 

やうに。 ただ、 落ち込んだ 頼と、 R 蔬の輕 い 1; 幅と が、 犬なる 苦痛の 絕 えざる 現存 を 示して ゐた。 

「この 海に 難破 せんこと ぞ われに たのしき！」 と 彼 は 小 諮に 誦した、 今や 傷まし い 1； 笑"^ がその 色の 無い 屑に 浮び、 1 

つの 歎息が その 胸 を 洩れた。 彼 は 一瞬の 状態に 促された 感情 を、 永遠の 言葉に 捉 へる 事の 出來た 時に 生れる あの 快樂 

を昧 つたの だ。 

鐘の音が 遠くから 響いて 来た。 彼 はこの 少年 時代から 親しみ 深い 響が、 その 醒めた 意識 を 眠らす かどう か を 待ち 通 
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す や.. -に跟 を閉ぢ た。 海岸の 近くで 難破した fe!, の 傳說が 彼の 心に 浮んだ。 その 辦 If は 今、 海 Ji の 女怪の もとに ゐて、 

日曜日に 寺院の 鐘が 響く 毎に、 海底の あらゆる 喜び も その 記憶 を 消し 得ない あはれ な 地上への 郷愁 を 感ずる とい ふ。 

この 傳說の 虚偽が、 苦々 しい 表情に よって 罰せられた。 ァズ • マリアの 鐘の 響く ところへ は、 何 一 つ 彼 を 引戾す もの は 

ない、 故郷への 郷愁 もな く、 その 冷たい 海底 を、 再び 人間の 捷 家と 取換へ るべき 願 ひ はない 箬 である。 

鐘の 昔 は 鳴り やんだ。 低い 生垣の 影 はだん だん 長く 伸びて、 彼の 膝の 上に 這 ひ 上った。 冷つ こい 風が 藪 を 通して、 

あら  ろ ひ 

この 高みの 露 はな 岩の ま はり を 吹き はじめた。 やすんで ゐる 人の 身體 を、 輕ぃ 戰慄が 掠めた。 ゆっくりと 彼 は 立 上つ 

て、 帽子 を 額に のせて、 岩の 多い 傾斜 を 下りて 行った が、 あだか も 歩みが だるくな つた か、 又は 家路に つくのに、 ま 

たも 新しい 克己が 必耍 であった かの やうに、 彼 は 幾度び となく 立 止る のであった。 

今や 自然が いかに 繼 3? の やうに、 かく も 親しく その 胸に 身 を 寄せた その 息子に 對 して、 肉體 上の 寄與 を惜ん だか を 

見る^が 出來 た。 彼の！^ 格 は 小さく、 畸形で、 背中 は 曲って、 大きな 頭 はか ぼ そい 身 體には あまりに 重い やうに 見え 

た。 彼が 時折り その 高い 額から 汗 を 拭きながら、 折り 石の 上に 憩 ひながら、 苦し さう に ふらふらと 步 いて 行く さま 

は、 あだか も 大患から やっと 纖 えて、 はじめて 外出して みて， 未だ その 歩行の 力の 十分で ない と 知った 入 間 かと も 思： 

はれたら う。 

丘^の 上 を 走って ゐる 道路まで 出る と、 荷物 を 積んだ 牛車が、 市街へ 行く その 道 は、 平 担で、 前 ほど 狹 くも 歩きに 

  らのリ  ^ ら 

くく もなかった けれど、 彼 は 前より 一 層 歩調 を ゆるめた。 彼の 前方に は、 凡そ まだ 半時 間の 道程で、 彼の 生れた 市街 

の レカナティの 白い 家並 や、 灰色の 屋根が！^ ノ 又て ゐた。 見ろ 度び に 心 を しめつける 眺めで ある。 たと ひそ こに は 彼の 愛 

する 兩 親と 同胞と が 住む と は 云へ、 彼 はこの 市街 を、 彼の あらゆる 苦 惱の源 il^ として、 その 濕 つぼい 銳ぃ Ml 氣を、 彼 

の 1 の原囚 として、 その 住民 を、 あらゆる 非人間的な、 厭惡 すべき 性質の 原像と して 見て ゐた。 この 性資 こそ、 彼 


をして、 入 問社會 を憎惡 せしめ、 旣に 少年 時代から、 霄 物の 世 へと 隱れ家 を 求めし めた ものである。 

彼 は 彼方の 古い 山の 巢が、 夕日の 中に 橫 つて ゐ るの を 見る と、 思 はず 足 をと どめた。 再び あの 牢獄の 中 へ歸 るの 

か！ と、 彼の の 陰鬱な 表情が 云 ふやう に 貝え た。 彼方、 左手に は、 遙 かな 海が 晤 碧 色の 線 を もって 輝いて ゐ た。 

アベ ナインの 高い 鎖が、 南に 向いて 彼の 目の前へ と 延びて ゐた。 この 壯嚴な 高所に 於いて .1 どうして かくば かりの 

卑小な 狹 量な 心、 かくば かりの 鈍い 偏狭、 かくば かりの あらゆる 永 J?^ 的な ものに 背いた 貧し さが 壻 大して、 數 限り. i 

い 縛め もて、 一 つの 自由に 生れた 胸 を からんで、 息づ まる 思 ひに させ 得る こと ぞ。 

旣に 一度なら ず、 彼 は 自分 を 救 ひ 出す 試み をした。 彼の 本質 を 理解して ゐ ない 父に^ 願す るよりも、 むしろ その 甚 

へ 難い もの を堪 へようと した、 臆病な、 片意地な 少年 時代 を 過ぎる や 否や、 彼はそれまで"^?6ゃ§3の香りの中に於 

いての， C 寂しい 窓から、 その あこがれ もてさ まよ ふて ゐた^ 間へ と出發 したので ある。 羅 馬の 方へ 彼 は 行つ，. こ。 そ 

ん なにも 年若かった が、 彼の 名前 は、 その 國の 最良の 人々 の 間に、 最早 や 未知の ものではなかった。 な々 は、 彼の や 

うに さやう に 深く、 1^ 躐羅 馬の 教養の 鑌坑へ 下りて 行った ものの 多く はない 事、 普通の ものが 學 校の 腰掛の 上で、 5^ 

や 厭やに 緩 字 を 口にし、 文章 を錢 くり 合せる 年頃に 於いて、 この 孤獨な 少年が、 その 道の 大家の 研究題目 である 昆. 問 

上の 謎 を 解いた 事 を 知って ゐた。 敎師 もな しに、 彼 は 古代語の 外に、 佛蘭西 語、 英吉利 語、 西班牙 語 を學ん だ、 また 

ァ ン コ ナの嬉 太 入と 伯希來 語で 對話 をした。 自ら 一 個の 學者を 以て 任じて ゐる 彼の 父の 霄庫 は、 云 ふ 迄 もな く、 その 

地方で は最. --豐 富な ものであった、 そして 老 レオ バル. チ伯欝 は、 それ を 一般に 公開して ゐ た。 けれども、 この 寶、 庫 を 

もって、 その あらゆる 靑 春の 憧憬の 襲来に 對 する、 その あらゆるい なまれた る 生の 喜びに 對 する 楣 として ゐた 彼の 息子 

の 外に は、 曾って 何人も そこに 入って 行く ものはなかった" 旣に ずっと 早く、 一つの 密かな 聲が 彼に いたの だ、 汝 

が 敬虔に 信，. i してより すがる 蓮 命 は、 汝に、 ま- 鰭の 代りに 石 を、 幸驕の 代りに 智慧 を與 へる、 そして、 この 智慧 もまた 
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堅く して 苦い ものであると。 

彼 は 凡て はこの 土地の せゐ であると 思った。 彼 は 然し、 羅 馬に 於いて、 彼 は その 運命 を 到る 處に 伴って 行く ので あ 

る.， 悟らねば ならなかった。 その 光輝 もて 彼 を 3^ めるべく 約束した 名 il が 抑 も 彼に 何であった らう？ それ は 彼と 彼 

た. S ギっ 

の 苦 惱とを 他人の 眼に 照らし 出す ばかりで、 彼の 心 を溫め もせず、 彼の 精神 を 明るく もしない 炬火に すぎない。 彼 は 

幻滅 を 感じて、 面 を そむけて、 父の 屋根の 下に 逃れ 歸 つて 来た。 そこに は少 くと も、 彼の あはれ な 肉體を 二重に も憐 

れ むべき ものに 見せしめる ところの 愛らしい もの は 何も 見えなかった し、 彼 は その 隱栖に 於いて、 かの 偉大なる 死者 

の靈 とともに、 ァ スフ t デ ロスの 野で 對 話して、 そして、 光の 中 を さまよ ふ ものの 幻の 幸福 を^ ふ 事の 出來 る、 一人の 

死者と も 自分 を 思 ひ 得た からで ある。 

けれども、 彼 は その 生きな がらの 塚穴に、 永遠に 堪 へて 行く にして は、 まだ 餘 りに 年が 若かった。 また、 山中の 嚴し 

い 冬が、 再び 彼をフ f レン ツエ や ピサのより や はら かな 空氣の 中へ 避け 下らし めた。 そこで は 彼の 抑 賭された 胸 は、 よ 

り輕く 呼吸 をし、 より 精妙なる 人々 があって、 徒らに 惱ん でゐる 彼の 心の 諦 念の 苦 をな だめる ので ある" より 燃えて 

ゐる靈 魂 は、 より 熱い 美への 要求 は、 より 烈しい 情熱への 渴 ss^ は、 決して 息づ いて ゐる 胸の 底へ 沈む 事はなかった" そ 

して 今や、 この 求める 股 は、 チヤ アミ ングな 姿に 出會ふ 毎に、 刺す やうな 親しみの ない 眼 付を受 1^ つた。 健 かな 靑年は 

t  -ま 

普通 残酷な ものであるから、 大抵の 場合に は、 露骨な 嘲笑に 出會 つた" その 最上の 場合で も、 それが より 愛 べき 靈 

魂から 湧き出 づ るが ために、 嘲笑よりも 一 層 心 を 傷まし める 同情に 出會 つた〕 

彼 は それ を もまた 堪へ 忍び、 つ ひに は、 それだけが なほ 仕 甲斐の あった 呼吸 をし、 思索 をす る 事 だけ を、 天の 恩 籠 

と 思 ふやう になった であらう。 けれども、 この ゎづ かな 恩恵です らも、 彼が 最も 苦痛の 少ぃ狀 態で、 呼吸し 思索す る 

事の 出来る！！ 所 を選撑 する 自由 を缺 いて ゐる亊 によって、 彼に は 制 されて ゐ たので ある。 


彼の 父. 伯爵 マナ ルド • レオ パル ヂは、 家運の 傾いた 田舍 貴族であった。 彼の 經濟 状態 は、 その 半分 は旣に 成長して 

ゐた五 入の 子供達が、 家の« 卓の 下に 足 を 差 入れ 續 けて さへ をれば、 やう やく 身分 相應の 生活ぶ り を 保つ 事が 出来る 

だけの ものに 過ぎなかった。 また、 彼 はこの ijpr 弱な レカナティで、 貴族の 役目 をつ とめて ゐる 事に 滿 足して ゐた。 

けれども、 その 息子 達 を 世の中へ 出して、 やる のに は、 たと ひ 彼等が、 長男の ジ ヤコ モの やうに、 宮廷で. 1^: 身しょう 

との 野心 を 有たないで、 ただ 學者ゃ 詩人 達と 交^す る だけの 事し か 望まなかった にしても、 それ はに 伯爵 レオ パル ヂ 

は、 あまりに 貧しかった。 それに 娘の パオリ イナの 嫁資 をつ くる 手段 も 取らねば ならなかった ではない か？ 

彼の 子供達の うちで、 この ジ ヤコ モ ほど、 彼の 愛して ゐる ものはなかった、 誇りに 思って ゐる ものはなかった。 外 

の 子供と 違って、 この 不幸な 子供の 精神 ほど、 彼に とって わけの 分らない ものはなかった の だけれ ども。 この 子供が 

父の 家から 離れて ゐ ると、 彼 は 物足りな さ を 感じた。 いらいらして、 彼 は 息子の 手紙 を 待ち兼ねた。 そして、 若し そ 

の 手紙に、 畏敬と 愛情との 表白の 足りない 時 は、 息子の 冷淡 さ を、 さかんに こぼして ゐた。 然し、 そんな 事 は あまり 

多くはなかった、 息子 もまた この 父 を 愛して ゐ たからで ある。 彼 は その 父に は 殆んど 似て ゐ なかった。 け r- ども 父よ 

彼 を 永遠の 被 保護者と して その 傍らに 置いて、 彼が 凡て を 自分に 負 ひ、 彼が その 要し また 望む ところの 凡て を 自分に 

乞 ひ 願 ふ 事 を 望んだ ので ある。 息チは 書物の 外の 何物 を も 父に 乞はなかった。 ただ 一度、 ひどい 窮乏が、 フィ レンツ， < 

から 父に かやう に 書く やうに 彼を强 ひた 事が あるば かりで ある、 「私 は 家の 暮し向きが、 それ を 許す かどう か は 知り ま 

せんが、 月に 十 ニス クヂの 仕 り をして 頂けません か。 十二 スクヂ 位で は、 この 何處 よりも 生活費の 要らない フィ レン 

ツエで も、 入 問 並の 暮し方 は 出来ません。 けれど、 私 は 人間 並に 暮 さう とも 望み はしない のです。 勿論 私に は、 死の 方 

が s^: ましい のです。 けれど、 死 は 神に 與 へて 貰 はねば なりません。」 

父 は その 願 ひ を 許した。 たと ひ 「人間 並に」 ではなく とも、 顏を雜 くしないです むだけ のと ころで、 生命 を 保って 
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行く ために 足りない だけ は、 仕事の 乏しい 收入を もって 補 はねば ならなかった。 その 仕事の 價値 は、 國 民の 中の 最も 

高資な 人々 のみが、 尊重す る 事の 出來 たもので ある。 しかも 彼 はこの 他鄕の 苦勞な 重荷の 生存 を、 故鄉の つれない { 人』 

氣の 中に 於いてよりも、 一 層容尸 ぷく堪 へ 忍んだ" もっとも、 年と つた 兩 親に 對 する 義務の 感情と、 彼の 運命の 苛實を 

はらから 

や はらげ るた めに は 出来るだけの 事 をして くれる 同胞に 對 する 愛情と に 驅られ て、 彼 は 再三 そこに 歸 つて 行かずに は 

ゐられ なかった の だけれ ど。 

1 八 二 五 年に も、 彼 は 又も 家へ 歸 つて 行った。 彼の 最初の 十篇の カン ッォ ー ネの 集が、 伊太利の 到る 處で 見出した 喝 

采 によって、 いくらか 元氣づ けられ， 心 を 高められながら。 その 詩集 は その 前年に、 ポロ  ニヤに 於いて 刊行され た。 

最も 櫂 威 ある 人々 が、 二十 七 歳の 詩 入を視 福した。 彼は少 くと も、 彼の 外部 的な 心 勞を輕 減す るで あらう 未來を 期待 

しはじめた。 あらゆる 苦 惱の時 を 通じて、 彼に は 彼が 無益に 惱ん だので はない とい ふ 意識、 また、 彼が その 情熱 的な 

愛 を 注いで ゐる 彼の 國に、 古代の 偉大な 選ばれた 人達が さう であった やうに、 なくて かな はぬ 人間になる に淳 ひない 

との 意識が 心 を 去らなかった。 彼の 苦闘の 生活に 一種の 休戰吠 態が 生じた。 ー彼は彼の不幸のこの稀らしぃ休息：^か彼 

等と 共に 味 ははん がた めに 歸っ て來 た。 

彼の 夢想 はいかに 裏切られ ねばなら なかった であらう！ 

レカナティへ 入って 來た 彼の カン ッ ォ.. 'ネ 集の 四 部のう ち、 二部が 僧侶の 手に入った。 そして、 彼等 はこの 霄 物の 中 

に、 あらゆる 都 會の權 威に 對 する 反抗の 精神 を、 彼等の 慰藉の 苦い 輕蔑 を、 神の 攝理の 子守唄と は 鋭い 矛盾 を 示して 

ゐる^ 界 とその 創造主と に對 する 解と を 喚ぎ 付けた ので ある。 老 伯爵 は 息子の 異端 的 見解 を、 別に 惡 いものと は 思 

はず、 彼の 古典の 研究が 詩に 反映した ものにす ぎない と 思った ので、 はじめは 何の 懸念 も 有たず、 かの 偕 侶の 解 It を 

も敢て 問題に はしなかった。 そして、 歸 つて 来た 息子に 祈禱 をさせる の を 以て、 その 義務 だと ほ 3 つた。 偏 兑に囚 はれ 


V- ゐる この 父に 對 して ふさ はしい 顧慮 を もって、 息子 は その 云 はれた 儘に した。 またも 心に も あらぬ 妥協 をし なけれ 

ばなら なかった。 その代り、 病人の 感じ 易い 靈 もに は、 妹の あらゆる 愛撫 も、 弟の あらゆる 溫 情の 樂 しさ も 癒 やし 得 

ないやうな 傷を殘 した。 前よりも 一層 彼 は、 自分が 家族の 間の スト レン ヂァ にす ぎぬ 事 を 感じた。 話す のが 苦しい と 

1K ふ ロ實の もとに、 彼 は 大抵 部 魔の 中に 閉籠 つたり、 寂しい 山の 上に 行ったり して、 この 土地 を 再び 見捨てて、 ただ 

ひとりで 彼の 靈感と 交る 事の 出 来る日 を 待って ゐた。 

かう して 彼 は 今日 も、 かの 荒 地へ と 逃れて 來 たのであった。 何時間 も、 その 愛好の 場處に 憩うて、 そして、 そこで 

彼の 憎む 世界と、 彼の 最も 殘 忍な 敵で ある 彼 自身の 心と を 忘れる 事の 出来る 觀 相の 底へ と 沈んで ゐた。 そしてい ま、 

夕の 鐘が 彼 を 家路に 呼んだ ので ある。 父 は 晩餐の 時に、 家族の 者が 一人で も缺 ける 事を好まなかった からで ある。 

今一度、 彼 は 最後の 一瞥 を 海の 上へ 投げた。 海 は々 靄の 中に 限り も 見えず、 天と 融け 合 ふかの やうに 見えて ゐ た。 

. それから、 彼 は 姿勢 をと とのへ て、 街道 を 歩いて 行った。 けれど、 二十 步と 行かない うちに、 彼 は 後から， H 分の 名 を 

. 呼ぶ 一 つの 明るい 聲を 聞いた。 

彼 は 立 止って、 振り向いた。 

1 つの ほつ そりした 少女の 姿が、 急いで、 けれども 定り はしないで、 小鳥の やうな か は ゆい 歩み を もって、 街道 を 

近づいて 来た。 彼女 は 色の 褪せた すり 切れた 爽程 精子で 日 を 避けた 頭の 上に、 何 か 載せて ゐた。 彼が 立 止る と、 彼女 

も 同じく 息 を繼ぐ やうに 一 寸立 止った。 そのと き 彼 は 彼女が、 彼が かの 丘の 上で 詩 を霄き 込んだ ノオト ブプク を、 その 差 

. 出した 手に 持って ゐ るの を 見た。 それと 同時に、 彼 は 何處で 見た か 直ぐに は 思 ひ 出せなかった けれど、 何處か 見覺ぇ 

の ある 氣持 のい いその 姿をぢ つと 眺めた。 その 少女 は レカナティの 貧しい家の 娘の 服裝 をして ゐた、 けれども、 その 麥 

ひら 

淳楕 にさして ゐる野 花が、 大變 いい 裝飾 になって ゐて、 それが 今、 この 展 けた 丘の 上の 輝く 夕 空 をう しろに 立って、 
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魄の 白みと きらめく 小さな 齒 との 外 は 暗く 見える 姿 は、 十分の 鑑識 力 を もった 畫 家の 眼 を も 魅惑した であらう。 

「これ は あなたの 御 本で ございませう、 伯爵 ジ ヤコ モ 樣！」 と 彼女 は 云って、 なほ 二三 歩 彼の 方へ 近寄った、 「これ を 

わたし、 あの 丘のと ころで 拾 ひました の。 あなたの 御 本で ございませう？」 

「ええ」 と 彼 は 云った、 「僕ので すよ。 有難う、 よく 拾って くれ ましたね" けれど、 どうして それが 僕の だって 事が 分 

づ たのです か？」 

「まあ」 と 彼女 は 笑った、 「あなたので なくって 誰ので せう？ あんな 處へ は、 羊 飼 ひのべ" ボ しか 行き はしません も 

の、 そして、 べヴボ なん ぞが 本なん か 持って る箬 がありません わ」 

彼 は それ を 彼女の 手から 取った。 その 手 は 小さく つて、 靑 白かった。 彼女の 若々 しい 顏も 日に 燒 けて ゐる やうに は 

見えなかった、 同じ やうな や はら かな 靑み を帶 びて ゐて、 それが その 黑ぃ眼 を 一層 きらきら させて、 時折り ぼつと 紅 

みが 走る のであった。 彼女 は 十七 歳 を 越えて はゐ なかった であらう。 や はら かな、 無 邪氣な 風で はあった けれど、 そ 

の 顔に は、 脣 を閉ぢ ると 共に、 考へ 深さうな 眞摯の 色が あら はれた。 彼女の 頸のと ころに は、 眞黑な 編 細工の 大きな 

荷物が 載って ゐた。 小さな 耳 は淸ら かな 象牙で 彫った やうに そこから 輝き 出て ゐた。 - 

「僕の 外に は 誰も あの 丘に 行かない のなら」 と 彼 は 一 寸默 つた あとで 云った、 「どうしてお まへ は あんな 處 へ 行った 

め？ この 山に はずつ と 平野 を 渡せる もっと 美しい 場所 はいくら も ある ぢ やない か。 お まへの 精子の 花 も、 あの 岩 

めと ころに は^いち ゃゐ ない よ」 

「わたし？ わたし は 道 を 間違へ たのです わ」 と 彼女 は 答へ て、 こめかみのと ころまで ® 紅に なった、 「わたし は 隣の 

村へ 行く 用事が ありまし たの、 そして、 わたしの 母の 叔母さんに 引止められて、 やっと 歸 らうと して 氣が附 いてみ ま 

十と、 もう 通くな つてた ので、 家で 叱られな いやう にと あんまり 急ぎました ので、 道 を 間違へ てし まひました。 あの 丘 


の 上で、 やっと 本道に 出た ので ございます。 そこで この 御 本の 落ちて ゐ るの を 見附けました ので、 それ をき つて、 こ 

れを あなたの、 レオ バル ヂ樣 のお 家へ 持って 上らう と考 へました の、 すると 途中で あなたに ぉ會 ひいた しました」 

「けれど なぜ. それ を 落した のが 僕 だと 考 へたので すか？」 

「なぜって 11 わたし は あなたが 前に あそこに すわって ゐ らしった の を 見ました もの fl わたし は あなたのお 邪魔 を 

しない やうに 氣を附 けて ゐ ました。 それから 11 わたしが 拾 はう とした 時、 自然と 中が 開いて、 詩が 書いて あるの が 

見えました もの。 讀 みはいた しません でした、 ほんた うに、 けれど 讀 みたく つて 仕樣が ありませんでした。 誰の ため 

の 詩で せう かと わたし は考 へました。」 

「 では どうして 僕が 詩 を 書く の を 知った の？」 

「まあ」 と 彼女 は 云って、 その 髮を 撫で あげた、 「あなた は 詩人で は ございま せんか、 伯爵 ジ ヤコ モ樣、 それよ 誰でも 

存じて をり ます わ。 それに わたし も あなたの 御作 を拜 見いた しました わ。 でも、 もう 申 上げません II これよ つ、， 口 

が^り ましたの。 あなたのお 母樣 におつ かへ して ゐるソ フィャ が 11 けれど ソ フィャ をお 叱りに ならぬ やうに， ぬ 束して 

下さらな いと 11 」 

「それ は 約束す る。 何 か惡ぃ 事で も あるの かえ？」 

「あの人が わたしに あなたの 詩集 を 一 度 こっそり 讀 ませて くれ ましたの、 ほんの 一 妒ん きり。 奥樣 はお 氣付 きになり ま 

せんでした- わたし は その 夜、 まんじり ともいた しません でした、 讀み 終る と、 また はじめから 讀み はじめ ましたの。 

朝に なって、 御 本をソ フィャ にかへ しました。 汚し はいたし ませんで したわ、 ハ ンケチ で 包んで ゐ ました もの。 ねえ、 

おおこり になって は 厭やです わ」 

彼女 はなつ かし さう に、 また、 ふざけた やうな 色 を 浮べながら 彼 を 見た、 彼 は I 寸の 間、 この チヤ アミ ングな 顔に, 
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惚れて、 返事 をし ないで ゐた" 

「ねえ、 お まへ は 名 は 何と 云 ふの？」 とたう とう 彼 は 訊ねた。 

彼女 は 晴れ やかに 笑 ひ 出した。  - ^ 

「あなた はほんた うにもう わたし を 御存じな. いのでせ うか？ もっとも、 何年 も 他處へ お出でになって ましたから、 

そ， -こ I この頃に なって わたしが 大變 大きくな つたって 皆な 申します から。 あの 頃 はま だ 半分 子供で ございました。 

でも、 あなた はよ くわた しとお 話に なって、 一度なん か は、 小さな お菓子 を 包んだ 紙 を 窓から、 あなたの バルコン か 

ら わたしに 投げて 下さった ぢ やありません か、 それにもう  」 

「ネ リナ！」 と 云って、 彼 は その 言 紫 を 遮った、 「僕の 眼 は 一 體 どうしたと 云 ふの だら う？ お まへ だった ね！ だ 力 

ほんた うに、 お まへ もす つかり 變 つたね え。 お まへ がそん なに 美しくな らうと は、 僕 はつひ ぞ考へ もしなかった。 さ 

あ- 手 をお 出し、 ネ リナ、 僕の 小さな 隣人よ」 

丧女は 少しも どぎ まぎし ないで、 また、 その 若さの 美を讃 へた 彼の 言葉に 顏を 染め もしないで、 彼に その 手 を 差 出 

した。 彼女 は 自分が 美しくな つた 事 をよ く 知って ゐた。 それ は 彼女が あの 折りより 二つ 歳 をと つたのと 同様、 當然の 

事な のであった。 

「わたし 嬉しい わ、 伯^ ジ ヤコ モ漾、 *^ なた がわた しを覺 えて ゐて 下す つたんで す もの」 と 彼女 は 云って、 彼に 親し 

さう にうな づ いて 見せた 、「あなたが^ & へいら しって、 わたし を 思って 下さらなかった の は 不思議はありません わ。 

あなた は 立派な 事 をな さって ゐ らしった のです もの。 あなた は 今度 は 少し こちらに おいでになります か？ この頃 ど 

ん なお 具合です か？ でも、 それ はつ まらぬ お訊ねで ございま すわね。 あなたが どんなお 具合 か、 わたしよ うく 存じ 

て をり ます わ。 あなたの 詩の 中に お書きに なって おいでになりました もの。 ぉ氣の 毒で ございま すわ、 伯爵 ジャ コモ 


しあ t せ 

甲 誰よりも 幸福で ゐられ る 害の あなたです もの を！」 

t あはせ 

「幸福 だって？ そして、 なぜ わたしが 他人より 一 層 さう でな くち やならない つて 云 ふの？」 

» ^しあ 

「なぜって 11 なぜって、 あなた はそんな にお 不幸な のです もの 11 いいえ、」， V 彼女 は 急いで 云 ひ 直した、 「なぜつ 

て、 あなたが そんなに 善くって、 賢く つて、 詩人なん です もの。 けれど、 わたし は 家へ 歸ら なくち やなりません。 ら 

たしと 一 にお 歸 りになります か？」 

彼 はすぐ に は 答へ なかった、 けれども、 彼女が また 歩き 出した 時、 彼 も 歩き 出した。 彼 は 彼女が 彼の 遲れぬ やうに 

と 步調を ゆるめて ゐ るの を 知って ゐ た。 

「お まへ はま だほん とに 若い、 ネ リナ」 と 彼 は 云った 、「若しお まへ が もっと 年 をと つて、 もっと 幸 1SI と 不幸と につい 

て 知ったなら、 お まへ はお まへ が 云った やうに、 善くって、 賢く つて、 詩人で ある ものが、 實は 一 番 不幸で あらねば なら 

ぬのが 當然 である こと を 知る だら う。 若し 彼が 資 際に その 凡てであった なら、 他人よりも 一層、 {n: 然 がその 子供 を 幸 

福にまで 作らなかった 亊を 感ずる だら うし、 彼の 智慧 は それが 常に この 通りで あり、 また 常に この 通りで ある だら う 

と 彼に 敎 へる だら う。 そして、 若し 彼が 詩人なら ば、 彼 は 自分で さへ も 恐れる やうな 言葉で それ を 語る 事が 出来る だ- 

ら う。  それともお まへ は、 人が それ を はっきりした 言葉で 自分に 告げるならば、 鍋 ひが それによ つて 堪 へら r- る や 5 

になる とで も 思って ゐ るの かしら？ お まへ は 僕が 鏡 を 見る とき、 この 僕の 病氣 と、 この 不具な 身 堕と を 辛く 感ずる 

事が 少 くなる とで も 思つ てゐ るの かしら？」 

「わたしに はわ かりません わ」 と 彼女 は 一寸 考 へてから 答へ た 、「でも 11 あなた は 鏡で あなたのお 眼 を御覺 になり や 

しなく つて？ そして、 あなたが それが どんなに 明るく つて、 その 中に どんな 精； 1： が 生きて ゐ るか を 御覽 になるなら、 そ 

れカ あなた を 慰めて、 もっとい い 事の 希望 をお 持ちに はならない でせ うか？ 詩集 だって それと 同じ だと 思 ひます わ。 
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：  せ，. >  や ペリ  3か 

わたし は 學！： のない 娘です もの、 あなた はわた しの 鏡 舌 をお 笑 ひになる でせ う。 でも、 わたし 人の 讀む舰 の 本と は 何 

處か 違って ゐて、 中の 精神が 見える やうに 思 ひます わ。 そして、 美しい 詩 を 書く 人 は、 それが 悲しい 詩で あっても， 

鏡の 中で 自分の 眼 を 眺める のと 同じ やうな ほんた うの 慰め を 見出す に 違 ひない と 思 ひます わ。 こんな 事 を， 頭に 浮ぶ 

まま を 出 まかせに しゃべる の をお 許し 下さいね。 わたし はいつ も ひとりぼっちで、 誰も わたしに どう 考へ ていい か敎 

へ て 下さる 人 はな いんです もの。」 

「いい 兒だ」 と 彼 は 云って、 彼女の 手 を 取った、 「お まへ が 人の 考 へなん かで お まへ 自身の 考へを 曲げられた りしない 

です む 事 を 祌樣に 感謝 をお し。 そして 僕 は、 お まへ が 自分の 心から 出た こんな 可愛らしい 事 を 云って くれたの を 感謝 

する よ。 ただ、 お まへ が あの 凡て 悲しい、 賢い 人達から は單調 だと 叱られた 詩集 を 好いて くれたの を 驚いて ゐ るよ。 

それともお まへ は、 詩人と いふ もの は赏 めら れる のが 好きだと 聞いて ゐ るので、 そんな 事 を 云 ふんだら 5 か？」 

「いいえ、 いいえ」 と 彼女 は 力 を こめて 云った、 「わたしの 云った の は 皆 ほんた うです。 正直に 申します と、 殘らず は 

分りませんでした。 けれど、 その 分らない ところ さへ、 知らない 名前 やむ づ かしい 言葉で さへ、 みんな わたし は 繰 返 

して 讀 まずに ゐられ ませんで した、 ただ 眼で 讀 むば かりで なしに、 聲を あげて 讀 みました わ- そして、 ii 山に たくさ 

ん にわたし は覺ぇ 込みました から、 お祈りの やうに 口誦む 事が 出來 ます。 それ は あなたの 仰し やる やうに、 みんな 悲 

しい 詩です けれど、 わたしが これ 迄聽 いたり 歌ったり した 歌よりも、 ずっとず つと 嬉しう ございます。 わたし は 11 

わたし ももう 前の やうに 快活で は ございません — なぜ だか 分りません けれど。 この 一 年 も 前に は 11 どうして あな 

たの 詩集が こんなに 好きに なれる と 思 はれた でせ う。 あの 頃の わたし は 踊ったり、 祭日に 野へ 行って 花 を 摘んだり す 

るよりも 樂 しい 率 はな かったんです もの、 それが 今 は —— 」 

彼女 は默り 込んで、 道の 傍らに 身 を 屈めて、 小さな 花 を 折り 取った。 


「お まへ は幾歲 になった の だね？」 と 彼 は 訊ねた。 

「もう 三 週 と 三日 すれば、 十七になります。 わたし も 年 をと つたで せう？ まだ 踊れない ほど；：' やありません が 9 

ネンナ や マリア はもつ と 年と つて ゐて、 わたしよりも もっと 樂 しさう です わ。 もっとも、 ふたりとも 大きく つて 丈 未 

です けれど、 わたし は 11 今 若しも 腹一杯に 歌ったり、 笑ったり、 ま はりの ものが 一 緒に ぐるぐ る 週る ほど 踊ったり 

したいと 思 ふと、 不意 にわたし は 胸 を チクチク 剌 され る や うな 氣が し ま  それ で —— わたし は 不意 こ 立 止って、 

考へ 込まずに は ゐられ ません わ。 わたしの 父の 從 兄弟の 外科 翳の マ テオさん が、 その 徵候は 無くなって しま ふだら う 

が、 若し それが いつ 迄た つても なくならなければ、 そして 若し わたしが —— 」 

彼女 はまた 云 ひ 淀んだ。 彼 1.17 は 二人とも 道の 曲り角に 立 止った、 そこから は晴 紅色の 日輪が 今し.，、 落ちて 行った 海 

が 再び 望まれた。 彼 は 彼女の 若 やかな 顔 を 眺めて、 今、 彼女の 小さな 口が いかに 色が 無くて、 彼女の 股の 輝きが いか 

に 暗い か を 看て 取った" 

「ねえお まへ」 と 彼 は 云った、 「この 山の {r^; 氣 はお まへ にもよ く はない よ" 今 僕 は 前にお まへの 踊って ゐ るの を 見た 事 

を 思 ひ 出した、 あの 折り はお まへ は みんなの 中で 一番 活 澄だった ね" 髮 がく づれ て、 お まへ と 一緒に 踊って るた 少年 

の 頭に 卷 きついた ので、 その 少年が からかつ ちゃい けない と 云 ふと、 お まへ はます ます 列； しく 笑って、 樂 しさと 生々 

しさと でお まへの 顏が眞 紅に なった のが、 僕 は 今でも 目に 見える やう だ。 それにお まへ は 今ず つと 物靜 かにな り、 靑 

白くな つた" お まへ はお 母さんに、 この 冬 は アンコナに やって くれる やうに 輯 まなく ちゃなら ない よ。 あそこに 親 ss 

はない のかえ？」 

「ええ」 と 彼女 は 云った、 「わたし も I 度 あそこへ 行って ゐた 事が あります、 具合が よろしい ので、 ずっと ゐ たいと 思 

ひました。 でも」 と 彼女 はまた 齦くな つた、 「たうとう 家に 歸 つた 時 は 嬉しう ございました。 あそこの わたしの 親類の 
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人達 は、 金 持です のに、 わたし 達 は&: 乏 です。 あの きらきらした 家に をり ますと、 わたし は 何だか 落着け ない 氣 にない 

ります I みんな 親切に L て は 下さ るんで すけれ ど。 それで、 たった ひとり こっそり 家 を 出て、 悔邊へ 行って 一時間. 

位 もす わって ゐ ますと、 いつも 山の やうな 胸の 重り も 取れて しま ひます。 あなた は 海 を 御存じで せう？ さう です と 

も、 あなた はわた しよりも ずっと 澤山旅 をな すって ゐ らっしゃ るんで す もの。 ねえ、 海岸 を步 きま はったり、 そこに. 

横にな つて、 波が 寄せて は 引き、 また 寄せる の を、 陸が 一 々はねのけて、 かう して 永遠に 繰返して ゐ るの を 見て ゐる 

ほど 好きな 事はありません わ。 それ だって 心が 躍る とい ふ 程ではありません し、 あなたの 詩集と おなじ やうない つも 

おなじ 音です けれど、 いつ 迄聽 いて ゐても 飽き やしません、 わたし は 自分の 苦み も、 自分が 年 をと つた 事 も、 すつ 力 

り 忘れて しまって、 幸福が いっか 來 るか、 それとももう 行って しまった かも 分ら なくなって しま ひます。 こんな 事 は 

これまで 思っても 見た 事 もない 事です。 それから わたしが 立 上って、 また 皆な のと ころへ 歸 つて 來 ますと、 わたし は 

身う ちに 力が 充 ちて ゐる やうに 感じます、 もう 何にも 動かされ もせず 挫かれ もしない やうな 落着き を 感じます。 人 偉 

の 事 は 恐ろしい 海 や、 その 海 を 治めて おいでになる 神 樣の御 心よりも 力の ない もの だと 思 ひます から。」 

「おお、 ネ リナ」 と 彼 は 彼女の 靈に充 ちた 聲と、 この 物悲しい 告白との 魅力に 心 を 動かされて 叫んだ、 「お まへ は 自分 

が 詩人 だって 事 を 知つ てる かね、 お ま への 今 僕に 云った 事 を 書き さへ すれば、 ソ フィャ がお ま へ に讀 ませて くれた 本と 

同じ 位の 慰めと 喜びと を 味 はふ 事が 出來 るの を？」 

彼女 は ほっと 溜息 をして 頭 を 振 つた。 

「わたし は 書く 事が 出來 ません」 と 彼女 は 云った、 「たと ひ 書く 事が 出来ても、 その 暇が ございません。 わたし は 何で- 

*0 ょゥ 

も 好きな 事の 出来る 伯爵の 奥樣 では ございません もの。 絲を 紡いだり、 裁縫 をしたり、 ぬひと り をしたり、 家の 手傳. 

ひ をしたり しなけ り やなりません" あなた はおから かひに な るんで すわ。 何の 學間も 習はなくて、 ただ ペトラルカの- - 


本と、 古い 捨 本と、 それから あなたの 詩集との 外に は、 何 一 つ 讀んだ 事の ない わたしが、 どうして そんな 事が 出來 ま" 

せう？ ええ、 それ は 冗談です わ、 あなた はネ リナが ほんの 子供ら しい もので， 云って 聞かせた 通りになる つて 事 を 

御存知です のね。 おや、 太陽の 餘光 もす つかり 消えて しま ひました。 急に みんなが 灰色に なって しま ひました。 わた 

し は 急いで 家へ 歸ら ねばな りません。」 

，ち 

彼女 は 歩 を 早めた。 そして、 もはや 彼と 歩調 を 合せようと は 思 はない やうであった。 レカナティの 市の 男た ちが 二 n『 

人、 市へ 歸ら うとして、 二人 を 追 ひ 越す 時に、 若い 伯爵に 鄭重に 挨拶 をした が、 その 傍らに ゐる 少女 を 驚いた やうな 

眼で 眺め やった。 それ を 彼女 は 見逃さなかった。 

けれど、 彼 も 彼女に おくれぬ やうに、 同じ やうに 歩み を 早めた。 

彼女 は 日が 落ちる と、 頭が 熱くな つて 来た やうに、 麥程 精 を 取った。 房々 した 黑ぃ 髮で蔽 はれた デリ ケ ェ トな頭 は、 

今や 一 瞎 チヤ ァ ミン グ であった。 小さな 顏の 輪郭 はやさし くて 氣 高く、 あら はな 腕 を 組んで 歩いて 行く ほつ そりした 姿. 

は、 彼の を絕 えず 惹き附 けた。 

「こんなに 若くて、」 と 彼 は 半ば 自分に 云 ふやう に 云った、 「なぜもう こんなに 老成 一」 ゐ るんだら う。」 —— 彼の 心 はこ 

れ 迄にな くこの か あいい ものに 惹 かれた。 それ は 愛で あつたか、 悲 みであった か、 同情で あつたか、 それとも 驚く ベ 

き 美の 妹 力に すぎなかった か、 この 寂しく^き 初めた 靈 から 彼の 方へ と 匂 ひ を 寄せた もの は？ 

今し も 明るい 金色 をした 月が、 靑ざ めた タ に 浮び 出た。 

「ねえ， ネ リナ、 あれ を 御覽」 と 彼 は 暫く 默 つて 歩いて 行って から 云った、 r 靑赛が 消えて しま ふと、 人生 は あんなに、 

あの { 仝の やうに 見える の だよ。 凡て は靑 ざめ て、 靜 まって、 燃え 上る 焰も なく、 辛うじて 行く 道が 11 眠りの 床に 行 

く 道筋が 分る だけの 光し かないの だ。 これが 僕の 生涯 だよ、 ネ リナ。 だが お まへ に は、 まだ 美しい 太陽が 照して ゐる。 

詩魂 讚  1 ベ 五 
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お まへ はま だ 若い、 そして 靑春は 我々 あはれ な 八 間に 與 へられる たった 一 つの 幸福な の だ U お まへ は それ を臺 なしに 

して はいけ ない よ、 ねえ、 明るい 晝間、 戶を 閉めて、 晴ぃ 中で 物 思 ひに 沈んで、 自分の 心 や. 恐れる やうに なって、 日 

の 草の やうに 靑く なり、 病氣 になって はいけ ない よ。 ねえ ネ リナ、 そんな 物 思 ひ は 捨てて しまって， また 笑ったり 

歌ったり、 前の やうに 眩晕 のす る 程で なくって いいから、 お まへの 血管の 血が、 まだ 若くて 溫 かい 事が 分る やうに 蹈 

つたり する ように 約束 をして おくれ" ねえ、 お まへ は 僕の ために さう して くれる だら う？」 

彼女 は 彼の 顔 を 眺め やらないで、 重々 しげに 頷いた。 

「それが あなたのお 望みで したら、 そんなに する やうに いたし ませう。 でも、 自分が 好きです るので なければ、 むづ 

かしい のね。 あなた だって、 また 日向の 方に お 向 ひに ならな くち やなりません わ、 あなた もま ださう 年と つて はゐら 

れ ません もの。 あなたが 一度で もお 笑 ひになる の を 聞いたら、 わたし、 また 快活になる のが どんなに 容易い か 知れな 

いと 思 ひます わ。」 

「僕が！ 僕 は 誰から も 愛せられず、 誰から も 必要と されない 不幸な 人 問 だ！ お まへ は 今に 分って くるよ、 ねえ ネ 

リナ、 お まへ が 僕に 求める 事が、 どんなに 無理な 事 かって 事が ね。 お まへ が 味 はへ る 幸福 は、 僕に は 永遠に 禁ぜられ 

てゐ るの だ。 お まへ は 胸に 燃え 上る 焰が、 その 眼から 輝き 出し、 心 は 胸の 中に 笑 ひ 出す だら う、 お まへ は 美しくて、 

若くて、 愛らしく つて、 愛せられて ゐ るから ね。 そしたら、 お まへ は、 なぜ 僕の やうな 人間が， 泣く よりも 惡ぃ響 を 

立てない では、 笑ふ蓽 が出來 ぬかが 分る だら う。 けれど、 そんな 事 はお まへ に はどうで もい いの だよ。 僕 もこ ぼし は 

しない。 僕 は 自分が あらゆる 人間の 受けて ゐる蓮 命に ぁづ かって ゐる だけな の を 知って ゐる。 人間と いふ もの は、 

かれ 早 かれ、 この 世の 夢の f& しさ を 悟る の だ。 ただ、 なぜ 僕が 一度 も 若い 時が なく、 一 度も樂 しい 醉ひを 味 はふ 第の 

出来ない 運命 を 授かった のか、 僕 も 幸福にまで つくられ たのに 11 いやいや 11 僕 も 一 度 は 若く 愚かであった、 それ 


ゆ ゑ 僕 はお まへ が 長く その 儘で ゐて くれろ ように、 僕の 詩集から 學んだ あの 餘 計な、 悲しい 智慧 を 忘れて くれる よう 

に 望みたい！」 

彼 は 立 止った。 忙しい 言 紫に 彼 は 息切れが した。 彼女 も 一寸 立 止って、 はげしく 息づく 胸の 上に うなだれた。 

突然、 彼女 は 頭 を もたげて 云った。 

「わたし は 先き へま ゐ ります わ、 伯爵 ジ ヤコ モ樣" 市!： には閉 人が 澤山ゐ て、 何 かいつ もと fi? もった 事が 起る と、 すぐ 

if り 廻ります から。 わたしが あなたと 並んで 街を步 いて 行く の を 見ます と I！ 誰 だって、 あなたが わたしに 仰し やつ 

た 等が、 どんなに 悲しい 事だった か を、 * 當に する もの はないで せう。 では、 おやすみなさい ませ！  I 

「おやすみ、 ネ リナ！ さあお 行き！ お まへの 云 ふ 通り だ。 僕 はお まへ が 一 緒に 歩いて くれた 事 をお まへ に 感^す 

るよ。 お まへ が この 世に ゐて、 こんなに 愛らしく 美しく つて、 お まへの 姿 を 見、 お まへの 難 を 聞く のが、 どんなに 嬉 

しい 事な のか をね。 では 幸 でお いで、 僕の 小さな 友達よ、 さやうなら！」 

彼女 はこの 最後の 言葉 を、 ただ 遠方から 聞いた、 そんなに 早足に、 彼女 は 彼から 遠ざかって 、黄昏れ そめた 通り を、 

も， 「旣 にかな り 先き へと 行って ゐ たので ある。 彼が 一 つの 深い 溜 息をついて、 姿勢 をと とのへ て、 通々 とした 歩み を- 

はこんで、 市街へ 入って 行った 時には …… 

1^ ち さて、 私 は 思 はず 知らず、 ここまで 來た、 パウル. ハイゼの 甘美な 筆に ついて、 レカナティの 夕 幕の 道 を、 かう 

して 市街の 入口まで 迎 つて 来た。 まことに 我が レオ バル ヂゃ 語る ために、 私 はどうし てこの ハイゼの 「ネリ ナ」 ^閑 

却す る 事が 出来た であらう。 私 をして、 始めて レオ パル ヂに 親しませて くれたの は、 實 にこの ノヹ ルレであった の だ 

力ら。 そして、 それ はまた， 私の 若い 友達に とっても、 - 必ずや これと 著しく 異 つた 効果 を 及ぼす 事 はなから う，， E3 ふ 0 
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獨 逸に 於け る レオ パル ギの 有力な 紹介者で、 その 詩集の 飜譯 者で ある パウル • ハイゼ は、 また 自ら 優雅な 詩人で あり、 

靈活 なノヹ リストで ある" されば 彼の 筆 は、 他の 消瀚 な硏究 書に もまして、 レオ パル ヂの 面影 を 眼前に 髮鬆 たらしめ 

ると 思 ふので、 殆んど 全く 文字通りに、 その 筆 を 追って 來 たので あるが、 ここで 私 は ひとやすみしょう。 そして、 更 

にこれ より 溯って、 この 不幸な 詩人、 伯爵ジャコ モ.レォパルヂの生ひ立ち1^.語り、更にその 一生の^^劇と、 その 文學 

史上の 地位と を 窬ォ」 記す 事と しょう。 

ここに 描き出された レカナティの 地 は、 アン コナの 南方、 アドリア ティブ クの 海に 近く、 丘陵の 上に 橫 はる 法王 領の小 

市街で、 ^太 利の 市街の 中で も、 最も 退屈な 市街と 云 はれて ゐる。 レオ パル ヂは そこで、 一七 九 八 年に 生れた。 彼の 

生涯 を 不幸に し、 暗鬱に した 彼の 病氣 は、 必ずしも 生得の ものではなかった。 彼 は その はじめは、 當り 前の 可愛ら レ 

い 少年であった、 そして 彼の 眞 面目な、 夢み る やうな 顏付 は、 町の 婦人 達の 籠 愛 を 得た と 云 はれる。 けれども、 十七 

歳 5- から、 變 化が 來た。 彼の 脊髓 の灣 曲が 見え はじめて， 視力が 弱って、 讀書ゃ 執 if がだん だん 困難に なって、 はじ 

めて 失明の 危險に 遭遇した 時には、 彼 は 自殺 を考 へた 程であった。 

この 肉體 上の 苦惱 は、 生涯 彼の 身から 去る 事はなかった。 彼の 手紙 は、 眼 や、 頭 や、 胃 や、 腸 や、 呼吸 や 心臟の 故. 

障に 對 する 愁訴に 充 ちて ゐ るので ある。 けれど、 かく も 病弱な 不自. W な 身體の 中には、 何とい ふ 大望と、 恃と、 負 

け じ 魂と が 潜んで ゐた 事で あらう。 旣に 子供の 時の 遊戲の 折りに すら、 彼 は大將 とならない では 措かなかった。 常に 

英雄で あり、 勝利者で あり、 また 騎士 的な 愛 を もった タイ ラントで あつたが、 人と 成った 後に は、 彼 は 世間に 對 して、 

また それた らんと した。 - 外部 的に 制限され てゐ ただけ、 それだけ 彼 は 内部的に 11 その 詩作と 思索の 世界に 於いて、 

力強く 生きよう とした。 彼の 弟の カルロの 語る ところに よれば、 おなじ 部屋に 寢てゐ た 彼 は、 その 兄が 夜函々 寢床か 

ら 出て、 消え かかって ゐる燈 火の 下で、 机に 向って、 深更まで うつむいて 何 か讀ん だり 書いたり して ゐ るの を 見た と 


いふ。 この あまりに 強烈な 精神と、 あまりに 脆弱な 肉體 との 相尅 こそ、 この デス ペレ エトな 動勉 刻苦 こそ、 彼の 生涯 

を 悲壯な ものと する ので ある" 彼の 生涯 を 1 篇の 悲劇と する ので ある。 

レオ バル ヂの 不幸の 他の 原因 は、 彼が異性の知カと美との蛙カにぁまりに^^じ《:^ぃパヴショネェ トな心ゃ有ってゐた 

事で あると 一 評 家 は 云って ゐる。 つまり、 レオ パル ヂが單 なる 舉究 でな くして、 露 の 詩人であった のが、 彼の 不幸 だ 

とい ふので ある。 まことに、 それ は 思 ふに あまる 贯 い 試練であった であらう。 "Uvc inc love,  love,  love 1 とい ふ 彼 

の 弟 カル n に 宛てた 手紙の 中の 叫び は、 スト イヴ ク 風な 諦 念の、 厭世主義の 哲舉 者の 中に 潜む ディ ォニ ゾスの 氏子の 面 

目 を 傷まし く，， ^想起せ しめずに は 措かない。 

はじめ 彼が 未だ 二十歳の 折りに、 その 無 經驗な 心を囚 へた この 烈しい 感情 を. 彼 は その 戀の 日記の 中に、 不氣 味な 

程の 明察 を 以て 書き記した。 常時 彼の 相 知った ジ-ル トリ ユウ ド* ライザ リと 呼ぶ 美しい 若い 婦人が、 彼の 心 を-動 搖 させ 

て、 その 戀の —— 彼の 所謂る 「病 氣」 の 11 感情 は、 彼に 一 つの 苦痛の 深淵 を 窺 はしめ た" しかも、 彼 は その 數日後 

に は、 机に 向って 自分の 感情 を 分析しょう として ゐる。 

後年の 彼の 女性に 對 する 見方 は、 著しく 皮肉に なり、 侮蔑 的に なって 來 たが、 なほ その内 心の 谒 望の 消え去ら なか 

つた 事 は、 彼が 敎養 ある 婦人との 交誼に 多くの 僭 値 を 置いた ので も 知られる ので ある。 一 八 二 六 年に ポロ  ニヤで 知つ 

た 伯爵 フランチ- スコ • マル. ゥェ プツイの 夫人 テレサとの 交際が、 【彼に 徵 からぬ 喜び を 味 はせ た 事 は 疑 ひがない。 しかも、 

それ は 固より 友誼 以上に 進む 事はなかった。 第三の、 そして 最後の 激烈な 情熱 は、 フィ レンツ H に 於け る それで、 化學 

の敎授 アン ト 二 ィ* タル ジョォ -ー • トゼ "ティの 妻で、 美しい ファン -I ィの 名で 呼ばれて ゐた 婦人に 對 する それであった。 

この美し い 女性の 面影 は、 彼の 『ァ スパ シァ』 中に 歌 はれて ゐ ると 云 ふ。 しかも、 レオ パル ヂは 反省の 冷たい 光に 照 

らして、 その 盲： n 的な 情熱 を 鎮め 得る だけの 克己 力 を もった 人であった。 彼が 若しも 或 人の 云 ふが 如く 、「哀しんで 毀 
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る」 の 人であった ならば、 彼の 人物の 悲劇的 尊 嚴は失 はれた であらう。 

實際、 レオ パル ヂは その 熱烈な 詩人 的 天分に も拘 はらず、 理性の 人であった" 彼 は その 確固たる 明晰な 理性 力に よ 

つて、 常に その 不幸と 逆 蓮との 支配者た る 事 を 失はなかった。 一 そして、 彼 は その 破滅から 救った もの は、 彼の ぺシミ 

ズム、 彼の 哲學 そのものに 外なら なかった。 これ は 宛 かも 彼の 同感 者であった ショォ ペン ハウェルの 場合と 同様で あ 

る。 「彼 は 自殺の 考へ を、 間 斷 なく まじろ ぎ もせずに 死 そのもの を 凝視して ゐた 察に よって 克服し 得た」 と カルル • フォ 

ス レルの 云った の は 至言で あると 思 ふ。 

サン トつ フゥグ は、 彼 を 「詩人 中の 最も 高貴なる、 最も 沈靜 なる、 最も 嚴肅 なる もの」 と 呼び、 「彼 こそ 英雄的なる 

希 腿の、 自由なる 羅 馬の、 眞の 古代人で ある」 と 評して ゐる。 恐らく それ は 動かぬ 批評で あらう。 英獨の 評 家中に 

は、 彼の 悲觀 主義の ために、 稍 や^ 黜ハ 意向 を 示す もの もないで はない が、 しかも 彼の 詩篇の 古典的 完成と、 抒情 的 

高揚と を、 また、 彼の 散文の 稀 有なる スタイルの 完備と を 否定し 5|t る もの はない。 -1 ィ チェが メリメ ェ、 エマ スン、 

ランダ ァ と共に、 彼の 散文の 大家と して 敬意 を拂 つた 事 は、 人の 知る ところで あらう。 そして、 これ は 主として かの 

li 創 的な "Operette  morali" (教訓的 一幕 樂劇) の哲 擊的對 話と、 "rssierie  paralipomeni  -  (斷 想と 遺稿) とに よるので 

ある。 これ は 旣に柳 win^ 氏の 明快な 譯が あるから、 (前者の 大部分 は 『大自然と 靈 魂との 對話』 の 題 下に、 後者の 一部 

は メラ アル リンクの 『人生と 花』 の 附録と して〕 志し ある 人 は 一 讀 せられる とよい。 私 もまた 彼の 詩に 劣らぬ 愛着 

を 以て、 この 對 話に 親しむ 一人で ある。 心瑰 分析 家と しての レオ バル ヂは、 恐らく ラ. ブル ユイ ェ，. 'ル、 シャン フォ， 'ル 

以來の 人で あらう と 思 ふ。 

ハイゼの 取扱った 時代 は、 未だ 彼の 生涯の 眞の 嵐の 前にす ぎなかった。 そして、 それ は 痛烈なる 彼の 寶際經 より 

も、 少しく 和 げられ て ある やうに おせられる。 その後、 レオ パル ヂは、 ミラノの 書肆 ステ. -ラ のために 古典 墓 修の仕 


硇 をして 口 を 糊し、 更に ポロ-一 ャ， フィレンツェ、 ピサ 各地に 流浪して、 つぶさに 生活の 苦を甞 めた が、 後ち 少壯の 文 

^者 アン ト -I ォ • ラ -I エリ と 相 知り 11 この ラ ニエリの レオ パル ヂの 生涯に 於け る 意義 は、 キ イツ に 於け る セゲ アンの 

それであった、 否 それ 以上で あったらう 11 ナポリなる 彼の 家に、 晩年の 七 年間 を绘 り、 三十 九 歳に して その 地こ歿 

した〕 ラー 一 エリが 彼の 苦痛に 重くな つた 目 Is をふさいで やった 時には、 彼の 肉體は 酷使し 盡 されて ゐ たが、 その 精； 9- 

はな ほ 十分の 明晰 を 保って ゐ たとい ふ。 「窓 を あけて くれ、 もっと 光が 見たい！」 とい ふの が、 彼の 最後の 言葉で あつ 

たと 傳 へられる。 

これが 彼の 友なる 詩人、 伯爵 ァゥグ スト • プラァ テン をして、 「偉大なる 伊太利の 詩 は、 ダンテの 唇に 生れて、 レオ パ 

ルヂの 唇に 死んだ」 と 云 はしめ た 不幸な 詩人の 一 生の 輪廓で ある 0 

—— 然 1、 かの ネリ ナは どうな つ た であらう か ？ レオ パル ヂ と 彼女と の 關係は いかにして 終った であらう か？ 

それ は讀 者の 知ら. つと 思 ふところ であらう。 ネ リナが レオ パル ヂの 生涯に さして 重大な 役割 や 勤めた 女で ない 事は旣 

に 分明した。 然し、 彼女 はまた ハイゼの 空想の 生んだ 假 {-^& の 人物で もない。 それ はこの 物語りの 終に 於いて、 自 から 

了解 せられる だら う。 然し、 それ を 前の やうに、 文字通りに 移して 來 たので は、 「レオ バル ヂ」 だけで、 この 書の 三分 

の 一 以上 を 占めて しま ふで あらう。 で、 少しく 惜しい 氣 はする けれども、 その物 語 は、 大筋 だけ を 極く ざっと かいつ 

まんで 話して 見よ 50 

家へ 歸 つて 行った 詩人 は、 いつもより は 快活に、 兩 親に 挨搜し 、妹の 額に キス をし、 弟た ちに 手 を 差し 伸ばした が、 

つもよりも 一層 甚默 に、 食卓 を 急いで 離れて、 R 分の 部屋へ 引取る と、 直ぐ バルコンの 扉 を あけて、 月光の 蔭に な 

つて ゐる差 向 ひの 小さな 家 11 ネ リナの 家 を 眺め やった。 どの 窓に も is^l つ 見えない。 月光の 中に 空しく 立って ゐ 
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る 詩人の 胸に は、 萬感 交々 に 起る。 ふと 見上げる と、 彼の 頭上に は 昴が かかって ゐた。 眼の 痛くなる まで、 ぢっ とそ 

れを鬼 上げて ゐる うちに、 彼の 心 は充ち 溢れる。 急いで 部屋に 入って、 螺 燥の 火 をつ けて、 彼 は 次ぎの 詩 を 書きつ け 

るので ある。 

ろる は  ス バル  ■  J 

美 はしき 星よ、 昴よ、 おも ひき や、 われ、 . 

わが 父の 園 生の 上 高く 輝 やきなら ぶ 

ろ や 

おんみら とまた かく も禮 せむ と は。 

わが 旣に 童の 折りより 住み 來 つる。 

また わが 喜びの いち 早き 終り を 見つ る、 

この 家の 窓よりか くも おんみら と 語らん と は" 


この あと 數十 行の 長い 句 を蠻き 記しての ち、 彼 は 暫く 寢臺に 身に 凭せ て、 眼 を閉ぢ た。 寺院の 塔から 十 時の 鐘の音 

が 打った。 もう 戶外 にも 屋内に も 何の 物音 もない、 彼 はまた 身 を もたげて 霄き續 ける。 

風 はもて 來る、 この 小さき 市街の 塔より 

時吿 ぐる 鐘 を。 思へば、 この 響 こそ、 

わが 童 どき、 わが 暗き 部屋に こもりて、 

身 を とりめぐ る 恐れの 中に 眠り もやら で 

朝 待ち かねし 夜々 の わが 慰めな りき。 

われ をめ ぐる もの、 わが 眼、 わが 耳に 入る 


ものの 凡て は、 われに 一 つの 而影 を裔 らし、 

いと 甘き 思 出ぞ、 心に 喚び 起さる。 

さはれ そが 中には、 今の 苦し さ、 過ぎに し 時の 

あだなり しあ こがれ ぞ、 苦しく も^せられ たる、 

我が 事 過ぎぬ との 苦き その 思 ひこ そ  


おお 汝等 凡ての 希望よ、 汝 やさしき 靑 春の nl の 

まぼろしよ！ 心 はつわに 汝等 にかへ る- 

いかに 時 は 急ぐ とも、  いかに 思想と 感情と は 

變 ずると も、 か つ て われ は 汝等を 忘れ ざり き ー 

まぼろしよ、 われ は 知る、 名譽と 光榮と は。 

幸福ん 快樂と は、 ただ 签 しき 願 ひのみ。 

免う  Z 

益 もな き 生 は あだなる 苦痛。 されば こそ、 

としつき 

たと へ わが 歳月 はすべ て {til,::' からむ とも、 

わが 死ぬべき 命 はくらくす さびて あらむ とも、 

幸福 は 11 われ はよ く 知る 11 われに 僅か を 奪 ふの み- * 

され ど ああ、 わが 汝等を 思 ひ 出づる ごとに、 

汝等靑 称の 希望よ、 かって かく もやさし く 
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わが 前に 漂 ひし ものよ、 われ はわが みすぼらし くも 

悲慘 なる 生 を 思 ひて、 かく も 多 かりし 美しき 希望のう ちノ 

ただ 死の みが、 今日な ほ われに のこれる を 知る。 

心 は をのの き、 かかる 蓮 命に はた だ I つ だに 

慰めの あら じと ぞ おも ふ  

その 時， 不意に 戸外に、 や はら かな 少女の 聲が、 南方の 小唄 を、 戀の歌 をうた ひ はじめた。 レオ バル ヂは 飛び 上つ 

て、 バルコンに 出た。 彼のよ く 知って ゐる その 聲は、 彼の 窓より 少し 低い かの 窓から 起って 來 るので あった。 微かな 

灯 かげに、 小 鏡の 前で 髮を 束ねて ゐる 彼女の 姿が 見えた" 

「ネリ ナ！」 と 詩人が 呼んでも、 娘 は 聞えぬ 風 をして、 なほ も 歌ひ續 けたが、 忽ち 窓のと ころへ 出て 來た。 そこで 再 

び、 二人 は 月光の 下で 話 を はじめた。 

詩 入が 「今日はお まへ にやる 菓子がない よ」 と 云 ふと、 ネリ ナは 「わたし それより 外の もの を 下さい、 今日 あの 五 

の 上で お書きに なった 詩 を 言って 聞かせて 下さい」 と 云 ふ。 それで レオ パル ヂ がそれ を 持って来て、 讀んで 聞かせた。 

すると 少女 は、 「この 海に 難破 せんこと ぞ われに たのしき！」 と 小聲で 繰返した 。そして、 「どうぞ それ を わたしに 下さ 

い」 と 云った ので、 彼が その 紙片れ を 自分の 詩集の 間に 狭んで 投げて やる と、 彼女 は その代りに、 その 部 の 石竹の 

花 を殘ら ずむ しり 取って、 その 長い 黑髮の 一 束 を 鉄で 切り取って、 それで 花を卷 いて、 彼の バルコンに 投げてから、 

「おやすみなさい」 と 云って、 窓 を 閉めて しまった。 

その 夜、 彼 は 眠らなかった。 


すると、 その 翌朝、 思 ひがけな くネ リナが 父親の ルイ ギが彼 を 訪ねて 來た" 籙く 胸で、 この 精子 造り を迎 へる と、 

その 用向き は、 自分の 家に ある ラファエルの 畫が 本物 かどう か 鑑定して ほしいと 云 ふので あった。 が、 實 際の 用 向よ そ 
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の 後に あった。 雜談の 末、 彼 は 自分の 零落した 身上 話 をした 上で、 アンコナの & 兄弟の 息子の アン トニ ォが 嫁に t ひ 

たいと 云 ふのに、 娘が どうしても 聽 かないと いふ 事 を 話して、 娘 は 伯爵 樣を 大變 敬して ゐる やうです から、 伯爵 樣 

のお 言葉なら ば 何でもき きませ うから、 どうか 娘 を さとして 下さらな いかと 云 ふので あった。 

それで その 日の 午後. 詩 入 は 精子 造りの 家に 出かけて 行った。 彼 を出迎 へた ネ リナの 母親 は、 一 見、 その 良人より 

もい い 家柄の 出で ある 事が わかった。 彼女の 靜 かな 靑 白い 顏と黑 い 眼と は、 娘 を 想 はせ た。 この 訪問の ロ實 になった 

縛 は、 勿論、 問題になる 程の ものではなかった。 そこへ ネ リナが 入って 来た。 そして この E5 ひがけない 客 を 見る と、 

眞赤 になって、 微かな 叫び 聲を さへ 靈 げた。 けれど、 ただ 手で 髮を 一寸 撫でて 見た だけで、 すぐ 彼女 は平靜 になって、 

父親の 1  曰に ついての 勿體振 つ た 說明を 笑 ひさ へ もし た。 

母親が 部屋の 外へ 出て 行って から、 まもなく 父親 も 妻に 呼ばれて 出て 行った。 レオ パル ヂは、 その 部屋に ネ リナと 

二人ぎ り殘 された。 やがて 彼 は 彼女の 手 をと つて、 

「ネリ ナ！ お まへ は 僕 を 少しで も 信じて ゐて くれる だら うか？」 と 云 4 と、 

「ええ. すっかり 信じて ます わ」 と 彼女 は淸ら かな 眼で 云った。 

それから 彼 は、 お まへ はお 父さんお 母さん を 愛して ゐ るかと いふ 質問から 切り出して、 だんだん 彼女 を設き はじめ 

た。 

「お まへの お父さんの 話で は、 その アンコナの 從 兄弟と いふの は、 大變 しっかりした 人で、 この 結婚 は みんなに とつ 

て 幸福な 事 だとい ふのに、 お まへ はどうして 承知 しないの だえ？」 
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話が 結婚の 事になる と、 彼女 は顏を そむけて、 俯向いて しまった。 やがて、 彼女 は レオ バル ヂが、 「その 人 はお まへ 

を 愛して、 幸 1® こ. してやら うと 云 ふのに、 お まへ はどうして 幸福に ならう と は 思 はない の だえ？」 と 云った 時 その 

言葉 を 遮って、 

「わたしに 幸福？」 と 彼女 は赧 くな つた 顏を if けて 云った、 「ジ ヤコ モ樣、 あなた は それ を 御存知の 箬ぢ やありません 

か、 誰れ でも 本當 はた だ 自分の 幸 ：i だけし か考 へない と 云 ふ 事 を …… 」 

彼女 はよ く 詩人の 言葉 を 知って ゐた。 それで 彼 はたう とう 閉口し c、 では、 誰か 外に 愛して ゐる 人で も あるの かと 

訊く。 すると 彼女 は 頭 を 振った。 そして、 かの アンコナの 從 ：，.. 弟 を 外の 若い 男よりも 嫌 ひなので はない と 云った。 た 

だ 三 ヶ月 前に、 わたし はソ フィァ から あなたの 詩集 を 借りて 讀 みました、 そして …… と 彼女 は 一寸 默 つてから、 ぢ つと 

かの 繒の方 を 見つめながら、 頰を 報く しながら、 歌 ひ はじめた。 それ は レオ バル ヂ自 身の、 初 戀の惱 み をうた つた 詩 

であった。 

「あなた はわた し を だとお 思 ひに なった でせ う」 とやが て 彼女 は 突然 歌 を やめて 云った、 「ジ ヤコ モ漾、 わたし は 

どんなに この 初 戀の詩 を讀ん だとき、 これまでに ないやうな 嬉しい やうな 悲しい やうな 氣持 になり ましたで せう。 わ 

たし はわた しが、 あの アン トニ ォを、 これ 迄 愛した 事が なく、 これから も 愛しない 事が 急に はっきり 分りました。 そ 

して、 本當に 愛する と は どんな 事 かも 分りました。 くり 返しく り 返し 讀ん でゐ るう ちに、 あなたの お感じに なった 事 

が、 その 儘 分る やうな 氣 がしました。 この 苦しい 苦しい 喜び は、 この 世の あらゆる 喜びに も 超えた もの だとい ふ 事 も 

分りました。」 

かう 云って、 彼女 は 窓邊へ 行って 窓越しに 天の 方 を 見上げた。 レオ バル ヂは 彼女の 肩に 手 を觸れ て、 窓から 連お て 

来て、 彼女の 夢想 を 取り去る ために、 不幸な 詩人の 世界が、 決して そんな 望むべき もので ない 事 を 云って 聞かせた。 


すると 突然、 彼女 は 彼の 方に 向いて、 彼の 頸に 飛び付いて、 はら はらと 涙 を 流しながら、 ： 燃える やうな 顏を 彼の 轉こ 

うづめ た。 

彼 は 愕^として、 I ST 氣を失 ふやう に 思った。 烈しく t. 攣 すろ 身體を その 胸に 押し付けながら、 彼の 口 文 彼女の 

軟 かな 髮の 上に 憩うた。 彼の 心 は 苦痛と 悅樂 とに 破れん ばかりであった。 が、 彼 は 正氣に 還った、 同 寺こ斷 つや. 0 な 

苦痛の 感じが 氷の やうに 身う ち を 走った。 

「ネ リナ」 と 彼 は 懸命の 力で 起き 上りながら 顰 いた、 「ねえ- 正氣 におな り、 僕 は あはれ な 人間 だ、 幸福 を Mt! 才て、 W 

みから 惱 みに 走る 逃亡者 だ。 さあ、 もっと 强く おなり …； 僕 はお まへ が この 僕に 幸 歸を與 へて く ヒた事 を 決して 忘，^ 

はしない から …… 」 

彼女 は その 手 を 彼の 身 堕から 離した。 その 顏は眞 蒼に なり、 脣は 開いて、 白い 齒は あだか も 叫び や 抑へ てゐる やう 

に^ ひ しめられて ゐた。 

「僕 は 行かなければ ならぬ」 と 彼 は 名状し 難い 努力 を もって、 やっと 云った、 「それが 僕の 宿命な の だ" われわれ はも 

う 二度と 會ふ事 はないで あらう。 けれど、 お まへの 思 出が、 永遠に 僕の 胸から 消える 事の ないた めに、 僕に たつ」. 二 

つ 約束 をして おくれ」 

彼女 は 彼の 方に 振 向かないで、 ただ 黑ぃ 睫毛 を 動かした ばかりであった。 

「僕が 行って しまったなら、 他の 人と 同じ やうに 生活 をす る やうに 約束 をして おくれ、 ねえ、 ネ リナ、 お まへ はま.，， 

若い の だ、 入 生 はもつ A 華やかに 變 つてく るの だから …… 」 

彼 は 彼女の 方に 手 を 差 出した が、 彼女 は それに は 舞れ なかった。 彼女 は 暫く 沈思して ゐる やうで あつたが、 深い 溜 

息 を I つして、 その すらりと した 身體を 一寸 振って、 彼の 靈 にしみ 通る やうな 聲で 云った、 
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「さ 5 なるやう にやって 見ます わ …ミ あなたの ために …… では、 さやうなら！」 

かぅ云って、 彼女はゅっくり部^^を出て行った、 一 度 も 彼の 方へ 振 返る 事な しに。 

彼女の 兩 親が 再び 部屋に 入って 來た 時， レオ パル ヂは 窓邊に 立ちながら、 ぢ つと 思 ひに 沈んで ゐ たので、 暫く は 二 

人の 來 たのに も氣が 付かなかった。 やがて 彼 は、 よく 云って おいた から、 彼女 も考 へる に 違 ひない から、 あまりに 急 

に 迫る やうな 事 をし ないで くれる や 5 にと、 くれぐれも 鎮ん で、 二人の 手 を 握って から 別れ を 告げた。 母親 は 眼に 淚 

をう かべて ゐ るし、 父親 は 感謝のお 辭儀を あまた 度び して、 彼を经 つて 来た。 レオ バル. チは ルイ ギの家 を 出てから、 

上の 窓 を 見上げた けれど、 それ は 閉まった 儘であった。 

その 窓 は、 その 晚も その 夜 も 開かなかった。 ただ 翌朝 早く、 若い 伯爵 を 連れに 來た 馬車の 音の した 時に、 靑 褪めた 

顔が その 窓 硝子の 後に 現れた。 旅立つ 人 は、 家族の 者の 抱擁から 身 を 引 放して、 出發 する 時に、 馬車の 中から 今一度 

その 小さな 窓 を 見上げた。 そして、 そこに 小さな 手が 窓 粋の 上に 組まれて ゐ るの を 見た 時、 再びと は會ひ 難い 事の 苦 

^1が、 彼の 心 を 賞いた。 彼 は 後へ 身 を 投げて、 淚の 湧き上る 眼を兩 手で 蔽 うた。 

彼 はこの 慌 しい 出 發のロ 實には 事を缺 かなかった、 が、 兩親 をな だめる ための 直ぐ 歸 るとの 約束 は 守れなかった。 

重い 病 氣が彼 を 襲うた のであった。 彼 は ピサで 冬 を 過した。 そして、 家へ と 努めて 手紙 を 書いた。 パオリ イナへの 手 

紙 を 書く 時 は、 いつも ネ リナの 事 を 訊ねようと 思った が、 わざと 差し ひかへ た。 春に なって、 やう やく レカナティの 人 

人の 安否 を 訊いた 末に、 あの 美しく 歌 ふ 小さな 隣り の 娘の 上に 言 ひ 及ぶ 事が 出来た。  . . 

パオリ イナの 返事に は、 隣家の 小さな 歌 女 は、 あの 夏 以來歌 はなくな つて ゐ ましたが、 この 春の はじめに、 この 可 

哀 さうな 娘 は 永遠の 沈默の 庭へ 搬 ばれて しま ひました とあった。 レオ パル ヂ はこの 報知 を 得た 後の 數日 は、 親友に も 

會 はないで 引 籠って ゐた。 


次ぎの 年に なって、 彼 はやう やく その 靑 春の 希望の 墓場 を 訊ねる 氣カを 得た。 彼が 再び レカナティの. H 分の 部麼に 入 

つた 時， かの 窓に 面した バルコンの 戶を 開ける 勇氣 がなかった。 重い 悲しみの 夜 を 過して、 朝方 僅かに 眠って 起きた 

ところに、 再び あの 折りの やうに 戶を 叩いて、 かの 隣人の ルイ ギが 入って 來た。 彼 は あの 折りから みると 十 年 も 年 を 

とった やうに 見えた。 顏には 皺が 寄り、 髮は 白くな つて ゐた。 彼 は元氣 のない 聲 音で、 伯爵 樣を またも 煩 はして すま 

ない 事のお 詫び をして から、 「實 はま だお 覺 えで ございませ うが、 私の 娘の ネ リナめ が …… あれ もた うとう なくなり ま 

して …… 」 とい ふの をき つかけ に、 悲しい 親心 を 述べた あとで、 その ネ リナが、 なくなる 前の 夜、 母親 を 傍に 呼んで、 

若し わたしが 死んだ 後で、 伯爵 ジ ヤコ モ樣 がまた この 市街へ ぉ歸 りに なったら、 この 袋 をお 渡しして、 ネ リナが よろ 

しく 申し ましたと 傳 へて 下さいと 申しました ので、 母 は それ を 大切に 藏 つてお きました。 あれ も 娘が 伯爵 樣を どんな 

に 食 敬して ゐ まし たかをよ く 存じて をり ますので •：.： 娘 は あなた 樣の 詩集 を 枕の 下に 入れて くれと 云って， その上で 

なくなりました やうな わけで …… これが その 袋で ございます」 

かう 云って 彼 は ボケ プ ト から ハ ンケチ に 包んだ 小さな 四角な 袋 を 取 出して、 深く 心 を 動かされて ゐる 詩人に 手渡し 

た。 それ は 黑ぃ絹 切れで 巧みに 縫 ひ 合せ、 金絲で 緣を辍 つて、 その 一方に は 小さな 月桂樹の 葉の 輪 を綠の 絹で 縫 ひ 取 

りした 眞 中に、 金絲で L の 字 を 出して あった。 そして、 その 袋の 中には、 大切に 折った 一 葉の 紙が 入れて あった、 そ 

れは 彼が あの 晚に、 かの 日 丘の 上で 書いた 詩 を 彼女に 書き 寫 してやった その 紙で あつたが、 その 詩の 最後の 行 は、 細 

い 鉛筆で、 三重に アン ダァ ライン が 引い てあつた、 宛 かも 彼女が こ の 言葉 を どんなに 屢々 唱 へ たかを 彼に 知らせよう 

とする やうに — 「この 海に 難破 せんこと ぞ、 われに たのしき！」 と …… 

夕が 來て、 再び 0!S が 眠れる 街の 上に 輝いた 時、 レオ パル ヂは バルコンの 上に すわって、 膝の 上に マップ を 開けた、 

その 中には かの 長い 田 { 出の 詩が 書かれた 上に、 かの 幸福な 夜の 記念が 見出された。 石竹の 花束 は、 花 はすつ かり 萎れ 
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て、 からからに 乾いて ゐ たけれ ども、 その 黑髮の 紐 は、 彼が それ を 持 上げて 眺めた 時、 ランプの 光に 艷々 と 輝いた。 

それらの もの は、 かの 折りに、 あまりに 急いだ ために、 彼 は 置き忘れて 行った ので ある" その 記憶が 彼の 苦痛 を 1 層 

鋭く した。 

眞 夜中の 鐘の 打った 時、 彼の 上に は 1 つの 靜 けさが 来た。 彼 は その マップ を 取って、 彼の 『思 出』 の 長い 告白の 下 

に、 なほ 次ぎの 詩句 を 書き記し たので ある リ 

あはれ ネ リナよ！ いか なれば、 IT が 思 出 を 

ここなる 人々 はつひに 語らざる？ いか なれば、 

わが 心より 汝れは 消え失せ しか？ 何處へ 行きし？ 

いとしき ものよ、 ただ われの み、 ここに ひとりして 

今 もな ほ 汝れを 思 ふに。 ああ、 Sk が 故郷 は、 

また 汝れを 見 じ。 かって 汝 がわれ と 語りし 

その 窓 は、 今 はた 星の 光り を覺 束な くも 

ただ.^" しげに 映せる のみ、 中 はも 空し。 

何處へ 行きし 汝は、 汝が聲 を、 いま、 

われ は 再び 聞く を 得 じ。 汝が脣 より 出づる 

こわね 

遠き 腱 音の われに 迫りて、 わが 血 を 

胸より 頗 へとの ぼらせ しかの 日の や 5 に。 

はや 過ぎぬ." 過ぎ去りぬ- 汝が生 は、 


いとしき ものよ、 汝れは 逝きぬ" 

今 また 異なる もの 來 りて、 この 世 を わたり、 

このお はしき 丘に 住むな らん。 

おお、 速 かに! i は 逝け るよ、 汝が 生涯 は 

ただ 夢 の くな りき I 汝 がかし こに て 踊りし 時、 

喜びに 汝が額 は 輝き、 眼に は 思 ひも 深さ 

安らぎの、 靑 春の 光の 輝きし を 11 

そのと き 運命 は、 いち 早く そ をば 消しぬ、 

々ぞ靜 かに 汝れ はやす らふ。 ああ、 ネ リナよ、 

常にな ほ わが 心に は、 古き 愛 こそ 消え やらぬ。 

あまた 度び、 祭りに、 人の つど ひの 中に、 

われ はみ そかに 自ら 云へ り、 おお ネ リナよ、 再び 汝れは 

踊りに も 祭りに も、 身 を 飾るな く、 交る 事な しと  

かくて 五月 来りて、 綠の 枝と 善き 歌と を 

, , , わらべ  E とめ <*J 

愛する fi の その 少女 子に ささぐ ると き、 

われ は 云 はん、 ああ ネ リナよ、 汝 のために は 

春 は び 還ら じと、 愛 は 再び 還ら じと！ 
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、/ イネと 塽太利 皇后 

尸 イネに ついて 語りたい。 

けれども、 この 詩人の 生活と、 その 天分と 苦惱 とに ついては、 旣に腾 々語った し、 また、 これから も、 もっと 全面 

的に、 これ を 描出したい 私で ある。 

で、 ここで は、 彼 そのもので はなしに、 彼の 投げた 光彩に ついて、 彼に 與 へられた 一 つの^ 讃 について 語らう と 思 

ふ。 

世界 大戰 がお こった 時、 交 戰國の 王室に つ いて、 新聞 雜 誌に 樣々 な 記事が 現 はれた 中で、 最も 興味の ある 筆 を も つ て 

語られた の は、 今は絕 えた 瑰太 利の 王室、 ハ "ブス ブル グ 家の 不幸な 歷 であった。 歐洲の 王室 中 最も 古い 由緒 ある 歷 

史を もった ハ "プ スブ ルグ家 は、 また 最も 不幸な 王室で、 代々 不祥な 事件が 續 いたが、 中で も あの 不幸な 老帝フ ランツ • 

ヨセフの 皇后 エリサべ エトの 最期 こそ、 今な ほ 懐古の 詩人の 心 を 動かす ものである。 壤匈 國の國 民から 慈母の やうに 

愛され ici はれた 皇后 は、 一 八 九 八 年 九月 十日、 瑞 西で、 伊太利の 無 政 ¥ 王義者 ルイ ギ* ルケ -I の 匕首の もとに 驟 された 

ので ある。 

皇后 は バイエル ンの ヰヴテ ルス バヴハ 大公 家の 出で あつたが、 その 維納に 嫁せられ る 時の 國 民の 歡歌 を、 ハイネの 作 

の やうに、 かの 歐洲 戰當 時の 記者の 筆で 誤り 傳 へられた 位、 白 K 后の ハイネに 寄せられた 傾倒の 情 は 有名な ものである。 


皇后 はま だ 文 學に對 する 嗜好 も めざめない 時分から、 ハイネ を 知って、 年 ふると 共に、 いよいよ ハイネに 惹き付けら 

れた。 ハイネの 詩の 中に、 皇后 自身の 苦懷と 幻滅と が、 さながらに 見出され たからで ある。 

阜： 后 は 後に ハイネの 全 著作 を讀 み、 詩集の 外で は、 特に、 その 旅行記 を 好まれた。 その ハイネ を 愛好され たの は、 

第一に ハ イネの 卒直の ためであった。 「 ハイネが 大部分の 詩人と 異 るの は、 その あらゆる 偽善 を輕 蔑す ると ころに ある。 

彼 はいつ も その ありのままの 自分 を 示し、 その 入 間ら しい 性質と 缺 i! と を 決して 隱 さない」 と 臭 后 は 書かれて ゐ る。 

ハイネに 對 する 愛好 は、 皇后 を驅 つて、 獨 逸の 一都 市に、 彼の 立像 や 建立す る 計謦を 立てさせた。 然るに、 IT 逸聯 

邦の 宰相 ビスマルクの I 翰の 書 は、 維納の 內閣を 驚かした。 その 中で ビスマルク は、 友邦 國の 皇后 陛卩 が、 我々 のホ 

ォ エンツォ ルレ ルン 王家 を 嘲弄した 詩人 を 、八ム けに 1^ 賀 される のに は 驚愕して ゐ ると 書いた。 そのために、 獨逸國 内に 

ハイネの 立像 を 建てる 企て は 中止と なった が、 皇后 は それに 報いる ため、 大理石 像 を その コル フ 島の 離宮の 前に 建て 

られ たので ある。  ， 

それ は當 時、 丁抹の 彫刻家つ セ ルリ イスが、 羅 馬で ハイネ 像の 原形 を 完成した 報が 傳 はった ので、 皇后 は それ を 直 

ちに 大理石に うつして くれる やうに 彫刻家に たのまれた。 かくて その 愛する 詩人の 像 は、 アヤ *キ リア-' ヒ山 下に 建て 

られ たので ある。 詩人の 眼 は 海に 向けられて ゐて、 その 膝の 上に 置いた 手に は、 Si 刻 家が 皇后の 依賴 によって ハイネ 

自身の 詩 を 彫りつ けた 一枚の 石板 を 持って ゐる。 その 詩句 は、 かの 「詩の 本」 中の すぐれた 詩 中の 一節で ある 一 • 

そんなに わたしの 目 をく もらせて 

1 體 どうしょうと 言 ふの だら う？ 

この さびしい 淚は 昔から 

わたしの 目から はなれない。  • . 
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この 『詩の 本』 は， 就屮、 皇后の 愛讀 せられた もので、 毎夜 九 時に、 皇后が 寢 床に 就かれる とき、 その 枕 もとに 置 

かれた もの は、 實 にこの 『詩の 本』 であった …… 

曾って、 未發 表の ハイネの 諷刺 詩の 原稿 を發 見した 獨 逸の ある 文學 者が、 政治的の 理由から、 これが 公表 を 躊躇し 

た 時 、「ハイネの ー讀 者 は 一 の國 民からで はなく、 あらゆる 國 民から 成立って ゐる、 彼の 讀者は 彼の あらゆる 作品 を 知る 

べき 權利を 有って ゐる」 と 云って、 彼は勵 まされた 程の 皇后の、 かう した ハイネの 著作への 愛好 は、 直ちに 人間と し 

ての 彼に 對 する 興味と 嘆賞と になった。 巴 里の モン マル トルなる ハイネの 墓に は、 麗々、 「皇后 エリサべ エトより そ 

の 愛する 詩人へ」 と 記された 花環が 捧げられた。 その 巴 里に 行啓 せられた 時には、 手づ から 詩人の 墓 を 飾られた。 こ 

こに この 墓參 の 記念 の 詩が ある .—— 

わがいた める 人よ、 わがつ ひに 相 見 ざり し 人よ、 

ただ そのな きがら のみ、 わが 跪ける もとに ぞ憩 ふ。 

そが 惱 める 魂 もつ ひに その 幸福 を 得ぬ、 

「惱み 疲れし もの はわれに 来れ」 と 

のた まへ る 主の みもとに 今 はと どまれば。 

更に 彼の 詩 をより 詳しく 知る ために、 皇后 は 自ら ハム ブル グに、 當時 九十 歳の 老齢であった、 詩人の 妹 シャル 口 プテ， 

フォン .ェ ムデン を 訪ねられ さへ もした。 

「皇后 樣 はわた しのと ころに、 皇后 樣 ではなくて、 愛らしい 娘さんの やうに おすわりに なられた」 とこの 老婦 人 は 語 

つて ゐる 、「どんな 批評家 も、 どんな 傳記者 も、 エリサべ エト 皇后が わたしの 兄 を 理解して 下された やうに は 理解した 

人 はない」 とも 云って ゐ る。 


これ 程の 愛、 これ 程の 理解 —— しかも、 それ は 決して、 かの ハイネ を愛讀 する 1 般の 女性に 見える やうな、 あり ふ 

れた セン ティ メンタルな 詩人と しての 愛好で はなく して、 幻滅の 詩人と して、 皮肉の 詩人と して、 譏 笑の 詩人と しての 

ハイネの IK の 特質に ila? る 理解で あつたの だ。 まことに、 ショ オペ ン ハウェル 全卷の 新-お 腿 語への 巧妙な 翻譯 者で あつ 

た 皇后、 シュ タス ビアの 『眞 夏の 夜の 夢』 のテ "タニア とその 驢馬の 頭 をした 愛人との 畫を その 宮駁の 壁に かけて、 「私 

たちの 愛して ゐる イリ ユウ ジョンの. K 當の姿 は、 この 驢馬の 頭な のです よ」 と 云った 辜； 后 は、 確かに ハイネ を眞に 理解 

されて ゐ たに 違 ひない。 

皇后 自身の 詩で 世に 知られて ゐる もの は、 極めて 少數 である。 そのうち 次の 詩 は、 イシ ュル 附近の マリア 像の 銘 とし 

て 書かれた もので、 皇后の 作と も 知らないで、 通行の，>^のの讀んで行くものでぁる。 

おお、 あなたのお 腕 をお ひろげに なって、 

マリア さま、 あなたのお 膝 もとの 

この 谷間の 家 を まもりた まへ！ 

おお、 この 小さな 巢に 祝； I を 垂れた まへ I 

どんな 嵐が 吹き荒れようと 

あなたの 御 加護の もとなら 安らかです、 

なさけぶかく まもって 下されば 0 

また. 匈牙利の 片隅の 或る 溫 泉に 滯 在中に、 そこの 上の 山頂に 立って ゐる 牧者の 小舍に 行って、 そこの 卓子の 上に、 

IS 筆で 書かれた 次ぎの やうな 匈牙利 語の 詩 も 知られて ゐる。 

この 世の もの はみ な變 つてし まふ 

魂^ 讚  -0E 
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まことと いふの も {41 しい 言葉、 

. いつも まことの 變らぬ もの は 

けだかい 自然よ、 お まへば かり！ 

お まへ にたよ る もの は 仕 合せ ものよ ノ 

かなしい 失望 を 味 ふこと はない、 

お まへの まことの ためなら ば 

その 慰めの ためなら ば、 

わたし は 何でも 惜しまない 0 

詩人 は 祟 拜者を 求める。 詩人 はいかに 賞讃 にあ こがれる 人間で あらう。 詩人に とって は、 喝釆 がその 感興の 源泉で 

あるかと さへ 思 はれる。 現に 我國の 詩人の 中に も、 その 眞偽は 知らないが、 賞讃 がなければ 詩興が 湧かない とい ふ 逸 

話の 傳 へられて ゐる人 さへ ある 程で はない か。 

しかも、 詩人 は 彼が 本質的な 詩人で あれば ある 程、 かかる 幸福 を 期待し 得ない。 ハイン リ プヒ. フォン (クライストの 

^滅 は、 この 不 愛好に 基づく と は ニイ チェの 觀察 である。 -1 イチ ェ其人 は、 かかる 一 般的 愛好 を 一蹴して、 山頂の 人 

の 光輝 ある 孤獨 寂寥 を 誇った が、 しかも 彼の 書翰 は、 かかる へお 恃を 全く 裏切る 言葉に 充 ちて ゐる I. 詩人 は 弱い！ 

そして、 より 幸福な 場合に も、 彼の 報酬 は あまりに 遲く來 る。 世 は その 無視し、 誹謗し、 担 絶した 詩人の 墓 を、 記 

念の 一 環 を もって 飾る ので ある。 見よ、 かの 眞の 詩人、 薄倖な りし 石 川 木 を。 「石 を もて 追 はるる 如く」 追 はれし 故 

鄕の澀 民 村に、 彼 は 今や 一 つの 記念碑 を 得て ゐる。 彼が i と 侮蔑と に戰 はねば ならなかった 函 館の 市街に も、 今一 つ 


の 記念碑が ある 害で ある …… 

ハイネ は 啄木 ほど 不幸ではなかった。 然し、 彼の 生涯 も、 賞讃ゃ 愛好よりも、 惡罵と鮮謗と迫害とに！^する、 反抗 

と戰 闘と によって 過され たの だ。 そして、 彼 はこれ 程の よき 理解 者の ある 事 を 知らず して 死なねば ならなかった …… 

そして、 彼 は 今な ほ獨 逸國內 に、 1 つの 記念 像 を も 有って ゐ ないでの である。 

漂泊の 詩人 レナ ゥ 

日 はかた ぶきけ り あなたの 岸に 

ひね もす つかれし ひる もね むりぬ 

この 池の 面に みどりの 色の 

ふかくもう つれる 靑 柳の いと 

はるけ き 空なる 人 をし のびて 

袖 はうる ほひぬ 淚の 露に 

ここに は あはれ に 柳 そよ ぎて 

夕暮の かぜに ふる ふ あしの 葉 

俊く もつつ める^ かなしみ を 

詩魂 i! 講  I 一 
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さやかに 照らせるな つかしの 君 

あしと 靑 柳の 葉 を もれきて 

i わたる ほしの 影の ごとくに 『あしの 曲』 その r 『於 母 影』 ょリ , 

名状し がたい 一つの 渴 望が、 1 つの 倘怳 が、 彼 を 先き へ 先き へと 驅り 立てて、 しばらく も 一所に とどまら しめぬ。 

心は絕 えず 不安と 憂悶と に 鎖され て、 遙か 彼方の 地平線の 上に、 その 幸福の 微光 を 望んで、 足 はいかに 疲れ、 身 はい 

かに 困憊す ると も、 彼の 心 はた だ 先き へ、 先き へと 叫ぶ。 

これが あやまって 此 世に 生れ 来った 人間の 運命で ある。 彼の 故鄕 は、 思 ふに 此 世の 何 處 にも 存 しないで あらう。 彼 

の 心 は 常に、 今日に はかから なくて、 明日に かかって ゐる。 何處 にあっても、 彼 は ぎ ョ0 では あり 得ない と共に 

いかなる 時に も、 彼が 「とどまれ！」 と 呼び 得べき 時 はない。 

かくて 彼の 生涯 は絕ぇ 間な き 流浪で あり、 I 猫で あると 共に、 彼の 内部生活 もまた、 絕 えざる 不滿 と、 憧愦 と、 r 

求と に 終始し なければ ならぬ。 これが この 世の Si 邦人の 運命で ある。 そして、 我が 二 コ ラウス *レ ナウ はか やうな 種類 

の 人であった" 彼 は 言葉の 二様の 意味 を もって、 漂泊の 詩人と 呼ばれる に 値して ゐる。 

この 憂 11 の 詩人の 本名 は、 ニコラウス • フランツ， ニイ ムブシ テ エド レル • ッゥ • シュ トレ エレ ナウで、 ニコラウス *レ 

ナウと は、 その 長い 名の 前後 だけ を 取った 筆名で ある。 

彼 は 1 八 〇 二 年、 南甸牙 利の に 生れた。 父方から はス ラヴと 獨 逸との、 母 万から は 匈牙利の i 彼の 血管 

に は、 この 三 民族の 血が 混じて ゐた。 早く 父 を 喪 ひ、 或る 醫師の もとに 再嫁した 母と 共に、 十六 歳まで、 アルト フエ 

ン、 トォ カイ、 ペスト 等の 匈牙利の 各地 を轉々 し、 のち ヰ インに 出て、 學 窓に 入った が、 一つの 科 H を 倦まず 專攻す 


る 事 は、 心 多岐なる 人、 彼の 堪へ 得る ところではなかった。 

軍 時代の レナ ゥは、 後年の やうな 謹 家で はなく して、 S3 とともに 謹し、 倫 快な 冗談 や- 逸び を 好んで. や こ 

—もっとも、 H ム 了-一 イン ドルフの i によると、 後年の 彼 も、 隨分 ハイネ 風な 皮肉と i を 弄した まも 

u.^k やうで あるが— それが 別人の やうに なった の は、 彼の 友に して 鐘なる シュ ルツの 語る ところに よる 

f 戀 して ゐた、 ベルタと 呼ぶ 讀の 外に は 何の 長所 もない 一 少女の 不純な 愛に 對 する 幻滅に 善くと いふ。 レ ナウ 

P この 女 us して、 子供まで 出來 たが、 レ ナウが 彼女の ふしだらに 幻滅す ると 同時に、 彼女 もレ ナウに 見切り をつ 

けて 富裕な 希 M 入の 商人の 持ち物に なった とい ふ。  ぷも 

レ ナウが 詩人と しての キヤ リャァ を はじめた 後、 南獨シ ュヮァ ベンに 赴いて、 スト ミト ガルトの 地 こ、 ゥ， ランド、 

シュさ ケル ネル 等シ ュヮァ ペン 派の 詩人に 認められ、 その 歡迎 の 客と なった 日に、 I ブの 姪の シャレ 口，， ァ. ゲメ 

さい 少女に、 まじりの ない f 捧げられて、 募で も それ を 受けながら も、 つ ひに その 愛 臭 丄 ，る 

に 至らな 力った 彼つ 不可解 皇 f も、 この ベルタより 受け |甚な印象 によって 續 する 人 も ある， 

ノ  JUL『U 曲』 i は、 この シャ： プテに 捧げられた もので、 そのため 彼女 は その 交友の 間に、 「蘆の 口  i 

p^i^ は ォてゐ たとい ふ ほどで、 彼 は 彼女 嘉 からず 愛して ゐた。 それで 彼の 友の クレン ムは、 ス トウ… カルトの 

き 地所 を 買って、 さァ 基に 迎 へる やうに と 彼に 雲した。 けれども、 レナ ゥは それき,』、 この 少 

うと 決心した。 彼 は 自分が 幸-幅で なく、 他 八 を 霜にし 得ない 事 を 感じた ので ある， s-!^ 

マ イエ ルに 宛てて、 「私の 內 奥の 本質 は變 であり、 私の 愛は警 しい 雲で ある」 と 書いて ゐる。 ^ 

て yi^h 一一。 の 可憐な 少、 女 は、 レ ナウより 引離す ために、 旅に 連れ 行かれて、 詩人 は醫 と銷 沈との 中に、 霸 とし 

ノ  該」 のレ ナウの 不可解 I 度の ために， 仲に 立った！ ブ 夫妻 は、 闲 難な 立場に 置かれねば 
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ならなかった" その 結果、 この 二人の 詩人の 間の 交情 も 疎隔し はじめた。 レナ ゥはシ ュヮブ の 家 を 遠ざかる と共に、 そ 

の 終生の 善き 友であった ラインべ ヴクの 家に 隱れ家 を 見出し、 特に ラインべ ヴクの 妻の エミ リイに よって、 利己心 を絕 

した、 i{ 愛なら ぬ 友愛の l^K- 見出した。 彼女の 家の 一室 は、 彼のた めに 與 へられて、 スト ゥット ガルトに ゐる時 は 

彼 は そこに 住んだ。 

レナ ゥは その 地で 詩人と しての 名聲を 確立した。 「ヰ インでの 三年よりも、 この 地の 三 ヶ月で 1 層 有名に なった」 と 

シュ ルツに 書いた 通り、 ここで その 最初の 詩集 を 公け にし、 その 天分 を 一般的に 認められる 事が 出来た。 しかも、 

精 ゆ 的の ディ プレ" シ ヨン は、 當時、 彼の 上に のしかかって ゐた。 彼が その 熱した 心 を 冷やさん がた めに はじめた スビノ 

ザ 研究 も、 反って 一層の 意氣 沮喪 を 結果した にす ぎなかった。 彼の 心に 今や 影の 如く 伴 ふ 憂鬱と 絕 望と は、 益々 進 

して 来た。 そして、 彼 は 突然、 アメリカに 渡らう とい ふ 計畫を 立てる に 至った。 しかも、 彼 は新國 土に ついては、 使 

か 二三 册の 書物 を讀ん だのみ で、 殆んど 知る ところはなかった ので ある。 自由の 國、 廢剌 たる 人間、 爽ぉな 生活、 善 

しき 自然、 とりわけ 壯大な 原始林と， ナイ ャガラ の壯觀 とが、 彼の { 人』 想 を 刺戟した ので ある。 

け， r., ども、 1 八 nn 一年の 十月、 バ ルティ モアに 上陸した 時には、 彼 は 最初の 計賽 通り 五 年間 そこに 止まらう と 思 ふ 代 

りに、 卽 時に 歐羅 巴に 歸 らうと 思った。 ただ、 原始林と ナイ ャガラ と を 見たい と 云 ふ 一念が 彼 を 引止めた。 ， パテ" モ 

ァで、 ク ウルへ" センから 來た ヴァイオリンに 堪能な ー學 生が、 一緒に アメリカ、 濠洲、 東印度 を 演奏旅行 をし ないか 

と 彼 を 誘った。 漂泊 性に 富んだ レナ ゥは心 動いた が、 それ を斷 つて、 一頭の 白馬 を 買 ひ 入れて、 それに 跨って、 オハ 

ィォ 州へ 誰り 込んで 行った。 然し、 そこで はすべ て は 失望で あり、 幻滅であった。 夢想して ゐた 共和 國の 自由 も、 望 

ましい ものに は 見えず、 そこの 生活 は餘 りに 乾燥無味で、 散文的で、 人間 は餘 りに 殺風景であった。 その上、 ォ ハイ 

ォ 州で， 经 つた 冬は嚴 しく、 氷雪 を 冒しての 原始林 探勝の 結果 は ロイ マティスの 痛苦と なった。 


ペン シル ヴァ -I ァで 若干の 土地 ゃ瞎 つて、 耕作に 従事しょう としたが、 彼に は 經營の 5^ も、 刻苦の 忍耐 も缺ナ てゐた 0 

で、 それ を 小作人の 手に 委ねて、 彼 は 白馬に 乘 つて ナイ ャがラ を 見物に 出かけた。 この 士蕩 布の 印象 は 彼の 詩のお こ 

適當の 表白 を ほ 出して ゐる。 かう して、 彼 は 翌年の 六月に は、 再び 歐羅 巴の 陸 を 踏んで ゐた、 再び スト ゥプト ガルトと 

ヰ インとの 間の、 轉々 たる 漂泊 を はじめる ために。 

レ ナウが アメリカから 歸 つて 來 ると、 彼の 恐ろしい 25. が 彼 を 待って ゐた— ゾフィ ゴレ さンタ アルへの 情熱が。 

ゾフィ ィは 彼の 靑年 時代の 友フリ f クライ レの 妹であった。 彼 は 彼女の 少女 時代に、 5 見た 事が あった。 友の 家 

を 訪ねた 時、 磨 を 通りす ぎょうと して、 庭に 向いた 一つの 窓に、 十 f 十 5 位の 少女が、 長い S の髮を 肩の 上 

に 垂らして、 むかう 向きに すわって ゐる姿 を 見つけて、 その こころよい 眺めに、 暫く 立 止って 見入って ゐた。 十三 年 

後に レナ ゥは 彼女に 再會 した、 しかも この度び は、 顏と顏 と を ぴたりと 見合せ て— 會 はない 前から 彼女の 打ち克 

ち 難、 魅力に ついて 聞いて ゐたレ ナウ は、 忽ち 彼女の 魔の 網の ホに囚 へられて しまった。 ゾフィ ィま 旣にシ ュヮァ ベン 

で 婦人の 心 を 魅した この 詩人に よって、 深い 印象 を 受ける と共に、 き 有名な 詩人の i に、 大きな 役割 を 勤める 事 

を 誇りと 思 はずに は ゐられ なかった。 

しかも、 そのと き、 彼女 は旣 に 人妻であった。 彼女の 良人の マ プクス • レエ ズンタ アル は ヰ インの 高級 官吏で、 自ら 文 

學者 でもあった。 そして、 特に、 レ ナウの 熱烈な 崇拜 者で あり、 欵待 者であった。 この IT か 悲劇的の 色彩 I びな ナ 

れ はならぬ 所以 は、 また そこにあった であらう。 友人の 妻と いふ 一事が、 詩人の 身に 桎楛 をかナ た、 しかも、 彼の 冑 

熱 は， に f  2」 行く ばかりであった。 ゾ 7 ぶ もまた、 自分の 詩人, i 及ぼす 勞を囊 すろ だけに 止まら なくなつ 

ナ レナ ゥカヰ イン を^れ て、 スト ゥプト ガルトに ある 日に は、 熱烈な 文通が 二人の 間に 取り 交 はされ た。 この 時代の 

手紙 は レ ナウの 著しい 詩作 以外の 詩作で、 殆んど 散文詩と も 云 ふべき ものである。 


ril ひながら、 私 はこの 挨拨 をお まへ に 書いて ゐる。 龍の 灰 は 一 喫 ひ 毎に 長くなる、 I 生涯の 灰 il 

こ て. 行く。 こんなに 灰になって 行く 薩は 悲しい もの だ。 灰 は 落ち 去らないで、 燃え 失せた 形 その 儘に 殘っ 

てゐ る。 我々， I 藉と 見て ゐる もの も、 すべて こんな 灰に すぎない の だ。 おお 、女よ- 我々 が 全く 相 抱く 日な くし 

て、 こんな こ^え 失せて 行く の だと 思 ふと、 私 は 泣きた くなる …… 」 

そして、 その 日 はつひに 来なかった。 ゾフィ ィは それ を詩 入に 與へ なかった。 レ ナウが ヰ インに あった 時 は、 絕 えす、 

？る 女の I 的な 顏を 見- 譲 的 な聲を聞 きつつ、 悶々 として、 屢々、 霞まで 床に 横 はって、 强ぃ囊 を；^;. 

，骞 をのみながら、 憂. f 霞 皇ひ、 午後 は 牛 インの 文士 や 記者 達の 管 カフ = で、 おなじ やうに 藝 と.^ 

辨 とに 時 をす ごして ゐた。  、 3  •  It 

I よ 常こレ ナウの 情熱で も あり、 醫 でもあった。 が、 この § のとき に、 とりわけ 彼の 心 をな だめ や はらけ 

た。 皮よ その 謹の 昏迷と、 自己 分裂と 籠との 底から、 一 I の 力に よって、 自由と 和解との 世界へ 逃れる 事 力 

たの，、. こ 「彼 I 分で も 巧みに ヴァイオリン を彈 いた。 然し、 それ はァカ デミぶ た I を經 たもので はなく して 天性 

の 生む 自然な もので あり、 謹で あり、 概ね 卽興 であった。 謂 はば 彼の 故鄕の I 利の チゴィ ネルの 霞であった。 

ケ ルレ ルと いふ 當 時の すぐれた ヴ アイ オリ-一 スト は、 レ ナウの 演奏 を聽 いた 時、 驚いて 叫んだ、 

「あなたの shr すばらし いもの だ、 あなた I 門 ii ヴ 7 ィォ. 'ンの 方 をお やりで したら、 どんな 名人に なら， 5. 事た 

この」 識 S 力が、 レナ ゥを ゾフィ ィ 以外の 一人の 女性の 膝下に 跪かせる に 至った。 その 女性と は、 蓦の 有名な ォ 

ペラ 女優であった カロリィ ネ* ゥン ゲルに 外なら なかった  . 

1 八 三 九 年の 夏、 レナ ゥは 伯爵 クリスタル-一, の 家で、 彼女と 相 知った。 輩に つく 時、 彼女 はレ ナウ を I 者に 


^is^;, 相 並んで 席に I いた。 m. 感激して、 「彼女の 情熱 的な f 聽 いて ゐる と、 全人 類の 

菌 的蓮命を さながらに 聽 くやう に 思 はれる」 とも 書き、 「こめ まの 血管に は、 眞に i の 血が 流れて ゐ る^^ 

I た 

カロリィ ネが リンツに 出罕 ると、 レナ ゥも その後 を 追った。 リンツで 彼女 はレ ナウの 部屋に 入って、 S さ： ス 

人 ティ イクに 贈られた 花環 を、 彼の 足 もとに 魔いて 捧げた。 しかも その 地の 劇場で は、 詩人 を ff し S 

一  ィ厶ブ シュ、 わたしに？ を かぶらせ 5 戴」 「外套 を 直して 下さいな」 「ニイ 厶ブ シュ、 |鏡を 持って て i 、一 

「氷 を 云って 來て 下さい」 とい ふ 風に、 霞な く 用事 を 云ひ附 けたので ある。 應？ f つて 一 1 」 

「ru 一  ^ で雙の 折りに、 f 通って 行く ときに、 彼女 は 彼に 自分の 鍵の 讓な事 を 語った が、 I 

ハ (U 石の u^iMi; た。 どんな 困難で も、 わたし はこん なに 飛び越し ますよ」 と 彼女 は 叫んで、 大膽 にも 路傍に あつ 

レ ナウ は 彼女と 娇 約しょう と 決した 0 

彼女 は 彼の 『ファウスト』 中の マリィと して 自分の 肖像 を 描かせて、 その上に、 

わが 上に とどまれ、 汝晴き gir 

ふるへ、 汝 がまた き 力 を、 

嚴 かに、 やさしき、 夢の ごとき 

き はめ 力た く こころよき 夜よ，. 

とい ふ 彼の 詩句 を 書き、 その 下に、 何のつ もりで か、 「カロリィ ネ. フォン. シュ トレ エレ ナウ、 標 ゥンゲ 

its 魂 ，  w"Lt> ンク ノン」 と I 

n  M， 


一一 IB 

した。  . 

しかも、 彼女が ドレスデンに 出發 したの ち、 レ ナウの つた 手紙に は 何の 返事 もなかった。 そして レナ ゥは 彼の 手 

紙が、 ドレスデンの ティ イク の 許で 朗讀 された とい ふ 事 を 耳に した。 

彼 は 彼女に やった 自分の 手紙 を 残らず 彼女の 手から 取 房した。 そして、 それ を 燒き棄 てる 前に、 夜、 自分の 部屋で 

今一度 通讀 しながら、 自分自身に 對 する 怒りの ために、 あまた 度び 額 を 打って、 

「この 驢馬め！」 と 叫んだ。 

この 女優の 最後の い たづら は、 或る 立樹の 幹に 自分の 名 を 彫りつ けて、 その 下に 二つの 曰附を 書く 事であった 1 

1 八 三 九 年 七月 二十四日 生、 一八 四 〇 年 七月 十四日 歿" それ は 彼女が はじめて レ ナウに 會 つた 日と、 その 別れた 曰と 

であった。 

レナ ゥは 劇の 神の やうに 讃美した この 名高い 女性の 背後に、 不眞實 な、 喜劇 的な、 虎僞な 一個の 人間 を兑 出した 

ので ある。 そして、 彼 は その 傷 手に 堪 へずして、 再び かの 宿命的な ゾフ メイの 戀 へと 身 を 以て 逃れた。 

ゾフィ ィは その 間に も、 他の 女への 詩人の 情熱 を 冷却せ しめる のに 全力 を盡 し、 不幸な 詩人 を絕 えず 手許に 惹き付け 

て、 離さなかった。 はじめは 高名な 詩人 を 友と する 事の 虚榮 心の 手傳 つて ゐた 彼女の 戀も、 後に は 全く 眞の 情熱に 變 

つて ゐた。 しかも、 彼女 は 不貞の 妻と なる 事 を 欲しなかった。 その 眼 付と、 言葉と、 接吻と で、 彼の 神經を 極度に 緊 

張せ しめながら、 その 緊張 を 解く 事を敢 てし なかった。 彼女 は 常に 最後の もの を 詩人に 担んだ ので ある。 

レナ ゥは 幾度び か 彼女から 脱れ ようとした。 カロリィ ネ. ゥン ゲルへの 戀も、 その 一 つの 試みであった らうし、 また 

一八 四 四 年に なって、 バ アデン， バ アデンで 相 知った マリィ • ベ エレン ヅ との 婚約 も それであった。 し 力 も この 婚象 

すら 眞の离 熱と なる いと まもなく、 彼の 文通 は 漸次 ゾフィ ィに繁 く、 マリィに 冷淡に なって 行った。 彼 は 謂 はば、 彼女 


のま はり をめ ぐり、 その 血の 流れる 情熱の 荡蔡 を、 彼女の 足 もとに 蒔いた ので ある。 ゾフィ ィ のこの se を、 あだか，.. 尚 

が 鼠 を もて あそぶ やうな 殘 酷な 戯れで あつたと、 或る 批評家 は 云って ゐ る- 

か やうに して、  レナ ゥは I 定 の：！ i 所 を 持たないで、 依然として、 ヰ インと スト ゥット ガルトとの 間 を 往復したり、 ま 

た、 ミュンヘン や、 バ アデン .バ アデン や、 フランクフルト. アム. マ インな どの 各地に 漂泊 を續 けて ゐた。 その 移 1^ が 

いかに 烈しい もので あつたか は、 彼が 二 ヶ月の 間に、 六 百 四十 四時 間 を驛遞 馬車の 上で 過した 事に よっても、 理解 さ， 

れる であらう。  . 

1 八 四 四 年に、 明白に 狂 氣の徵 候が 現れた。  - 

スト ゥプト ガルトの ラインべ" クの 家に あった 時、 朝餐の 席で、 神. 經 的の 發 作が 起った。 彼 は 鏡の 前に 行った。 左の 口 

角が 吊り 上って、 右の 顿は 耳のと ころまで すっかり 硬直し、 痴痺 して ゐた。 彼の 神經は 今やす つかり 震蕩 され、 異 (a 

の 恐怖と、 絕望 とが 彼， - 捲き 込んだ。 彼 は 自殺 を 決意して、 その 草稿 を燒 いた。 或 夜の 事、 眞 夜中に、 彼 は 突然. ffi- き 

上って、 主人の ライン ベックの 部： S にっかつ かと 入って 行って、 彼等が 自分 を 裁判所に 告訴した 事 を 非難した。 

「それ は 夢なん です よ、」 と 彼等 は 云った、 「惡ぃ 夢を見 たんです」 

「夢、 夢 だって！」 と 彼 は 叫んだ、 「若し これが 狂氣 なら、 恐ろしい 事 だ」 

翌朝、 朝餐の 時、 彼 は 非常に 昂奮して、 その ヴァイオリン を 取って、 いつもよりも 一層 巧妙に 奏でて、 自ら 踊り さへ 

もした。 翳 者が 来てから も、 やはり それ を 繰返して、 音樂の 健康に 及ぼす 効能 を 讚美した。 

翌日、 I 友に 伴 はれて 外出した 時、 彼 は バザァ で 上衣 をぬ いで、 それ を 街路に ひろげて、 その上に 橫 たはら うとし. 

た。 その 夜、 最初の 自殺の 試み をして、 縊死 を 企てた が果 さなかった。 

1 度な ど は、 その 夜の 七 時に 死ぬ であらう と 思って、 すっかり 白い 服装に 着かへ て、 ソファの 上に ぐったりと 身 を. 

詩瑰 n 鬚  一二 五 


橫た へて、 手 を 拱いて、 皆に 別辭を 述べた。 けれども、 死が 來 なかった 時， 彼 は エミ リイ • ラインべ ヴクに 靑酸を 求め 

た 0 

「私 ま 上き てゐ たくない」 と 彼 は 叫んだ、 「私の 生涯 は ノンセンス だ。 私 は 幾らかの 美しい 詩 を 書いた、 だが お 料の 選 

擇 を あやまつ たの だ …… 」 

. ^の 婚約の 妻であった マリィ. ベ エレン. ッは、 カル ルス ルゥェ で、 レ ナウの 發 狂の 報知 を 新聞で 讀ん で、 母親と とも. 

にかけ つけたが、 醫者は マリィ を 彼の 部屋に 入らせなかった。 病人の 發作を 虞れ たので ある。 

病人 はやが てヰン ネンタ アルの ッ ルレ ル 博士の 病院に 经 られ、 四 七 年の 夏に は、 ォ-. 'ペル っテ エブリングの ゲル ゲ 

ン搏士 の 療養 院に 入った。 

ある 口、 ゲル ゲン 博士の 母が、 彼 を 伴うて 步廊を 行った 時、 そり 攔干を 飾って ゐる陶 像 を さして . . 

「一一 ィム ブシュ さん、 これが 大 詩人の ホ ォマァ です よ」 と 云う と 

「ああ、 ホ ォマァ か、 ニイ ム ブス も大 詩人 だ」 と 彼 は 云った。 

「これ は ブラト オンです よ」 

「ああ、 これが 莫迦げ た 戀を發 明した 男 だナ」 と 云って、 彼 はから からと 笑った。 

この 一 M 紫 を傳へ 聞いた 時、 かの ゾフィ ィ*レ ェ ヹンタ アル はどう 思った であらう かと、 或る 文學 史家 は 疑問 を發 して 

ゐる。 彼女 自 は、 もはや レ ナウと 語る 機會 がなかった 。醫 者が それ を 許さなかった。 それでも、 彼女 は 度々、 P 

を 訪ねて 行った。 そして、 半ば 開かれた 病室の 扉 口から、 その 愛する 詩人の 後 姿 を 眺める だけで あつたと いふ。 

レ ナウの 最後に 語った 明瞭な 言葉 は、 

「かま、. さうな-一 ィム ブス は、 非常に 不幸であった！」 とい ふので あった" その後 は、 ただ 時々 泣く 聾が 聞え たのみ 


であった。 

】 八 五 〇 年に、 レナ ゥは その 友で あり、 妹婿で ある シュ ルツの 腕で iip んだ。  - 

レナ ゥは ハイネの 如き 人氣， める 詩人と はなり 得なかった。 それにして は、 彼 は あまりに 寂しい、 あまり こき、、 b 

まりに 沈痛で ある。 彼の 詩 を 評して、 ォスカ アル 丄 1 ワルト は 云った、 「それ は感 傷の ない 世界 苦で あり、 愁訴し な 

、署 である」 と。 彼の 詩 は その 屢々 併稱 せられる ハイネと は — 後者の 晚 年の 詩 を 除いて— 等しく 厭世的で ある 

と は 云っても、 相 接する よりも 相^る ものが 多い。 レ ナウに は ハイネの 特長で ある あの 感傷と 機智と が缺 けて ゐる、 

また あの 輕 快と 奔放と、 特に、 あの ヘレニズムが 缺 けて ゐる。 彼 はむしろ 佛蘭 西の アル フ レド. ドつ 4.  ニイ や、 伊太 

禾の レオ パル. チに 近い やうに 思 はれる。 その 哲學 的な スト イシ ズムに 於いて、 その 沈痛な 世 戶小觀 に 於、 て。 

漂泊の 人レ ナウ は、 また 自己 分裂の 人であった、 その 點 は， ヰ- 1 ィ などよりも 反って ハイネに 近い。 皮よ 懷疑 的で あ 

ると 共に、 宗敎 的であった。 彼 は絕 望 的な 非 i 主義者で あると 共に、 また、 素朴な 信者で もあった。 彼の 長篱詩 『フ 

ァゥ スト』 は、 壞疑 家の 絕 SS 表白で ある、 殆ん ど-一 ヒリ ズ厶の 高調 である。 ゲ エーアの ファウストが 夜の 澄の もとこ、 

聖書 を飜譯 しょうと する のに 反して、 彼の ファウスト は 聖書 を 火に 投 ずる、 そして、 自殺が 一切の 解決であった。 然 

るに 彼のお なじ 長篇詩 『サ ヴォナ ロラ』 は、 燃 ゆるが 如き 信仰の 書で ある。 彼 自身の 神への 憧憬 を、 彼 ま 人類， ^こ 

見出さう としたの だ。  ,i 

然し、 レ ナウの 作品に ついては、 簡單 に解說 する ない。 今 は 再び、 私の 愛誦す る 彼の 『蘆の 曲』 中の is 


靜 かにす める 池のお もてに 
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月の やさしき 輝き はや どる、 

置の みどりの 穗 のなかに 

蒼白き 薔薇の 花環 を 編み つ つ。 

鹿 はかなた の岡邊 にさ まよ ひ 

暗き； 伩の {昼 をう ち 見やる、 

をり ふし i3l5 は 身う ごきす 

夢みつつ ふかき 蘆，： 中に して。 

涙せ き あげつ つも 眼 ふ すれば、 

わが 胸の ふかき そこ ひに 

しづかなる 夜の 祈禱の ごとき 

甘き 愛慕のお も ひ はかよ ふ。 

牧歌 詩人 メリ ケ 

ボケ サトに 一 册の 書物 を 入れて、 丘 や 森 を さまようて 行く 一人の 牧師が ある" その 顔に は、 何處 となく 疲れた やうな 

色がa^ぇるのに、 殆んど 子^の やうな、 世間と はこれ 迄 一 度 も接觸 した 事の ない 人の やうな、 物 や はら かなとこ ろが 


あって、 その 眼 は 美しく 澄んで ゐる。 

彼 は 倾斜に 立って ゐる 花盛りの 櫻の 樹 下に 腰をおろして、 小鳥の 歌に かきとれたり、 .i 毛 i の 樹の繁 みの 問から、 

$ ^飛ぶ を 眺めたり しながら、 靜 かに 何 か 冥想で もして ゐる らしい。 そんなと きに、 ふと 村人で も來 かかる と、 皮よ 

^いたやう に擬 向いて、 やさしく 微笑む。 そして 村人の 丁寧な 挨拨 に、 自分から も 親切な 言葉 を 返 _ — 。 

これが シ ュヮァ ペンの 牧歌 詩人 エドゥアルド •  メリケ であった" 彼 は 古代の やうな 牧羊者ではなかった が、 人間の 牧羊 

者であった の だ。 

彼は>^?臘の牧歌詩人テォクリトスの有ってゐたゃぅなュゥモァと愛とを有ってゐた0 然し、 この 弱々 しい 位に 敏 ぬ 

な 詩人 は、 常時の Iga^ 人に は 珍ら しい 程、 Is^ 的の 微妙な 情調 をう つし 出す ことが 出 來た。 彼の 多くの 詩篇の 中に 

は、 近代の 象徵 詩の それ を 思 はせ る やうな、 殆んど Ht しがたい、 言葉と 氣 分との ニュアンス を もつ もの も徵 からず 見 

出される ので ある。  . 

然し、 根本に 於いて、 メリ ケは 健全な シ ュヮァ ペン 人であった。 彼 も その 先輩の 詩人へ ルデル リンと 殆んど 相似た 學 

程 を 踏んだ。 けれども、 いかに 異 つた 方向に、 二人 は 展開して 行った 事で あらう。 

彼 は 曾って、 テュ ビンゲンで、 j;^^ のへ ルデル リンが、 白い 精 を かぶって、 その 部屋の 中 を 不安げ に往 きつ 戾 りつし 

て ゐる姿 を、 窓越しに 眺めた 事が あった。 

彼 はかの 狂詩 人の 精子が、 あの 窓に 現れ、 また この 窓に 現れる その 目撃から、 『火の 騎者』 とい ふ童讅 風な 詩 を 書 V 

た" 

それ は vt ド. フ リイ ドリ ッヒ. シュ トラ ウスが、 傳說 上の子 供の 基督に たと へた 才能で ある — 彼が 一 つかみの 土 を 

取って 一 寸握 ると、 すぐに 小鳥が 飛び出す …ミ .  . 
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然し、 彼 を 多年の 孤镯と Qa 的 葛藤との 中に 助け 支へ たもの は、 その 才能に はと どまらなかった。 彼 は 敬 2^ な 信仰 

と： ユウ モアと を、 また、 總 じて 牧歌的な、 中庸 人的な 性格 を 有って ゐた。 かう して、 彼は靜 かに、 さして 危險な 波瀾 

もな しに、 老年 を迎 へる 事が 出來 たのであった。 

と は 云へ、 この 牧歌 詩人の 生涯に も、 苦 惱と爭 闘と が 全くない のではなかった。 彼の 藝術 は、 むしろ 長い 苦鬪の 後に" 

1 切 を內部 牛： 活に 向けた 人の、 諦 念と 冥想と から 生れた 1 つの 勝利の 表白に 外なら ない ので ある。 

十一 歳で 父 を 失った メリ ケは、 二十歳 前後の 時に、 それに もまして 彼に とって 恐ろしい 經驗 をし なければ ならな か 

つた" 

激烈な 半ケ年 11 彼の や はら かな 心の 調和 を 1^ り、 苦痛と 愉樂 との 失心の 中に 彼 を 投じた 情熱の 波浪 —— 

それ はべ レグ リナ への 戀 であった。 

謎の やうな， 不思 譏な、 美しい、 見知らぬ 少女 11 ペレグ リナと 彼が その 詩の 中で 呼んだ その 女への …… 

復活祭の ころに、 メリ ケの故 鄕のル ウド ヰザヒ スブ ルヒ に、 その 少女 は ひとり さまようて 來た。 

この 女-の 異常な 美貌と、 その 不思議な、 神祕 的な 素性と が、 メリ ケの 感性と {昼 想と をす つかり 蛛 惑して しまった。 

彼女 は 瑞 西の 生れで、 マリア • マイ エルと いふ 名で、 その 眄約 者の 死 を 悲しむ だ あまりに， ク リュウ デ ネル 夫人の 遊 

行 惜團に 加 はった が、 その 團體の 解散され た爲 め、 へ 方に 暮れて ゐ るの だと も 云った〕 

兩 親に その 罪 をつ ぐな ふために、 三年 間、 他國で 女中 奉公 をし なければ ならぬ の だと も云づ た。 

メリ ケには 彼女が 女中の 姿 をした gls^ の やうに 思 はれた。 彼の 心に 抱いて ゐる あらゆる 夢想 や、 现想 やが、 彼女に 

よつ て充 たされる やうに 思 はれた。 


彼の 物 羞ぢ心 も、 ひかへ 目な 用心深 さも、 彼女の 前に は 引き返いて、 彼 は 彼女 を 熱烈に 愛し はじめた" 彼女 も それ 

に 愛 を 答へ る 事 を 知って ゐた。 

けれども、 彼 は あまりに 柔和で、 あまりに 弱かった。 彼 はこの 戀を 成就す るた めに、 一切 を犧牲 として 戰ふ 事が 出 

來 なかった。 ペレグ リナ を 自分の 懐に かかへ 込む 事 も、 その 戀 のために 世間 を 無視す る 事 も出來 なかった。 

マリアの 惡ぃ 評判が、 彼女が 不良の 女で あり、 詐欺の 女で あると いふ 風評が、 彼の 耳に 入って、 彼の 心 を 搔き亂 し 

た。 彼 は 彼女の 素性と 貞潔と を 疑 はずに は ゐられ なくなった。 

彼女 も それに 氣づ いた 爲め であるか、 彼女 を 入れた その 親切な 友達の 兩 親の 家から、 突然 姿を隱 してし まった。 

ハイデル ベル ヒで、 彼女 は 浮浪 人と して 逮捕された》 そして、 また 再び テュ ビンゲンに 姿 を 現して、 メリ ケに 手紙 を 

書いて、 會 つて くれる ようにと たのんだ。 

けれども、 メリ ケは それ を 担んだ" そして、 彼 は 恐ろし さに、 テュ ビンゲンから 母の 家へ と 逃げ 歸 つたので あった。 

この ペレグ リナの 匿 は、 すっかり メリ ケの 心の 平衡 を 失 はせ てし まった。 彼 は その 傷 手から 癒える ために、 再び 

その 夢想の 中に 逃げ m る 外に 道 を 知らなかった。  .. 

二十 二 歳のと き、 メリ ケは、 その 神學の 舉修を 終へ て、 副 ^ としての 遍歷 時代に 入った。 

「凡ての ものに なって よい、 ただ、 牧師に だけ はなりたくない！」 と 彼の 心の中から 叫ぶ ものが あった。 

「オル プリ ヴド よ、 おお、 オル プリ t. ド よ！」 と 彼の 憧憬 は 乞 ひ 願った。 遙 かな 海の かなたに、 祌々 によって つくられ 

た 美 レぃ島 を 彼 は 夢想した。 

1 年の 忍耐の 後に、 メリ ケ はやう やく その 奴隸の 境涯から 免れて、 專 心に 藝 術に 從ふ 事が 出來る やうに なった" 
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11 11 二 

彼 は 悲劇に 筆 を 染めようと 思った。 

だが、 それ は 何とい ふ 傷まし い 幻滅であった らう。 彼 は そこで 藝術 家と しての 自分の 力の 限界 を自覺 しなければ な 

k  >  • はぎしり マみ に  たべ あの 

ら なかった。 そこで 彼 は、 「切 齒と涕 泣 を もって、 古い 食物 を 噴む ために」 再び 元の 副牧師の 職に かへ つて 行く ので あ 

る" 

田 舍の靜 かな 孤 獨 の 中で、 より 單 純な、 より 容易な 仕事に と 身 を ゆだねて、 謙 適に 忠實 に、 自分に 與 へられた 1 術 

家と しての 天職 を 果たす ために 11 。 

かくして- その 諦 念の 間から、 メリ ケの すぐれた 抒情詩 は 生れ 出た ので ある。 • 

主よ、 御意の ままに 與へ たまへ、. 

愛の 惠み でも、 惱み でも。  . 

ふたつとも わた し は 喜び ます、 

あなた の 御 iJh か ら 出たならば。 

たと ひ 喜びに せよ、 

また 惱み にせよ、 

あまり 餘 計に 下さいます な！ 

. ちゃう ど その 中 ほどが、 

何よりの 程 あ ひです。 

11 一年の 後に、 メリ ケは ルイ， f ラウと いふ 牧師の 娘と 婚約した。 それ は 熱い 情熱 や、 燃え 上る 幸福の 欲求から では 


なかった。 彼 は 力 添へ になる 同伴者 を 得て、 その 生活 を 落着かせて、 靜 かな 家庭の 平和の 中に 安息 を ようとし たの 

であった。 

けれども、 彼女 は メリ ケを 理解し なかった。 彼女 は メリ ケの詩 入 的な 性格 を • その 人間と しての 弱點 として 見た。 

そして、 彼が いつまで 副牧師より 上に 昇る 事 を 得ない 腑甲斐な さに 愛想 を盡 かして、 彼から 離れ 去って しまった。 

かう して メリ ケは、 その 母と 妹の クララと 1 緖に、 寂しい 孤獨 者の 生涯 を續 けた 0 

漸く 四 五 年の 後に、 彼 はやつ とク レヴェルズ ルツ バプハ に、 牧師の 位置 を 得る 事が 出来た。 それ はシュ ヮァ ベンの 片隅 

にある 牧欲 的な 村で、 彼が その 牧歌 「古 塔の 上の 鷄」 によって、 理想的に 歌った ところで ある。 

その 村での 彼の 生活 は、 極めて 寂しい、 t.. 味な ものであった。 百姓 達から は 愛され もし、 敬 はれ もした けれども、 

彼に は その 牧師の 職務 は、 ど 5 しても 心に かな ふ ものではなかった。 

かう した 間に、 彼の 長 篇小說 『畫家 ノル テン』 は 世に出で たが、 その 眞價を 認められ るまでに は 至らなかった。 ー维 

かな 才人の 華 かな ヂ H ステ ユア や トリックに 眩惑され る 世間 は、 この 孤 獨な牧 の小設 など を顚 みはしなかった。 

九 年間の 牧師 生活の 後に、 メリ ケは 健康 を 害した ために、 その 職を辭 した。 その後 彼 は、 快癒と 休息と を 求めて、 

メル デント ハイムに 隱栖 した。 そして， 詩集 を 出したり * また、 古代の 詩人、 カツ ルス、 テ t フル ス、 ホラ ティ ウス、 

とりわけ 牧歌 詩人の テオ クリ トスに 慰藉 を 見出して、 それらの 魏譯を 出したり した。 

それから 後、 マ ルガ レエ テ. スぺ エトと いふ 少女と： Jii 婚 して、 靜 かな 家庭 をつ くり、 カトリ.' クの 信者で ある 妻の 感 

化に よって、 一層 强ぃ 信仰に 導かれた。 そして、 しばらく ス トウ.： ト ガルトの 女學 校の 敎師の 職を續 けてから、 再び 隱 

栖 にかへ り、 孤 獨 な 詩人と しての 長い 一生 を 終った" 

おお 世間よ、 わたし を このままに！ 
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1.1 1>1 IS 

愛の たまもので 誘 はずに、 

ただこの 心に もたせて おいて くれ 

その 樂 しみと、 その 惱 みと を！ 

メリ ケの 詩の 數 多く を 作曲して、 彼の 名 をボビ ユラ ァ なる ものにした、 あの 夭折の 作曲家 フゥ ゴォ. ゥ オルフ は、 この 

詩人の 靑年 時代の 詩に ついて、 「何とい ふ 病的な ほどの イン-一 ヴヒ カイトが、 何とい ふ 苦痛の 上での 樂欲 的な くつろぎ 

が、 その 樺 做しが たい 詩句の 中に 現れて ゐる 事で あらう」 - 書いた。 

この イン ニヴヒ カイト 11 ii の 中から 出て くる 飾り 氣 のない、 眞 卒さ こそ、 メリ ケの 詩の 何よりの 特徵 である。 か 

くて、 彼の ディメンション は、 深さに、 感情の 深さに 在る とい ふ 事 も 云 ひ 得られる の だ。 

メリ ケは 早期に は、 直接的な 現寶 よりも、 藝 術の 中に より 多くの 生命 を 求めた。 それ は 彼の あまりに 柔 かな 感性が 

粗 維な 現實 から、 あまりに 烈しく 觸 れられ るのに 堪 へ られ なか つ たからで ある。 

彼 は 『リャ 王』 の 上演 を 見物しても、 翌日 は 床に 就かねば ならなかった 程、 纖 細で 敏感な 人であった" その 母の 危 

篤の をり は、 その 枕頭に 止まる 事に 堪 へず、 自分の 部屋に 逃げ 歸 つて、 母が 死んでも 直ぐに 知らせて くれない やうに 

妹に 頓んだ 程であった。 說敎の 壇上に 立つ と、 危虞の 念に 胸 を IS される 入であった" 一言に 云って、 彼 は 人生の 悲劇 

に堪へ 得ない 人であった。 

晚 年の 彼 は それ 程で はなく して、 實 に接觸 する 事 をも樂 しんだ が、 然し それ は 何 處迄も 平和な、 靜 かなもの でな 

くて はならなかった) それ ゆ ゑ. 彼 は 牧歌 を 愛し. 牧歌的 生活 を 好んだ。 そして. 人間の 交渉よりも 自然の 靜寂を 愛 

し、 社交 裡の 談笑よりも 孤獨の 冥^ を 愛した" 彼の 理^ は、 その 靑年 時代に ^ "な 想した、 かの 女神 ヮ イラに よって K 護 


されて ゐる オル プリ プドの 島であった- 


ブ ラ ゥ ニン グ 夫.，^ 

ハァ トフ * ，ド 州なる ホォプ • エンドの 丘陵の 起伏した 牧歌 風な 風贵の 中に、 彼女よ 生 ひ 立った。 

この 廣大な 父の 豐 かな 薩の ただ 中で、 兩 親の 襲 を 一 身に 集めて、 その 誇りと なって ゐた、 美しい、 愛く るし、 

少女 は、 何とい ふ 幸福な 惠 まれた もので あったらう。  、 

I の 謹の "1 おと も^けた、 i の 燃える やうな 大きな f  、した この 少女に は、 ま はりの 臭 も 人間 も、 すべて フ-ァ 

リイ • ランドの 愛しい 俤 かとば かり 思 はれた ので ある" 

リ ベ ェは， I さう 彼女 は 呼ばれて ゐた— 快活な t きとした 少女で、 i な 遊びが 好きで、 どん 

も その 弟 や 妹た ちの 先き に 立って ゐた。 が、 とりわけ 好きな のは乘 零あった。  ： 

けれ^も、 學ほ 方で も， 彼女 は その はらから を 凌いで ゐた。 彼女 は ポオ プのホ ォマァ の譯を讀 んで、 片手 

を 片手に その 本 を 離さなかった。  ^3^1/^ 

十 i のとき に、 もう 四 卷の敍事 詩 を書 き 上げた。 それ I 女の 父 は 喜んで、 印刷に 附 した。 そ 導.. 『マラ ノン 

の戰 ひ』， V いふので あった。  1 

4;^^^ 師 r 、ゥ Tf ト，ボ イドが、 この 世の 何人に もまして 愛して ゐた その 敎へ兒 を、 ii 强へ、 

古氣 の硏究 へと 導いて 行った。 

日 は 曰と 過ぎた、 庭に 落ちる 春の 曰 影の やうに、 樂 しく、 喜ばしく、 晴れ やかに ：：： 平和 まや フま ドの莊 園の 
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?0^か中こ、 i しい 一人の 少女 詩人 は、 かう して 育って 行った、 春の 若芽の 育つ やうに。 

これが— 英 I 一  の 女 詩人と 呼ばれる エリザベス. バレ ヴト の 幸福な 幼な 姿で あ つ た。  ， 

彼女が 十五 歳の 時に、 彼女の 一 生 を 支配した. あの 恐ろしい 蓮 命の 變 化が 來た。  - 

一日、 彼女 は あやまって 馬から 落ちて、 脊骨を 折って しまった II そして 彼女の 言葉に 從 へば 、「あり， やれた 咳」 力 

彼女の 長い、 痛苦の はじまり となった。 

彼女 はも はや 1 人の 病人であった" 

打擊 は續 いて 來た" 十九 歳のと き、 彼女の 母 は 死んだ。 それが この 惱 める 子の 傷ついた 健康 を、 恢復し がた、 もの 

續 いて、 彼女の 父 は、 奴 M 解放の 結 架、 その 財產の 一部 を 失った ため、 ホォプ • エンド を 賢 拂 つて、 倫敦に 移住した 

ので、 彼女の 狀態は 一 層の 危險の 中に 投 込まれた ので ある。  , 


それ は 何とい ふ コントラストで あったらう 

朗 かな 少女 時代と、 慰めな き 年月と。 

大都會 の 石垣の 中に 圍 まれて、 薄暗い 部！^ に 病み 伏しつつ、 昔の ホ ォプ. エンドの 草 や" ら かな 庭 や、 綠の 牧場 を あ 

「美しく、 美かった、 私の 故 鄉の丘 は」 と 婆 は その 頃 書いた、 「けれども、 私 はこの 世の ありと あらゆる 美に 代へ て 

も、 あの 丘の 日光と f の 中に またと 立ちたい と は 思 はない。 それ は 嘲弄で あら. il たんむ しり 取った 花 を ま 


た その 楚 にか へさ 5 とするならば …； 」 

家族の もの は、 あらゆる やさし さの 限り を盡 して. この 病人 を 看護した。 

彼女の 幼 い^代の いちばんの 友達であった 父 は、 —— 彼女の 最初の 詩集 は、 「讀者 並びに 批評家」 としての 父に デ ディ 

ケ エトされ てゐる 11 その 倦く 褻の ない 配慮に よって、 幾度び か將に 消えなん とする その 娘の 生命の 火 を とりとめた 

ので ある。 

彼女 は その 心からの 愛に よって、 彼に 感謝して ゐる—— けれど、 父に よりも、 その 弟の エド ヮ アドに、 より 多く 皮 

女の 愛 は 注がれて ゐた。 子供の 時の 遊び仲間であった 彼 は、 今では 彼の 最も 親しい 心の 友達で あつ. こ。 

一八 三 八 年に、 翳 者 は、 この 冬 はとても 倫敦 です ごすの はむ づ かしい と 云った ので、 彼女 は 妹と 叔母との 保護の も 

とに、 タ アキ ュ エイの 海岸に 速れ て 行かれた 。そこで この 弟の エド ヮ アドの 訪問 は、 彼女に どんなに 嬉しい 事であった 

1 度、 彼 は 三 四日 目に 再び 訪ねて 来た。 病人の 淚が彼 を 動かして、 父に その 滞在 期限 を 延ばして くれる ように 賴ん 

だ。 そして 彼 は 彼女 を 最早 や 見捨てない とさへ 約束した。 その 十日 目に、 彼 は 三人の 友達と 一緒に、 ボ オト 遊び をし 

て、 海に 溺れて 死んで しまった。 

この 苦痛の 重荷の もとに、 エリザベス はすつ かち 打ち 挫 がれて、 長い間 • 生死の 間 を さまようて ゐ た。 彼女 は その 

愛する ものの 死 を 自分の 罪 だと 思った。 幾 週 も、 幾 月 も、 熱に うかされて、 意識 を 失ったり、 また 半ば 意識 こ g つた 

りして …… 

「神 は その 手の 打撃の 下に は、 祈る ために は餘 りに 近い …… 」 
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敦に 歸れる ほどに 恢復す るまでに は、 三年 を-要した。 

皮 女 は寢臺 から 長椅子に 行く ばかりで、 もう 氣絕 する やうな 事はなかった けれども、 その 旅に 堪 へられる かどう か 

を P 者が 疑問と した ほどに、 まだ 弱かった。 

それでも 家へ 歸 りたかった、 歸ら なければ、 ノスタルジア のために 死んだ かも 知れない …… 

かくて 今や 彼女 は、 再び 倫敦の 彼女の 部屋に 閉ぢ 籠って —— nr 向に 出る 事 も 稀ら しく •—— 來る年 もまた 來る年 も 

ひたすらに 讀み、 且つ 書いた。 

彼女 は 「殆んどぁらゅる讀み？>^られる言靡のぁらゅる讀み得られる霄物」 を 讚んだ と 云 はれる。 彼女の あの 驚嘆す 

ぺき 古典と 近代の 書との 知識 は、 寶 にこの 長年 月の 孤獨 生活の たまもの なので ある。 

彼女 は英國 と米國 との 定期刊行物の 執 巧者であった。 彼女の 名前 は、 最早 ゃ英國 以外に 廣く 知られて ゐた。 

あの 心 を 打つ 悲痛な 詩篇 『子供の 叫び』 が ブラぶ ゥてト* マガ デン に發 表せられて、 それによ つて 兒童勞 働に 對 する 

保- 1 法案の 動機 を與 へて 以來、 米國に 於いても、 彼女 は あらゆる 時代の 最大の 女 詩人と して、 同時に 新 世 戸ルの 自由の 

理想の 協力者と して、 嵐の やうな 崇拜の 的と なった。 

一 八 四 五 年の 一 月に、 寂しい 墓の 中の やうな 彼女の 生活の 中に、 雲 問 を浪れ て、 思 はぬ H 影が 落ちて 來た。 

彼女 は 思 ひがけな くも、 當時 詩人と して 名 をな して ゐた ロバ アト っフ ラウ -ー ングの 手紙 を 受取った ので ある。 詩人 は 

その 中で、 彼女の 詩に 對 する 熱狂 的な 嘆 赏の情 を 述べて、 述べ 盡 さぬ やうに 見えた。 

これより 先き、 ブラウニング は、 その 知 入に よって この 女 詩 入に 紹介され る 事 を 承諾して ゐ たが、 初對 面の 人に 逢 


ふ 事を好まなかった 女 詩人の 同 意を得ないで 終った ので ある。 が、 彼が 伊太利から 歸 つて 来た 時、 その 妹の 手 こ 皮 女 

の 詩集 を 見出し、 それ を 一 讀 して 嘆に 堪 へず、 その上、 その 中の ロマンス 「レディた セラ ルディン ス.コ オト シププ 一 中 

に は、 一 鈴と 石 指」 の 詩人の 名が 擧 げられ てゐ たの も、 彼に は 嬉しい 事で、 手紙 を 書かずに は ゐられ なかった ので ある。 

彼の 手紙 は、 彼女の 稍 やひ かへ めながら- 歡 びに 溢れた!！ によって 酬いら ュ た。 

1 月から 五月まで、 相互に 親しい、 理解と 同情と に充 ちた 手紙 は 幾度び となく 交 はされ た。 彼 は 彼女の 作品 を 批評 

したり、 彼女 は 彼の 詩才の 世に 認められない 襄を 憤慨した りして …… 

そして、 このま だ兑ぬ 二人の 詩人の なか は、 彼女に とって は、 友情に すぎなかった が- 彼 ことって ま、 こ 熟、.. 5 

であった。  {  r 

その 年の 五月 二十日、 ロバ アトた フラウ-一 ング は、 エリザベス. バレ ブトの— ほんの 僅かの、 h 友の 外 I も 人し な、 

病室へ と迎 へられた。  ， ー  ^4^1 

彼 は そこの ソファの 上に、 sr いまる 顏 をした、 大きな 情熱に 燃える やうな、 しか.. 悲しげ な た、 i0 

弱し い 一人の 婦人 を 見出した" 

全く、 彼女 は 小さかった。 まるで 子供の やうで、 長い 暗色の 髮に蔽 はれた その gi> すでに 三十 歳 を^して ゐろ婦 

人と も 思 はれなかった" そして、 彼女 の聲は弱 々しく 顚 へて、 I かも 消えなん とする 焰の ゆらぎ、 霞の 醫 f な 

羽音 かと も 思 はれた。 

彼 は 今 目の前に、 この 不治の病に 囚 はれて、 その ソファから 離れる 事 さへ かな はずに、 I 半； このまま こ绘 らなナ L 

ばなら ぬ やう？ づけら れてゐ る 女性 を 見た 時に、 云 ふべ からざる 惻隱の 情が、 f しめつけた -0 つれな き I を か 

^  ^  ^  0  ーーーー九 . , 
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こつよりも どうかして、 彼女の ために 力 を盡 したいとの 一念が、 抑へ 難く 詩人の 胸に 響 起った ので ある。 

彼 は あまり 一 く 話さなかった か、 また あまり 聲； 咼く話 さなかつ たかと 氣遣 ひっつ、 その 日 は辭し 去った。 

f て 二日、 ブラウ-一 ン グは歡 びと 望みと に充 ちた 手紙 墓った。 それ は エリザベス によって、 I の 申込と f 

ら I た〕 彼女まい かこ その 夜 を、 苦しみと 心の 亂れ との 中に 1_ ほらなければ ならなかった であらう。 

彼女 は 彼 I の 幸福の ために、 願 ひの 手紙 を 書いた。 彼女 は、 不治の病に 惱 んでゐ る、 不具の あはれ な 女で、 しか 

も旣に 三十 九 歳の 老孃 であろ 自分との 配偶 は、 六 歳 も 年下の 前途の 春秋に 富んだ 壯 年の 詩人に とって， ただ その I 

の 不幸に すぎぬ 事 を， 深く も 確信して ゐ たので ある。 

かくて、 河 獺の 淀み、 水の せきが 續 いた。 

長く、  a つ 勇敢に、 彼女 は その 謙遜な 諦念を 固守し、 來 るべき その 幸福に 對 して、 抵抗し 績 けたので あった。 

つ ひに、 新生の 日 は 近づいて 來た。 

彼 t ただ 彼女の ためにの み 生きようと 云った。 

彼女 は 自分の ために 彼の 自由 を 束縛す る 事を好まなかった。 けれども、 彼に 對 する 彼女の 霊 は 日毎に 甲な つて、 

未 米 はた だ 神の みぞ 知りた まふと 心に 攝 いた。 

翌年 の 夏に、 醫者は エリザベス を 南方の 匿に 送らなければ 危險 である 事 I, けた。 しかるに 彼女 I- して ゐる. 

とま 云へ、 頑 强な誕 制 者であった 父 は、 その 旅 を 諾 しなかった。 

彼女 は 南 歐に冬 を 過して、 健康 I 復 したかった。 今や 彼女の 生命 は、 5 大切な ものに— 自分よりも 他の 人に 

とって I なった からで ある。 けれども、 父の 意に 逆ら ふ 察 は、 彼女に はどうしても 出來 なかった。 


ブラウ -I ングは 彼女に 逃走 をす すめた。 彼女の 牛 一命 を 救 ふの が、 父の 意で なく、 彼女 自身の 意に 從ふ のが、 彼女の 

義務で ある 事 を 云って、 そして、 自分 を 信じて、 自分に たよって くれろ 事 を 願った。 

然し， 彼女の 心 は • 旣に 十分 彼の もので あつたの だ。 

彼等の 親しみの 加 はるに つれて、 彼女の 健康 はに はかに 恢復し はじめた。 新しい 望が、 新しい 興味が、 いかにい 

い 影響 を 彼女に 及ぼした であらう。 

あまり 寒さの きつくなかった その 年の 冬が 明ける と、 彼女 は 少しづつ 歩く 亊が 出來 た。 四月に、 彼女 は 一つの ボン 

ネ ブト を 買 つ た 11 それ は 美し い 希望と 勇氣の 象徵に 外なら なか つ た。 

五月に は、 彼女 は 馬車から 下りて、 公園の 綠の草 を 踏んだ。 

愈々 ブラウ -I ン グが絕 えず 獎 めて 止まなかった 伊太利 行の 計畫は 熟した。 

秋、 一家が 11 く 田舍に 住む 事と なり、 ド ォヴァ 附近の 別莊が 探されて、 移轉の if 備の 1^ り 行 はれ 出した 時、 その 報 

を 得た ブラウ 二 ング は、 直ちに 結婚の 事を吿 げた。 

翌日、 結婚 許可 證は 得られた。 次いで、 バレ" ト嬸は 腹心の 女中に 助けられて、 父の 家 を 出て、 車 を メリ ィ. レボレ 

敎 會に馳 せて • そこで 二人の 證 人の 前で、 式の 結婚式 は擧 げられ た。 

そして、 次の 月曜日に、 夫人 は 永遠に 父の 家 を 捨てて、 ブラウニングと 途中に 落 合って、 サゥ サン プ トンより ァ ー 

ゲル 行の 汽船に 塔 じて、 巴 M を經て 伊太利の ピサに 赴き、 のち フィ レンツ， < に 家 を かまへ た。 

彼女の 前に は、 今や はじめて、 一 個の 女と しての 生活が •—— そして 幸福が 花^く ので ある、 あだか も 春に 忘られた 

立 木の 花が、 秋の 日影に 咲く が やうに。 
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{t^isM く風軟 かな 南歐 フィレンツェの 生活 は、 たと ひ 父の 意に 逆った 事の 苦み はあった としても、 彼女に とって は、 n 

十餘 年の 長い 病臥の 日に、 夢に だ も 思 ひがけなかった 幸福な 喜びの 生活であった。 

フィ レンツ，^ なる 力 サ. ギディの 古い 邸宅に、 幸 ：1 な 詩人た ちの 家庭生活 は 经られ た。 そして、 彼女の 健康 は、 その 朗 

かな {1^ 氣の 中で、 日锊に 恢復して 行った、 彼女の 靈 魂の 華やかに 若 やぐと ともに。 

四十 三 歳のと きに、 一人の 男の 兒を 良人に 贈る 事が 出來 たと き、 彼女の 幸福 は完 きものと なった。 

然し、 この フィ レンツ， -に 於て、 肉體 上の子 供の みならず、 彼女の 最も 成熟した、 最も 熱烈な 作品が 生れた。 南 歐に 

赴いて 暫くの 後に、 まだ ピサに あつたと き、 夫人 は 何 か 詩集 を 編みつつ あつたが、 一日 、ブラウニングが、 朝餐の 後、 

二階より 街 上 を 眺めて ゐた 時、 その後に 忍び寄った 夫人 は、 恥 かし さう に顏を そむけながら、 一つの 包み を 彼の 手に 

おしつけて、 

「若しお いやで したら、 . ^つて 棄 てて 下さい」 と 云 ひ 捨てて、 急いで 自分の 部屋に 逃げ 歸 つた。 

それが かの 名高い Sonnets  from  the  Portuguese.- であった。 彼が 戲れに 「彼の 小さな ボルト ガル 人」 と 呼んで ゐた 

ので、 今 一 つ は、 ^間の 眼に 自分の 姿を隱 すため に、 『ポルトガル 人の ソネット 集』 と 奇異な 名 を もって 呼ばれる、 情 

熱 溢る るが 如きす ぐれた 愛の 詩集で ある。 

それ は 女性の 純潔な 靈 魂の 奥底より 湧き出で た 貴い 秘密で ある。 愛に よって 死より 生へ と 蘇った 女性の 愛の 讃美で 

あり、 與 性への 感謝の 言 紫で ある。 

不幸に して、 ブラウ 一一 ング 夫人の 詩 は、 未だ その 譯 出された もの を 見た 事がない ので、 すぐれた 人の すぐれた 譯を 

引用す る 事の 出來 ない のを殘 念に ぼ ふ。 せめて は、 無き に はま さるとの 思 ひから、 今 この 集中の 一 篇の 大意 だけ を 鼓 


に揭げ てみ る 事と する。 もとより、 その 中の 代表的な もので はない と 同時に， この 大意に、 原詩の 高調の 俤だ も^ぶ 

事の 出来な いのは、 斷 るまで もない 事で ある。 

軍： き 心 を われ はは こびぬ、 

幼き 日より、 君 を 見る まで" 

ただ 惱 みに 悄 みの みぞ つらなりつつ、 

を ど り 

Is; 踏に 胸のと どろく ままに、 

眞珠の 飾りの ゆらめく やうに 

樂し くも を どる かの 喜び ならで。 

望み も われに は 苦き ものと なりぬ、 

神の めぐみ も 力なき まで 

わが この 重き 心 を はこび 行く とき。 

さは あれ、 た ふとき 救 ひの 君よ、 君 こそ は、， 

その 君が み 胸の ふかき 底 ひ！,！ 

急ぎ 下 りて やすらへ とぞ。 君が まに まに。 

さて、 君 は その 胸の 戶を とざしつ、 

つれな き 運命の 前に われ を かくま ひた まふ。 
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ぶ 

十五 年の 幸福な 結婚 生活の 後に、 夫人 は 五十 五 歳 を 以て、 その 再生の 地な ろ 南歐の 《& の 下に 逝いた。 

愛し 愛された 事に 滿 足して ……  - 

その 良人の 腕に いだかれて、 めでたき 世 をば 祝： 闕 しつつ ……  ー 

妻 を 失った ブラウ -ー ング は、 f 心 も 引裂かれる 如き 斷 陽の 日 I つた 後、 妻の 擎 I 育す るた めに. 英 裏に 

歸 つて、 孤獨の 生活の 中で、 妻の 嗜好した 希臘の 古典 を ひもときつつ、 また、 夫人と 共に ありし 曰の議 なる 『指輪. 

と 書卷』 の 雄篇 2 籤 を 進めつつ あった。 

伊太利の フィ レン チェ —— 

そこの 舊 の あとに は、 伊太利 語 もて 左の 文字が 記されて ゐる、 

「こ は エリザベス • バレット • ブラウニングの 住める ところな り。 彼女の 詩 は、 英苦 利と 伊太利と を 結びつけし 黄金の 絲 

なりき」 と 0 

彼女の 美しき 長篇詩 『ォ， 'ロラ* レイ』 は、 その 輝く 黄金の 絲の 名であった …… 

ミュッセと ジョル ジ ュ • サンド 

思 ひ i よ。 もし 蓮 命の 紀 i に、 我 を 君より 別ちな ば、 我が 悲しき 戀を思 ひ 出よ。 別れし 折 を 思 ひ 出よ。 

我が 心の 響く おは、 我が 心 君に 語らん、 「思 ひ 出よ」 と。 (永 井 荷 風 氏 抄譯) 

1 八 三 三年の 八月 十五 日、 當時 二十 二 歳の ミュ サセの 『口 ルラ』 が 「兩 世界 評論」 に發 表された。 その 數 日の 後で 


ある。 この 新^の 創立者で ある ビュ B ォが、 その 執 籤 者た ち を， バレエ •& アイ ャ アルの 有名な レスト オラン、 トロア， 

フレ エルつ フロプ ンソォ の 午餐 會に 招待した 時、 その 多くの 客の 中に、 たった 一人の 婦人が ゐた。 半； 人 は ミュッセに むか 

つて、 彼女 を その^に 11 伴す るよう に賴ん で、 そして、 彼女 をジョ ルジュ • サンド 夫人 だと 云って 紹介した" これが 抑 も 

の 二人の 初對 面だった ので ある。 

「それ は 美しい I 對 であった。」 と、 ブランデス は當 時の 二人の 姿 を 描いて ゐる、 「彼 は 美しく、 すらりと して、 暗色 

の 娘 をした ブロンドで、 銳ぃ 面長な その 橫顏 は、 くっきりと 浮いて ゐた。 彼女 は ふさふさした 黑ぃ髮 をして、 美しい 

オリ イヴ 色の 顿に は、 仄かに ブロンズ 色の 赤み がさして ゐて、 大きな 暗色の 眼 を もち、 腕と 手と は 完全に 美しく、 白 

かった。 その 額の 後に は、 一つの 世界が 宿って ゐる やうに 思 はれた。 しかも 彼女 は 若かった、 美しかった、 女らしく 

物靜 かで、 才女ら しく 振舞 はう ともしなかった。 彼女の 衣裳 は單 純で、 いくらか 空想的で、 着物に 金の ぬひと りした 

土 耳 其 ジャケ ッを fiin し、 その IW に は 一 振の 短刀が 垂れて ゐ た。」 

一八 七 〇 年に、 巴 里で、 ブランデス は、 この 宴會に 出席した 僅かな 殘存 者の 一人から、 この 二人 を 落 合 はせ るの が" 

ビュ ロォの 狡猾な 商 K 上の 術策だった の だと 聞かせられた。 何でも 彼 は その 會の 前に、 「あの 二人が 一 緒に 席に 驚けば、 

婦人 はの こらず あの 男に まゐる だら うし、 男子 は 男子で、 必ず あの 女に まゐ つてし まふ、 そして 勿論、 二人 は 相愛の 

仲になる の だ、 そしたら 何とい ふ 面白い 作品 を 私 は 受取る だら う」 と 云って、 兩手を こすった とい ふので ある。 

「しかも その 並んで 坐 わった 二人 は、 すっかり 違った 種： i の 入 間だった。 二人が 共に 文學 者で ある 事の 外に は、 何の 

共通 もなかつ たので ある。」 と ブランデスの 云 ふの は 誇張で はない。 

彼女の 心 は 健全で、 平衡 を 得て ゐて、 烈しい 情熱に 驅られ る 事な く、 自制 カ强 くして、 平靜 で- まるで 編物の やう 

に、 規則正しく 小說 を：！ み 出す 車が 出来る。 夜 はよ く 眠って、 ^夜の 疲勞 も、 朝の 少 許の 眠りに よって 恢復す る。 nilir 
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葉少 くして、 あらゆる もの を^き 、聞いた だけの もの は、 忽ち 自分の ものにし てし まふ。 それにつ いて、 ハイネ は そ 

たち  一： ろ 

の 佛顧西 通信の 中で、 ミュッセ {E 身が 、「サンド は對 話の 際に 物惜み をす る fe^ で、 常に 與 へないで 取る 方ば かり 念が けて 

ゐる， だから 彼女 は、， 我々 に對 して、 非常な 利益 を 得て ゐる わけ だ」 と 彼に 語った と 云って ゐる。 

このむ しろ 膽汁 質と も 評したい 位、 人間と してし つかりして ゐた 彼女と は反對 に、 彼 は 熱烈な 藝術家 肌で、 克己の 

力 を 殆んど 全く 缺 いで ゐた。 熱病の やうに 仕事に かかる が、 その 群がり 犇 めく 觀 念に 壓 倒されて、 忽ち 絕 望して 筆 を 

投げて しま ふ。 そして、 そ S 際、 僅かの 外部からの 誘惑が、 例へば， 友達 や 美しい 婦人の 晚餐會 や、 遠足の 招きで も 

あれば、 直ぐに 仕事 を 捨てて 出て しま ふので ある。 眠 は 不安定で、 生活 は 不規則で、 情熱に は 打克ち 難い。 その上、 

彼 は その 時、 まだ 二十 二 歳の 弱年であった。 兩 親の 懷っ兒 で、 殊に その 兄の ボ オルに 深く 愛せられ、 保護され てゐる 

とい ふ 幸福な 境遇で、 いくらかの II 愛 事件の 外に は、 何の 經驗も 人生に 有たなかった。 そのく せ 彼 は 「四十 歳の af¥ 

の やうな」 人間 侮蔑と、 人生への 不信と を 抱いて ゐ たので ある。 

彼と 並んで 坐 わった 女 —— .M 名ォ T  口 ラ. デュパン は、 これに 反して、 年旣に 二十 八 歳、 ザ.' ク センの ァゥグ スト 王の 

子 モリ ヴッ • フォン， ザヴク センの 落胤で ある 踊り子 デュパンの 孫で、 王侯と ボェ ミ アンとの 血を享 けて 來た 女で ある、 そ 

して、 旣に デュド ダンなる 男と， 結婚して， 二人の 子供まで なした 仲で あるが、 夫 も 子供 も 家庭.^ 捨てて、 ひとり 巴 里に 

出て 來て、 男性の 名 を名乘 り、 男裝 をして、 シ ガレ ブト を ふかして、 文壇の 波浪の 中 をく ぐり 拔 けて ゐ るので ある。 

さて、 その 日の 會 見の 結果 はどうで あったら うか？ ミラ セは 凡ての 文 學 者の 如く I ー體、 彼女 達に 「靑鞛 者 

流」 の 名 ゃ與 へた もの は、 彼等 同業者ではなかった か 11 女流作家と いふ ものに 對 して、 一 種の 隔意 を 持って ゐた。 

と は 云へ、 ミぅセ は 彼女に 心を惹 かれずに は ゐられ なかった。 相互の 深い 理解の 裔 らした 喜び は、 忽ち 戀の 情熱と 變 

つてし まった" サンドの 方で は、 まだ ミう セに會 はない 前から、 一 種の 危處を 抱いて ゐて、 サン ト. ブゥヴ に、 ミュ， 


セ とは會 ひたく も あ" 會 ひたく もない とか、 それ は 好奇心で 興味で はない とかい ふ 意味の 事 を 云った 程で あるが、 彼 

に對 する 彼女の その 好奇心の 中には、 危險な 火 あそび をす る 子供の それが 潜んで ゐ なかった と は 云へ ない。 さすがに 

ビュ ロォの 慧眼 は あやまたなかった。 かくて、 この 文學 史上に 名高い 不幸な 關係は 結ばれた ので ある U 

この 二人の 戀愛 生活 は、 奇異なる ものであった。 彼等 は その 最初の 沒 頭の^ 期 を 通過す ると、 liT- ひに 裝 して， そ 

の 知友 を 面白がらせる 事を樂 しんだ。 ボ オル • ド：、 、ぅセ が、 はじめて この 二人の 戀人を 晩餐に 招待した^、 アル フ レツ 

ドは 十八 世紀の 侯 の扮裝 をし、 ジョ ルジュ • サンド はァ ドリ アンヌの、 鯨 鬚の コルセットの 姿 をして 現. - た。 また、 サ 

ンドは ミュッセと 知合って から はじめて 午餐 會ゃ 開いた 時には、 ノルマ ン ディの 女中の 扮裝 をして、 人目に つかぬ やうに 

そっと 食卓に 侍して 兑 たり、 また、 正賓の 哲 if 敎 ？.， ペレ ルミ- 1H の 相客に、 フ. - ナンビ ュ ウルの 劇場の 名人と 云 はれた j| 

化 役者の ドビ ユウ ロォを 招いて、 誰も その 素顔 を 知らないの を 幸 ひ、 これ は 英國の 下院議員の 方で、 密使と して 澳太利 

へ 行かう として ゐ るの だと 云って 紹介した" そこで、 この 外交官のお 愛憎に、 盛んに 政治 上の 話が 出て、 ロバ アト .ビ 

ィル や、 スタン レイ 卿の 名が 口にされた。 ところが、 不思議に も、 その 見知らぬ 客 は、 頑強に 沈默を 守って ゐ て- 1 

向 話に 入って 來な いので ある 。やがて、 誰かが 「歐羅 巴の 勢力の 平衡」 とい ふ 言葉 を 使った。 すると、 その 英國人 は 

急に 口 を 開いて、 「皆さん は、 現在の 英國と 大陸との 重大な 蘭 係の もとに、 歐羅 巴の 勢力の 平衡と いふ 事 を、 私が どん 

な 風に 考 へて ゐ るか を、 一寸 御覧に 入れ ませう か 11 そら」 と 云って、 この 外交官が その 前にあった m を 上へ 投ナ て、 

さき 

ナイフの 尖で ちょ L と 受けて それで 皿 をぐ るぐ るぐ るぐ ると しはじめた  そ の 寺 の 客 人 達 の 吃 め し ヒ nsw  f.;, ま 、 

まづ、 大凡 想像が 出来ようと 思 ふ" 

ところで、 かう した ェビ ソォド は、 二人の 間の 闢係 がいかなる もので あつたか を 想 察せし める と共に、 假裝を 愛し 

てゐた ミュッセの サンドへの 感化 をも考 へさせる。 また、 當 時の 浪漫派 時代の 11 一八 三 〇 年代の 11 1 般 的空氣 のい 

詩魂 禮 K  jli- セ 
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かに 奔放な、 子供ら しい もので あつたか をも會 させる であらう。 で、 とにかく、 この 關 係に 於いて、 ミぅセ が 受け 

るよりも 與 へる 事の 多かった 事 は 確か だと 云って いい。 たと ひ 彼が はじめて サンドの 「アン ディアナ」 を 手に した 時 

その 第一 真に 於いて、 二三 十の 餘 計な 副詞 を 鉛 家で 何の 氣も なく 抹殺した 事が、 後で サンドに 知れた 時、 その 感謝よ 

り もむ しろ その 立腹 を 招いた とい ふやうな 事實 は、 問題の 外に 置く としても。 

かくて、 この 關係 は、 つ ひに かの 有名な 伊太利への 旅と なる ので ある。 この 旅先き の 事件 はいろ いろに 報道され て 

ゐ るが、 率 件の 眞相は 十分に 闡 明され てゐ ると は 云 ひ 難い。 二人が 一緒に 出發 した 事、 彼が 嫉妬 を もって 彼女 を 苦し 

めた 事、 その代り 彼女が 彼の 一 擧 一 動 を 鋭い 監視 を もって 苦しめた 事、 二人の 共同生活が 幸 幅な ものでなかった 事、 

彼が その 病鎮の 間、 彼女に 裏切られて、 ただ ひとり 意氣銷 沈して、 巴 里へ 歸 つて 来た 事 …… その 大略 だけ は確資 であ 

る 力" 

ジョル ジュ。 サンドの 『& ま 語』 は、 この 事實を どう 害いて ゐる であらう か？ それ は 我々 の 知りた I ところ 

である" けれど、 遺憾ながら、 この 書 は 行間 を讀 むの 外な き 書物で ある。 サンドの 云って ゐる 限り は、 眞資 の^ 據を 

有って ゐる、 けれど、 彼女 は 凡て を 云 はう としない ので ある。 バル ザ リク、 サン ト. ブゥ ヴ、 フランツ. リスト それら 

の 人々 につ いて は、 いかに 詳細に 語られて ゐる であらう。 しかも、 ；；^ たちの 最も 問きたい と 思 ふ ミュッセと ショパン とに 

關 して は、 いかに 僅かし か 語られて ゐ ないで あらう。 殊に ミュッセに 關 して は、 ただ 僅かな 表面的の 事實 しか 記されて 

ゐ ない。 そして、 それ は 大凡 次の やうな 數行 にすぎないの である。 

サンド は その 『レリア』 を 完成して、 その 長らくの 夢想の 國 なる 伊太利 を 見たい との 烈しい 欲望 を^ず る。 彼女 は 

リヨンから ァギ- 一 ヨンへの 河 蒸汽 で、 ス タンダ アルに 出會 ふ。 彼の 人物に 對 する 長々 しい 批評が ある。 ァギニ ヨンで ス 

タンダ ァ. -こ 別れて、 羅馬を 經て， ヱネ チアに 藩く。 そこで 突然、 今迄 何 處にゐ たと も 知れない アル フレて ト. ド：、 、ぅセ 


の 名が 出る、 彼が そこで 急に チブスに かかって、 危篤に 陷 るので ある。 十七 曰の 間、 彼女 は 彼 を 看護す る。 その 間た 

つた 一時 ii、 夜 眠った だけ だと サンド は 云 ふ。 そして、 ^ir癒ぇると、 ミラ セは 直ぐ さま 旅立って しま ふので ある。 サ 

ンドは メストレまで、 ゴンドラで 彼を经 つて 行く。 けれど， 長らくの 不眠の ために、 眼が ぐらぐらして、 歸 りに 小さ 

な カナ ルの 小さな 橋が、 あべこべ になって 見えた と 云って ゐる。 

ただ、 それだけ である。 それだけの 事實の 裏に、 我々 は 多くの 心理的 葛藤 を、 二つの 霞 魂の 烈しい 接戰ケ 想像 V す 

に は ゐられ ない。 然し、 その 解說 は、 これ を サンドで なしに、 他の 著書に 俟 つの 外 はないで あらう。 

ミュッセが ジ 3 ル ジュ. サンドと 伊太利に 滯 在して ゐた 期間 は、 一 八 三 三年の 秋から、 三 E 年の 四月までで、 彼 は その 間 

に、 二三の 喜劇 を 書いて ゐる。 そして、 その 一 つの 題 は 『戀を もて あそぶな』 とい ふので ある。 ミュッセの 澳惱 苦 悶は、 

. . f  .  n ン フエ t- シ ヨン， デュ. アン ファン ヂ. ュ. シェ クル 

後に 書いた 彼のむ しろ 自己 非難の 書で ある 『この 世. 紀の 兒の吿 白』 に 描き出されて ゐる、 勿論 事件 はすつ かり 變 

更 されて ゐる けれども、 彼の 嫉妬 は 烈しい ものであった らうが、 人 も 知る 如く、 ジ 3 ルジュ • サンドの 方に も その 罪が な 

いわけで はない。 或 ひ は サンドの 氣 まぐれな 行爲は 、ミュッセの 餘 りの 嫉妬の 生んだ 1 つの ぽ動 であった かも 知れない。 

とにかく、 ミュッセの 兄の ボ オル っト. ミラ セは、 アル フレ プド の 病氣の 重くな つた 理由と して、 彼 を 診察し に 来た 若い 醫 

者と サンドとの 嬌態 を、 彼が 偶然 目擊 したためで あつたと ffil  一一  a して ゐる。 また、 實際、 この 若い 醫者は 11 ジュ t ぺ 

• バジェ n は、 巴 里の フィガ 口の カバ 二 ス 博士に 向って 次の やうに 話した とい ふ。 

或る 晚、 サンドが 熱烈な 三 頁の 手紙 を 書いて、 宛名 を 書かない 封筒に 入れて、 バジュ 口に 渡した。 彼は當 惑して、 こ 

れを どうしたらいい のかと サンドに 訊く と、 彼女 は 彼の 手から 手紙 を ひったくって、 その上に 「愚かな バジ エロ へ」 と 

書いた。 そして、 數 日の 後に、 サンド は ミュッセに 向って、 今後 自分が 彼に とって 1 人の 友達に すぎぬ と 云 ふ 事， V 告げ 

たとい ふので ある。 この バジ H  口と サンドの 關係 は、 極く 短 かい 期間に 過ぎなくて、 その 數 年後に は、 かの シ 3 パンと 
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の關 係が 生れる ので ある。 

とこ かく、 ミュ プセは 肉體の 病ば かりで はなく、 その 心 を も 傷 けられて、 ひとり 巴 里に 园 つて 行った。 その後の 彼 は、 

アブサン トに その 憂悶 を 忘れる 傷心の 人と して 傳 へられて ゐる。 然し、 彼が 一個の 男子と なった の は、 この 離別 以後 

である。 ブ ランデ ス の 所謂 「ドン • ファ ン の 衣裳」 をぬ ぎ 捨てて、 苦痛に 燃える 心臓 を もった 詩人と して、 脣 にあら^ 

、： 13 の 燃える 言葉 もて、 人間の 深い 惱 みの 歌 を 奏でた ので ある。 

ミュッセ こ 取って は、 勿論、 ジョ ルジュ • サンドとの 關 係が 唯一の 1 愛 事件で はない。 サンドに 劣らぬ 知名の 女性に 於、 

て も、 ラシ， -ルの 如き 名 を 擧げる 事が 出来る。 そして、 また 彼が 女に 裏切られ たの も、 また これが はじめて ではな かつ 

た。 旣に、 彼 は その 靑 春の 曙に 於いて、 一人の 愛人と 一人の 友人と に 裏切られて、 それによ つて 人間への 信賴を 早く 

も 喪失し、 その 不信の 中から. かの ®" 々"しさと 嘲弄の シニシズム を 得た ので ある。 「あまりに 熱き 血、 あまりに 燃える 

心、 あまりに 早き 幻滅」 これが 若き 詩人と しての 彼の 著し さで ある。 然し、 サンドとの 經驗 は、 たしかに 彼の 杯 を 1 

杯に 充 たした に 違 ひない。 

ミ  ュプセ t 自ら 云った、 

「私の 杯 は 大きくない、 然し、 それ は 私自身の 杯で ある」 と。.. 

彼 は 全く 獨 創の 入であった。 彼 は 何人 をも學 ばなかった。 彼の 作品 は、 不斷 の敎泰 や、 批評 力からで はなく して、 

凡て 天成の 情熱の 感興の 中から 生れた ものである。 意志 力に よって、 徐々 に その^ 界を 築き上げる などと いふ 事 は、 

彼から 期待すべき 事ではなかった。 それ ゆ ゑに、 悲しい かな、 彼 は ゲラァ の やうな 自己 完成の 項點に 到達す る 事 は 出 

來 なかった。 十七 八 歳に して， 不朽の 名品 を 出して、 三十 歳に して、 旣に その 詩人と しての 生活 を 終って しまった. J 

f その後 彼が 四十 七歲を もって 此世を 去る までに、 なほ 三 篇の戲 曲と 幾篇 かの 詩と を 書いた が、 それ は その 量に 於、 


て も i に 於いても、 勿論 云 ふに 足らぬ ものである — 彼 は 謂 はば 早熟 早老の 天才であった。 と は 云へ、 その 十 年 あまり 

の 年月の 間に、 しかも 何等の 自己 强制 もな しに、 いかに 多くの すぐれた 作品 を 彼は殘 した 事で あらう。 その 詩 は 云 ふま 

でもな く、 『ァ ン ム リイ ヌ』 『フ レ デリ プク とべ ル ヌレ プト』 『ティ ティア ン の 子』 等の 如き 小說、 『マリ アンヌ の 移り 氣』 『燭 

亳』 等の 如き 戲曲を 11 そして、 その 彼の 短 かい 喜劇の 如き は、 近代の 文 畢中ュ -I イクの ものと 云 はれて ゐ るの，. こ" 

ミュッセ はかの 一 八 三 〇 年代の 佛蘭西 浪漫派の 詩人で ある。 

彼 は 十七 歳の 時に、 ュゴォ の 義弟の ボ オル .フ ゥシェ によって、 この 「エルナ 二」 の 詩人のと ころに 連れて行って i,^ 

つた。 また、 サン ト， ブゥヴ の 屋根裏の 部屋へ 上って 行って、 こわごわに 「私 も 詩 を 書きます」 と 云った 臆病な 少年で 

もあった。 彼が 十九 歲の 時に 出した 『西班牙と 伊太利との 物語』 は、 その 浪漫的 發展の 第 一 歩であった。 

然し、 彼 は 浪漫派の 追隨 者ではなかった。 エドゥアルド. エンゲル は、 r ミュ， セが佛 蘭 西の 浪漫派に 對 する 關系 は、 ハ 

イネが 11 逸の それに 於け る ものと、 殆ん ど歸密 に同樣 である。 彼等 は 決して この 軍勢に、 また この 軍將 に- 揮 下の 誓 

ひ は 立てなかった、 ただ その 浪？ s^- 義 から、 詩的 價値 ある もの を 利用した のにす ぎず、 その他の 點 では 自， ナ 一個で あ 

つた。」 と 評して ゐる。 

彼と ハイネとの 比較 は、 文學 史家の 好む ところで、 旣に 『ハイネと ミュッセ』 と 題す ろ 書物 も ある。 彼の 諧謔と 議笑 

と は- ハイネに 似た が ある。 彼の 屢々 惡 評される 『月の バラ アド』 の 如き、 十分 その 傾向 を 示して ゐる。 それ ま そ 

の isi^ に 於いて は、 月 を 讚美し 禮拜 する 浪漫派の マンネリズムに 對 する- 詩形に 於いて は、 舊 則に 拘泥す る 古典派の 

コ ンヹン ショナ リズムに 對 する 天才 的な 嘲弄と も 見るべき ものである。 

暗き 夜の、 

黄ばみし 塔の 頂きに、 . 
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.CP ま * 

i の 字の 上なる 黑き點 かと 人 や 見ん。  ， 

如何なる 憂 ひの 魂 そ， 

おもて  I  * 

君が面を絲にて！！！^きて 

闇の 中に と 導く や。 (永 井 荷 風 氏 譯) 

かかる 諧 P ま、 他の 良漫 派の 入々 に は 見出し 難い もので、 しかもその中に眞摯な感情の隱されてゐる事を見出.^と 

モ ォパッ サンの 云った やうに、 それが 「不朽の バラ アド」 である 所以 を 理解す る 事が 出來 るで あらう。 

ミぅ セとハ イネとの 比較 は 私に も 興味が ある。 それ は 私が 獨 逸の ゲミ ユウ トと、 佛蘭 西の ェ ス プリと を 同様に 愛好す 

るからで ある。 そして- ハ イネ は獨逸 詩人 中 n;^ も 佛蘭西 的で あり、 ミュッセ は 佛蘭西 詩人 中 最も 獨 逸の ゲ 7 ユウ トに 近、 

もの を 持ち はしなかった であらう か。 

暫 らく エドゥアルド. エンゲル の 言 紫 を 借りよう。 

彼 は 「眞の 抒情詩 人に は、 靈 魂と 言葉との 或る 薄明が 11 夢の 情調が 附ぎ 物で ある。 それ を ミぅセ は. r 九せ 怫 

蘭： r 人 ことって は、 十分 珍ら しく も 所持して ゐる」 と 云って ゐる" 

一般に、 If 逸の 評 家 はこの 點を、 自國 と怫蘭 西との 詩の 優劣 を 定める 一 つの 標準と して ゐる やうに 見える。 獨 逸の 

詩が、 その 國の 森林の やうに 幽 達な 氣分を 持って ゐて、 朦矓 たる 薄閣に 導いて、 外 國の讀 者 をして 徒らに その 迷路に 

彷徨せ しめる 事 は、 我々 の 置々1- 驗 すると ころで ある。 ゲェテ の 如き， とりわけ その 特質が 著しい これに 反して 

佛蘭 西の 詩が 極めて 明快で、 白日の t 各 „i の 如く、 隅々 まで も 見渡される 事 も、 恐らく、 事實 である やうに 思 はれる。 

. こ 、が 原因よ， その 言語に あ < ^か、 その 國民 性に あるか、 又は その 兩 者に あるか、 今 それ を 考究す る 事 は 私の 任務で 


はない。 私 はた だ、 、、、う セが、 かの あまりに 明快に して、 屢々 乾燥無味な 雄 辯に 墮 する 傾向 ある 佛賭 西の 詩人 中 こ あ 

つて 、(この 故に、 私 はかの 晷 i たる ii が 1 ならぬ 佛 醫に證 した 事に、 十分の 霧と I 性と 直^す 

もの だ 力 それ はまた 別に 論じたい〕 ュ 一一 イク I 人と なる 所以の 一 つ は、 こ S にあろ 事 を も I したいの である。 

然し ミぅセ は 何よりも エスプリの 入であった。 ハイネ も 漏 人中に は、 比： f き エスプリ を 有って ゐた、 二 

年 ブト も II もっとも さ ゲル は、 も セのは ヰに よりもより 善く、 ユウ モア だと 云って ゐ るが— また 類 

つて ゐる" ただ、 ミュッセに は 自然の 愛が 缺 けて ゐ たや 5 に 見えろ。 彼 は 巴 里の. フルワ アルの i の 外 こまい II 

1 つた。 旅行 も殆ん どし なかった。 ただ 一 度の 例外 は、 ジ 3 ル ジュ. サンドとの H ネ チア 行で ある。；；：； そ；" U 

it てゐ た、 そして、 ？る ものに とって、 自然 は 何の 關 心事で あらう。 戀 人の 目に 映る ものの 外に はき 豪：.； 

h。  H ネ チアから の歸 り は、 囊 ひとりであった、 だが その 時、 彼 は 不幸であった、 そして、 不幸な ものの 股 ま^こ 

^^um こんな 風に 云って くると、 彼が 自然 を そのままに 歌 ふ 事の なかった の も頷 ナる であらう.： 

その £.1 人間的だった ハイネ も、 ずっと ミ ラセより は， ：： 然に 近づいて ゐ たと S ふ。 

、アン リ. リシ ユタンべ ルジェ は、 一九 〇？ に、 ぎ P なる 書 を 書いた。 それ を 謹の 批評家 は 嘲って、 

卜 想 あり や、 S あり やと 反間した。 この 非難 は. また ミュッセに 對 しても、 屢々 下される 謹で ある。 

それ は 正し、 たらう か。 これに^^^て、 ギ ュョォ は；^ 然 こして 答へ てゐ る、  * 

「1 、、、うさの 霞 は惱 める 人の それで ある， すべて これ 謹の 囊 であ も §1 鳴 咽で ある。 而て所 i 

のき もの こそ、 また 恐らく は眞に 永遠の 霞で あ？、 かの 紛々 たる 多くの 霞 業の やうに， 一時的 こ 生滅す る 

ものと は 其 選 を 異にする 所 かも 知れない o」  Kfill^ 

「吾人 は 又 偉大なる i こそ、 5< なる 詩 を 作る 所以で ある こと を 忘れて はならない。 且、 セに 於け る眞の 價値 
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は、 縱ひ 如何に 優麗 でも、 艷； 突で も、 彼が 其 精神的苦痛と i: 、疑 的 澳惱と を 極めて 卒直に、 往々 人 を 毒す る 程に も あか 

ら さまに 表白した 點に存 する の である。」 (大西 克禝氏 の譯 による) 

詩人が その 眞實の 苦痛と 博 惱とを 語る とき、 彼 はまた その 哲學を 語る ので ある。 詩人が 灤 く 動かされた 生の 感情 こ 

そ、 眞の 思想で ある。 かの 自己の 生存 苦と 何等の 交涉 なき 論理の II 成 物が、 何の 思想 ぞ、 何の 哲舉 ぞ。 かく、 我々 は 

時として 云 はう と は 思 はないで あらう か 11 偉大なる 哲人の 著作より 受ける 感銘が、 詩人の 作品の それに 極めて 相似 

たる 事 を 思 ふ 時、 なほ さらに も。 かくて、 その 苦惱 から、 ショォ ペン ハウェル はかの 厭世主義の 哲學 をつ くった。 そし 

て ミ ュッ セ は 涙の 詩 を謦く ので ある" 

彼が 「唯 だ あてもなく、 思 ひの ままに、 歌 ひ、 笑 ひ、 且つ 泣きて、 ただ 涙の 玉をぞ 造る」 と 歌 ひ * 「絕 望の きわみの 

fi は、 うる はしき き はみ の 歌ぞ、 われ はよ く 知る、 さながらの 涙の 聲と 聞かるべき 不朽の 歌 を」 と 云 ひ、 「わが 世に 殘 

- せる 唯一 つの かたみ は、 わが 幾度び か淚に 暮れし 事の み」 と 語ろ 時には、 彼 は その 淚の 哲學を 語る ので ある。 しかも 

r 淚は is^ のはらから なり、」 彼 はまた 屢々 微笑む。 「四つん 這 ひに なって、 八方に キス を 投げる」 諧譃の 詩人 は、 ハイ 

ネゃ 後の ラフォルグの 如く、 道化の 救 ひ を 知って ゐ たので ある。 月の バラ アドに は、 旣に ビエ 口の 影が 仄めいて ゐ る。 

「ミラ セの戀 はおろ かし、 され どめで たき 歌 もて その 戀を 嘆きぬ」 と は、 ，M ルハ アレンの 批評で あつたと 思； J 「詩人 

は — 痴人」 と は、 わが 常日頃なる 眩き である。 まことに ミュ ヴセは 賢人ではなかった。 愚かな 失錯、 恥と 悔と惱 みと、 

11 そして-泥の 玉 をつ くる 彼であった。 そして この 故に こそ、 彼 は 私たちに 最も 親しい 詩人と なる ので ある。 詩人 は 

愚かで よい、 ただ 愚か なれば 愚かなる がま まに、 ありのままの 姿 を- m る 事な く、 且つ 笑 ひ、 且つ 嘆き、 且つ 泣く がま 

ま を、 小鳥の やうに 歌 ひ 捨てて 行くならば、 彼 はいかに なつかしく、 いかに 親しく、 いかに 愛すべき 詩人で あらう 力 

かくて、 我々 の、 むは、 屢々 悲しい 淚と 同感と を もって、 あはれ なる 詩人 を 思 出す であらう、 心 破れし その 詩人 を …… 


思 ひ 出よ。 冷き 地の 下に 永遠に、 わが 破れし 心 眠りな ば、 思 ひ W でよ。 しき 花の" l,sl、 わが 墓の 上に 

開きな ば、 君 は 再び われ を：！ 1^ じ。 され ど 死なざる わが 魂 は、 親し き^もが 如くに、 君が 返り 来ん。 心 

澄して 夜に 聞け。 ささやく 聲 あり、 「思 ひ 出で よ」 と。 (永 井 荷 械氏抄 譯) 

若き 騎士べ テフ ィ 

II 逸の あの 卵色 をした 假 凝の レクラム 本で、 -Gedichte  von  Alexander  peg." とい ふ 一 册を 見： t: け.. こ 時 こま、 私よ 

どんなに 嬉し か つ た 事で あらう。 それまで は、 その 詩の 二三 篇 位し か讀ん でゐ なか つ た 私 は、 これによ つて ベ テフ ィに 

ずっとず つと 親しむ 事の 來 るの を考へ ると、 微かに 胸が 躍った。 こんなに も 私 は、 ぺ テフ ィの 詩の 仄見 によって 魅せ 

ら れてゐ たので ある。 

この 機會 に、 私 は レクラム 會 社に、 一 片の 謝意 を 表した く 思 ふ。 貧しい 私に とって は、 その 頃 一 册十錢 で購ょ r-.. こ 

レクラム 本 は、 どんなに 有難かった か 知れない。 私 は 金 さへ あれば、 この 叢書 を礴 つた。 四 五册も 一度に 買って 来て、 

その タイトルべ エヂに 自分の 名 を羅馬 字で 書き入れたり、 その を 切って 行ったり する のが、 どんなに 樂 しみで あつ 

たか 知れない。 

アン デル センの 『メ エル ヒェン 全集』 の 千 頁 以上の 大册 でも、 十册 分の 價に 過ぎなかった。 詩集な ど は、 大抵 一 册分 

か、 ニ册 分で ある。 そこで、 いつのまにか 古今の 名篇 大著が 竹の 細工の 本 立に ずらり と 列んだ ので、 ある 皮肉な 友人 

こま、 
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「日本で レクラム 本 を 一番 餘計 もって ゐ るの は、 丸 善 を 除けば、 まづ、 君 だら う」 などと ひやかされ たが、 私 はき ま 

つて、 

「ケ ェ ベ ル 博士が もっと 多い 害 だ、 ケ ェ ベ ル さん は クラシ ヴク物 は 大抵 レクラム 本で 讀んで ゐられ る さう だ 力ら お」 と 

正直に 答へ たもの だ。 

そり^も よ， 飜譯 など を はじめてから、 レクラム 本の 獨逸譯 にも 正確で ない ものの ある 事 を 知った が、 當 時ケェ ベル 

博士が、 レクラムの 露 wr 亞物 などの 譯を 推獎 されて ゐ ると いふ 事 を 聞いた 時には、 ひどく 喜んだ もの だ。 

こんな 風に して、 私 は レクラム 本で、 露 西 の 作品 も かなり 讀ん だが、 とりわけ いろいろな 詩集 を隨 分と 讀ん だ。 

ハイネ、 レ ナウ、 ノブ リス、 アイヒ H ン ドルフ …… などの 獨 逸の 詩人 はもと より、 希臘 詞華集 を はじめ、 ダンテ、 ぺト 

ラル 力、 プゥシ キン、 レル モン トフ、 ラマ ルティ ヌ 、ポオ ドレ エル、 ァレ クセィ • トルストイ、 ミィケ ヰ プチ …… そして 

ぺ テフ ィ もまた その 中の 一 つであった の だ。 

だが、 ぺ テフ ィと は、 いつ、 いづこの、 いかなる 詩人で あらう か？ 

『ァ ミエ ルの 日記』 の 一 八 八 〇 年、 二月 二十 七日の 條に、 次ぎの 如く 記されて ゐる。 

「私 は、 ぺ テフ ィの 短詩 十二 篇か 十四 篇の 飜譯を 終った。 此 等の 詩 章に は、 異常な 香味が ある。 此 等の 詩 章に は、 何 や 

らステ ヴプを 思 はせ る やうな、 東洋 を 思 はせ る やうな、 マ ゼプバ を 思 はせ る やうな、 狂 氣を思 はせ る やうな ものが ある 

而 かも 騎馬 鞭の 打 音に つれて 進む やうに 思 はれる。 これに は 何とい ふ 力と 熱情、 何とい ふ 野生の 輝 やかし さ、 何と V 

ふ本计 放な 壯大な 影像が ある ことで あらう！ 誠に、 この マヂャ ー ル人は 一の センタ ウルで あり、 ただ 偶然に キリスト 

敎徒 となり ョ ー & ヴパ 人に なった ものの やうに 思 はれる。 彼の 身 裡の甸 奴 種 は、 アラビア 種に 傾いて ゐ る。」 (柳 田 泉 氏 


の譯 による)  ， 

アミ VI ルが この 匈牙利の 詩人 を li 譯 したと いふ 事 は 11 勿論、 獨逸譯 からで あらう が I 私に は 非常に 稀ら し、 と 

IM 時に、 何となく 興 深く 思 はれた。 殊に、 この 批評 は 面白い。 マシュウ. ァ ー ノ ルドの 云 ふやう に、 文學 批評家と して 

越して ゐるァ ミエ ルは、 ベ テフ ィの 特徵 をよ く摑み 得て ゐる とほ ふ。 

ところで、 このべ テフ ィ たる や、 これ 迄 我 國には 全く 知られて ゐ ない。 總 じて、 匈牙利の 文學 とい ふ もの は、 突々 こ， 

は 全く 未知の ものである やうに 思 はれる。 ゎづ かに、 高山 檸牛 が、 曾って 一度、 その 國の 作家 ョォ カイ を 推賞した. * 

が ある 位の ものである。 しかも、 匈牙利 人 は、 我々 ^£{洋 人に 近い 血緣を もって ゐ ると 云 はれて ゐ るので ある。 

然し、 かく 云へば とて、 私 串 ％、 勿論、 匈牙利 文學に S 迎 して ゐ ると いふ わけで はない。 ただ、 ゎづ かに その 中の、 

マダァ チュの 「人間の 悲劇」 と、 このべ テフ ィと を、 以前から 好んで ゐ ると 云 ふのに 過ぎない。 殊に、 ぺ テフ ィま 愛好の 

詩人と して、 その 幾篇か を、 曾って は 自ら 拙い 筆で 譯 出して みた 事 さへ もあった ので ある。 

アレクサ ン デル .ぺ テフ， は、 1 八 ニニ 年に、 匈牙利の ぺ スト 領の キス .ケ レ スに 生れた。 1 說に は、 二三 年の 一 月 t 

日の、 最初の 時間と 共に 生れた とも 云 はれる。 彼の 父 は 牛 豚の 屠殺 業者であった、 そして アレクサ ン デル を も、 自分. 

の 業を繼 がせようと 望んで ゐた。 しかも 彼 は、 父と は 全く 別の 方へ と 逸出して しまった 0 彼 はいろ いろな 土地の 學交 

を經 てから、 シ， -ム -I プッの リセ ゥムに 入った が、 學業を 放擲して、 劇場に 入り浸って ゐた。 この頃、 I 八 三 八 年に、 

彼 はすで に 詩作 を はじめて ゐ たとい ふ。 ところで、 かう した 彼の 行 業が 父の 耳に 入った ので、 父 は ひどく 立^して、 

つ ひに は 彼の 學資 の仕经 りを絕 つてし まった。 

或ろ 薄 暴った 二月の 朝、 彼はシ H ム- ーァ ソを發 つて、 ペストに 行って、 そこの 國民 劇場に 什 出しの 役に 储 はれた。 ま 


ニ四ス 

もな く、 彼の 父 は 財產を 失った ので、 ペストの 一 親戚が、 彼の 面倒 を 見る 事に なった。 それでべ テフ ィは 夏期 や 休暇の 

時 を その 家に 经 つて、 羅 馬の 古典 文學 を讀ん だり、 詩作 をしたり した。 次いで、 ェ， デン ブル ヒに 行って、 1^ び 修學 

を績 ける 事に なった が、 彼 は 今度 は 兵 際に 應： 券して、 ェ， デン ブル ヒと、 後に は カルル スタブ トの兵 營にゐ たが、 病氣 

をして、 そのため 一八 四 一年の 冬に 解雇 せられて、 次ぎの 二 年 を パパで 露 面目に 勉強し、 詩集 を 出して 「マ ギヤ ー ル 

協. S: さ を 得た。 

その 彼 は 俳優に なって、 附近の いろいろな 催しの 際に 登場した。 一八 四 二 年に は、 「ァ テノ ィム」 で デビュウ を 

して、 多少の 評判 を 博し、 四 四 年に は、 「人生の 面影」 の 同人に なった。 詩人 S フ， - レス マル シィ と、 ェ メリ ッヒ. マホプ 

ト とが、 彼 を-庇護して、 それぞれ 自分の 維 誌に 彼の 詩作 を 紹介して、 彼 は 今や 詩檀 の籠兒 となる に 至った。 それな の 

に、 彼 は 又もや 俳優の 志願 をした。 けれども、 國民 劇場で 見事 失敗した ので、 つ ひに それ を 機と して、 斷然 この 情熱 

を 放擲して、 著作に 一 身 を 委ねる 事に なった。 然し この 諦 念が、 彼に とってい かに 苦しい もので あつたか は、 その 詩 

『舞臺 からの 別れ』 によく 現れて ゐる。 

ぺ テフ ィは その 生涯の 短 かかった 割りに は、 詩作の 數が 多く、 その外， 戲 曲の 作 も あり、 小 說の作 も あり、 旅行記 も 

ある" 小說 では 『首 斬 人の 繩』 など 特に 名高い ものである。 

その 詩の 中で 最も 感情の 高調に 達して ゐ るの は、 『ェ テル 力の 墓の サイ プレスの 装』 と 題す る 數十篇 の 抒情詩で ある。 

こし は^出の ェ メリ.' ヒの 弟で、 同じく 詩人なる アレクサ ン デル • マ ホットの 義妹に あたる 美しい 少女 ェテ ルカの 早 逝 を 

卓んだ もので、 その 少女 を 彼 は 愛して ゐ たのであった。 


手 を こまぬ きて、 なきひとの 

墓 邊に來 て は、 墓の ごと、 

もの も 言 はずに 立ちつ くす ノ 

ただ， 墓石 を ながめつつ。 

3  <s! 、 ふな ゾ i 

かくも^ 邊に、 舟人 は、， 

その 寶 をば みな 摩 ひ、 

彼 を 乞 其と なしたり し 

海 を 眺めて 立 つらむ か。 

ェテ ルカと は 美しい 名で はない か。 私 はこの 名の 響 を 好んだ、 そして この 名で 一人の 女性 を 呼びたい とほ 5 つた 立な 

ある。 

ぺ テフ ィは四 六 年に ザ トマ アルの 方に 旅行 をして、 その 旅で ュ リイつ センド レイと 呼ぶ 令 孃と相 知り、 四 七 年に 結婚 

をして、 これ 迄の 不安定な 漂泊 生活 を 切上げて、 靜 かな 家庭の 幸福へ と 入った。 おなじ 年に、 彼の 全 詩集 もまた 出版 

. せられた。 かくて 彼 は 暫く、 幸福な 豐 かな 詩作 生活 を樂 しむ 事が 出来た。 

四 八 年の 七月に、 彼 は 選ばれて、 ペストなる 國會の 議員に なった。 が、 その 年の 九月に は、 はやく も 軍 際に 入って、 

大尉と なった。 當時露 西 亞の蹈 制に 反抗して、 .Hffi の 義戰が はじめられ たので、 彼 は 祖國の 運命 を 座視す るに 忍びな 

かった ので ある。 彼 は 各地に 轉戰 したが、 i に、 四 九 年の 七月 三十 一日、 シ ェプス ブル ヒの大 會戰の 折りに、 皮ま亍 

詩魂 ほ 
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方. 小 明に なって しまった。 

彼 は 多分 その 希望した 通り、 祖國 のために 死んだ ので あらう、 それ を戰 友が 彼で ある 事を氣 付かずに、 共同の 埋葬 

に附 したので あらう。 然し、 その後 長い間、 何十 年の 長い間、 彼が 敵なる 露 西 ISI 軍の 手に 落ちて、 捕虜と して 西 比 利 

亞 へ、 逸られて * そこで 多分 今 もな ほ 生きて ゐる であらう とい ふ風說 は、 全く 消滅し なかった。 

「ぺ テフ ィは まだ 生きて ゐる …… 」 

時々 こんな 噂が、 人の 口から 口へ と傳 はった ので ある。 若し それが 事實 とすると …… 

そ は 蓮 命の 神の 手に 

惠 まれし 人よ、 その 人 は、 

酒と 女の ために 生き、 

祖國 のために 死ぬ 人 は。 

と 曾って 歌った この 熱 列な 自由の 詩人が、 西 比 利 亜の 牢獄で、 一個の^ 刑 人と して 死んだ 事を考 へる と、 それ は 恐 

ろしい 事で ある。 然し、 幸福に も. それ は單 なる 風說 にすぎないの である。 ただ 彼が 今な ほ 生きて ゐる事 は事實 であ 

る、 その 奔放な 詩の 中に …… 

人の 名譽 ははかない 虹 か、 

淚 Li  くもる 日の かげ か" 

かくべ テフ ィは 歌った。 

然し、 彼 は 今， 匈牙利の 國民 詩人で ある。 匈牙利 文學に 於け る 彼の地 位 は、 あだか も 露 西 亞文學 に 於け るプ ゥシキ 

ンの それに 似て ゐる。  I 


ベ テフ ィは 早世の 詩人であった。 彼の 作品 は、 渾然たる 完成 味に 缺 くると ころが ある。 彼 は 批評 的で なく、 反省 的で 

なかった" 從 つて、 冥想 的な 詩篇に あって は、 その 深みと 阒熟 とに 於いて、 彼の 同國人 1. たと ひ镯逸 語で 詩 乍 をして、 

獨 逸の 詩人と して、 認められて ゐ ると は 云へ —— -1 コ ラウス .レ ナウの 足 もとに も 及ばない であらう。 然し、天眞な^^じ 

情の 流出に 於いて、 純 S な 抒情 味に 於いて 彼 は 獨特の 世界 を 有って ゐ ると 思 ふ。 私が 彼 を 愛する の は、 その 點 である 3 

特に、 彼の 爽快な 性格 を、 私 は 愛する ものである。 おも ふに、 ロバ アト • パアン ズを 好漢と 呼ぶ 意味で、 皮 もまた 好 

漢の 名に 値する であらう。 

一. H 由と 愛と が、 世の 何物に もまして 私に は 必要で ある。 私の 愛の ために は、 私自身 を 捧げ、 肖 由の ために は その 愛 

を 捧げる」 と 云った 彼 il 彼 は 自由の 詩人と して 死んだ。 その 死の 前に 彼 は 歌った、 靜 かなる 沒 落の 歌 を…… 

われ は棄 てん、 この 華 かに 輝け る 世 を、 

快樂と 苦痛との われ を囚 へ て 放たぬ 世 を。 

われ は 去らん、 遙か にも 人里 はなれし、  ， 

物す ごく、 また 美しき 森の 寂寥の 中へ。 

かしこに われ は 木の葉の 攝 きを 聞？、 

さやかな ろ 小川の 音に 耳 を かし、 

小鳥の 歌に 聞き とれて、 

しづみ 行く 日 をな がめ やり ノ 

詩魂 80  IS  ir 


わが 身 も 共に 沈み 行か まし。 

クリスティナ •  ロゼッティ 

►  ほ かゆ 

「君が 家 は 音 羽の 町の そのお くの 灯影 まれなる 垣つ づき かな」 

こんな 歌 を、 一人の 少年が 捧げた 人で ある。 その 人 は、 女子大 學の 生徒で あつたが、 女子大 學 よりも、 むしろ 何處 

か 宗敎， 舉 校に ふさ はし い やうな 氣質を 持 つて ゐた 人で あつ た。 

めさみ？ I 

「華やかな 隱と 寂しい 頰と …… 」 

そんな 言 紫が、 その 頃の 若い ロマン テ イシ ストの 間に 語られた。 

「寂しい 頰に慕 はれて、 華やかな 暖を慕 ひたい …… 」 

或る 高踏派の 詩人 はかう 云って、 何か會 心の 事で も ある やうに 微笑んで、 その後 進の 少年 詩人の 顏を躬 めた 

少年よ その 詩人の 藉 藻の 花に 飾られた 書齋 で、 度々、 その H さんと よぶ 女の人に 出會 つたので あった。 言葉ず くな 

な 人で、 そのく せ 物 を 言 ふ ときには、 熱の ある 早口であった。 でも、 その や はら かな 聲に は、 何處 か弱々 しいと ころ. 

ヌ あつた 0 

詩人と H さんの 對話 は、 多く は 英吉利の 詩の ことで、 詩人 は その 華奢な 手で 長い 髮を かき 上げ かき 上げ、 その 豐富 

な 知識 を披歷 する のであった。 テニス ン、 ブラウニング、 ダンテ、 ロゼ プ ティ. クリスティナ …… とりわけ クリスティナ. 

ロゼ" ティが、 彼女の 好きな 詩人の やうであった …… 

^ら から 默 つて 彼女の i を 見て ゐた とき、 少年 は 不圔、 


「寂しい 頗 …… 」 と 心の中に 眩いた。 

或. お、 小石 川の 富 坂 上に あった 詩人の 家から、 少年 は H さんと 一緒に 歸 つた 事が あった。 彼の 下宿 は 牛 込の 方に あ 

つたので、 音 羽の 通りで 別れる まで、 彼 は 彼女と 並んで 歩いた。 みちみち 彼女 はかの 詩人の 霄齋 にゐた 時と は 違った 

人の やうに、 よく 話した" そして、 いかに.." 姉ら しく、 少年の 身の上 を いろいろと 聞いたり、 彼の 辛い 境遇 を 慰めた 

りしてから、 自分 もお なじ やうに 悲しい 身の上 だと 云って、 父 は數年 前にみ まかって、 今 は 母と 小さな 妹と 三人き り、 

寂しい 生活 をして ゐ るの だと 話した。 そして、 一寸 笑って、 

「わたしの 家 は、 この 上の 方です から、 いっか 遊びに いらっしゃいな」 と 云った。 

そんな 話の あとで、 どうい ふ 拍子で あつたか、 彼女 は その 手に 持って ゐた 藍色の 表紙の 詩橥 を、 いっか 讀んで ごら 

ん なさい と 云って 贷 して くれた。 それ は クリスティナ ゼブ ティの 『新 詩集』 であった。 今ではもう、 殆ん ど何處 にも 

見かけない 書物で あるが …… 

少年 は その 日歸 つてから、 かの 君に 捧げる 歌 を 作ったり、 彼女の 貸して くれた 詩集 を 開けて みたり した。 その 本の 

タイトルべ エヂに は、 クリスティナの 肖像が ついて ゐた。 それ は ダンテ. ゲブ リエルが 鉛筆で 描いた ものであるが、 そ 

の 寂しい 頼の あたりが、 何となく H さんに 似て ゐる やうに、 少年に は 思 はれた。 その 詩句 はさまで むづ かしい 字 もな 

いやう では あつたが、 少年の 乏しい 語 學の 知識で は、 辭 書と 首っ引きして 見ても、 なかなか その 意味 はくみ とれな か 

つた。 でも、 彼 は H さんが アン ダァ ライン を 引いて ゐる 詩句 を 1:^^ 懸命に 拾ひ讀 みして みた。 

その後、 彼 は H さんに 會 ふ機會 はなかった。 彼女の 家へ 訪ねて 行く 勇氣 はもと よりなかった〕 それで、 かの vilfM 

集』 を 詩人の もとまで 持って行 くと、 詩人 は H さんが 田舎の 方へ 行って しまった ffl^ を 告げて、 

「あの人 も 可哀想な 人 だ …… 」 と 眩く やうに 云った。 

詩魂 s 西  llil 
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それから 幾年 か 過ぎた。 當時の少年->^=、 やう やく 靑 年期に 入って、 クリス テ <ナ* ロゼッティが、 どんな 詩人で あるか、 

どんな： Ji.: 涯を， 途っ たか、 どんな 作品 を殘し たかを、 より 詳しく 知る 事が 出来た。 けれども， 彼に はいつ まで もこの 女 

詩人 を. かの H さんの 印象と 全く 切り離して 考 へる 事が S3 来ない のであった" 

女 詩人に 富んで ゐる 英吉利の 文學史 でも、 かの 燃 ゆるが 如き 情熱の 詩人で ある ブラウニング 夫人と 相 並んで、 クリ 

ス ティナ •  ロゼッティ は 一段 高い 位置 を與 へられて ゐる。 クリスティナの 詩 も、 生涯 も、 共に 寂しい。 けれど、 その 寂しい 

中に、 何とも 云へ ぬ やすらぎと 落つ きとが ある。 靜 かに 京 間 を 流れる 小川の せ せらぎ の やうに、 彼女の 詩 は、 幽かな 

がら も 心に 深く 響く。 

ダンテ. ゲブリ エルの やうな 藝術家 を 兄に して、 P*R,B の藝術 運動の 雰圜氣 の 中に 生活しながら、 何處 まで もつ つ 

ましく、 寂しく、 生涯に 二度 出 曾った 戀愛 事件に も、 心を擾 されず、 いづれ も 信仰の 相違の ために 結婚 を斷 念して、 

1 生 を 孤 11 の 間に 過した 物靜 かな、 寂しい 顏 をした、 信仰の 厚い 病弱な この 女 詩人 は、 思 ふに かの H さんの やうな 寂 

しい、 物靜 かな女 性に は、 いかに 情ぶ かい 慰めの 詩人で あるで あらう。 

その 故.！： である 南の 國の 邊で、 H さんがみ まかった 事 を 耳に したの も、 はやず つと 以前の 事で ある。 彼女 を 思 ひ 

出す 毎に、 當 時の 少年 は、 いつも 次ぎの クリスティナの 詩 を 想 ひ 起す ので ある …… 

おも ひもいで ず 薔薇 さへ 

おも ひもいで ずう ばらさへ 

さても 麥刈 つかれはて 

積みし 德 によりね ぶる ごと 


しかせむ われ も 黎明まで 

塞き は 寒き 臘„ 月の 

過ぎし は ゆきし 口の ごとき 

その 間 も I 人 われ をお も ふ 

世 はみ な 忘れ はつる とも 

なほ 一人の み われ を 憶 ふ。 (蒲 原 有 明 氏 譯) 

ヴ イリ ェ • ド • リイ ラダ ン 

1 曰、， ナボレ オンのと ころに I！ それ はァ ゥグス テン ブル グー 公が、 ホル シュ タインの、 マキシミリアンが メキシコの 

主の 候補者に 擧 げられ た 時の 事で あるが-— 一人の 詩人が やって来て、 自分 を 希臘の 王に して 下さる やうに と 懇願し 

だ。 彼 はへ レネ 人の 王に なって、 その 山の やうな 借金 を拂 つて、 確 實な收 入 を 得て、 何の 心配 も 不如意 もな く、 閑暇 

の 中で 詩作した いと 考 へたので ある。 ところが、 その fr が擴 まると、 巴 里 中 は大隆 ぎと なった。 市民 達 は、 そんな. 报； 

頓な 乞食が、 {r^ 想兒 が、 そんな 途方もない 嘆願 をした 事 を 憤慨す るし、 藝術家 達 は、 苟 くも 詩人と も あらう ものが、 

同 を 治める とい ふやうな、 そんな 散文的な 卑俗な 職務にまで 身 を 下さう と考 へた こと を 憤慨した。 け L ど 彼よ 少しも 

頓着し なかった。 彼 は 又も 群衆 を 狼狽 させ、 憤槪 させた 事に 滿足 したので あらう。 とにかく 彼 は、 その 懇 頸の 結果に 

は 頓着な く、 意 氣揚々 と、 宮殿から モンマルトルの 居. 酒屋へ と歸 つて 行った) 


俗衆 どもの 度 瞻を拔 いて、 彼等 を 憤慨 させ、 侮辱す る 事な 快と した この 詩人が、 卽ちヴ イリエ .ド5 イラ ダンで あつ 

た。 彼 は 詩人で あり、 小說 家で あり、 劇作家で あり、 哲學 者であった" そして、 佛蘭 西の 近代 象徵 派の 先驅 者で あり、 

a つ その すぐれたる 一人であった。 ヴ イリエに は、 恐る ベ、 ュ" 獨創 力が あった。 その 詩集、 Pren ま es  Pc た ics  (はじめの 

詩集) その 小話 集 『ig^^/;^k』 の 外 『未来の イヴ』 『アクセル』 『ィ ジス』 其 他 は、 一 評 家の 所謂 「最後の 口 マン ティ シ 

スト、 最初の デカダン」 たる 彼の 天分の 記念で ある。 ペラ ダン、 シャ ルル • モリス、 アン リ .ド. レニエ ェ など、 いづれ 

も彼の^^子たる事を传白してゐるが、 就中、 メェ テル リンクな ど は、 特に ヴ イリエから 學ぶ ところの 多かった 人で、 彼 

が 「私 はヴ イリエに 負 ふところが 多い」 と 云った の は至當 である"  • 

ヴ イリエ は佛蘭 西の 名家の 後裔で、 伯爵の 身分で あつたが、 しかも ボ エミ アン もボ エミ アン、 全く、 一個の 浮浪 人で 

あった。 その 一生 は贫 窮と闲 苦と に 終始した ので ある。 彼の ま はりに は、 生前す でに いろいろの 傳說が 織りな されて 一 

ゐた。 けれども、 間 借 をす る 金 さへ もな く、 乞食 や 犯罪 人と 一緒に、 何處 かの 穴 倉に もぐり 込んだり、 公園の ベンチ 

こ 民つ ヒり、 巡査に 追 はれる と、 夜す がら 月下の 路上 を さまようて、 夢想と 詩と に 耽って ゐた 事は少 くと も 事 資に違 

ひなかった。 一 八 八 九 年に、 五十二 歳で、 彼が サン. ジ アン .ド* ディウの 慈惠院 で、 寂しく その 生 を 終った 事に よっても、 

それ は 推察され るで あらう。 

しかも、 ヴ イリエ は それ を 不幸と は 思はなかった であらう。 なぜ なれば、 生の 閽 へと 光明 を投 ずる ものと して、 多く 

の人間の^^得しなぃものを^知する ー種の豫言者としての藝術家の高貴な天職を、 彼 は 確固と して 信じて ゐ たからで 

ある- そして、 藝術 家た る 彼 は、 市民 的の 生活 を 蔑視して ゐた。 いつもい つも 同じ やうな 日々 の 勤勞、 職務、 金儲け 

の 仕事、 それらの いかに 空しい か を 彼 は 骨の 髓 まで 知って ゐた。 それらが 人間の 眼 を 惑 はす 幻影に すぎぬ 事 を、 彼 ほ 

ど斷 乎と して 言 じて ゐ たもの はなかった。 彼 は 平凡と 慣習と を 憎んだ。 彼 はた だ 夢より 外に は 何もの を. - 愛さな かつ 


た。 のみが 彼に は 眞實に 見えた ので ある。 

そこに 彼の 哲學が あり、 雲が あった。 そこで、 「アクセル」 に 於て は、 或る 寶 I し 求めて ゐた戀 人 同士が、 つ ひ 

に それ を 見出した とき、 裏され たもの は s でない 事 を 悟って、 死 を 求める ので ある。 そこで 、「未来の ィゲ 一で よ、 

エディソンが その美と 精神と が gs 人間の とても 及ばない 程の 裏 人形の 女 を 創る 事に 成功して. そして、 

藏 めた 謹 器 は、 詩人 ゃ霍 者の 最も 賢明な 意見 II が 出来る ので ある。 彼の アイ P こま、 

裏づ けられて ゐる。  If  ^.錢^"の哲學カ 

J 年 リイ リエ （1 蓬々 と 亂れた I ぎきく 風に 靡いて、 そ？ のな ほ靑 白い 瘦 せた 顏には 、俊秀な り 

面影 を何處 かに si せる、 瘦 せた、 やや 菌み になった 姿 をした 詩人が— その 鋭い、 f の 破片 ^ 相 

て鳴 る 昔の やうな 高 笑 ひ は、 いかに I を 蒙し、 

u と』" 1 下に 夜 を あかしながら も、 遙 かに 華やか S 火 直上げ ながら、 「地球と呼ぶさ 一 ipH 

は ひ 出して やらう！」 と 昂然と して 云 ひ 得た ので ある。  え- a- ヲ， I 

:q リエ は u?a した。 遊びと して 霧に 從ふ ものと 同時に、 仕事と して それ を 取上げる もの を も 農した。 

uil.f  rf うか。 それにして ili の、 ilir  " 

M」 の 詩人 力 つ ひに その 故. t のき 世界へ 全く 姿 裏し 去った とき、 彼の 塞 はいかに 高く 揚げられた であらう。 

れつつ "ゥ、レ" ンは、 「ヴ イリエ、 この 夢の アイ 口 ニイの ェヴ アン？ スト こそ、 a 彼の讓 . 、小 

紙片 一 つても 我々 は 貴い 遣物 として 拜跪 しょうと 思 ふ」 とさへ 極言した ので ある。  F( 

の 力 エタの 作ナ 品„ は 一、 ま 殆んど 我 國には 紹介され てゐ ない。 曾って、 その if 中の i- あの 恐ろしい 蛇 

詩 r き大 P の 新聞に 画されて ゐ たとい ふ 事 I いた 位の もので、 その 詩に 至って は、 未だ If 
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されて ゐ ない。 で、 今 は その 『昨夜』 の 中から、 名聲 に對 する 彼の 籠 を 書した 一節 を、. そが 愛人の 詩人への 詞を ； 

譯とは 云 はず、 ただ その 大意 だけ を傳 へて 見よう。  - 一 

あはれ、 譽れ とや、 その 前にして カ盡 きむ。  一 

JAM 泰 t つねに 淚 にうる ほさる。  一 

ただ 行けよ、 汝が 愛する ものへ。 

來れ、 わが 影に、 とこし への 花の さなかに。 

、、卫 ルレ H ヌの 獄中記 

^NHV 一羽の 小鳥 を對 手に、 何 か 笛 を 吹いて ゐる： そして、 小鳥 はそんな 不思議な や 一 

はら かな 物の 1 曰 を、 これまで 聞いた 事がない と 云 ふやうな 顏 をして、 ぢ つと 聞き惚れて ゐる ：：： 一 

これが ズ ルレ ェヌの 肖像 畫だ。  ； -0 ごし C  、弗 Isfg の； A 円 年たら ま、 皮の ま 

彼よ こんな こして、 一 生、 笛 I いて ゐ たの だ-彼の 心の 動く がま まに： そして 佛蘭 西の ずテ ち， - I, 

よりこ <™ おつく つて、 ぢ つと すわり 込んで、 醉 心地で、 彼の 深い 曲調に 聞き惚れて ゐた ……  ..J 

；の！ぉ； い LULIt た その肉感的な 口 も、 i に似て ゐた。 少く とも、 多くの 人 は、 10.^ 

.^.^yn^,  r 頭と 容貌と を、 V クラ テスの 像に 似て ゐ ると 云った。 してみ ると- 彼 は 牧神と ソ クラ テ 

ズ との 中間 者であった かも 知れな V 


アナ トオル • フランスの 描いた 醉漢ヂ H ス タス は、 — それ はズ ル レエ ヌの溫 かい 模寫に 外ならぬと 云 は r- る ——- 

郭氣に 罪過に 陷り、 再び^^た無邪氣に悔恨して、 神の 祭 擅の 前に その 罪を馕 悔しに 来て、 もはや 戶を鎮 された 敎會の 

門口で 號泣 する ので ある …… 

ああ、 ポオ ヴル， ルリ アン！ 

酒と 女と アブサン ト とに、 その 身 を 持ち 康し たこの 罪人 こそ、 まことの 聖者ではなかった であらう か？ かく. まか 

りの 純眞、 かくば かりの 童心 …… それ は 他の いかなる 詩人に、 その 對比を 見出し 得よう！ 

多年の 放浪と 闲窮 との 後に、 やう やく 詩人と しての 名聲も あがって、 妻 をめ とって、 家庭 を 持って、 平和な 生、 舌 こ 

入った ズ ルレ ェヌ は、 一 曰、 その 名 を 慕って 訪ねて 来た 一人の 美少年 11 アル テュ ウル. ランボオの 才能と 美貌と に 心 

を簿 はれて しまった。 彼 は ランボオの 愛 を 求めて、 妻 を も 家 を も 振り 棄 てて、 ランボオと 二人で、 白 耳義に 走った の 

であった。 

曾って ワイルドの 『ド. プロ ファン デ イス』 が、 獄 中 記の 名に よって 紹介され た 事が ある。 そして、 この ワイルドの 

過失 は、 これ をズ ルレ ェヌ に學ん だの だとの 說は、 私の 魔々 聞いた ところで ある。 恐らく さう も 云 ひ 51^0 しょう 。然 

し、 ワイルドの 下獄 は、 英吉利の あの 偽善 的な 社會の 犠牲に なった ので あるが、 ズ ルレ ヌは、 むしろ 愚かな、 不思議 

な、 彼らし ぃ單 純な 怒りの 發作 のために 逮捕され たので ある。 

彼の 囘想記 『我が 中 生活』 は、 ヨハンネス *シ ユラ ァフ が獨譯 して ゐる。 それによ つて、 この 事件の 前後に 關 する 

ズル レエ ヌ 自身の 記述の 要領 を讀 むとしよう _> 

「 1 つの …… 過失。」 

f かの 哀悼に 堪 へぬ アル テュ ウル • ランボオと 私と は、 私の 覺ぇ違 ひで なければ、 一八 七 …… 年の 七月に、 全くの； 


il s 

こ驅. つれて、 A …… の 方へ と 旅立った。 (ここで 彼 は その 市街の t ，觀 を讃 へて ゐる) 

私たち は 夜の 十 時 頃に、 列車に 搭 じて、 早朝に 到着した。 そして. 直ぐ ffi 街 を 歩いて みた。 それ は 城塞の やうに 狹 

かった。 そこで、 目 あてに して 來た 人々 の 起さる 時分まで 待った めに、 二人 は 停車場に 引返して、 そこで 食事 を 攝る事 

こして、 一 杯 やりながら 快談 した。 ランボオ はいつ も 不機嫌と も 見える 程の 異常に 早熟な 眞 面目 さ を 持って ゐ たが、 

恐ろしい 狂暴な 事 や、 途方もない 出 鰭 目 を 云 ひ 出す し、 私 はもう 二十 五 歳 を 越して ゐ たけれ ど、 この 日 は 妙に ムシ ャ 

ク シャ した 氣 持で、 出来るだけ 亂 暴な 事 を 話して、 そこで 肉汁 や 牛酪つ き麵飽 など を 食べて ゐる 俗惡な 旅客 共の 度膽 

を ふの を 痛快が つて ゐた。 

その 旅客の 中に、 今日で もま だ覺 えて ゐ るが、 我々 の 腰掛の 右手の あまり 離れて ゐ ない ところに、 鈍重な 意地 惡さ 

うな 顏 をした、 中脊の 俗物ら しい 男が、 丁寧に 撫でつ けた 頭の 上に、 古ぼけた 麥藁帽 を 冠って、 安 葉卷を 喫ったり、 

一杯の ショて ヘン を飮ん だり、 咳狒ひ をしたり、 唾 を 吐いたり しながら、 鈍重と いふより は惡 意の ある 注意 を もって、 

我々 の 話 を 聞いて ゐた。 

-.. ^は ランボオに 彼の 事 を 注意す ると、 ランボオ は 時々 彼の 癖であった、 あの 聲 を 立てない 忍び 笑 ひ を はじめた。 と 

ころが、 この 忌 やな 人間が、 突然、 まるで 魔法の やうに 影 を 消して しまった。 が、 我々 は それに は 餘り氣 も かけない 

で、 やつば り、 元の 强盜， _权 人の 話を續 けて ゐた。 すると、 思 ひがけな く、 地からで も 湧いた やうに、 二人の 憲兵が 我 

我の 前に 立って， 二人に 一緒に 來 いと 命令した。」 

そこで ヹ ルレ ェヌ達 は否應 なしに、 憲兵に 連れられて、 議事堂に 行って、 官吏の 訊問 を 受ける。 その 際， ランボオ 

がいか こも tra. 妙に 泣いたり 訴 へたり して、 係り員の 同情 を惹 くと ころな ど は、 いかにも 不良少年 らしい 當 時の ランポ 

ォの 風丰を 想起せ しめる。 そこで、 ゴ.- レエ ヌは、 


「この A …… に 於いて は、 現に 死刑の 處 分が 行 はれた ばかりで ある …… その 際 こんな 當 てつけが まし い 話 を 公衆の 1 

です ると は 不心得 千 萬 だ …… たと ひ 罪 はなく とも 嫌疑 を 招いても 仕方がない …… それに I 體資君 は^, ゆ？；  TE> り：： が 

あるの か？ こんな 少年 を 連れたり して …… 兎に角、 貴君 はこの 土地で 何 をな さう と 云 ふので あるか？  二人とも そ 

ん な服裝 をして、 荷物 一 つ 持たない ぢ やない か？ えい！ どうした わけ だ ナ！」 と 云った 風 I 間 を 受けて、 とに 

力く 一 應.^ 開き をす る。 で， 最後に、 官： 史は 憲兵 を 呼んで、 

「この 人達 を 停車場へ 連れて行って、 次ぎの 列車で 巴 里へ 经り 還して くれ」 と侖 ずる。 忽ち、 それが 實 行され て、 二 

入 はも 「その 晚に巴 里 S く。 そして 今度 は、 他の 5 た停囊 から、 より 以上の 用意 を もって、 より 嚴肅な 胃險こ 

と ST 發す るので ある。 

で、 この A  ：: での 出来事 は f る 序曲に すぎない ので、 ま i 早に 於いて、 はじめて、 かの ビス トル 射擊 事件が 

語られる。 それ を ズ ルレ ェヌ は、 どう 書いて ゐる だら うか？ 

「それ は I 八 七三 年の 七月 だつな ブ リュク セルで。 街路での 一寸した 言ひ爭 ひ、 ニ發の ビス トルの 發射、 最初の ー發 

力 i 硎 者の 一人に 輕傷裏 はせ た、 その後で、 二 入の 友達 は、 すぐ 一 人が 許し を 乞 ひ、 一 人が それ を 許した ので あ 

ス。 力、 元來、 この 悲しむべき 行爲 は、 アブサン トの醉 ひの なした 業で、 一人が 再び 烈しい 言葉 を用ゐ て、 その上 露 

右の ポケット を 操る と、 そこに は 不幸に もな ほ 四 發の彈 丸の 籠め られた ピストル があった、 その 様子が ただなら なかつ 

たので. 一人 は 仰天して、 一目散に， 逃げ出す と、 一 人が それ を 狂氣の やうに 追つ かけた、 午後の 燃える やうな 熱い 太 

陽の 下に その だるい 身體を 引きずって ゐた氣 の 善い 白耳篛 人の 驚き を も 頓着せ ずに。 

近く を 巡 廻して ゐた 一人の 聱官が © け 付けて、 犯人と 證 人と をつ かまへ た。 簡單な 訊問の 間に、 犯人 は 相手の 訴へ 

も 待た T> に、 自分で- y 分の 罪狀を 述べる。 そこで 二人とも 法律の 型通りに、 i 堂へ 接ら れた" その 折り こ、 It 

^  ^  m  一一 ふ ハー 


i 

私の 腕 をし つかりつ かまへ てゐ た。 今 こそ はっきり 云 ふ 時 だが、 私が その 犯行の 當事 者で、 その 相手 は、 昨年の 十一 

月 二十 三日 こ 不幸な 死を逐 げた、 かの 偉大なる 特異の 詩人 アル テュ ウル • ランボオ 其 人に 外なら なかった。」 

こん な風 こ， M ルレ ェヌは 書いて ゐる。 この 事 實の眞 相 を、 I 者の 傳 へる ところに 從 つて、 極く 散文的に 云って し 

まへば、 耍す るに、 ランボオ がその 不 臭な 状態に 堪 へずして、 離別 を 申出た ので、 ，エル レエ ヌの 失望 と 怒りと I 

設 して、 ビス トルの 發射 となった ので ある。 

かくて、 一應の 訊問の 後に、 ランボオ は 放免され、 ゴ ルレ ェヌは そこから 直ちに 「アミ ゴォ」 (監獄の き i られ 

次いで、 レ.プ ティ • 力 ルムの 監房に 经られ る" 罪狀は 「殺人 未逐」 —  、 

然し、 この間に も、 彼 はさす がに 妻子の 事が 氣 がかり になった と 見えて 、、キク トレ i ゴォに 依賴の 手紙 を 出し こ 

ゥ 監獄で、 「あはれ なる 詩人よ」 で はじまる ュ ゴォの 返書 を 受取って ゐる 

さて、 そこの 獄中 生活 は 次の やうで ある —  、 ，.，，，i, 、：， 

r 羅 そのもの は、 私の やうな 重大な 場合で も、 S な もので はない。 が、 籠 は， その 窮乏の ため 又は その f 

の ためこ、 S のない 法網に かかった 囚人の それと I に靈な ものであった。 t して、 私が 擎の 建物 中に 認め 

た 舊の戶 が 開いて、 荒凉 とした 5 つない 碧 I きつめ た I の 上で、 毎日、 一時間 宛の 散歩が 許される のにす 

私の S 外の (この 窓に は 勿論、 長い 密接した 鐵格 子が はまって ゐた) 稱の 上に は、 私が 謂 はば 致命の 退屈 を も 5;;^ 

飛 出して 行く この 物悲しい 中庭の 背 f なして、 一本の 高い 白 楊の 樹が、 その 羸い 梢の 紫を顫 はせ てゐ た、 これ" 

隣接した 廣場 か 又 は铺 道の 立樹 であらう と 思 はれた。 それと 同時に、 遠方 まか； - 一つの 鈍い 壯嚴 I 昔が 私の 耳^ U つ、 

て來 た。 C フリュクセル は 私の 知って ゐる 最も 愉快な、 笑 ひ 戯れる ところの 市街で ある) そして、 力う した 折りに f 


サァ * み 

『智慧』 の 中の 次ぎの 詩 を 作つ のた ので ある。 

空 は 屋根の かなたに 

I づ. a 

かく も靜 に、 かく も靑し 0 

樹は 屋根の かなたに、 

靑き葉 を ゆする" 

打 仰ぐ Mi 高く 御寺の 鐘 は 

や はら かになる。 

打 仰ぐ |f? の 上に 鳥 は 

かなしく 敬 ふ。 

ああ 神よ。 質朴なる 人生 は 

かしこな りけ り。 

かの 平和なる 物の ひびき は 

，ち 

街より 來る 0 

君、 過ぎし 日に 何 を かなせ し。 

君 今 ここに 唯 だ 嘆く。 

薛魂 @  In 


IKS 

語れ や、 君、 そ も 若き 折 

. 何 を かなせ し。 (永 井 荷 風 氏譯) 

私 はまた 辦の上 を 行ったり 來 たりす る 看守の 姿 を 見た、 これ 以上 メラン コ リイな 光量 はない。 雜の 中に も、 鷄の羽 

で 飾られた 絹帽を かぶった 偵察 除の 獵人 兵が 一 人、 その 看視の 二 時間 を、 死ぬ ほど 返 屈して ゐる やうに 見えた。 交替 

の 時が 來て、 次ぎに 來た男 も、 同 樣に怠 儀な 樣子 をして ゐた" この 男 は 「何の ためにお れは鐵 砲を擔 いだり、 背 襲 を 

背負った りして、 ここ を 歩き 廻らねば ならぬ の だ、 可哀相な 奴等 はちゃん と錢 前と 鐵格 子との 中で、 もう 半分 死んだ 

やうに なって ゐるぢ やない か J と 自分に 云って ゐる やうに 見えた" 

ところで、 私 はそんな もの を 見る 外に、 隣の 監房の 書記と 文通す る 事に よって、 ゎづ かに 無聊 を 慰める 事が 出来た。 

文通と 云っても、 そ， e は嚴密 に 云へば、 物音の アルファベット とも 云 ふべき もので、 當時思 ひ 付かれて ゐ たもので 人 

の 話で 聞き 知って ゐる人 も あら 5 と 思 ふが、 それ は A を 知らせる ために 壁 を 叩く と、 相手が 答へ る、 また 違った 叩き 

方で Z を 知らせる、 また 答へ る、 とい ふ 風に する の だ。 看守 長に 感付かれ はしない かと 心配で あつたが、 この 人の 善 

い は、 幸 ひに そんな 事に は 何の 注意 も拂 はなかった。」 

こんな 風に して" ， エル レエ ヌは、 なほ 幾度び か 法廷に 立た せられ、 また 幾度び か 別の 違った 監獄に 经られ て、 いろ 

いろな 經驗を 味 はって ゐる。 それらの 中には、 相當 興味の ある 事 も あるが、 あまりに 長くなる からこれ 位に してお かう。 

ランボオ は、 ゴ ルレ ェヌ にと つて は、 一つの 宿命の やうな ものであった" 彼 自身が、 宿命 そのものの 如き 人間で あ 

つたの だ" 彼 はこの 事件の 後 間もなく、 巴 里を棄 てて、 そして 永久に 詩作 を棄 てて、 瑞與に 行き、 ^哇 にまで 漂浪し 

て、 つ ひに アビシ- 1 ャ 地方の 象牙 商人と なって、 數 寄な 生活 を 接った 後、 蠻 地の 烈日の 下で、 熱病 か 何 かで 斃れ てレ 


まった とい ふ。 つまり、 彼 は 詩 を 作らないで、 專ら 詩の 生活 をした の だと 云っても いいで あらう。 ランボオの 死ん ノこ 

の ,H ルレ ェヌが この 獄中記 を 書いた 前年、 一八 九 I 年であった から、 まだ 三十 七 歳であった" 

出， I の， ヱ ルレ ェヌ は、 妻子と は 別れ、 旣 に 恢復し がたい 一侗 の ポオ ヴル. ルリア ン であった。 酒と アブサン ト とに 

^^^^  一  つたので ある，： ； it、 彼の この i した、 憲の 生活の まら 奏で 出された 『謹』 の， 

11 の 『一 i なき 敬』 の讓高 致、 黄|婦 の 曲調 は、 いか i くべき 神 來の聲 であった らう。 f 批評 家 はこ 

れを 讚嘆して、 「佛蘭 西 語の 滅びない 限り、. エル レエ ヌの詩 は 永久に 滅びる 事 はないで あらう」 とさへ も 云って ゐ る。 

晚 年の， エル レエ ヌに關 して、 なほ 一 つの 面白い 逸話が ある" 彼 は 衰弱して もはや 外出が 出来 なくなった 時、 一 つの 

滑稽な ひまつぶしの 遊び を はじめた。 それ は 刷毛と 一 罐の 金粉と を 買 ひに やって、 それでもって、 椅子で あら 5 と 机 

であらう と、 ランプに さへ も、 家財 道具 殘らず を、 せっせと 金粉で 塗抹し 始めた の だ。 それで、 彼の 見窄 しい 部屋 は、 

忽ち フ H ァ リイ. ランドの 宮殿の やうに 輝いて 來 た。 彼 はな ほ 身體を 動かす 事の 出来る 間 は 一日 塗りに 塗りた くった 0 

何とい，" 可愛らしい 詩人で あらう 。賢い 人 は どんなに でも， この 子洪 らしい 詩人 を 笑 ひも 罵り も するがよい。 然し、 

我々 は 彼に よって、 大愚の、 無 1% の 貴 さ を 見る ので ある。 彼の あの 優しい、 羊の やうな や はら かな 眼つ き は、 ^がい 

かに 菅 i の 人であった か を 思 はせ ずに はゐ ない。 私 もまた アナ トオル. フランスと 共に、 この やうな 入に こそ、 天國 

の 門は最 先き に 開かれる であらう と 信ずる ものである。 

詩 は 彼の 生涯の 慰めであった。 そして、 彼の 最後の 慰め は、 この 子供ら しいい たづら であった。 これにつ いて、 或 

？ぉ評 家 は、 「然し、 彼 はこの つまらない 戲れ が- 彼 自身の 本質 をよ く象徵 して ゐる事 を、 恐らくよ 悟り 31, なかったら 

う」 と 云って ゐる。 まことに、 彼 は その 行く ところ、 觸れ ると ころで、 すべて を 金 S かしめ た、 卑俗な ありふれた 

言葉 も、 彼の 手に 飼れ ると、 忽ち 黄金の 言葉と 化し 去った の だ …ミ 


II 六 六 

月と ビエ 口の ラフォルグ 

すか » 

 k ふん、 地球なん ざ あ、 いけ 好ない ノ 

あり や あ、 思想の 臺で すよ。 

れ 5 

それよ か、 もっと 歷 とした 

立派な 星が たんと ある。 (上田 敏 氏譯) 

また、 一 人の 不幸な 詩人 …… 

南アメリカに 生れて、 一八 八 七 年、 二十 七 歳で、 巴 里の 陋巷で 死んだ この ペシミスト、 道化の 哲學 者、 ジュ ウル ，ラ 

フォルグ —— 

買物に 店屋に 入って 行く 事 さへ 出來 ない ほど 內氣 で。 

紅い 頗 をした 若い 賣プふ 子が 二人で、 何 かお しゃべり でもして ゐ るの を 見る と、 

「折角 ああして 話して ゐ るのに、 邪魔 をして はすまない …… 」 と^いて、 彼 は そのまま 行って しま ふ …… 

I  、 

タルブに あった その 家 を こっそり 拔け 出け 出して、 ひとり 寂しく、 巴 里に 出て、 馴染の ない 巴 里の 街 を さまようて 

彼 は 何 を 思 ひ、 何 を 惱んだ 事で あらう。 

その 家庭との 關係 をよ くす るた めに、 彼 は その 部屋の 壁の 械氈を 1 きれ 切り取って、 妹に つた。 


妹への やさしい 手紙 を 書く のが、 彼の 慰めだった。 

日曜日に、 郊外から 歸 つてく る 遊山 者の むれ を、 彼 は セン ティ メンタルな 嫉 みの 跟で ii, めた。 

夏の 夜毎. ノオト ル ダムの 寺院の 大きな 花ゼ形 窓が、 秋 は 丘の 彼方に 消え去る 笛の 昔が、 彼の 慰めであった。 

彼 は阖書 室の 椅子に 身 を 埋めて、 メ タフ イジ プクの 迷宮 を さまようた。 

海底の 原に ゆらめく 樹林 を 分ける 潜水夫の やうに、 且つた めら ひ、 且つ よろめき、 聲 なき 國に ただ 一人で、 幾日も 

幾日も、 たった 一 言 も iK ないで …… 

彼 は豫言 者に ならう と考 へた。 都市から 都市に 席捲す る 新しい 聖書 を 書かう と 夢想した。 

I 册の 本の 中に、 ありと あらゆる 苦 惱を篥 中して、 淸淨無 招な 天 { 仝に 遊星 を 引く り 返し、 古今の バ ヴコス 祭、 亞細亞 

の 華麗、 巴 里の 手風琴、 オリンポスの カルネ プル、 死 體觀覽 所、 デュピュイ 博物： isr 病院、 戀、 アル コ オル、 スプ レエ 

ン、 虐殺、 テ バイ T ド、 狂氣、 サル ペトリエ ー ル ：…. 

それ は 一 八 八 〇 年の 一 巴 里人の 日記と なるべき である、 彼は惱 み、 疑 ひ、 虚無にまで 到達す る …… 

彼 はこの 書の すばらしい 效果を 夢み る、 都币 は見棄 てられ、 人々 は 互 ひに 抱き合 ひ、 1. の 上に、 灰の 中に、 凡て を 

棄 てて、 ただ 無窮の 天の 眺めに のみ 心 を ゆだねて、 終る 時な き コンッ -ルト に、 巨峰の や、 「な 大 オルガン は、 その 嘆き 

の きもて、 過ぎ行く 霉をも 搔き亂 す、 悲しみい たむ 星宿 は、 淚の痕 を 天 のさな かにと どめる だら う…… 

不幸な 彼 …… 

ラフォルグ は 貧しかった。 ラフォルグ は 肺 患であった 0 

夜な夜な、 恐怖の 發 作が 彼を惱 ました。 二 時 三時 頃、 彼 は 起き 上って、 擂の 上に 出かけて 行った、 セェヌ の 河 

詩魂 @ 頃  11 六 七 
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に淚を 流す ために …… 

その 寢 床に 思 ふさ ま 身 を 伸ばして、 疲れ も 苦勞も 忘れ 果てて、 ぐっすり 寢 込んで ゐる 凡ての 人間が、 彼 は どんなに 

嫉 ましかった らう。 

彼 は 知って ゐた、 旣に 彼の 父 を！ I つたこの 病氣 が、 やがて 自分 を も 奪って 行く であらう と …… 

彼 は 叫んだ。 月よ、 私 は 死にたくない、 私 は 天才 だ …… 

お 月 さま、 そしらぬ 顏 をして ござる …… 

自殺者の 眼の やうに、 死って ござる お 月 襟、 

吾等 疲勞者 大會の 議長の 席に つきた まへ。 (上 S 敏 氏譯) 

彼 は 月の 詩人で ある。 

^國 の、 西 行 を、 曾って 私 は 月の 詩人と 呼んだ。 西 行の 月の 歌 は、 夥く、 且つ、 その 作 中で もす ぐれて ゐ る。 

ラフォルグ も 月に 月、 ぉ月樣 のな げきぶ しから、 月 かげ、 月見、 月の ソロ、 ビエ 口の 詞は 月ば かり  

然し、 ラフォルグ は、 いかに 西 行と は 違って 月 を 見た ことか …… 

两 行に とって は、 月 はこの 世の ほ だし、 見ぬ 世の 姿、 とりわけ 西方 淨 土の 象徵 であった。 

ラフォルグに とって は、 「へへ へのへ、 のんだくれの 御本尊、 猫の 戀 のなかう ど」 (上田 敏 氏譯) であった。 

彼 は その あらゆる 幻想 もて、 寂寞た る 死滅した この 星宿 を探險 した。 

彼 は 自ら を、 月世界の クリストフ • コロン ブスと 呼んだ、 或る 誇り を もってさへ も …… 


それ たった 1 人の ミサ ン トロ ォプの ：：： あらゆる 白い ビ ェ &ォの 友達 だ。 

あらゆる 哲學、 あらゆる 智慧 も、 行っても 行っても  

依然として、 その 底から は、 かの 慰めな き 叫びが 響く、  11 すべて は し！ 

彼 は 神 を 求めて、 世界 を {T^ 虛に 見出した。 

世界 は荒凉 として、 虚無で ある。 

死 は 日毎に 過去帳の 名前 を增 やす。 

時 は 一 秒 毎に 終り を 思 はす。 

すべて は マヤの 面鈔を かけられた 眼の 惑 ひ だ。 

すべて は 幻影. 幻燈、 幻覺、 幻視 だ。 

意志 は、 無意識 は、 物. H: 爾 こそ は、 大 手品師 だ。 

不治の 肺 患の 詩人よりも、 誰か 一 層 容易に、 この 洞察， に 達し 得よう ぞ。 

惱 みに 惱む靈 魂よ、 つ ひに、 

たった 一 つの 出口 を 見付けた …… 

i, 思 ひっき、 ふざけ、 冗談 …… 道化者の 道化 …… これが 悲しい 人間の 藝術だ 0 

造化 者た けが、 眞 の眞理 に 達する の だ" 

ビエ ロォ、 ビエ ロォ …… ビエ ロテ ソズム ：：： ヒロイズムより ビエ 口 イズム.、. こ ：：： 

今や、 ラフォルグ は ビエ 口 ォの 詩人で ある。 


li 

ビエ 口の 喜び、 悲しい 道化 …… 

ラフォルグの 救 ひ はこ こに  

彼 は今ぞ 道化の 哲舉 者で ある。  - 

こ It, 巴 里の 夜中の 樯を 渡りき つたる 靈 魂の メタ モ ルフ * ジス …： • 

祌はビ エロに、 ビエ 口 は 月に。 

今は憎.^^^>^なぃ、 涙 もない。 

泣き 笑 ひで も、 笑 ひ は 笑 ひだ。  - 

曾って は、 聖 なる 眞劍 であった ものが、 今より 聖 なる 戲れ となった • 

冗談から^ を 出 すんだ。 

世界 は オペラの 舞臺 であれ …… 

かくて、 Heine  ff 佛蘭西 ハイネと 呼ばれる 詩人が 出來 上る。 

ハイネ も 昔、 悲しい 笑 ひ を 笑った。 

だが、 ラフォルグ は ラフォルグ、 ハイネ ぢ やない。 

カミイ モォ クレル は、 巧みに ショパンに 比較す る。 

ショパン も 多分、 その 悲しみ を Is 氣の 中へ 笑 ひ 捨てた かも 知れない。 

だが、 ラフォルグ は ラフォルグ、 ショパン ぢ やない。 

彼 は 唯一 者 11 比較され ぬが ラフォルグ だ。 

..ff ァ ^^ョ^ト の 人々 と 交った、 また ボ オル .ブ ルジェ、 テオドル .ド. ヰ ゼヮ、 ギュス タァ了 カアン、 エブル クシ 


この 最後の ものの 秘書であった 彼 は、 そのお かげで もって、 一八 八 一年に、 镯 逸の 皇后の 侍讀 者の 地位 をつ くって 

赏 つて、 コ ブレンツ を 通って 伯林に 行った。 

ゥン テルニ アン • リンデンの プリン ツエ シン ネン バレエの 住居 11 窓の 外に は、 兵器廠、 シュプ レエ 河、 篠 つく 雨、 希 

隙 を まねた 下手な 彫像 …… 

彼 は 妹に 書いた、 おれ はもう 昔の やうに、 お まへの ために 氈の 一片 を 切り取る 勇氣 がない、 ここで は鏤金 をされ 

てゐ るから ナ  

日課 —— 十一 時 頃に は 皇后の 御前で、 晚には ハヴケ 伯爵 夫人のと ころへ 行って、 新 S の 記事 を簡單 に、 耍領 をつ かん 

で 讚み 上げる 事、 下卑た ところ は 飛ばす 事 …… それから 過去分詞の 敎授、 綴字の 誤りの 訂正 ……  ， 

家で は 明日の 下調べ、 手紙と 詩作、 水 彩賨を 少し、 後 は 夢 …… 

彼 は 镯 逸 語と 英語と を 學 んだ。 英語の 敎師 は、 リイ ァ. リイ 孃 …… 彼は戀 した。 

五 年 問、 彼 は 巴 里に あこがれた、 巴 里の 友に あこがれた。 

親しみ 難い プロ シャ氣 分 11 士官， 記念 像、 ベ ダン ト リイ、 ゴ ティ ック 文字、 身振り も 心 も 一向 取り 亂 さない 女た 

ち， 疲れ を 知らぬ 頑丈な 男た ち …… 

もっと 早い テンポ、 一層せ はしい 疲れ かた、 官能の 喜び、 快活な 言葉、 樂 しい 身振り、 琉動 する 心、 ああ、 巴 里 …… 

五 年 目に、 たうとう 彼 は その 職を辭 して、 リイ ァ孃と 結 5^ した。 

彼女の 驚いた やうな 大きな 眼 …… その 眼が 彼に ついて 行く 11 倫敦、 白 耳義. そして 巴 里 …… 本屋への 無駄足- 貧 
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困、 病氣、 衰弱、 死 …ミ 

詩集が 二 卷- 

ブ ル ジ ェ 論， 

ホイ ヴト マンの 飜譯、 

モラ リテ • レヂ アン デ エル 11 「古代の、 ワグネルの、 シヱ タス ビアの 人物との 心 おきなき 親友 附合 ひ」 と、 ギ ュスタ 

ァフ. カアンの 評した、 なんと 素晴らしい 寶 玉と、 

發 表して はならぬ と 云ひ殘 した 獨 逸 論、 

そして、 その あと はほんの 少しば かり、 

そして、 もう その 次ぎ は 、「彼の 中絕 された 作品 は、 ただ 序說 にすぎないが、 しかも この 序說に は、 全 作品の 債 値が 

かかって ゐる」 (ルミ .ド* グ ウル モン〕 などと 云 ふ 批評と 賞讃 とを殘 して …… 

「また 一 人ビ 口 ォが 

慢性 孤獨 病で 死んだ。 

見て くれは 港 % かった が 

1^ 拔 のした 奴だった。」 (上田 敏 氏譯) 
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青年 獨逸 評論 文學 

一 八 三 〇 年 七月 革命の 前後から、 一 八 四 八 年 二月 革命の 前後に またがって、 浪漫派と 寫實 派との 間 をつな ぐ文學 が、 

靑年獨 逸 派、 又は 少年 獨逸派 (oas  junge  Deutschland) の文學 である。 

靑年獨 逸 派の 文學 は、 一 時 的の 文學 であった。 ジャ アナ リズムの 文^であった。 政治 文學 であり、 傾向 文學 であった。 

その 太 質に 於て、 現在の 我が プ ロレ タリ ァ文學 のず： 義 に照應 する。 齊年獨 逸 派の 代表的 詩人と 目せられ てゐる ハイン 

リ" ヒニ イネが、 戀愛 詩人、 甘ぃ^£傷詩人として、 長い間 我々 の 偏狭な 詩壇に 輕 視 されて ゐた にも 拘 はらず、 最近、 

プロレタリア 詩人と して、 新しい 觀 から 見直されて 來 つつ あるの は、 その 一つの 證 明と. 云へ よう。 もっとも、 現 

在の 我が プロレタリア 文學 は、 少數の アナ キズ ム文學 を 除けば、 專ら マルキシズムの 文學 であるが、 ^時の 靑年 獨 逸 

派 文： おは、 未だ 第四階級の， 階級 鬪爭 の文學 ではなかった。 自由主義の 熱望から 出發 して、 潮 次 急進主義に 移った の 

である。 そして、 専ら 時事 間 題に 卽 して ゐ たので、 その 問題が 解決す ると 共に、 その 大半の 意義 を 失って しまった。 

然し、 この 派の 文學 が、 文學 史上に 比較的 重要の 位置 を 占め ない 理由 は、 その 事よりも、 同派が 犬なる 天分 ある 作 

家 を 有しなかった 事に 據る。 但し その 唯一の 例外 は、 ハイネで ある けれども、 ハイネの 同派との 關係 は、 内面的に も 

外： M 的に も、 頗る 複雜を 極めて ゐて、 彼が その 蓮 動の 先頭に 立てられた にも 拘 はらず、 ハイネ を 以て 直ちに その 派の 

t:表的詩人と：E^做す事の出來なぃ事情もぁる。 ハイネの 文 i," 史上の 大 いなる 意義 は、 かへ つて 同派の 主張に 反する 點 
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にある とも 見られる からで ある" 

元來、 靑年獨 逸 派 は、 有名な 人物の 一定の 集團 ではなかった。 この 名 は、 まづ 一定の 人物に、 崇拜の 結果、 及び 氣 

まぐれな^ 服 欲から して、 奇妙に 與 へられた ものが、 次いで、 次ぎ 次ぎに 現 はれて、 同一の 方向に むかって 動いた * 

互 ひに 速^ を もたない 若い 文學 者が、 後 その 名の もとに 一括され る ことと なった ので ある" 從 つて、 その 見方に よれ 

ば、 數人 にも 縮小され、 又、 時代の 進 f 王義 的な 文學 者の 全體 にも 適用され る = そして、 むしろ 後者の 觅 方の 方 を K 

しとし なければ ならない。 靑年獨 鋭 派 はか やうに 團 結した 糞 派でなかった ばかり か、 1^: ひに 敵對 さへ もした。 旣にそ 

の 先頭に 立てられた 同派の 大立者が、 相對 立し、 相 ti^ して、 論難の 火花 を 散らし さへ もした ので ある。 

然しながら、 その 派の 人々 の 間に は、 共. 迪の 思想と 信念と があった。 卽ち、 それ は 人類の 進歩に 對 する 信仰で ある。 

糈祌的 解放の 熱 5^ である。 政治的 自由、 社會的 自由の 渴望 である。 基督 敎の 傳統 的な 誕 迫に 對 する 反抗、 新時代の 新 

しい 汎神敎 的 宗教の 夢想で ある。 肉の 解放、 道德的 因襲の 打破、 兩 性の 結合と 離別との、 より 自由な 樣 式の 冀求 であ 

る ひ 

靑年獨 -.? f 派 を 代表す る もの は、 その， 評論 文.！^:. であって、 詩で も， 小說 でも、 戲曲 でもない。 それ はこの 派の 主 と 

すると ころから 來た 當然の 結果で、 ハイネの 詩 も、 その 一部の 政治 詩、 傾向 詩、 諷刺 詩 を 除けば、 むしろ 浪漫派の 系 

統に屬 すと 見るべく、 小說. 戲 曲に 於て は、 ゎづ かに グッ コォ、 ビュヒ ネルに 於て、 その 飛翔 を 示し 得た に過ぎない。 

しかもな ほ、 同派の 文學 が、 現代に 新しい 照明の もとに 復活し 55 たの は、 そのめ ざした 正しい 方向の ゆ ゑで ある。 浪 

^派の 反動思想に 反抗して、 人類の 進歩 思想の 上に、 力強い 叫び を 投じた が ゆ ゑで ある。 

靑年獨 逸 派の 名 は、 ルドルフ • ヰ イン バルタ 1 ン Vienbarg,  I802I1S72) に 始まる。 ヰ インバル クは、 靑年 獨.， 逸 

派の if 論 家で あり、 創唱 者であった。 彼が 一八 三 W 年に 出した 『美^的 征戰』 (Ae は hetische  Feldziis は、 「老年なら 


ぬ. 靑年獨 逸に この 寄 を择 ぐ」 とい ふデ ディケ ェシ 3 ンを もった。 今、 この 書 は ただこの 獻本辭 によって のみ 知られる 

に過ぎないが、 常時に 於け る その 意義た る や 著しい ものが あった。 これ は キ イン バルタが キイ ル でした 一連の 講演 

を 集めた ものであるが、 彼 は そのために 私 講師た るの 線 利を剝 1^ されて しまった。 が、 その 內. おは 至極 穩 和な ものに 

過ぎたかった。 彼 は その 中で、 當 時の！ I 術、 敎會、 國家、 社會の 諸方 面に 於け る 因襲 を 打破し、 文學 上に 於て、 その 

改革の 意 31 を 表白した 獨 逸の あらゆる 少壯の 精神 を、 靑年獨 逸の 名の もとに 結び付け たので ある。 ところで， この 新 

文學 のた めの 綱領た ろ や、 驚くべく 普遍的な もので、 新時代の 世界 聽は、 理性と 感性との 調和 的 一致 を 基礎と しなけ 

れ ばなら ぬと いふに あった。 彼は感 能が 希臘 人よりも より 多く 稱； 1： によって 充 たされ、 精神的な ものが 1=^ 督敎 徒より 

もより 多く 感能 によって 浸潤され てゐろ 新しい ヘレ-一 ズムを 坐， 誕 せしめん と 欲した。 然し、 文舉の 前に、 まづ、 生活 

が 再生され ねばならない。 そこで、 この 1^4 理に從 つて 周 園の 坐活と 内部の 生活と や 更新せ しめる とき. はじめて この 

新時代 は、 眞正の 藝術を 生み 得べ しとい ふに あった。 それ は 別に 新しい 宣言ではなかった。 ハ イネ は旣に 同様の 事 を、 

屢々 詩的に、 又戲謔 的に 表白して ゐ たので ある。 ただ 1 つ、 ヰ インバル クの 評論 中に 表白され た 新しい 聲は、 彼が 靑 

年の 代表者と して、 ハイネ を はじめて 時代の 大 なる 作家と して 認めた 事であった。 今一つの 新 難 は、 散文 を 新時代の 

表現 様式と して、 韻文よりも 價値 ありと なす 見解 を はじめて 表白した 事で ある。 この場合、 ハイネ は 散文 作家と して、 

最大 の 散文 作家 として 推讃 され た リ 

キ インバル ク の美學 より すれば、 從 前の、 ゲ ェテ、 シ ルレ ル、 ジ アン. パウル 等の スタイル は、 すべて 世界の 潮流より 

遠ざかって、 R 分の 魔法の 園 內に蟠 居す る ものにす ぎない。 今 はじめて、 獨 逸の 散文 は、 佛蘭 西の 影響の もとに、 新 

しい 形態 をと りえた ので ある。 ハイネ、 ビョ ルネ、 メンッ -ル、 ラウべ 等の 散文 を、 以前の 作家 等の 散文より 分つ もの 

は、 その 安 靜と適 意との 缺乏 であるが、 しかも この 缺乏が 決定的の 特長で ある. 生の 特長で あると なした" 更に、 ヰ 
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インバル クは、 その 謂 文 否定 說 からして、 ハイネが、 li 逸の 散文が その 巨大な、 あらゆる 地上の 音響 を 兼ね 備 へて ゐ 

る 樂器を もって 提供した、 より 大きな 名聲 のために、 その 抒情詩 人た る傻 ない 名聲を 露った 事 を 極力 賞讃 した。 この 

散文 萬能說 は、 自ら 佳句 を爲し 得ない ムント、 ラウべ 等に よって 支持され た。 ムントの 如き は、 それ を 以て 新時代の 

福音と して 官； 言した ので ある。 然し、 ハイネが 全然 ヰ イン バルタの 註义 通りに ならなかった 事 は 云 ふまで もない U こ 

の 韻文 樣 式の 否定 は、 靑年獨 逸 派の 合理、 王義的 傾向の 1 つの 現 はれであって、 ハ イネの 一 面に 投じ えても、 彼 を 全 I 他 

的に 動かし 得る ものではなかった の だ。 

ヰ インバル ク は文稱 者と して 餘り 多くの si ケ 持たない。 彼の 今一 つの 著窗 『最新 文 „ ぼ觀』 neuests  Literature 

IS35) は それ を證 明す る。 當 時雨の 如き 攻擊の 的に なって ゐた ハイネに 對 して、 彼が 以前 通りの 忠資を 示して ゐる事 

のみが、 その 書の 聪& であった。 寶際、 ヰ イン バルタの 意義 は、 彼が 来るべき，： R 由 主義 的歐羅 巴の 詩人と しての ハイ 

ネ の 文舉 史上 の 意義 を 捕捉し た 最初 の 人で あると ころに 存す るの だ" 

ハイン リブ ヒ. ハイネ (Ileinrich  Hchs,  I797IIS56〕 の 名 は、 我々 の 間で は、 ただ 抒情詩 人と して 知られる のみで あ 

る。 然し、 彼の 著作の 大部分 を 占めて ゐる もの は、 散文で ある。 彼 は 散文 家と して、 全く 新しい スタイル を 創始した。 

それ は 佛蘭西 語の エスプリ (Espr:t) 以外の 言葉で は、 完全に 表白す る 事の 出来ない ものである。 慰 はしく つて、 びり 

つと した を 15- つた スタイル。 これ は ハイネ 以前の 獨 逸の 散文に は 見出せなかった 特徵 である。 詩的で、 輕 快で、 

1: 智に 富んで ゐて、 文章の 意外の 轉 向が 讀者を あっと 云 はしめ る" 獨 逸文 舉に 於け る 無類の スタイリスト である -1 ィ 

チェが、 獨 逸の 散文 家と して、 ハイネと 自分と を 擧げて ゐる事 は、 ハイネの スタイリスト としての 意義への 觀念 を與 


へる に 足る であらう。 ハイネが いかに その 散文の スタイルに 苦心し、 且つ これ を 重視して ゐ たかは、 自ら 佛蘭西 語！. t 

堪能な 彼が、 その 作品の 佛 蘭西譯 に、 なぜ 他人の 手 を 煩 はして ゐる のかと 入に 訊かれた 時に、 佛 文の スタイルに 苦心 

して、 そのため 獨逸 語に 於け る 自分の スタイル を こ はされ るの を 恐れる からだと 答へ たのに よって 知られる の だ。 

ハ イネの！^ 文の 諸 作 は、 『ハ ルツ 紀行』 (oie  HnrzreLsc,  1824) に はじまる。 これ は 『ライゼ ビル デル』 (Roisebildcr) 

の 第一 卷 であって、 次いで、 『北海』 (5e  NcrJSCC) 『觀 念、 ル っク ラ ゾ の 書 Kwcc?  :Das  Bsll に Grand) 最後に 『.5:. 太 

利 紀行』 (1£ ぎ， S 等が 出た。 これら は 莫大な 版數を 重ねて、 彼の 詩集と 同樣 に、 書肆の カムべ を 喜ばした もの 

である。 ところで、 これらの 諸 作 は、 文學 として 全く 新しい 種類に 屬 する もので、 これ を 單 なる 紀行，^ 見做す 事 は 出 

來な い。 むしろ、 一 つの 新しい 評論 文學の 一 體と 見做すべき が茧當 である。 、ノ  ノ ネは その 中で、 諸般の 時事問題 を、 

特に、 政治的、 社會的 宗敎的 問題 を、 極めて 熾烈に、 靈活な 筆 を もって t ^扱って ゐ るからで ある。 然し、 それ はま 

た、 無數の 個人的な 告白 や、 小說 的な 描寫 や、 スケッチ や、 士地 風俗の 物語 や を 含んで みる。 同時に、 『獨 逸浪 if 派』 

(1 ic  Romantische  sd.ule) や、 『獨 逸宗敎 及哲學 小史』 (ztlr  Gcschichtc  dcr  Religion  unci  Philosophie  in  Dcutschhnd) の 

如き 純粹の 評論に 於ても、 個 八 的 告白 や、 小設的 記述が 隨 所に 點 出されて ゐて、 從來の 評論の 型 を 破って、 興味 律々 

たる 詩的な 讀み物 を 成して ゐる。 この 事 は、 又、 他の ハイネの 一切の 散文的 述作に 適用され る。 巴 里からの 政治 通信 

.IV 築めた 『怫 蘭 西の 狀態』 (Franzssische  Nustande,  1832)、 『サ ロン』 (salon) の 名の もとに 一 括して 刊行され た 『佛蘭 

西の 畫家』 (Frall&s.sche  Mpleo 『佛蘭 西の 舞臺』 (に bcr  die  fralssische  Biihne)、 及び 數篇の 小設、 『維 葛』 (vcrmlscLtQ 

SchT;ften,  IS54) の 名の もとに 集められた 『博 悔』 (Gestsnadnisse) 『琉竄 の 神々』 (Die  GCttcr  im  Kxu) 巴 wf 通信の 續篇 

たる 『ル テツ- ァ』 (Lutezh) 其 他に 至る まで、 各 その 重點を 異にする 事 を 除けば、 すべて 自由な ろ 無駄話 (causeric) の 

調子が 强く 出て ゐて、 すべて ハ イネの 詩人 的な 主觀を 反映し、 且つ 彼 一 琉の 1^ 會 批評、. 政治 批評 を 含んで ゐる ii に 於 
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て、 評論と か、 研究と か、 小說 とかい ふ 外面 的な 形式 上の 區別を 超えて、 すべて 任意な 隨筆 として、 全く、 同一の 風 

趣 を もって ゐる。 それ はむしろ， 總 括して、 ェ.' セィ マ 0 の 名 を 以て 呼ぶべき ものである。 

エッセィの 太 質 や 意義に 就いては、 兹に云 ふべき 限りで ない が、 我國で 近年 特に 注視され て 来た やうに 見える この 重 

要な 散文 文學の 一機 式に 於て、 それが 專ら英 怫の文 學の專 有 物の 如く 見做されて、 獨 逸文 學に 於け る それ は、 從來全 

く闞 S さ ユて來 たやう である。 然し、 それ は不當 ではなく、 英 怫の豐 富な ェヴ セィ文 學に對 比する とき、 獨 逸の それ は 

絕 無と 云 はれな くと も 著しく 貧 だった からで ある。 そして、 これに は 相 常 根强ぃ 理由が あった。 佛蘭西 人の 多方面 

な 興味と、 輕妙纖 細な 雜 味と、 寸鐵 殺人的の 機智と が、 この エッセィの 樣 式に 於て、 似合 ひの 服装 を 見出した の は 首肯 

せられろ。 こュ L  二  K して、 この 服 裝は獨 逸人に は 最も 不 似合な ものであった、 むしろ 好まし からぬ ものであった。 躅 

人の シス テマ テ. クな 傾向と、 一つの 坑道 を 何 處 迄 も何處 まで も、 掘り 盡 くし 究め 盡 くさねば 止み難い 探求 的な 向 

It, 花から 花へ 飛びう つる 胡蝶の やうに、 各種の 問題に 輕 く觸れ て、 警拔な 一句の i 「語の もとに 捨て去る 如き 寧 

に堪 へられず、 これ を輕 浮と 見做し 眞摯 ならず とした。 

然るに、 ハイネ は エッセイスト としての 天成の 資格 を もって ゐた。 彼 は その 個性 を シス テマ ティ" クに 分析したり、 その 

內面 的轉成 を、 年代 顺に讀 者の 前に 發展 させたり する 努力に は 全く 遠い ものが あった。 彼 は輕ぃ 無駄話 口調で、 ロビ 

物語り、 且つ 記述す る。 そして 讀者 は、 彼が 1. 術 的に 並列す る土臺 石から して、 はじめて その 開展の 建物 を 建てねば 

ならぬ の だ。 ハイネに 於て は、 すべて は 並列して ゐた、 華麗な 色彩が 雜 然として 入り 亂れ て、 時として、 互 ひに その 

效果を 殺し 合 ひさへ もす る。 それ は 丁度、 彼の 詩に 於いて、 感激の 高揚が、 しばしば 皮肉な 自己 嘲笑に よって 1^ 殺せ 

ら， るのに 似て ゐる。 從 つて、 或る 一定の 主題に 對 する、 所期の 效果 を擧げ 得ない 場合が 多い。 卓子 も 1^ 掛け も 飛び 

越して、 一隅から 也の 一. 隅へ と 突進 丁る ハイネの 筆法 は、 讀者 をして 迎に遑 なから しめる。 讀者は 氣の附 かぬ 間に、 


鎖 者の 與 味が 全く 別の 題： ni に 移って ゐ るのに 吃驚して 了 ふ。 ハ イネ は 決して 一 定の 事柄の 上に 停滞して ゐる 事が 出 米 

ない。 彼の 興味の 對象は 無^で あり、 一 の 論題 を 究極まで 推究 する 事 は そのよく 爲し 得ない ところで も あり、. 又 その 

爲すを 欲しない ところで も ある" 彼 は 全 として 完成した 一 つのより 大きな 作品 を 提供す ろ 事に は、 一 牛； A?, 、功し 35: な 

かった が、 又 これ を 企てよう とさへ もしなかった の だ。 それ は 詩人、 文. f 者と しての ハイネの fjlii でも あつたが、 

又、 その Ila の 意義で もあった。 彼は戲 曲に も、 小說 にも、 叙事詩に も、 完成した 藝術 品を殘 さず、 抒情 的、 批評 的 

な 多彩な スタイル を 酷使した ので ある。 叙事詩 『アブ タ*ト 口 ル』 (Atta  Troll〕 『獨 逸、 冬物 語』 (Deutschland,  ci-1  winter- 

mar  Inl)  の 如き も、 一面から 云へば、 韻文の 形 を もっても のした 評論 文と 見做す 事 も 出来る。 殊に、 後者 は 「お 文 を 

以て霄 いた 『ライゼ ビル デル』 の終篇 とも 見るべき で、 その 傾向が 最も 顯著 である。 かくて、 ハイネに あってよ、 簿記 

です らも、 それ 自身と して 獨 立した ものではなかった。 それ は 『ル ウド ヰ ッヒ. マルク ウス』 (Ludwig  Marcus) が證 明す 

る" 激烈な 論， の囚 となった 『ル ウド キヴヒ*ビ3 ルネ』 (Luiwig  srne) は、 ビョル ネに對 する 囘 想と 云 ふより、 むしろ 

彼自： if- の 政治的 告白と 見做すべき ものである。 これら は 丁度、 近代 英吉利の ェ.' セ イス 卜、 チ H スタァ トンの 『ブラウ 

-I ング 論』 などの 放恣な、 自由な 主題の 取扱 ひ 方 を 想 ひ 出させる" 特に、 ハイネの 場合に は、 或 ひ はこれ、 或 ひ は そ 

れと、 その 眼を囚 へた 題 H に 躊躇な く 飛び移って 行って、 暫く それ を 弄んで、 それから 又、 それ を 捨てたり 打ち 壞し 

たりして， 次ぎの 題目に 移る if が、 あだか も 子供の 遊戲を 見る のに 似て ゐる。 ところで、 かう した は、 ハイネの 

性： i: から 出た 必然的な もので は あるが、 一面に は、 口 オレン ス* スタ アンな どの 影 響 から も 来たつ この 英吉利 十八 世^ 

の 奇異なる 作家 は、 ハイネの スタイルに かなり 電大な 感化 を與 へた。 その 事 は 『ハ ルツ 紀行』 に 於いて、 旣に 十分に 現 

はれて ゐる。 佛蘭 西で は， 『ハル ッ耙 行』 は 魔々 スタ アンの 『感メ 傷. ^ァ£.』 に 比較され た。 『觀 念』 の 中で、 一章 を 全 

部 線 を もって 充 たし、 「獨 逸の 撿閱 官 /莫迦」 の 二 語を存 した 如き、 明かに スタ アンの 『トリストラム. シ ン ディ』 屮 
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のほひ付 き I した ものである。 ii 中で、 ハイネの 直接の！ となった の はリ： つ ン. ハウベ ある J い；" 

く、 ウレの スタイルち ハイネの 如き I 西風の 輕快 f 有たず、 重苦しく、 且つ 佶 屈 を 極めた。 ハイネ は その S 

li』l、 スタ アンと ジ アン. パウルと を 比較 論評して、 スタ アン を擧 げてジ アン. パウル を 抑へ てゐ る。 「ジ アン， 

,:.ut さる 詩人で t 哲 I である。 然し、 人 は 彼の il 髮 於け るより、 よ ぁ醫 的で は tf い。」 

rspf 常に 克服 して、 彼の 笑 ひ は 忽ち 淚に變 ずる」 とい ひ、 一 方スタ アンに 對 "てま、 ^^^^^^H 

/ル よりもより 深く 感じた であらう。 彼 は シクス ビアと I である。」 とまで 云って ゐる。 ハイネ カス タ アンの f も 

つて 笑ふ特 I 就いて 云 ふところ は、 その 襲 lis される であらう。 

この I の 新しい スタイルが、 ハイネ をして 新時代の 散文の 祖 たらしめ た。 .1. イン ハルク カノ ィ、 ォを f 代 P ま 

こき めた のま、 そのためで ある。： ハイネ 以後、 匿 は 全く 新しい I の變を 得た。 霞の 2 ィ 5 の祖 たる 

n^t. まさ：； ハイネに？ べき ものである。 機智 は ハイネの 鋭利な 武器であった が、 批評 は 彼の 第 十の、、、 ユウ ズて 

あ；， に 「 この 鋒 力の f に、 彼 は 時代の 詩人 ともなり、 政治的、 l0§t<9HHU 

る。 I、 ハイネ は その 天分から 云って、 政讓 でな く、 詩人であった。 m^i^^ 

であ 1 こ。 そして、 それ を 感じた ため ti 舊家 である やうに 思った ので ある。 a. 彼 は 『ラ イセ ヒル テル』 

を大膽 なる 大議 だとまで 思った。 當時 また囊 さう でもあった が、 然し、 彼が 信じて ゐ たやう に、 『詩 l、』uu 

H^u^i^ ハイネの 蠢は 第一に その 詩の 上に ある。 然し、 I 家と しての ハイネ は、 

ur^ll  I 別と しても、 m  IJ 1u 有 

HI,  I?. 特殊の i を 占むべき ものである" ii 派』 は、 これが 代表的 作品で ある。 ほの 中 

と ノブ：； スとを 比較 論評した 1 章の 如き は、 I 西の 靈活 な 批評 裏 中に あっても、 ！っ 光彩陸離たる 


文- ¥ であらう。 

靑年獨 逸 派の 方向 は I 面 的で あり、 獨斷 的であった。 多面的な ハ イネ は， これと 相尅 する もの を 有って ゐた。 ハ ィ 

ネを 靑年獨 逸に 結びつけ たもの は、 その 合理主義 的、 理. 智的倾 向で あり、 政治的- 社 會的變 革の 要望であった。 ハイ 

ネ にあって は、 常に 靑ぃ 花が バリ ケ エドの 傍らに 咲いて ゐ た。 浪漫的な 潤 ひが、 きらめく 砂金 を 濡らして ゐ た。 しか 

も 彼が、 「現在の 如き 藝術 は、 破滅し なければ ならない。 その 原理 は 神聖； 羅馬帝 画の 過去に 於け る 古い レジ ィムに 根ざ 

して みるから である。 それ 故 他の 過去の あらゆる 殘存 物，^ 同樣 に、 現代と は 矛盾 撞着して ゐる。 そして、 蓺 術に 障窖 

となる もの は、 時代の 動搖 ではなく して、 この 矛盾 掉. 驚で ある。 反對 に、 この 時代の 動搖 が、 玆 では 擁護され ねばな 

ら ない。 曾て ァ テン や フロレンスに 於て、 兒 暴な 戰爭ゃ 鬪爭の 嵐の 中で、 爇！ 術が その 最も 壯麗な 花 を 開いた やうに。」 

と 云 ふ 時、 彼 は 靑年獨 逸の 確信 を 最も 明確に 表白した ので ある。 そして、 現代の 無裔 階級 的文學 者の 確信 を も、 十分 

表明して ゐ るので ある。 

ミ 

ハイン リ ヴヒ. ハイネと 並んで、 靑年獨 逸の 指導者と して 立てられ たの は、 ル ウド ヰ サヒ， ビ ョルネ (ベルネ) (Ludw;g 

wcrne,  I7S6II837) である。 靑年獨 逸の 精神 は、 ハイネより もより 多く ビョ ルネに 於て 具現され た。 ハイネ は 詩人で あ 

つた、 一面、 ジャ アナリストで もあった が、 ジャ アナリスト としても 常に 詩人であった。 彼の 衷に は、 靑年獨 逸の 現寫 

的、 寅 際 的 傾向と 同時に、 これ を相尅 する 浪漫的、 {ts^! 的 傾向が 多分に あった。 ビ ョルネ にあって は、 その 相尅が 全く 

なかった" 彼 は 主として 政論 家であって、 ジャ アナリスト として 終始した。 ハ イネ は 自ら 雜 誌の 刊行 編輯に 携 はった 事 

はない が、 ビョ ルネは 初め 雜誌 「時代の 翼」 (zeitsch-.ingen,  1818〕 を發刊 し、 後 富な 「秤】 (wage,  IS2I) を 刊行した 9 
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七月；^-侖後、 巴 里に 移住して、 『巴 si.: 書翰』 (Briere  i  Paris) の 第一 卷 (1830 を 出した が、 これ は 直ぐ 禁止され た。 

この 禁止と *R 對者 側の 罵詈と が、 この 書の 中に 盛られた 著者の 熱誠 を 1 31 ^力強い ものにして、 異常な 反響 を 喚んで、 

ビ ョルネ をして 自由、 }f: 義的 想 家の 先頭に 立た しめる に 至った。 然し、 この 第一 卷に 於いて 旣にビ ョルネ は、 立憲 政 

體の 愛好から 革命の 翹 への 轉向を 示して ゐた。 彼の 自. W 主義 は、 漸次 4: 進、 王 義に變 化して、 遂に、 ハイネが 適確に 

指摘した やうに、 共和主義 的の 狂信 主義に 陷 つたので ある。 . . 

ビョ ルネは ハイネと 異 つて、 詩人ではなかった。 その 詩的 高 翔 を、 詩人 的 天分から 得ず、 彼の 不斷 のェモ オシ ヨン か 

ら得來 つた。 彼が 多くの 弟子 を もった の は、 次 世紀の 世界政策 を 包括す る 彼の 政治的 遠望に 於て でな くして、 この 激 

情の 炎上に 於て であった。 ビ ョルネ はいろ いろな 點に 於て、 ハイネと は對^ 的な 人であった。 ハイネに とって は、 この 

共和主義 者の 狂信、 H., 義は、 政治的に は小兒 病的で あり。 美學 的に は醜惡 であった。 ビ ョルネ にと つ 一」 は、 その タル ムゥ 

ド 的の？^ i^iL 於て、 自己の 見解 以外に、 他の 見解の あり 得る 事 を 承認し 得られなかった。 彼 同 樣險太 入で あり、 躅 

逸人で あり、 自由主義者 である ハイネが、 彼と 同意見で ない 事が、 理解 出来なかった。 一 は 自主.： rn 由の 詩人で あり、 

他 は、 If, 義と 信念の 人であった。 一は 俗世の 享樂 者で あり、 他 は 基督教 的な 道德 家であった。 ハイネの 言 紫 を 以てすれ 

ば、 へ レネ 人に 對 する ナザレ 人の 對立 、常時の 一般の 信念に 從 へば、 才能の 人に 對 する 性格の 人の is- であった。 後 

年の 二人の 相尅と 不和と は、 直接の 理由 はいろ いろ あると しても、 根本に 於て は、 この. K 質的な 對 立から 發 生した も 

ので ある。 ハ イネが その 怫蘭西 愛 を 以て 一 生 を 終始した のに 對 して、 ビぶネ が 獨逸的 愛 國キ： 義者 として 不變 であった 

事 も、 また 著しい 對比 である。 彼 は その 愛 國キ： 義 からして、 獨 逸の あらゆる 不幸と 災厄と を、 獨 逸の 君主 達と、 無 批_ 

評な、 殆んど 無 思 傲な 獨逸國 民の 英雄、 .干： 義の 罪と したので ある。 

. ビョ ルネは 政論 家た るの みならず、 また 藝術 批評家で もあった。 彼が 靑年獨 逸の 評論 文學に 於て、 我々 に 重要な 意義 


を帶 びて： D: える の は、 特に この 方面の 活動に よってで ある、 然し、 これ はビ ルネの 太 意ではなかった ので ある。 彼 は 

撿 の錢 13^ のために、 その 政治的 意 兌 を 端的に 表白す る ことが 出來 ず、 止むを得ず 藝術 批評 を藉 りて、 時 批評 を 企 

てた ものである。 從 つて、 作家、 霄物、 脊 樂界、 縛畫、 若しくは 社交界の 批評に 於ても、 彼の 主 腿と すると ころ は、 

政治的， 社命 的 ^態の 批評であった。 例へば、 彼が 不明瞭に 歌 ふグラ アツの 歸樂 家の 批評 をして、 「若し グラ アツの 代 

誘 十： が、 この 5§： 人の やうに 低く 歌ぶならば、 シ ユタ イエ ル マ ルタの 自由 は、 惡ぃ狀 態に あるに 相違ない」 と 云 ふなら ば、 

人 はみ なシ ユタ イエ ルマルクの、 塽太 利の、 ^镯逸の自由が惡ぃ，1^^態にぁるのを知って、 その打擊の效果をひぉず<>ので 

ある。 この 政治的 傾向の ために、 ビョ ルネの 1 術 批評 は、 偏狭に なり 一而 的になる 害 を 受けて ゐる。 彼 は 言葉の 嚴密な 

^^味に於ける藝術的^^覺を有しなかった。 彼に は蕩術 家が 何 を 表現す るかが 問題であって、 いかに 表現す るか は その 

關 する 所でなかった。 のみならず、 さ-「した表現の技巧方法にのみ^3!^心する1:術家は、 彼に は 最も 厭 はしい もので あ 

つた。 一 言に して 云へば、 彼 は藝術 至上 主義の 敵で あつたの だ。 藝術 上の 政治的 功利、 王義 は、 彼に 於て その 著しい 菔 

芽 を 示した と 云 はねば ならない。 然し- 彼の 劇評に 於て， その 無 數の戲 曲の 批評に 於て、 彼 は價値 ある ものと、 價 ，恤 

なきもの とに 對 すろ 卓越した 常識 を 示して ゐる。 クライスト や、 ィム メルマン や、 ゲ リル パ ルツ H ル 等の 劇詩 人 を 遺憾 

なく I^m: する 事 を 知って ゐた。 唯、 その 褒 腿の 根據を 示さう とする に當 つて， 彼の 非藝術 的な 素質が 暴露され、 1 

主義者の 激 il? 的な 偏見が 暴威 を 振った の は 止む を？ い 所で ある。 かう した ビョ ルネの 批評 方法 は、 我々 に 後年の 露 西 

亞の 民情 派の 批評 方法 を 起せし める。 その ビ ョルネ はべ リンス キイ、 ビィサ レフ、 ドブ C リュウ ボフ等 S 文^ 批 

評の 先蹤と は. 做すべき であろ のみでな く、 又、 現代の 無産^級 文^批評の 遠祖で も あるの だ。 

ビョ ルネの 文！！ 批評の^ 質 を 最も 鲜 g: に 示す もの は、 その ゲ亍ァ 批評で ある。 その 忌 揮な きゲ H テ攻擊 である。 然 

し、 この ゲェテ 攻撃に 於て、 彼 は その 時代の 唯一の 人ではなかった。：^ 漫 派の 時代が 去って、 自由、 H.: 義の 時代が はじ 
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まつこと き、 ゲェテ |烈 な 攻撃の 矢に さらされた。 新時代の 人々 にと つて、 ゲ エーアの 高踏的 態度 は 最も その 匿 を 

rlu であ"" テ II 鋒 11、 靈 桑| と 激しい II に 立った 批評 1、.；7 

メ ノス エレ (WJ  MCI,  I79rs73) であった。 メンッ ぶの ニ卷の 『獨逸 豪』 9^  i  f 一 

い、 I いかなる 濯 を もって ゐ たか、 今日で は 想像 も 出 來ぬ位 だ。 この 書中で、 メンツェル は、 ゲ エーア を、 そ 

囊直缺 li て攻 I。  ies^^^y  - 

なき、 的 li 霞た る 支柱な き 謹の 才 となし、 誰に でも 身 を ゆだねる 鶴の 如き ものて あつ。 て _ 

そ？ する I」 高い 度合に 於て 持つ にす ぎぬ となした〕 そして、 常に 流れ は に 

あらゆる 流行の きと 愚昧との I となり、 その 作品の なめらか！ 面のう しひ ほ；" j 一 

iilri して ゐ ると いひ、 その 作品 は 近代の 世界の マテリアリズムの 花で あると なして、 一 々の 作品 を" て；^ 一 

ぜ i む 明しょう とした。 例へば、 『コ リントの！ に、 ゲ エーアの 快樂 心の ifi しょ-とした 如き ー 一 

る。 か； ：ぅ： すべて I 德的、 菌的 では かり、 不 道德 の 責め を歸 せ f いところ では、 獨創 性の しリ 

4 か？， た メンツェルの ゲ エーア 攻擊に 比する とき、 ビョ ルネの それ は 、その 語勢の 激烈を極 める にも 拘は" .."i 

の賽こ I 全く 異っ たもので ある。 ビぶネ は ゲェテ の 作品 I 判し、 墓しょう と はしなかった。 まして や その i 

0Hht き f と はしなかった。 ！ の鶴なきゲェテ攻 擊を、 常に ゲ エーアの I 人格 

i し I な 人 匿義者、 民主々義者 として、 ゲ エーアの 獨善的態度を是認 する 事が 出 f  i つ U の r;r  一 far 、い 一 

テの 能力と、 高い 社會 的 地位と を 以てして、 獨逸 に 於け る 一般人 民の 難 的な 生活 條 件の i のた" に けれ 

かさない I 的囊を ffi せずに ゐられ なかった ので ある。 彼が ベ ミナ. フォン. アル ニムの 『ケ エーアと 一， -兒 との 一 


往復 IISJ:. 翰』 (Goo: ビ -s  wridwechBel mit  einem  Kinde) の 批評 文の 前に、 その モプ トォ として、 ゲ ェ テ自. せの 『フ 口  メテゥ 

ス』 中の、 「私が 汝を崇 ふ？ 何のた めに？ 汝は 曾て 雷 荷に 惱む ものの 苦痛 を鎭 めた 事が あるか？ 汝は 憂慮す る もの 

の 涙 をな だめた 事が あるか？」 とい ふ 意味 を もった 詩句 を 置いた とき、 最もよ くその 感情 を 表明した のであった。 彼 

はゲ H テ よりも シ ル レ を 尊贯 した けれども、 後者の 成熟 後の 態度に も 甚だ 不滿 であった。 七月 革命 前、 その 『：n; 記』 

(AUS  dem  T. お ebuch) 中で、 『シ ルレ ル、 ゲェ テ往復 書翰』 を 評して、 「 リキ ユウ ルグ ラ ス の 中の 水」 とい ひ、 獨 逸の 最大 

の 精神が. そこに 於て、 いかに 小さく、 「いかに 無で あり、 無よりも 少ない か」 を 云 はずに ゐられ なかった。 確信 ある 

民主  <義 の 彼に とって、 この 二人の 費 族、 王義者 を、 許す 事が 出来なかった ので ある。 殊に、 祖國の ヘラクレスたり 得 

べき ゲラァ が、 その 黄金の 林檎 をた だ 自分 一人の ものにして ゐろ 利己主義 を 許し 得なかった ので ある。 そして、 最後 

に は、 ゲェテ を 以て、 進^的 镯 逸の 目の 上の 瘤、 その 進行 を 引き止める 障害物と すら 云 ふに 至った。 「ゲ ェテ と共に 古 

ぃ獨 逸の 時代 は 葬られる やうに 思 はれる。 その 日に こそ、 自.^ は 生れる に 違 ひない と 肖 分は考 へる の だ。」 

ビョル ネがゲ ェ テに 於て 最も 許し 難く 思った もの は、 その 機 力 者に 對 すろ 態度であった。 王侯 貴 顯に對 する ゲ ヱ テの 

恭敬 は、 十八 世紀の 雰圍氣 に 成育し、 彼等の 庇護の もとに その 1^ 術の 花 を 培 ひ 得た ゲラァ にと つて は、 當然 かく ある 

べき 1; 由 を 有って ゐ たので あるが、 十九^ 紀のー t: 公衆 を 相手に、 ジャ アナリスト として 立った ビ ョルネ は、 その 必然 

性 を 理解す る 前に、 まづ 民主々 義者 らしい 反感 を 沸騰し めずに は ゐられ なかった。 然し、 彼の この 反感、 この 攻擊 に、 

彼 は その 生. 沽、 その 實踐を 以て、 十分の 權咸 を附與 したの だ。 ビ ョルネ がその 評論家と しての 活^ を 始めた とき、 早く 

も かの 大反動 家 等 は 彼の 才能に 着眼す る 事 を 怠らなかった" この メ  J アル 二 プヒゃ ゲン ッの 賞讃を 知った ビ 3 ルネの 父 

は、 息子に は 秘密に 運動して、 維納で 息子の ために 帝室 顧問 官の 位階と 收 入と を 得られる 道 を 講じた。 息子 はこれ を 

聞く と、 斷乎 として、 父の 言 を 斥けた。 彼 は 稱 力 者と 會 見しょう とさへ 欲しなかった。 後年、 ハイネが 好んで 接近し 
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た ロスチャイルド 男爵の 如き 人物な どに も、 彼 は 決して 接しよ 5 と 欲しなかった。 ビ 3 ル ネのゲ H テ攻 擊を讀 むと き、 

我々 は その 苟 酷な 言葉の 背後に、 ゲ ヱ テの爲 した 事 を 敢て爲 す を 欲しなかった 一 人物の 呼吸 を 感ずる 事 を 忘れて はな 

ら ない。 

ビョル ネはゲ ェテを 抑へ て、 ジ アン • パウル を擧 げた。 彼はジァン • パゥ ルの^^化のもとに出發した、 或る 點 から 云へ 

ジ アン • パ ウルの 網^^者 や 以て 見做す 事 も出來 る。 彼はジ アン • パ ウル をす ベての 卑賤の 中に 生れた 者の ための 詩人 

として 尊 m. した。 すべての 社會的 不正に 苦しむ 者の 擁護 者と して 敬 a- した。 最初から ジ アン • パウルの 政治的 態度が 彼 

を：^^ した。 ジ7ンたハゥルは へ ルデルの世界市民的の^£情と敎說とを繼ぃで、 全人 類の 一致 結合 を唱 へた" ひとり 個 

人の みならず、 民族 もも はや 罪惡を 犯さず、 11 爭は あと を絕 ち、 あらゆる 不正 不合理の 消滅す る 黄金時代、 卽ち、 理 

想 社會の 到來を 夢想した。 この 壯大な 未 來の豫 想の みならず、 ジ アン *パ ウルの 才能の 中に ある 諷刺 的. 牧歌的傾^i:も、 

また ビ 3 ルネ を强ぐ 牽引 した。 ジ アン. パウルの 奇峭な スタイル も、 著しい 影 is を 彼に 及ぼ した。 彼 は その 小 te^ 篇 や 小論 

文の ユウ モ ラスな マ 二 エル を模 傲し さへ もした。 然し ノビ ョル ネはジ アン。 パウルの スタイルの 大きな 缺 である 夥多な 

る 譬喩 や 華 語の 錯綜と， E 《想と 光景との 雜沓の 混 亂を免 がれ、 簡潔と 明晰と に 於て、 より 犬なる 特長 を 得ろ 事が 出來 

た。 ビ m ルネは 天成の ジャ アナ リ ストであった、 獨 逸文 學の蜜 出した 最初の 大規模な ジャァ ナ リストであった。 彼の 內面 

的 テム ボは 早く、 彼の 著作家と しての 呼吸 は 短かった。 彼 は 系統 立った 大册の 書物 を 書き 得ず， 斷片 的な 鋭利な 文章 

を 書き 得た のにす ぎない。 彼の 最後の 著作 『佛蘭 西 si 者 メンツェル』 (き i 一、 き， rransscnncsser,  1836) は、 彼の 著 

作 中 最も 平靜 にして 明晰な もので、 死後の 敵なる ハイネ も、 その 調和 均衡 を？ た スタイル を 賞讃 せずに ゐられ な 力つ 

たもので あるが、 ビ ョルネ はこの 中に 於て、 彼の世界人的な信仰告-:11をして、^^^かに現代の我等に呼びかけてゐるので 

ある。 


ゲ ェ テ攻 P によって 不名譽 な 名 S を殘 して ゐろゥ * ル フ ガン ゲ. メンッ "ル は、 また 靑年獨 逸 派の 最惡の 敵と しても 忘 

るべ からざる 入物で ある。 然し、 彼 はもと もとから 靑年 派に 敵意 を もつ てはゐ なかった。 彼はビ 3 ルネと 同じ やう 

に- ジ アン .パ ウルの 影響の もとに 出發 し、 ヴ オル テ エルの 愛好者と して、 愛阔 者、 道德 主義者で あると 共に、 .R: 由 主義 

的の 倾向を 持って ゐた。 從 つて、 當初は 年 M 逸 一 故に 好意 を 寄せ、 両者の 問は圆 滑な 友誼 的關 係の もとにあった。 が、 

Sh: 年 獨 逸の 第三の 大立者なる 力 アル • グ ッコォ (Karl  Gutzkow,  181111878〕 が、 メンツェル の 主宰す る 「文舉 新 誌」 

(に tera-urbcatt) の 助手た るに 甘ん ぜす、 これに 背いて、 フランクフルトの 「不死鳥」 (rhonix) に 新しい 地位 を 得た のみ 

か、 更に ヰ インバル クと協 2 して、 佛藺 西 月刊 雜 誌の ga. 裁に ならって、 大雜誌 「ドイグ t. レヴ ユウ」 の發刊 を計镇 す 

るに 至って、 メン ッ ェ ル は.： I 己の 勢力の 失^ を 恐れ、 靑年獨 逸 派に 對 して is を 開く に 至った。 彼はグ ッ コ ォを 佛藺西 

化した ，，Jei  Al!ei2nc-  (靑 年獨 逸) の 頭： IE として 攻撃し、 佛蘭 西の 不 &ぼと 無 宗教と を攝 逸に官 ：傳 する ものと， ji い 

た U  tM の繼 綾に つれて、 メ ンッ， -ル の； i 調 は n:^ 々徵烈 になり、 その 「鎗太 人並び に 佛蘭西 人」 に對 する 罵詈 は 狂的と 

なり、 つ ひに 聯邦 議會に 向って、 彼等の 行動に 干渉すべき 事 を 要求した。 雜 誌の 計畫は 挫折し、 ヰ インバル クは返 去 

を 命ぜられて 丁抹に 去り、 グッ コ ォは 起訴され て、 その 小說 『懐疑 者ヮ リイ』 0vally,、ue  zwelncno の 不^ 德の ため 

に、 マンハイム にお 一 禁 された。 これ を 見て、 ラウベと ムントと は 大いに 恐れ、 その 靑年镯 逸に 何等かの 交涉を もった 

事 を 否定した。 聯邦 議會は 更に^ 逸 政府に 向って、 この 危險 なる 琉 派の あらゆる 著作物 を 禁止し • 將來の 出 版 を禁 壓 

すろ 事 や 要求した。 かくて、 ハイネ、 ビョ ルネ、 ゲッ コォ、 ラウべ、 ヰ インバル ク、 ムント 等 は、 未お C 有の 單誕に 遭 ひ、 

靑年蜀 逸 派 は 忽ち P- 息？ ^ねばならなかった。 ひとり 巴 里に あった ハ イネの みは、 止の ための 牧入 減少に 拘 はらず、 
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牧 てくだらず、 勇敢に il 鬪 を繼續 した。  C  ,vr  、 

i 年 III 襲の S となった ダッコ ォは、 小 說と戲 曲と に 名 I せて、 S に 於て は 取り立てて 云ュ 

べきき もき なかった。 けれども、 彼の 『ヮ リイ』 は 小 說の形 をと つた 論文と も 云 ふべき もので、 ジぷジ ュ、. サン；； 

の 『ン リア』 に 影響され て、 エロ テイぶ の 問題 I 扱った ものである。 グ ッコォ は. 半ば ジ ヤン • パウル、 半 チイ 才の 

ス タイレ si から I した。 それ は獨創 性の ない ユウ モ ラスな 『痴 女に 管 痴者 の 手紙』 が これ をよ く 雷して ゐ 

る。 グ： -コォ U ジャ アナリスト として gi の 活動 をした。 I の 謹の ii はると 共に、 I の 論文 を 書いた。、 U 

の 中- 「ゲ エーア" T ラント 及び ブ ロメ ト イス」 は、 シュヮ アベ ン詩 派に 特別の 親近 を享 るメン ッ、" f 直接の^ 

である 0 彼の 『ゲ エーア』 (1836) は メンツェルへの 讓 とし て謦 かれた もので ぶ S ナ な... ら 

の けれで 多？ の 人物 批評 は、 後年の 小說作 f しての 開 fiiti の 能力 をーでリ， ヒ.； 

レ I5S40) は、 この 靑年獨 逸の 父に 對 する 榮譽 ある 謹 碑と して、 又、 ハイネの ビョ ルネ攻 擊に對 する 優と ^ 

て， i さるべき ものである。 ハイネと ビ ョルネ との 戰 ひに 於て、 グッコ ォがビ ョルネ を 支持した のに 對 して ハイネ を 

支持した の は ラウベであった。  S  1  -1 

-、 イノる ヒ. ラウべ CHearich  LI,  I80rs おも、 ダッコ ォと おなじく、 小設. 戲 曲の 方面に 働、 た。 特に i 

,ザ J としての 功镜は 偉大で ある。 彼 は ハイネの 弟子と して 豪 生活 を 始めた。 彼の 『旅行 小說』 (§1 き〕 は、 

^1 『ライゼ ビル デル』 の糧 である。 然し、 評論に 於て は、 ラウベよりも テオドル • ムント U 

ili の 方が より 5? める。 厶ント が 靑年 匿 派の 感情と 思想との 代表者と しての 還に 立つ た； 1  も 

一 八 三 五 年で、 同年 『シ； ロザ シュ ティ イグリ ヴッ』 ^01  I ず eia  at を 出した。 これ は無氣 力， 文 

現， ある その 良人 を處 する 爲に裊 した 眞侗靑 年 獨逸 的な 女性の 爲に 築いた-襲 碑であって、 その 題材と、 共感 


溢る るが 如き 題材の Is^ 扱 ひ 方と によって、 人心 を 深く 動かした ものである。 同年、 『マドンナ、 聖 女との 對 S ？』 

onna,  Unterhaltungcn ョ it  einer  Heilisen) を 著した。 これ は 散文詩と、 旅行記と、 個人的 吿 白と、 肉の 名譽 恢復に つ い 

ての 瑪 論と を 含んで ゐる もので、 現在で は 何故に 此 書が 危險視 された か 理解に 苦しむ 如き ものである。 この 外に 靑年 

獨逸 派の 評論 文舉 として 特に 擧 ぐべき ものに は 同派の 第二 流の 著作家なる グス タァフ *キ ユウ ネ (G&avKllhne,  1806 

I18S8) の 『女性と 與 性』 (Die  weiblidie  und  mannliche  Charaktere,  von  1838〕 が ある。 これ はラァ ェ ル* ぺプ ティナ、 

、ン ャァ ロッテ *シュ ティ イグリ. W ッ 等の 女性 を はじめ， シェ リイの 如き ラヂ カルな 大 詩人、 アナ スタジ ウス. グリ ユンより カァ 

ル. ベ プクに 至る 自由の 詩人より、 リラ ゲルト、 シャミ ヴソォ 等の 和な 詩人 を も 取扱って、 獨刽 的な ところ はない が、 

1 面 的に もなら ず、 偏見に も 陷らぬ 好個の 批評 文學 であろ。 

なほ、 靑年獨 逸の 發 達に とって 忘るべからざる 二人の 女性に ついても 一 言し なければ ならぬ" ラァェ ル .フ アル ン 、ノ 

ァ ゲン (Rlhel  Varnhngcn,  I77III833) は、 ファルン ハァ ゲン • フォン • ェン ゼの妻 で、 ゲェテ の崇拜 者、 クライストの 

友人と して、 より 古い 時代に 屬す るが、 その 進步 思想に よって、 一面、 靑年獨 逸 派の 母と.，？ 見做すべき 人で ある。 ビ- 

ルネ、  ハイネ は 彼女の サロンに 出入して、 多くの 配慮と 指示と を 得た。 ハイネの 如き は 善き 友人と して、 終生、 この 

年長の 婦人 を德 とした。 そして、 彼女 を 「宇 { 由の 最も 才智 ある 婦人」 と 呼んだ。 ラウべ は 彼女の 書翰 築 を獨 逸文 學中 

の 最も 率直なる 書物と 呼んだ。 ダッコ ォは その 『ヮ リイ』 中に ラァェ ルの 思想 や 言葉 を 利用し、 彼女の 感受性に 驚^ 

して ゐる。 彼女 は 自ら 文筆 を 執らう と はしなかった。 唯 一 の！： 外 は 小册子 『 一 伯林 女の 記錄』 (Denkblattcr  e:ner  Berli-.e- 

rb,IS30) であるが、 その 死後、 5^- 人の ファルン ハァ ゲンが 彼女の 書翰 を 集めて、 『ラァ エル、 彼女の 友人 等の ための 記 

念の 書』 (Rahel.  win  wuch  des  Andenkcn  far  ihre  Freunde,  1854) を 刊行す るに 及んで、 著作家と しても 彼女の 高い 意 

義が 確立せられ るに 至った。 此 雷の 中には、 靑年獨 逸の 生み出した 最良の 評論 文學が 見出され るので ある。 
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ベ ヴ ティナ • フ オン. アル ニム (acttina  von  Amhn,  I785IIS59) は、 ラァ エル と は 全く 種類の 違った 性格の 女で ある 

が、 おなじく 革命的な もの を もっても ゐ たし、 その 靑年獨 逸 派に 對 する 關 係に 於ても、 ラァ エルに 劣らず 深甚な もの 

が ある。 彼女 ま 後期 浪漫派の 詩人 クレメンス ，ブ レン タァノ の 妹、 同派の 作家 アル -ー ムの 妻で あるから、 その 親族と 結 

婚 とに 於て は、 浪漫派に 屬す るが、 作家と して は 靑年獨 逸の 時期に 屬 する。 彼女 はは じめ ゲェテ を崇拜 し、 良人 アル 

ニムと、 ゲェテ との 死後に、 五十 歳の 老女と して、 『ゲ ェテと ー小兒 との 往復 書翰』 (1835)〕 を 出した が、 こ S 書の 中 

にも 旣 に、 ワイ マルに 於け る 平靜な 詩人の 胸に、 政治的 自^の 愛 を 喚び 起さう とする 努力の あと は 現 はれて ゐた" 彼 

女の この 自由の ための 鬪爭 に對 する 感激 は、 つ ひに 彼女 をして 靑年獨 逸の 理想の 姿、 その ヮル キュ ウレの 女神たら しめ 

た。 グッ コォの 彼女 を 最初 訪問した 記事、 ムントの 彼女の 本質 を 記述した 筆、 キ ユウ ネの 感激 的な 人物 批評、 それらの 

中には、 よく その 氣 分が 反映して ゐる。 彼女 はフ リイ ドリ ヴヒ. ヰル ヘルム 四 世の宫 廷に 接近し、 王と は 最も 親密な 交 

り をした。 そして、 常に 貧者の 味方であって、 自由の 語に 魔力 を 感じて ゐた 彼女 は、 つ ひに 國家 社會 主義者と して、 

『この 書 は 王に 屬 する』 ODas  wuch  gehSrt  dem  KSiiig,  IS43) を 公刊し、 王に その 人民の 苦 惱を輕 減す ベ き事1^勸ぉし 

た。 この 書 は 非常な 評判に なり、 大いに 人心 を 動かした が、 それ と共にべ "ティナと 王との 好 關係は 破綻 を來 した。 政 

府は此 書の 81 が、 更に 人民の 政治的 不滿 を坶大 せしめる 事 を 恐れて、 ベ サテ. -ナの 次ぎの 著作 を、 何等かの 口 實のも 

とに 沒收 してし まった。 とにかく、 この 小册子 は、 婦人に よって 書かれた 最も 熱烈な 政治的 文字と して、 靑年獨 逸の 

文學 中に 光彩 を 放つ ものである。 
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昭和 四 年 十二月 (「世界 文學 講座」 笫 七卷) 

, ィ 二 リツ ヒ •  \ ィ、 (Keinrich  Heine,  I797.is56) 

ハイン リプヒ • ハイネ ほど、 多く 讚嘆され、 多く 非議され た 詩人 は 稀れ だ。 ハイネ ほど 誰に も 愛好され る 詩 を 書いた 

詩人- -尠 いが、 また、 彼の やうに その 本質の 理解され にくい 詩人 も尠 いだら う。 多くの 批評家 は- この 適 太 種の 詩 入 

の 周 園に 集って、 い たづら に 一面 的な 毀譽 褒貶 を 事と した" ウィク トル • へ ェンの 如く、 模 傲の 才 として^ 黜 する もの、 

バルテ ルスの 如く^ 度の 罵詈 を 投げつ ける もの、 是等は 論外で あると する も、 ハイネの 太 質に 浸透して、 その If 自性 

.K ビ. 閛 し 得た 評 家 は 寧ろ 尠ぃ。 獨逸 入で ハイネ を 最も 尊 直し、 理 i ゆし 得た 人 は- 1 ィ チェで あるが、 これ は 両者の 太 質 
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上の 或る 類似. その 共感 性の 致す ところに 違 ひない。 ハイネと ニイ チェと は、 かなり 種類の 異 つた 人物で は あるが、 

その 多面性、 その 矛盾 性、 その 思想 的の 流動性に 於て、 相 通ず る ものが あるの だ。 兩 者が 共に 誤解せられ やすく、 理 

解せられ にくい 理由 も、 また 鼓に あって 存す るの だ。 

ハイネの 特質 は、 從來蹌 太 人と しての 彼の 民族性に よって 解鰾 されて ゐ た。 これに 對 して、 へ ルべ ルト • オイ レンべ 

ルク は、 ライン ランド 人と して 解 禪 しょうとして ゐる。 その フレー r ス への 嫌忌、 滑稽に 見られる 事の 恐怖、 自らの 涙へ 

の 羞恥、 是等 はデう セル ドルフ (ライン 左岸の ハイネの 生れた 市街) から 来た もので、 パレス ティナから 來 たもので はな 

い。 ハイネの 佛蘭 西び いき も、 。魚 嫌 ひも、 みな ライン ランド 人の 特色で ある。 ライン ランド は、 數百^ 間の 直接 

的な 接觸 によって、 半 佛蘭西 人と なって ゐ るの だと、 オイレンベルク は 云って ゐる。 それ も 一 つの 新しい 見方で ある 

と 思 ふが、 .ME 分 は ハイネ を 一 つの 獨自な 個性と して 兌たい。 彼 は 猶太 人で も あり、 ライン ランド 人で も あるが、 その 

前に 先づ ハイン リ-' ヒ* ハ イネ 自身で あるの だ。 

「世に は 冗談と 眞劍 と、 惡と聖 と、 熱と 冷と が、 奇妙に 結合して ゐて、 ために 判斷を 困難なら しめる 心が ある。」 とノ 

イネ は 肖 ら 云った。 この 言 は 商ち に ハイネ 自身に 該當 する。 獨 逸人 は 元來、 糞眞 面： y な 民族 だ。 3^肅 と、 沈思と、 向 

內性 とが、 その 特色 だ。 その 言說に 多くの 責任 を もたない かに 見える ハ イネ、 とかく ミス ティ フィ カティ オン を 萬んで 

戲謔 をた のしむ ハイネ、 彼が 獨 逸に 於て、 常に 激烈な 反 對者を もった の は 自然の 勢 ひで ある。 然し、 この 故に ハイネ 

巾 直ちに 不虞 Im 目と なし、 輕 浮と 斷 ずるの は、 未だ ハイネの 他の 一面 を 知らない ものである。 彼 はもと より、 レオ パ 

ルディ や、 シ， - リイ や、 ド .ヴィ ユイ や、 レ ナウの 如き、 P 遠な 世界 觀の 詩人ではなかった。 然し、 彼が その 痛切な 情感 

を 託した 晚 年の 詩篇に 於て は、 世界 苦 (weltschmero の 詩人と して、 シ- リイ、 レオパルディの 高調に 達して みる そ 

の 最終の 戀. ム ゥシュ CMOUChc) と 呼ばれた エリ ィゼ ； リイう ッに與 へた 『^難の 花』 三十 七 聯の長 詩の 高調に 比 


すべき もの を 自分 は あまり 多く は 知らないの だ。 へ レ -1 ズ ムと へ ブライズ ムとの永遠の15?"鬪をぅたったこの哲！^ふ的、 

象徵 的な 雄大な 詩篇 は、 ハイネの 白鳥の歌 であると 共に， 又 その 一代の 傑作で も ある。 

元来、 我國 では、 ハイネ は 特に 不思議な 運命に 遭遇した。 高山 棒 牛、 登 張 竹 風、 尾 上柴舟 諸家に よって 紹介され て 

から 數十 年を經 て、 依然、 戀愛 詩人、 感傷 詩人と して、 その 一 面觀 によって、 通俗的に 愛好され ると 共に、 不當に jii- 

視 されて 來た。 然るに、 最近に 至って は、 魔々 その マルクスとの 交遊 を 語られ、 プロレタリア 詩人と して、 マルクス 

主義の 詩人と してす らも、 持て はやされ るに 至った。 ハ イネが 新い 眼で 見直される 日の 來 たの は 喜ぶべき 事 だ。 然し、 

ここで も ハイネの あらゆる 矛 li5 性と 複雜 性と を 容認して、 彼 を 全面的に 受け 容れる 用意 を缺 いで はならない。 然らず 

んば， 再び 他の 誤解の 波の 中に ハ イネ を投 ずる 結果になる からで ある。 

ハイネ は 一 八 三 〇 年代の 詩人で ある。 今、 一九 三 〇 年來 つて、 我等 は 七月.！ 命の 百年祭の 記念 を迎 へよ， 7 として ゐ 

る。 此際 にあたって、 社會詩 入、 革命 詩人と しての ハイネの 眞而ほ を 語り 得る の は、 愉快な 事で ある。 七月 革命 は、 

ハイネ を 巴 里に 招き 寄せた。 當時、 へ ルゴ ランドの 島に 讽獨な 半： 活 をして ゐた ハイネ は、 巴 通からの この 一大 飛報に、 

ふる ひ 立った。 「ラファイ ェ-' ト、 三色旗、 マルセ イエ レズ …… 我が 安息の 渴望は 消えた。 J?^ は 革命の 子 だ。 花 を、 花 

を！ 私 は死戰 のために 我が 頭 を 花環 もて 飾らう。 戰 ひの 歌 をうた ふべき 琴 を 與 へよ …… 私 は 全身？ 〔び だ、 歌 だ" 全 

身劍 だ、 $1 だ ー」 と 彼 は 叫ん た。 戰士 としての ハイネの 生活 は その 時から はじまった、 任意の 琉竄 と、 祖國の 保守 主 

義 者との 生涯の 戰 ひの 慕 は兹に 切って 落された の だ。 「巴 里へ！ 巴 里へ！」 それが 彼に は 唯 一 の 救 ひに 見えた の だ。 

一八 三 I 年 五月 一日、 彼 はシュ トラス ブルクに、 怫蘭 西の 土 を 踏み、 越えて 二日、 巴 里へ 入って 行った。 

當 時の 獨 逸に 於け る ハイネの 狀態 は、 出口の ない 袋の 中の やうな 行詰り 方であった。 彼 は大學 を 出て、 商業の 試み 

に 失敗し、 その 伯父 サ ロモン • ハイネの 二人の 女、 アマ リエと テ レエ ゼ とに 次々 に失戀 し、 英 Si 及び 伊太利に 旅し、 父 
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の 死に 遭 ひ、 今や、 ミュンヘン 大學 の敎授 たる 志望 全く 挫折して、 一身の 處 置に 迷って ゐた所 だ。 彼 は旣に 『詩集』 

(Gedichto,  IS2I) を 刊行して 名 を 成し、 これ を擴 大した 『詩の 本』 (Buch  der  Lieder,1827) に 著しい ボビ ユラ リテ f を 贏 

ち 得、 散文 家と しても 『ハ ルツ 紀行』 (Harzreise) 以降の 『ライゼ ビル デル』 (Rcisebildeo を 刊行して、 ー淸 新な 散文 家 

として、 政論 家と して 一世の 注 ：ni を惹 いて ゐた にも 拘 はらず、 獨逸は 息苦しい { 人&氣 もて 彼を墮 迫して ゐた。 『伊太利 紀 

行』 (Italien) に 於け る プラァ テンとの 危險 な論爭 は、 中立 的の 人々 を も 敵方に ま はし、 忠實な 友人 達の 眉 を も 蟹め し 

め。 彼 は齒太 人と して、 自由 思想家と して、 贵 族と 僧侶との 敵意 を 痛切に 感じた。 獨 逸に 於て 確實な 地位 を 得る^ は、 

彼に は絕 望に 見えた" 此時、 革命の 收撻 者と して 彼の ぶ尔 する ナボレ オンの 國、 自由の 祖國佛 蘭 西が、 彼 を 微笑 を も 

つて 招いた の は 容易に 理解され る 事で なければ ならぬ。 

ハ イネ は へ エゲルに 學ん だ。 然し、 彼に とって へ エゲルの 哲 學は餘 りに 難解な ものであった。 フユ ルディ ナン ド. ラサ 

アル は、 ハイネが 自ら、 へ エゲルの 哲學を 理解し なかった が、 へ エゲルの 學說が 時代の 精神的 極 點 を 形成して ゐる事 

を 常に 確信して ゐ ると 彼に 語った といって ゐる。 そして、 ハイネが 伯林に 遊 學 中、 1 夜、 へ エゲル を 訪ねた 折りの ァ 

ネクド オト を 語って ゐる。 ハイネ は 主人の 研究の 一段落つ くの を 待つ 問、 開かれた 窓から 星 ^；を 眺めて 瞑想に 眈 つて 

ゐ ると、 不意に、 肩に 手が 置かれ、 同時に かう いふ 言葉 を 聞いた、 「君、 あれ は 星で はな いんだ、 人間が 置いた 或る 物 

なの だ！」 振 返って みると、 そこにへ H ゲルが 立って ゐた。 この 瞬間から、 彼 はへ エゲルの if 說は 十分に 理解し えず 

とも、 この 人物の 衷に、 ^紀の 脈搏の 打って ゐる事 を 信じた とい ふ。 ハイネ 自身 その 『懺悔』 (Gestandnisso) 中に 語つ 

てみ る、 星に ついての へ エゲルとの 對話 は、 これと は 聊か 與 つて ゐ るが、 然し. この ァネ クド オトに よって、 我々 は 

その 左黨 から マルキシズムにまで 發展 したへ エゲル 哲 學に對 する、 マルクス や ラサ アルの 敬意 を、 ハイネ も 亦 分って 

ゐた事 を 知る ので ある。 然し、 ハイネの 思想に 對 して、 大 いなる 影響 を與 へた もの は、 へ エゲルで はなく して、 サン， 


シ モンであった。 

社 <^： 思想家と しての ハ イネに 決定的 影響 を與 へた もの は サン • シモ 二 ズム である。 ハ イネが 巴 里に； a 、， た當 i 寸、 サ 

ン. シモ -I ズムは その 15、 點に 達して ゐた。 彼はその派の栺導^i<5:なるァンファンタンと交り、 彼等の 迫害に la" だけ, 5g3々 

彼等に 同感 を もった。 然し、 サン • シモ- ーズム の 贯耍な 部分で ある 經濟糾 織の 方面に は、 あまり 多くの 興味 を 寄せ 得な 

かった。 專ら彼 を 惹き付け たもの は、 その 社會 組織の 方面、 费族 ゃ敎會 S 特權を 打破 七、 精神的 sfM 族 を 尊崇す る點、 

これが 彼の 內 部に 存 する 民主的 傾向と、 资族的 藝術家 的 本能との 間の 矛盾 を 解決す る ものと 思 はれた。 民衆の 權利を 

高唱 する 民主々 義者 であると 共に、 天才の 崇拜 者で ある 個人主義者の ハイネ は、 兹に はじめて その 適當の 敎說を 見お 

したので ある。 殊に、 サン .シ モンが 『新 基督教』 で說 いた 宗敎 と道德 との 更新に する 大膽 な說 は、 最も 彼 を 蛙 惑し 

た。 サン. シ モン は 永生に 達する 唯 I の 方法 は、 現世に 於て 全人 類の 幸福の ために 働く ところに 存 T ると なし、 社會組 

織の 缺陷を 除去し、 地上に 天國を 建設 せんとす る 人道 敎 としての 新 宗 敎を唱 へたが、 それ は 一 種の 汎神論と して、 基 

督敎 S 分離せ しめた もの を 一致せ しめ、 幾 百年 來 蔑視され 来った 肉の 名譽 恢復 をし、 肉の 解放と 婦人 解放と を 目的と 

する 學說 に開展 した" へ レ 二 ズムに 傾いて ゐる ハイネに とって、 これ は大 なる 福 昔で なけ ばなら ぬ。 皮よ 4^- ズ、、 て、 

靈肉 合致の 第三 帝國の 夢を見る に 至った 。ハルト ヰ プヒ、 1 プス が、 ハイネ を-一 ィ チェ. イプセンの 先驟 者と せ 做す の は、 

此の 點 からで ある" 

然し- サン. シモニ ズムは 現 實の巖 壁に 觸れて 難破し なければ ならなかった。 ハイネの 後輩、 マルクス、 ラサ アルが 

新しい 時代 を率ゐ て、 社會 主義の 先頭に 立った。 ハイネと マルクスとの 交遊に は 美しい 逸話が 數多殘 つて ゐる。 マル 

タス は ハイネの 大 なる 崇拜 者で、 彼の 政治的 弱 點をも 寛容し、 只管 その 作品 を 讃美した。 『資本論』 の 脚註で、 ベン サ 

ムを 揶揄す るに 當り、 「我 友 ハイネの 勇氣 あらば 云々」 の 語 をな して ゐる など、 最もよ くこれ を證 明して ゐる。 ハイネ 
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の 方で よ、 著作お で 特に マルクスの 名 を攀 げてゐ ると ころ は ニー 箇所に 過ぎず、 マルクスの 批評と して は、 モリ プッ， 

カリエ ー ルの 書簡 中に、 彼が マルクス を 辯 護して、 「あの 男 は 鋏な の だから、 人間 はどうで もい いぢ やない か。」 と 云 

つた 事 だけが 殘 つて ゐる 位な もので、 彼が マルクスに 思想 上の".^ 化 を 受けた と 云 ふ 事 は 出来ない。 が、 彼が 「フォア ゥ， - 

レツ」 こ 載： た 叙事詩 『Ii、《^、 冬^^語』 (Deutschland,  ein  wintennarchen) は マルクスの 影響から 出來上 つ たもの と 見 

做すべき 理 a が ある。 尤も、 當 時の マルクス は 未だ 自ら マ ルキシ ストで すらなかった。 當時 いくらか コ ン ミュ -ー ストで 

はあった が、 未だ インタ ナショナルの 建設の 考へ すら 抱いて ゐ なかった の だ。 個人的に は、 ラサ アルとの 關 係の 方が よ 

り 密接で、 ラサ アルの 姉が ハイネの 愛讀 者であった ところから、 その 良人の フリ イド ラントと 交り、 後に 投资事 梁に 

，よ L ご、 时政 上の 葛藤 を 惹起した 位で あるが、 當 時の ラサ アル は 未だ 紅顔の 美少年であった。 しかも、 ハイネ は旣 

に ラサ アル を 認めた、 彼が ラサ アルの 光榮 ある 未来 を 豫！^ した 事 は 有名な 話柄で ある。 が、 これら 後年の 科學 的社會 

主義の 創唱者 や、 社會 民、 王黨の 創設者よりも， 當 時の ハ イネの 重視した 人々 は、 フゥ リエ であり、 プル ゥ ドンで あり、 

ビエ ール. ルル ゥ であった。 特に プ凡ゥ ドンに 對 する 敬意の 尋常でなかった 事 は、 マ イス ネルの 記事に よっても 知られ 

る" マ イス ネル は 又、 ハイネが いかなる 國家 形態 を も 信ぜず、 屢々、 その 絕對 的の 否定が、 唯一の 解決法で あり、 未 

来の f.; 備 である やうに 思った 事、 何 は ともあれ、 何物 かが 崩壞 して、 その 犬なる 轉 落の 1( 音 を 照ォ/ 巨大な 廢墟を H 

陪 する 事 を 希望す る やうに 見えた 事 を 語って ゐる。 後年の ハイネに は、 ニヒリズムの 傾向が 顯著 であるが、 社會 思想 

として は アナ キズム に 傾いた あと を 多く 示して ゐる。 ハイネの 禀性 を 以てして は、 彼が いかに マルクスよりも 遲れて 

出で ようと も、 マルキシスト になり 得た とは考 へられない。 それ は 彼が 個人主義者 であり、 特に 自主 自由の 詩人で あ 

つたから だ。  ト 

ハイネ は 政治家で なくして、 詩人であった。 彼に は 護民官 となる 資格 もな く、 また 欲望 もなかった。 ハイネ は その 


談論 家と しての 無數の 逸話に も拘 はらず、 内氣な 人間であった。 その 傾向が 少壯 時代 特に 顯 著であった 事 は、 キイ： V 

パル クの やうな 在獨 時代の 友人に よって 屢々 その 事が 語られて ゐ るので 知られる。 從 つて、 少數の 友人の 間にあって 

は 談論 風發、 機智： 沖く が 如き ものが あつたが、 多數の 集會に のぞむ と、 1 語 も發 する 事が 出来なかった。 曾て、 彼 

は 伯林に 於て 「サロン • デマ ゴ ォグ」 と 呼ばれた が、 それ は 彼の 信念の 誠 實を疑 はれた からでな く、 詩作に よって 政 

すろ 詩人と 見做されて ゐ たからで ある。 彼 は筆劍 の戰士 であって、 大衆 を 前に 熱狂の 雄 辯 を ふる ふ社會 運動の 指導者 

ではなかった。 彼 は 詩人と して、 一生、 自由の ために 戰 つたが、 然し、 彼は單 純な 黨派 文學 者ではなかった 。彼が 魇 

匿 その 操守の 點を 非議 せられる 根本の 理由 は、 主として この 點に存 する。 卽ち、 彼の 多面性、 矛盾 性、 複雜性 は、 自 

己 を 一面 的に 截斷 し、 一 主義に 限定し、 自ら 自己 を 束縛す るに 堪 へなかった。 この 事 は、 政治家 的 見地から 云へば、 

信念の 薄弱で あるが、 詩人 的 見地から 云へば、 自主 自由の 詩人の 面目 を 把持し 得た ものと 賞讃 すべ きで ある。 況ん や、 

他の 社會 詩人 等が、 後年 變 節して、 反動、 王義の 軍門に 降った のに 反して、 彼が 自由の 戰士 としての 晩節 を 汚さな かつ 

たに 於て を やで ある。 

ハイネ は 常に 局外の 人で ある。 傍觀 者で あり、 批評家で ある。 そして、 第一 に、 嘲笑 家で ある。 嘲笑 家と しての ハ 

イネ は- アリス トフ ネス、 セル プン テス、 スヰ フト、 モリエ 1 ル、 ヴ オル テ エル 等に 敢て ひけ を Igf ら ない。 その 譏 刺 は 

毒矢の 如く、 一度び その 矢に 當っ たもの は、 呻吟、 夜 も 安眠し 得なかった。 彼 はこの 矢 を もって， 上 は；^ nil 西亞 王、 

バヮ リア 王 を はじめ、 大學 敎授、 政論 家に 至る まで、 多くの 反動主義者、 保守主義 者 を 射た。 彼等の 固陋と 我意と 卑 

小と を寸 毫も 容赦し なかった。 •  彼の 著作が 普魯 西. 亞 ゃ壤太 利で 禁止の 災厄に 遭った の は 稀ら しい 事ではなかった。 と 

同時に、 彼 は 彼の 同盟 者の やうに 思って ゐろ 自由主義者 や、 急進主義者の 弱 や、 誤謬 を も 容赦な く 暴露した。 人間 

性の 5|黏 を 熟知して ゐる彼 は、 ヘル ゥ H  ，ク や、 フライ リヒラ アト や、 ディン ゲル シュテ ，ト 等の 政治的 傾向 詩人の ナイ 
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t ヴな 感激 を 嘲笑せ ずに ゐられ なかった。 彼等が 不 名譽な 敗北 を 示した とき、 ハイネの 嘲笑 は 最も 辛辣 を 極めた" 政治 

の赏際 運動の 渦中に 迷 ひ 込んだ 詩人が、 いかに みじめな 役割 を 演じなければ ならぬ か を 熟知して ゐ たので、 斷然 詩人 

として、 藝術 家と して その 限界の 中に 踏み止まる 決心 をして ゐた ハイネに とって、 ヘル ゥ. -， クが靑 年の 客氣に 驅られ 

て、 政治 運動の 指 動 者と して 民衆の 先頭に 立って、 その 無力 や 無慘 にも 暴露した のを兒 たと き は、 默視 する 事が 出來 

なかった。 もっとも、 これら は 決して ハイネの 美 點 と はなし 難い。 が、 善 かれ 惡 かれ、 これが ハイネの 特質 だから 仕 

方がない。 ただ、 かう した 忌^な き議 刺の 結果 は、 屢 々痛烈な t 〈復 として 彼 を 苦しめた 事 は 止む を 得ない 察 だ。 不幸 

にも 他人の 批評 や 嘲罵に 最も 敏感であった ハイネ は、 自ら 多くの 不愉快 をい かに 屢々 受けねば ならなかった か" そし 

て、 率直 無二の 入と して、 彼 は 攻撃に は 必ず 攻摩を 以て 酬いた〕 彼の 生涯が 不 斷のボ レミ プク、 不斷の 爭鬪を もって 終 

始 したの は、 まづ これが ためで ある。 アミエルが ハイネ を 評して、. 「俗物 根性の きら ひな、 戲誰 好きの メ フィス トフ エレ 

ス」 とい ひ、 「最初の 過失の ために、 世間との 不斷の 爭鬪に 身を投じ、 孤立し、 排斥され、 罵詈され て 死んだ、 卞ゃ命 家 Q 

すばらしい 才能の 持、 壬、 ただ 智慧が 少 か. つた。」 と 云った の は、 此 點 から 見る とき、 頗ろ 適切な 評語で あると 思 ふ。 

然し、 それ は 又、 ハイネのより 深い 特質から 來る 自然の 結果で もあった 事 を 忘れて はならない。 卽ち、 彼 は 矛 iJS の 

子であって、 絕 えず 自己の 中で 爭鬪 して ゐた U 彼 は 世間 的に その 安住の 地 を もたず、 常に 二つの 椅子の 間にす わって 

ゐ たが、 その内 部に 於いて. 更に 安ん ずると ころ を もたなかった。 彼 は 二元的な 人間であった。 クルト • シュテ ルンべ 

ルク は、 合 1- 主義 (R^ltipalisis) と 浪漫主義 (Rcmantilo との 辩證 法的 關係を もって、 彼の 特質 を， 説明しょう として 

ゐる。 そして- 例へば、 合理主義者 として、 彼 は 革命の 支持者で あり、 民衆の 權利を 要求す る 民主々 義者 であるが、 

浪漫的な 詩人と して、 俗衆に 對 して 儼として 距離感 2 『- 二き ュ S  r>i き nz) を 保持す る 貴族 主義者で あると 云って ゐ 

る- 理性と 感情、 批評と^^傷、 政治家と 詩人， 實際 家と Mi. 想 家、 これが 常に 彼の 衷で鬪 つて ゐた。 彼の 感傷 性を离 切 


ス讃 笑、 皮肉 もまた この 相剋の 結果で、 彼の 詩 は 蛇の やうに 結末に 至って、 屢々 その 尻尾 を^んで、 自ら その 効 架 を 

殺して しま ふ" 「調和と 內部的 均衡との 缺 如が、 彼の 無限に 重大な 缺陷 である。」 と リシ ユタンべ ルジ， T が 評した の は、 

卽ち 此の 翻で ある。 然し、 同時に、 この 不安と 自己 分裂と が、 近代の 人間に とって、 ハイネの 無限に 重大な 價 値で あ 

ると ころの その 近代 性 を 決定す るので ある" ハイネ は 近代主義の 詩人で ある。 浪漫主義と 近代主義との 3f 渡し をな す 

詩人で ある。 當 時の 詩人で、 彼 ほど 現代に 於て カ强く 生きて ゐる 詩人 はない。 「私と 共に 11 逸の 舊詩派 は 終る、 同時に、 

新 詩 派 は、 近代詩 は、 私と 共に 始まる。」 と 彼が 云った の は、 よく 自己の 意義 を 知る ものと 云 ふべき である。 

傅 通. 彼の 作品で はパ その 詩の みが 愛好 せられて ゐる。 然し その 著作の 大部分 を 占める もの は 散文で ある。 小說、 

紀行文、 いづれ も 自由な 無駄話 (callrelieo の 調子の 强 いもので、 論文す ら屬々 小設の 如く 讀 まれる ので ある。 これら 

は ハイネの その 方而に 於け る敎 養と、 彼の 透徹した 批判力 を 示す もので、 一 般に 信ぜられて ゐ る程淺 薄な もので はな 

い。 そして、 その 一部 は 彼の 政治的 見解 を 端的に 吐露した もので あり、 又 、腿々 多くの 間 題，^. 捲き 起した ものである。 

^し、 ハイ 才力い かに 散文 家と して 卓越して ゐ ようと も、 彼の 文學 史上の 大 なる 意義が、 依然として その 詩の 上に か 

かって ゐる事 を 奈何と もす る 事が 出来ない 。彼の 詩 は 世界的に 最.， - 愛好せられ る もので、 その 詩の 作曲 せられた 数 も、 

n 逸 詩人 中 首位に ある。 『口 ォレ ライ』 の 如き は、 その 最も 有名な もので あらう。 

『詩の 本』 『新 詩集』 (NC ョ Ge,lichto ひ 外に、 ハ イネが 生前 公刊した 詩集 は 『ロマン ツエ 口』 (Romllzes,  I85I) であ 

る。 これ は ハイネの 詩， fV の 最も 阍 熟した 時期に 成り、 その 詩人と しての 最高 調 を 示す ものであるが、 當時、 ハイネ は 

旣に その 健：^ を 失つ て、 彼の 所謂る 『蒲 園の 墓』 (Matratzengruft) に橫 たは つ て ゐた。 曾って ァ， 'ノルト. レゥゲ が ゲェ下 

以後の Eleh^ 自. E な獨 逸人と 呼び、 テオ フィル. ゴォテ イエが 镯 逸の アポ ロンと 呼んだ 彼 は、 今や、 多少の アイ 口  ニイな し 

にで はない けれども、 神への 復歸を 告白す る 『哀れな 死に 瀬せ る黯太 人で あり』、 蟥の 如く 透き通った 手 を 持った 、基督 
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を 思 はせ る靑 白い 精神的な 風貌 を もった、 痙攣に 惱む 病人であった。 不老不死の 靈 泉の 湧き出 づる絕 海の 孤島 ビミ -ー 

を 求めて 船出す る ファン • ポンス .デ* レオンの 傳說を 取扱った 雄大な 詩篇 『ビミ 二』 こそ、 彼が 眞の 信仰告白 である。 

この 詩の、 王 人 公 は、 長い 航海の 後に、 つ ひに その 求めた 不老不死の 國に 到達す る、 そこなる 靈 泉の 水 を 飲む。 「そのよ 

き 水 は &k とい ふ！ それ を飮 め、 さらば 汝は 忘るべし、 汝の あらゆる 惱み をば —— げに 忘るべし、 曾て 汝が 受けし 

苦しみ を —— そのよき 水よ ー よき 國ょ！ そこに 到りし 者 は、 とこし へに 去る こと あら じ、 その 國ぞ まこと ビ ミニ 

の 島 なれば。」 

ハイネの ペシミズム は、 兹に 於て その 結語 を 得た ので ある。 彼が かの 夢想 的な 少壯 の社會 詩人 を 嘲笑した の も、 此 

の ペシミズムの ためであった。 彼 は 人間が 救 はれ 難い 利己的な 励 物にすぎ ぬ 事 を 熟知して ゐた。 人間の あらゆる 努力 

あと 

がつ ひに 無効に 歸 する 事 を 熟知して ゐた。 總 ての 美しく、 高贵な もの も、 つ ひに 痕 なく 滅び 去らねば ならぬ 事 を 知つ 

てゐ た。 彼が いかに 執： 愛しよう とも、 人生 をつ ひに 捨て去ら ねばならぬ 事 を 知って ゐた。 彼が 愛した 妻， 無智な マティ 

ルド を 捨て去ら わば ならぬ 事 を 知って ゐた。 彼 は 一生 を^ 顧 するとき、 そこに は 只々 苦い 絕 望と 失敗の 意識の 存 する 

のみなる 事 を 知って ゐた。 彼が 人生から 得た もの は？ 數十 年の 苦鬪 によって 得た もの は？ 彼が 多くの 女から、 そ 

の 愛妻との 結婚 生活 か ら得 たもの は？ 

やり 損った 生、 やり 損った 戀！ 

それが ハイネの 1 生の ェ ピロ ォグ だ" そして、 また 我等の、 一切の 敗北した 詩人の ェビ ロォグ だ。 

やわ 損った 戀、 やり 損った 生！ 

昭和 四 年 十二月 十二 日 (「世界 文學 講 座」 第 七卷〕 


『若き エルテルの 悲み』 ほど、 明治 後半期の 我 國の靑 年の 心 を^った 小說 はなから うと 思 ふ。 大學ゃ 高等 學 校で、 lg 

逸 語 を iif んだ砥 は， みな その ふところ にあの 小さな レクラム 版の 『ェ ルテル ス， ライデン』 を 入れて、 靑、 憂 鍵な 顏 

をして 歩き 週った ものであると いふ。 久 保天隨 氏の 今から 見る と 古風で は あるが、 詩的な 譯 本が 出る と、 靑年 は爭っ 

て 讚んだ。 常時、 ある 自殺した 青年の 手に、 その 本が あつたと いふ 事 も 聞いて ゐる。 これ も 「H ルテル 熱」 であった 

であらう。 そして、 そのころ 華 鼓の 瀧で 死んだ あの 有名な 藤 村 操な どに も、 戀愛關 係の i:: はとに かくと して、 いく 

らか エルテル 熱と いった 傾き も 見える や ，「に 思 ふ。  , 

然し、 この 小說が はじめて 世に 現れた 當 時の H ルテル 熱と 云へば、 到底 これ 位な ものではなかった。 獨 逢の 靑年 は、 

あの 有名な エルテルと おなじ^ 裝 をして、 女 は 口-' テの やうに 身 をつ くり、 その 中から は、 自殺す る もの も 多く 出た と 

いふ。 それ は 時代の 病氣 であった。 それが 『若？ H ルテルの 悲み』 に そっくり その 儘 表現され てゐ たので ある， この 

作品が 忽ち 全歐を 風靡した の も- また そのためであった。 そして、 これ を 書いた ゲェテ その 入が、 H ルテルに 外なら 

なかった ので ある。 然し、 ゲェテ は エルテルの やうに 自殺し なかった、 彼に その 情熱 を 克服し、 その 病から 癒える 爲 

に 「ェ ルテル」 を 書いた ので ある。 併も その 時分、 おなじ 土地で 同じ 機に 人妻への 戀に惱 んでゐ た M ルサ レムと いふ 靑 

年に 自殺して 了った。 そして、 それが H ルテルの 結末の モデルと なった ので ある。 エルサレムが 自殺に 用 ゐたビ スト 

ルは、 ゲ ェ テが 前に 借りた もので、 若し どうかしたなら それ は ゲェテ の 身を擊 つた ものであった かも 知れない とい ふ。 

然し、 ゲェテ は 死ななかった。 彼 は 生きる 道 を 選んだ。 鼓に ゲェテ の 偉大な ところが ある。 近代の 批評家 中には、 
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ゲ ェテが エルテルの 地位に あつ た 時、 自殺し なか つたと て 笑つ たも の が ある とて、 ブラン デ ス は その 愚昧 を 指摘し て 

ゐ るが、 それ は 云 ふ 迄 もな く正當 な^で ある。 しかも、 ゲラァ は， H 分の 情熱 を 誇大して 表現した わけで はない、 寶際、 

その^ 分 は 幾度び 死なう と 思った か 知れない ので、 胸に 短刀 を當 てて みた 時 もあった こと は、 その 自 ^：! & にも 書いて ゐ 

ると ころで ある" ゲェテ は ロプテ への 情熱 をの がれる ため、 エツ ラル を 去った。 ひとり G.- テを 去った ばかりでなく、 

その 前に もフ リイ デリ ィケ から 逃れ、 また リ リイから も 逃れた。 女の 愛に 囚 はれない ところ、 身を殉 じない ところ は、 

何だか あまりに 高く、 冷 かな やうな 感じ もす る けれど、 若し 彼が 一時の 愛に！^ れる 人であった なら、 M ルテルの 詩人 

では あっても、 ファウストの 詩人と はなれなかった であらう。 

昭和 1 一 年 五月 十 五日 (「世界 文 月報」 第二 號 所載) 

文豪の 國籍 について 

此間、 仕事 を 持って、 信 州の 山の 内 温泉へ 行った 折り、， 丁度 その 附近の 須 坂と いふ 町の 生れの、 原 司法大臣が 歸鄉 

された とい ふので、 大變な 歡迎會 で、 土地の人の 得意 は 羨ましい ばかりであった" 文學者 はま だ网務 大臣 ほど 1 國の 

誇りと はなり？ 4- ないやう だが、 文學が 普及して、 そのす ぐれた 竟義の 認められれば 認められる 程. 鄕人 はす ぐれた 文 

者 を 自分 達の 間から 出した 事 を 誇りと する やうになる に 違 ひない。 ダンテ、 シ -クス ビア、 ゲ ェテ、 これらの 文豪 を 

する 事 は、 伊太利の、 英吉利の、 If 逸の、 それぞれの 國の 誇りで ある。 さう した 文裹を 自分の 國 から 一人. も 出さな 

い 事 は、 隨分 寂しい 窜に違 ひない。 また、 同じ 國 でも、 さう した 文豪の 出生地で あると いふ 事 は、 他 方に 對 する 絶 

對の 優越で ある。 そこで、 ホォマ ァが希 腿の どの 地方の 生れであった かとい ふ 事で， 隨分 はげしい 爭 ひが 久しく つづ 


いた。 また 霸 でも、 露 門 ま 門の 出生地 は 不定で • 或 ひ は 長 門と いひ、 近 江と いひ、 出 雲と いひ、 また 京都と も 

、ふ。 それぞれの 土地に、 墓が あったり、 その他の 由緒が あったり する。 

古い 時代の 文豪に は、 その IP の 判然し ない 事， が 多い から、 さう した 爭ひ 為り やすい 0 シ H クス ビアな どま、 2 や 

者の ベ H コ ンの 匿^で あらう とい ふ說 などが 出た 位で ある。 が、 1^ 代の 文豪に 至って は、 そんな 事 はな-。 た f  、 そ 

の 代り、 謹の 謹.. S 國と國 との 画 I くした ため、 昔は考 へら，；^ なかった やうな 應 I じた。 卽ち、 英國の 

作家の ジ ヨセフ • コ、 W ドの如 If ある。 この 人は囊 人で なくって、 實は醫 人で あるが、 それでも 蕭こ 主み、 

英語で 著作して ゐる 以上 は、 波 Is 屬 しないで、 英 豪に 馬す る。 そ £ から 云って、 我が 國に まみつ、 て、 ^ 

力 國に歸 化した ラフ 力 ギぶニ ルン、 a 英語で 著作した 以上、 やはり 英文 置 中の 人であって、 

史 中の 入で はないで あらう。 が、 我々 として、 へ ルン を H 本人と して 見たい やうな 氣 もす るの も、 また I であらう： 

もっとも この 人 i 粹の灣 人で なく、 霧 人と 鍾 人との 間に 生れた 人で、 piimt 

L つ て も、 純粹に コスモ ボリ タン であろ。 

單に その 出生地に よっての みは 定まらない。 その *5 あ 人種と いふ 事が I 置大 である。 『ナナ』 

や i 遺』 の 作者の エミイル. ゾラの 如き は、 伊太利の 血統で ある。 ゾラと いふ、 末が 譽 ではね 上った 凝りが、 す』 

でに それ を 示して ゐる。 又 『モント. クリスト』 の 作者の アレクサンドル. デ ユマ は、 佛醫 のド. ラ .2 ュ トリ 

と 西 印度の-一 グロの 女との 間に 出来た 男 を 父と して 生れた 子で、 黑ぃ髮 と： フロン ズの 皮膚と、 I 色の 跟をし て 

ゐ たとい 乇 で、 デ ユマと 親交の あった 詩人 ハイネ も， 人生の 不如意 を 歌った 詩の 中で、 「アレクサンドル t マの 雄 

種 (メテ イス) なる」 事 を その 憾みの 一つと して ゐる。 ニグ n といへば、 醫. I 詩人 プゥシ キン も 、。へ ヱ トル 大帝 S 

愛の S イブ ラギム の 後裔な ので、 その 菖直て も、 ちぢれた 髮と いひ、 g とい ひ、 いかにも ニグ 口  S の 入っ^ 
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て ゐる事 を 想 はせ る ものが ある。 ... 

同じ 露暨の 詩人 レル モン トフ は 、スコットランド 人の子 孫 だとい ひ、 『復活』 の トルストイ、 卽ち大 トルストイ 伯の 

家平ハ も- もとは 獨 逸人の 出で ある やう だし、 『罪と 罰』 の ドスト ェ フス キイ も、 大の獨 逸 ぎら ひであった にも 拘 はらず、 

その 娘 エイ メイの 思 出の 記に よれば、 その 家系 は リス ァ ユアから 出て ゐる とい ふから、 幾分 獨逸 系統の 人で ある。 こん 

な 風 こ、 先祖から しらべて 行けば、 歐羅 巴の 文豪 中に も、 その 國籍が はっきりし ないやうな 人 も 多く 出て 来る だら う 

然し、 どんなに 物好きの 探索 を やって 見ても、 この 一事 だけ は 動かす 事 は出來 まいと 信ずる、 卽ち、 文豪の 眞 の國籍 

は， 精神の H.; 國に屬 するとい ふ 事で ある。 

昭和 二 年 六月 十五 nr (「世界 文 W 月報」 第三 號 所載) 

彼等が 友情の 祕 密 

英雄 雲の 如くに f とい ふ 言葉が あるが、 5 に、 人材と いふ もの は、 一時 s 出す る 傾向が ある、 學校 などで も、 

秀才が 競って 出る 時と、 さう でない 時と が ある。 文學 史上に も、 その 例に 洩れず、 一代の 大作 家の 梨 出す る 時 ffl^ か あ 

る。 たと へば. 謹の ゲ エーア、 シ ルレ ルの 時代、 佛蘭 西の、 ユウ ゴ气 バル ザ/、 ス タンダ アル 等の 浪 震の 時代、 露 

西. 4- の トルストイ、 ドスト ェ フス キイの 時代な ど、 その 一 例で ある。 これ はどうい ふ 理由で あるか それ を 究めて みる 

と、 隨分 おもしろいだ らうと ほふ" が、 ぞれ よりも 一層 興味が あるの は、 この 時代 をお なじう した 大作 家た ちが、 互 

ひに どん な關 係に あつたか、 友であった か 敵で あつたか、 また その いづれ であるに しても、 W ひに どんな 風に 評 債し 

合って ゐ たかと いふ 事で ある。 


その 點で、 私に とって 最も 興味の あるの は、 トルストイ、 ドスト ェ フス キイ、 ツル ゲェ ネフ、 この 三 大作 家の 間の 

關係 である" 彼等の 友情と 敵意と は、 私達に いろいろの 事を考 へさせて くれる" 

ト ル ス トイと ッ ルゲ ェ ネフと は、 靑年 時代からの 友人で、 喧嘩 をしたり 仲直りし たりして、 晚 年まで 續 いて， 1. 了った。 

グリゴ 口 ヰ プチ は 二人が ネ タラソフの 家で 云ひ爭 つた 事 を 書いて ゐ る。 トルストイ は 中央の 廊下で、 モ ロッコ 皮の i 

椅子に 横 はって、 ブ ゥブゥ 云って ゐる〕 ツル ゲェ ネフ はとい ふと、 兩手を ％ く I に 突 込んだ 儘、 短い 上衣の 尻 を 後へ 突 

出して、 三つの 部： K を ぶっ通しに 往 つたり 来たりして ゐる。 それで グリゴ 口 ヰ ツチが トルストイ をな だめに かかる と、 

彼は.^息を荒くして、「僕はぁんな男に侮辱されて默っちゃをられなぃ、ぁの男は今ゎざと僕の前をぁちこちしながら、 

あの 平民 的な 腰 を 振って ゐ るんだ」 とい ふ。 この 爭 ひの 原 2! は 何でも ツル ゲ H ネフが 農奴の 女に 子供 を はらませた 事 

に關聯 して ゐる やうに 記憶す るが、 この 不和 は、 數 年後に たうとう 決鬪 沙汰にまで 及ばう としたと いふ。 

然るに 十七 年後に、 トルストイ は その 古い 友人に また 接近しょう とした。 すると、 ツル ゲ H ネフ は 喜んで そ L ニ應 

じて、 トルストイに 余 a:^ しに 行った。 そして、 彼 は 臨終の 床で も 舊友を 思うて、 トルストイに 宗敎的 活動より 文學的 

活動に かへ る やうに 勸吿 して ゐる。 この 二人の 間の 開 係 を、 メ レジュ コ フス キイ は 評して、 「相對 して 据 ゑら れた 二つ 

の， 1 の やうな もので、 二人 は 互 ひに，： IE 分の 秘 を はっきりと 見せつ けられる 泰を 恐れた ので ある」 と 云って ゐる。 

ツル ゲェ ネフと ドスト ェ フス キイとの 關係 は、 また それと は 著しく 違 ふ。 この 二人 もお なじく 靑年 時代から 相 知つ 

たが は， L めから 相 合はなかった。 ドスト ェ フス キイが 『貧しき 入々』 を 書いて 文壇に 出た 時に、 ツル ゲ工 ネフ は旣 

に 作家と しての 立派な 地位 を もって ゐ たが、 彼 はこの 氣むづ かしい 後 載 を 議論に 引出して は、 澤 山の 友人た ちの 前で、 

やりこめて 與 がった。 或 時 なぞ は、 舍で 自分 を： 大才 だと 思 ひ 込んで ゐる 男に 會 つたと 云って、 その 男の 馬鹿らし さ 

を 面白 A 笑し く 話して、 ドスト ェ フス キイに 當 てこす つたので、 ドスト ェ フス キイ は眞蒼 になって、 默 つて その 儘 外 ， 
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へ 出て しまったが、 そお f うその 仲間へ は來 なくなった とい モ その後 も、 二人の 間 ほいろ いろ 面白い 藝が ♦ 

あるが、 その I から 云っても、 傾向から 云っても、 二人 は 友人と いふより、 むしろ 敵對 の關 係に あると 云って よ、 

ドスト ニフス キイと トルストイとの 關係 は、 直接の 交涉 ではなかった。 精神 上に 相 親しむべき 一致 ま 多く もって ゐ 

たに も， まらず、 二人 は どちらも 接近し ようと は 企てなかった" もっとも、 ドスよ フス キイ は、 ： ス トイの 『ァ 

ンナ • カレ-一 ナ』 について、 極めて 公 犬な 立派な 批評 t てゐ る" それに 比べる と、 トルスト イカ n オリ キイに 話 

した ドスト ェ フス キイの 批評 は、 おもしろ くも あり、 當 つた 處も あるが、 隨分 勝手 氣 儘な ものである。 ドスト ェ フス 

キイ も、 トルストイ を 骨の 髓 からの エゴイストと 兑 なす 點 に 於いて 不 S 《議に ツル ゲェ ネフと 全く 一致して ゐ るが ト 

ルス トイの 方で は、 ドスよ フス キイ を 評して、 「彼 は 孔子 か 濃 か I ベば よかった の だ。 育したら 藝 きが 出來 

たらう。 彼よ M 逆 性の 人だった。 腹 を 立てる と、 癥が 14 意に 彼の 禿げ 上った 頭に ふくれ 上って、 力 動く。 彼 力 そん 

な に讀 まれる とい ふの は不 I だ」 と 云って ゐる" この 三人 の鬧 係 は、 同時代 者 I け 難い？ 運命に つい て語 ると 

ころが 多い やうに 思 ふ。 

昭和 二 年 八 十五 n(f>.l 界文學 月報」 i^-四號所載) 

ナポレオンと ゲ ェ テ 

千 八 o,,^ 年の 十月に、 佛蘭 西阜： 帝 ナボレ オン  一^と- 獨逸 第一の 詩人で ある ゲェテ と は、 エルフルトで 會 見した。 

ナボレ オンが、 エルフルトに、 歐羅 巴の 四 人の 國 王と、 三十 四 人の 大公と を 集めた とき， ワイ マル 大公 國の 大臣で あ 

つた ゲェ テも、 力 アル. ァゥグ スト 大公に 呼ばれて、 エルフルトに 行った ので、 そ いた ナボレ オン は f 


こ の 有名な 詩人 を 招いた ので ある。 

ゲェテ が 皇帝の 部屋へ 入る と ナボレ オン は 大きな 圆ぃ 卓に 就いて、 朝餐 をした ためて ゐた。 その 右 侧には タレ イラ 

ン、 左側に はグ リュウが ゐた。 ナボレ オン は顏を あげて、 ゲ ェ テに もっと 近くへ 寄る やうに と 云って、 詩 八の 顏をぢ つと 

深く 見て ゐ たが 「見よ、 何とい ふ 人間 だ ー」 と 叫んだ。 これ こそ ほんた うの 男子 だとい ふ 意味で、 ゲェ テに對 して これ 

以上 適確な 批評 はない と は、 多くの 批評家の 一 致して いふと ころで ある。 それから ナボレ オン は、 ゲ ェ テに むかって。 

「幾 歳に なられる か」 と 訊いた" 

「六十 歳で」 と ゲェテ は 答へ た。 

「なかなか I 康 さう だ。」 と ナボレ オン は 云った、 「費 下 はこの 獨 逸 第一の 劇詩 人 だと わし は 思 ふ」 

ナボレ オン は 時々 侍 K に 命令 を 下しながら、 一時 問 あまり ゲェテ と 話した、 主として、 ゲ H テの戲 曲の 事 や 『エル 

テルの 悲み』 の 事 を。 この 『エルテルの 悲み』 は、 ナボレ オンが 靑年 時代の 愛讀 書で、 自 分で も それ を 模倣した 小說 

を窗 いた 事 さへ あるの だ。 その 數日 後、 ナボレ オン は ワイ マル 大公の 許に、 その 宮廷 俳 條を引 連れて来て、 ヴ オル テェ 

ルの 『シイザアの 死』 を 上演 させた- 演伎 がすんで、 舞踏 會が 催された とき、 ナボレ オン はゲ H テを 傍らに 呼んで， 

r 眞 面目な 戯曲 はお 侯に も 人民に もい ぃ敎 育になる。 貴下に は ヴ.. ルテェ ル よりも、 もっと 偉大な シイザアの 死を軎 い 

て 藍 ひたい」 と 云って、 なほ 是非 巴 里に 來る やうに と 云った。 けれども、 ゲ H テは巴 里に 行かなかった。 やつば り、 

小さな ワイ マルに 止まって ゐた。 また。 『シイザアの 死』 を も 書かなかった。 その代り、 靑年 時代から 着手して ゐた IT フ 

ァゥ スト』 を 完成す る 事に よって， ナボレ オンが 云った やうに、 眞に r 獨逸 第一の 詩 入」 たるの 實を 示した ので ある。 

『プア ゥ スト』 は、 正に 獨 逸文 舉 の 誇りで ある。 英國 人が 印度の 富よりも シ" クス ビアの 傑作 を 愛惜す るなら ば、 獨逸入 

は 『ファウスト』 のために は、 いかに 多くの 1. 牲をも 忍ぶ であらう。 そして、 シ h クス ビアが ひとり 英國 ばかりでなく、 
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I 文 s 賓 である やうに、 ゲラァ の 『ファウスト』 は 霞ば かりで なく、  ？ 近代 豪 中の 第一 の 傑作で ある 雲ぶ 

.^Hpin.. この iil 村と し iiii は、 囊 

のマァ 口才で、 ゲ エーア 4, 少 その 刺戟 を 得て ゐ ると 云 ふ。 又人垂 居 もあって、 ，ケ エーア は 少年 時代に、 故鄕 の。 フ 1  ン 

クフレ ト，， それ を兑た 事が あると 云 ふ 事で あるし、 ゲ エーア 以後に も、 グ ラゃレ ナウ を はじめ、 H 力 

そしらよ ま、 月の 前の 星に すぎない。 「ファウスト は 何も ゲ エーアの 画 特許で は あるまい、 俺 だつ て霤 け 暴 だ」 と. 

まくの 野心 滿々 たる 靑年 詩人が 叫んだ 事で あらう。 しかも、 未だ 一 人と して ゲ ェ テ I 篤した もの はない。 『ファ 

ゥ スト』 t それ 程の 傑作で ある。  二 レレ 

f こ、 今 私たちが はじめて この 千古 の^に 對 すると、 どん I な 感じが する であらう か。 ゲ エーアの」 ヱ ノーブ r ノ、 

の悲 み』 は 蓦の靑 年子 女 を狂 奪し めた やうに ぶ 私たちが 讀ん で 見ても、 まことに 面白く  ^と If^u 

への， i ん でつ ひに 裏す る 靑年 の I に 惹き付けられる。 『ヘルマンと ドロテア』 は叙壽 である けれど ^1 

にしみ じみと， 付けられて、 つ ひー氣 に讀ん でし まふ。 が、 『フ マウスよ はおな じく 詩の 形 i いて ま 

るが、 r つかり？， I ふ。 まだ 第 一 部の マル ガレ エーアの 非 劇は太筋 だけ 拾って 讀 のば 誰に も 分る し、 おもしろくて 

あろが、 第二 部と なると、 すっかり 高級 is 術で、 S の 小 震 曲と は 違って、 ゲ エーア SII り 上け た 1 

f  If の 聖書と 云っても いいやう な議を 有つ もので あろから、 何 If 何遍も S し讀 まなければ、 ほんとの。 

妙味 は 分らない きふ。 i 位 一寸 拾ひ讀 みして、 つまらない もんだ などと 云 ふと、 あとで 後悔し なければ ならな、 

『ファウスト I』 などと 云 ふ もの も あるが、 ほんとの 妙味 はやつ ばり 全譯を 見なければ わからな いの？？ とに 力 

く、 『フ マウ スト』 は 一生 かかって 繰返し 讀ま ねばならず、 讀んで 必ず f ところの ある 作品で あると f 
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世界的 女流作家 

セル 了ラ ゲル レフ の 傑作 小說 r 地主の， ：！^ の 物語』 其 他に 就て 

北默、 殊に 瑞典 は女琉 作家に 富んで ゐる。 が、 そのうち 世界的 名 聲を馳 せた の は 、婦人運動で 聞え る 評論家 H レン • 

ケィを 除けば、 ひとり セル マ *ラ ゲル レフ あるの みで ある。 ストックホルムの 女子 師範 を 出て、 ラン ヅク ロナと いふ 地 

方の 小 市街で 女學 校の 敎師 をして ゐた、 ラ ゲル レフの 名 を、 つ ひに 世界的な 名： 刖 にして、 ノ オベル 赏の 獲得 者とまで 

したの は その 處女作 『ゲス タ- ベ ル リング』 であった。 この 作 は、 はじめ ストックホルムの ある 婦人 新聞で、 懸買 小說 

を 募集した とき、 これに 應 募して 當 選した ものであるが、 ラ ゲル レ フ は後窗 き 足して 今の やうな 長篇 にした ので ある。. 

近代 生活の 中に， 口 マン ティ. クな 物語の 精神 を 復活 させた 點で、 「近代の ォデッ セィ」 と 云 はれる 作品で ある。 

『ゲ スタ， ベル リンゲ』 の 後、 ラゲ ルレ フは 益々 物語 の 才能 を發 揮し て 行って、 そ の 南方 へ 旅行し て 親し く 踏査した、 

シシ リイ 島 を舞躉 とした 『反 甚： 督 の奇墮 ， ダラ ルネ S 農民の 宗敎的 覺醒 を- 収 扱った 『ュ ルサレ ム』 等の 大 nr 篇に、 大作 

家の 手腕 を 示した が、 その 才能の 最も 園 熟した 絕頂を 見せて ゐ るの は、 むしろ 中篇の 物語で、 恐ろしい 死 入の 復謦 を- 

描いた 『アル ネ 氏の 費』 『死の 馭者』 など かなり 多い が、 その 中で も、 代表的た 名作と 見做されて ゐ るの は、 『地主の 

家の 物語』 で、 美しい 戀. i 語で も あるが、 單に それだけに 止まらず、 心 靈のカ を 描いて、 より if 刻な 世界 を 示して ゐ 

る。 

.獨 逸の 大作 家 トマス • マン は、 特に この 作品 を 推賞して 措かない 一 人 だが、 この 作の 女 主人公の イング リプド が、 愛： 
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入へ ェデの 狂氣を 癒 やさう > 苦闘す る あたり、 殊に へ ェデが 再び 正氣 にかへ つて、 過去の 自分の あさましい 姿 を 思 ひ 

やって、 絕 望の あまり 地に 身 を 投げ出して 簡哭 するとき、 イング リてト が 我慢が なら なくなって、 淚を 抑へ ながら、 

「ええ、 それが いいんです、 また 氣 ちが ひに おなりなさい！ ほんの 一寸した 不安 を 恐れて、 また 狂人に なりたい な 

んて、 ほんと に 男らしい 事です わね！」 と 叫ぶ あたりの 眞實 性に 打 たれて、 「婦人の 理性の 力と 勇敢と を こんなに 美し 

く 描いた もの はない」 と 云って ゐる。 また、 へェデ の狂氣 の描寫 も、 《昼虚 な ロマン ティ ックな 作り事で はなく して、 立 

^ _ ； 精神 や 上 の 研究 を 基礎 として、 十分の i^® 性 や 有 つて ゐ ると 評して ゐる。 

この 乍 品の 魅力 は、 一寸 說 明し 難い。 一 讀 何とも 云へ ない 美し さに 惹き 入れられ てし まふ。 それ は 一つ は ボリ" キ 

ィ がまった 如く、 「構想， が 最も. 巧妙に 出来て ゐて、 『ゲス タ. ベル リング』 S 剩 であった B? の 上の 感嘆、 ^ 節約され、 

節 、で」 ある 點 にもよ らうが、 主として 作者の 豐 富な { み-想 カを濕 ほして ゐる 温かい ユウ モア、 温かい 心に よろ ので は 

あるまい か。 善良で、 樂天 的で、 藝 人の I 心 を 有って ゐる曲 藝師の ブロム グ レンの 如き は 作者の 女らしい 溫カ、 心 

を 反映した、 忘れ 難い 人物で ある。 

ラゲ ルレ フは 獨 創の 人で ある。 書物の 世界から 學 ばず、 直接 自然と 人生から、 その 創作の 源泉 を 汲み出した 人で あ. 

る。 が、 ただ 一入、 この 女 作家に 感化 や 及ぼした 作家が あった。 それ はビョ ルン ソンで ある。 然し、 これ は 感化 を 及ぼ 

したと いふより、 むしろ 太 質的の 類似が、 共 作 ffl を 生んだ と 云った 方が 正しいで あらう。 ビョ ルン ソンの 山岳 小.. - 

(若く は 農民 小說) の 世界と、 ラ ゲル レフの 數 多い 田園 小說 の^ 界とを 比較して みる 事 も 興味の ある 事で ある" 二人に 

共通す る 人生に 對 する 信仰、 健全な 光明 的な 人生 觀、 自然の 愛、 ロマン ティ ックな 抒情 主義 等に ついても 詳しく 書いて 

みたい し 『沼の 家の 娘』 などに 就いても 言 ひたいが それ は 別の 機 會に讓 る 事と する。 

昭和 三年 八月 十五 日 (「世界 文學 月報」 第 十七 號 所載) 


ビ 3 ルン ソ ンは 何でも やった. <  だ。 ビ 3 ルン ソンの 競爭 者であった イブセン は戲 曲と 詩の 外 は 何も 書かなかった。 ビョ 

ルン ソン は 詩 はもと より、 叙事詩 も 書 一り ば 劇詩 も 書く。 戲 曲の 外に 小說を 書き、 小說 作家と して 晨民小 說の道 を！！ 拓し 

て、^ お； を 獲得した。 その 一 方で は、 或 ひ は 新 i2 雜 誌の 記者と して、 或 ひ は 劇場 監督と して 活動し、 更に 進んで は 

政論 家と して 政； お 評論の 筆 を 執り、 講演 もす るし 政治 演說 もした。 恐し く 多方面な 人で あるが、 同時に 又 恐し く 精力 

的な 人で ある。 その寫 腾を兑 て も、 堂々 たる 偉丈夫で、 熊の 子の 名に 恥ぢ ない。 (ビョ ルン ソンと は 熊の 子の 意で ある) 

イブ セン は 母方から 云へば 镯 逸人の 血を傳 へ、 父の 方から は 一 部分 蘇 格 蘭の 血統 を傳 へ てゐ るが、 ビョ ルン ソン は 純 

梓の 諾咸 入で ある- ビ 3 ルン ソンの 父 は 牧師で あつたが、 それ は 父の 代に はじめて 牧師と なった ので、 それまで、 彼の 

家 は 代々 65^ 民であった とい ふ。 また、 その 一家 は 古代の 王族から 出て ゐ ると いふ。 ビョ ルン ソン は國 民の 教育者 を 以て 

自ら 任じて ゐ たが、 それに は 因って 来る ところが あるので ある。 彼の 作に 現 はれる 牧師 的氣分 は、 牧師の 子た る 彼の 現 

はれで あらう が、 同時に 彼の 描く 晨：； i{ の眞實 性を考 へる 時、 彼の 血管に 流れて ゐる 農民の 血 を 恩 はずに は ゐられ ない。 

ラゲ ルレ フは、 ビョ ルン ソン と異っ て、 小設 だけし か 書かない 人で ある。 『ツァハリアス • トぺ リウ ス』 とい ふ芬 蘭の 童 

話 作家の 傳. 記 を 書いて ゐ るが、 それ もや はり ー篇 の小說 として 讀 まれる し、 彼女 自身の 生 ひ 立ちの 記で ある 『モ オル 

バ" 力』 とい ふ 囘想錄 も、 やはり 興味 ゆたかな 小說 である。 小說 以外の ものと 云って は、 ゎづ かに、 一九 一四 年、 彼女 

が瑞 典の ァカ デミ ィに 入る と き、 前任者で ある アルべ ルト • テオドル リケ ルレ ル ステ ブトに ついて した 講演と、 一 九 二  o- 

年お なじ ァカ デミ ィ でした 講演と が ある 位の ものである。 一 體、 ァカ デミ ィ (翰林院、 又は 學士院 ) の會 員に 推薦 せら 
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れ ると、 それまで その 席 を 占めて ゐた 故人に 對 して パ顯德 的な 講演 をし なければ ならない。 例へば、 最近 平 林 初之輔 

氏の 譯 された 怫 西の 科 一お 者ボ アン カレの 論集の 中に、 詩人 シ ユリ .プ リュウ ドンムに つ い. ての 大變 面白い 論が あるが、〉 

あれな ども、 ボアン カレ が怫蘭 のァカ デミ ィに 入って、 プリ ユウ ドンムの 席 をお そった か ら、 そ の 功績 をた たへ るた 

めに 講演 をした ので ある。 

北歐 人の 倫理 i 念の 峻厳な 事に は、 驚かれる。 南歐の 作品に 親しんで ゐる ものが、 卒然 北歐の 作品に 接する と、 百 

花^ 漫 たる^ 邊 から、 いきなり 斷接絕 壁の 前に 連れて行かれ たやうな 氣 がする であらう。 

ビョ ルン ソン の 戯曲 『手 を 讀んだ 人 は、 女 主人公 スヮ ヮ の斷 乎た る 要求 11 BT^ 子 もまた 女子と 同樣の 貞操 を 有し 

なナし ズ ならぬ とい ふ ，.— に 驚く であらう。 殊に 日本の やうに 婦人が 無 .nr 覺で、 男子の 奴 隸 となって ゐる やうな 土地 

では、 驚愕と いふよりも、 むしろ 奇異の 感が 生ずる 位 だ U スヮヮ の 要求 は、 男子の 本來の 性質から 云って、 全く 無理 

な 註文で あるから、 かう した 要求 を撤： ^しない 以上、 その 婦人 は 結婚 生活に 破. 1 する か 又は はじめから 獨 身で 終る 外 

はないで あらう。 いかに 北歐 といへ ども、 それ 位ゐ 極端まで 男女 同權を 主張した 婦人が あつたか どうか は 疑問 だが、 

少く とも、 かう いふ 作品 は、 北 歐 人で はじめて 書き 得た であらう" ラ ゲル レフの 『沼の 家の 娘』 の 女 主人公 は、 その 

雇主の 男と 關 係して、 その子 を 生んだ ため、 村人から 排斥され、 誰 一人 雇って くれる もの もな く、 兩親 にさへ 出て 行 

けがしに 取扱 はれて ゐ るが、 それ を 見ても、 その 地方の 人々 の氣 風が 察せられる ではない か。 

昭和 三年 九月 十五 H  (「世界 文學 HJ 報」 第 十八 號 所載) 
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シ ルレ， i  、クライスト、 へてへルは、 獨逸の生んだ三大^！？：劇詩人だ。 グリル パ ルツ- ルは澳 太 利の 生んだ 最大の 戲曲 

家 だ。 彼等の 戲曲 家と しての 質な り 意義な りに 就いては、 その 道の 方々 の 高說が あるで あらう と 思 ふ。 それで 鼓に 

は、 その 人と りの 一 端 を 紹介して みたい。 

シ ルレ ル 11 この 名 は、 それだけで 旣に 我等の 胸に 畏敬の^ 情 を 喚び 起す。 獨逸 では、 シ ルレ ルが あまりに 國民的 

になり、 普遍的に なった ^、動と して、 屢々 不 當にシ ルレ ル，. パ 黜 する 傾向が ある。 自然主義 時代に 特に 甚 しかった。 

シ ルレ ルを 最も 扱 下した の は、 ォプト ォ*ル ウド ヰ ッヒと ニイ チェ とだ。 ニイ チェ は、 シ ルレ ルの 理想の？ I 仰 を わら ひ、 

眞、 美、 高貴 等の フ レヱズ の 流布 者と して シ ル レルを K 當に 蔑視した が、 それに は 彼の ソクラテスに 對 すろ 憎惡と 同樣 

に、 自己 叛逆 的な、 或る 面 的な 理由が あった やうに 思 はれる。 然し 誰が 何と 云 はう とも、 シ ルレ ルは大 なる 虽だ。 ゲ 

ェ テ、 シ ル レル と併稱 する 場合、 シ ル レ ルが 常により 低い 部分で あるに しても、 シ ルレ ル はゲェ テに 無い 多くの もの を 

もって ゐ るの だ- シ ルレ ルは 革命 詩人 だ。 『群盗』 は、 その 靑年 時代の il 勃た る 反 杭 精神 を 盛って ゐる。 佛蘭西 革命の 

代表的 人物 達が、 この 一 篇に對 する 感謝の 爲に、 彼 を 怫蘭西 共和！： の名譽 市民に 擧 げたの は、 最もよ くシ ルレ ルの大 

なる 意義 を認 II した ものと 云 はねば ならない。 彼等の 時代に とっての みたらず、 又、 我等の 時代に とっても、 シ ルレ 

ルは最 ^重要な 詩人 だ。 彼 は 決して 陳套 にならない の だ。 處女作 『群盗』 に 於け る 革命 詩人 は、 その 圓熟 期の 作品 『ゥ 

ィル ヘルム • テル』 に 於て、 依然として暴璧に^^する燃ぇるが如き憎惡をもった^！！：由と正義の詩人、 革命 詩人な の だ。 

クライスト （1 その 名 を 口にした だけで も、 非： 壯な 生の 不諧音 を 聞く。 三十 四 歳で、 晚 秋の ワン ゼェの 湖 岬で、 人 

妻と 情死 を 遂げた この 詩人の 一生 は、 それ 自身が 一 つの 大きな 悲劇で ある。 それ- S ゑ、 獨 逸の 多くの 文舉者 は、 彼 を 

その 小 說ゃ戲 曲の、 王 人 公に えらんだ。 その 中の 最も 有名な もの は、 ポオ レンツの 作で ある〕 この 悲劇の 中の クライス 

トは、 相當に 深味 を もって 描かれて ゐる。 殊に、 その 相手の ヘン リエ" テ. フ *1 ゲルと いふ 婦人との 戀 ならぬ 戀は、 1 

外 國文巧 r  究  三 1 S 


II; 1 六 

種 特別な 心理的 興味 を そそる もの である" クライスト は 常に 自殺の 考 へ を 抱 い てゐ た。 い つ でも 死と 沒 落とから 指 1 

本の間 位し か隔 つて ゐ なかった。 曾て 巴 里で、 彼の 一 友人が、 夜 彼 を 探して 《 ^出さなかった とき、 すぐさま モルグと- 

、つて、 身許 不明の 死^ を 衆人に 觀覽 せしめて、 知り 人に 見出させる ために 出来て ゐる 場所に かけつけて、 自殺者 ひ 

問から 彼 を 1^ し 出さ 5 とした 位 だ。 イプセンの 所 1? る 一切 か 無 か、 それ こそ クライストの 信條 だった と 云って いい" 

皮 は 常に 乾坤一擲の 壯歸 を： f かみて ゐた。 一 擧 にして、 ： 小 世 出の 大^ 作 を 成さう とした。 大ゲ ラァの 額から、 月桂冠 を. 

ひ联 らうとまで-,、 公言した。 しかも、 或る 意味で は、 たしかに 簿ひ 取った の だ。 悲劇 詩人と して、 ゲェテ はつひに ク 

ライ ストに 及ばない の だ。 

オイ レン ベルクの 『影  <1B』 の 中には、 一八 一 一年 十一 月の 或る 夜、 クライストの 死 報が ワイ マルに 屆 いた 時の 老ヰ イラ 

ンドと ゲェテ との 想像 的對 話が あるが、 その 中で この 二 先輩 は クライストの 偉大 性に ついて 反 對の意 兑を鬪 はせ てゐ 

る 0 そして、 ゲェテ は 云 ふ 迄 もな く クライスト を 否定して ゐる。 彼 は 一生 クライスト を 認めようと しなかった の だ。 

だが、 そこに クライストの 偉大 性が あつたの だ、 彼の 眞の獨 創 性が あつたの だ。 ゲェテ は 天才の 習癖と して、 自己に 

相^す る あたらしい 創造 を 認めず、 凡 魔な 典雅 をのみ 認めた からだ。 

グリル パル ツェル — ルヴ ソォを のぞけば、 この 詩人 ほど 自己 を 苦しめた 精神 はない と は、 これ も オイレンベルクの 說 

だ。 苦痛に 對 する 不思議な 享樂愁 が、 自分の 内心 を 鏡に うつして 見させ、 身ぶ る ひして その 姿から 目 を そらす やうに 

彼に 强 ひたの だ。 嫉妬 心 や、 虎榮心 や、 嘲笑 癖 や、 虚言 癖 や、 盗心 や、 無限の 利己心 や を、 グリル パ ルツ * ル 

は自分の上に！^^-=^した。 彼 は 自信が 無かった。 自分で.： n 分の 作に 滿足 する 事が 出来なかった。 しかも 又、 自分で ゲェ 

テと 同列に 立ち 得る 詩人と 考 へる 瞬間 もあった。 彼の 『サ" フォ』 を 詩人 バイ ロンが 激賞した の は 有名 ひ 話柄 だ。 

、プ ベル — 獨 逸 戯曲 史に 於け るゲ ェテ、 シ ルレ ルの 黄金時代の 後に 來 るの は、 ヘプ ベル、 ル ウド ヰ ッヒの 白金 時代 


だ。 就中、 へヴ ベル は、 その 深刻な 問題の 1^ 扱 方に 於て、 大膽な 思索に 於て、 イプセンの 直接の 先驅 者と いふべ く、 い 

かに ゴ、 镯逸 的な 深み を もった 作家 だ。 その 日記 は、 彼の 內面 生活の 雷 耍性を 最も 端的に 示す。 『ユウ デ イサト』 を 見る と 

メェ テル リンクの 『モン ナ.グ ンナ』 など 甘く見え て 仕樣がない。 ヘプべ ル的 要素 は 我が 日本人に 最も 缺 乏して ゐるも 

の だ。 我々 がへ， ベ ルに學 ばねば ならぬ は、 無限に 多い の だ。 

昭和 2： 年 十二月 二十 五日 (「世界 文 報」 第二 十 I 號 所載) 

ビョ ルン ソン の 山岳 小說 

ノ，' ルゥ H ，は、 世 的な 大作 家 を 可な り澤山 生んで ゐる。 中で 最も 高い 位置に あるの は、 イプセンと ビョ ルン ソン 

であるが、 私 は 特に ビョ ルン ソン を 自分の 愛好の 作家の 一入に 數 へて ゐる。 ビョ ルン ソン は、 隨分 多方面た 作家で、 戲 

曲の 方で も 傑作と 云 はるる もの も 可な り ある やう だが、 その 方で はや はり イブ センに は 及ばない やうに 思 ふ。 私が ビ 3 

ルン ソン を 愛する の は その. E 岳小說 のた めで ある。  . 

ビ 3 ルン ソン の 山岳 小說 は， 吉江 孤雁 氏な どに よって かなり 早くから 我國に 紹介せられ たが、 山 國の信 州に 生れられ 

た吉江 氏な どが、 ノ， ルゥ， -1 の 山地 を舞臺 にした ビョ ルン ソンの 小 說には 1^ り わけ 共感 せらる ると ころの 多かったら 

うこと は、 容^に 像せられ る。 

山岳 小說は 同時に 農民 小說 である。 又獨 逸で 3^ ん であった かの 鄕土藝 術で も ある。 ス カン ヂナヴ ャには 殊に 此の 種 

の 作品が 多く、 ラゲ ルレ ー フだ とか、 ネクセ ェだ とか、 其 他 重要な 作家の 作品 も 多い が、 それらの 先驅 をな した もの 

は 矢張り、 ビ 3 ルン ソンな どで あると 思 ふ。 ビ 3 ルン ソンに は 後年、 信仰 問題 を 取扱った 作品 も あるが、 私 は 矢張り そ 

5^ 同 文 W 究  I 一二 七 


Ill 一 八 


の 初期の 山岳 小說 7 ルネ』 や、 『ジン、 Tr ゾ ルバぶ ン』 なぞ を、 その 傑作 だと 思 ふ。 く ルゥェ 1 の 山の 間に 生れ 

た 一 少年 エネが、 ま 南の Is 心 持、 だんだん 愛に 眼 ざ？ 一人の 少女 基 ふやう になる 謹、 それら は 遠い 

外 國の作 だと 思 はれない くら ゐ、 我國の 農村の 靑年ゃ 少年の、 境遇 や 心 持 を 想 はせ る ものが ある。 農村の 子女が 『ァ 

レネ』 を讀ん だら、 外 國文學 の鑭譯 だと は 思へ ない くらみ 共鳴す るに 違 ひない U 

の 今の 小說 上の 好み は、 ス タンダ アル だと か、 ドスト ェ フス キイ だと かいふ 心理 小說 i いて ゐる。 人間の 心の 

底の 黒い ま、 濯に 抉り 出した やうな 作品 を 好んで 讀 む。 が、 さう し I 刻 さの みが、 尊い と は 思 はれない。 ビョル 

ン ソンの やうな、 I で 明るい、 朗らかな 作品 も 亦好 ましい。 殊に ビョ ルン ソン は s 的 詩人ではなかった けれど (も 

つと A 集 も ー卷か 一一 卷か ある 害 だ) 『アル ネ』 などに は、 全 g に 何とも 云へ ない スすト た 抒情 味が 漲って ゐて、 ま 

るで 長い 叙 事體 の民謠 でも 讀む やうな 感じが する。 そんなに I が 著る しく 詩的で あるば かりで なく その 中に 無数に 

搏 まれて ゐる 抒情詩が、 素朴で 羅で 何とも 云へ ず 愛らしい。 如何にも 人の 世の 汚れ を 知らぬ、 議な山 郷の少 年少 

女が、 ひとりでにうた ひ 出した 歌 だとい ふ氣 がする。 

昭和 三年 七月 十五 日 (「世界 文 お 月雜」 第 十六 號 所載〕 

近代詩 槪觀 

謹 巴の 近代詩 は、 百花 その 姘を競 ふ 一大 薩 にも 似て ゐ る。 これ I 々義 のうちに 說 I す こと は、 世に も 至 

a 時に 於て 二 |に またがり、 國に 於て 十 數ケ國 に 及ぶ。 その 詈 だけで も 一 册の著 雷な すに 十分で 

ある。 そ， el ゆ ゑ. 兹には 1VN 時の 鳥瞰 圆を與 へ、 その 大要の 概念 を與へ 得る にすぎないの であ？ 


近代 文學の 中心 點を かたちづくり、 常に 新 流派、 新 詩 潮 を 注 出す る もの は、 佛 西で ある。 ルプソ ォと佛 蘭 西 单 命と 

は、 11 のゲ ェテ、 シ ルレ ルに 影響し、 英に バイ ロン、 シェ リイ を 起た しめたが、 その 本國に 於て 浪漫派 詩人の 一群 を 生 

み 出した。 優婉なる ラマ ルティ ー ヌ、 豪宏 にして i&; 滿 なる ユウ ゴォ、 ！：• 快に して 哀切なる ミュ プセ、 沈痛に して 深刻な 

るヴご I ィ、 これに iR 餘明 なる ゴォテ イエ。 ここに 浪漫派の 大 旆は揭 げられ、 次いで 糈嚴 なる ルコント .ド* リイ ルを 

^^ズーとするパ ルナッシァン、 所謂る 高踏派 出で、 再轉して象徵派の出^^となる。 

佛蘭西 詩の 特長 は 、明晰と 能辯と にある。 修辭の 妙を盡 して、 一切 を 說き、 一切 を盡 さう とする。 ユウ ゴォの 詩の 

如き、 その 代表的の ものである。 詩に 於け る 不可 說の 境地 は その 關 すると ころで ないかの 如く 見える。 し 「：- もこの 國 

に、 曙示と：^：樂との象徵主義の詩が生れたのは意味深ぃ現象でぁる。  _ 

近代詩 人中の 新 者と もい ふべき 『惡の 華』 の 詩人 ポオ ドレ エルに、 近代主義と 象徵 主義との 道は拓 かれ、 マラルメ 

出で て、 象徵 詩の 理論 を 立て、 天 露 純情の 詩人 ヴ H ルレ ヱヌ、 天才 的の 少年 詩人 ランボオに、 佛蘭西 詩 は その 養むべき 

花冠 を 戴く を 得た。 別に 佛蘭 西の ハイネと 云 はれる ラフォルグ あり、 エレ デ<  ァ、 サ マン、 レニエ ェ あり。 歌謠者 ポオ 

ル， フ *1 ル、 哲人 グ ウル モン、 加特カ 詩人 ジ ヤン ム、 ク 口 オデル。 この n;^ 後の 人 は、 佛蘭西 大使と して 我國 にあった ク 口 ォ 

デル 其 人で、 近代の 大 詩人と 云 はれる。 次いで 一般の 讃 仰の 的と なって ゐ るの は、 純粹 知性の 詩人 ブレ リイで、 m 本 

にも 來 遊した 篤資 なる ヴィル ドラぶ、 ジ ヤン *コ クトォ の才氣 もよ く佛 蘭西氣 質を發 揮した ものと 評すべき であらう。 

白耳義 のマァ テル リンク は象徵 詩人と して 完成し、 ヴ H ルァ I ラン は 更に 社會 主義の 詩人に 展開した。 英吉利の 詩 

は、 我國 では 最も 多く 讀 まれ、 最もよ く 知られて ゐる。 やや 古き ブレイク は、 神祕 主義の 寄： 家 詩人と して、 一 部の 人 

の 最も 1^ 崇 すると ころで あるが、 廣く讀 まれた の は a: 然 詩人 ヮァヅ ヮァス である： ハイ ロン、 シ H リイ、 キ イツ、 この 

天才 的な 三 詩人 は、 英吉利の 大 なる 誇りで なければ ならぬ。 バイ ロン の 名聲は 世界 を 風靡し、 ゲ ェ テの後 繼者を 以て 
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目せられた。 バイ ロン は 所謂？ 仲間から 腾 々^黜 される に拘 はらず、 その E 影 はつひに 抹殺す る を 得ぬ ので ある。 

纖 細.^ 梓 巧 美 を 鋸 賞す る 者 も、 つ ひに は バイ ロンに 還る 日が あるで あらう。 バイ ロンのより 靈 的な 兄^ シ. - リイ は、. = - 

太 利の レオ バルデ.^ と 相 並んで、 近代の 最も 高貴な 詩人で ある。 比較的 閑却 せられて ゐる 想像 的對 話の 詩人 ランダ ァ 

は、 今後 再び 發！^ せらるべき 詩人の 一 人で ある。 穩储 平明な テ ニス ンと、 雄 M 深 達なる ブラウ ニン グとは 相^ 立す る 

が、 ブラウ ユングの 偉大 は、 日 を 追うて 發揚 せられろ。 ブラウニング 夫人と、 クリス テ. -ナ ゥゼ" ティと は、 ^國の 

羨むべき 女 詩人の 雙 璧 である。 クリスティナの 兄 ダンテ .ゲ エブ リニ ル* ロウ ゼッ ティに 於て、 英吉利 は 第二の 畫家 詩人 

を 得た。 

スキン パアン こそ 疑 ひもな く近英 最大の 詩人、 しかも まだ 我 國には 多く 譯出 せられなかった 人で ある J 愛蘭 は： み英 

文 壤に大 なろ fi を寄與 したが、 まづ 『サ ロメ』 の 詩人 ワイルド。 次いで、 イエ エツ、 エイ ，ィ ，等の、 iimMM 

動ハ諸 詩人が ある。 小說 家と して 閗 える ハ アディ は 詩人と しても また 遜色な き 人、 詩人より 出て 詩人に 還った 人で あ 

る。 神祕 主義の 詩人 フランシス *ト ムス ン、 また 特視 せらるべき 詩人で ある。 

米 國は， ポオと ホキ プト マンと によって、 詩の 世界に 於け る 市民 櫂 を 獲 した。 この 二 詩人 は歐羅 巴に も 比類 やき 天 

才者 である。 ロング フユ ロウ、 ブライ ヤン ト 等の 先淮- 詩人 も 、これに 比する とき 頗る 影 薄く 見える。 現 米 詩壇で は、 フ 

レツ チヤ ァ、 マスタ ァズ、 サンド バァク 等 最も 聞え る。 サンド バァク 等はブ レタ リア 詩人と して、 すべき ノん 

獨.！ ^詩 は、 ゲ ェテ、 シ ルレ ルのニ 大家に よって 近代の 幕 を 開く。 ゲェテ は 詩の 王者、 一言 を 以て 盡し 難い ことこれ 

^上の 人 はなから う。 ヘル デル リンと ノ * ヮ リスと は、 一は 四十 年 を！^ 氣に、 逸り、 一は 夭折した が、 共に 浪漫主義 を 代 

表すべき 詩人。 ゥ ー ラント、 アイヒ ユン ドルフに、 獨逸 的浪漫 精祌は そのよ キ-歌 謠者を Hl">  出し、 リュッケルト 、ブラ ァテ 

ンに、 柬方的 詩形の 收穫 を：^ た。  . 


ノ イネ は し i ^ひ-な、 なく、 獨 逸 詩人 中 曰 K も 世界的に ボビ ユラ ァな詩 入で ある" 彼の 多面性、 複雜性 は、 常に. を 誤 

解の 波の 中に 投 ずる。 昨 は 感傷的 戀愛 詩人、 今はプ 0 レタ リア 詩人。 共に 一 而觀 にす ぎぬ。 レナ ゥは その 天禀に 於て 

"イネに 適 r ず、 メリ ケは當 時の 镯 逸 詩人 中 最も 1^ 代 的の 敏感 を 示し、 幾徵 的な 境地に も 至って ゐ る。 

リ リエ ン クロ オンより 獨 逸の 現代詩 は はじまる と 云 はれる。 が、 詩人と しての 二 イチ H の 影 一  1 こそ、 更に 決 {|1  に 的の も 

のであった。 デェ メルの 如き、 最も その 影響 を 多く 示して ゐる。 デェ メルと 對立 する 詩人に、 リルケと ゲ オル ゲ とが 

ある。 リルケ は 茅 野蕭々 氏の 名譯 によって， 我國 にも 旣に 知られて ゐ るが、 ゲ オル ゲは 今：^ 始め. 譯 出せられ ろので 

ある。 この 藝術 至上. 干： 義の 詩人 は、 現代に もな ほ 或る 意味 を もつ。 

澳太 利の ホフマン スタ アル は5^ 徵派 詩人で あるが、 ボ ヱ ミア 出の ウェルフェル は 表現 派 詩人と し て、 最も 新しい 詩瞪を 

建てた。  - 

露 西 亜 詩 は、 プゥシ キンに はじまる と 云っても いい。 プゥシ キンの 大は、 我々 に は 未だ 十分に 理解され てゐ ない が、 

米 川 氏の 名譯は その smsv,- 與 へて くれる であらう と 思 ふ 0 西歐 文化の 威： 化 を 受けつつ も- よく 露 西 1SI 魂を發 揮した こ 

の 詩人 力ら、 トルストイ も、 ドスト ェ フス キイ も 出た と 云 はれる の だ。 レル モン トフ は プゥシ キンと 同樣 決闘 こよつ 

て 死んだ 天才 詩人、 バラ トウ インス キイ は 厭世の 詩人、 チラ チェフ は 深遠の 詩人、 コ リツ. -フは 民衆の 詩人。 然し、 ネク 

ラ ァソフ こそ， 虞に 偉大なる 民衆 詩 入であった〕 我々 は 未だ ネ クラ ァソフ に學 ぶべき ものの 多く を もっと 思 ふ。 

メレ ジコ フス キイ や、 その 夫人の ギニヒ ウス や、 バリモント、 ソ a グゥプ 等の 高踏 詩人、 象徵 詩人の 時期 を經 て、 革 

命の 露 西亞、 ボルシェ ゲイ キの露 西 亞が來 る。 二つの 時期に またがる の は、 ブ 口 オタ だ。 『十二』 の 詩人 プロ ォク、 .H^ は 

沒倘 性， ォ圑 主義の 時代の 詩 八たり 得ず して、 空しく 斃れ た。 農民の 中から 出た 小 ノ壯の ヱセェ ニン、 またつ ひに この 

鐵.' 規則の 時代に 合 ひえず して、 自ら 射て： 絵れ た。 未来派の 勇敢なる 叫びの 詩人 マ ヤコ フス キイす らも、 そのお なじ 
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道 を 踏んだ。 これ は 彼等の 個性が 露 代に 合 ひえない 故 か、 又 I じて I が 「詩人」 であった が 故 か、 考ふ べき 事 

裏 伊太利の 5 代の 大 詩人 は レオ パ ルディと 力 ルドち チ とだ。 前者 は 無類の 醒、 i 諷の 詩人、 後者 は 跪 雄 比の 

好 戰の 詩人し ァダ， 不グリ は プロレタリアの 詩人。 西班牙の ダリオ、 マ チヤ ，ド、 ヒメネス、 又 現代詩 墳に 何物 力 I 

北 i 國には 詩人が 多い が 作家と して 知られる ヤコブセン、 イプセン、 ビョ ルン ソン、 スト リンドべ リイ 等 また 詩人 

としても 大 いこ 5! ずべき ところ を もつ。 和 蘭、 波 蘭、 匈牙利、 チェ プラス ロブ キア 其 他の 中歐諸 画に もす くれた 詩ノ 

が 多い が、 小國に 生れた 不幸と してと かく 閑却せられ がちで ある。 I の クロ ォス、 ヴぶゥ ユイ は象讓 以後の 近代 

詩人、 匈牙利の ぺ テフ ィは プゥシ キン、 レル モン トフに 比すべき 大 詩人と して 知る 値が ある， 

昭和 五 五月 二十 七日 (「世界 文學 月報」 笫 三十 七號 所載) 

未知の 四 詩人 

^度の 『近代詩 人 集』 では、 今迄 紹介せられ なかった 詩人が、 非常に 多く 紹介され る。 この 未知の 詩人 中 II 未 矢 

と 云っても もとより， 謹に 於て 未だ 知られない 意味で ある〕 名 は旣に 聞え てゐて も、 その 作品の 未だ 移植され てき 

い 詩人の 意 である。 11 就中、 私の 興味 を 有する 四 人の 詩人が ある。 第一が 怫蘭 西の ヴィ ニイ、 その 名 は旣に 十分に 

一部 人士 間に 傳 へられながら、 その 作品の 片鱗 も、 今迄 譯 出されない 事、 この 詩人の 如き はない。 私 はこの 詩人に 惹 

寸ナ らヒる ところ 多い に拘 はらず、 自ら 佛 語に 遠い ので、 獨逸譯 で 辛うじて その 數篇を 見る を？ おた に過ぎない。 獨逸 


で すら、 ミュッセの 全集あって、 この 詩人の 集の 譯 ある 事 を 寡聞に して 未だ 知らない。 我國 では 上田 敏 博士 すら 曾て 手 

を 清 けられなかった。 それが、 ヴィ ニイの スト イシ ズム、 傲 な 偶人 主義、 厭^的な 世 觀を 表白した 詩篇が、 內藤濯 

氏の 名譯で 移植され ると は、 何たる 喜び だら う。 

第二に 镯 逸の ゲ オル ゲが茅 野蕭々 氏の 手で はじめて 譯 出せられ るの も 喜. ひだ。 若し 私な どの 手に かかったならば、 珠 

王 を 瓦 磯に 變 へて しまったに 遠 ひない が、 茅 野 氏の 名手 を 借りえ たの は、 ゲ オル ゲの 幸： SI である。 私 はは じめ この 詩 

人に は 親しみがなかった が、 年 を 11 て やう やく その 詩の 氣 息に 觸れる 事が 出来る やうに なった。 私が 「靈 魂の 秋』 と 

いふ 詩集 を 出した 當時 は、 未だ ゲ オル ゲを 知らず、 この 詩人に 『靈 魂の 歳』 なる 詩集 ある 事 を 知らなかった の だ。 

^5三の未知の詩人は露西亞のネクラァソフだ。 ネ クラ ァソフ の 名 は、 ドスト M フス キイ、 ツル ゲェ ネフ 等に 關聯し 

て屢々 傳 へられ、 菊 池 仁康氏 等の 手で、 その 詩の 一部の 譯出 せられた もの は あるが、 この 眞の 意味での 民衆の 詩人、 

『何人 か 露 西： ゆ 一にて 幸福なる？』 の 作者、 私の 昔から 好きだった 詩人の ® 面目が、 米 川 正 夫 氏の 練達の 筆で 譯出 される 

の も 喜ばしい。 

第 四 は 伊太利の パスコリ。 バス カルと 間違 へられる 位、 この 詩人 は 日本に は 知られて ゐな いが、 いろいろな ijf で 私 

は 共感 を もつ。 獨逸 では 早く ボ オル • ハイゼ、 ベン ノォ. ガイ ゲル 等に よって 傳 へられて ゐ たが、 今や 有 島 生！ 1 氏の 巧 

妙な 直接 譯で その 一部分 を 知る を 得る 事に なった の だ。 これら 私の 愛する 詩人が、 揃 ひも 揃って 立派な 譯 者の 手で 移 

植 される の だから、 それだけ でも 此の 『近代詩 人 集』 一 卷は 貴重 だ。 

昭和 五 年 五月 二十 七日 (「世界 文擧 月報」 笫 n 一十 七號 所載) 
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創作家の 苦しみ 

どんなつ まらない 作品で も、 それが 響った 形に なって、 世 i れる までに は、 どれ だけの 人知れぬ 苦心が^:^ 

11 1 つの 小 if 置ら、 ill^lu^h^u^ 

f そして その 執筆の 方ず、 人 毎に それぞれ 違って ゐる。 ところで！ したす/は.： ぽ 4" 

法 を 知る こと は、 これから 小說を 書かう とする ものに は、 大變 いい 毒になる だら うと f そ、？ て 雷.. 代の 名 

家が、 どんな 風に して 小設 を書 いて ゐる か、 その 仕 I りに ついて 少し 書いて 見たい と 思 ふ。 

ま，、 つ、 1 家が 創作に 從ふ にあたって、 一ばん 必： I もの は 何で あらう かとい ふ 事を考 へて みる ^ 警 執る にき 

つ て、 一 I 翁な もの は 霞で ある、 卽ち インス ピ レエ シ ヨン によらなければ 制作 を 生む 事 は出來 ない と-;; i は 

占 I ら r いて ゐた。 制作. とりわけ 类な 長篇 小説に 至って は、 si や 才能ば t では 十き な 

古. ケ. ず 「らおい，. 7" i ヌナ 144  f f  ,  3  -  、：  rwrl ヒリ 州， に- 1 、 1 お 3 や. せ a 

； S の 辛勞と 勤勉 がなくて は、 決して 震す る こと は 出来ない ので ある。 カント 力 「豪 上グ ¥1 は 霧？ 

祌上 S まなる 高揚の 重と いふより は、 むしろ 不斷 の營々 たる 霧の 生む ものである。」 4 つたの は、 至言で ある 

もっとも 作家が あろ 霊 を f 場合に は、 K 尝 場合、 作家が 著 想に 到る とい ふより、 霞の 方で おのつ と も 

こ § 込んで 行く と 云った 方が よい かも 知れぬ。 だが、 5、 著 想 I てから、 それ I 現し、 S 化して 行く；^ あ 

：： つて：.、 へたら 放さぬ とい ふ、 あの. フルドぶ みた やうな I 力 を もって、 一歩々々 勞 作の f 踏ん ヌ  1 

より 外：^ ない ので；？。 ただ、 ，ての i を 積む にあたって、 人 それぞれ その 遣り方が 違 ふ。 第一、 非常に 讓な人 も 

あろし 「また 非常に 筆の 速い 人 も ある。 ゲェテ の 如き は、 異常に 速い 方であった。， ケ エーアの 靑 g 代の 如き は、 f 


ら醒 めた 時に もう 一 篇の 詩が 出來 上って ゐ るので、 それ を 直ぐ 紙に 書いて しま はない と、 後で 思 ひ 出せない とい ふ 有 

様で、 全く 靈感の 所 逢であった らしい が、 後年に なると、 詩で も隨分 苦心 はした。 

『ファウスト』 の 如き は、 殆んど 1 生か かって ゐる。 が、 それ も その 頭の 中に 醱酵 する の を 待つ 間が 長かった ので、 

一口 一  辩 き 始める となると、 急速 度に 書いた。 ゲェテ は、 やはり 靈感の 人で、 現に、 その 『エルテルの 非 4 しみ』 や 『ヘル 

マ ンと ドロテア』 の 如き は、 僅か 四 週間 乃： や； 六 週間で 完 威した ものである。 

後年の ゲェテ は、 自ら 執 第し ないで、 專ら 口授した。 『ヰル ヘルム • マ イス テ：< の遍 1- 時代』 を 筆記した シ ユウ バルト 

は、 高齢に なっても 毫 へない ゲ ェ テの 1； 神 力の 明哳 と碗資 とに 攀  1 して ゐる。 ゲ ヱ テ はまる で 印刷 せられた ii 物 

で，.^讀むゃぅに、 すらすらと 淀みな く 口授した ので ある" 其 上、 ことゎりなしに入って來たりする訪問客に邪魔 

されても、 客が 去って しま ふと、 何事 もなかった やうに、 直ぐ その 績 きを 口 一? おし 績け たとい ふ。 その 卜： その 口授の 際 

に、 何の g 化え 書 や ノオトの やうな もの を 必要と しない 事に、 シ ユウ バルト は大に 驚いて ゐる。 そして、 その 驚き をゲェ 

テの 永年の 友 マイヤ ァに吿 げろと、 マイヤ ァは、 それ を さも 當然の 事の やうに 言 ひ 捨てて、 曾って イェナから ワイ マ 

ルへ 行く 馬車の 中で、 ゲ亍ァ が 彼に 『親和力』 の 全 體を詳 If に、 殆んど その 印刷 版で も讀む やうに 物語って 聞かせた 

事 を、 話した とい ふ。 

然し、 ゲェテ など はむしろ 例外で、 大抵の 作家 は、 もっと 輕營慘 澹の苦 を 嘗めない では ゐな いの だ、 殊に、 11^; 代の 作 

家 ほど、 それが 甚だしい。 その 極端な 例 はフロ オベルで あるが、 フロ オベルに 限らず、 ゾラで も、 ドォデ ヱで も、 所 

fS ナチュラリズムの 作家 はみ な澤 山の ノオト をつ くったり、 いろいろな 準備 をす る。 英吉利の ディツゲン スの やうな、 一 

時代 前の 作家で も、 ざうな ので ある。 

ディツゲン スは、 亦、 非常に 勤勉な 勞 作者であって、 ある 一 つの 作品の 材料 を蔸 集す るのに、 隨分 長い 年月 を かかつ 
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た。 皮つ 晚 年の 作 5nudfog  papers- の 如き は、 三十 年 前に 書き留めて 置いた 材料 を 本に して 生れた もの だとい ふ" 

デイブ ケンス は、 その 蒐集した 材料に、 何 か 新しい もの を 加へ ないで は、 殆んど 一日 も 過ごさなかった とい ふ 位 だ。 若 

し、 とか、 交際 場裡 とかで、 何 か 珍ら しい 人物に でも 出會 ふと、 必ず、 その 奇妙な 珍ら しい 點を霄 きとめて おい 

た。 また、 異常な 名前 を 聞いたり、 & ち 上で 何か變 つた 光景 を 見たり、 不圖 面白い 話 を 小耳に 狭んだり すると. その 度 

こちゃん と ノオト ブ" クに 書き留めて おくと いふ 程、 勤勉で も あり、 法 意^く もあった。 かう して 四十 年間 も ノオト を 

積み上げ たの だから、 すばらしい ものである。 それからもう 1 つ， ディツゲン スの 羨むべき-癖 は、 何 か 一つの 作品に と 

りか かると すっかり 窬齋の 中に 閉ぢ 籠って、 懸侖に 書き 績け ると いふ 癖で ある。 そして、 一つの 作品が 出來 上った 時 

によ、 者 自身 はすつ かり 瘦 せて、 病人の やうに 蒼くな つて ゐ たとい ふ U これ も 極端 だが、 これ 位の 熱中 力が あった 

からこ そ、 あんな 大部の 作品が 澤山醫 けた わけで ある。 

ノオト をと る點 では、 エミイル. ゾラが 最.^ 徵 しい。 自ら 資驗 小說を 道した だけに、 ゾラの 方法 は 頗る 科學 的で あ 

る。 彼 は 作品の 主要人物が f 定す ると、 まづ その を選擇 する。 それから、 個々 の 人物の 性格 を、 その 細目に 亙つ 

て ノオトに とる。 それから、 今度 は、 その 環境 を 研究す るた めに、 その 小說の 舞臺に 選んだ 土地に 出かけて、 數^ 間 

乃巨：^ケ月滯在して、 詳細に 硏究 する。 その 際、 ノオトの 一山 を こしら へて、 場面の スケ クチ をしたり、 會 話の 藪片を 

作ったり する。 次いで、 その 描かう とする 社 會にゐ る 人物に 會 つて、 いろいろ その 話 を 聞いたり、 その 方面の 事を謦 

いた 文霄を I する。 それらの 準備が すんで、 始めて. H 式に 執筆に 取り かかる ので あるが、 さうな ると、 單に ノオト 

を 利用す る だけで はすまず、 事件- 葛藤 を 組立て なければ ならない が、 それに も ゾラ は {-^ 想 力よりも 推理 力 を 重んじ 

た。 彼の 取扱 ふ 人物の 性格 は、 初めから 確定して ゐて、 彼 はかう、 此 はかう と、 その 人物の 行動 を 定める ところ" 

文學 者と いふより、 豫審 判事の やうな 態度で ある。 がその 事件の 發展の 連鎖 を兒 出す までに、 111 四日 を 要する こと も 


稀 比-ではなかった、 が、 かう して 一 つの 章 を 書き 始める 前に、 その 章 全 體の歸 -密 な 豫定を こらして おくの だ。 そして 

それから、 毎日 規則正しく 三！ 宛 翳いて 行く。 感興な どと いふ もの を、 ゾラ は 認めない の だ。 凡てが 機械的で ある、 

飽くまで 科學 的で ある。 

ゾラ は 毎日、 四時 間 宛- 執筆した。 そして 毎年き まって 大卷の 作 を 一 册宛、 出版した" その 硏究を 終り、 一 々の 草 

を 構成し、 章と 章との 組み合せ がすむ と、 彼 は 一章 宛、 印刷所に 逡 ると いふ 風に する。 だから、 彼が 「完」 とい ふ 字 を 

書いた 時には、 もう 殆んど 全 作の 印刷が 組み 上って ゐる わけで ある。 が、 それです むので はない、 それからの 校正が 

一仕事な の だ。 校正刷 を 見て、 ゥ ンと訂 1:^ し、 改竄す る。 校正刷で 推敲した バル ザ" クほ どひ どくはな くと も、 それに 

近い 苦心 をす る、 だから ゾラ は霄き 下しの 時の 草稿 は、 無價 値の 反古と して、 拾て て 顧みなかった。 

ゾラの 執錄 法に ついては、 彼 .ill: 身 書いて ゐる ところが、 興味が あるから、 煩 を 避けないで 譯 載して みる。 「私 は 1 卷 

の 作品の 著 想 を 得る と、 まづ、 大體 物語の 筋の 略記 をす る。 それ も 手に 筆 を 持って やる、 書きつつ でない と、 想が 涵 

かないから である。 私 は ぼんやり すわって ゐて は、 考 へる 事が 出夾 ない ので ある。 それで、 自分自身に 話す やうな 風 

にして 書いて 行く、 人物な り 場面な り揷 話な り を 究める この スケ プチ は 自分に あてた 一 種の 雞談 的な 手紙の やうな もの 

である。 それが すむ と、 人物の 表 をつ くり、 極く 詳細な 場面の 記述 を やり、 今度 は それぞれの 人物の 個々 の 研究 をし、 

舞臺を 調べに 出る、 "に Cure6e- のために は、 馬車の 研究に 四日 間 費し、 澤 山の 1 流の 馬車 製造業 者に 質問 をした。 サ 

カツ ドの ホテルの ために は、 バル ク. モン ソォの ホテルの 外に 數 時間 をす ごした • ルネ の？ i 室に は、 ジ ヤルダ ン， に；プ 

ラントの 温室 を その 儘 描き、 『アベ • ムレの 罪』 のために は、 宗敎 書類 をい やとい ふ ほど 讀んだ 外に、 セント • マリィの 

小 寺院の 法 養に 度々 出かけて みた …… 。」 

ゾラの 未亡人に よって、 巴 里の 國民圖 書 館に 委 托せられた ゾラの 遺稿の 中には、 彼の かう した 創作の 手頗を 知る の 
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に 便利な ノオトが 澤山 ある" その 『ラ ゾソ ン モア 凡』 (居： 酒展) の 研究に 用った ノオト をみ ると、 二百 三十 三 頁の 大 版の 

ノオトが 次の やうに 肪 つて ある。 一、 一般； S 計寶 (一 頁より 三 頁 迄) 二、 詳細なる 計賓 (四 頁より 九 二 頁) 三、 酒精 中毒 

の 硏究の ノオト (九 三 頁より 九九 頁) 四、 市區、 街路、 料理： r 舞踏 場の ノオト (一〇〇 頁 II 一六 頁) 五、 人物 (一 14^ 

頁 —一 三 八 頁 •) 六， デ 二 ス. ブ ゥロォ の "二 b  Su  ノ Ihnc -、 及び その 語彙の 略記 (一 三 九 頁 I 三 五 五 頁) 七、 スケ" チ( 一 五六 

頁— 一 七 四 頁) 八、 洗潘 女、 給 什 女、 日 雇人、 鎖 製造 人の /オト 一 七 五 K— 一  九  一 3 九、 久 ロ種 の覺ぇ 寄、 及び 新？ § の 

切 九 二 ニニ 〇K〕 と 云った 工合で ある。 

ドキュ 

ゾラ はこん な 風に、 頗る 機械的な、 科學的 方法 をと つた けれど、 ゾラの 莉察は 自然 科 m 者の それで はなく、 彼の 證 

も、 學^15?のそれでは決してなぃ。 若し 眾 に 學究的 態度で、 外面 的な 觀察 や、 新聞記事 などに のみよ つて 材料 を 蒐集 

したば かりなら、 いくら 材料 は it; 當 でも、 皮相 的な ものに なった であらう。 が、 ゾラ は マツ シスの 云った やうに 「觀察 

したよりも、 よ" 多く 創出した の だ。」 彼 は 自分の 意識して ゐ るより 以上に 口 マン テ イシ ストであった ので ある。 

ゴンク ウル 兄弟 も、 ノオト を こしら へた。 が、 彼等 はまた 特別の 執肇法 をと つた。 卽ち、 彼等 は 二人共 同で、 一 つの 

作品の 腹案 を 立て、 主要な 場面 をと りきめた〕 それから、 二人で おなじ 机に かけて、 その 二人で 定めた 章 を、 別々 に 

ml いて 行く の だ" 書キ- 終へ ると、 互 ひに .ill: 分の 害 いた 分を讀 み 上げて、 二つのう ちの いい 方 を 選ぶ か、 二つの 中の い 

い 個所 だけ を 選. ふかして、 その 二つの 革 稿 を 一つに してし まふ" けれども、 その 一方の 京 稿 を 全然 犧牲に 供して しま 

ふ 場合で も、 その 中の 微細な 點で 長所 を 拾って、 一方の 足らぬ 點を補 ふとい ふ 風に して ゐ たから、 ：lli 局 どの fa; でも、 

兄^の 合作と 云 ふ 事が 出来た" その上、 彼等 は その 筆 噴 さへ 同一であった ほどに、 互 ひに よく 調和し、 よく 似通って 

ゐ たので あろ。 一^、 佛蘭 西に は 不思議と 兄弟 共 IS で霄く 作家が 多い、 (時には 別々 に 書いて ゐる けれど) ゴンク ウル 

の 外に も、 ロス-ーィ兄^^ マル ゲリ ヴト 兄弟な ど その 一 例で ある。 


^の ジュ ウルが 死んで から は、 兄の エドモン .ド. ゴ ンク ウル は、 自分 I 人で 創作 を 出した が、 彼が 一人でゃった^5ぬり 

方 は I つの 新しい 作品の ift 案 を 立てろ と、 まづ、 最も 主耍な II 面から 極く 簡單に 書いて 行く、 かう して 「《t 山の 場面が 

出來 上ろ と、 その 順序に はかま はないで、 或 ひ はこの 培 面、 或 ひ はかの 場面と いふ 風に、 その 時の 氣 分に ふさ はしい 分 

から、 仕上げて 行く。 ぞれ から 最後に 愈々. K 式に 纏める 時に、 作品の 冒頭と 結末と を 完成して、 その 二つの 間に、 中 

間の 章 を、 それぞれ 適當の 場 所に 投入す るので ある。 そして、 この 勞 作の 間、 彼 は 一日 部 5^- に閉ぢ 籠って、 その|^1齋 

を 歩き 週る" 通例、 彼が 執筆の 氣 分になる までに は、 何^間 も かかる ので、 大抵、 夕方に なって、 はじめて 紙に 爵 き 

下せる やうに 考 へが 3^ して 行く ので ある。 彼 は 毎年、 夏の 二月 だけ は 休養して、 殘 りの 十 を 働く 事に 4\l めて ゐて、 

その 問に 小説 を 書いたり、 歴史上の 材料 を 集めたり した。 (ゴ ンク ウル は 歴史家で も ある) 

つか 

コンク ウル は大 版の 紙 を 用った が、 而 白い 事に は、 その 歷 s„{ 的の 著作 や 批評 論文な ど を 書く 時に！： 錢べ ン をつ かひ、 

その 小 說を窗 く 時に 限って、^ ペン をつ かって いた。 モ ォパサ サン も 驚 ペンで 書いた。 が、 ゴンク ウルが その 原稿 を 

大切に 保存した のに 反して、 モォパ "サン は 印刷 さ へす めば、 その 原稿 は 欲しがろ 友 入に みな やって しまった。 

アル フ オンス. ドォ デェ も、 自然 派の 作家の 例に 洩れず、 盛んに ス ケづチ をしたり、 ノオト を こしら へた も S だ。 が、 

彼 は ゾラと は 地って、 非常に 感興に 乘 じて 書いた 方で ある。 彼 はは じめ 多年、 その 日の 觀 察した 蓽 ゃ經驗 したと ころ 

を、 丹念に 記錄 してお いた" そして 後年、 その ノオト を 十分に 利用した。 彼の 造り 方 は、 やはり その 主題に 關聯 した 

ものに ついて、 十分 準備して おいてから かかる 方で あつたが、 最初の 落 筆に あたって は、 その 考 への 逃げて しま ふの 

を 恐れる やうに * 大 <lt ぎで 霤 いた。 それから 書タ 終る と、 その テキストの 修正に かかる、 かう して 二度 も 三度 も淸書 

して、 もう 十分と いふと ころまで 推敲す るの だ" 

ドォ デェは 一つの 長篇を 完成す る までに、 大抵 I 年 半 位 か かった。 
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『カルメン』 の 作者の プロス ぺェ •  メリメ ェは、 また 特別の 苦心 をした 人で、 その 作. -長篇 は 『コ ロン バ』 位の もので 

(それ も；. P: 百 枚と ない) 他 はみ な 珠玉の やうな 短篇で あるが、 その 苦心の 程度 は、 長篇の 『コロン バ』 でさへ、 もう 印 

刷に かけても いいと いふ 迄に 十七 度淨 雷した 事で も 察せられる であらう。 

攣3速、方で有名な..，-^1は、 佛蘭 西で は： ヰ タトル • ユウ ゴォが ある。 ユウ ゴォの 達聚は 驚くべき もので、 恐らく 多 

作で 聞え てゐる スコットに 匹敵す る だら う。 然し、 ス コプトが 筆記者が 追 ひつけない ほど 早く 口授して ゐ ながら * その 

窗 かれた 原稿 を 修正す る 事 さへ あまりなかった のに K して ユウ ゴォ は、 あとで 隨分 訂正す る 方であった。 彼 は 特別 自 

家闭の 原稿紙 を こしら へて ゐ たが、 それ は 隨分大 版の ものだった。 

ユウ ゴォ は豐 富な { 人 &想カ を もっても ゐ たし、 達筆な 人で もあった が、 隨分 苦心 をす る 方で、 その 殘 つて ゐる 草稿 を 

みると、 彼の 苦心の あとが 歷々 として あら はれて ゐ ると いふ。 ユウ ゴォ は、 何 か 落 想が 頭に 浮ぶ と、 そこらに あり 合 

せの 紙に、 直ぐ 書きと めて おく 習慣が あった。 夜分で すら、 何 か 思 ひ 浮ぶ 事が あると、 直ぐ 書きつ けて おくので、 尊 

になって みると 彼の ベットの ま はり は 紙 きれ だらけ だとい ふ 事 も 珍ら しくな い 事 だ つたと い 

ユウ ゴォの 精力 絕 倫な 事 を i„u 明す るいい 例 は、 彼が 『ミゼラブル』 を 書いた 時の 事で ある。 あの 龙大な 作品 を、 彼 

は片 つばし から 印刷に ま はして、 一方に その 前の 方の 校正刷 を 見ながら、 どんどん 先き を 書いて 行った、 何しろ ひど 

い^ 力に 違 ひない。 然し 精力 絕 倫の 點 では バル ザ" クも、 ユウ ゴォに 決して 劣る もので ない。 バル ザヴク は、 そんなに 

誰の 速い 方ではなかった が、 大部の 小說 を；. E 卷も謦 いた 精力 は 驚くべき ものが ある。 彼は大 版の 紙に、 まづ その 

の 筋 を 略記して、 それに あとからあとからと 書き足して 行く とい ふやり 方 をと つた。 原稿 を 印刷所へ ま はすの は、 他の 

や 家に とって は、 作品の 終末で あっても、 バル ザヴク にと つて はほんの 端緒に すぎない ので、 古來、 印刷： t 泣 力せ の 文 

者よ、 バルザックに とどめ を さすと 云って いい。 何しろ 校正刷で 推敲 をし、 改作 をし、 補足す るの だから、 たまった 


もので はない。 だから、 バル ザ プクの 原稿 だとい ふと、 印刷屋が ふるへ 上った の も 無理 はない。 バル ザ-' クの 原稿料の 

一半 は、 印刷 費に 取られて しまったと いふの は、 少しも 誇張で はない ので ある。 

バ ルザ サクは 晝問寢 て、 夜 働いた。^^ の やうな ガウン を 着込んで (それ は ロダンの 彫刻に よって 不朽に されて ゐ る)、 

燭の 光で 書いた、 のちに は 口授した。 そして、 バル ザ プクは 單に小 設を螯 いたば かりで なく 、自己の 書いた 作品の 中 

に 生活して ゐ たと 云って いい。 彼 は 自分の 書いた 入物の 事 を 話す こと、 あだか も 現 實の資 在の 入物の 如くであった。 あ 

^^時、その友入のジュゥル•サンドォが、彼の病める妹の事を彼に話した時にバ ルザ/は 暫く 傾聽 して ゐ たが、 やがて、 

「成 ST それやよ かった、 だが、 今度 は現實 にかへ つて、 ユウ ゼ ニイ. グランデ (彼の 作品、 並びに その 女主 入 公の 名) 

の 事 を 話さ うぢ やない か」 と 云った。 又、 例へば 彼の 作品の 中に 擧 げられ て ゐる丄 地へ 旅する 時な ども、 

「 コル モン 孃 (彼の 作 中の 入物の 名〕 の 住んで ゐた アランソンに 旅 をす るよ」 などと 云った。 バルザック 位、 この 作 中の 

入物に 愛着した もの はない。 同じ 一 つの 入物が、 この 作に も 現 はれ、 あの 作に も 現 はれて ゐる といった 風 だ。 

一 吟双淚 流る 底の 苦心 をした 入に は、 何と 云っても フ 口 オベル 以上の 入 はない。 フロ オベルの 一 事 一語 主義と、 そ 

の 苦 作と は あまりに 有名 だから、 ここに 擧げ るまで もなから うと 思 ふが、 彼のす ぐれた 短篇 『單 純な 心』 の 結果に、 

一寸 鸛 鶴の 事が 出て みる" その 數行を 書く ために、 鸚マ 賴に關 する 十 何 册の本 を 讀んだ 事 だけで も、 その 一 班 は 分る だ 

らう。 また、 一 々その 文章 を 高 聲で讀 み 上げて、 音調に 注意した ii も、 フ n ォべ ルの 特色の 一 つで あらう。 

『クオ. ブ ヂス』 の 作者と して 有名な 波 蘭の シ H ン キイ ヰ t- チは、 これ また、 特殊の 遣り方 をお して ゐるリ 彼に あって は、 

その 作品の 案 を 立ててから、 それ を 壽 き 上げる までに、 隨分 長い 期間 を 置く。 ある 新し、 作品の 著 想が 彼の 頭に 浮ん 

でから も、 それが 書き下され るまでに は、 通例 何年 か 間 を S くので ある。 その 間、 彼 は、 それが 謹 史小說 でで も あれ 

ば、 その 時代 を硏究 したり 材料 を m 集したり、 當 時の 文献 上の 遺物 を涉獵 したりす る。 そして、 その 全 I- が、 少 くと 
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も. g の だけで も 、その 頭に 明確に 浮び 上る に 至って、 はじめて 筆 を 執る の だ。 そして やはり、 お 初 は その 主 

要な 需、 f ば その 作品の 頂點 とも VV へき 部分、 彼の 心 をまづ 蛙し 去った その 部分つ 變 化に、 そ の精銳集 想 

力と、 露な 須 力と I ゐる。 それから のちに、 はじめて 一章 又 ii 式の 禁に f かかる ので ある。 

シ エンキ ィヰ プチ は、 自身の 表現に 永遠に 滿 足しない &ジ 作家の 一人で、 一旦 書き終った 章 を も， 新たに ま ナぉ敲 を 

し、 證 なく 訂正の 管 加へ る 。だから、 -ン エンキ ィヰ ヴチの 作" S が、 定期刊行物、 とりわけ. I に 襲 さる 2 は 

そ L こそ 大驟 ぎで ある。 褊轔者 は 絕對絕 命と いふ 程に 弱らされ てし まふ。 ゾラが やった やうな 規只. 正し V 執き-. は 

毎日 一定の 時間 必ず S して、 必ず 一定の 枚數 たけ f とい ふやり 方 は、 シ エンキ ィヰ プチの 性格の 堪へ f  、ところ 

なの だ。 しかも i 小說 とい ふ もの は、 Q 本で も 勿論 さう だが、 この ゾラ 式執讓 が出來 なければ、 書け ない もので 

ある。 休 又休叔 では、 編 姆者も 讀者も 弱って しま ふ。 ところが、 シ ユン キイ ヰ ツチ は、 威 熟する まで 辛 拘强く 

寺って ゐる 方な ので、 創作 中に、 中途で 長い間 執筆 を中絕 して、 讀劳を 焦らし 切って しま ふ 彫が 敏々 なので あ/。 力 

5 して、 かの 『クオつ ヮ ヂス』 の 場合な どで も、 物語が i 重 疊、 緊張の 絕 項に 達した 時に、 プッリ と中絕 してし まつ 

て、 中絕 のま ま 何 ヶ月 も經 過して、 讀者を 待ち遠し さに 弱らせて しまった さう である" また、 『パン. ゥォロ ディ ヨウ 

スキ』 の 第二 卷と 第三 卷 との 間に も、 二三 年 讀者は 待た された とい ふ 事 だ。 

一流の 入で はない が、 その 一種 獨特 な執篆 法の ために 興味の あるの は、 英 國のホ オル. ケェン である。 ケェ ン." 1 

づ 最初に 一つの 根本 思想 をつ かんで くる、 そして その. 上に 事件 を 組立て るの だが、 彼の 場合 は 大抵、 题材は 近代の 生 

活から. 取って くる。 そこで、 例へば、 }^ 代の 婦人問題 を 取扱 ふとす る。 と、 その 全體の ミリ ユウの 研究から して、 お 

のづと 一 焖の 主人公が 現出す る- そして その ま はりに、 他の 副 八 物の 群れが 出て くる。 それらの 人物の 特徵を H 安に 

お、 て， そし ぞ I の 行動が、 彼の 心に 形づくられて くると、 彼 は その 作品の 最初の 謦 きおろ し を やる。 全速力で そ 


の， 战、 術 的の 樣 式の 完備な どと いふ 事に は 全く 顧慮し ないで、 その 頭の 中の 素材 を、 速記者に 一瀉千里の 勢 ひで 口授す 

る。 それ は 全く その 頭腦の 中に 成長し 擴大 する 想念 や 場面の 重荷から 身 を脫れ ようとす る やうな 勢 ひなの だ。 こんな 

風に して、 三 IT 問に 無慮 三 萬 語 を 口授し、 四日 間に、 はやもう 全 作品の 最初の 草稿 を こしら へ 上げる。 これ は 然し ほ 

んの 雜なス ケ.' チ にすぎないので、 これが 更に タイプ ライタ ァ できれい に淨 書され る、 それ も 十分 餘白を 取り 行 問 を 

あけて、 訂正に 都合よ く！^ 書され ると. 今度 は 第二の 勞 作が 始まる。 A:- 度 は、 その 題材と 環 澄との 細： y に 亙った 研究 

で、 若し 主 入 公が 勞働 運動の 指導者で あると すれば， ケ H ンは 社會 主義^の 知 入 を 訪ねたり、 又、 勞働 問題に 關 する 

文齊を 來る だけ 澤山讀 む。 そして 必要と 思 はれる 事 は、 熱心に ノオトに とる。 彼が その 有名な 小說 「永遠の 都』 (羅 

馬の こと〕 を 書いた 時の 如き は、 羅馬 法王から、 その 私 幸； に 立 入ろ 許可 を S£ て、 その 部屋々々 の あらゆる 物 を、 些細な 

器具に いたる まで、 詳細に 描寫 した。 彼の 目的 は、 その 作 中の 入物の 周圍 を、 ホワイト ホ オル コ オトの 彼. I 身の 書齋 

同樣 に、 詳細に 知悉す るに あるので、 恐ろしい 程の 材料 を 積み上げて、 その 材料 を 二度目の 勞 作の 折りに、 ？！^憾なく 

利用して、 全 鱧の 本筋の 上に 無 數のデ テヱル を 加へ て. 入 生の 多彩 タ々 樣な 情調 を髮髴 せしめようと いふので ある。 そ 

こで. かう した 準備が 出来て、 はじめて. K 式の 執肇が はじまる わけ だ。 そして、 この場合に は、 以前と ちがって、 ケ 

ェン はロ投 でな く、 自ら 箪を 執って 書き 始める、 一章 又 一章、 一日 又 一 日と。 一つの 適當な 言葉 を？ おる 迄 は、 二三 時 

問 も 熟考 するとい ふ 風に して。 作品が 完成す ると、 それ は 活版 所へ 達り 出す まへ に、 もう 一度 讀み 返して 條正 する。 

これが ホ オル .ケ ェ ン式 執筆 法な ので ある。 

これ も 一 流の 八で はない が、 一 寸奇拔 だから 擧げ てみ るが、 獨 逸の ェ ミィル • ブラ-' ハ フォ ー ゲル は 面白い 事 を やつ 

た。 彼 は あろ 作品の 想 や-得る と、 その 舞臺 にと る 土地の 地 11 又は 眺望 圖を« いて、 その 中に、 城廓 だと か、 私宅 だと 

か を、 水お であら はす。 そして その 地 阖を書 li の 壁に 張りつ ける。 それから 今度 は 主要 入物 を瞎に 書いて、 それ を 切 
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拔 いて、 小さな 1: 陛の 上に 立てて、 玩具の 人形の やうに、 机の 上 を 進軍させる の だ。 それから、 はじめて 筆 を 執る。 

これ は 我が 曲亭馬 琴の 遣り方 を 想 はせ る〕 それで、 作者の 頭に その ィメェ ジを 明確なら しめる 効 架 は あると しても、 

察 件 本位の i 俗 作家 は 問 はず、 近代の 心理 小說を 志す ものに は 極めて 外面 的な、 そして 子供ら しい 事に しか 思 はれな 

、 0 

ツル ゲェ ネフの 如き は、 その 作 中の 人物の 性格に 親しまん がた めに、 例へば 『父の 子』 の バザロ フを描 力ん 力た め 

に は、 自ら バザ 口 フの氣 持に なって、 『バザ ロブの 曰 記』 をつ けた。 この 内面的 準備 こそ 必要で ある 0 

, ノオト をと る 事 は、 近代の 長 篇小說 を 書く に は、 殆ん ど絕對 的に 必要な 事の やうに 思 はれる。 佛蘭 西の 鄕土藝 術の 

fe. ぶ、 かの 『死ぬ る 土』 の 作家で ある ルネ. バザン の 如き は、 「ノオトな しに は、 すぐれた 寫寶 小説 を 書く 事 は 不可能 

である」 と 云って ゐる位 だ" 

また、 推敲と いふ 事 も、 ス コサト 時代の 事件 本位の 小說 なら 知らず、 近代の 心理 小設 になる ほど、 ますます 必要に なつ 

てく る。 入 間の 心理 は 最も 複雜 で、 いか やうに も考へ 得られ、 解 まし 得られる からだ。 この 上 はもう 行けない とい ふ 

ところから、 ドスト ェ フス キイな ど は、 どんどん その 奥へ 入り込んで ゐる。 もっとも ドスト ェ フス キイ は 推敲 彫琢の 

入で ない 事 は 人み な 知る ところ だが、 これに は ドスト ェ フス キイの 稀代の 天才と、 一種 病的な 精神力と、 今一つ は、 

その 頭の 中での 長い間の 準備と を考 へて 見なければ ならぬ。 そこで、 我々 平凡な もの は、 何よりも 心理的で なければ 

ならぬ 近代の 小 說の道 を 進んで 行かう とする に當 つて は、 熟慮に も 熟慮 を 要し、 推究の 上に も 推究を 費さねば ならぬ 

事が、 如上の 例で も 十分 知れた であら， 「と 思 ふ。 

大正 十二 年 五月 (「文章 俱樂 部」 所載) 
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詩 の  一 t を き 取る ことのた いもの は 

たと へ どんな 人に しても 野蠻人 だ" 

ギヨ ォテは その 詩の 巾に かう 書いた。 藝術を I 詩 を 思 ふ 心 ほど 综 いもの はない。 詩 を 愛する 心 は、 爲を 

求める 心で ある。 詩 を 愛する こと を 知って はじめて 我々 はこ の^に 生れて 來た 甲斐が ある。 詩 はすべ ての も 

の を 美しく する。 詩 を 愛する 人 は、 心の中に、 かの 高山 釋 牛の 所謂 美的生活 を^む 事が 出來 る。 そして かう 

した 內部 2 獒 しい 生沾を 人知れず 生沾 して ゐる人 は 二 望に 生きる ので ある リ 

そして】 度び この 道に 11 この 詩歌の 園に 入った 人 は、 も- 「引返して 來る事 はない、 丁度 かの ツル ゲ エネ 

フの 『ファウスト』 の 熱烈な 女 主人公の 言った やうに II 「祌樣 が 御存じです、 1 度 この 逍に 入って しまへ 

ば、 二度と かへ つて 來る事 はむ づ かしから うと 思 ひます わ！」 

そして 私 もまた 詩 を 愛する。 私も亦 この 果て 知れぬ 詩の 道 をた どって 迷 ひに 迷 ひつ. -も なほ 進まう として 

ゐる、 何處 まで も 何 返まで も。 私の ニ卷 は、 11 『〔盛 魂の 秋』 と 『感傷の.^』 との 二つの 詩 第 は、 その 貧し 

ぃ收 獲で ある、 その §  くも ぁリ、 樂し くも ある 旅の 記念で ある。  >— そして 今や、 私 は 1 個の 詩人と して 詩 

の 作り方 を 述べ なければ ならぬ こと 》 なった。 

だが、 年若き 諸 友に、 ；4は何を；^?れらぅか？ — 私は^^£君に敎訓する资格はなぃ、諸君を指^するカはなぃ。 

卞，詩の：^：り方を述べ るょぅに賴まれた時、 始めは ことわら うと &』 つた" そんな こと はとても 私の 任で はな 

い、 また 私の 身に とって は 偕 越 至極な 事で ある、 私 はた 1- 自分 ひと リで詩 を 作って は ひとり 樂ん でさへ をォ 


ゼルプ スト ゲス r- ス 

ばい- < 11 詩 は 所詮 6 已享榮 なの だから ：：： と。 然し、 4 は 直ぐに 反^した、 I それ は 卑しむべき エゴイズム 

では， なから うか、 或は  」 

私 はま だ见ぬ 年若き 愛友の 手から 受 つた 詩作に つ いて 敎を 乞うた 數々 の 書簡 を 11 それ を 讀んだ 度 毎 

に、 どんなに 私 は鎮を 赤く したで あらう！ どんた に 毒 恥を覺 えたで あらう  思 ひ 起した。 そして これ 

まで それに i^:; へなかった 事が、 答へ たにしても 十分の 滿 足を與 へる やうな "をし なかった 事が、 また 新しく 

；;^ の 心を责 めた —— さう だ、 私 は出來 るか 出來 ないか わからな いが、 ひとつやって 見なければ ならない！ 

そして この 番 物が 出來 たので ある。 詳しい 事 は 「こ の 害 物の 書かれた わけ」 と 題す る 初の 1 章に 述ぺて 置 

いた。 ；？^ は 多く を 望まない、 ？ 4 の 詩 を 愛する 心が 諸君の 詩 を 愛する 心に 觸れ ば、 そして 諸君の 心裡 によ リ 

多くの 詩に 對 する 愛 を 喚起 すれば それでよ い。 ^^はこ の中に詩に 對する愛を說ぃた、 詩に 對 する 愛 は卽ち 

ヒュウ マ- テソ 

人 間 に 封す る 愛で ある、 人 はこの 愛に よって 詩 を 解し 得る、 现解は 愛 ある 處 にの み存す るからで ある。 

私 は 出來る だけ 完 仝な もの をと 骨折った、 つ ひに 所期 通リの ものと はならなかった けれども、 そしてなる 

ベく 平易に と 思って、 むづ かしい 議論 は 避け、 自. E 詩 や 內容镡 などに ついても、 敢て M ハを樹 てる 事 をし ない 

で、 現在の 詩人 に 行 はれる お 說に據 つた 方が 多い。 勿論、 私の 意！^ も 出來る だけ 記し はした が、 ？ S$ の ulrls 

は 詩論 をす る 事で はなく、 專ら 自分の 詩作の ，1 驗ょリ 得た と ころ を 述べる ことに あつたの だから。 

ミチ-. r ち 

そして 最後に。 諸君が 詩 欲の 國の 薔薇の 花， おく 細 徑に路 み 入らう とされるな るば、 ； は それ を 祝福す る。. 

そして こ の喾 がその 道 案內の 1 端と もたれば まことに 幸 ひで ある。 

1 九 一八 年の 初秋に 

ギヨ ォテの 若き 目の 货 像の 下にて 

s の 作 fc- 方  H  H^. 
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.....  .レ 

この 書物の 書かれた わけ —— 大體の 注意 

ぺ  「詩人ら しい イントロ ダ クシ ョ ン」 II 詩人と 小鳥 I 技巧と 內容 I 私自身に ついて 

I 

，詩人に とって は、 詩 を 作る の は快樂 です が、 詩を說 明す るの は 苦痛な 事です。  "リプ 7 

詩と いふ もの は (我 國で普 If: 詩と 呼ばれて ゐ るの は ffs 詩の 事です から、 これから 單に 詩と 呼ぶ の は 詩の 事 だ 

と 思って 頂き 度い) 微風の そよ ぎの やうに 軟 かく、 嘆息の 如く 輕く、 衆の やうに 爽 かに 私たちの 胸から のづと 湧き 

出して おる ものな のです。 詩人 はた だ それ を 紙の 上に 書きう つし さへ すれば よい。 そこに 何等の 努力 も 要りません。 

それが 小 說ゃ戲 曲な どと 違 ふところです。 小 說ゃ戲 曲 は、 1 つ は その 形式が 長い- f ので あるせ ゐ もあります が、 普 

.R 然と 生^る ものと いふより むしろ 作り出される ものです。 その 製作に は 努力が お 文り ます、 意志の 力が 要ります。 心 

& だけで は 出来ません、 i まの 働きがず ります、 批判の 眼が 要ります、 つまり、 理智の 力に 俟っ ところが 甚だ 多い の 

です。 然るに、 詩 はさう ではありません。 それ は 詩に も理智 的な 詩 も ある 事 はあります けれど、 詩 は 原則として. 感 

.. 情 や 情緒 や 覺の 素直な、 單 純な 記 錄 です。 詩人 はた だ 小鳥の やうに 歌へば いいのです。 小 烏が 歌 ふのに 何の 努力 を 

耍す るで せう？ そこに は 決して 理智の 働き もなければ、 批判 も、 反省 もありません。 小鳥 はた だ 歌 ひたいから 歌、" 

のです" ト鳥 はた だ 自分の * 能の 命ずる ところに 從 つて ゐ るば かりです、 歌 ふの は 小鳥の 快樂 なのです から 

も £ 人 もまた ト鳥 です。 詩人 は 人間の 中の 小鳥です。 詩人 は 見た まま、 感じた まま を 何の 修飾 も 加へ ないで、 素直に 


i^- ひさへ すれば いいのです。 そこに は 何の 理窟 も 要りません、 何の 顧慮 も 要りません、 何の K 卷も耍 りません。 自由 

に 大膽に 思った まま を 歌へば それでい いのです。 私たちが 正直で、 眞 摯で、 誠 赏で、 人間と して 愛すべき もので あつ 

たなら ば、 血 あり！！^、 ある 生きた 一 個の 人間であった ならば、 そこに 何の 恥づ べき ものが ありませ う。 また、 私たちの 

心が 明鏡の やうに 澄んで ゐ たなら ば、 もう それで 立派な 詩が 出來 るに 違 ひありません。 詩人の 心 は 自然の 鏡に 外なら 

ない。 曾って 私 は， 

あはれ わが 胸 こそ 

あめつちの あやしき 鏡、 

悲しく も、 嬢し くも、 うつる が 儘に 

くもりて はまた 照れ ど、 ……  (春 月)  - 

と 歌 ひました が、 まことに 詩人の 心 は 大自然の 前に 置かれた 小さな 鏡で、 その 鏡の 面に は 悲みも 映れば 喜び も 映る、 . 

飛び 行く 小鳥 も 映れば 散り 来る 花 も k る、 詩人 は それ を、 ただ その^る がま まに 歌へば いいのです。 

獨 逸の 大 詩人 ギヨ ォテ (ゲ ェテ〕 は旣 にかう 言って をり ます、 「詩が 私 を 作った ので、 私が 詩 を 作った ので はない」 

つと 

と。 卽 一り ギヨ ォテは 一 つ 詩 を 作って やらう と 故意に 努めた ので はなく、 歌 はずに は ゐられ なくなつ たから 歌った ので 

す。 それ は 全く 小鳥と 同じ 事です。 この場合， 小鳥 も ギヨ ォテ も、 私たち 人間 を 自由に 左右して ゐる 或る 知られざる 

もの、 或ろ 限りなき もの (大自然と 言っても よければ 神と 言っても よい) の 道具に すぎない のです、 そのもの によつ 

て 吹かれる 笛に すぎない のです。 詩人 はこん な 風に 考 へて こそ、 はじめて 眞實の 詩人と なり 得る のです、 人間の 本眞 

の聲 する 事が 出來 るので す。 それが 内 心の 聲を 閑却して、 徒らに 作 爲に趨 つたり、 技巧 を 弄したり 修辭の 末に 腐 

心して、 言 紫の 戲れ に陷 つたり すれば、 その 純 粹は失 はれて、 忽ち 不純な、 虚偽な ものに なって しま ひます。 - 

*w の 作り方  一一 一 1  一一^ 
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そし は 技巧と いふ こと も 必要です。 おなじ 情に しても 一層 巧妙な 表現 をした 方が 一 歷カづ よくな つて、 一 厨 人 を 

動かす に 遠 ひありません。 それに は 言葉の 潠擇 や、 m 廻し の 上に、 文字の 配合 や、 修辭の 上に 苦心し なければ なり ま 

せん" けれども、 技巧 は 要するに 末の末な のです。 まづ 大切な の は內容 です、 IE 谷あって の 技巧です、 內容 がつ まら 

ぬもヮ c:. あ しば、 いくら 形式の 美 や、 修辭の 上に 骨折っても 何にもな りません 。然るに 多くの 詩人 はさう した 技巧の 

末 こ. げ？、 しして、 その 詩 を 美しぐ 飾り立てて 人の 目 を くらまさう とする、 いやくら まさう とする のではなくて、 自分.^ 

づか らも， 「それで 1 かどの 名作 だと 思 ひ 込んで しま ふ。 これ は 大變な 間違 ひです。 詩 は M 實を 含んで ゐ なければ 決し 

ていい 詩と は 言へ ません。 然るに、 さ 5 した 技巧の 末に 專 心して ゐ ると、 その 詩の 肝心の 生命 を さへ 殺して しま ふ 事 

になります。 まして や はじめから 眞實 でない、 ％腦 で 作り出した、 手先き でで つち 上げた やうな 詩なら ば、 それ はも 

論外です。 ；？^ はそんな 詩を讀 ませられ、 そんな 技巧 詩 入 を、 細工 人を大 詩人 だと 思 はねば ならない やうに 機 力で で 

も强 ひられれば、 まづ此 世に おさらば を 言った 方が 遙 かに 氣が 利いても ゐ るし、 愉快 だら うと 思 ひます。 

そこで 私 はかう いふ 事 を 特に 力 を こめて 言 ひ 度い— 技巧 はお 化粧で ある、 美人が お 化粧 をす るの は、 身 だしな み 

として 必要で ある、 その美し さ を 一層 輝かせる 爲に 有用で ある。 然し あまり 美しく もない 癖に、 白粉 を こて こて 塗つ 

て、 口紅 や 頰紅を さしたり、 高 債な 衣裳 を まとうて、 自分で 大變な 美人の やうに 思ったり して ゐ るの は 醜の 極で あ 

る、 そのお 化粧よ ただ その 醜 を 一 厨 醜に する だけで ある。 深い 眞實 のこ もった 衷心より 迸り 出た 詩に 技巧の 磨き を か 

ナ たなら ば， そ 1 は 一層 美しい 詩になる であらう、 が、 さう でない、 不純な 無 内容な 詩 を あらん 限りの 力 を 注いで 彫 

® し たもの は、 その 技巧 や 修辭が 巧妙で あれば ある ほど その 醜が 目に 立って 來 ると。 — これ は 私の 確信な のです， 

私 は 技巧 を 斥け はしません、 が。 技巧に 囚 はれた 技巧 詩 を 愛する 事 は出來 ません * 作詩 術 や 修辭學 の 助け を 借りて や 

つと 牛： れ出 たやうな 詩に 何の 價 値が ありませ う？ 


詩人 は 素直で なければ なりません。 まるで 笛 や 琴の やうに 從順 でなければ なりません。 大自然の 奏づる ままに 歌 は 

なければ なりません。 さ 5 です、 大自然の 與 へた 自分の 本能の ままに。 11 詩 は. K 能の 所產 なのです から。 だから 詩 

作に は 何等の 努力 も 要る わけはな いのです、 若し 努力が 要る とすれば、 それ は 詩作の 技巧の 上の 努力ではなくて、 入 

問と しての 自 己 を 作る 努力です.' 詩人 はま づ， 詩 入と なる まへ に 一個の 人間と ならなければ なりません。 人格 卽ち 詩で 

す。 ギョォテの入^^にしてはじめてギョォテの詩を作る事が出來、 ヴ-ル レ ェ ンの 人格に して はじめて ヴ-ル レエ ンの 

詩 を 牛； む 事が 出來、 ホイットマンの 人格に して はじめて ホ イヴ トマ ンの詩 を 出す 事が 出夾 るので す。 要するに 詩人 はま 

づ 自己 を 完成し なければ ならない、 その外の 凡て は、 凡ての 技巧 は 末の末な のです。 詩人と しての 修養 は羅竟 人間と 

しての 修奏に 外なら ない。 詩作の 祕訣 は、 詩 を 好んで、 はじめて 詩を學 ばう とする 人の 切に 間きたい と 願 はれる と、) 

ろで せう。 が、 詩作の^ 訣は、 結局 ただこの 人間 をつ くれと いふ 一 言に してし まふので す。  - 

II 

詩人が、 本當の 詩人が かう した ものである とすれば、 詩 を 作る の は快樂 であっても 詩を說 明す るの は 苦.：；^ だとい ふ- 

事 はよ くわ かる だら うと 思 ひます。 詩は^il^明せらるべきものではぁりません。 よしや 說 明して て も、 詩人の 本當の 

感じ は その 百 分の 一 も傳 へる 事 は 出来ますまい。 詩 は 神 來の聲 なのです から、 詩人 自 身よりも 一 唇 高い ものです、 だ 

- から その 深い 味 ひ は その 詩人 自らに さへ 說 明され ません。 ただ 眞に詩 を 解す る 能力の ある 人なら ば、 1 言の！^^明は 

なくと も、 本能に よって、 その 眞趣 を鋇賞 し 理解す る 事が 出来る のです。 ^^.覺にょってその詩の！©、實のものか虚僞の. 

もの か を _a ちに 鑑別す る 事が 出來 るので す。 まこと _レ 、本能の 聲は ただ. H 能に よっての み聽 かれ 得る のです。 されば、 

詩人が 詩の 說明 をす るの は、 單に 苦痛で あるば かりで なく、 また 不可能で あると も 言へ ます、 II！  くと も 詩人の 設明は 

詩の 作. 9 力  =;E】 • 
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その 詩より 必ずつ まらない、 惯 値が 低い。 

まして や 詩の 乍り 方 を 詩人が 述べる —— これ はむしろ 不合理な 事で はありますまい か？ 技巧 詩ゾ 宗匠 詩人な 

I, それ こ sf 讓 かも 知れません が、 眞の 詩人なら ば、 「私 は 作詩法 は 俘 じません」 と 言 ふに 違 ひ ありませ 

ん。？ . 誰 こも 詩の 作り方 I はりませんでした、 それ ゆ ゑまた誰 にも 詩の 作り方 を敎 へる 事 は出來 ません」 と f 

に 違 ひありません" それに また 詩作の 祕訣 は旣に 述べた 如く、 「自已 をつ くれ」 「人間 をつ くれ」 の 一句 に盡 きて ゐ るの 

です。 

^るに ム ょなビ こんな 一見 械、： 用に 見える 著作 をす るので せう か？ お まへ は li^M 貲の 詩人で な、 の 力？ 技巧 詩 

人、 S 詩人 こすぎない のか？ いや、 いや、 どうして そんな 事が！ 世に 私 ほど 雙を 求めて ゐる 詩人が あるで せう 

f 眞. を ん じて ゐる 詩人が あるで せう か？ また、 自ら、 それ は 潜 態な 傲慢な 事 かも 知れない けれど、 純情の 

人、 ® 情の， 人 (よし どんなに 小さな ものである にせよ) を 以て 任じて ゐろ 詩人が あるで せう か？  II さ 5 です 私 

よ ギヨ ォテ と共に 自分の 詩を一 つの  一 ン」 としか 思 ひません、 ，1 の 謹の 反映と しか §1 ん、 要で 害い 

た 自叙 專 としか ひません。 私 は 自分の 詩 を 立派な 襲 術 品 だと は考 へません、， 《^ 分を大 詩人 だと は考 へません。 ただ、 

自分の 詩篇 を 以て 一個の 人間の 正直な 告白 だと 信じ、 その 誠 K を 以て 誇る のみです。 私の 詩 はた だ 涙です 歎息で 

す、 微笑です、 哄笑です、 歡 呼です。 私 は ギヨ ォテ と共に、 つお- - ユー ひ pi  J 

私が どんなに 迷 ひ、 どんなに 努めた か。 

どんなに 惱み、 どんなに 暮し たかは 

ここなる 花環の 花と なる。 

老^ も、 また 脊春 も、  . 


德も、 不德 も、  , 

集めて 見れば 歌と なる。  (ギヨ ォテ〕 

と 敬 ひたいの です。 

それな のに、 私が かう した 宗匠 詩人の する やうな 事 を敢て 企てた の は、 詩 入に とって あまり 樂 でない 事 を 敢て辭 せ 

なかった の は、 外に いろいろの 理由 も ありまし たが、 自分の 昔日の 愚かな 迷 ひ、 腹立たしい 晴中 摸索、 馬鹿々々 しい 

彷， 得. の 苦い 經驗の 記憶が あまりに あらたな ために、 曾って 私に 詩作の 道に ついて 質問して 来た 未見の 若い 友達の 人々. 

に 答へ ないで しま ふわけ に 行かなかった からです。 それで いささか 自分の 經驗 をし るして 諸君の 參考に 供し、 諸君に 

再び 私の 失敗 をく り 返させ まいと 思 ふので す。 ー體、 若い 心と いふ もの は 妙な もので、 自分が それと 信じて みる で 

も、 誰か 先輩が それ をうな づ いて くれたり、 それと 同じ 意見 を發 表して くれない うち は 安心 出來 ない ものです。 それ 

で、 私 はそんな 若い 心に 「私 もさ，^ 思って ゐ ます」 と げる だけにす ぎないで せう。 私 は敎師 ではありません、 山路 

を ころんだり、 つま づ いたりして 行った 旅人に すぎません。 ただ 諸君より は 一 あし 先き に 歩いて 行った 爲 めに、 或は 

道案內 でも S. 來 るか、 詩と いふ 遠い 旅路に ついて 何 かの 注意で も 述べる 事が BS 来る かしらと 思 ふだけ であります。 

私が 詩作 を 始めてから、 早い もの もで、 もう 十三 四 年に もなります。 顧る と 遠い 旅で ありました。 「はるけ くも 來っ 

る もの かな」 とい ふ 感じが しみじみ とします。 海 を 見て 隱岐の 島 を 見て、 網 小屋の 網の 上に 寢て、 不朽の 詩 を 思った 

少年、 殖民 地の 波止場 を 放浪して 海 を 歌った 少年、 大阪の 煤煙と 塵埃と に 染まって、 福 島の 洋菓子 舗の 二階の 暗い 二 

墨の 間に 髮を 長く して、 せっせと 東京の 雜 誌に 詩 を 投書して ゐた 少年、 それが この 私でした。 その 私が 今 かう してい 

かに も 一 かどの 大家ら しく 詩の 作り方な ど をお 話す るの かと 思 ふと、 更に 時の 推移に 驚かれる よりも それよりも 何 

となく くすぐったい 氣恥 しい 思 ひに 堪 へられない。 第 一 私に そんな 資格が ありさう に は 思へ ません。 が、 ただ 詩 を 愛す 
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る點に 於て は、 私 は ほかの いかなる 詩人に も 劣らぬ と 信じます。 十 何年と いふ 長い 歳お の 間、 私 は 詩の ことば かり を- 

考 へて 来ました" m 本の 昔から 今までの 詩 * 西洋の 詩、 支那の 詩、 私の 讀んだ 詩の 數は どんなに 多いで せう。 少年の 時 か 

ら 今まで 作った 私の 詩、 それ は どんなに 多いで せ 5、 それ は 十卷の 詩集に もなる でせ う。 して 見る と、 私 は その 經驗 

に 於て 確かに 諸君に 一日の長が ある。 私の 多年の 彷徨 や、 失敗 や、 無駄骨折りの 苦い 經驗 は、 これから あらたに 詩歌. 

の 道に 進まれる 諸君に 對 して. いいい ましめ になる に 違 ひない。 かう 考 へれば、 この 自ら 狐らぬ、 烏 滸な業 もけ 分で、 

許されます。 私の 不用意な 言藥 から 何等かの 敎訓を 得られたなら、 それ は その？ ^来った 人が えらい のです。 日本の 詩 

境に は 今 第二の 曙が 來ら うとして ゐ ます、 すぐれたる 詩才と、 より すぐれたる 詩魂と を 有する 若い 詩人が 現れて、 そ 

の 人間と しての 内的 經驗を 歌 ひ、 微妙な^ 箝の音 を この 島國 中に 響かせて くれたなら どんなに いいで せう。 どうか 眞 

の 詩人が 出て ほしい。 そして 私の 經驗が 未 來の大 詩人の ために 何 かの 役に立ったら 嬉しい 事です U そして 、は その- 

入々 に 今から して カ强く かう 叫んで 置きたい、 —— ただ 邪路 に陷ら ぬよう に、 邪路 に陷ら ぬよう に  とひ 

詩と は どんな もの か？ 

1 、 詩の 本質に ついて 

「ー體 * 詩と は どんな もので せう か？」 11 これが 先づ 第一に 生じて 來ろ 疑問です。 詩 はどうい ふ 風に して 作った. b 

いい かとい ふ を考 へる 前に、 先づ 詩と いふ ものの 本質 を 明かに しなければ なりません。 

詩は我々 の^^情を 一 番 S1 に、 一 番單 純に、 一 番 直接的に あら はす もの です。 詩 は 一 番 原始的な 藝 術の 形式です。 


p ひ ク-" 'ゆ m  ポ エト リイ  r ひ 

だから その 起原 は 一 切の^ 術のう ちで 1 番 古いので す。 紀賞之 は 「この 歌 (歌と は 彼の 時代に 於て は 無論 「詩」 の謌 

である)、 天地の 開げ はじまり けろ 時より 出で にけ り」 と 言って ゐる。 本 居宣； は 伊 群 諾-、 伊弊册 ふた 柱の 尊が お出 會 

ひに なって、 「あなえ やし、 え をと こ」 「あなえ やし、 え をと め」 と感嘆せられたのを以て^^す の起原としてゐる。これ 

など 確かに 面白い 見解で、 西洋 八の 信仰から 言へば 詩 は アダム、 イダと 共に 生れた のに 違 ひありません。 最初の 入 間. 

は- £ち 最初の 詩 入 だ つたの です。 

もっとも それが 「is」 とい ふ 1 術の 一形 式と なった の はもつ と 後の に 違 ひありません。 調子の 助け を 借り、 音 樂. 

的に 節づ けられて、 施 律 を 伴って 歌 はれる やうに なって、 歌謡と なって、 はじめて 獨 立した 藝術 になった のでせ う。 

私 は 詩と いふ もの は <s ^の 感情の 高潮に 達した 時の 聲、 卽ち 感激の 聲、 感動の 叫び だと 思 ふので すが、 まったく 嬉し- 

い 時、  悲しい 時、 私たちの 心 は 決して 平靜 では ゐ ません、 それ は 何等かの 形 をと つて 現れます。 笑 ふと か 泣く とか、 

飛 廻る とか 顏を 伏せる とか、 © く とも 表情と なって 顏 面に 現れます。 それが 言 蒸と なって 現れる と？、 そこに 詩 は 生 

れて來 るので す 。「あ- - 嬉しい！」 と 言へば、 それ はもう 詩 だと 言って 差 支ない。 けれども ただ それだけ では 藝 術と レ 

ての 價 値がない、 おなじ 嬉し さで も、 他の 嬉し さと は 違った その 時の 嬉し さ、 他の 入の 嬉し さと 違った その 入の 嬉し さ 

を 現 はさなければ 藝術 ではない。 In- とも 藝術 としての If 自 性が 乏しい から、 その 價 値が 低い のです。 かの 俳句で い 

ふ 月並と いふの なぞが やはり それで、 ありふれた 陳套な もの だからつ まらない のです つ 詩に はま づ 個性が 大切です。 そ 

の 入でなくて は、 他の 人に は 歌へ ない その 入獨 特の もので なければ なりません。 模 做した ものの 無價 値な の はこ こで. 

す、 舉 なる 入の 模倣なら ヽ その 八の 個性から 生れた もので ないから、 模倣され た 人が その 個性に 基いて 歌った 詩の 存， 

する 限り、 その 存在の 意義はありません。 同じ 模倣で も、 その 入の 個性が 模倣され た 詩の 作者の 個性 を沒 却す る位ゐ 

顯 著に 現れて をれば 始めて その 存在 を 許されます。 そして こんなの はも はや なる 模倣と はい はれません。 むしろ 嗜 
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一一 1 四 六 

示 を 受ける とか、 感化 を 蒙る とか 言った 方が 穩當 でせ う。 ギ ョォテ が 言った やうに、 「詩 入 は 個性 を it 揮す ベ きで ある 9 

そして この E 性に 何等か 储寶 なる もの あらば、 詩人 は その 中に 類 性 を 叙す るで あら 5」 詩人が あまり 自分の 個性 や. 尊 

重して、 1 意 それ を 發 揮しょう とすれば. H 然 他人に 理解の 出来ない ものに なり はしない かと 疑 ふ 人 も あり ま せう。 

が、 HI 山 花 袋 氏の 所 l_i 「一入の 心 は 萬 入の 心」 で、 ある 個性の 極めて^ 入 的な 感情の 叫び、 例へば 失 戀の悲 み を 歌つ 

た 詩 は、 その 詩人が 極めて 病的で アブ ノォ マルで ない 限り また 萬 人に^ ずるから、 何人に も 理解され、 同じく 失戀に 

惱 める 人に は 無量の 慰藉 を與 へる に 違 ひありません。 

ところで 感情の 叫びと 言った だけで はま だ 十分で ないで せう。 臂. 際、 詩の 本質 を 一 口に 言 ひ 切る 事 は 困難な ことで 

す。 或る 獨 逸の 詩 入 は 「詩 は氣 息な り」 と 言った。 卽ち詩 は 呼吸 だと 言 ふので、 これ は 詩 は リズム だと 言 ふのと よく 

似； 迎 つて ゐ ます。 リズム は 要するに 感情の 波動で あり、 呼吸 そのもの だからです。 詩 は 祈 禱 の 言 紫 だと 言った 詩 入が 

ある、 宗敎 的な、 敬虔な 心 持の 詩人に 取って は 詩 は 祈 禱の言 紫で ある 笋 です。 詩 は 心情の 愛 だと 言った 詩 入が ありま 

す、 まことに 入 問 的な 詩人に 取つ て 詩 は 正に さう あるべ き 箬 です。 そし て 私 もまた 言 ひ 度 い 、 詩 は 入 間の li であると。 

Suffoting  Ips-^ 11 入 類の 悩み、 詩 はた だ それ を 歌 はんが 爲 めに のみ 存す るの だ！ 

然し こんな Mf- を 言った だけで は、 確實な 詩の 槪念は 得られないで せう。 そこで 私 は解說 家ら しい 平明な 散文的な 說 

ザ エト， ィ   

明 を 下して 見なければ なりません〕 とい ふ 言葉 は 廣義に は 文學、 より 正しく 言へば 小說、 戲 S 等の やうな あらゆる 

文學 上の 創作の 稱に用 ゐられ ます、 そして この 意味で は小說 家、 € 曲 家と 雖も 詩人と 呼ばれます。 (藝術 上の 製作の み 

ならず、 入 生の あらゆる 詩的 要素 を 有する もの は 詩と 呼ばれ、 創作家 —— 詩作す る 入で なくと も、 詩人 的 要素 を 有する 

入 は あの 男 は 詩 入 だな どと 評せられ ろの は 誰し も 知る ところで ある) けれども、 今 普通に 用 ゐられ ると ころで は、 詩. 

と は 散文に 對 する 韻文 11 節 i^: ある 言 觀を以 て 書かれた もの —- の 事で、 ^晝的 彫刻 的の 作用の みならず、 音樂 .ir 作 


用 を 多分 こ はする もので なければ ならぬ" 卽ち詩 は 感情、 情緒の 音樂的 表白と も 言へ るで せう。 が、 要するに 詩の 本 

質よ， かう した 說 明よりも 詩 そのものが 最もよ く設 明す る だら うと 思 ひます。 

二、 西洋の 詩と 日本の 詩 

西洋の 詩と 日本の 詩と はどう 違 ふか？ どちらに しても、 その 詩た る 本質に 相違 はない、 詩 そのものに 二つ はない 

からで ある。 ただ その 形式が 違 ふだけ です。 西洋の 詩 は 昔から 抒情詩、 叙事詩， 劇詩の 三つに 大別され てゐ ます。 好 

情 詩は單 なろ 感情、 情緒 を 歌った 短い 詩、 叙事詩 は 入物 事件 を描寫 した 物語 詩、 劇詩 は 韻文で 書いた 戲曲、 脚本 を さ 

すので す。 卽ち、 ハイネの や、 ヴ エル レエ ンの 詩の 如き は 抒情詩で、 ホメ ロス (ホォ マァ) の 『ィ リア" ド』 め 『ォ 

デプセ ェ』、 ダンテの 『神： M』 の 如き は 叙事詩、 ギヨ ォテの 『ファウスト』 の 如き は 劇詩です。 ところが、 近世 散文の 

勃 P 、する に從 つて、 叙事詩 は 小說に その 地位 を It はれ、 昔日 叙事詩 を 以て 歌 はれた 事 は 今や 小說に 描かれる に 至り、 

現に 叙事詩 を 作って ゐろ 詩人 は 英吉利 以外の 國 では 極く 少數 で、 また さして 傑作 も 出ません。 近代 第一の 叙事詩と 見 

るべき-一 イチ ヱの 『ツァラ トウ スト ラ』 の 如き も 韻文で なしに 散文で 書かれて ゐ ます" また 劇詩 も 今 は あまり 見當ら 

ず、 多くの 戲曲家 は 大部分 散文 劇 を 書いて ゐ ます。 かう して 該文 はだん だん 散文に その 領分 を蠶 食せられ て、 あとに 

殘 つて 昔日の 勢 刀 を 維持して ゐ るの は ひとり 抒情詩 だけです が、 その 抒情詩 すら この頃 は 以前の やうに 長ったら し V 

もの はなく、 いづれ も 短詩 形の ものです。 お il の 鬼才 エド ガァ + ラン. ポオの 如き は 抒情詩 は 短詩 形なる べき こと を 

して ゐ たし、 佛蘭 两 の は その 藝術觀 からして、 刹那々々 の 情緒の 表現 を 詩人の 唯一の 任務と し、 勢 ひ 短詩 

形 を i とひ、 fkys 形式な ど を 愛用した ものです。 ところで、 これ は 無理から ぬ 話です、 長大な 抒情詩 は 大抵 叙事 

詩的 抒情詩に なって、 純粹の 抒情詩と は 言へ ないやう ですから。 

詩の 作り方  一一 一 や 


Ills 八 

私 も 抒情詩 は 短い ほどい いかと 思 ひます。 それだけ 無駄がなくて、 含 is が 深くて、 感銘が 强 いのです。 その i! から 

我國の 俳句の 如き 實に 立派な 詩形で、 g 蕉の 句の 如きな まじつ かの 象徵詩 入の 作より どれ 程 含蓄が 深く、 暗示 的、 ^ 

徵的 であるか 知れません。 といって、 何も 詩 を 俳句 程度に 短縮し なければ ならぬ とい ふので はありません。 

日本の 新しい 詩 は 西洋の 詩の 影響の もとに 生じた ものでした" 外 山、 山、 矢 W 部尙 今、 井上 巽 軒の 三 博士が 所謂 斬 

.  ライン  スタンザ 

糟詩を 興して、 『新體 詩抄』 を 出した のが その 起原です。 西洋の 詩を模 した もの ゆ ゑ. 行 を 切り、 聯を 分けして この 

體裁は fS 洋 そっくりで したが、 その 韻律 は 七五調、 五 七 調な どと いふ 萬雜の 長歌 や 今様な どと 同じ 葡來の 音數 律の 制 

約 を 採用し ましたから、 一 面から 見れば 短歌に 謎 倒されて 一 時 滅びて ゐた 長歌の 復興と も 見れば：^ られ ます。 その後 

新 詩と いふお は^ 人の 嘲笑の i となり、 詩人 は その 名を纖 ひ、 新 詩 社で は 短歌に 對 して 長 詩と 呼んで ゐ ました。 そ 

の 新 IE- 詩が 今日 の 肖. W 詩にまで 發 達し たのです。  、だたり 

かう いふ 譯で、 西洋の 詩 も R 本の 詩 も 詩の 本質に 相違 はない が、 言語の 相違から して、 その 韻律 上に は 非常な 驟隔が 

あるので す。 

三 詩と 歌との 違 ひ 

ー體、 我 國には 短歌と いふ 軍 な 形式が あるのに、 なぜ 詩の 必要が あるの かと 言 ふので すか？ それ はか， つ わ 

けです。 元來、 短歌と い ふ 詩形 は 極めて 傳.^ 的な、 クラシカル な 形式で、 新しい 時代の 内容 を 盛る の に は 不便 を 感ずる- 

點が 多い。 殊に 思想 や、 觀念 を；^ 扱 ふ 事 は 非 に 困難で ある。 (我國 の 詩の 發 達が 大 變遲れ たの も、 一 つ は 自由詩 前の 

詩人た ちが この 短歌 的な 技巧、 昔 律の 傳統に 固守して ゐ たから だと 思 ひます) それに^^ー、 あの や，.' な あまり 單 純す 

ぎる ig 詩形です から 少し 複雜な 内容 を 盛ろ 事が 出來 ない。 近年 連作 體と 言って、 澤 山の 歌 を 並べて、 始めて 一 篇の詩 


としての 15 挟義を 成す やうな 作風の 行 はれる の も そのためです。 私 は 前に 短詩 形なる だけい いと 言 ひました が、 それ は 

理想論で、 事實 はさう は 行きません し、 第一 短歌と いふ 形式が 自由で ないから、 どうしても 詩と いふ 形式が、 ビ耍 なり 

です。 

四、 詩と 散文との 違 ひ 

詩と 散文と は ど， r 違 ふか？ これ も こ こで 簡單 に說 明し て 置い て もよ い。 

詩と 散文との 形式 上の 區別 は、 一 方が 韻文 ——卽ち 節奏 ある 言葉 を 以て 書かれて ゐ るのに 對し、 一 方が さう でない 

とい ふところ にある。 が、 今の 自由詩の 如き は、 一寸見た ところでは、 その £j ^切り、 ス ザ を 分ける 亊を 除いて は、 一 

寸 散文と lEg: 別が つかない。 その 區別 をつ ける もの は、 その リズムで ある。 卽ち 詩の リズム は 散文の リズムより 一層 紫 

張した、 一 屏强 調せられ たもの なのです。 然し、 私 はすべ ての さう した l£Sl 別の 甚だ 闲 難なる を 思 はずに ゐられ ない。 

私 はむしろ 散文と は 詩に 到る 階段 だと 思 ひたい、 散文が 化せられ、 純化 せられて 詩になる の だと。 

そして、 誠に 人が 死ぬ ものなら ば、 誠に 生存 は 虚無の 餌食に 過ぎないならば、 首 葉 も 足らず、 ひも 足らず、 n 夜 

の 流れに 搖れる 魂の みが 高く 感じ取る 此の 生 沾の感 は、 舉宽 する に 何の 甲斐 ぞ！ 此の 4J{ きた 感 翻が 何の 故に 死ぬ 

べきで あらう か！ 私が 眞に 愛し、 私が 腐に 慕った 者 は 何時も 私の 内に 荷って ゐ る。 私が 何時か は 呼吸の 止まる 日に 

會 ふの は 明らかな まことで ある。 けれども その 故に 彼等が 私の 内から 去リ 得ようと は、 何で 信じられよう！ 彼等よ 

私の 心臓の あらゆる 錢に 行き渡った 永遠の 感じ そのもの である。 此の 凡てが 誠に 消滅すべき ものである ならば、 に 

生 は 燃えない 敏燭 にも 遂に 價 しない。 あ、 私に 永遠 を 告げた もの は 何で あるか？ 愛慕の 心で ある。 私に 生 を吿 

げた もの は 何で あるか？ 愛慕の 心で ある。 慰藉 は 愛の 眠リ であ リ、 微笑 は 愛の a 覺め である。 少く とも 私 を 以て 
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す レず、 愛の 意識に あらざる ょリは 微笑 は 仝く 微笑で はない。 愛の 經驗に 依って 聖な營 み を 啓示す る もの！ 私 は 

御. 化 を 微笑と 呼ぶ。 (三 富 朽葉) 

こし は 一九 一七 年の 七月、 跳 子の 海に 於て、 その 友 今 井 白 楊と 共、 に、 かなしく もまた 美しい 水死 を 遂げた、 尊敬す ベ 

き 深 t な 魂の 持主であった、 あの 贵族 的な 詩人 三 富 火の 鳥の 絕筆 『微笑に 就いての 反省』 の 一節です。 私 はこの 意味 

の 深い 言 f 讀む 毎に 美しい 詩人の 魂 くやう に 感じない 事と て はない。 詩人の 書く もの はすべ て 詩で ある 

とい ふ 私の 信念 は 決して 愚かしい 妄見 ではない。 私 はこれ を單 なる 散文と 思 ふ 事 は 出来ない。 に f 中には あの 美しい 

容貌 を もった 熱烈な 詩人の 呼吸が さながらに 宿って ゐる、 その リズム は 恐らく 永遠 そのものの^ 吹であった 力 も 知れ 

ない。 私 はかう した 感想 を讀 むと き、. 詩と 散文との 區別を 甚だ 無 1M 味に 思 はずに は ゐられ ない のです。 

五、 詩と 音樂 との 關係 

ST 私 はこの 一語 を こんなに 感激 的に 叫ばずに ゐられ ない 位 ゐ音樂 が 好きです。 詩 はもち ろん 好きです が 詩 

こついで は管樂 です" 一昔 樂の 1<1 す 感動 は 殆んど 言語 に^する ものが ある、 それ は肉體 的、 感覺 的な 感動で あると 共 

に、 また 精神的な、 いなむ しろ 霞 魂の 顫 へる やうな 感動で ある。 

そして 私 は 田 5 ふ、 詩 を する 入 はまた 必然 音樂を 愛する に 違 ひない と。 一 KH 樂を 愛しない 詩人 は 畢竟 觀 念の 詩人で あ 

る U いや、 音樂を 解し ない 詩人と いふ 槪念 はなり 立たない 箬 です。 なぜ なれば， 詩人 は 文學者 中の 音樂 家な のです 力 

ら。 さう です、 詩と 昔 樂とは 極めて 似通って ゐ ます。 似て ゐる といっても、 然し、 決して 同一 の もので はない。 然るに 

|E 樂を 1^ 重す るの 餘り、 詩 を 直ちに 音樂 たらし めんと したと ころに、 かの 佛蘭. &象徵 派、 ラ 悲しい 誤謬が あつたので 

す0 博： 攀な 詩八ス テフ アン. マ ラル メが、 全然 思想 を棄 て、 專心 音調と 韻律の 技巧に 沒 頭し、 - 晦漩縢 隴と言 ふより もし 


え-全然 意味な き 詩句の 彫琢に 腐心して、 つ ひに 一 篇の外 Si 語に 完全に 聽譯 せらるべき 作 を 出さず、 つ ひに その 詩 を 白 

紙にまで！； E 化して、 怪奇な 妄想 家の 名を殘 した 如き は、 入 間が これ 迄 詩人と して 遭遇した 一 番^|||劇的な蓮命ではなか 

つたで せう か。 

詩 入 は 詩の 如く 音 樂を 愛する でせ う。 然し 詩と 昔 樂とは 違 ひます。 音 樂に存 する もの は iK が です。 詩に ある 

もの は リズムです。 詩 は諸藝 術中 最. -音樂 に 近いと いふ だけで、 單に音 樂的 なと いふ だけで、 決して 音 梁 そのもので 

はありません。 ある 詩が 作曲され、 演奏され る 時、 詩 は はじめて 音樂と 融合し ます 0 けれども、 このと きで さへ 詩の 

質と、 音樂の 本質と は 共存して ゐ るので す。  - 

詩人と は どんな 人 か？  、 

1 、 ファヅ ファス の 言葉 

T. 詩人と はいかなる 入で あらう？ また 彼 はいかなる 人に 語らう とする？ 我々 はいかなる 言葉 を 彼に. 别 待したら い 

いだら う？ 詩人と は 他人に 語る 人で ある、 普通の 入より は 多感に して、 情熱 さかんなる 入で ある。 人間の 本性 を 知 

る こと 深く、 鋭敏な 心 を もった 人で ある。 自分の 心意と 熱情と を 喜び、 自分の^！神を樂しむ箏他にまさってゐる。 そ 

して 好んで 萬 象の 變 化の 中に 見える 等しき 情意の 現れに 心， ゲ!； め、 彼 自ら それ を 見ない ところに も、 常に これ を i り 

出さ， 「とする。 なほ また、 詩人に は 他人に まして； 1 著な 特性が ある。 物な きと ころに、 さながら その物の 現在す るの 

を 見る かの やうに 心 を 動かされる 事で ある。 換言すれば、 彼 は 情熱 をつ くり 出す 力が あるので ある d その 情熱 は、 實 
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在の 事-一 して， お) る ものと 同じい もので はない けれど、 これ を 他人が 全然 自分の 心の 働き だけで 常に 心に 感ずる もの 

に比べる と、 なほ 遙 かに 見事に 當 つて 起る 情熱に 似通うて ゐる。 (一般 同情のう ち、 心を樂 します 者に あって はとり わ 

けさう である) かう してな ほこれに 習練 を 積み、 ここに 彼 は その 想った ところ、 その 感じた ところ を！^ ベたならば、 

いよいよ 巧みに 力 ある 詩 をな し 得よう。 殊に、 —— 彼の えらぶ ところ か、 又は その 心の 構造が これ を然 らしめ るか 知 

らな いが II 毫も 直接 外界の 刺戟 を 蒙らないで 起り 來る 感想 を抒 ベる に當 つて 巧みに また 力 あるに 至る であらう。」 こ 

國！， Itq 獨^ の 私淑した 英士 口 利の 湖畔 詩 入 ヮァヅ ヮァス の 言葉で あるが、 この 『われ 等 は 七 人』 の 詩人の 言 紫 はま 

ことによ く 詩人の 特性 を 言 ひ 現して ゐる。 彼 は 詩 入の 普通人と 異る點 を 的確に 指摘して ゐる。 卽ち、 普通人 は咸 (動す 

べきと ころに も 感動し ない、 然るに 詩人 は 極めて 平凡に 思 はれる やうな 事に. - 感動す る。 

{^ にか 》 ろ 虹 兑れば 我心： M る、 

幼き 時 かく ありき、 

人と なれる 今 もまた 然り、 

願く ば 老いても また かく あらな む、 

然ら ずば むしろ 死よ 來れ、 

子供 こそ は 大人の 父ぞ、 

希く ば わが 生涯 をして、 

日々 に 自然 を 驚 1 せしめよ。  (ヮ ァズヮ ァス) 

と 歌った 詩人の 心 はま さに 子供の 心で あり、 永久の 子供た らんと する 願で ある。 子供 は 何もの を も 驚嘆す る 子供に 

とって t 比 世の もの は どんな もので も 珍ら しい、 蝶 を 見ても 鳥 を 見ても、 蛙の 聲を 聞いても、 水の 音 を 聞いて 子 


供の 心 はふる へる。 空に かかる 美しい 虹 を 見れば、 何處 までで も 追つ かけて 行って つかまへ たいと 思 ふ、 子供 は その 

虹が はかない の 幻 だな どと は考 へない。 月 を 見ても それが 生物の， 一 つと して！！ 息して ゐ ない 太陽 采 中の 死せ る J 

遊星で、 地球に くっついて 廻轉 して ゐる もの だな どと は 夢想 もしない、 そして 唯 その美し さに 驚嘆し、 無意識に 「お 

月 さま r いくつ …… まだ 年 や 若い な」 を 歌 ふ。 これで ある、 これで ある。 詩人の、 ：3 はま さに かう でなくて よ.？？"、。 

せ，？ さ，、  J  1 J ーブ - 10/1^1 

詩人が 月に ついて 科舉的 穿醒を 企てる とき、 その 詩與 は滅ん でし まふ、 十 ィ イヴに 月の 美 を 讚ず る 事 は 出来な く， よつ 

てし まふ。 科學と 詩と は兩 立し ないから である。 或る 詩 入が 科學 者と なった 瞬間に その 詩人 は 消滅して しま ふ。 哲學 

的な 思索 とても 亦 その 通りで、 詩 入が 純粹に 悟性 を 働かせて、 人生 宇宙に ついて 考察 するとき 詩 入 は哲學 者と なつ 

て、 も. -詩 入ではなくなる。 形而上 學は 詩で はない、 ルク レティ ウスの 哲學 詩の やうな ィ 1^ ァ &ク， a ら のみ 生れて ゐる 思辨の 

詩 は、 いかに 美しい f 一- 〔葉の 飾りが 附 いて ゐても 純粹の 詩と は 言へ ない。 これに 反して、 どんな 哲理 や 瞑想 を 歌つ C 

も、 どんな やかましい 神學の 敎理を 歌っても、 それが 心情から 出て 来れば、 卽ち冷 かな 思索で はなく して、 熱烈な i 

動から 生れて をれば 立派な 詩な のです。 例へば ダンテ ゃシ ルレ ルの 詩の 如き、 隨分 抽象的な 觀念 を！^ つて ゐ るが、 そ 

れは單 なる 思辨 や、 理窟ではなくて、 感情の 聲 だから 詩と して 尊い のです。 ラ マルティンの fte. ク ilrir の 如き 純 

然 たる 感情の 波動です から、 いかに その 人生 觀を あからさまに！； ベ て も"：^ ir§ どク ものに はなり ません。 

1 體、 普通 入 は 「或る 事象に 對 して、 強烈な 印象 を 受ける 事 は 受けても、 漠然たる i. 別し か 有しないで、 詩人が こ 

れと 深く 共鳴して、 これに 正確な 形 を賦與 する 迄 は 理解し 得る 能力 を 持たない」 のに 對し、 詩人に 直接 自己に R 係の 

ない 事に 於ても 深い 感動と 理解と を 持つ ， 實在 しない 事物 をも實 在す る 事物の 如く f^、 また これ を 再現す る 事が 出 

ろ。 これ は 詩人が 想像力に ゆたかで あるから です。 情熱が ありあまって ゐ るからで す。 鋭い 直觀 力が あるから です、 

詩的 形成 力が あるから です。 つまり 詩人 は 深遠な 靈 魂の 所有者 だからです。 かかる 入に して、 はじめて 立 g な 詩 入と 
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呼ばれ 得る でず。 然し、 私 はさう した 言葉よりも、 詩才と 詩魂 I- 二つと も 詩人に なくて ならぬ もの ー— との 二つ 

のより わかりやす ヒー 一 i に 於て 詩人の 特性 を說 明しょう と 思 ふ。 

二、 詩魂と 詩才と 

タレント  さ. a?JJ  , 

「詩 ま別才 なり」 と は、 むき 支那の 一 批評家の 言葉です。 詩才、 卽ち 詩人の 有する 才能 は 5 特別の 才能 だとき I の 

です。 さう です、 詩才 は 尊い も， のです、 詩才 はすべ ての 人に 與 へられて ゐる ものではありません。 詩と いふ 一一 il 

義こ解 S て、 廣く 豪の 意味に 取っても、 何人も 豪 上の 才能 を議 するとい ふわけ に は 行きません。 5 日本 は 

詩の 國 だと 言 はれて ゐ ます、 曰 本人 はみ な 詩 八 だと 西洋 入は賽 して ゐ ます。 これ は 霞で、 どんな 田舍へ 行って 

も、 と理 P の 亭主 や、 大工 や、 炭燒の や-つな 人た ちで も、 歌 を よんだり 發句を ひねくったり、 狂歌 だと カパ衫 だと か 

都々 逸. たと かいった やうな もの を 作って ゐる 人が 尠 くないの を兒 たからです。 けれども これらの 入が 皆 詩/力と 言へ 

ありません。 彼等 は 花 量 月に 遊ぶ 心の 餘裕 をき た 人で、 單 なる 俗人で はない、 俗人の 中に あって は 尊 

敬すべき 風流 入です、 さう です、 風雅 I しむ 風流 人です， が、 詩 入ではありません。 それ は 彼等の 中に も 詩入讓 

質 を 有して ゐて、 その 方に 一 切の 努力 を 捧げれば P ま 詩 入と なり 得た かも 知れない やうな 人 も ある 力 も 知れな、 

が、 大抵の 人. - ただ 一個の 風讓 事を樂 しむ 人に すぎない のです。 もっとも これ は 必ずしも 彼等に 限りません。 

現 こ 詩 入、 歌 入 を 以て 任じ、 我が 詩歌 壇に 想 E の 地位 を 占めて ゐる 入々 の 中に も、 單な る 風流 人に すぎない の 力 、 

ろい ろな 關 係から 一 かどの 詩人と なりすまお」 ゐる需 人が 籠で はありますまい。 そして i 人と は 畢竟 多少の 詩 

才 あって、 詩魂の まあ 無い といって いい 人の 謂な のです。 前に 言った 詩人 的 素質と はこの 場合、 詩才 よりも 詩魂 を さ 

して ゐる ものと 思って 頂き 度い。 


詩魂 —— これが 私の 詩 入に とって 他の 何よりも 必要と する ものです 。「詩 は別才 なり」 とは餘 りに 平凡に して、 また 

今や それほど 重んずべき 言で はない。 私 はむしろ 「詩 は 別 魂な り」 と 言 ひたい。 私 は 詩 入へ 数 |¥迪 の 入と 違った 1 

種 特別の 魂で なければ ならない と考 へる のです。 詩才 は 未だ 尙 ぶに 足りない、 詩才 は 要するに 才 にすぎない、 言葉に 

對 して 敏感で、 自由に 巧妙に 文字 を驅 使す る才、 形式の 美 を 認識して、 これ を 自己の 制作に 發揮 すろ 才、 韻律 上の 才、 

それらの 才も 必要な 事 は 必要です、 入 間が 肉！^ を 有する 如く 詩が 形式 を 有する 限り、 いかなる 詩 入 も 有しなければ な 

らぬ ところです。 けれども 詩才 は 要すろ に 詩才に すぎない のです、 詩魂な くして 詩才の み を 有する 入 は 容易に 技巧 詩 

A となる、 技巧 詩-八と して 犬に 成功して、 一時 は 世に もてはやされる かも 知れない、 が、 .K 當の詩 を 作る 事 は 出來ま 

せん。 詩魂 はこれ と は 違 ひます。  . 

詩魂と 詩才との 關係 は， 天才と 能力との 關 係に ほぼ 似通って ゐ ます。 或は 詩魂の 入 を 天才と 呼び、 詩才の 入 を能才 

こ rJ  一./ よん レて 

と 呼んでも いい かも 知れません。 天才 はたし かに 完全な 詩魂 を 有する 人に 相違ない、 之、 能才は 特に 詩魂が 詩才よ 

り顯 著な ので は あるまい。 そして 天才に して はじめて^ 創 性を發 揮し 得る やうに、 詩魂の 人に して 始めて 眞の詩 を 作 

り 得る の だと 私 は 思 ひます。 

然し、 詩魂と は どんな もので せう か？ それ を 少し 設 明して 見 ませう。 

詩魂 は 詩人の 魂です。 一 體、 人間 は 多少の 差 は あれ、 詩 八 的 要素 を 持って ゐる かも 知れません。 とりわけ、 i2 が 

入 を 詩 入に する 事 は 一般に 認められて ゐ る事實 です。 然し 詩の 魂 を 有すろ 人 は、 その 全身 を 於て 詩人な のです。 その 

入の 書いた もの は、 散文. でも、 論文で も、 曰 記で も、 手紙の はしくれ. でも、 悉く 詩に 外なら ない。 詩魂の 人 は 所謂 i 

の 正 反 封です、 g が 詩魂 を 有する とい ふ 事は考 へられない 事です。 之に 反して、 詩才 は 俗物で もな ほ 且つ 有し 得る 

のです。 いや 反って • 俗物の 方が 詩才 を發 揮す るか も 知れません。 詩才と いふ もの は、 もともと 修練に よっても 十分 

詩の 作.^ 方  i  . 
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獲得す る 事の 出来る ものな のです から。 ところが、 詩魂 は 決して、 いかなる 事が あらう とも 後天的な 修養に よって 得 

る 事 は 出来ない。 全く 天賦の ものです。 ここが 天才と 同じ ものと 見なしても いい 點 であります  > 

然しながら、 世の中に 絕對 的な もの は 一 つもありません。 詩魂の 人 だとて、 詩才の 少しもない 人はありません、 詩 

才の人 だとて、 詩魂の 少しもない 入はありません。 つまるところ は、 その いづれ が 多き に 居る とか を考 へて その 要素 

の 多い 方へ 片附 ける 外 はないで せう。 が、 かう した 考へ はかなり 大膽 な斷 定か も 知れません。 兎 まれ、 自ら 詩魂の ノ 

と ひ 得た 人 は 幸 ひで ある。 さう 思 ひ 得な くと も、 詩 を 熱愛し、 詩の 爲 めに 殉 ずる 事 を 敢て厭 はない 人 は、 やっぱり 

詩魂の 人と 言つ て 差 支 へ はない かもしれ ない。 

韻律の 話 

1^ 仄法 11 押韻 法 I- 音 数 律、 七五調、 五 七 調 i 破格の 詩 (心 律詩) 

11 內容律 (内在 律) 

詩は八間の田5想の^|『樂的表白ですから、 從 つて、 韻律 は 詩に 缺く ベから ざる ものです。 と 言 ふより、 韻律な き 詩と 

、ふ もの はあり 得ない と斷 言した 方が 一層 適切で せう。 されば 韻律の 問題 は 詩人の 心 を 潜めなければ ならぬ ところで 

す。 然しながら、 私 は 持論と して、 韻律の 法則 はこれ を學問 的に 研究す るよりも、 多讀と 多作と によって、 卽 ち經驗 

によって、 實際 的に 了解すべき もの だと 思って ゐ ます。 が、 初學の 人の ために は、 その 大體を 説明す るの も あながち 

無益で もあります まい。 

韻律の 形式 は 平仄 法、 押韻 法、 音數 律、 內容律 (又は 內在 律) の 四つに わかれます。 


平仄 法 は 漢詩 や 西洋の 詩に 用 ゐられ る 抑揚 長短に 基く 韻律で、 

ン\  hen  llie  Inocn  is  on  llie  wave, 

—  c   .  c  i  c   

A-a  the  g;10w.w->rm  in  the  grass   (Byroto 

試みに 英詩の 平仄の 一例 を 示せば まあ こんな 風です が、 日本の 詩に は 全然 關 係がない から • 別に 詳しく 說 明す る必 

要 もないで せう。 

押韻 法 は 反覆の 韻律で、 頭韻、 胸 韻、 脚韻な どに わかれ、 西洋の 詩に は 必ず これが 必耍 なのです。 が、 日本に 於て 

は、 押韻 を 施した 詩と いふ もの は殆ん とない。 稀れ にあっても 全篇 を 通じて 押韻 を 施す と 云 ふやうな 事は絕 無で ある。 

例へば 『暮笛 集』 の卷 頭の 一 聯、 

S  (ち) 

liii 日 巷の  ， 

(ち) 

塵に 行き 

(ち) ？)  . 

力 ある 句に 

苦み ぬ  (泣 蓳) 

の 如き 稀れ なる 押韻 詩の 例と すべき もの も、 全篇に わたっての 押韻で はない。 殊に 脚韻 を 施す 事 は 日本語の 性質 上 全 

然 不可能と 言って よい" 日本語に あって は、 むしろ 西洋の 詩に は あまり 見かけない 頭韻が より 容易で ある。 

いま 見る は あどけなき 

いにしへの 姿に あらず、 

A"  H るが 

いと 脆き 夜の 蛾の ごと 

いたましき 汝れが 面影 I  ,  . 

詩の 作り. 方  三 五 七 
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A い" まもな ほさ やか なれ ども。  (春 月)  . 

の 如き、 なほ それの 一 段複雜 になって ゐる. • ： 

ij« だし 野の 枯草は 燃 ゆる 日なくて、 

A 1  ひとつら 

とこし への 無言に こもろ 墓の 1 列 

とぶ 鳥の ひとつ だに も 鳴け る は あらず、 

inHi き 火の 消 ゆる ごとくに 凄慘の 

光た だよ ふ。  (春 月) 

の 如き は、 頭韻 を 踏んだ 稀れ なろ 例な ので あるが、 然し 日本語に あって はかう した 押韻 はさした る 効果 はない やうで 

ある。 私の かう した 試み も、 今から 見れば 單 なる ものずきに してし まひたい 位。 若氣の あやまちと 言って しま ひたい 

位。 

これに 反して、 音 數律は 日 太. 語の 詩に 於て？ ら準據 して 来た 韻律で、 日本の 詩の 韻律と 言へば、 直に この 音數律 

を さしても いい 位です。 所謂 五 七 調、 七五調な どと いふ 律 格が 卽ち それで、 日 太 語の 詩の 約束 は從來 全く この 音數律 

に 限られて ゐ たのです？ 古事記 や 萬 葉 集の 歌から はじめて、 德川 時代の 小唄 や、 淨 瑠璃 や、 曲 や、 俳句 や、 俗謠 や、 

すべて 詩と _ お ナ旧 マべき もの は、 すべて その 例に 洩れません。 されば、 新體詩 を 創始した 矢 田 部、 外 山、 井上の 三 博士 

が 七五調、 五 七 調 を 採 招した の はさ も あるべき 事です、 もっとも 博士 等の 作 中には 漢文 流の、 演說 口調の 破格の 詩 も 

あるに は ある けれど。 ところで、 この 音數 律に ついて 岩 野 泡 嗚氏は 一つの 面白い 表 を 作った、 それ を今參 考の爲 めに 

掲げて 見 ませう。 

音 胸 結合 表 


「二、  二  〔乃ち 四)、 三。 

クー、 ニー、  二。 

二 一、 三"  一-二-  一一、 三、 四 を 以て 

• 五の 句 {ーーー、； 一。 七の 句；；"；；： 二 (乃ち、 四)。 單位」 す。 

UI、 三。 

i  サェン ティ フ ィヅク 

泡 鳴 氏 は 日. H 語の 謂 律に ついて 一番 科學 的な 硏究を 試みた 詩人で、 氏 は 單に五 七、 七 五と いった やうな 音律の 差別 

に 満足せ ず、 更に その 五、 その 七 を 分析して、 五が 二と 三と よりな り、 七が また 五 種類の 11£ 合の しかた をして ゐる 事、 

二、 三、 四が 音の 單位 たるべき 事を說 いて ゐ るので あるが、 それ は あまり 專門 的になる から、 今 はた だ 各種の^ 格 を 

示す のに 止めよう。  、 

處 經 ぬるお ほかた の 

われ は 夢路 を 越えて けり 

わが 世の 坂に ふり かへ り 

いく 山河 をな が むれば  (藤 村) 

これ は 七五調です。 七五調 は 一 番廣く 用 ゐられ たボビ ユラ ァな 形式で、 その 特色 は 流暢で、 や はら か 味に 富んで ゐ ると 

ころに あるが、 そ の 弊 は 上す ベ りの した ものに なりやす いとこ ろです。 

初期の 藤 村 氏 や、 文庫 派の 詩 入の 如き、 温和な 女性的な 詩 入 は殆ん どこの 形式の み を 用 ゐてゐ ます。 

また 秋 かぜに 帆 を 揚げて 

うらじ ほの 海ね てわたる 

«" の 拃 .c^ 方  — 


Ill 六 o 

ほ ー づ. n 上  »  ' - 一 

星月夜 こそ を かし けれ 

なに を あらぶ る あら 浪ぞ  ， 

をり をり 船に くだけて は 

ほほ 黑髮を 濡らしけ る  <b 

これ は 私の 好きな 詩の 一つで は ある けれども、 『東 "era 北-』 時代の 與 謝野寬 氏の かう した 男性的な 豪放な 詩 は、 七五調 

に はふ さはし くない 位、 それほど 七五調 は柔 かい 女性的な 優美、 典雅、 纖 細の 趣きの ある 音律な のです。 

七五調に 次いで 最も 廣く行 はれた の は 五 七 調でした、 

小 諸なる 古城の ほとり 

雲 白く 遊子 悲しむ  - 

綠 なす 藥蔞 は萌 えず 

若草 も藉 くによし なし 

しろがねの I 衣の 岡邊 

日に 溶； b て 淡雪 流る  (藤れ、 

五 七 調 は 七五調の 優雅な のに 對し、 莊重、 素朴の 趣き を あら はす- 何となく 寂しい 感じの する 音律で、 七五調より 

深味が あります。 後年の 島 崎 藤 村 氏が 七五調より 五 七 調 を 多く 採用され たの は 極く 自然な 事 だと 思 ひます。 五 七 調 は 

靑春を 葬った のちの 氏の やや 大入 びた^ 情に ふさ はしかった のでせ うから" 

ゆきずりの わが 小 板 橋. しら しらと 

！- 重のう ばら、 いづこより 流れ かよりし. 


君 待つ とふみ し 夕に いひ しらず しみて 匂 ひき I 

今 はとて、 思 ひいた みて、 君が 名 も  - 

夢 もす てんと 嘆きつつ、 夕 わたれば、 

あ >- うばら、 あと もと どめず、 小板撟 ひとり ゆらめく。  (lf.M1l 子) 

この 詩 は 近 ごろ 『美 入傳』 中に 發兑 してから、 私の 愛誦して ゐる ものです が、 いかにも 女性の 感情の 溢れて ゐ るいい 

詩です。 この 律 格 は 五 七の 變格 であるが、 かう した 變 格と 雖も、 五 七の 感じ を 失って ゐ ないかぎ り やはり 五 七 調で 

す。 兎に角 五 七と 七 五と は 以前の 詩 を 支へ るニ大 柱石であった のです。 その他の 律 格 はこの 二つに 比べる とその 勢力 

力 極めて 微弱な もので したが、 單調を 破る ために は、 それらの 律 格 も 必要で はあった のです 0 

靜 かなる 病院の  ， 

死の ごときた そがれ や 

その 壁の、 その 窓の、 

いろね 

色 鈍 こて ……  (露 風) 

これ は 五 五 調。 五 五 調 は 調子が あまり 短 かすぎ て、 落着きが なく、 慌 しい 感じが して あまりい い 律 格ではありません 

でした。 

はなさ- r び 

花 萬 薇、 はなさう び、 

汝は 病めり。 飛ぶ かげの 

見 も わかぬ 夜の 蟲の、 

風 さ.： る閣 こし C 

詩の 作り. 方  -5-- 


深紅なる 歡樂の 

1$ が 床 を 見出で たり。 

そのく らく 密 なる 戀に 

戀 にし，/ 汝は 死なむ-  5 リ Its  、 

こ LIS 江 氏の 譯 した 『病める 薇薔』 とい ふ 名 詩で ある。 ところで、 この 譯の ごきい ぃ譯 では ある けれど 

五 五 調 I 用し I めに (一行 不規則な ところ、 卽ち五 七に なって ゐる ところ は あるが) 多少 損 をして ゐる f i 

る。 —- もっとも 五 五 調の 11 した 內容 がない 事 は あるまい と 思 ふが。 

日 はかた ぶきけ り あなたの 岸に 

ひね もす つかれし ひる もね むりぬ 

SAP 

この 池の 面に みどりの 色の 

ふかくもう つれる 靑 柳の いと 

はるけ き { 登なる 入 をし のびて 

袖 はうる ほひぬ 淚の 露に  (ナ)  、.- 

これ は 八 六 調の 見本で、 詩 は 新 I の 『於 I』 中の 『あしの 曲』 の 一節で、 憂？ 詩人 レ ナウの 憂 I 調子 力 この 

律裕 こよって よく 出て ゐ ると 田； J ぶ。 

^は 失せに し 玉の 如く 

覺 めて 摑 むと すれ ど あはれ、 

g も 光り も 跡を絕 ちて 


閽に の ベ た る 片手ば か り  (泡き〕 

これ は 七 六 調。 この 律 格 は 七 五を缝 化して- 成功した ものの 一つで せう。 

夢ながら {§1^ る 

はな， れ璣の 海の 家 

春の 扉に 花ち り 

こよ ひまた 暮れ ゆく、  (小 林 愛 I) 

これ は 五 四 調。 どうも 無理の ある 律 格で. 次ぎの 六 四 調と 共に、 四の 音が 不自然な 感じ を與 へる。 

闇に 手 あり- 幾多の 

せ. 3  t ど/.'  . 

生 を もとめ、 偶々 

君が 胸に やどりぬ、 

無 爲に飽 ける その 魂。  (泡 鳴) 

こ ナカ. K 四 調です か、 これ また どうも あまりい い 律 格と は 思 はれません。 おそらく 誰が 見ても 吟調 (朗吟すべき 調， 十 

の もの) と は 言へ ますまい 0 

海原 こえて、 海原 こえて、 

さち ぶる 

幸ぞ 夜行く。 

德教を かざし、 ほそき 腰に は 

もつれて 垂ろ X, 絹 衣 を まと ひ、 

海原 こえて、 海原 こえて、 

詩の 作り方  一 IIS 


Ill 六 a 

I ある im のかず かず I ふ。  (アル ノォ • フォン. ワルデ) 

これ は 七 七 調 (多少 不規則で は あるが)。 なほ：^ 上の 外に、 七 四 調、 六 六 調、 八 七 調、 七 五 七 調、 五 五 七 調 等 一 々枚擧 

の 違がない。 岩 野 泡 鳴 氏の 如き は、 その li 特の 韻律 論から して 六 四 調と か、 七 六 調と か を 盛んに 用ゐ、 蒲 原 有 明 氏クな 

き は 更に 七 五の 二 行 を 一行の 間 i ねたり、 五 七 五、 七 五 七と いまに 組合せたり 、その他、 今考 へる と 多少 馬鹿け て 

も える けれど、 その 當時は いづれ も眞 面目に、 眞劍に 新しい 試み をした ものです。 これ は 皆、 詩人が 溥く七 五 f 五 

七 調の 單 調に 倦んで、 どうかして 新しい 律 格 を 工夫して、 新 境地 を 開拓しょう とした 努力の 現れな のでした。 けれど 

も、 悲し、， かな、 五 七、 七 五は嚴 として 動かすべからざる 日 末 語の 韻律の 原則な のです、 どうして もこれ を脫 却す る 

事よ 出来ません。 その 證據に は、 五 七、 七 五の 律 格 をなる ベく 想起せ しめまい 爲 めに 四 や、 六の 音 を 採用した 律 格 は 

つ ひに 一般的に なり 得なかった ではありません か。 また、 五 七 五、 七 五 七、 五 五 七な どの 律 格の 如き は、 要するに 五 

七、 七 五の JiS しい 變形 にす ぎなかった ではありません か。 この 五の 音と 七の 音が 日 末 語の、 日本の 詩の 韻律の 根太 だ 

とい ふ說は 私の 確信です、 現今の 文語 はもと より、 口語の 自由詩で さへ も、 外形から 見れば、 やはり この 五と 七の 音 

の 上に その 律 格の 基礎 を 蘆いて ゐ るので す。  . 

かう して 七 五、 五 七と いふ 音數 律の 單 調に 飽 いて、 詩人 はいろ いろの 試み を やった のです が、 それは耍するに^!^^.み 

たるに 終って、 一として 七五調、 五 七 調に 代るべき 律 格 を 作り 得ないで、 つ ひに 破格の 詩の 時代と なりました。 もつ 

とも、 破格の 詩 —— かりに 破調と け ませう 11 は 『新 1^. 詩抄』 時代から 存 して ゐて、 國 木田獨 歩の 『山林に 肉 * 在 

す』 や、 、與 氏の 有名な 『日本 を 去る 歌』 などの 記憶 せらるべき 詩 を旣に 出して ゐ ます。 ところで これ 等の 詩. - 

專ら 漢文 調 を 多分に 帶 びて ゐ ますが 1 この 破調 は 現今に 於ても， やはり 漢文 調が 勝って ゐ ます。 それ は、 濘語を 自由 

に5? ゐ るから 自然 さうな ります。 ところで 五 七 調、 七五調 は 原則として やまとことば を用ゐ るべき もので、 七五調に 


漢詩の 調 を 託した 土 井晚翠 氏と 誰も、 やまとことばより 漢語 を餘 計に は 用 ゐてゐ ません。 が、 それで は 十分 複雜な ョ3 

想 を 歌 ひ 得ない、 ここに 於て かいき ほひ 破調たら ざる を 得なくなります。  - 

わが 力 は 把手な き 玻璃の 手斧に して 

わが 智は 煖爐の 上に 舞踏す る黃 if 製 傀儡な さ 

わが 肉 身 は 街頭に 渦卷く 漏電に して 

わが 業蹟は 暴風の あしたの 砂丘の やうな り  (耿之 介) 

例へば この 詩の 內容の 如き、 決して 七五調 や 五 七 調 や 其 他の 音數 律で は、 歌 ひ 得ない ひ-せう。 破調 は 自由な 詩形で 

す、 自由詩です。 が、 自由詩と いふ 名稱 は專ら 口語の 詩に 用 ゐられ る ゆ ゑ、 三 木 露 風 氏 はかう した 破調. "を. bit 詩と 呼 

んでゐ る。 內 心の リズムに 從 つた 詩と 云 ふ 意味です。 

これまで は 詩 A は 常に 七 五と か、 五 七と かの 制約 を 意識して ゐ ました" それだけに それ を脫 却しょう とし， 懸命に 

骨折った のです、 が、 さう した 音 數の 制約 を 根本的に 無視し 去らう とする 考 へはなかった のです。 ところが、 一朝に 

して その 柵 は 飛越され た。 飛越して 見る と、 今まで 音 數 律の 不 自 由 を 忍んで 來 たのが (音數 の 制限に は、 一方に 思想 

感情 を 誘致す る 利益 もあります が) 馬鹿らしく 思 はれる のです。 前に も 言った やうに、 詩人が その 制限 を 飛越した の 

は 、第一に 思想が 複雜 になり、 細緻に なって、 音 數の 制限 を默 つて 受けて は ゐられ なくなった からです が、 一つ は 

七 五 其 他の 律 格が 一 種の 型と なり、 古い 革袋に なって、 生命 を 失って 来たから です。 然し、 かう 言った からと て、 直 

に音數 律の 詩 を棄て 去るべき かと 言へば、 私 は 否と 答へ たい。 ただ 七五調 を はじめ 昔 律詩 は、 短歌 や 俳句と 同じく 旣 

に 完成した 形式で、 形式が 主 だから これまでの 作の 反覆に なりやす いのです が、 然し 若し さう した 氣分 ！ 七 五的氣 

分 五 七的氣 分と いふ やうな もの はたし かに 在る i— になったら 犬に 作って いいと 思 ふ。 ところで この 新しい 破調の 

詩の 作り方  lu£ 
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詩よ， 旣に音 數 律の 方式に かな ひません、 尠くとも 音律 詩 たるべく あまりに 不規則です、 然し その 詩た る 以上 は 何 

等 かの 韻律 を 有して ゐ なければ ならない、 然 らば 音數 律に 代る もの は 何かと 言へば、 卽ち 内容 律 (內在 律と もい ュ〕 

です 。( 内容 律 を 口語 詩に のみ 存 する やうに 思 ふの はおろ かな 偏見です。) しからば その 内容 律と はいかなる 「や B 律 力 こ 

れは項 を あらためて 說明 する 事に する。 

內容 律の 話 

リズムと は？  11 自由詩と 內容律 11 諸 詩人の リズム 

リズム！ リズム，. リズムと いふ 言葉 は 詩人の 絕 えず 繰返して 言 ふところで、 そして 直ぐに は吞 込めない 言葉で 

リズム、 卽ち i 律に は 「韻律の 話」 の 項目に 於て 説いた や 5 に、 形式の リズムと S 谷の リズムとの 二つが ありま 

す0 七五調な どと いふの が 形式の リズムで、 內容律 (又は 內在 律、 心 律) は卽ち 內容の リズムに 他なら な、。 形式の 

リズム は、 個性の リズムと いふより、 より 以上に 傳 習の リズムです けれど、 内容の リズム (卽 ち內容 律) は 詩人の 

呼吸 そのもの であり、 詩 入 I 命 そのもの であり、 詩人の S そのものであって、 それ は その 內容 —その 思想感情 

と 引離す 事の 出来ない ものであります。 

かう して ふだん 神 を 信ぜぬ 身ながら も 

ヒ：. こ 1^ と はなしに つ つましい 祈り を あげて. 

眠る 氣持 は、 どんなに 樂 しからう。 


I 日の たそがれ さ へ もさうな の だから、 

しやう せ. S 

1 生の 生の たそがれ は どんな だら う？ 

ああ、 そのために 私 はもつ と、 もっと 懸命に 働かう。  (春 月) 

例へば この 詩で ある。 これな どこの 內容を 引離して この 詩の リズム を 說く事 は 不可能. なのです。 ところが 形式的な 

リズム 11 音律 詩 だと それが 出来る、 七五調な らば 七五調で、 さう 言へば も、 r 內容 は擧げ なくて すむ。 ここが 外形 律 

と iS: 容 律との 相違な のです。 

リズム は 音樂 です、 然し それ は 心の 胥樂 です、 內 心に i でられる 節奏です、 古い 言葉で 心の琴線と いふの が あるが、 

あれが よく リズムと いふ 事を說 明し ます。 卽ち、 胸の 琴線に 觸れて 生ずる 管 が、 リズムで あり、 詩で あるので す。 

是故 詩と リズム (內容 律) と は 同じ ものと 見て よい。 內容 律と は 我々 の 感情の 波動の 外に 現れた ものに 與 へら， -る名 

前な のです。 

特に _s: の 問題に ついて 多年 研究 をす すめて ゐる 福士幸 次郎氏 はこの 內容 律を說 明して 曰 ふ、 

梨の 花が， § に 咲いた のに 

今日 もまた 降る 雪 まじりの 雨。 

濁り水 は 早，^ 鍛冶  18?^ に を どり 込み 

眞 裸な 柳 は 手放しで、 fBTISOll らして ゐる 0  (幸 次^ リ 

「此の 波 は 語勢の 慢を 示し、 直線 は 急速 を 示す。 昔樂 上の niotif とい ふ 言葉 を 初頭の 句が 他の 句に 變. 匕と 績„^ 

を與 i るせ! S に とれば、 此の 詩の 形式が 其れで ある。 第 一 行 第二 行 if め つで 始ま リ、 笫 #第3 行が I を變 

じて 波^ 直線 を 代り- \ に 使って ゐる。 自. e 詩形 式の 驅 使者の 要は 此の モティ フを】 に 掴まへ るに ある。 この 作者 

詩の 作り方  =l<ct 


ここに 二三の 詩人の 作例 を 擧げて 見 ませう。 
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が 時に 應 じて I の Ml る 所が 今後の 新しい S の 進むべき 所で、 讀者 はこの 點に 或る 會 得が 行けば、 七五調の 

日本.^來の^^^式が却て煩さ いもの にな つ て來る 」 

この 語勢の 緩急と いふ 事に 着眼 したの は、 さすがに 卓見で あるが、 日本語に あって は 今のところ、 これ は 未決の 問題 

に屬 する でせ う。 そして 私の 考へ では、 これ は 8 的な 硏究 よりも、 詩人 多年の 震に 俟 たなければ ならない もの 力 

と 思 はれます。 

なほ、 現代の 諸 詩 入の リズム (内容 律) を 示す ため： 

そのと き 座に ある 友 はみ な 稀いた 

友 はみ な 淚に充 ちた 目で 

悲嘆と 感激と に掩 はれながら 

どうに もなら ない 運命 を 呪うた 

しかも その 畫家は 旅館に 呼び出し を かけて 

一 夜の 中に さんざ 弄んで 

自分 だけぶ いと 發 つてし ま ふさう だ 

その 畫家 のために どれ だけの 處 女が 

淸ぃ正 純な 魂 を 傷 けられて 

どんなに 不幸な 生涯 を经 つたこと だら うか 


(犀 星) 


.^^tf  0 一  本 松の やうに 野生 的な 愛すべき 詩人塑 氏の 『讓 門』 の 一 章 中の 詩？、 その あまり i 純な の は 

P ない が、 また それが 尊い とも 言へ ます。 全く、 この 人 は 純粹な 3 生 1 つ， 詩人です。 そして 氏の リズム は その 人道 


的の 激昂に かか はらず 落着いて 平淡 だ。 時には 散文の リズムに 近い やうに 思 はれる 位。 

わたし は 「昨日」 を 葬る、 やさしい 言葉 も かけず。 ， 

わたし は 合掌す る、 わたしの 燃え立つ 魂に。 

わたし は 膜 fr 〔する、 靜 かな 夜に もき こえる！^ 動に.。 

わたし は 火 を かかげる、 わたしの 心の 隅々 を 明るく する ため リ 

わたし は 歌 ふ、 大聲を 張り あげて、 わが 心の 動く がま ま を、 言葉と 響に して 0 

ああ 過ぎ ゆく ものの 一 切、 わが 前 を 消えさる ものの 1 切、 

われ は そのために 獎 かず， わが 愛撫の 心 を 生き 動く ものの 上に とさし 向ける、 

わたし は 一切の 死滅 を 幻と 信じて、  . 

うつりゆく 「時」 の胎內 にわが 「生」 を ささげろ，  (柳； y ン 

川路 氏 は 優美な 女性的な 詩人で、 その リズム も 過激な ところ は 少しもな く， 小川の 水の やうに 淀みな く、 緩急な 

に 流れて 行く やうに 思 はれる。 何處 となく 柔 かな チヤ アムの あるの が 此の 人の 特色です。 

わたし 共に もやが て 最後の 時が 來て、 この 人生ん 別れるなら、 

願 はくば 有難うと 云つ て 此の 人生と 別れ ませう。  . 

灰色の 粉雪、 七む つかしい 観め つ 面の 迷 ひ 雲、  . 

雪 は 下界の あらゆる 聽覺を 障ぎ り、 老と、 t 「默と 追憶の、 

ひとりぼっちの 古 美術品 展 覽會、 

ぁぁ^の聾の^|;,博士、 無言 敎の 寡. 1 さん、 子に 先 だ たれた 愁傷な 親御 達！ 

詩の 作" 方  一 lis 
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あなたがたの 悔や 嘆き もさる 事ながら、 

願 はくば 死ぬ 時 この 人生に ぉ禮を 云って 御 暇 乞 ひ をして 下さい。 

それ は^かに 人生に 對 する 寛容の 美德 です。 

惡に 報いる 金色の 光 放つ 善です。  ， 

生 は それぐ らゐ氣 位高く、 强く、 明るく、 情熱 を 以て、 

鏡の ごとく 果 つべき です。  (幸.？.^) 

えよ 『謹』 と 題す る 一篇 で、 この 作者の 傑作の 一つ だら うと 思 ひます。 私 は 心からの 讓の 辭を 捧げずに ゐら 

れ ない。 福 十； 氏 は由來 あらしの やうな 激烈な リズ 厶を もって 知られる。 もっとも この 作の 如き は、 そ I 成した 落つ 

いた 思想の それらし く溫 和です が、 いかにもな つかしい 感じ を與 へます。 

自由詩 I 日本の 自由詩と は？  * 

ヴ H エル. リブ リスト 11 イマ ジス ト 11 口語 詩の 運動と 自由詩- 1 現代の 

自由詩 人に つ いて 

自由詩と は佛醫 語の PUTr の i で、 故 一香 朽 i や、 加 藤 介 春 氏 や、 福士幸 次郞纖 が. HI 社 を 起して、 口 

雾の 詩作 &S たのが、 多分 我國に 於て 自由詩の 名の 用 ゐられ た嚆矢 だら うと 思 ひます。 

0 序と して、 ま づ佛蘭 西の 自由詩の こと を 1 寸 話して 見 ませう。 

日本の 詩 は 元来 法則がない。 ゎづ かに 存す るの は、 五 七と か、 七 五と かいふ 音數 の 制約 位な ものでした。 ところが 


西洋の 詩に は、 いろいろ とむ. つかしい 法則が あって、 詩人の 奔放 I 想 を 拘束して ゐ たもので す (もっとも そ 

お fsiu 利であった fi しがたい けれど)。 それで この 法則 を 打破しょう としたの が 近代の 佛薩 詩 

.H 由 詩の 生ずる まで は、 古典的な 詩の 法則— 薩法 はすべ ての 詩人 を產 して をり ました。 ひとり、 

ならず、 it  i も、 伊太利 も、 其 他の 國も同 零す、 國々 に 於て 多少の 相違 はありました ナれ ど； t、u 

，ジ. ^つ 力し い 法則の 一例と して 擧げれ ば、 佛 磨の 十二 罄詩、 卽ち アレクサンドリ ン 調です、 これな どよ 

M 曰が 必ず 十二に 限られて ゐて (鐘 の アレクサンドリ ンは 十三 響です が)、 從 つて その 行の 長さ も 大抵 揃，？ ゐま 

^ た" 一 h して また、 一 行の 終りと 一つの 意味の 暴と は 一致して ゐ なければ ならなかった のです、 卽ち、 

ru^IU 行！ - 一き アジつ ァ. ル マー バゐな ければ ならなかった のです。 そして その 豪が 次ぎの 行にまで 及んで ゐる 

.£1!.- うな ず 力 あれ は これ を cnja ョ benu-nt と 云って、 Ic^^b  -cfeirT  >  5?  -く. - 1. 

5- 一  原 貝と して 許す 可 力ら さる 寒と し、 それ を 犯す の は 詩人の 技 n が 

r.^ りな t 力ら たと して よくよくの 場な 口で.， ょナ lnH;a2..0, つ 1>,w、.4,, リ？ ご ,0  >:、 

グ t2u マ, 卜 芹る らおません てした。 ところが、 さう した 立法 こ 5;^ する a; お 

欲し なくなった 反逆者の 一圑 は、 ゲュ ルレ ェン や、 マラルメ や、 ランボオ を 始めと し、 フラン u::r;t 

2フぃル" ゲイ ィレ. グ リメ 7、 レ 二  H ェ、 ヴ H ル ハァレ ン 等の 新 詩人た ち は、，！ ive ぽ (自由詩き の 

名 l,、i される これ 等の kf 詩人 は、 つ ひに その 一 切の 拘束 を g する こ 至った。  ま f  、 

^^^^^i 內面 的な 羅卽ち 內容律 をき した。 募の 心の 呼吸から 生れる リズム、 

！ うにな つた。 従って ァ ン ジャンプ マンの 如き も 極く 普通の 事に なりました。 自分の 呼， f 

か 外部 S 約に よって 律せられ る 事な しに、 その 儘、 紙の 上に うつす のです から- 一つの 呼吸が 一つの 句、 一つ"； 

と. る 力ら し， し、 勢 ひ アン ジ. ンブ マンたら ざる をき いので t そこでた つた ニー 一  i しき やない 短い 行が あるかと 

の り 方 
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たま、 その I こち これ はまた I に 長い 句が 来って、 まるで 脊 S い エス キモォ や、 曰 本人 や、 脊の 高い 潭 

人な；^ さち や ごち や 並んで ゐる といつ III れ ました。 その上、 其 句 その 行の 意 f 現？ 肝心 I 格が 次 

i 行に くりのべられて ゐ ると いふ 風な 詩 も  1  らしく はなくな りました。 例へば ヴ ェルレ ェンの 有名な 『秋の 歌』 の 

秋の 

ヴィォ ロンの 

(ヴ  >- ル レエ ン) 

節な がき 驟り 泣き は   - 、 

の ヌきァ ノ ジャンプ マン も アン ジャンプ マン 、塞な ァ ン ジャンプ マン です。 それから、 詩句 を 單に體 (耳) fe 

り r なく、 鏖 (S こ 訴 へるべき ものと して、 豪の 列 を 籠 的に (詩句の 長さ t ま 何ぞの やうに きつち 备 

へたり する の も、 一つ は 8 的 効 f ためです) するとい ふやうな、 例へば ゴォ チェの 詩の やうな やり方 も 最早 顧ら 

. ^なくなりました。 それが 外面 的な 技巧であって、 内部の 襲と 何等 相關 すると ころがない からです 

かう して 自由な. Kf 新しい 詩形、 自分た ちの 個性に よく 適した、 自分た f くの リズ ムを 生かす のに 1 1.^^ 

一定の 律 格に i されないで、 めいめいの 呼吸： I ながらに 寫し 出す 詩形が 創り 出された のです。 これ 力 佛蕩 ゾ自 

I の 起原な のです。 けれども、 佛醫 にあっても、 自由詩が 醒君主 となった わけで はなく またァクレサン； 

ンゃ其他|||ゐる詩人もぁり、ゲ^^^^1トと？学しも裏詩のみを作るゎけではぁ|せん、 が、 自 I 

が 詩界の 大體の 趨勢 を 支配して ゐ るの は事實 です。  rc-l-- 

ところで この I 西の 声-由 霞 以外に、 棄利加 て は、 かの 大膽 な 『人間』 の 詩 入 ワルト. ホイト マン ま； 

在來の 詩形 を 襲して 殆んど 散文と 同じい 詩 を 作って ゐ ました。 これ は 自由詩 以前の 皇詩 とも 云 ふべき もので 

米 2 ズ よこの ホえト マンの？ 佛蘭 西の 自由 霞との 影響の もとに、 自由詩の 完成 を 期して 起った のです。 それが 


イマ ジ スト  ィ マジ fcA  ィ メェジ 

かの I ヨ ngist の ー團 です。 Imag;sm と は lige  (影像、 又は 生々 した 縛畫 的の 描寫) とい ふ 言葉から 出た もので、 寨物 

の 影像 を 正確に 如實に 表現 せんこと を 期す る 主張です から、 寫象 主義 又は 表象 主義 〔この 表象と は哲學 及び 心理 學 上に 

フォ ルス テル ング  シン！ 5^ ル  シン k- , でム 

古くから 用 ゐられ て ゐる獨 逸 語の Vorstellung の義 で、 象 歡の義 ではない、 岩 泡 鳴 氏の 如き は Symbolism を 表象 主 

義と譯 して ゐられ るから 混同して はならない) と譯 すべき もので、 この 蓮 動 は數年 前より 英米の 詩壇に 起り、 その 代 

表 的な 詩人 は、 アミ ィ。 ロォゥ エル 女史 や 始め、 リ チヤ アド. オル ディン トン、 ジョン .フ レサ チア、 エフ. エス. フリント、 

ティ • ェ チ •  ：！ オレン ス 等の 人々 です。 

寫象 主義の 主張 は 左の 如くです。  . 

1、 日常の 用語 を 用ゐる こと。 但、 常に 的確なる 1W 葉 を 使用し、 十分 的確で ない 言葉 又は 單に 装飾的た 言葉 を 使用 

しない 事。 

二、 新しい 氣 分の 表現と して 新しい 旋律 を 造リ、 單に 古い 氣分 を寫 すの みなる 古い 旋律 を模寫 しない 事。 我々 は自 

由 詩 を 以て 唯 一 の 作詩法 だと 主張す るので はない が、 我々 は 自由主義 のために 戰 ふやう に 自由詩の ために 戰ふ 

ものである。 我々 は 詩人の 個性が 舊來の 詩形に 於け るよ リも 自由詩に 於て 更に 1 曆 よく 表現 せられる ものと 信 

じて ゐる。 詩 欲に 於て は、 新しい 格調が 卽ち 新しい 思想で ある。 

三、 詩 題の 選擇に 於て は 絕對の 自由 を 許す 事。 

四、 影像 を 表 はす 事 (これ 故に 表象 主義者と 呼ぶ ので ある)。 我々 は晝 家で はない が、 個々 の 事物 を 的確に 表 はし、 

いかに 壯大 明朗たり とも、 曖昧な 槪括的 辭句を 使 ffl しな い 事。 

五、 朦朧 乂は 漠然として ゐ ない 堅 岡 明瞭なる 詩 を 作る 事。 

六、 最後に、 我々 は 多くの場合 集注が 詩 欲の 本質なる 事 を 信ずる o( 山 允 氏の. 介に よる) 

詩の 作 お 方  II 一七 ョ 
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まあ ざっと こんな もので、 これで ほぼ その 主張 はわ かると 思 ふ。 つまり、 墓に 曾の 適 意の 題材 I 擇 して. そ 

LI 由なる 詩形 を 以て sli 現しようと いふので ある。 然し これ は 何も 今更 驚く  tif 主張で はな- - 

； i 來 すぐれた 詩人 は 凡て 自分の 好きな 題材 を捉 へて 明晰 的確に 歌って ゐる。 ただ 特に 謹すべき は、 やはり 自由な 詩 

形 を 以てすべ しとの、 垂 である。 イマ ジスぶ 要するに 自由詩の 主張者と して 以外に はさして i な I 義を 有して 

はゐな I 

そこで 今度 は 愈々 我國の 自由詩です。  LPJ 

我き よもと もと 西洋の やうな むづ かしい 法則はありません。 ただ 音數の 制約が あった だけで、 かの 所謂 七 i と 

か 五 七 調と かいった やうな I がま づ 西洋の アレクサ V トリン なぞに 比せられ るも^ t:t:: ところで これ 

る 第一の 薦 となった もの はかの 口 露の i です。 それまで にも 七五調 や 五 七 調が I 的な ものと なり 單 調に^ 

t. 千篇一律な 平板 調に 墮 してし まって、 詩人の 個性の 顯 著なる 發揮を 妨げる こと を自覺 した 詩人 等 は その 不滿カ 

らして 色々 な 新しい 試み をした のです が， まだ 音 難 を 全然 一擲し 去る だけの 置はなかった のです 。ところ 力 そ 

こへ 自 Isi が 人って 來て、 今 ま si 謹 I 倒し、 棄の形 式囊を菌 したため、 詩 S 非常な 議 

こき つたので すが、 その 一霞の 中から、 一面に は その 習俗 打破の 叫に 動かされ、 一面に は片山 孤村 氏の デェ メルの 詩 

のロ讓 などに 刺戟され て 所謂 口語 詩と いふ ものが 生れました。 n 語の 制作 を ー番さき に 試み たの は 川 1 虹 氏で、 

次、 で 岩 野 Jaa. 氏 や、 相 IH? 御風 氏 や、 三 木 露 風 氏が その 試作 を發 表し、 また 一方に は 自由詩 i ひ-運動力 興りました 

(私自身 も その 時代に firsi の 作 を 出しました。 f  二つの 議の はじめに 載って ゐる ものが それで 3  ；^;;; 

が卽ち 今の 自由詩の 簾で、 自 I 社の 人々 の 中で は、 養 朽葉と 今 井 白 楊と が 不幸に して 世 を 早くした か £ 幸 

I. 加 藤介囊 等 は 今にな ほ 努力 を續 け、 川 il 亦 依然として 力作 を 出し， 更に 秦量氏 出で て ドスト エフ 


ス キイの 愛 を 歌 ひ、 萩原 朔太郞 氏 は 病的な 感覺を 歌 ふ 外、 ホイ.' トマ ンの 感化の 1^ に 立つ 富 田碎花 氏、 白鳥 省 吾 氏、 

»5 り 

田 正 夬氏等 一 々名 を擧 ぐるの 煩に 堪 へない 位です。 最後に、 現今の 自由詩の 模範と なるべき ニ篇を 掲げて 諸子の 參考 

に 供す る 事に します。 

この 咸 (情の 伸びて ゆく ありさま、 

まっすぐに 伸びて ゆく 窓问 木の やうに、 

いのちの 芽 生の ぐんぐんと のびる、 

そこの 靑 空へ もせい のび を すれば とどく やうに  - 

背 も 高くな り 胸 はば も ひろくな つた、 

たいそう 麗ら かな 春の {t^ &氣 をす ひこんで  、 

小鳥た ちが 喰べ も の をた ベる やうに、 

倫 快で 口 を ひらいて か は ゆらしく、 

どんなに いのちの 芽 生た ちが 伸びて ゆく ことか、 

草木 は 草木で いっさいに、 

ああ. どんなに ぐんぐんと 伸びて ゆく ことか、 

ひろびろとした 野原に 寢 ころんで、 

まことに 愉快な 夢を見つ づけた。  (朔太 郞) 

友と 語る 最初の I 時間 は うれし い 

詩の 作お 方  Ills 
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話に 隙がなくて うれしい 

話が だれる と 

苦し い 問題が い つも 自分 に^りか かつ てゐ るので 

そいつが 友との 話の 邪魔 をす る 

いろいろな 事を考 へさせる 

くたびれる 

すまな い と 思 ひながら つい 默っ て 終 ふ 

これ を も ゆるして くれる だら う 友よ  (羅虽 ) 

共 こ 一 一氏の 代表作で はない が、 そのいい ところ をよ く 現 はして ゐ ると 思 ふから 引いて 見た のです 力 これらの 詩を以 

前の 音律 詩と 比較して 見たならば. その いかばかり か 自由な 事に 驚かれる でせ う。 然し 自. S 詩 は 今のところ まだ 完成 

されて ゐ ません" その 完成 は、 今後 詩壇に 立つ 若い 人々 の 任務 だら うと 思 ひます。 

民謠 詩— 民 謠の價 値と その 研究 

俗謠 調に つ いて 11 小 m —— ソ ング、 リ イト、 シャン ソ ン 

一 口に 民謠と 云った ので は 甚だ 漠然として ゐ ますが、 古来の 民謠 (俗 謠) を 始め、 一 切の 俗謠 調の 詩 を ひっくるめ 

て- 便-冗 上 かう，.^ 附 けたまで です。 民謠詩 は古來 の純粹 の民謠 と、 專 門の 詩人の 手に 成る 民謠 風の 詩との 大凡 二つに 

わけられます。 


先 づ純粹 のお 謠 そのもの について 少しく 話して 見 ませう。 民謠は その 名の 示す 如く St の g いで- いつ 誰れ が 乍った と 

も 知れず、 口から 口へ 傳 へられて、 田野の 間に、 街道の 上に、 小舟の 中に、 IS 所に 歌 はれる i で- その 唄の 種； 1^ によ 

つて、 茶 摘 唄と か、 馬子 唄と か、 舟 とか、 盆 踊 唄と か、 童謠 とか、 いろいろの ク 「稱 はあります が、 その 偽らぬ 人 靑 

の ft なの は いづれ も 同 一 であります。 

民謠は 卅^界 中の どこの 國 にも 無い と 云 ふ 事はありません。 民謠は 詩の 一番 プ^ i^glv もので. また その aj^; も sfi: な も 

のであります。 民 謠には 作者の 名の.^ られ てゐる もの は殆ん どありません、 みな、 胸 一 杯に なった，：^, 情が 泉の 水の g 

れる やうに 溢れ出て 歌に なった もの で、作.1^?は詩人としての名譽などと い ふ 不純な 考 へ はちつ とも 持たず、 ただ.^ 鳥の 

歌 ふやう に 歌った のです。 だから その 歌 は 自由で、 Q 率で、 純粹 で、 單 純で、 素朴です。 なまじっか 教養の ある 專 『の 詩 

*-  さ， 

たと 自分より 前に 出た 大 詩人の 模做を したわ、 むづ かしい 言葉 を 使って 人 を 驚かさう としたり、 技巧に 腐、 しして 天 

眞の 感情 を 傷け たりして、 不純な もの、 虚^な ものにし てし まふ"， §れ があります が、 挺 一 教育な 田 全 娘 や、 田野、 山林 

の 人達 はそんな 事はありません" ただ 感じた 儘 を 何の 修飾 もな く、 何の 技巧 もな しに、 . が つかって ゐる 平凡な 單純 

な 言葉で 歌 ふので すから、 nil: 情 or 人の 心 を 動かす 名 詩と ならずに はゐ ません。 詩作の 秘訣 は 宵 際 この 外に はない 

のです。 だから 私 はもう 一 度 繰返して 言 ひます、 民謠は詩の曰！^^藓なるものでぁると。 そして 田 阔に隱 れてゐ ろ 無名 

の 作者 11 それ はたった I 篇の 民 謠 しき ，？. 作ら な かった にしても .！ こ そ 尊敬す ベ き « 詩人で あ る と。 

私 は 恐らく、 他の いかなる 人よりも、 謠を 尊重し、 民謠を 愛します。 愛せずに は ゐられ ない のです。 ^し、 こし 

は 1 の 極く かたよった 嗜好で はなから うか？ 專 門の 詩人に 抗 ふために わざと 民 謠を尊 する ので はなから うか？ 

「R 口、 否、 決して さう ではない」 と 私 は 力強く 答へ る。 の 民； S12 說は その 由夾 すると ころ 甚だ いものが， あるの だ 

から。 

詩の 作り方  ミセ 七 
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？ 4 はこ こで もまた かの ギヨ ォテの 詩に ついて 少しく 話さなければ なりません。 ギヨ ォテの 詩 は、 用語が 簡易 平明で、 

結構が 單 純で、 難解な 詩語 や 匠 氣の痕 は何處 からも^ 出せません。 そして さう した 平凡な 言葉と 單 純な 形式と で出來 

てゐ るに も拘 はらず g めく 人の 心 を 動かし、 人の 胸に 沁み こまずに はゐ ません。 さすがの ハイネです らも 「ギヨ ォテの 

詩 は 一種 言 ふべ からざる 魔力 を 有して ゐる" その 調和した 詩の 句 はやさし ぃ戀 人の やうに お まへの 胸に まつ はり、 そ 

の 言 紫 はお まへ を 抱擁し、 その 思想 はお まへ を 接吻す る だら う」 と 言って ゐ ます。 然も この ギヨ ォテの 詩のう ちに 含 

まれて ゐる 魔力 は 抑. -何 處に存 する かと 云 ふに、 唯 その 單 純と 素朴との 中に 存 する のです。 平凡な 言葉と 單 純な 形式 

とで 出 來てゐ るに も！： 1i?bf 人の 心 を 動かす ので はなく、 平凡な 言葉と 單 純な 形式と で 出来て るるから こそ 人の 心 を 

動かす のです。 つまり、 ギヨ ォテの 詩の 魔力 は、 その 民 謠體を 成して ゐる ところに 存 する のです、 その 民 諮の 精神に 

よく かなって ゐる ところに 存 する のです。 

ところで ギヨ ォテ はどうい ふ 風に して あの やうな 詩 風 を.^ り 出した のでせ う？ 

ギヨ ォテ は靑年 時代に へ ルデルと いふ 先輩に 會 ひました。 へ ルデル は 「抒情詩 人 はよ ろしく 民 謠に學 ばなければ な 

ら ない、 民謡 は直覺 的で、 その 用語 や 措辭の 如き 國民 性の 中心より 發 する 天 眞の聲 であるから、 簡易 平明に して 人 を 

動かさ ずん ば 止まぬ ものが あるから、 詩人の 宗 とすべき ものである」 と設 いて、 自ら 率先して 世界 各 國の民 謠を菟 集 

して 『民 fi』 (stj; む 1 ハ e;- ン ci ぱ. ぐ 13!^) と 題して 出版した 程です。 で、 若き ギヨ ォテ はこの 偉大なる 先覺 者へ ルデルの 說 

に^く 動かされて、 自ら 田園、 山林に 赴いて、 或は 獵夫、 牧人、 農民の 歌に 耳 を 傾けたり、 或は 古文書 を 探究したり 

して、 ^邀大 こ 努め、 つ ひに 民 謠の眞 趣 を 悟 得して、 かくて その 詩 風 を 創り 得た のです。 ギヨ ォテの 『あれ 野の 薔薇』 

や 『牧者の 嘆き』 の やうな 詩 は、 全然 普通の 獨 逸の 民 謠 とおな じ やうな 味 ひ を もって ゐ ます。 ギヨ ォテの 語法が ど，^ 

位 謠に 近、. か、 飜譯 では 十分 わからない かも 知れません から、 餘 計な 事ながら 原詩 を 引いて 兑 ます 


Die  Nachtigall sie  war  entfernt, 

Der  Frtililingj  lockt  sie  wiecler; 

was  Neucs  hat  sie  nicht  gelernt 

Singt  alte,  lieb ひ Lieder. 

春が 来て、 呼び もどされた 夜鷥 は、 

耳 あたらしい 敬で もなら つて 來た かしらと 

思うて きけば、 これ はまた、 

ふるい 馴染の 歌ば かり。  •  (ギヨ ォテ) 

むづ かしい 言葉 や 言 ひま はしなん かたった 一 つ だって 出て はゐ ません。 いかにも 單 純で、 深く 心に 沁みる では あり 

ません か。 なほ 序です から |g 逸の 民謠を ひとつお 目に かけて 見 ませう。 

いのちの ランプ の 燃えて るう ちに 

この 世の くらし を樂 しまし やん せ、 

德蔡 をつ むなら しぼまぬ うちよ 》• 

求め このんで 氣苦勞 を 買って 

いばら を 接し て い ばら を つかみ、 

ぉぞ やそこら の 道ば たに 

か あい 堇の 咲いて る を 

か へ りみ もせず すぎて 行く。  (民 謠〕 

詩の 作お 方  一一 一七 九 


ギ I ァ の 態度 はの ちの 詩人に 鬆 せずに はゐ ませんで した。 ゥゥ ラント、 アイヘンドルフ， i リケ 等の 詩人 は 

、づ k も それ こ 做って、 盛んに 民謠？ J を 試みて、 多くの 名作 を 出しました が、 就中、 お出して ギヨ ォテと 比肩して ゐ 

るの はハ イネです。 ハ イネの 詩が 獨逸 のみならず 世界中に 廣 く愛讀 されて、 旣 S 千と なく 有名な ー薹 者に 作曲 せら 

して ゐ るの は、 その 詩. 想の あはれ に 美しく、 多情多恨な 詩人の 胸の 惱みを さながらに 示して ゐ るからで も ありませ う 

が、 また その 形式. が 自由で、 その 屋 S が 平明で その 調子が 音樂 的で、 つまり i の 特長 を醫 なく 議し てき 力ら 

たと 思 ひます。 

きれ いな あかるい 黄金 の 星よ、 

遠く の わが 戀 入に 告げて くれ、 

心いた みて 靑ざ めて 

わたし は あなた 忘れぬ と。  〔ハイネ) 

この 私の 拙い 驟譯 でも， さう した 特長 は 多少 わかろ 事と^ ひます。 

それから 曰 本の i はぎで せう ず HA^tf 私 は 西洋の i より 朵の gs 方がず つと 

すぐれて ゐる やうな 氣 がします。 詩人の 詩の 中には、 惡く すると 美しい文 字の 累々 たる 死骸の 谷と しか 甲.^ へない もり 

が ある けれども、 羅 はいかなる 國の もので も 生きた 人間の 聲 です。 ただ 西洋の 墨 は 西洋の 詩人の 作、 の！ f 角 さう で 

あろ やうに、 冗長で、 叙事詩 風で、 多く は¥^ -で すが、 n 本の 民謠 は 極く 短い 中に、 たくみに 人情の 機 微甚 つて 

ゐ るから * とりわけ 生きた 人間の 本 當の聲 に 接する 思 ひがす るので す。 

さまの 寢姿 けさこ そ兑 たれさつ き 野に さく 百合の 花 

し.^ すの 银の ひだと るよりも さまの 機嫌の とりにく さ  . 


夾 るか 來 るか と 川し も 兒れば い ぶ き よ もぎ の 影ば か り 

わかい をな ごのとの ごのない は 笠に しめ 緒の ない ごとく 

おも ひ 出す 夜 は 枕と かたろ 枕 もの ゆ ゑ こがる るに 

あは で ろ 夜 は 夢 - 一 そた のめう つ な つ ま戶を 夜の 雨 

  i" 1-  4C  n 'つ if- つ. *A 'う *  i 

これら は rlr 國盆踊 唱歌」 其 他です が、 いづれ も 古今の 絕唱 だと 思 ひます。 また 小歌の 『g-  星』 

あかつきの 明星の、 西へ ちろ り、 苋 へち ろり、 ちろ りちろ りと する 時 は、 扇 おっとり 刀 さいて、 刀の に 

手打ち かけて 住うよ 戻らうよ と、 いうて は袂 にと りつ いた、 いなうと も 戻らう とも、 何とも わごり よの 御 計 

ひと、 いうて は 小 腰に 抱きついた、 Itti^ 愛 者に は、 きりんの きりんき りん、 かぎり りんの もり りんの、 て も 力 

も 無い もの。 

の 如き やはり 民謡の すぐれた ものと 言 ひ 得べ く、 

夢の 浮^の、 露の命の、 わざ くれ、 なり 次第よ の、 身 はなり 次第よ の。 

たどの 名歌の 多い 隆達節 唱歌 や、 端 唄 や、 ど どいつ や、 すべての 俗謠は 皆民謠 です。 德川 末期の 歌曲に は あまりに 技 

巧に 馳せ すぎて、 また その 作者が 一種の 專門 家であって、 民； 謠 と 言 ひ 得ない もの もあります が。 それから さかのぼつ 

ぁづ亨 _5 た 

て、 『萬 葉 集』 の、 とりわけ 東歌の 如き、 民歸 中の 粹と言 はなければ なり ませ A。 

稻 つけば かがる あが 手 を <H せ も か 殿の わく 子が とりて 嘆かん 

など、 今 も 昔 も變ら ない 田舍 娘の 飾りの ない 心 持で せう。 かう した r: 本の 民 諮の 絶唱 はもつ ともつ と擧 げたいし、 擧 

げれば t 、隅の ない 程 多い のです が、 ここで は 割愛 するとして、 <7 度は專 門の 詩人の 手になる 民 詩 11 卽ち、 俗 漏 

の 詩に ついて 話す 事に します。 

詩 G 作ね 方  一二 八 1 


m 八 二 

日本の 民謠 は、 今の 向 由 詩に 招 ゐられ る 現今の 日常 語と は 1 寸 違った 調子の もので、 これが 所謂 俗謡 調です 力 新 

詩が 始まって から、 この 俗 i 調 を 試みた 詩人 は 勘くな く、 平井晚 村、 野 口 雨 情、 福 田 夕疾、 人 見 東 明 等の 諸氏 を始 

め 隨分澤 山あります が、 一 番 成功した 人 は 恐らく 北 原 白 秋 氏で せう。 氏の 名著 『思 ひ 出』 はさう した 俗謠 調の 名作に 

富んで ゐ る。 

そらに まっかな くもの いろ 

びんに まっかな さけの いろ 

なんで このみが かなし かろ 

そらに まっかな くもの いろ 

これな どもな かく 名高い 作です が、 氏に はな ほ、 近く 「鄙 i^」 とい ふ 俗 謠調も あるし、 有名な 「さすら ひの^」 

も ある。 「さすら ひの 唄」 より 一層 ボビ ユラ ァ なの は 相 馬 御風 氏の 手に なった 『力 チウ シャ の^』 です。 

力 チウ シャか あいや 

わかれの つら さ 

せめて 泡 雪 消えぬ 間と 

神に 願 ひ を かけ ましよ か  さュ T 

これな ど、 たしかに 俗謠の 調子 をよ く 生かした ものと 思 ひます。 あの 唄が あんな 人氣を 得た の は、 作曲が よ 力つ 

たからで もあります が、 唄 もた しかに よかった からです。 それから、 これに 詩 入で はない が、 泉 鏡 花 氏の 『靈 象』 中 

の 「象うた」、 

何ぎ も變ら ぬ戀路 のなら ひ、 


雨が 降らう が、 日が 暮 りよが。 

何と そんな もん ぢ やない かない か 象よ。  , 

ほんに 一 寸 さき や 晴夜の 世 だけれ ど、 

思 や 人目の ない が壻。  (鏡 花) 

など いかにも 手に入った もので， 攀 I- とりわけ 德川 期の 歌曲の 眞髓に 徹した 人で なければ かう は出來 ません。 

それから 譯 詩に 俗 謠調を 用ゐて 成功した の は 上田 敏 氏で、 ボ オル *フォ オルの 『海の 戀』 中の 名 詩 を 小唄に 譯 した 『わ 

かれ』 

せめて なごりの くちづけ を濱へ 出て みて 投げ ませう。 

いや、 いや、 濱風、 むかひ 風、 くちづけなん ぞは 吹いて しま ふ。 

せめて わかれの しるしに とこの 前掛を ふりませ う。 

いや、 いや、 濱風、 むかひ 風、 前掛 なん ぞは 飛んで しま ふ。 

せめて 船出の その 日に は淚 ながして おくり ませう。 

いや、 いや、 濱風、 むかひ 風、 涙なん ぞは 干て しま ふ。 

えい、 そんなら、 いつも、 いつまでも、 思 ひつ づけて 亡 心れ まい。 

おお、 それでこそ お前 だ、 それでこそ お前 だ。  (ボ オル. フォ オル) 

これな ど は どんなに 感嘆して い. かわからない 位の 名譯 です。 

俗謠 調の 詩の 基礎に なって ゐ るの は、 主として 德川 期の 歌謠 や、 小唄です。 現代の 口語 はま だ 十分なる 洗煉 を 經 て 

ゐ ない 言葉です から、 七 五の 制約に かな ひ、 且つ 俗讓 化され 得る 範圍 内に 於ての み： 殊兩 されて ゐ ます。 この 體の詩 は 

詩の 作. 5 方  三 八 三 


その 德川 時代の 小 の 直系と いふと ころから であらう、 專ら 「小^」 と 呼ばれて ゐる" 小唄 は 英吉利で Song 躅 逸で 

0 佛蘭 西で cpl^on と 呼ばれる 單純 素朴な 抒情詩の 譯語 としても 用 ゐられ る。 けれども、 從來の 音律 詩に もとよ 

り、 今日の 自. m 詩 も その 七 分 通り はや はり シャンソン とか、 リ イトと か ソングと か、 呼ぶべき 性質の 詩の やうで は あ 

るが、 その 場合 は 小唄と は 言 はない のです。 

由 詩と 小唄と はどう 區 別す るかと いふと、 自由詩が 形式的な 韻律 を棄 て、 內 容^に 從き、 音律 上から 見れば 極め 

て 不規則な のに 對し、 小唄 は 徹頭徹 m 音數 律に より、 七五調 若く は 七 七 七 五の 俗謠體 などに 基いて ゐる。 なほ 此他. 

用語の 相違と いふ 事 も ある" すな はち、 自由詩 は、 日常 語 を 標準と する に對 し、 小唄 は專 ら俗謠 風な 言葉 を 標準と して 

ゐ るので す" なほ 小唄 は 自由詩と は 違って、 {rn 己の リズ ム よりも、 專ら 前代の 傳統 たる 韻律の 形式に 據る ところから、 

言獎の 細工で 容！ n 勿に 出來 上る 傾きが あって、 それだけに 反って 本 當の入 間の 聲が 聞かれない、 技巧的な ものに なり や 

すいので す。 (白 秋 氏の 如き 失禮 ながら 幾分 かその 例に なり さうな 點 が ある。 X 情 のさな がらの 表白た るべ き 民 一 f の 

形式が、 言 紫の 戲れの 道具に なりやす いとい ふ 事 は 悲しい アイ 口  -1 ィで すが、 然し 詩 入が 頭腦ゃ 手腕で なくして、 魂 

で 詩 を 作るならば、 そんな れ はないで せう から、 私 はかの 佛蘭 西の ボ オル • フォ オルな どの やうな 雅致 ある 小 1^ の 作 

者の 出 でん こと を 望みます。 純 5^ な 天分 や 有すろ 詩 入 は、 少し 修養 すれば 立派な 小唄 作者に なれます。 そして その 修 

蕃とは 畢竟 俗謠の 硏究に 他なら ない のです" 

民謠の 硏究は 小唄 作者の 第一 の 準備です が、 然し 小唄 を 作らう と 思 はない 八で も、 民謠を 研究す る 事 は 必要な 事で 

あり、 又 利益の ある 事な のです。 民謠の 形式 夺學 ぶの もい、 が、 民 謠の精 祌を學 ぶの は 更にい、 A 事な のです から。 勿 

論 我々 の 感情 は 今や 民謠 にある 樣な m 純な もので なく、 大變複 維な ものに なって ゐる。 然し 其 表白 は 民謠の 如く 率直 

で、 簡明で、 且つ 音樂 的で なければ なりません。 だから 今の 日本の 象徵 詩の やうな 一 種の 技巧 詩 はむしろ 詩の 邪道で 


はない 力. V 云 ふやうな 氣 がします、 5 萬. < の 心に れ てこ S めて その 存在の 意義が あると いふ m 條を 抱いて ゐる 

；;^ に は。 

なほ 終りに 小 ©の模 範 的な 名作と して、 アル フレ？ ド：、、ュ ，セの 作 を、 我が 臺上於 譽の譯 した もの を揭げ ませ 

5 こ，， なぞ、 譯が なかなか 上手に 出 來てゐ るからで も あるが、 いかにも 單 純で、 素直で、 天眞な 感情が 流露して ゐ 

るではありません か。 小 はこれ でなくて はいけ ません。 

サ ン .ブ ラ ジ T ス ゃズ ェ f 力で よ 

そなた は樂 しく 暮 したね" 

サ ン \フ ラ ジァス ゃズ ェ， 力で 

みんな 美かった 11 ほんとうに。  .  . 

おも ひだす の も 一お しかろ、 

あすこで 经 つた 戀の日 を 

おも ひだした らもう 一 度、 

か へ りたい と は 思 はぬ か。 

サ ン ：フ ラジア スゃズ ェプ 力の 

野べでは可愛ぃ^^1の花を 

摘んで ふたり は暮 したね 0 

8% の 作り方 
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1 一一 八. K 

あすこで、 牛； きて、 死なない か。  (ミ ュ ッ セ〕 

八、 思想 詩、 哲學 詩に ついて 

詩に と哲 者 —— 感ずる 人と 考 へ る 人 一 • 直觀と 思索 —— 槪 念と 赏 1^3  

觀念 抒情詩  ュ ビグ ラン ム 

詩 入 は 一 面 liii でなければ なりません、 Ifii, でなければ なりません。 けれども、 それ は 普通の 意味の 思想家、 

^學 者で はない のです。 # ^通の 哲學 者と いふ もの は、 鋭い 論理的な 頭腦を 以て、 推理し 穿^す る。 一個の 觀 (ス- を-取扱 

ふに も、 それ を 表から、 裏から と、 ひっくり返し ひっくり返しして 考 へて、 ひとへ に 矛盾の なからん 事 を 期す るので 

すが、 詩 八 はさう ではありません。 詩 は 論理 を 超越した ものです。 詩人 は 決して 推理 を 要しない。 詩人 は 直 i の 子で 

す、 ^ぎ を 以て 考 へる を 要しない、 « ^を 以て 感じた ところ を 歌へば よい。 卽ち 詩人 は 感ずる 入，/ うま 想 家 g 學者リ 

は考 へる 八です、 思 寧す る 入です。 これが この 兩 者の 大體の 相違です が、 無論 詩 入に も 思想家の 要素が あり、 思想家 

にも 詩人の l^il 、が ありま 叶から 1 槪には 言 はれません" かの ニイ チェの 如き は、 この 兩 方面が I として 融合して ゐ 

る、 所 iFiT~in.i1^ の 理想的な 入で せう。 が、 それです ら哲擊 者の 要素よりも 詩人の 要素が 勝って ゐ はしない 力と も 

思 はれないでも ありません。 そして その 詩人の！^ 素の 多い 入が 詩 入と 呼ばるべき だと 思 ひます。 が、 今 かりに 詩人と 

哲^者の 相違 をよ くわ かる やうに 表に して 《^ ると、 まあ かう いふ 事になる でせ う。 

詩 人 ！ 心情 (感情) 11  觀 (感ずる〕 11 實感 11 詩 

哲學者 —— 頭腦 (理智 ) 11 思索 (考 へ る〕 1. 概念 I ：哲學 


ところで、 詩. < が哲 s^; 者の 要素 を 有しなければ ならぬ 如く、 哲堪者 もまた 詩 入の 要素 を 有しなければ いけない、 でな 

いと、 その 詩、 その 哲學は 完全な ものと は 言 はれません。 そして 私が 詩人 は 一 面哲學 者で なければ ならぬ と 言った の 

はの 要するに この 意. 眯で、 詩 入と して 論ぜられる 場合、 何等の 思想 も發 見され なかったならば 非常な 恥辱 だら うと 思 

ふので す。 

感情が 詩の 根源で あると は 言へ、 理智を 以て それ を 抑制 しないと、 放恣に 流れて しま ふ 虞れ が ある。 それ かと 言つ 

て、 全然 理智に 制御 せられて は 詩 は 死んで しま ふ。 けれども 幸 ひに この 感情と 理智 とがう まく 融合したならば、 その 

時、 思想 詩， 哲^ 詩 は 生れ 出る のです。 所謂 「觀念 抒情詩」 (cedaukenlyrik) とい ふの は、 卽ち この 想 詩、 哲學詩 を 

指した もので、 例へば シ ルレ ルの 詩の 如き、 我國 では 土 井晚翠 氏の 詩の 如きが それです。 

入 生、 理^、 はた 祕密 

詩 入の II クょ、 迷よ と 

我 笑 ひし も 幾た びか、 

まひるの 光り か r やきて 

望の 星の 消 ゆる ごと 

浮世の 麋に まみれて は 

罪 か淘世 かわれ 知らず 0  (晚翠 ) 

佛 蘭 西の ボヮ ロォ や、 英吉利の ボォプ は、 理 詩 A と 呼ばれた 入々 で、 ボォプ の 如き その 題から して 詩 だか 論文， た 

ヱ ヅセィ • オン • マン  ェヅセ ィ. オン • ダリ テジ PC ム  3 メ， 

かわから ないやうな 『入 間 論』 (Essay  on  n§) 『批評 論 J;  (Essay  on  criticism) の 如き 作 を 出して、 ある 舉者 をして 『形 

而上學 者と しての ポオ ブ』 とい ふ 論文 を 書かせた くら ゐ です。 ところで、 この ボォブ の 詩 は 英吉利で は 格言と して、 

詩の 作リ方  =K 七 


s< 八 

1 ぶ の 句よりも 1 層 多く 引用 せられて ゐ ますが、 それ は 4 故 かと 言 へ ば， 稱 端に 奔ら ない 中庸 を 得た 思想 を 詩的に、 

lil を もって、 巧妙に 歌って ゐ るからで、 この場合、 その 思想が ボォプ の 創見で なくと も 毫 も 差 支ない のです。 ポオ 

ブ がその 思想 を槪 念と してで なく、 實感 として、 卽ち 自分が 深く その 思想に 動かされ、 痛切に その 眞理を 感じて、 換 

言 すれば 腦で 了解した のでな く、 、"情で 咸 〔得して 歌ったならば， それで 結構な のです。 その 場合 その 思想 は プラト 

ンの 思想で あらう と、 アリス. M アレスの 思想で あらう と、 それが ボォプ の is: 生命と 交涉 すると ころの ある 限り、 また 

ボォプ の 思想と 言 ひ られ るので す。 もっとも かう した ボォプ の やうな 詩 入が、 理智 的、 思想 的で、 ^學 者の 要素 を 

多分に 有して ゐる こと は 疑 ひありません。 そして、 さ 5 いふ 詩 入 もまた あってい.^ のです。 十九 世紀の 詩 入で は、 佛 

蘭 西の ルコ ント. ド. リイ ル など 一 侗 の哲學 者と 言って い x 入です、 伊太利の レオ パ ル. チの 如き は哲學 者と しても 立派 

な 入です。 最近に は 露 西 ：=s- のブ リュウ ソフの 如き 立派な 理智 詩人です。 それから. 英苦 利の マシュウ. ァァノ ルド、 あの 

有名な 批評家の ァァノ ルドの 如き は、 詩人と しても 第一流の 入です が、 その 詩 は 大部分 觀念 抒情詩と 呼ばるべき もの 

の やうです。 

夢 は 醒めて 去り、 友 は 春の 花の ごとく、 笑みて 

つ ひに は 逝く。 

たのみに 思 ふ 入の 世 も、 長き 葬儀に すぎず、 

入 はか ひなき 希望の ために 

苦き 淚 もて 墓 を 掘る。 

疑 ひて はま どひ、 恐れて は 病みつ 二、 

入 t みな 月日 を经 る。  (マシュウ • ァァノ ルド〕 


これ は 私の 友人の 譯 した 『錄 問』 と 題す る 詩の 一節です が、 

歡樂 はは やし、 

哀傷 はお そし、 

世に 甘き 戀を 

かなしみ は く。 


一 J れな ど 恐ら く觀念 抒情詩 の 模範 的な もの でせ う 0. 


日 も 慕れ ぬに 

去に し 戀、 

戀をも 知るべく 

哀しみよ、 我が 有 たれ •  (メレディス) 

これ は 英吉利の 詩人で あり、 小說 家であった ジョォ ジ*  メレディスの 『歡樂 はは やし』 とい ふ 詩です が、 以上の 二つ- 

を 見ても、 一つ は 入 生の 無常 を 歌って、 人生が 長い 一 1^ 鎖に すぎず、 人 はみ な 恐怖と 憂悶との 中に 日を经 ると 嘆 じ， 1 

っは歡 樂の盡 きやすく、 哀傷の 去りが たく、 たのしい 戀 すら 哀 みの 生む ところ だと 道破して ゐ るが、 いづれ も 決して 

なる 概念で はない、 詩人 は 心の底 からさう 咸 〔じて 歌って ゐ るので す。 つまり、 理窟ではなくて、 やはり 感情な ので 

す、 责感 なのです。 だから 詩に なって ゐ るし、 また 詩と しての 憤 値 を 有して ゐ るので す。 槪 念に は 個性がない 、「人生 

は 苦痛の 谷 だ」 とい ふ考 へで も、 それが 槪念 である 限り は 何等 個性がない、 倘 性がなければ 勢 ひその 人 特有の リズ ム、 

生きた リズムが 無い わけです。 だから 詩に はならない。 然し、 それが 實感 となった 場合に は、 その 人の リズムが 出る 

から、 詩と しての 力 を 有する ことになる わけなの です。 

S!lS の 作り方  一一 一八 九 


ァァノ ルド は 有名な 批評家で あり、 メレ デ" スは 小說を 書いても 哲學 的で、 1 般 に哲學 者と 呼ばれて ゐる 人で あるか 

ら、 かう した 思想 詩の 作が あるの も當然 です が、 1 體に 西洋の 詩人に は 思想 詩の 作が 多く、 どんな 詩人で も それの な 

い.. -ょ 一寸 兑當ら ない 位で、 あの 小鳥の やうに 歌った ボ オル. ヴ， -ル レエ ンに すら、 晚 年に は 『ェ ビグ ラン ム』 と 題と 

すろ 詩集が ある 位です。 ェ ビグ ラン ムとは 警句 風な 奇拔な 思想 V 託した 短い 詩で、 例へば こんな 風です。 

「何故に 我は滅 ぶぞ、 お X ゼウス？」 と美 は たづね ぬ、 

祌は答 へ ぬ、 「我 はた だ 滅び 去る もの のみ を 美と なしぬ」 と。 

ヴ H ルレ ェン さへ 旣 にさう です。 どんな 無 邪 氣な詩 入で も、 晚 年に は 思想 的、 哲舉 的に なって 行く やうです。 そして 

マ シ ユウ. ァァノ ルドの やうに 初めから 思想 的であった 詩人 は、 のちに は 詩よりも 論文の 方に 專 心する やうに 見えます。 

これ は _ むぎの 働きが i くな つて ST? した 實感を 失って からと も 言へ るし、 理 智が咸 〔情より 强 力になる からと も 言 

へます。 そして、 靑年 時代から 思想 詩 を 作る 人 はかなり 理智の 勝った 人な のです が、 さう した 傾向の 人 は、 かま はず 思 

想 詩を& つてい いと 思 ふ。 が、 ただ その場合には、 まづ その 歌 はう とする 思想が 單 なる 槪 念で あるか、 それとも 本當 

に資感 であるか を 十分 吟味して かからなければ なりません。 いかなる すぐれた 思想で も、 それが 概念で ある 場合に 

よ、 、い 文に よな つても 詩に はなり ません。 之に 反して、 實感 ならば、 卽ち 心情から 坐れ 出た ものなら ば、 どんな 

つまらない 思想で も、 詩の 力 を もって 人の 心に 觸れる 事が 出來 るので す。 

お の 哲舉者 サン タヤ ナは 「哲墜 者が その 最善の 瞬間に 於て、 詩人で ある 事 を 許容す としても、. 詩 八が 哲舉 者た る 

に 成功す る 時、 彼 は その 最惡の 瞬間に 於て あるので はない かと 疑 ひ 得られる。 ^學は 何 かしら 推理され たもの、 重 苦 

しい ものであるが、 詩 は 何 かしら 羽の 生えた もの、 ^くもの、 靈感を 受けた ものである」 と 言って ゐる。 詩人 は哲. 串 

者で よない、 特人は 思索す る を 要しない、 詩人が 哲學 者と なる 時 その 詩 は 詩で はなくな つてし まふ。 けれども 詩人 力 


.K 當に 偉大で あれば、 必然 自己の 內 部に 哲舉者 を も 包括して ゐ るに 違 ひない と 私 は 思 ふ。 ダンテ や， ギヨ ォテ や、 シ 

エレ ィは そのいい 例です。 

九、 象徵詩 I 象徵 主義の 理論と その 意義 

象徵 とい ふこと —— 象徵詩 汲の 起原 11 デカダ ンと サンボ リス ト — 象徵 

詩の 味 ひ 方 11 日本の 象徵 詩と 俳句 —— 象徵 主義の 弱點 

一 

象徵 詩と いふ 名前 は 我々 の 常に 耳に すると ころであって、 そして その 説明に 最も 苦しむ ところの ものです。 象徵詩 

は 恐らく あらゆる 詩の 中で 一番む づ かしい、 また 一番 わかりにく いもので せう。 それで、 今 ここで、 なるべく わかり 

やすく、 平易に 説明して 見ようと 思 ひます。 

L や- 「ちょう  ^ひ 

< ^徵 詩と は 象徵を 用ゐた 詩の is ですから、 象徵 詩め 說明 はま づ その 象 徵と いふ ものの 意義から 始めなければ なり ま 

せん。 

T> や _r ちょ ン  シン ポル 

象 徵 とい ふの は S/mbol の譯 語です。 シンボルと いふ もの は なかなか 深遠な 意味 を 有して ゐて、 一 寸簡單 に設明 

する 事 は 出来ません が、 これ を 1 言に して 盡 せば、 暗示 又は 喚起の 要素の 謂 だと 言へ ませう。 美學 上に は 聯想の 一 

種と して 說 明され てゐ ます。 聯想 は 狭義の 聯想、 統覺、 象徵の 三種に 分れて ゐ ますが、 月桂樹と いふ 言葉 を 見て、 思 ひ 

を遙 かに 月桂樹 多き 南歐の 風物に 走らせる が 如き は卽ち 狹義の 聯想です。 また 希 鎖 神話に ニンフの 一 っなるドラィァプ 

詩 の 作 h^ 方  11 一九 一 


Ill 九 二 

ドと いふ 女神が ァ ボロンの 神に 追 はれ、 逃 場 を 失 ひ、 身 を 月桂樹に 化した とい ふ 話が ある、 それで 月桂樹 を 見て ドラ- 

イア" ドの變 身 だと 思 ふな ど は統覺 です。  それから 月桂樹 は 昔から 勝利 凱旋の 光榮を 表彰す る ものと して 用ゐら れてゐ 

ますが、 此の 場合. 月桂樹 は 勝利 凱旋の 象 徵と云 ふ 事が 出來 るので す。 で、 今 それらの 展別を 説明 すれば、 月桂樹 は 

必ずしも 常に 南歐の 風物 を 想 はしめ る もので ない が、 勝利 凱旋の 光 榮は單 に その 紫の， 一片 を 手に した だけで も 思 ひ 浮 

ぶ、 これが 聯想と 象 徵の區 別です。 また、 月桂樹 は その 表 はす 勝利 凱旋の 光榮 に比べる と 極めて 惯値少 いもので ある 

が、 女神 ドライア.， トの 化身と 見れば • そこに 輕 重の 區別は 無くなって 來る 、のみならず 月桂樹 は 必然的に ドライア ヴド 

を #〔 起せし める もので ない、 これが 統覺 と象徵 との^る です。 

象徵 は、 さらに その 象徵 それ 自體 と、 これによ つて 代表 せられる 事物との 間に 存 する 債：^ の II. 隔 によって 三種に 分 

けられ， その. 問の 價 値の 懸隔の 31^ も甚 しい もの、 卽も 外形と 內容 とに 輕 重の 差 ある 事 最も 甚し いもの を嚴 (付の 意味に 

於て 象徵 とい ふ。 黑.： B が 悲哀 を あら はし、 綠 色が 希^ を あら はし、 ダンテの 「神曲」 で 豹 や、 牝狼 や、 獅子が 人間の 

三惡、 肉愁. 貧愁、 殘忍を 表 はすな どが それです。 それから 此の 外形 内容の 懸隔が 全く なくなって、 徵 として 取ら 

れた 事物 それ 自らが 11 立の 憤 値 を 有する に 至れば、 所謂 高級 象徵 です。 高級 象徵の 作" i は その 表 の 件の 進行 だ 

けです ぐに 藝術 上の 價 値が ある もので、 ギヨ ォテの 『ファウスト』 や、 ハウプトマンの 『沈 iO などが それです。 

然し それ は 美 學 上の 象徵 なり、 ^徵的作品でぁって1^^代の„1^徵主義そのものではなく、 この 原理 を 基礎に して、 それ 

を 一 個の 文學 上の、 王 張と した ものが 卽 ちかの 资、 徵 派の 唱 へた 象徵 主義な のです。 

なほ、 象徵 とい ふこと は、 もともと 深い 宗敎 的、 神祕 的な 意義が あって、 或る 哲擊 者の 言った やうに、 「如何なる も 

のよりも 深い ものの 象徵 である。 より 以上なる もの 暗 示 である。 路傍の 木々 もた だ 生 ひ 立つ ので はない。 河 はた だ 

流れ ゆく 水で はない。. 一 枝の 花 も、 一 堆の土 も それ 自らに 終る ので はない。 如何なる 存在 も活 is も 何もの かの 暗示で 


ある。 ょりf^^たものを示し得なぃ存在は 一 つと して 許されて ゐ ない、 有限に 車 象が 終末す るので はない。 凡ても の 

は 彼が 徵の 意義に 於て 永遠で あろ。 一切 は 5^ 徵 である。」 卽ち. この 世の あらゆる 現象 は、 例へば プ ラトンの S ぎの 

世界、 卽ち 宇宙の 本體 の象徵 だとい ふので す。 不可 C ；^、 不可 說の 世界 を、 目； 體に 示す ものにす ぎない とい ふので す。 

象徵 主義が 田 { 惟に 絕 した 世 3^ の 消息 を傳 へんと する、 王 張 はこ こに 根 を 置いて ゐ るので、 その 宗敎 g、 神秘的方面に§^ 

接な 接 飼 を 保つ て ゐる事 も、 これによ つてお のづ から 肯 かれる だら うと 思 ひます。 

かくの 如き 象徵の 原理 を 捉へ來 つて、 意識的に これ を、 王 張した ものが かの 十九 世紀末に 現れた ilii です。 彼等の 

象徵キ ： 義卽ち symbcli  (佛蘭 两 語で syFbolisme) は、 專ら 情緒 を 喚起す ろ 情緒^ 徵の 主張であって、 從來の 詩歌が 辯 

畫 彫刻の 作 ffl と 音 樂の 作用と を 兼ねて ，叙述 的 表現 を 以て 荷 • 接に 想念 を 歌った のに 對し、 詩歌 をし て粹然 たろ 音 樂 たら 

しめ、 叙述 や 說明を 一 切 避けて、 我々 の 何事 かに 遭遇して 生ずろ 情緒 —— その 刹那々々 の 情緒 を 乘徵を 以て 陪 示しよう 

とい ふので あって、 その 主義 や. 奉ずる 人 を Symbolist と 云 ひます。 象徵 主義 はもと 詩に 始ま つたので、 象 徵詩は 旣にジ H 

ラ アル. ド？ 不ルブ ルゃ、 シャル ル つホォ ドレ ェ ルに その 萠芽 を あら はした と 普通 言 はれて ゐ るが、 その 一 大勢 力と なって 

佛蘭 西の 詩 擅 を 風 磨した 一 八 八 五 年以來 です。 (象徵 主義 も 他の 多くの 文舉 上の 新 運動、 新形式と 同じく、 佛蘭 SI に i 

まった ものです) 然し、 特に 象. 徵 詩と 呼ぶべき もの こそ 前世紀 末 の窪 物で あらう が、 象徵 的な 詩句 は 決して 新しく 生 

じた ものではありません。 英吉利の 十八 世紀の 詩人 ヰリ アム. ブ レ ェ ク (彼 は 同時に 畫家 であり、 また 特に" ま， ま 

であった から、 その 象徵 的な 詩 を 出した の は l&J も 不思議で ない〕 の 詩な どに 餘 s^- 象徵 的な ものが 多い し、 獨 逸の 浪 涛 

派の 豫言 者た る神祕 詩人 ノブ リスな どに も ある。 また 沙翁 と 同時代の 所謂 大學 才人の 一人だった トマス モナッシュの 

詩の 作り方  111 九 111 


一一 1 九 四 

光 匂 はしく！^ より 落ちて、 

の 君 わかく 美しく 死し、  " 

塵 はへ レンの 眼 をと ざしぬ。  (ナ ザ シュ) 

の 如き も、 その 容易に 捕捉すべからざる 悲哀 を湛 へて ゐる ところ * 音調と 色彩との 徵 妙な 配合に よって 一種 読 明し が 

たい a? 緒 を 喚起す ると ころ、 疑 ひなく 象徵 的な 詩句と 言 はなければ なりません。 

ロマン チイ" ク* スク ウル  ォすゾ 《- チイ  ， か- ウタみ 

佛蘭 西に 於て、 ユウ ゴォ や、 ラ マルティン や、 ミュッセ 等の 浪漫派に ついで、 詩 界の權 威と なった の は、 所謂 i= ^踏 

e^(I^arlKl-iiens) でした U ルコント っト. リイ ル、 シュ リイ. ブ リュウ ドンム、 フラン ソァ • コぺ ェ等 によって 代表 せられる 高 

iik、 奪ら^ 蠻的、 彫跟的 効果 を 志して 壯大 の景ゃ 悲痛の 情な ど を 極めて 雄： t に 述べて ゐ たのです が、 そのうち こ 

の 派の 詩 風に 不^足な 詩人が 現れて、 こ こに はじめて 象徵 派の 旗 旃を飜 しました。 それ はス テフ アン. マラルメ、 ポオ 

ル*ヴ エル レエ ン、 アル テュ ウル • ランボオ、 ヴ イリ ェ っト* リイ ル-ァ ダン、 ジ アン • モレアス、 ギュス タァヴ *カァ ン 等の 詩人 

で、 彼等 は その 奇異なる 詩 風に よって、 また その 放恣 度な き 生活に よって (マラルメ 等 二三の 人 は 勤 直な € 者 的 生活 

モ i> デ f  •  K ェ. r 

を逡 つて ゐ たが) 時の 新聞記者から デカダン (Decadents) だと か、 Maudits  pcct*ss  (^はれた 詩 派〕 だと か 言って 冷笑 

されました。 デカダンと は 「：！ 廢」 とか 「墮 落」 とか 言 ふ 意味です が、 彼等 は 反抗的に その 惡ロを 進んで 自分 達の 旗 

印 _ti して、 自ら デカダンと 呼ぶ やうに なりました。 だから デカダンと は象徵 派の 別名に 外なら ない のです。 尤も デカ 

ダンと いふ 名前に は、 世紀末 的の 額廢 した 暗黑な 生活 を经 つた ヴ， -ル レエ ン 等の 私 生涯に 對 する 常識家 達の 冷罵が 大 

にこ もって ゐ ますから、 サンボリスト 卽 デカダンと は 言へ ないで せう。 兎に角、 のちに は專ら サンボリストと 稱レ 

たやう です。 これが 卽ち、 象徵派 11 また、 象徵 主義の 起原です。 次いで メェ テル リンク はこの 主義の 理論 を戲 曲に 

隅^して、 かの 『s 部』 や 『群盲』 の やううた 所謂 靜 劇 を 作り、 ヒュ イス マ ンズは 更に これ を 小 說に應 用して 『途上』 


や 『逆に』 の やうな 作 を 出しました。 そして それが 更に 進んで は、 音樂- 椅晝 などの 他- 1 術にまで 及んだ のです が、 

象徵 主義の 理論 を 採用して 一番 成功した の は 何と 云っても 詩です。 象徵詩を初めて我國に輪入した入は故上田敏^^4^ 

です。 また その 作者に は 岩 野 泡 鳴 氏， 蒲 原 有 明 氏、 近く は 三 木 露 風 氏 一派の 人々 があります。 

佛簡 西の 或る 有名な 詩人 は 象徵 詩を設 明して かう 言つ てゐ ます。 

「事物 を靜觀 して、 これによ つて 喚起 せられた 幻想の 中に、 おの づ から 心！^, が 飛揚す る 時 『詩』 が 生れる 0 以前の 

t も チヅ シアン  e  , ] 

高路 派の 詩人 は ； g の 仝般を 捉へ來 つて、 それ を その 儘 残る ところな く isli^s- してし まった ので、 その 詩に 幽玄 鼓 妙 

の 趣き を缺 き、 且つ 讀 者から £3 ら 創作す る やうな 享樂を 奪って しま ふ。 事物 を その ま  >- 明示して、 K なく 說 明して 

しまったの では 詩興の 四 分の ヨを沒 却して しま ふ。 詩 を讀む 際の 妙味と いふ もの は、 あれ かこれ かとい ろ.，， \ぉ船 かつ 

て るう ちに、 だんく 興趣が 出て 來て、 さま t の 幻想が 浮んで 來る ところに ある。 喑 示す るの は卽ち 幻想 を與 

なづ 

へる 事で ある。 かう した 幽玄な 作用 を 象徴と 名け る。 象徵は ある】 つの 心狀を 示さん が^め に、 おもむろに 物象 を 

喚起す るか、 或は これと は 逆に、 1 つの；^ 象 を 採リ來 つて、 いろ ^ と 推-おした のちに、 これよ リー： の 心^ を脫 

させる 事、 卽ち これで ある。」 

すな はち， 象徵詩 は、 詩人の 心象に 類似した 一 つの 情緒 をば 讀者 にあた へる の を N 的と する もので、 必ずしも、 詩 

入と 同一の 心象 を、 讚 者に 傅へ ようとす るので はない。 從 つて 靜 かに 象 徵詩を 味 はう とする もの は、 それぞれ 自分の 

感興に 應 じて、 詩人も未だ說き及ぼさなかった胃語に絕した妙味を^^得する事が出來る) それ ゆ ゑ、 その 詩に 對 する 

解 St は 入に よって それぞれ 違 ふか も 知れない が、 要するに ただ 詩人の 情緒と 類似した 情緒 を讀 者の 心中に 喚起 すれば 

詩の 作ね 方  一一 一九 五 


.  一二 九 六 

それで 十分な のです。   

象徵 はか やうに 1 つの 情緒 (情調 氣分) を捉 へて 歌 ひ、 それに 類似した 情緒 を讀 者の 心中に 喚起 させよ 5 とする 1 

個の 情緒 藝 術で あるから、 自然 音 樂と 同じ 劫果を 目的と する に 至る。 音樂を 聽 いて ゐる時 は、 別に 一定の 槪念 を享け 

る 事 はない が、 深く 心 を 動かされ、 思惟に 絕 した 感動 を 受ける。 象徵 詩の ねら ふところ もまた それで、 もと 一定の 思 

想 や^ 情 を It へようと 思 はないで、 調子の いい、 色彩の ゆたかな 文字 を もって 一種 說明 しがたい 情緒 を 喚起 せんとす 

るので すから、 是 れを讀 んでゐ ると 丁度 音 樂を 聞いて ゐる 時と 同じ 氣 分になる わけです。 だから その 詩の 内容 は 一寸 

設明 する ことが 出來 かねる のです。 言語に 絕 した、 謂 はば、 分解す る 事の 出來 ない 綜合 一致の 狀態 にある 一 觀念 S 映 

像で あり、 いかなる 哲學 者と 雖も 明かに 述べる 事の 出来ない 真理の 精體を 含んだ 獨特な 印象の 韻律 的 表白です。 

曾って 上田 敏 氏が ヴ H ルレ ェンの 紹介 文の 中に 譯 載せられた 後の f 詩 術』 の 第四聯 

何と なれば 吾等の 望む ところ は 

影に して 色に あら ざれば なり。 

あはれ 影の み ぞ夢 を^ に 結び、 

笛と 角と を i ぶべき。  9 エル レエ ン) 

は、 原 有 明 氏 も 言って ゐる 如く、 當 時に 於け る 象徵の 意義 を 簡淨に 啓示した 大切な 詩句で、 象徵 派の プログラム，^ 

も 見なすべき ものです、 影と は 陰影 a5ij_ レス o で、 象 徵詩は 畢竟 二 ュ アンスの 藹 術と 言へ るで せう。 で、 今、 象徵詩 

の 特色 を擧げ ると. ( 一 ) 不可 設の 事物 を晴 示に よって 傳 へ る 事、 (一 D 情緒.^ 傳 へ て 一 定の 思想^ 情を傳 へ ぬ 事、 (三) 昔 

樂を聽 くが 如き 思 ひ あらしめ る 事 、(四)！： 者 をして 自ら 創作す る 如き 快感 を覺 えしめ る 事 等で せ，^。 それから、 次ぎに 

代表的な 象徵 詩と して 左に， 『內 部』 の 詩人の 「、fill- 中の 一 篇を擧 げて見 ませう。 


愁 の 室  ヌ  メ H テル リンク 

わがお も ひ、 愁に靑 し、 

さらによ き 幻 は あれ ど、 

つかれたる 靑き 夢路に、 

月影の よよと 泣き 人る。 

S 円き 愁の室 は、 

さしより て 人 や 見 つらむ、 

さ みどりの 玻璃の あなたに、 

月 を 浴び、 ぐらす に 光る。 


たけ 高き ^c}; だち 木 だち * 

宵 宵 はお ぼろお ぼろに、 

煩惱の 薔薇 を わけて、 

夢の ごと 搖 がで 立つ を。 


水 ははた 緩く 噴き出で、 

月影と { や； と を まぜて、 

詩の 作. 9 方  ョ九 t 


, 1 -.  ョ九八 

薄；！ ると はの 吐息に.、 

夢の ごと 節 も か はらず。  (上 Els 

象徵 詩は說 明す る 事 甚だ 困難で、 また その 設明は 請 者に よって 一 々違 ふので すが (かやう に 作者 も 讀者も 極端に 個 

人的な ところから、 ル ミ っト， グゥ ル モン は象徵 主義 は 藝 術に 於け る 個人主義の 表現で あると 言って ゐる) 折角です か 

ら 試みに 解說 して 見る と、 私の 心 は靑ぃ 月影 を 浴びて 眠って ゐる 温室で ある、 その 中には 煩惱 とい ふ齊薇 も^いて を 

れ VT 機々 の愁念 や、 思惟が 茂って ゐて、 靑ぃ 光の もとに は愁が おんちて ゐ ると いふの が 根本で、 それに 色々 の 潤色が 

加 はって ゐ ると 解して いいで せう。 が、 私自身で も此詩 はま だ 幾通りに も 解釋が 出来る のです。 そこが 象徵 詩の 象徵 

詩た る 所以です。 

四 

日本の 詩人に よって これまで 試みられた 象徵 詩と いふ ものに 對 して は、 私 は 多少 疑 ひの 目 を もって 見て ゐる。 どう 

も それが 必然的な 內 心の 要求から 出た と 言 ふより は、 多少 「ものずき」 とい ふ 傾きが あり はしない かと 屈 はれる 力ら 

です。 岩 野 泡 鳴 氏の ■ の KIS 中の 象徵 詩の 如き 氏の 所謂 心 熱 的な 作 も ある 事 はあり ますが。 で、 私 はかう 考へ 

る。 ある 詩が 囊的 であるの はいいが、 特に I 詩と いふ ii でか かると、 象徵 とい ふ 事に 反って 囚 はれて しまって、 

かの マラルメの やうな 事に なって しま ひ はせ ぬかと。 マラルメ は 象 徵の蓮 用に 生涯 を 捧げた 詩人で あるが、 象 徵の自 

からして 反って 象徵を 失って 最後に 詩作 を斷 念し なければ なら なくなった のです。 

夕暮 1 「秋」 はしばしが ひま、 やさしき 

, を あげ、 徵笑 さへ 浮べ、 やすら ふとき、 


i あり、 めぐし、 かたへの 水盤より 

落ち 散る しづく を 羽う ち 戯れぬ る。  - 

あな、 姬、 そ をば 避けん とに ほひ 衣の 

まつ はる 裾 を ふみ がへ 支 ふるとて 

手 を 解く ひま を、 緖 ir の 面より、 見よ、 

^广^ の i ^に」 そ 照らせ、 花の ななつ。 11  (有 明) 

これな ど 蒲 原 氏の 象徵 詩の 代表的な もので はない (氏の 一番 有名な 作 は、 「朝な り — 」 で はじまる 一 篇 だった と 思 

ふが、 今 手許に ないから 引用が 出來 ない。) から、 作者に は氣の 毒な やうな ものの、 いかにも 象徵 のた めの 象徵 で、 象 

徵に囚 はれて ゐる やうに 感じられます。 (技巧の 完全して ゐる事 は 言 ふまで もありません が。) 私 はかう した 象徵 詩より 

は 古來の 俳句 (特に 芭蕉) の 方がず つと 象徵 術と して 立派な もの だとい ふ氣 がします" 象徵 主義の 理論 は 疑 ひもな 

く 贵贯な 厲理を 含んで ゐ ます。 けれども、 あまりに 象徵を 過重す るの は、 反って その 作用 を 殺す ことに 他なら ない と 

思 はれる のです。 我々 は 情緒 を 尊重し なければ ならない、 この 情緒 を 他人に 傳 達したい とも 思 ふ。 けれども 情緒に の 

み 耽って ゐて はならない。 弱々 しい 情緒 藝術 のために、 人間の 赤裸々 の聲を 忘れて しまって はなり ません。 

私 は 第一、 象徵 主義 そのものの 弱 點 について 切言せ ずに は ゐられ ない ものが ある。 アンド レエ *ジ イド は 「象徵 主義 

に 何等かの 缺陷 があった とすれば、 それ はこの 主義の 美學の 背後に 何等の 倫理 も 組織せられ なかった 點 にある」 と 言 

つて ゐる。 然り、 象徵 主義 (象徵 詩) は 純 粹に唯 実 主義で ある、 技巧 主義で ある、 藝術 至上 主義で ある。 そのため 肝心 

のだ^ とい ふ 事 を 閑却して、 生きた 人間の 聲を 忘れて、 血の 氣 のない、 影の 薄い、 朦朧たる 抽象的な 字句の 羅列と 

あち かじ 

なり、 つ ひに 一種の 遊戲に 腹す るお それが ある" で、 私 は 象 徵詩を 作らう と 思 ふ 人 は豫め これ だけの 忠告 をして おき 

詩の 作り方 


度い。 . 

卽ち、 諸お はま づ人 問で あ， つて、 しかるの ちに 詩人で あるべき だから、 いかなる 場合に も 自己の 人間た る 事 を 忘る 

べきで はない。 祌祕 的暝想 は、 或は 諸君 を も象徵 詩人と する かも 知れない。 けれども、 特に 象徵 詩人 を もって 任ずる 

とい ふ琪は 馬鹿げ きった 事で ある。 マラルメが 漸次 その 價値を 失って、 ヴ- ルレ ェン や、 レニエ ェゃ、 ヴ -ルハ アレン 

が 愈々 その 眞價 を發 揮して 行く の は なぜです か？ それ は 彼等が 單 なる 象 徵詩 入でなかった からです。 彼等の 名聲は 

決して その 象徵 詩に 基く ので はなく、 象徵詩 以外の 詩に 基いて ゐ るので す。 . 

象徵 詩の み を 作らうな どと 考へ てはいけ ません- 象徵詩 は、 とりわけ 作らう として 作るべき ものではありません U 

もし 諸君に して、 心 靈の奧 所に 忍び入って、 その 祕密. のさ さやき を聽き 取る か、 または 刹那の 氣分を 歌 ふこと に 興味 

を 有するならば、 象 徵詩を 作る の もよ い。 が、 それ は象徵 的な 詩と いふ だけで 滿足 するがよい。 それ を 完全な 象徵詩 

にしようと 努力 をす る 時 は、 もう 象 徵に囚 はつ： てし まふ 事に 他なら ぬ。 そしてつ ひに は マ ラル メと 同じ 運命に 陷 るに 

違 ひない のです。 

十、 散文詩— 普通の 散文との 區別 

^文 詩の 起原 —— 散文詩と 小品 11 散文詩の リズ ム 11 自. E 詩と 散文詩 

—— ボ オル *フ ォ * ルの說 

«5 リぶ. -し I.KB*rf<.*i.* もし  ポエム. イン. プロ ォス 

散文詩 (！ -sse-psm 若く は Poem  in  prose) とい ふ 詩形 は、 極めて 新しい 詩形で、 謂，； HI 由 詩よりも また 一 段 自由な、 

い は ば 自由詩 以上 の .H 由 詩と も 云 ふ ベ きも の です。 


散文詩と、 ふ 名稱は 十九 世紀の 後半に、 ツル ゲ于 不フ や、 ポオ ドレ H ルが 散文詩 集 を 出してから、 一 般に用 ゐられ 

る やうに なった もので、 「散文で 書かれた 詩」 とい ふ 意味な のです が、 「散文で 書かれた 詩」 と は、 また 「詩 を 散文で 書 

く」 とい ふ 事 は、 はじめは 一つの 矛盾と 考 へられた ものでした。 が、 今 は 誰れ ひとり 散文詩の 獨特の 意義と f と を 

認めない ものはありません。 のみならず、 自由詩の 蓮 動の 如き、 詩 を 散文詩に 近づける 努力と も 見れば 見られます。 

そして 我々 の 思惟と 感鵜 とが 益々 複雜 になって 行く と共に、 散文詩の 地位の 益々 高まって 行く の は 極めて もっともな 

寧です。 私 はむしろ、 今後の 詩 は單純 素朴な 小 噴と、 散文詩との 二つに 大別され る やうに なり はしない かと 思って ゐ 

ま T> 尠くとも、 我が 國に 於て、 散文詩が 自. E 詩よりも 有力な ものと なれ 得る 事 は 想像 せら，. まづ。 

イワン • ツル ゲ工 ネフが、 其晚 年の 五 年間 (~ 八 七 八 年 I 八 二 年〕 の 印象の 斷片を ，，れ 一口 リ 4,,, (老衰) とい ふ 羅典 語 

.で總 括して、 露 西. 亞に 送り、 その 初めて 世に 現れた の は I 八 八 二 年の 十二月でした が、 それ I 表した 雜誌 「ゥ H スト 

-1 ヴク. ヱ フ：！ ビィ」 の 主筆 は、 作者の 手紙の 中に 記して あった 「散文詩」 の 語 を その 集の 標題に 適切な ものと 認めて、 

その 題-卜に 發 表しました。 然し、 散文詩と いふ 言葉 は 多分 ツル ゲエ ネフの 創めた もので はありますまい。 こ. 3 より さ 

き、 I 西の 羅 派の 詩人ば VP:- はヌ ，1 き p^v  (小 散文詩、 又は 散文 小 詩) の 作 を 出して ゐ ます 

力ら。 尤も これ はもと "Le  Spleen  de  JParis  ： (巴 里の 憂！！) と 題せられ る 害 だ つたと いふ 事です。 然し、 散文詩と 

呼んで ゐ たか どうか は 知りません が、 散文詩の 實を備 へて ゐ たもの は、 ポオ ドレ エル 以前に もあって、 旣にヂ ヨンの 

神祕 家で、 薄倖な 詩人であった ベルトランの "Gasiard"lal?JauIt" (これ は 而も ポオ ドレ エルの 直接の 模範と なた も 

つのです) の 如き あり、 エド ガァ. ァ ラン • ポオに あり、 更に 遡って は 『一 ill やお の舊 モンテス キ ユウ こさへ 

あります" けれども 散文詩の 簾を來 したの は 比較的 新しく、 マラルメ、 ネル プル、 ワイルド 等の 作を經 て、 ボ オル. 

フォ オルに 至り、 獨 逸に シ ユラ ァフ、 フライシュレン 等 を 出し、 最近に は 露西亜の ソロ グゥブ などに も その 作が あります。 

*^ の 作 方  51 


s  二 

散文詩， よ 極く 平易に， 說明 すると、 その 文字の 示す 如く、 散文で 書かれた 詩で、 まづ 詩と 散文との 中間に 位する もの 

と 見れば 間違 ひありません。 ところで、 普通の 音律 詩と 散文詩との 區別は 一目瞭然で すが、 普： 迪の 散文との 區别は 一 

寸 はっきりして ゐ ない。 

散文詩で 一番 まごつく の は 此の 普通の 散文との R 別で、 次いで 自由詩 (口語の) との 韻律 上の^ 別です。 散文詩. - 

その 形式から f と 墓の 散文と 殆んど 何の， もない、 それ ゆ I 謂 小品と は 殆んど 同じ ものと 見なされて、 rr 

こ 混 司して 考 へえて ゐる やうです。 が、 そこに S 然 たる 差別が あるので す。 卽ち、 散文詩 は 形 は 普通の 散文で あ 

づて も、 その 內容 は钝然 たる 詩で、 1ム たるべき 內容 を韻 文の 代りに 散文で 書いた も，^^ 他なら ない。 これに 反して、 

ぶ は 散文の 內容を 散文で 書いた ものに 他なら ない。 つまり、 isi  11 で、 謹 小說の 最も 短い も 

のと 言っても いい" 例へば、 チェ ェ ホフの 作の やうな ものであって、 人生の 一 橫斷而 を 示す もので あり、 客觀 的な 事 

件の 描寫 である。 それ ゆ ゑ、 槪 して 小品 は 客観的で あり、 散文詩 は主觀 的で あると 言 ひ 得られる。 ただ その 韻律 力 

形式が 散文 だけに 散文の リズムな の は 同一 です。 

もっとも 詩と 散文の 區 別と いふ 事 は 一朝一夕に 定め I の出來 ない もので、 旣にマ ラル- -の 如き は、 「人. -の 散文と 

呼ぶ ものの 中に-^ 詩は存 する ので、 絕對の 散文と いふ もの は、 霧に 云へば ただ アルファ • べポ のみ だ」 と 言つ 

てゐ ます。 が • 大體 に、 普通に 散文 は 散文的な 内容 を 散文 を 以て 書いた もので、 散文詩 は 詩的 な 內容を 散文 を 以て 

睿ぃ たものと 心得て をれば 間違 ひ はない かと 思 ひます。 

次ぎに は 自由詩との 區 分です が、 自由詩 は 音律 詩から 直接 轉 化して 來た 詩形で あるから、 その リス ムは 散文の リズ 

么 よりも 强 めら れ たもので あるに 對し， 散文詩の リズム は 散文の リズムで 差 支ない のです。 卽ち、 散文詩 は 必ずしも 

-.. - 調でなくて もい いのに 封し、 自由詩 は 必ず 吟調 でなければ ならない。 それから、 自由詩が 從來の 音律 詩と 同じく 行 


を 切る の は 言 ふまで もない。 それから 次ぎに 少しく 散文詩の 作例 を 掲げて 見 ませう。 

明 B は I 明 曰 は！  ツル ゲェ ネフ 

過ぎ去った 日の すべて はいかに 空しく^ 氣 なく 徒ら な もので あらう！ それ はいかに 僅かな 痕跡 を殘 すので あら 

う！ 今日から 明日へ と 消えて しま ふ 月日と 云 ふ もの は、 いかに 無意味に いかに 馬鹿らし いもので あらう！ 

しかも 人間 は 生きよう とする。 生命に 執着して、 その 生に， その 身に、 來 るべき 日に、 その】 切の 希 を かける 

…… おお、 いかに 多くの 幸福 を 人 は その 未お-に 期待す るで あらう I 

しかし その 未 來の日 もまた 過ぎ去った 日に 異ら ぬと は、 何故 また 人は考 へない の だら う？ 

彼 は それ を考へ もしない、 考 へる を 欲しない の だ。 まことに それ はい、 事で ある。 

一明：：！ は！ 明日 は！」 と 彼 は 自ら 慰める、 而も この 「明日」 が 彼 を ic^ 場へ 船んで しま ふの だ。  - 

さて、 1 度 墓へ 入って しまへば、 人 はおの づ から、 もはや 考へ なくなつ てし まふ。 

港  ポオ ドレ エル 

港 は 人生の 戰 ひに 疲れた 人に とって チヤ アミ ング な場處 である。 天の 廣ぃ 雲の 動搖 する 建築、 海の 變 化す 

る 色、 燈臺の 光な ど は 目 を 疲らさないで， 眺めて ゐ るのに 驚く ばか リ 適した； 一一 殺 形で ある。 波濤に 調子よ く 搖られ 

る 帆綱の もつれた 船の 高 く^え 立った 形 は 心の中に リズムと 美との 觀念を 保持す る。 そしてと リ わけ、 そこに は 好 

奇 心と 5 心と にも はや 動かされ なくなった 人に 對 する 祕^ な 高 尙な樂 みが ある。 展望 臺に 凭れた リ、 又は 防 波提に 

肘 を 突いたり して、 其 處を往 つたり 来たりす る も 2、 まだ f する氣 ま、 金 持になる 力 を もって をる ものの あ 

ら ゆる 動作 を觀 察する と いふ 榮 みが ある。 

詩の 作 方 
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いづれ もこの 二 詩人の 代表的 |文詩 ではない t 知れません が、？ <s 特色 をう かが ふに は 十分 だら うと f 

享。 もっとも この 二つ I： 讓觀の 奮な のです が、 散文詩 ti は 勿論 もっと 描 置な もの もあります。 14 

それ ii や、 諷| 、 藝 であり、 また 墨の 婉曲 I 現 2 る。 普通の 小品の やうな 囊を ss? たもの 

はむしろ 尠 ない。 

愛  アンド レイ • ネモェ フス キイ 

しめ やかな、 いつまでもく 懷 かしい 歌の やうに、 幼い 時 は 過ぎ去った けれど、 今 其調を捉 へんと すれば、 もう 

捉 へられぬ。 唯 P と 繁き我 生の 一 角に 時々 其斷 續 する 節 I  くの みだ。 これ. S いて？ しさに 聲 を 揚げた のき 

、つ 置に かなる。 幼い 時 こそ 私 も 震 も 一 體 であった。 私が 體 なら， 窗は 其體 を沾 かす 魂であった- ::: 

賊の 如く I を 1 んで來 つて 人に？ る もの は年浪 である。 一つし おも 中年に なった： び f 人の 大人び た f にな 

つて は、 自ら 我が 塞の 謹であった こと あ ひ、 我と に r して、 此身 を百 の 義務の輒 に 繋いで" つた 。h 

新うな つて は 何事 も 決定して 狐疑す る餘 地がない 代リ、 前途に 希 f なく、 疲れ果てた 心 は 冷 時 も £せられづ 

熟ト 吋に も 熱 I 杈 せられぬ。 ：：：  いと  ュ。 、 きし 

眼 を 放って 野 を 眺め、 M を i せば、 あお、 しかし、 こ S だと、 称 はこれ が 愛しくて ならぬ . 絕ぇ？ 

しい、 忘れた やうに なって ゐた、 遠い く 昔の 調， 戀 しい、 ましい， やうな、 幸福の 充 為ち た 調が 微かに、 も 

今の-， さは 幼い 時の それと は 違ふ。 今の は 幸福の 聲 ではない。 止む £ まれぬ 運命で、 やが 心の 化石に ならぬ 者な 

らば、 誰でも 揚げざる こと を 得ず して S げ る聲 である。 よしや、 i しいと いふ その 聲が卽 て 死の 審 とな リ ^ 


首 4lS をす にして、 魂魄 永く 滅 無に 歸 さう とも、 誰か 敢て 此^ を 揚げぬ 者が あらう ぞ 0  (長 谷川 二葉 亭譯) 

此一篇 の 作者 は 波 蘭の 愛驟者 だとい ふ。 鍊譯の 立派な せゐも あらう が、 いかにも しみじみした if い 威： 情の 籠った い 

い 文章で、 散文詩と 銘は 打って ない けれど 立派な 散文詩で ある。 因に 德富慮 花の 『自然と 人生』 中の 諸篇 や、 P 木 田 

獨.^ の 小品の 如き、 いづれ も 好箇の 散文詩です。 さう かと 思 ふと， 極めて 散文的な 作品に 散文詩の 名を與 へて ゐる人 

が あるし、 また 岩^ 泡 鳴 氏の 如き は ホイットマンの 詩 や、 今の 日本の 自由詩 を 散文詩と 呼んで ゐられ る (今の 自由詩 を- 

さう 呼ぶ 事に は 私 も 或 では 賛成す るが )0 かやう に 散文詩と いふ 概念 は 今のところ まだ 判然して ゐな いので ある。 

夜 は來れ り。 の 迸る 泉 その 萆を 高む。 我が 魂-" 亦 迸る 泉な リ。 

ちろ く 

夜 は來れ り。 愛する 者の 諸の 歌 今 始めて 醒む。 我が 魂 も 亦 愛する 者の 歌な り。 

？ i めら れ ざる もの、 鎮め 得ざる もの 我が 衷 にあり て、 其 思 を 語らむ と 欲す。 愛の 希求 我が- 衷 にあ リて 愛の 言語 を 

發す。 

我 は 光な り。 g!f 呼 何が 故に 夜たら ざリ 1:。 光 あ リて我 を園繞 する ことこれ 我が 寂 { ^なり. - 

•  ^  くわ、 r,t や つ  ち 

なら まし かば、 夜なら まし かば。 我が 心 光叨の 胸に 凭れて 其, 碱を吸 はむ と 欲する こと 切な リ 。(二 ィ チェ) 

これ は ニイ 千ュの 『ツァラ ト ウス トラ』 中の 『夜の 歌』 の 胃 頭です が、 これな どや はり 散文詩です。 なほ ニイ チェの 

f!^- 作 中には 散文詩と 呼ばれ 得べき ものが 澤 山あります し、 また 『ツァラ トウ ス トラ』 そのものが 旣に 立派な 詩です、 S 

ら く 新 代 の 叙事詩 の 投範 とす ベ きもの だ らうと 思 ひ ま 丁。 

を かしき 噴 

詩の 作り方  ム 
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「卷」 はやさし き 色に つ. - まれて、 「春」 は綠に 薔薇色に、 また 藍色の 衣き て、 訪れ くれば、 代言人 3 心さへ、 狂へ 

る戀に 動かさる。 小間物屋の 女 一！^ の 心さへ、 「春」 よ、 君は綠 にう つくしく、 訪れ くれば 動かさる。 

やさしき 手に 花の 模樣 をぬ ひ とられ、 柔く 毛に て綠リ たる 上靴 や、 煮 ゆる 茶の 味 ひ 深き 暧 かさ。 おお 戀 人よ、 牛 

ば まどろむ わが 心、 わが 身の 肉 を 熱せし む。 

わが ほと リの、 あらゆる もの は、 床板に 痩せた る 猫の 步 むが 如く、 記憶の 糸を曳 き、 追懷 の^を さまよ はしむ P 

く la 一 i の黃 ろき 花に、 昔の 黑き大 现石は かざられたり。 …… 

巴 s の 女う つくし や。 うつくしき 衣 をつ け i の 模樣の 襟 高く、 外套の 惯 稀れ なる 毛皮 を 着た リ。 

巴 a の 女う つくし や。 ボン ヌゥフ の 橋より コ ン n ルドの 廣 場まで、 白粉ぬ りし 餌 色よ。 薄色の 手袋した る 優しき 手 

よ。 され ど 恐れざる 浮れ 男の 身に とリ て、 巴 里の 女 は 美しき 衣よ リも 美しき 眼より、 猶 美しき ものの 主な リし …… 

こ.， は 作者が わからな いが、 多分。 ホ オル. フォ オルで はない かと 思 ふ。 この 譯は 七五調 1 ゲ 基礎に して あると ころ、 次 

にい ふフォ オルの 初期の 作風の やうな ものです。 

ボ オル. フ * オル は、 佛蘭 SI の 新 詩人で 一八 九 六 年に "Ballades  FraQ9aises" とい ふ 一 卷の 詩集 を 出しました 力 .V の 

詩體は 普通の 詩 體と異 つて 全く 散文の やうに 翳き 流されて ありました。 けれども よくしら ベて 見る と. それ はちゃん 

とした 立派な アレクサンドリ ン 調で、 ただ その 四 行 をぶ っ續 けに 書いた ものにす ぎず、 中には 押韻まで 正確に 1  つして 

ゐる ものが あつたと いふ。 我國の 詩で 言へば 七五調 をぶ っ續 けに 散文の やうに 翳いた やうな ものです。 それが 後に な 

ると、 だんだん 不規則に なり、 自由詩 風に なり、 その内 心の 呼吸に 合一した 內容律 を 微妙に 織 出して ゐ ると 言 ひます 

彼 はこの 新樣の 詩體の 主張と して、 「自分 は 情緒の ままに 散文から 詩へ、 また 詩から 散文へ、 「つり ゆく ことの 出來る 

1 M: の ST お を！^ 求した ので ある。 卽ち雞 調 ある 散文が その 變化を 統一す る こと を 意味す る" 詩と 云 ふ もの は 言 紫の 自 


然な 省略 法に 依るべき ものである" 卽ち 散文の 如く 表現 するとい ふこと によって、 あらゆる 略語 法 を この 形式の 下に 

消滅させる ので ある」 (川路 柳 虹 氏の 紹介に よる) と 言って ゐる。 卽ち、 彼の 散文詩 は 詩の 形 を 崩さないで 散文の 形の. 

中に 容れた 律 調 ある 散文で あり、 散文に 何等かの 1^ 捨を 加へ て 出来 上った もの だとい ふので ある。 これ は 直に 散文詩 

とい ふ 新しい 詩形の 定義と していい かと 思 ふ。 ii くと も、 今の 我國 の， H 由 詩と 散文詩と は、 ：iiB 局 この ボ オル. フ * オル 

の 主張に 於て 統一 せられる もの かも 知れない と 思 ひます。 なほ 終りに、 彼の 『地上の 諧調』 (川路 柳 虹氏譯 ：>  の はじめ 

の 一 聯ゃ 參考 のために 掲げて 置き ませう。 

来れ、 わが 感覺 に、 觸れ、 眺め、 聞き入れよ。 わたし は S へよ ぢ のぼり、 私 は大氣 のなかに ゐる。 地上け わが HT 

あしち と 

の 下に ある。 お  かく も われ を 浮き立た す もの は 何ぞ。 わたしの 足下に 霧 はな がれる、 その 霧 を 透かして かなた 5.i 

地 は 美しく 鲜 かに 恰 しげで ある。 羊腸た る溪 間の すがたに おの づ から 胸に 動悸 を、 つたせ る。 わたし は 最も かがやか 

しい 曰の 現在で ある こと を 感じる。 來れ、 わが 感覺 に、 觸れ、 眺め、 聽き 入れよ。  (ボ オル .フォ オル)， 

十 一 、 言葉の 問題に ついて 

言葉 に對す る 敏感 -11 言葉 の 魂 11 言葉 の 王と 言葉 の奴隸 11 日常 語 (文 

語と 口語) 1 ： 日本語の 譜美 

詩 を 作る 人の 一番 心 を 潜めなければ ならぬ の は 言葉の 問題です。 言葉 は 詩の 元素です から、 言葉の 徵 妙な 働き を 無 

視 して は、 どんなに獨特な^^情ゃ、 淸新な^！^覺を有ってゐても美しぃ詩を成すことは出來ません。 だから 言葉に 對す 

る 敏感と いふ 事 は、 詩人の 重要なる 天分な のです。 北 原 白 秋 氏の 詩人と しての 成功の 如き も、 何よりも 氏が 言葉に 對 

詩の 作り方  Hot 
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して 非常な 敏感 を 有って ゐる 人だった からです。 

？言 紫の こまやかな 味 ひ、 卽ち 語感と いふ もの はとても 口で 說明 する 事の 出来ない もので、 ただ 多く 讀み、 多く 作っ- 

た上で、  自分で 悟る より 道はありません。  ある 國の 言葉の 太 當の味 ひ は、 とても 外國 人に は. わかる もので はない。 例 一 

へば、 我々 日本人が 西洋の 詩を讀 むとして、 よし その 人が いか 程 その 國 語に 精通して ゐ ようと も、. その 微妙な 言葉の 

-ーュ アンス はとても 味 ひ 得られる もので はない。 散文 だと まだいい. けれど、 韻律 を 主と する 韻文 は、 言葉の 調子な どの- 

點 からして なほ 更ら 本當に 理解す る 事が 困難です。 だから 譯詩 など は、 その 意味 は 違 はなく とも、 原詩と はまる で 別. 

の ものと 見なければ ならない 位です。 その 點 から 言っても、 日本の 詩人 は 我國の 古典 を 研究し、 日 木 語の 魂を捉 へな 

ければ いけません。  • 

我國は 昔から i 百 靈の幸 はふ 國と 呼れば てゐ ます。 日本語が それほど 立派な 國語 かどう か はしば らく 別問題と して、， 

言 紫に 魂の ある 事 は 濯 かです。 言 紫 は 我儘な ものです。 我々 が 勝手に 使 ひ 廻 さう としたって 言 ふ 事 をき かない、 それ- 

に はまた それ 相 當の禮 を もってしなければ ならない。  そして その 鱧と は 何 か、 言 ふまで もな く、 言 紫 を 尊重して 無. 

理な使 ひ 方 や、 氣 儘な 虐待 をし ない 事です。 言葉 は 生きた ものです、 固定した 死物で はない から、 始終 變 化し、 流動 

して 止まない。 詩人 は その 流動に 追隨 して 行かなければ なりません。 然し、 かう 言った からと て 流行語 を 盛んに ffl ゐ- 

よと 言 ふので はない 。「草の 紫つ ば」 とい ふ 言葉が はやるから とて、 わけ もな しにつ かった ので はいけ ない のです。 

詩人 は 「言 獎の 王」 です、 自由自在に あらゆる 言葉 を驅 使す る やうでなくて はいけ まん。 それが 反 i?E、 言葉に 囚， 

はれたり、 言 紫に 驅 使され る やうに なって は駄 y です。 さう なるともう 「言葉の 王」 でな く、 「言 紫の 奴隸」 です。 例， 

へば ある 言 紫 を 面白く 思った からと て、 • 無理に その 言葉 を 持 出して 來 たり、 (人 眞以に 「草の 絮 つば」 をつ かふな ど、 

に それです。) I 行 語 を 並べて 器用な 詩 を 作ったり、 つまらぬ 言葉の 戲れ をしたり する なぞ は、 非常によ くない 事です 9 


それ 力ら 昔 は 詩語と いって、 特に 詩に のみ 用ゐ る； 一一 ic 葉が ありました。 西洋で 古典派の 詩人が、 海と いふ 代りに 不プテ 

ユウ ン (海神の 名) と 言ったり したの がそれ です。 我國 でも、 日常 牛： 活には 勿論 用 ゐられ ず、 散文に も 大抵の 場合 用ゐ. 

られぬ 古語 や、 耳遠い 言葉 や、 勝手に 案出した 熟 字 をよ く 用ゐた 時代が ありました。 薄 田泣堇 氏の 「i の 一  や I. あ- 

り きの 枝」  の 如き や. 今 は その 名 も擧げ る必耍 のない やうな 人々 の 新 熟 字の 如きが その 時代の 記念です が、 こんな 言. 

葉 はこれ から は 決してつ かふべき ではありません。 

さう した 言. 奐を持 出さな いまでも、 今の 日本語と いふ もの は、 北 常な 混亂の 中に 在ります。 詩人の 苦、 し ユー 3 りで- 

はありません"  蒲 i 明 氏、 薄 田泣堇 氏、 與謝 野寬氏 等の 先 載が 詩作 を廢 してし ま はれた の も、 一 つ はたし かに この 

言葉の 問題が あった からだと a- はれます"" 今の 日 太 語 は 大體に 於て、 口語と 文語と に 別れる。 一 體、 いかなる 國 でも、 

^:常s^近 の 俗語と、 文語 と は 多少 の 相違が ある ものです が、 今の 日本語の やうな の は g らしい。 殊に その 口語の 蘇 維な， 

事と 言って は 驚くべき ものです。 然し、 それに 辟易して 文語 を 偏重す るの はよ ろしくない。 口語 は 何と 言っても 生き 

た 言葉です から、 1^ 剌 たる 趣きが あって、 我々 の 死 身の 激烈な 感情 を 託する に は 犬に ふさ はしい ものです。 自. 詩 派. 

の 11^ 人が (ィ マジ ストの 如き また さう である) 日常 語 を用ゐ るべき 事 を 信條の 一 つと して ゐ るの はもつ ともの 事です。 

また 口語 を 採用す る 場合に、 單に單 語の み を 採用し ないで、 福士 氏の 言った 如く 「語法 上に も 及ぼさねば ならぬ」 の 

は 勿論の 事です。 しかし ここで 一寸 注意したい 事が あります、 それ は 今の 我が 國 語に 於て は、 文語と 口語と は 決して 

嚴 重に 區別 されない とい ふ 事です 口語が 日常 語で、 文語が 日常 語で ない と は ー槪に 斷ぜら れなレ 事です。 我々 はた 

しかに 文語で 考 へる 事が ある、 「かはい さうな 男よ」 と あるべき を、 「あはれ な 男よ」 とい ふ 言葉で 考 へる。 その 場合 そ 

の あはれ な は R 常 語と 言って いいと 思 ふ。 元來萆 語の 方 は、 文語が むしろ 多く 用ゐら れてゐ る。 例へば、 「馬鹿」 とい 

ふべき ところ を、 「愚人」 とか、 「痴人」 とか 言 ふ 事が 多い。 この場合、 「愚人」 「痴人」 は 口語で ある、 日常 語で ある、 單 

詩の 作り方  《5 凡 


四 一 o 

なる 文語で はない。 そして 「なり」 と 「です」 との 相違で 文語と か 口語と かきめ るの は 馬鹿げ てゐ る。 

之 を 要するに、 私 は 詩 を 作る 人に かう 勸 めたい のです、 自分の 現在 それ を もって 考へ てゐる 言葉 を 以て 詩作せ よ 

と。 もし、 我々 が 英語で 考 へる 事が あれ は (そして それ は 極めて 稀れ でない) どしどし 英語 を 用ゐて かま はない。 「馬 

鹿」 と 言 はないで 「フ ウル」 と 言って よい。 文語で 考 へれば 文語 を用ゐ てよ い。 それ を 形式的な 考 へからして、 どん 

な 言葉で も、 曰 常の 俗語に 1譯 して 詩作し ようとい ふの は、 反って 無理で ある、 不自然で ある。 それ はや はり 言葉に 

囚は L てゐ るから だと 言つ ていい と 思 ひます。 それ を もって 考 へ る 言 紫 —— それが 卽ち 我々 の B 常 語で ある！ 

ツル ゲ工 ネフ は その 『散文詩』 の を はりに 露 西、 f?^, 語ヶ 讚美す る ー篇を 添へ て、 「疑 ひ 惑 ふ 日に あっても、 國蓮を 思う 

て 心 傷む 日に あっても、 汝の みは 我が 杖で あり 柱で ある。 おお、 偉大なる、 信實 なる、 自由なる 露 西 語よ！」 と 言. 

つて ゐる。 我が 曰 * 語に どれ 程 缺點が あらう とも、 私 はまた その他 圃語 にけ，. 出せない 多くの 長所 を 知って ゐる。 いな 

その 長短 を 度外視しても、 この 生れた 時からの 言葉 は 愛せずに ゐられ ない。 我々 もまた ツル ゲェ ネフが 露西亜 語を讃 

美した やうに 日本語 を 讃美したい。 そして この 言葉 を 更に 純化すべく 努力しょう ではない か！ 

4-1 1、 S 愈と 寺 乍 — 空 相 3 と實惑 

I  t.fes と ニー ロ^ .» ク 「オル 3r 

の 詩と 虚偽の 詩 I ギ ョォテ と ヴュル レエ ン I 內 部經驗 I 感激と 心の 動 

「詩人 は" し、 且つ" g|& 了解すべき 心情 を 有たなければ ならぬ」 と は 詩聖 ギヨ ォテ のき i であります。 眞箕 

—— 然り、 赏 のみが 詩人の 賢です。 眞實は 詩人の 魔法 杖です、 詩人 はこの 杖 さへ ふるへば、 いかなる 人 を も 自分の 

思 ふが ままに する 事が 出來 るので す。 若し、 いかに 巧妙な ろ 技巧と、 間然す ると ころな き修辭 と， 新 E 式と を 具鏞レ 


てゐ ようと も、 眞實の 一 點を缺 いで ゐ たなら ば、 その 詩 はた だの 骨董品に すぎない のです、 美しい l^il にすぎないの 

です。 眞實 であるか 否か 11 これが その 詩の 價値を 定める 第一の、 否む しろ 唯 一 の 標準です。 眞實 から 出發 した もの 

でさへ あれば、 その 詩 は 必ずや 人の 心 を 動かす に 違 ひありません。 至誠 天に 通ず とい ふ 言葉が ある、 この 言葉の 如き、 

とりもな ほさず、 露 實のカ を 喝破した ものに 他なら ない。 然 らば、 眞實と は 何で あるか？ 眞實 から 生. -た 詩と は ど 

んな 詩で あるか？ —— . 

ほ實は 虚偽の 反對 です。 單 なる 按 巧で 作った、 筆 さきで まとめ 上げた 詩、 それ は 美しい 言葉 や、 むづ かしい 文字 や、 

氣の 利いた 言 週し ばかりで 出來 上って ゐ るのに しろ- 何等の 生命 も 何等の 力 もありません。 なぜかと 言へば、 それ ま 

心から 生れた もので なく、 手先き で繼ぎ 合せ、 こね 廻し、 でっち 上げられた 虚僞の 詩 だからです。 つくり 花 だからで 

す。 人形 だからです。 細工 物 だからです。 そんな 詩 は、 その 當時、 よし 人の 目 を 眩惑して、 その 華 かな 文字 や、 絕倫 

な 技巧に よって、 いかにも 立派な 詩の やうに 思 はせ て、 一世の 賞讃を 博し、 博士 を 感服 させ、 幾千の 崇拜者 を 得よう 

とも、 決して 長續き はしません。 もともと その 背 43^ に 何等の 厲實な 生活が なく、 生命が なく、 その 中に 何等の 虞資な 

を も 含んで ゐな いのです から、 その 巧みに 驅 使せられ てゐる 美しい 言葉が の 趣味に 後れた ものと なり、 その 

絕 倫の 技巧 力 古く さい ものと なり、 習 俗 的な ものと なるや 否や、 直ちに その ぼろが 露れ、 その 無意義、 價 値/よ 事、 

その ノンセンスな 事が 暴露され て、 もはや 世の中から 顏られ なくなつ てし まひます。 之に 反して、 自分の 露實の 

自分の 眞實の 苦悶、 自分の 眞實の 感情 を 歌った ものなら ば、 よし美し い 言葉 は用ゐ なくと も- よし 技巧に 何等の 妙味 

もな くと も、 灤く 人の 心 を 動かし、 入の 心に 沁み 通って 容易に 忘れ 難い ものと なり、 長く 永く 生命 を 保持して 行く に 

違 ひありません。 なぜと いふのに、 人間の 眞實の 感情 は 永久に 古くなる とい ふ 事 はない からです- 人間が 全く 別の も. 

のとなら ぬ 限り、 また 人間の 滅びない 限り、 その 生命 は 常に あらたです 0 よし また 不荜 にして、 いろいろの 事情から 

詩の 作り方  BU 一 


E  二 一 

その 當時 認められ なくと も、 いっか は 認められる 時が 来ます e  "ひ 

M 實とは 要するに. へ」 へ」，^ です、 眞實の 詩と は卽 ちま ごころ からの 詩 — 心から 出た 詩の is です。 心から 心へ I , 

これ こそ 詩人の 最後の でなければ なりません。 心から 出た 詩に して 始めて 心へ 入る 事が 出來 ます。 詩人 は 其 詩に 

於て M のい かなる 事 を も 誇るべき ではない、 誇っても いい けれど、 それ は 愚かな にす ぎません。 ただ 「これ は 心 か 

ら 書かれた の だ， 一 と 言 ふ 時 こそ、 詩人 は會 心の 微笑 を 浮べて いいのです、 その 誇り は 決して 傲慢で もなければ、 痴愚 

でもない。 それ こそ は 寂しい 詩人の 慰めで なければ ならない。 

古來、 大詩 入と 言 はれる 程の 人 はみ な 眞實の 詩人でした。 今、 その 一 例と して ゥ オルフ ガン f フォン. ギヨ ォテ を擧 

デて ま う。 ギヨ ォテは 眞實の 詩人でした、 彼 以上に 眞實の 詩 入 はあり 得ない と 思 はれる 位に 眞貲の 人でした、 人 

I  一  ，c ざと-つ しさ 

間が 實 だった のです。 然し 彼 は 眞實を 意識して 求めた ので はない、 彼 は 何より 故意 を 嫌 ふ、 彼 は.^ 鳥の fj? や 5 

こ.^ つた。 皮の 詩 は 作らう として 作った ので はない、 それ は 感情の 壓 迫から して あ づと內 から 外へ 溢れ出た のです。 彼 

年、 その 詩作の 全部 を 「一大 告白の 斷片」 と 呼んで ゐる、 また 「何人も 散文に 於て 懺悔す る ものに 非ず」 とも i つ 

てゐ る" 彼の 詩 は饿悔 であった、 彼 は 自分の 實 際に 經驗 したと ころ を詩材 にして、 これに 技巧の 磨き を かけて (それ 

は 技巧 詩人の 修飾と は 違 ふ、 技巧 詩 入 は 銅 や 錫に 鍍金 をす るので あるが、 ギヨ ォテは 純金に 磨き を かけた ので ある) 

5^ 然 たる 名 篇 としたの である。 彼 は 自分の 詩 や 偶成 詩 (c>ele;;cahcitdichtung) と 呼んだ、 或る 經驗、 或ろ 機會に 遭うて 

詩 を 作る のが その 詩作の 特質だった からで ある。 

それから また 特に ギヨ ォテの 詩の 特色と なって ゐ るの は. 經驗の 合一 とい ふ 事で、 他の 詩人が 零碎な 經驗を 誇張 レ 

たり 引きのば したりして 歌 ふのに 反し、 彼は澤 山の 經驗 を惜氣 もな く 一 篇の 詩に 投 込んだ、 これ は無盡 藏 の 經驗を 有 

して ゐ るからで も あるが、 一 つ は 彼の 詩が 靈感 の窗 物で， 或る 機 會の來 るまで 無量の 經 驗は腦 中に やすんで ゐ て. 


.1 且 感 が 来って 詩興 湧き上る 時、 殘 りなく それ を 吐き出し たからで ある。 かう して、 かの 有名な 『月に 寄す』 る 

詩の 如き、 失戀 のために 『？ 15 きェ ルテルの 悲み』 を 抱いて ギヨ ォテの 鬨亭の ほとりなる イルム 川に 投じた ラスべ ル ヒ 

とよぶ ワイ マ ル宮の 女官に 關 する 經驗 と、 相愛の 仲なる ス タイン 夫人に 對 する 經驗 と、 親友 ブレ. 'シン グ についての 經 

驗 との 三種の！^ 驗の 合一 した もの だと 云 ふ 事です。 かやうな 例 は 他の 詩人に あって は 容易に 見出しが たい 事 だら うと 

思 はれます。 

けれども 1! 驗 派の 詩人 は ギヨ ォテに 限りません。 私の 信ずる ところでは、 恐らく1^^代第一 でぁるばかりでなく、 古 

往今來 最も 完全な 抒情詩 人であった (人間と して は ギヨ ォテの 最も 完全な 人であった のに 對し、 最.，^不完全な人でぁ 

つたが) かの デカダン 詩人 ボ オル *ヴ ぶ レエ ンの 如き また その 代表的な 1 人です。 彼 もまた 小鳥の 如く 敬った、 彼 も 

また ブリ ュク セルの 監獄に 於て、 かの 讃 むべき 「> 智慧』 中の 名 詩、 

ああ 質朴なる 人生 は 

かしこな りけ り 

かの 平和なる 物の ひびき は 

街より 來る 


君 過ぎし 日に 何 を かなせ し 

君 今 ここに 唯 だな げく 

ins れゃ 君 そ も 若き 折り 

何 をか爲 せし  (ヴ- ルレ H ン) 


を 作り、 或は カフェ フランセ ェに 於て、 或は 娼婦の 腕の 中に、 或は 敎會 堂の 扉に よって、 彼の 詩 神 は屢々 彼 を虜に 

したので ある。 彼 もまた 經驗 の轡： 富な 詩人であった。 ギヨ ォテが 超 人 的の 力 を もって ゐ たなら ば、 彼は沒 A 的 

な 力 を もって ゐ た" ああ、 誰か ギヨ ォテ と共に フ リイ デリ ケ、 リリの 愛人と なり、 ワイ マルの 總理 大臣と なり、 スタ 

イン 夫 入の 情夫と なり、 伊太利の 旅客と なり、 科 上の 發 見者と なり、 『ファウスト』 の 作者と なり 得たら う！ 然し 

ながら、 よし 我々 がか やうな 艷福 家、 幸福 兒、 一 大 天才と なり 得たら うと も、 果して 我々 はかの 美少年 アル テュ ウル .ラ 

ン ポオの 情人、 S を 蹴 つてお の れが 「太陽」 (彼 は ラ ン ボ ォを かう 呼んだ) の 腕 を 射た ブ リュク セルの 一 囚人、 巴 里の 小 力 

フエ ェの アブサン ト泥醉 の 客、^ むべき 娼婦の 愛憐の！！^ に 咽ぶ 老フ アウン、 美しい、 恐らく は 美しい よりもより 以上の、 

ト T  -ン ス 

®& のき 跪 £ に 充ち滿 ちた あの 賢い、 恐らく は 賢い よりもより 以上の 『智慧』 の 作者と なり 得たら うか？ 

ああ 悲しい かな、 私たち は，. 尠くとも この 私 は、 とても. どうあって も、 さう はなり 得ない ので ある。 顧れ： S 自 

分の 經驗 のい かに 貧しい 事よ  もとより、 M. 驗は 必ずしも 外部の 經驗 をのみ 指す もので ない、 いなむ しろ、 より 

大切な の は 内部の、 內面 的の！； 驗 である" 外面 的の 經驗は 運命の 意志に ある. 自ら 求める の もい いが、 それに もまた 

加&が いる. そして 周 圜の隨 迫 は その?? 量 を 一 一倍 三倍に もしなければ 破られない。 然るに 内面的の 經驗は 他人から 何 

の 干 涉をも 受けないで 積む 事が 出来る、 私たち は 詩人と して 大を 成す 爲 めに は、 まづ 何よりも この 内部 經驗を 積まな 

ければ なりません。 ギヨ ォテ、 ヴ， -ル レエ ン もまた より 多く 内部 經驗の 人だった のです。 

內部經 驗とは どんな もの か？ 11 思考. { み想ハ 想像)、 感受性の 銳敏な 働き" まづ 空想に ついて 言 ふ。 Ml 想の 豐富、 想 

像 力の 吒盛は 詩人と して 大變 な强 みです。 いかに その外 部. 經驗は 乏しく とも、 これ さへ あれば 決して 悲しむ を 要しな 

い。 想像力 は 我々 を 伊太利 どころ か天國 へで も 地獄へ でも 速れ て 行く。 けれども 抒情詩 人 は 叙事詩 人 —— 散文で は 小 

說家 —— の 如く 事物 を設述 し. 描寫 する の を 主と しないで、 自己の 感情 氣分 を抒 べるの を專ら その 事と する。 從 つて 


.. 詩人 は 例へば 失戀 した 牧 If を 想像す るに しても. その内 生沽を 想像し なければ ならない、 自分 自ら ひ Irlr となり、 ひ 船 

と 一緒に 嘆き悲しまなければ ならない。 そして それ を ， HI 分の 實感 として 感じなければ ならないです。 そしたら ば. そ 

れ はまた 立派に 自己の 緙.驗 となり、 自分の 資 際より 得た ものに 敢て 劣らない ものと なり 得る のです。 かやう に 實惑は 

詩に 於て 何よりも 尊ぶべき もので、 經驗 より 生れた 詩が 尊 いのも 實感 が充實 して ゐる からです。 空想から 生れた もの 

も、 それが 實感 となって 居れば カ强 いので あるが、 若し その 然ら ざる 時には、 いかに 奇拔 であり、 奔放で あり、 豐富 

であっても、 畢覚 影の 薄い ものである。 

ところで に 實感と 言った だけで ははつ きりわからない かも 知れない。 これ をよ くわ かる やうに 說明 すれば、 我々 

が 今 親しくして、 互に 相 t{ して ゐた 友人 をな くした とする、 親友の 死に 遭った とする、 その 時に 起って 來る はげしい 

. 悲嘆 哀悼の 情 ，11 これが 卽 ち實感 です。 齊感は我々の享受する^^動の强さです。 だから詩人は常に^^動する人でなけ 

れば なりません- 抑 も、 實感は 或る 先輩の 詩人の 言 を 借りて 言へば、 r 麥芬の やうな ものである、 詩と いふ 全體を 膨ら 

ます 耍素 である。 資感 のない 詩 は 力がない、 どんなに 手で うまく 遣らへ て 見ても 泥 人形 ま， 結 II？ 泥 入 である」 いら. ま 

私たち はよ ろしく 常に 心 を 鋭く し、 聰 V- して、 心を絕 えず 生々 と 働かせて、 あらん 限りの 實 感を攝 取し、 享受して、 

感動の 生を營 み、 私たちの {朶 想 を も 實感の なまなましい 鮮紅色 を もって 彩る やうに しなければ なり ま 40 ん。 それ 立 こ 

強い 感動 力 を もたなければ なりません。 

十三、 模倣と 獨創 

模倣と 技巧の 修練 11 模 做より 獨 創へ 11 人間 を 作る こと 

詩 の 作 方  B1W 


四 1 六 

どんなえ らい 詩 入で も， はじめの うち は、 模做を 脱する 事 は 出来ません" と 言 ふより、 自分より 先き へ 出た 大詩入 

の 模做を 以て その 詩作 を 始める のが 極く 自然な 事な のです。 だから 模倣と いふ 事 は 必ずしも 恥づ べき 事で はあり ませ 

ん。 ただ 然し- 一生の 間、 入の 模 做ば かりやって ゐる やうで はいけ ません。 そんな 風なら、 いっそ 思 ひ 切って 詩を棄 

てて しま ふ 事です。 どんな 小さい もので もい いから、 他 入に は 書け ない、 自分で なければ 作る 事の 出来ない もの を 作 

ゥて こそ、 始めて その 入 は、 詩 入と して 存在の 價値 があります。 いや、 その 入に 本 當に俩 性が あるならば、 その 入が 

本當に 感じ、 术 當に考 へ、 末當の 自分の 隱で 歌ったならば、 決して < 眞 似に はならぬ 箬 なのです。 

けれども、 世の中の 事 は、 どんな 事で も はじめからう まくやれ る ものではありません。 必ず 修練が 耍 ります" 例へ 

ば 大工と か、 左官と か 云った やうな 職業に しても です。 大工が 家 を 建てたり、 左官が 壁 を 塗ったり する のは藝 術と は 

，言へ ない、 異なる 技術に 過ぎない のです が、 それにしても、 小 僭の 時から 長年、 年期奉公 をして 叩き込まれて やっと 

乙. M  く 

一入 前の 職 入に なれる ので づ。 藝術 11 詩作に しても やはり 修練 は必 ：5 女です。 もっとも 職 入の 職 は 修練 さへ 積めば 多 

少器 W な 生れつきの 入に は 誰れ にも 出來 るのに 反して、 詩の 方 は iSf に 器用， たとい ふだけ では 十分で ない、 其 入に 詩人 

の 魂が 無ければ、 修練 はいくら 積んでも、 いい 詩人に はなれません。 技巧の 上手な、 そつの ない 器用な 詩 は出來 るで 

せ， が、 本 當の詩 は 作れません。 ここに 藝 術と 技術との 相違が あるので す。 けれども、 いづれ にしで も 修練 を 要する 

事 は 事 蜜です。 そして その 修練と は 畢竟 多讀と 多作と に 外なら ない、 —— 多く 讀み 多く 作る ことによって のみ 詩作の 

技巧の 上達 は 期し 得られる のです。 

多く 學び 多く 忘れた のちでなければ 本當の もの は 出来ない。 まづ 多く 讀む のが 何よりも 必要で ある。 多く 讀 めば 詩 

とい ふ ものに 對 する 目が 自と 開かれて 來る、 そして 今度 は 自分で 作りた くなる、 そこで 多く 作れば いいのです。 が、 

この 多 は 修^の 待弋 で、 この 時代の ものに は あまり 價 値の あろ もの は 出来ません。 とい ふの は、 その 時代 は ど 


うしても 模倣の 時代 だからです。 

私の 經驗 から 言っても— 私 は ±1; 四の 時分. t 詩作 を 始めました が、 それから 十六 七までの 作 5 殘 つて ゐ るの 

I るに、 いづれ も 藤 村- 有 明、 宽、 I などと いふ 先 I 氏の 摸倣に 過ぎません。 その 言 紫づ かひが どんな こうま 

くても、 まる 5村ゃ 有 S そつ"" りであって も、 たいした 價値 はない ので、 今 見る とた だ 顔が あかくなる ばかりです。 

けれども、 さう した 濃の 間に 自.. つと 作詩の 技巧 を霍 する ので、 この 意味から、 模 做と いふ 事 はむしろ 最初の 1 

代に は I な 事と 云って いいと 思 ひます。 模倣 それ 自らに 意義が あると いふ わけで はない が、 後に なって 自分の^ 

Ei をつ くり 自分の 特色 ゃ發攆 する 時に 必要な 技巧の 修^に 役立つ からです。 

ところで 私が 範 とした 藤 村、 有 明 等の 人々 自身 は模做 をし なかった かと 言 ふに、 これ また 模倣から 出發 したので す、 

のみならず その 自家の 詩風 を 建設し S 創 期に 入った のちで も、 これらの 大家 はかな A 倣 家だった やう まよ L 

る。 藤 村 氏 は 近 松 や 漢詩な どに 最も 影響 せられて ゐ るし、 有 明 氏 は 英吉利の 5 プ ティ や、 簾 西の 象 震 こ 非常な 影 

響 I けて ゐる。 もっとも こんな 風に. 一人前になって からの 模倣 は 單なる模 做で はなく、 むしろ 暗示 を 受ける と 

力 .81 ける と I つた 方， I 當 なのです、 それ は旣 に 確固たる 自己 を 有して ゐ るからで す。 然しながら 今の ョ 

本の 詩人の 中には いかにも 大 I と 構へ 込んで ゐ ながら 隨 分子 f しい 響な 模 f する 人 もあります。 そ. f 畢竟 

詩人と しての 天分 力 稀薄な ところに 由來 する 事と 思 ひます。 私たち はお 互に、 模做 時代 はなるべく 早くき 過して、 蜀 

創 を 出す やうに おければ なりません、 それに はや はり 人間と して 自分 を 完成させる のが 何よりです、 自分の 人格 を 

築き上げる 事です。 さ-つしたならば、 自然と 獨 創が 出て 來 ると 私 は 信じて ゐ ます。 


詩の 作リ方 

四】 七 


一四、 感舆 —— 詩 は どんな 時に 出來 るか？ 

靈感の 問題 11 人工的に 感興 をよ ぶ 方法 I ^ォパ ルヂの 詩作の 態" M 1 

； の 經驗 

詩 はいつ でも 出来る もので はない。 詩作の 氣分 にならなければ、 いくら 焦った ところで 結局 駄目な のです。 そして、 

所謂 「感興」 とい ふの が、 卽ち この 尊い 獨特 の氣 分に 與 へられた 名前です。 

感興 は 詩作の 上に 何よりも 大切な もので、 いくら 深遠な 思想 や、 奔放な 感情が 頭に 充ち、 胸に 溢れて ゐ ようと も感 

興が 來ら なければ、 これ を 外に あら はす 事 は出來 ません。 文筆 を 執った 事の ある 人 は、. 誰れ でも 知って ゐ るで せう 力、 

書くべき 事が g& に 一 杯に なって ゐる やうな 氣 がして， 机に 向って 筆 をぎ て 見る と 一向に 書け ない、 たまたま 少し 

嘗 きかけ て 見ても 一向につ まらなくて、 .^.i. ばかりが 見える、 こんな 箦ぢ やなかった が、 もっと 美しい 思想だった 箬 

だが と 我ながら あきれて しまって、 ただもう 茫然自失 する— それ は 要するに 感興が 生じて ゐ ないから の 事です。 "お 

興さへ あ e ズ、 決して そんな 事 はない、 自分の 書いて ゐる ものに 缺點が あら、 つな どと は考へ もしない、 I や 全心 そォ 

に烦 注されて、 その他の 事 はてんで 顧る 餘裕 すらない のです。 もっともかぅ^ た際には、、、^„1で霤ぃてゐるぅちは、 

一大 ^作の やうに 信じ 切って ゐ たもの が、 一旦 感興が 失せてから 見る と、 支離滅裂 でた わい もない ものだった りする 

のに Jil^ か へ つ てし まふ やうな 事 も 間々 經驗 する ところでは あるが。 

文章-— 散文で すら かう である。 散文 は 感興 も 感興 だが もうもう 散文的な 事柄 を 書く の だから、 まだまだ 努力の 力 

で出來 やすいが、 詩と なると、 徴 妙な もので、 殆んど 感興の 力に 俟た なければ なりぬ ものです。 詩人に とって は 


廐 超-と、 ふ 事 は ゆるがせに 出來 ない 問題な のです d 

*  i  t かし 

聖 むは、 古の 詩リは 感興と いふ こと！ 吊に 重んじた ものです。 彼等 はこの 齓證， ？稱 し、 これ を I てき 

"f:^ 力の シェ レイの ことくき は、 これにつ いて、 一 篇の II いて ゐる 位で t そして i が やって来な ナれ 

L: お rrh 起って 雷 をぢっ と 待つ とい ふ 風でした。 ところが、 近代の 詩人 はそんな まどろつ」" 

S な舊 をと つて 滿 足して ゐる ことが 出來 なくなって、 感興 を 入 H 的に 作って 行く やう こなり まヒ。 ft.i 

は 神聖な 神の い 息き X 生れる もので はなく して、 自分の S: 力の きなお , リ i 靈感 

たのです。 これ は 非常な 進歩に 違 ひ ありませ；; 自分の g 力の 統一 力 I する ものた と、 ふ 事 を f る やうに なつ 

感與 とい U の は實に 不思議な ものです。 i 、の ある 時に 書いた 詩に は、 その 詩人の 平常 I もしなかった やうな 

jti:G:?:^::t^JT るのに 外なら ない。) 美しい 輩、 カ强 i 

C;  、  I  こォ に反して 感興の な.， 時に 書いた もの は、 おなじ S 想、 fe^cn^c^J 

ながら も、 その； is 果ま 大變な S ひで、』 り つ，^、、 さ，^  g -、、  .  ,3カ1^^ん俨を^ってゐ 

I  -  .  ,  _ 鞋 變.^ に ひて 氣の t^. らな、 影の い、 ミゼラブルな 文句に なって しまって ゐる 。これ まど 

そ： で 招き 寄せる 事が 出来る とい ふの は、 大變有 

け丄 I つて うと tf, い 4 ゴ i の は 何よりも i いもので、 どうしても これこれの 枚 數を 書かな 

U れ 「や 1 行けさと なれ は 資 もへ ちま も 無い ので、 いやでもおうでも 書かな けれ,. なりません 

書 力せられ てゐる うちこま、 自 ほと a 、： A 勇、 一」 二、  r.、r>  ：  t(r さゼん .ffl:as.i こに 

ると ころ r ゥ。 ：、 r.:r 自 ffp て？  § たよりも 樂に 書け ると いふ やうな 事 は、 我々 の 日常. i す 

U  P 詩た とさう は 行かない。 詩と いふ もの はさう した 努力で 成すべき 性質の もので ないから です。 

けれども 自ら 感興 を 乍る 必要 ま 寺、 ことつ ごも：、 つ，.'.、、 . .  .^マ"、カレ「1 

转 1^ の，. 作 f るき k ノレと つても？ わけで もなから う。 しからば どうして 感興 を 12 べき や か 
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の 散文の 詩人と もい ふべき 小川 未明 氏 は 「4: うしても 感興の 動かぬ 時には 自ら 感興 を 呼ぶ ために、 毎 曰の やうに 當て 

もな く 町 を 歩く。 そして { み 想に 眈 つて 感興の 彩る の を 待ったり、 又， 最も 刺戟 を與 へる やうな 書物、 例へば ソロ グゥ 

ブの 或る 作 だと か、 又 ポオ ドレ エルの 詩 だと か を讀ん だり する」 と 言って ゐる。 散歩な ど は 確かにい い 方法で、 7 ァ 

ヅヮ ァスの 如き は 毎朝 早く 散歩に 出かけて、 歸 つて 来てから 詩作した とい ふ 事です が、 場所 は 都會の 喧騒の 間で，^、 

郊外 や 田園の 林の 中で も、 いづれ にしても 詩興 を そそる に 違 ひありません、 またす ぐれた 詩人の 詩を讀 むの も、 -.^ 事 

です。 それ を讀 んでゐ るう ちに、 ふと その 句から して 自分の 經驗が 聯想され て、 詩興が 動いて、 つ ひに 一 篇の詩 力 出 

來る とい ふやうな 事 は 珍しく はない のです。 が、 ただ 其 詩の 單 なる 模倣と なった ので はつ まらない からこれ はよ くよ 

く 法 意 を 要する。 西洋の 詩人で は、 シ ルレ ルの 如き は 腐った 林檎の 香 を 嗅ぐ と 詩興が 湧いて 來 るので、 いつも 林檎 を 

机の 上から 離さなかった とい ふ 事 だし、 澳太 利の グリル パル ツェルの 如き は、 音 樂を聽 くと 創作の 氣 分に なれたと、 

ふ。 音 樂には 確かに 人 を 詩作に 誘く 力が ある やうに 思 はれる。 また 自然の 音樂 II 小鳥の 歌 や、 小川の せ せらぎ など 

も 異常な 力 を もって ゐる やうです が、 これらの 自然の リズムが、 人間の 心の リズム を 喚起す の はまこと に 理由の ある 事 

と 思 はれます。 

然し 詩人 は 感興が 無い のに 無理に 感興 を んで 詩作す る 必要 はま あなから うと 思 はれる。 い たづら に 多作す るより 

も- 少數 のす ぐれた 作 を 出した 方が いいので すから、 靜 かに 心の 動く の を 待つ 事です。 作り出す より は、 自然と 溢ォ 

出る とい ふ 風に したら いいと 思 ふ。 

伊太利の 厭世 詩人 ジ アコ モ. レオ バル ヂは、 机に 向って ゐる 時で も、 散歩に 出る 時で も 小さな ノオト ブ" クを 力た" 

ら から 手から、 離さないで、 詩興が 動けば、 一 語の 消し も 直し もしないで、 一 息に 書き下して しまつてから 1 度 聲をぁ 

ザて 讀んで 見る やうに して ゐ たとい ふ 事です。 そして 私が 『靈 魂の 秋』 の 終に 添へ て 置いた レオ パル ヂの あの 初めめ 


詩の 如き はそんな 風に して、 寂しい 入氣 のない 海岸に ひとり 踞 つて 書いた の ださう です。 そして 彼 は どんなに 早く 書 

いても、 自分の 思想 を あやまって 表白す る やうな 事はなかった のです。 そして この レオ パル ヂの やり方 は 詩の 細工 入 

ならぬ、 眞實の 詩人に とって は 最も 正しい もので はない かと 私は考 へずに は ゐられ ません。 

なほ、 序に 私の 驗をも 書き 添へ て 置き ませう。 私 はー體 にいつ でも 物事 を 調子で 考へ、 調子 を 感じる とい ふ 方で 

す U 文章 を 書いても 調子で 霄き ます。 だか、， T 書いて 行きながら 一 々聲 立てて 讀む のが 常です —— どんな 俗事 を 書いた 

文章で も。 この 點 から 言へば、 私 は 多分 天成の 詩人な のでせ う。 一體、 韻律 を もって 考へ ると いふ 事 は 詩人に は^^ 

ない 事で あるば かりで なく、 また 必要事 だら うと 思 ひます。 さう して 考 へたなら、 その 考へ は單 なる 槪念 や、 思想の 

形骸に はならずに 直ちに その 詩人の 血と なり、 生命と なって 現れる の だ AJ 思 ひます。 

私の 詩作の やり方 は、 やはり ノオトに、 終ず るが ままに 書き 附 けて 行く とい ふ 風です。 もし その 時 多忙で あったり 

すると、 その 心に 浮んだ まま を ざっと ノオトに ひか へて H き、 他日 それ を 取 出して 見る と、 その 時の 氣 分が 再現す る。 

そこで 始めて それ を 一 篇の 詩に まとめる のです が、 その 氣分 がどうしても 思 出せない 場合に は、 斷片 のま まにして 置 

く。 これが 私の 詩集に 短い 斷片の 多い わけです。 しかし、 この 斷片を 無理に 一 篇の 詩に まとめよう とすると、 力の な 

い、 熱の ない、 影の 薄い 言葉で、 肝心の 生命まで 殺して しま ふやう になる から、 むしろ そのまま にして 蘆く 方が 賢明 

なやり 方です。 それから どんな 時に 多くが が 出来る かとい ふと、 大抵 友達と 話した あとと か、 ある 事實に 出逢った 時 

とか、 すべて 心 を 動かした 時の やうです がさう いふ 大切な 時 は 十分 利用し なければ いけません U 詩興の 動く とき は、 

1 晩に 三 四篇も 出来る やうです、 これ は 平常た まって ゐ たのが この 際 一時に 溢れ出る からで、 その代り 詩興の 湧かな 

い 時には、 ただの 一 篇 だって 出来つ こ はない のです。 


Bl 二 一 

十五、 推敲 は どんな 風に する か？  — 推敲の 實例 

推敲に 俘 ふ 危險 11 推敲 と 感與 との 關係 

モ世 第一の^ M.MSST 者なる ニイ チェ は 「文章 を 改める の は 思想 そのもの を 改める のに 他なら ない」 と 言って ゐま 

す。 これ は 恐らく 千せ の 眞理を 道破した もの だら うと 思 ひます。 推敲 はいかなる 場合に も 外形の、 形式の 推敲で はな 

く、  ill 內容 の、 思想の 推敲です。 推敲 はしなければ ならない、 然し、 推敲 ほど 容 でない もの はない のです。 推敲 

の 上手 下手 は その 詩人の 價 値に 犬なる 影響 を 有して ゐ るし、 推敲のう まく 行く と 行かない と は その 詩の 生命に 關 する 

と 言っても 敢て 過言ではありません。 

詩の 推敲と いっても 文章の 推敲と 別に 大差 はない。 が、 詩の 方が 文章より 一層 制限 せられた、 無駄 を 許さぬ、 たつ 

た 一 語が 全篇の 死活に も i はる やうな 微妙な 形式の もの だけに、 その 推敲の 困難 は 一 層で ある。 それに 單に. 5： 容の 上、 

意味の 上からの みならず、 ^Jg、 卽ち籍 調に 十分の 注意 を拂 はなければ ならぬ と共に、 言 紫の 調和 や、 形式の 整頓 を 

無視して はならぬ 點が 文章よりも 數倍 必要な の だから、 よくよく 氣を附 けない と、 反って 元のより 惡 くして しま ふや 

うな 事がない と は 限らない。 

私 一個の！： 驗を 話して 見る と、 私 は あまり 推敲 をし ない 方です。 北 原 白 秋 氏の 如き は、 最も 推敲に 腐心す る 詩人で、 

その 苦心 は 昔の 松 本 某と いふ 人形師が、 人形の 頭の 髮の毛 を 一 本々々 自分で 植 ゑなければ 承知せ ず、 .< 形の 着物まで 

自分で 縫った とい ふ、 名 入の 經營慘 澹に敢 て 1 るべ しと も 見えません。 氏の 如き は 全く 名 入 肌の 人で、 また 立派た 詩 

の 名人と 言って いいで せう。 が、 私 は 氏と は 全然 正 反對の 立場に 立ち、 正 反 對の考 へ を もって ゐる、 これが 私の 推敲 


と い ふ 華に つ い て 特別の 考へ を もって ゐる 所以です。 

と 言って、 私 は 推敲 を 全然 無用の 事と なすので はありません" 反 封に、 非常に 大切な 事 だと 思って ゐ ます。 大切な 

事に 思 ふだけ に、 みだりに 推敲す るの を 恐れる のです。 推敲し さへ すれば 必ず 善くなる やうに 考へ るの は 間違 ひで 

す。 古来の 大 詩人の 作で も、 推敲して からの 作と、 推敲し ない 前のと を 比べて 見て、 もとの 方が ずっとす ぐれて ゐる 

と 云 ふやうな の は、 ざら にある 位です。 

S, 推敲と いふ 事 は 批評家の 立場に 立たなければ 出来ない 事です。 しかも、 詩 入 ほど 通例 批評 的の 天分 を缺 いで 

ゐる もの はない、 推敲の しぞ こた ひの 屢々 ある 所以です。 それに 詩作 をして ゐる時 は、 十分 感 典に 乘 つて ゐ るから、 

自分で も 思 ひがけ もしなかった やうな 名文 句が 後から後から > 湧いて 來 ると いふ 風 だが、 推敲 をす る 時には、 頭 を ひ 

ねってゐるぅちに^£與が湧ぃて來れば格別、 大抵 感興の ない 時に する から、 其時揷 入した 句な どが 力の ない 冷たい も 

のとな つて、 他との 調和 を 破る やうな 例 はま まある 事です。 だから 推敲 をす るのに しても、 感興の 湧いて ゐる 時に す 

べき だと 思 ふ。 

それから 詩の 出来 上った 時に、 どうも 何處 となく^ 足の 出來 ない、 物足りな いやうな ところが ある。 それで ゐて、 

肇 を 加へ ようとす ると 益々 面白くな つて 来さうな 氣 がする" そんな 時には、 決して 其 上 ひねくり 廻すべき でない、 inj- 

&tiM 底に しまって 置いて、 程經 て、 まあ 一週. 尚 もた つてから 収 出して 見れば、 其 時 氣の附 かなかった 缺點 がよく わか 

る だら， 0 と 思 ひます。 出來 上った 時には、 「どう だよ く 出来たら う、 すばらしい 詩ぢ やない か！」 と 言った やうな 得意 

の 情が 强 いから. ffla^ も わかりに くいが、 時日が 經 てば 經っ ほど、 こまかな ところまで 氣が附 いてお る ものな のです。 

ただ あまり 時日が 經 つと、 推敲す るの が 危險な 事情が あります。 それ は 詩 はもと もと 感情の 飾りな き 表白で ある 害 だ 

から、 もう その 作った 時の 氣 持が 思 出せない やうな 時分に、 大斧絨 を 加へ たりす ると * まるで 原作と 別の ものに なつ 
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てし まふ。 眞實 を^ぶ 私 はそんな 事 を 喜びません が、 それでも 訂正され て出來 上った ものが 立派なら 結構です。 が、 

そんなの はえて 技巧的な、 力の ない ものに なり 易い から 住 意し なければ なりません。 

その他 まだ 言 ふべき 事 は 多い やうな 氣 がします が、 1 々實 例に ついて 言った 方が よさ さう ですから 少しく 推敲の 實 

例 を擧げ てこの 項 を 終り ませう。 

他の 詩人 諸氏の 推 敵の あと は 知る に 由ない ゆ ゑ、 私の 作 を 擧げて 見ます。 『不死』 11 これ は 後の 評 藻の 中に 全部 載 

せて ある 詩です が、 その 第 四 行 は、 もと、 

生きて 身 を 墓と なす より 

とあった のです が、 これ を、 

身 を 墓と なして 生きん より 

と 直しました or 前の やう だと まづ 調子の 上から 言って、 「生きて、 身 を」 がぎ くしゃく した 感じ を與 へる 上に 、「いとた 

かき 譽れを 得る も」 とい ふ 前の 句 を 受ける ものと して、 力の 弱い ことろ が ある" これに 反して、 後の や， 0 にす ると、 

餘 程カ强 くなります。 試みに これ を朗讀 して 御らん なさい。 前の やうな 五 七 調よりも、 後の やうな 八 五 調の 方がず つ 

とカ强 いこと がわ かります。 そして、 それが この 思 ひ 詰めた 感情に よく 適して ゐ るので す。 この 韻律の 問題 は 研究し 

て 行けば 益々 むづ かしくなる もので、 詩人 はむしろ さ-つした 科學 的の 推究 よりも、 幾度と なく 自分で 口ずさんで 見 

て、 調子 を考 へて 見た 方が よい。 理論より 經驗を 重んじた 方が 間違 ひがない と 私 は 信じて ゐ ます。 尙 また、 内容 的に 

言っても、 同じ 思想で も 後者の 如き 表白 をした 方がず つと 巧妙で ある。 それに 比べる と 前者 は 間が 拔 けて 見える。 そ 

して この 二つの 句の 感じの 相違 はどうで せう、 これ は 同じ 思想であって、 しかも 同じ 思想と 言へ ません、 同じ 文字 を 

並べて あっても、 その 咬 字の き 場に よって、 その 文字の 有する 內容の 重みが 違って 來る、 殊に 詩 だと、 調子の.如何^^ 


よって、 それが ー翳顯 著に あら はれる から • 餘程 違った 感銘 を與 へる やうになる のです。 だから- 1 ィ チェが 前述の や 

うに 言った の は 問 違 ひの ない 觀察 だと 言 はなければ なりません。 

それから 第 六 行 は、 もと、 

ここに 眠る とも 知られずに 葬らる る も、 

とあった のです が、 「葬らる る」 はら、 る、 る とら 行が 重って 口調が 惡ぃ、 それに、 「ここに 眠る とも 知られずに」 と 言 

へば 旣に 葬られて ゐる箬 だのに、 「葬らる る も」 と 言 ふの は それ 相當の 理由 は あると しても 一 寸讀ん だば かりで はうな 

づ かれません から、 かたがた 「朽ちて 行く とも」 と 直しました。 それから その {^ ぎに は、 

獸の 手に 君 を わたして、 

と 記し、 さう した 感情 を 歌 はう としたので すが、 少し ごたごた しさう だった し、 あまり 露骨になる ので、 消して しま 

つて、 直ぐ 結末に してし まひ、  , 

君と あらば、 不滅の 神ぞ、 

うつくし きふた 柱の 神と 女神 ぞ。 

と 記しました。 が、 どうも これで は 物足りない。 力の 弱い 氣が する。 それに この 「君と あらば」 が 調子が 惡ぃ。 多分 

かう 考 へたので せう、 寶 際のと ころ は、 その 考 へが 意識に 上らない うちに、 私の 感情 は、 私の ペン をして、 

君と あらまし。 君と あらば 

われ 等 は 神ぞ、 不、 嫁の 祌ぞ、 . 

ふたば しらの 神と 女神 ぞ。 

と 記させ ましたが、 それが また、 
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君と あらまし。 君と あらば 

われ 等 は 祌ぞ、 

ふたば しらの 不滅の 神 ぞ、， 

う つ くしき 神と 女神 ぞ。 

とい ふ 現 形に 改められ たのです。 I 行づっ 延びた  1 です が、 この 三つ を 比較して 見れば、 どれが 1 番ぃ いか は 11^ を 

要しない ところと 思 ひます。 なほ、 此の 推敲 は、 あとでし たもので なく、 作りつつ 推敲して、 若く は 推敲しつつ 作つ 

て 行った ものでした。 

, 十六、 題の つけ 方 

內容 あっての 題 —— 題に 於け る 型 11 二  III の 注意 

1 堕に 詩に 限らず、 小說 でも、 C 曲で も 表題 は なかなか 重大な ものです、 中には どうで もい いやう に 思って、 等閱 

に附 して ゐる人 も あるか も 知れません が。 とりわけ 詩の 如き は、 あの やうに 短い 暗 1^ 的な 性質の もの だけに、 一 翳 題 

のつ け 方に 注意し なければ なりません、 題の つけ 方 I つで その 詩 全體が 死んで しまったり、 また 反對に 非常に 意味の 

深い ものと なったり する やうな 事 も 匿々 ある ことです。 それに 元來、 題と いふ もの は、 直に その 內容を 想 はせ、 その 

作者の 趣味な り、 傾向な り を 端的に 示す ものです から、 憨々 以て.！ i 視 して はなり ません。 例へば、 ここに 「生ける 宮」 

とい ふ 詩が あると する、 それ を 見れば 直ぐ その 作者が 象徵 派の 詩人 だと わかる、 生ける 宮と いふ 言葉に は 神秘的な 暗 

示 は 出て ゐる けれど、 明晰な 理解 を與 へない からで ある。 それから 「歩め」 と 題す る 詩が あると する、 これ を 見る と、 


人道 派、 特に 民衆 派の 詩 だと わかる、 作者の 樂天 的な、 肯定的な、 勇敢な 態度が 殘 りなく この 歩めと いふ 命令法に 現 

れてゐ るからで す。 一例 を 擧げれ ば まあ こんな 風です、 もっとも 中には 一向 要領 を ないやうな 題 も あるに は あるけ 

れど、 それすら 何處 かに 作者の 特徵を 示して ゐな い やうな 場合 は 殆んど 無 い の です。 

作品に 巧い 拙い が ある やうに、 題の つけ 方に も 巧い 拙い があります。 もっとも 詩人 は 最も 言葉に 敏感な 人々 で、 そ 

れぞれ 特殊な 言葉の 趣味 を もつ てゐ ると ころに 持って来て、 題 そのものが とりわけ 趣味 性の 支配 を 受ける ものです 

から、 相互の 趣味 性の 相違から、 甲が いい 題と 見なす もの を 乙が 惡ぃ題 だと 斷 ずる やうな 事 は 普通の 事な のです、 例へ 

ば 或る 散文詩 人が 富 田碎花 氏の 『永 違の 嘆き』 とい ふ 詩 を 題に 不快な 響が あると 言って 斥けた 類です。 が、 まづ 普通 

の 見方から 言って、 その 詩の 内容に びったり 合って ゐて、 作者の 氣分 をよ く 現して をれば いいとしなければ なり ませ 

*5 つら 

ん。 題 は 內容と 離すべからざる ものです から、 表題 だけ 引離して いいと か惡 いと か 論 ふこと は 出来ない 箬 です。 おなじ 

題で も內容 がつ まらなければ つまらなくなる、 つまらぬ 內容 にもの ものし い 題で もつ いて をれば、 むしろ 滑稽で せう。 

か の 白 耳 義の 大 詩人 エミイル • ヴュル 《アレンに ，！^ S  villages  illusoircs  - と いふ 詩集が あ つて、 『幻の 田園』 とい ふ譯 

をつ けた 人が ありました。 ところが 我國の 詩人で 同じく その 詩集に 「幻の 田園」 と 題した 人が あります、 これな ど不 

見識な 事で あるば かりで なく、 何しろ 一方が 近代の 大 詩人な のです から、 自分の 折角の 苦心の 蕖を つまらなく 見せる 

危險 があって 反って 損です、 もっとも 我々 が ヴ-ル ハ アレン を 生涯 知らずに しまったな らまた 格別です が。 

詩 風に 流行 11 はやりすたりが ある 如く、 表題に も 流行が あって、 或る時 代々々 の 型と いふ ものが ある。 矢 田 部 博 

十： 等の 『新體 詩抄』 時代に は 『勸學 の 詩』 とか 『社 會學の 原理に 題す』 とかい ふ 漢文から 来た 題 なぞ もあった。 (私 は 

數年 前の 作に これに 似通った 『醉 人の 詩』 『ァ. 'ヒム • フォン • アル -1 ムの 肖像に 題す』 等の 題を附 したが、 これ は それ 

らの模 做で はなく、 また 私 は その 題 を 恥と しません。) 七五調 を 主と した 音律 詩の t. 代に は 題 は 大抵 型に 入って ゐて、 

Kk の 作 方  ml 七 
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誰の も § の も 同じ やうな ただ 詩的と いふ だけの もので したが、 最近 自由詩 時代に 入って から、 だんだん 題が 個性的に 

なて 来たの は、 その 内容の 個性的に なった のと 共に 喜ぶべき 事です。 もっとも またもや 多くの 模倣 家に よって、 新し 

い 難が 出来さう ではあります が。 なほ 終りに、 題 をつ ける 上の 注意 を 擧げれ ば、 (一〕 なるべく 内容に 適切な、 よく そ 

の 内容 を 代表す る やうな 題 を えらぶ こと、 (二) あまり 凝ったり ひねくつ たりした 妙な 題 はなるべく 避ける こと、 (三) 自 

分の 個性 を發揮 する やうな 題 を 選んで、 人眞似 は嚴に 避ける こと、 大體 こんな もので せう。 

十七、 詩の 期 t. 法に ついて 

朗吟と 朗讀 —— 詩 は 聲 を 立て  > -該 むこと 

詩の 朗吟 法と いふ 事 は 一般に 閑却 せられて ゐ ます。 誰れ もこの 問題に ついて 考 へた 人 はない やうです。 けれども、 

詩が その 性質から して、 元來： m に訴 へる より は 耳に 訴 へる もので あり、 讀 むべき ものと いふよりも むしろ 誦すべき も 

ので ある 以上、 詩の 朗吟 法 を 研究す るの は 決して 無用な 事ではありません。 

「鯽. 聲 撤々」 とい ふ 漢詩の 朗吟 は 嘗て 11 々耳に したと ころです が、 今では あまり 聞く 事が なくなりました。 漢詩 を朗 

吟 する 時代 は旣に 過ぎた のか も 知れません。 けれども、 未だ それに 代る もの は 出て 來 ないやう です。 デカン ショゃ 流 

行 節の 如き は 少し 趣味の リファイン された 人に は 歌 ふ 事 は 出来ないで せう。 で、 私 は 高級な 詩が 一 般に歌 はれる やうな 

時代の 早く 來 らんこと を 祈ります。 『力 チュウ シャの 歌』 や、 北 原 白 秋 氏の 『さすら ひの 唄』 が 蓄音機に 吹き込まれて 

ゐ ると いふ 事 は、 この 點 から 言って 喜ばし い 事です。 

けれど 私が 詩の 「朗吟」 と 言った の はむしろ、 「朗 讀」 と改 ベむ きもの かも 知れません。 朗吟と いふ 言葉な 何だか 


高聲を 張り上げる ものの やうな 氣 がします から。 詩 は 蠻聲を 揚げて 猛烈に 怒號 されるべき もので なく、 反 對に靜 かに、 

入 を はばかる やうな 低聲で 誦せられるべき もの だと 思 ふからで す。 一 高の 健兒 諸子に 高唱 せられる デカン シ ョ は勇壯 

活澄 では あるが あまりに 粗野で ある、 詩が あの やうな 粗大な 曲調で、 粗暴に どなられたなら、 纖 弱な 華奢な ¥1^ を も 

つた 詩 は 驚いて 死んで しま ふか も 知れない。 詩 はさう いふ 取扱 をしたくない。 

そんなら どうしたらいい かとい ふに、 立派な 作 ffl 家に よって 作曲 せられる ものなら、 その 曲調に よるの がいいで せ 

う。 然し、 さう なるともう 詩の 問 よりも 音樂の 問題です。 それに、 さう いふ 風に 歌 ふとなる と、 それ は 詩 を 銷赏す 

ると いふよりも、 素人 音 樂 家の 獨唱 のお 稽古と いふべ く、 それ は大 にいい 事で いいが、 兎角、 詩 そのものが 閑却され 

てし まって、 曲調が 主になる 傾きが あると 思 ひます。 

で、 詩 を 味 はう とする 人 は、 やはり 自分 一流の 調子 を もって、 その 詩 を しづかに 口吟む がよ ろしい。 與 謝野寬 氏の 

如き、 詩 を 誦する 上に 於ても、 獨特の 名 調子 を もって ゐられ て、 氏の 朗讀 を聽 くと、 その 詩の 味 ひが. K 當 にわかって 

来る やうな 氣 がします。 ま ナ」 三 木 露 風 氏 一派の 人た ち も 朗讀を 事と し、 それぞれ 研究 を 積んで ゐる。 それ ゆ ゑ この 問 

題に ついては 若い 詩人の 中から 卓拔な 意見 も 現れる 事と 思 ひます。 で、 私 は ただ今 私自身 も 自己の 長い間の if 詩より 

得た 自分の 調子 を もって ゐる事 を 告げ、 若き 詩人 諸氏に も 詩 を 味 ふとき 必ず 聲を 立てて 讀 まれん 事 を 望んで 置きます。 

十八、 大 詩人の 詩 割.— その 解說  ， 

ヴ エル "ァレ ン  、、 rp セ —— ギ ョォテ 

の 作り方 


私の 考 へる ところに よれば 、詩人の 志す ところ はたった I つ あるば かりで ある。 卽ち、 敎訓詩 を 作る 場合 を 除いて、 

自分 を 選んだ 形式の 中に、 情熱と 情緒と 思想と を 注ぎ込んで、 自己 を 表白すべき である。 そして、 その 形式た る や， 

一般に 認められて ゐる 法則と か、 或は 一定の 定まった 詩形に 據 ると 云 ふより は、 むしろ 自己の 心境に 應 じて 發見 すべ 

きもので ある。 

眞の 詩人の 思考に 上る ものの I 切 は、 その 詩人の 牛： 命の 全體に 反響して、 骨格、 筋肉、 神經に 至る まで、 皆 それに 

應 ずる。 それ は 外物より 精神に 到達す る 情緒に 動かされ るからで ある。 此の 忠實 にして 唐突な 感應 は、 詩 入の 全心に 

一つの 動 搖を與 へ、 一つの 特殊な 發動を 生ずる。 此の iH! 心の 深大 なる 蓮 動 は、 ここに 始めて 詩人に 節奏 を 供し、 律 格 

を與 へる。 韻脚、 類音 は、 ただこの ffii を顯 著に し、 整頓して、 これ を 築き上げる ものに 過ぎない。 

詩人 は その 性質から 言って 一 個の 昂奮 家で ある。 必ずや その 情熱と 思想と は、 一 ii 豐富， 熱烈、 最高の 生命 を與へ 

られ、 壯大 となり、 旺盛と なって、 つ ひに 美に 到達す るに 至る〕 

されば、 詩人の 151 "接の 目的 は 自己 を 表白す るに 在り、 間接の 目的 は 美に 達する に 在ろ。 (エミイル ルハ ァレ， Z) 

ヴ エル ハァレ ンは新 白 耳義詩 5^ の大 詩人で、 その 詩 は 北米の ホイ プト マ ン の 詩と 共に、 新しい 詩人に 非常た 影 藜 を 

及ぼして ゐ ます。 右に 揭 げた 論議 はよ く 彼の 信倏を 表して ゐる ものと 思 ひます。 形式な ど はどうで もよ ろしい、 形 

式に 拘泥せ ずと、 思 ふが ま 》、 感ずる が 儘に 歌へば よろしい、 卽ち 詩形と 云 ふ もの はこれ と 言って 定 つて ゐる譯 で 

はない、 自分の 心 持に ふさ はしい、 自分 獨特の 詩形 を 創り 出すべき もの だとい ふので す。 そして 敎訓詩 (道 德的思 

想、 又は 極端に 走らぬ 中庸 を 得た る 人生 觀を寓 した 詩 をい ふ。： >  を 特に 例外と したの は、 敎訓 詩が 他の 詩と 異 つて、 


全然 感情 を 俘 はない， 理眢 の產物 だからです。 

本當 のい 》 詩 を 作らう と へば、 詩人 は その 全身、 その 全心 を 動かして か >tら なければ ならぬ。 單に 筆先き でい 

い 加減に でっち 上げた ので は 決して 人 を 動かす もので ない。 深い 感動の 底から 深い 韻律 は 生れて おる のです。 そし 

て 韻脚 (音律の こと) 類音 (同音 を 並べた もの) 卽ち 日本の 詩で 言へば 七五調と か、 五 七 調と かいった やうな 約束 は、 

大した もので はない、 むしろ 枝葉の 問題 だとい ふの は、 たしかに 名言と 云 はねば なリ ません。 

詩人 は昂奢 家で なければ ならない。 ナイ イヴな 感激 家で なければ ならない。. 感動し やすい、 ものに 感じ やすい、 

卽ち 多感と いふ 事が 何よりも 必要です。 ヴ H ルカ アレン のこの 言葉 もまた それから 出發 して ゐる。  、 

一一 

さまざまの i& によって 想 ひ を かまへ、 …… 刹那の 夢 を 永遠に 傳 へよ。 眞を 愛し、 美 を 愛し、 その 諧調 を 求めよ。 

歌へ、 笑へ、 泣け、 躊躇す る ことなく、 かつ 笑 ひ、 かつ 語り、 かつ 嘆き、 かつ 望みして、 その 中から 意味の 深い、 情 

趣に 富んだ 作 をせ よ" 淚を眞 珠に變 へる の は 詩人の 情で あり、 g ら であり、 命で あり、 望で ある。 

r ド • ミ ュ プセ) 

ふらんす t- マン チイ ヅク スク ウル  、 

ミ ラセ は 佛縻西 浪漫派の 大立 もの。 情熱と 淚 との 詩人と 呼ばれる だけに この 言が ある。 この 言葉の 意味 は說明 

する まで もぁリ ますまい。 うれしい 時には 笑 ひ、 悲しい 時には 泣きして、 その 感情 を その ま  >. 作" 飾リ せずに 欲ヽ 

ば 立派な 詩が 出来る。 それ こそ 詩人の 特權 である。 

三 
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形式の 奈何に かか はらず、 長く 力 を 失 はないで、 人の 心 を 動かす 事 を 言 ふの が 若い 詩人の なすべき 務めで ある" 單 

に 物にさから ふ 心、 物 を 嫌 ふ 心、 物 を 語る 心、 若く は 物 を 打消す のみなる 事 は 決して 言葉に 現して はいけ ない。 それ 

は 何の 益 もないで あら 5。 

私 は 我が 友なる 若い 人達に 勸吿 する、 めいめいに 自分の 生涯 を考 へて 見る 事 を、 さう したならば、 詩の 技巧が 少し 

整つ て 来れば、 それだけで その 思想 は 愈々 善くな つて 來る であらう。 

詩の 中に 含まれて ゐる もの は、 卽ち又 詩人の 生涯に 含まれて ゐる ものに 外ならぬ。 それ は 離 も 奪 はず、 誰も 縮めず、 

ちま 

ただ 時に ti うて 晴く する ことがある に過ぎない。 何事に よらず、 影 を 顧みて 自ら 喜ぶ やうな 事に 基いて ゐる もの は 私 

の 取らぬ ところで ある。 

私 は 今 私の 友と する 人々 に 告げたい。 君 等 は 守らなければ ならぬ 法則が あるので はない。 法則 は 自分で 作るべき も 

ので ある。 ただ 一 篇の 詩が 出來 上ったならば、 その 詩に 含まれて ゐる 意味が 自分の 經歷 から 來た ものである かどう か 

を考 へて 見る 事で ある、 また その 經歷の あら はすと ころが 3? 前よりも 進歩して ゐ るか どうか を考 へて 見る 事で ある" 

譬 へば 別れた 戀人、 自分 を棄 てた 戀入、 又は なくなった 戀人を いつまでも 戀ひ 慕って ゐ るの は、 進歩の 道で はない。 

かう した 感情 を 歌った 詩 は、 その 言葉 は どんなに 巧妙で も 所 sig^ のない 事で ある。 

詩人 は 時勢に 從 つて、 その 詩 風 を も 進歩させる やうに 努力し なければ ならぬ。 さう したならば， いつでも 直ぐに 自 

分の 心の 活動した かしな いかがわ かる。 また 後に なって 顧れば、 自分の 心の 活動した かしなかった かが わかる ひ 

(ギ ョ ォテ) 

いかにも ギ ョォテ の ギヨ ォテ らし いところ をよ く 現して ゐる  一一 一一 n 葉です。 大變 有益な 敎訓 です。 「單に 物にさから 

ふ 心」 云々 の 戒め はいかに もォ リム ビエ ェ ル だった この 大 詩人の 言葉ら し い。 が、 私 は 必ずしも さう した 心 持を缺 


つて はいけ ない と は 思 ひません、 これ は 私の ギヨ ォテと 意見 を 異にする ところです。 

自分の 生涯 をよ く考 へて 見る と 云 ふ 事 は、 單に詩 を 作る 上からば か n でなくても、 甚だ 必要な 事です。 また ギヨ 

ォテは 1 々自分の 閱歷、 I- 驗に 基いて 詩 を 作った 人で あるから、 1 詩 成る 毎に それが 自分の 經驗 から 來 たもの かど 

うか を考 へて よと 言った ので あるが、 これ は 大に味 はふべき 言葉です。 殊に、 その II 歴 の、.；^ - 歩に 云 ひ 及んだ あた 

りは單 なる 詩訓 たるの みならず 立派な 人生 謂です 。法則、 則ち 詩形 を 自分で 作るべき きのとし たの もヴ エル ハ アレン 

と 同意見で、 これ は 詩人の 忘るべからざる 眞理 です。 時勢と 共に 詩 風 を 進めて 行く とい ふ 事 は、 最も 必要な 事で、 いつ 

まで も 舊慣を 墨守すべき ではない、 そして その 心さへ 動して をれば、 詩 風 は 必ず 進歩して 行く に 違 ひ ありませ し， 

十九、 『靈 魂の 秋 J の 中から 

これまでの ところで、 詩と は どんな もの か、 詩 を 作る に は大體 どんな 風に したら いい か §1 述べ 盡し たやう です —- 

ら、 今度 はもつ と具體 的な 青 例に ついて 設 明を與 へたら いいやう に 思 はれる。 それに は 詩の 評釋が 何よりで すから、 

便宜上、 ；；^ 自身の 作 『靈 魂の 秋』 の 中から 數 篇を拔 いて 評釋 をして 見ます。 つまり 自分の 詩作の 經驗を 直 妾 その 詩 こ 

つ い て 述べ て 見て- 自ら 詩の 作り方 を會 得して 頂かう と いふの です。 

つばめ、 つばめ、 我家の つばめ、 

迷子に なった の？ 

向う のた あかい 瓦の 尾根に 

早くい つ てと まれ！ 
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つばめ、 つばめ、 

かはいい 私の 妹よ" 

これ は 『ザ！^ と 題し 女 詩で、 子供の 心 持に なって 歌った ものである。 『つばめ、 つばめ』 と 繰返して 呼んだ と 

ころに、 子供ら しい 素直 さと、 のんびりした 調子と が 現れる。 これ を 「燕よ、 燕よ」 とい ふ 風に でも すれば ぶちこ は 

しにな つてし まふ。 第一 調子が 惡ぃ。 それから 「かはいい 私の 妹よ」 と 云 ふの は、 とりわけ 子供の 心 持 を 出して ゐる 

し、 妹と 燕 を 呼んだ ところ その子 供が 女の 兒 だと わかる。 これ を かはいい 私の 弟よ としたの では 感じが そぐ はない。 

燕 はや はり 妹と 思 はれても 弟と は 思 はれない の だから。 この 詩の 面白味 は その 單 純で、 飽くまで 子供ら しいと ころに 

ある .0 然るに その 中に、 例へば rl33s やうな 燕」 などと いふ 句が 入れば 全體の 調和 を 破って しま ふ。 子供が 少女な 

どと いふ 言 紫 を 使 ふ 箬 がない からで ある。 かやう に その 詩の 性質に よって 言葉 を選擇 する の は 必要な 事で ある。 

ゆうべの 夢 はま さ 夢 か 

窓の ほとりに 鏡 をす ゑて 

髮 といて ゐる 肩の 瘦せ、 

それ も苦勞 をした しるし。 . 

ぢ つと 面 を 見合せ て、 

言葉 もなくて はら はらと 

落つ る淚が とめられぬ。 

これ は 『l^i が^し』 とい ふ 詩の I 節で、 長い こと 他鄕 に流寓 して ゐる 人が、 1 夜 故鄕に 自分 を 待って ゐる 妻の こと 

を 夢に 見て、 目 醒めてから その 夢 を いろいろと 思 ひ 返して、 最愛の 妻 は 「生きて ゐる やら 死んだ やら」 と 案じる 心 持 


を 歌った 詩で、 と 氣カ附 くと、 自分 は 故鄉の 家の 窓の 外に 立って ゐる、 窓の 中には 窓際に 鏡臺 をす ゑて、 妻が 髮を 

といて ゐる、 げっそり 面窠れ がして、 もとから ii 奢な 撫 肩だった のが、 すっかり 瘦せ てし まっていた いたしい 位な の 

を 見る と-どんなに 自分の 留守の 間に 苦勞 をした 事で あらう と、 可哀相に 思って ぢ つと 見て ゐ ると- 向う でもん と 

51 米カ附 いて 此. 方 を 見る、 目と 目が 出會 ふ、 ぢ つと 見合って、 何とも 言 はないで 二人 は 泣いて しま ふ。 さう した 夢を考 

へて は 「ああ これが、 またと 此 世で 見られう かごと ずるので ある。 この 詩 は 俗 諮の 調子で 歌って ある。 これ をい か 

めしい 調子で 歌ったり すると * この 綿々 たる 情緒 はぶち こ はされ てし まふ U かう した 人情味に 富んだ、 い 

のこ もった 心 持 を 歌 ふのに は、 やはり かう した 民謠 風の 調子で なければ いけない。 調子 はや はり その 內容に ふさ はし 

いもの を 選ばなければ いけない。 

巷に きく 追分の 節に も 

秋の ひびき はこ もれり、 ， 

そ は 人の 淚を さそ ふ、 

こころなき 尺八の 音 も  、 

ありと あらゆる 苦み を、 

おも ひでと 嘆きの かぎり、 

身のう ちに 湧き かへ らしむ、 

そ は 熱き 淚 となりて 溢れ出 づ る 、 

II かくて こそ 人に 喜び は あれ。 

これ は 『秋思』 と 題せられ たもの、 初秋の 夜 なぞ、 都會に 住む 人 は 必ず 知って ゐる であらう、 街頭に 立って 尺八の 
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こラ 人の 歩み をと どめ させて るる 盲人の ある こと を。 或 人 は 心なく 聞き流し てし まふで あらう、 また 或 人 は 上手 だ 

とか 下手 だと かその 8曰 さ を 批評しながら 聞く であらう。 また 中には 獨 歩の 『女難』 など を 思 出して、 その 盲人の 姿 を 

興味 を もって 見る 人 も あらう。 ところが、 多感な 詩人 は、 よし その 尺八が どんな 心なき 口から 吹かれよう とも、 深い 

秋の 悲みを 感ぜずに は ゐられ ない ので ある。 まして それが 追分で でも あれば I この 總 日本的な 哀切な メロ ディ は 尺 

八に 最も ふさ はしく、 尺八の 音 は 秋の 夜に 聞いても 最も 哀れ 深い ものである 11 

鳥 も 通 はぬ 八 丈が 島へ 

やらる る この 身 は いと はね ど、 

あとに のこりし 妻 や 子が 

どうして その 日 をお くる やら  

とい ふ 歌の 文句から して 旣に 身に みる やうな 哀愁 を帶 びて ゐる あの 追分の 節で でも あらうならば、 II 忘れて ゐた 

あら.^ る 昔の 夢、 なくなった 慕 はしい 人の 面影、 人の 世の 嘆き、 悲み、 あらゆる ものが 形な き 雲の や 5 に 胸に 湧 上つ 

一-、 ii ぢラ  0 

て來 るで あらう、 さながら 電氣 にで も 打 たれた やうに、 何とも 知れぬ ものが 身體 中を^き 渡る の を 感ずる であらう 

そして 双眼 は ひとりでに 濕 ふに 違 ひない。 然し、 この 悲 みは、 この 音 樂の與 へる 甘い 悲 みは、 これ こそ は 人生の 喜び 

であると 結んだ ところに、 作者の 思想が 現れて ゐる。 

「音 樂は 空氣の 詩で ある」 と獨 逸の 作家 ジ アン • バウルの 言葉で ある。 抒情詩の 極致 は 恐らく 音樂 かも 知れない。 私 も 

また ボ オルつ H ルレ ェン と共に 「音樂 こそ 第一 なれ」 と 云 ひたい。 音 樂の與 へる 咸 《動 は 全く 震撼 的で ある。 詩が 昔樂 を、 

卽ち こころよい 調子 を 伴 はなければ、 その 人 を 動かす 力 は 半減して しま ふだら， つ。 然し、 私 は鉉音 (三味線の 如き) 

よりも SIR 音 r 尺八 や 笛の 如き) の 方に 一層 動かされる。 そして 本 當の音 は 管 音の 響 を もった ものでなくて はなら な- - 


と 思 ふ。 ォスカ ァ* ワイルド は アポロ ンの 竪琴に 對 して、 ボォド レエ ルゃ ビル レエ ンの 抒情詩 をマァ シァス の^ 笛の 音 

にたと へた。 そして 我々 R 本人の finf 笛 は 尺八で あるか も 知れない。 私 は 曾て 詩人 小 林 愛雄 氏と 共：, i 音樂學 校の 管終樂 

を聽 いて、 その 妙味 を說 明せられ て、 敏 からぬ 感激 を 受けた 事が あつたが、 然し それさへ もこの 市井の 間に 聞く 名 も 

無き 盲人の 尺八の 音 ほどに 私の 心緒 を 動かし 得 たかは 疑 はしい。 私 もまた 尺八の 詩人と なりたい 11 あの 寂しい、 哀 

れ 深い 音色 を もって、 入の 淚に訴 へたい と 思 ふ。 

空い ろの 果て は 無 けれど 

我が 靈は 何處 にかい こふべき。 

ああ か へれ、 月日と ともに、 

ああ 二十歳の としを 件 ひて、 

天 は 限りなく 廣ぃ" {1^ いろに 限りなく のびて、 果て も 見えない が、 然し その 廣ぃ {r« 間 にさへ、 私の 靈を ゆだねて、 安 

ら かに 眠り 入る 事の 出來る もの は 見出されない、 その 人の 手 を 外にして は。 しかも その 入 はもう 此 世に ゐ ない ので あ 

る。 恐らく は 雲の 彼方に その 人の 靈は 漂うて ゐる かも 知れない が、 やはり 現 身の その 人が 見たい、 「ああ か へれ」 とそ 

の 人に 呼ぶ。 然し、 歸 るなら ば 其の 樂 しい 月日 を 持って 歸 つて くれ、 美しい 二 ザ 歳のと しの 若さ を 持って 歸 つて くれ 

とい ふので、 なくな つ た 美し い 人に 對 する 思慕 をうた つ た 詩で ある。 

川 竹の 枯れて 亂 るる 水 かがみ、 

浮いた 朽木も れて くれば、 

何に 追 はれて 泥 #1 の 

しどろ もどろ の 水搭に 

*S  ® 作 方  Bill 七 
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秋の 名殘 はやれ 裂けて、 

さやけ き 月が. 木の 枝に  •  ， 

暮れて 今 { せ も 知らぬ顔" 

これ は 『が ムの%&』 と 題した もの。 どんな 機會で この 詩が 出來 たかは 今 はもう 忘れて しまったが、 量に 託して 情 を 

& ベた 詩の 一つで、 はじめの 行 は 「川 竹の 枯れて 亂 るる 水 かがみ」 とい ふ 風に 韻 を 踏んで ある けれど、 これ は 自然と 

さうな つたので ある。 この 詩 は 俳句の 境地に 近い もので、 閑寂と でもい つた やうな 感じが 出て ゐる。 

間違 ひの 阒き かたまり、 

くうかん 

無限大なる {t^ 間 を 踊り 週る。 

その上に 出來損 ひの 人形が 

厚顏き はまる 踊 を を どる。 

まっか 

ああ、 しらじらしき 嘘の 上なる 眞 赤な 嘘よ！ 

ifflik の&』 と 題した 作。 これ は 思想 詩で、 厭世的な 考へを 歌った もの。 「間違 ひのまるき かたまり」 と は、 無論 地球 

のこ.^ である。 その 地球が 無 際限なる 宇宙の 空間 を、 ！ ^顔に 踊り 廻って ゐる —— ところが その 地球の 上に は、 また 入 

間と いふ 厚顔な 生物が 厚顔に 踊り つて ゐ ると いふ 思想から して 『二重の 踊』 と 題した ので ある。 「出夾 損 ひの 人形」 

と いふうら に は 人間 は 運命と いふ 知られざる 意志の あやつる 人形に すぎない とい ふ 宿命論 的の 考 へが 潜んで ゐ るので 

ある。 非常に 陰 11 な 思想 を、 輕ぃ 踊る やうな 調子で 敬った ところに、 この 詩の 面白味 は あるかと 思 ふ。 

あはれ わが 胸 こそ 

あめつちの あやしき 鏡、 


悲しく も、 嬉しく も、 うつる が 儘に 

くもりて はまた 照れ ど、 

よろこび は 消え やすく 

かなしみ はなが くと どまる。 

くだく るまで は 眠 りが たきに 

絕 えず 人の 世の 影 をう つして 

とこし へに 止む 日 も あらぬ  - 

なげき をぞ する。 

これ はや や 長いが、 然し 「ぎ 11」 である。 調子 は クラシ プク で、 形式が 餘り整 ひ 過ぎて ゐる ために、 枝 巧で 作った も 

のの やうに 思 ふ 人 も あるか も 知れない が、 實は、 この 裏に は 非常な 情熱と 悲愁と が 含まれて ゐ るので ある。 「いと 古き 

g にいと 古き 想 ひ をのせ て、 われ はと こしへの 嘆き を あげん」 とい ふ 私の E§ を 理解す る 人 はまた 此事を も 理解して 

くれる であらう。 人間の 胸 は —— 心 は 全世界 をう つす 不思議な 鏡で ある。 悲みも 映れば 喜びもう つる、 悲 みがう つれ 

ば堯 よ， 暴る * 涙の 目に うつる もの は&、 ある。 喜びが 映れば 鏡 は 晴れ やかに 輝く、 喜ばしい 隱の やうに。 然し 鏡 はく 

もりが ちで ある 、人生に は 歡樂ょ も 哀愁が 多い ので ある、 樂 でさへ も 極まる ところ は 哀愁で ある。 しかし 碎 かれ 

るまで はや はり 人間 は、 この 人生の 喜 怒哀樂 をう つして ゐ なければ ならない、 そして、 愈々 息の 絕ぇ るまで は 悲嘆の 

聲を擧 げてゐ なければ ならない —— そして その 悲嘆の 中から また 詩 は 生れて 來 るので ある。 

くづれ たる 土蔵の 壁に、 

忘られた る 詩人の 遣 稿に、 

詩の 作り方 


歸 Bo 

靑ざ めし 女の 息に、 

黃に 朽ちし 秋の 木の葉に、 

永遠の 秘密の ささやき はあり。 

ここに 魅す るが 如き 死の 匂 ひ は ふ。 

. これ は 『アツ ヒム • フォン アル ニムの 肖像に 題す』 る 詩の 1 節で ある。 アル ニム は 镯 逸の ロマン テ イシ ストで、 あやし 

い 神祕の 世界、 廢滅の 世界の 詩人で ある。 その アル -I ムの 肖像に、 若い 私 は 自分の 面影 を 見出した のであった。 考へ 

て 見れば、 私 ほど 廢滅を 愛する 八 も 無から う。 私 は 盛んな もの、 勢 ひの ある ものより、 常に 衰へ たもの、 力の ない も 

の を 愛した。 靑々 と繁 つて ゐる若 WW より は 黄に 朽ちた 秋の 落葉 を 愛した、 頼れ §1^ まるまる 肥った 少女より は、 三 

十 を 越した 病み 上りら しい 夫人の 蒼 ざめ た 容姿 を 愛した。 人生の 成功者より は 失敗 者 を 愛した。 晝 より は 夜 を 愛した 

11 私が ノプ リスに 傾倒した の は 極めて 自然の 事で ある 1) それ 故 生よりも 死の 方が 意味 深く 思 はれる ので ある. 私 

が 熱烈な ニヒリズムの 詩人と なった の は、 その 傾向 を 推し 進めて 行った 結果に すぎない。 然し 恐らく は それ は 間違つ 

た考 へで あらう。 間違 ひであって もよ い、 それ は 私の 趣味で ある 11 私 はこん なに & マン ティ シ ストな ので ある。 私の 

詩 もい つか は 忘られて しま ふで あらう。 その 時、 はじめて 人 は その 中に 永遠の 祕密 のさ さやき を 揮. くで あらう、 今 私 

が 北 村 透 谷 や 中 野 逍遙の 詩に それ を 味つ てゐる やうに、 

いとた かき 人と なら まし、 

う つ くしき 人と なら まし， 

のちの 世に 慕 はるる 人と なら まし。 

人に よき こと をな さまし、 


世の ために 血 を 流さ まし、 

くるしみ をお のれ 一 人に とりてお かまし。 

これ は 『あはれ なる 基齊の 弟子の 歌』 と 題す る 詩で ある。 私 はこ こで あんなに も 純一 であった、 曾っての 自分の 淸 

ら かな 面影 を 見て、 限りなき 愛着 を 感ぜずに は ゐられ ない。 美しい 小 理想家よ！ お まへ は その 時旣に 美しかった、 

そして 私自身が 今旣 にお まへ を 愛慕せ ずに は ゐられ ない ので ある。 ああ、 思へば 私 は 少年の 時から， 殉教者の 光榮を 

夢想して ゐた。 人道の 戰士 として 斃 れんこと を 願って ゐた。 私 は どんな ことがあっても、 美しい 妻 を もって、 立派な 

門 構への 家に すんで、 自動車で 出入す る やうな 生活に、 入 生の 幸福 を 見出さなかった ので ある" さう した 私的な、 平 

凡な 幸福 を 一 餺し 去った ところに、 眞 Li 意義 ある 生活 を 建設す る ことが 出来る と 信じて ゐ たので ある。 それ は 夢想に 

すぎなかった か I 心よ、 否と 答へ よ。 悲しい かな、 私の 魂 は 今や ゆだねられて しまった けれども、 然し この 塵の 中 

お C つか 

からして、 なほ 昔の 失 はれた 理想 を、 心よ、 お まへ は 求めなければ ならぬ。 私 は 幾年 かの 後、 この 詩 を讀ん で、 自ら 

ほがらかな 心 持になる。 そして やや 老いた 私の 心に 再び 靑春 を裔 したいと 願 はずに は ゐられ ない。 

淚は戀 のなかう どなり、 

軟 かにな りし 心に 愛 は r あみ 入る。 

幸福の 與 へし 戀は 不幸に 破らる。 

され ど悲 みの 結びし 戀は 喜びに 破れ じ。 

ああ 破船の 後た だ 二人 殘 りし 男と 女との 戀！ 

破られた る 船に 海水 はたの しく 押入る、 

やぶれた る 胸に 愛 はたの しく 忍び入る。 

詩の 作り方 
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私 はこの 詩に 大 詩人の 氣息を 感ずる。 大詩 入で なくして、 どうして この やうな 高調に 達した 感情 を 緊縮した 言葉で 

歌 ひ 得よう  この 傲慢な 自負の 言 薬 は、 然し 道化者の 自負と して 聞かれねば ならない 。(自負 そのものが もともと 

道化 だとい ふ 事 は 別と して。) なぜと いふのに、 この 大 詩人 は、 かはい さう に、 たった 七 行の 大 詩人に 過ぎない の だ 

もの。 友よ、 この 大 詩人の 戲畫 を、 この 第二 流の 小 詩人 を、 『息の 短い 笛吹き』 を 笑って くれ。 然し、 この 詩に よし 大 

詩人の 氣 息がない にしても、 その 精神 は 尊い。 涙に よって 結ばれた 戀を 最も 純な、 最も 美しい ものと 見る 心 は、 巖の 

上に 身 を 救った 二人の 破船 者に アダムと イヴとの 幸福の 復活 を 見た ので ある。 ハ イネの 歌った 「私 は あなた を 愛し ま 

すと お まへ が 言 ふなら ば、 私 は 悲しくて 泣かずに ゐられ ない」 (女の 言葉が 噓 だからと いふ. ので はない、 この 二人の 愛 

情が いつまで 續くだ らう か を 疑 ふからで ある) とい ふやうな 複雜 な、 近代的な 心 持から 見る と、 何とい ふ單純 さで あら 

51 然し 不幸な 人 を純粹 にす る、 不幸な 者の 感情に は 過剰がない！ 

ひと 夏 は 苦しく 過き て 

わくら 葉の はや も 散りく る、 

秋風に 我れ も 取られん。 

これ も 我が 蓮と おもへば 

神も怨 まず、 ただ 泣く のみ。 

おのが 身 はな ほよ けれども、 

我が 夫の なげき はいかに。 

胸 を 病む 一 夫人の 悲みを 歌った 『ある 女の 一生』 の 一節で ある。 ここに SulTe ュ nghiumnity の 詩人が ある。 これ を讀 

むと 私 は、 


淚 のうちにながら へ て 

寝られぬ 夜半の 床のう ちに 

泣き あかしつ る 人なら で 

誰か 知るべき 汝がカ  -  (森鵄 外 氏譯) 

とい ふ ギヨ ォテバ 殫絃者 をして 運命 を 嘆ぜ しめた 句 を 田 (出さずに は ゐられ ない。 運命 は 常に 無慈悲で ある。 かやうな 

美しい 心と、 すぐれた 容姿と を もった 幸福なる 夫人 を すら 用捨し ない その 冷酷 さよ、 私 は それに 深く 動かされた、 自 

らまた 淚に 濡れた!！ 飽を 食べて 来た 私 は。 そして r 寢られ ぬ 夜半の 床のう ちに」 私 はこの 詩 を 作った ので ある。 然し 

いさぎよく *? きらめながら も、 しかもな ほ 夫の 愛に ひかされて ゐる その 夫人の 心 持 を 十分 歌 ひ 得た かどう か は 自分で 

も覺 束ない。 それほど 私の 實感 は、 充實し 得なかった かも 知れない。 實感の 充實は 詩に 最も 大切な 事で ある。 若し 詩 

入が 例へば 勞働 者の 感情 を 歌 はう と 思 ふなら、 十分 勞働 者の 氣持 になり きって、 勞働 者の 實感を 以て 歌 はなければ な 

ちない。 でない と、 その 詩 は {t^ 虚な ものに なって しま ふ。 なほこの 詩に は、 

5 る はしき 浪 子の ごとく 

うる はし く 我れ も 死な ま し 、 

とい ふやうな 句 も ある 浪 子と はもち ろん 『1^ 如歸』 の浪 子の ことで ある。 こんな 固有名詞 を、 平 氣で詩 中に 用ゐる 

の を、 定めし 低級 だと 思 ふ 詩人 も あるで あらう" が、 然し 私 はこの 名 を 恥と しない。 この 薄命な 夫人が、 浪 子の 生涯に 

なぐさ y  r.o り *づ た 

多くの 慰^ を 得た の は事實 であるし、 また 私 は 街頭の 流行 唄の 作者 を も 決して 輕蔑 すべき もので ない と 思 ひ、 また 羨 

ん でさへ もゐ るの だから" 

せめて 1 度 は その 手 を にぎりしめ 

8& の 作り方  BBS 


長く か ぼ そい 指さき に、 I! を あてたい，， 

この 涙 を この やうに 無駄に 

ああ 馬鹿らしい、  - 

なんにもない 紙の 上に 落 そより、 

あなたの 髮に、 額に 落したい。 

『lit- 戀』 の 一 節。 この 中には 愚かな はつ 戀の奠 きが 少しの 飾り 氣も なく 現 はれて ゐ ると 思 ふ。 臆病な 少年 は どんな 

に 無駄の 淚を こぼしたら う！ 手紙 を 書かう としても、 どうしても それ を 書く だけの 勇氣 はなく、 まして その 手 をに 

ぎる ことな ど どうして 出来よう、 そんな 事 を恥づ べき 事と 思 ひ、 e: 分の 趣味に 反する 事と 思 ふ 心 持がない としても。 

しかも その 長く か ぼ そい 華奢な 指が 11 それ はまる まると した 指の つけ 根に くぼみの 出來る やうな， 處 女らしい 手で 

はなく つて、 靑ぃ 筋の はっきり 見える やうな 苦勞 をして きた やうな 手で、 音 樂 家に 見る やうな 細長い 指に は 指輪な ど 

は 一 つもなかった 11 私 は どんなに 好きだった らう！ けれども、 

わたしの 心が 臆病な のか 

それとも あなたの 心が 冷たくて 

こ はれた 風車の やうに 

風が 吹いても ま はらぬ のか、 

その 戀は 私が 「あだの 淚」 を 流した ばかりだった ので ある。 私より 年上だった その 人の 心 は 「こ はれた 風車」 では 

なくって、 ただ 私の 愛の 風が 弱かった のか も 知れない。 ここに 言 ふべき 格言が ある、 戀 する もの は大膽 でなくて はな 

ら ない。 —— 然し 少年と いふ もの は大膽 であり 得ない ので ある。 かくて 初戀は 常に 純潔な ものである。 


1 一十、 『感傷の 春』 の 中から 

『感傷の 春』 は 私の 第二の 集で ある。 『靈 魂の 秋』 が、 『心の 秋』 とも 云 ふべき 成熟と 共に 衰額を 示す 時代の 作 をより 

多く 收め たのに 對し、 『感傷の 春』 の 方は靑 春の 曙 も 云 ふべき 美しい 時代の 若々 しい 作 をより 多く 收 めて ゐ るので、 一 

層な つかしい 思 ひがし ますから それ を 少し 評釋 をして 見たい と 思 ひます。 

つめたき 水に 影う つる  - 

わが 面影 も 老いて けり、 

桐の 葉 かげに 立ち よれば  、 

烏 なくなり 秋の 夜 を。 

これ は 明の 高 靑邱の 詩に もとづいた ものであるが、 飜譯 とい ふより はむしろ 創作に 近い。 この 四 行きり の 詩で、 原 

作 はたし か 長い こと 他郷に 放浪して ゐた 人の 氣持を 歌った ものだった と 思 ふ。 いかにも 寂しい 感じが Kf^. 體に 漲って ゐ 

る" これ また I 寸 俳句の 境地に 近いと ころがあって、 言外に 餘情を 含ませて ある。 この 言外の 昧と いふ もの は 一 寸說 

明の 出来ぬ ものであるが、 繰返して 讀 んでゐ るう ちに は自 づと會 得が 出来る ものである。 あに 現れた 意味 だけで は 何 

でもない やうな のに、 何となく 捨て 雜ぃ味 ひがして、 何處 となく いいやうな 氣の する 詩 や 歌 は、 すべて 此の 言外の 餘 

情 や-含んで ゐ るので ある。 そして 詩 や 歌の やうな 短い 形式の もの はすつ かり 言ひ盡 してし まふ 事 は出來 ないから、 か 

うして 言外に 餘 情を存 せしめる やうに しな けれ はいけ ない 0 

書棚のう しろで なく こ ほろ ぎ、 

詩 の 作 方  —  B€ 


こ ぶ ひ 

寢 もやら で、 今夜 も ひと 夜、 

ああ、 私の 心 は 何 をお も ふ？  ， 

やつば り あの こと、 あの人の こと。 

四 一了^で ある" 終夜 こ ほろ ぎの なく 聲 を 聞きながら、 遠くに ゐる戀 入の こと を 思って ゐる氣 持 を 歌った もの 無駄 

のない のが この 作の 取 it である。 

あなた を 一 度 見てから は 

昔の 私でありません， 

もはや 子供で なくなって 

あなた を戀 しと 思 ふ 心に なりました。 

あなた は 一 度 私の 頭 を 撫でて 下さった、 

いまでは 私の 心に いつも 觸れて くれます、 

だけど、 あなた はもう 遠方に いらし つた。 

さう して あなたが えらく おなりに なった 時、 

私 も 女に なりました  

私 は あなたのお 姿 を 胸に うかべて は 

何とも 知れぬ 淚が頗 を 流れます、 

愚かな 少女の 夢 を 笑って 下さい ませ …… 

『ゲだ A の^ y とい ふ 詩で、 純な やさしい 少女の 心 持 を 敷った もの。 丁度 高等 女學 校に 入った 位の 年頃の 少女が、 年上 


の 靑年を 懐し く 慕 はしく 思って、 人知れず、 その 人との 樂 しい 生活 や 夢み てゐる その 心 持 ほど、 世に 尊く 美しい もの 

は あるまい。 少女の 夢の 中の 主人公 はきつ と 親切な、 男し らい、 眞面 yl な靑 年に 違 ひない、 そして 一度 何 かの 簿會で 

S 會 つて 親しくな つた 時に、 まだ ほんの 子供の やうに 思って、 その 可愛らしい 頭 を 撫でて やった 少女が、 ひそかに 自 

分 を 思って ゐ ような どと は 夢想しても めない に 違 ひない。 しかるに、 彼が 學 問の 爲 めか、 或は 11 翁の 爲 めに、 何處か 

遠い ところに 行った あとに、 その 少女 は 夕暮の 窓に もたれて、 「君い ます {r^ を 眺めて」 は 故知れ ぬ淚を ほろほろと 流し 

てゐる …… これ はほんの 斷片 にすぎないから、 まだ 推敲すべき 餘地は 十分 あるので すが、 推敲した ため その シンプル 

なと ころ を 無くして はと 思って その 儘に して あるので す。 

ちりく る 四月の 花 を 見る とき、 

コンヴ ヱ ンショ ナルな 悲 みに 襲 はる、  •  . 

すたれたる 悲みを またも 悲む。 

ちりく る 四月の 花を兑 ると き、 

春の なかばに して 秋の 悲みを 知る、 

美しき ものの 短命 を さらに さとりて。 

美しく 雲の やうに、 今 を 盛りと 咲き誇って ゐる 櫻の 花 を 党て ゐ ると、 しみじみと 人生の 無常 を 感ぜずに は ゐられ な 

まさ 

い。 さかりの 花 は將に 散り 初めよう とする 花 だからで ある 。「櫻の 花 を 見て ゐ ると 春の さかりに 秋の 悲みを 感ずる」 と 

言った 獨 逸の 哲 學者ケ ェ ベル 博士の 言葉 は 私の 同感に 堪 へぬ ところで ある。 この 詩 は その 花の はら はらと ちりく るの 

を 見て 歌った もの。 花と いへば 無論 櫻の ことで 敢て 「四月の」 とい ふ 形容 をす る 必要 もない の だが， 調子の ために さ 

ういった ので ある。 花の 散る の を 見て 無常 を 感ずる とい ふの は、 まことに ありふれた、 珍しくない、 古臭い 感情で、 

tns の 作り方  BEt 


3 八 

ち. 7 ぶ  け it 

新しが り やの 詩人 だと、 1 口につ まらない、 陳腐 だ、 古く さいと^して しま ひさう である。 それ ゆ ゑ コンゲ ニン ショナ 

ルな悲 みと か、 すたれたる 悲み とか 言った ので ある。 コンゲ ェンシ ョナル と は 習俗 的な、 型に はまった と 云 ふ 意^の 英 

語で、 わざと こんな 言 紫 を 遣った の は、 無暗に 新しが る 詩人に 對 する 反抗から でも ある。 どんなに 珍しから ぬ 古い 感 

情に しろ、 實際 自分で. K 當 にさう 感じたならば、 かま はず どしどし 歌って いい。 若し その 人の 感情に して、 つけ 燒^ 

ゃ人眞 似で なくって、 本當の 心の底から 出た もので さへ あれば， 必ず コンヴ -ンシ 3 ナルな もので なく、 獨特な もの、 

淸 新な ものである に 相違な い と 私 は 思 ふ。 

花の 命 は 本當に 脆い、 卷の 夜の 夢の やうに 短い。 無 邪氣な この 國の 人た ちが、 花見に 唄 ひさ ざめ く 日 は 幾日と ない、 

それ は 直ぐ 消えて しま ふ。 そして、 三春の 行樂、 今 誰が 邊 にか あるの 感に堪 へ ざら しめる。 實に 嬰の 花 は 潔い。 忽ち 

開き 忽ち 散る。 我々 は 支那 人 や、 西洋人の やうな 執 蕾 を 求めて はゐ るが、 然し 櫻の 花の かう した 未練 氣 のない ところ 

はやつ ばり 好ましい。 櫻の 花 は 何とい つても 日本の 國民性 をよ く 代表して ゐる 花で ある" 思 ふに 日本人の 美 德は實 に 

この 櫻の 花の やうな 潔い ところに 存 する かも 知れない。 私 は 落花 を 見る 毎に、 美しい 少女の 死 を 聞いた ときと 同じ や 

うに、 

滅び ゆく もの は 美しく、 

美しき もの は 滅び ゆく。  ， 

> メリ •  ？' ラン セント イス • ビュ 5K ィフル 

とい ふ 二 行の 美し い 詩句 を 思 出す。 げに only  the  transient  is  beautiful といった シ ルレ ルの 言葉 は 限りなき 眞理を 含 

んでゐ る。 そして 私 もまた かう 言 ひたいの である、 生滅す る ものの みが 美しく、 瞬間 的な もの ほど 尊い と。 

身 を くるしみに ゆだぬ る は . 

ひと！ 》 

ああ、 ただ 一 人の あれば こそ。 


ひろき 世界に 一 人の み 

我れ を淚に ひき 入る る。 

『ェ テル 力に』 與へ た 詩で ある。 ラァ ルカと は 匈牙利の 詩人べ テフ ィが 年若く してみ まかりし 戀 入に 與 へ た 名で ある。 

そして この 詩の 作者 も 亦 その ェ テル 力 を 持って ゐ るに 違 ひない。 この 詩の 意味 はたった 1 入の 人の ためば つかりに 自 

分 はこん なに 苦んで ゐ ると いふの だが、 「身 を くるしみに ゆだぬ る 」 と 言 ふところから 見る と、 自分から 進んで 苦んで 

ゐ るのに 違 ひない。 だから それ は樂 しい 苦み である、 戀の 苦み であると いふ 事が わかる" 終の 二 行 は 初めの 二 行の 設 

明で、 「君 ゆ ゑに 淚 はてなし」 とい ふ 心 持で あるが、 これ を、 たった 一 人の 君に よって、 はじめて， へめ：^,^ を 知る 

身と なった とい ふ 風に 解 すれば 一 層 面白から う。 

落つ る淚は 水と ともに  ， 

sc^ もしらず 流 るれ ど、 

のこる 漢 きに 蘆の 葉 も 

心 もと もに うち ふる ひ、  - 

ふるへ ながらに 暮れ ゆけば、 

ほのかに 月 はの ぼり 來て、 

心 も 水と なりて 流る。 

；?^ の 故鄉の 町に は 市街 を 貧いて 一 條の 河が 流れて ゐ る。 その上 流に は 蘆の 葉が さわ さわと 風に i いで ゐる。 ある 夏 

の 夕方、 私 は 其處に 腰をおろして、 河の流れを見戍りながら、ぃろ、ぃろな^^慨に耽ってゐると、 おの づと セン ティ メン 

タルな 淚が 頰を傳 はって 来た。 淚は 水と 共に 流れて ゆく けれど、 私の 嘆き は 魔と 共に とりのこされて ゐた、 けれども 

詩の 作り方 


そこ へ凉 しげな 月が 美しい 光 を 投げる と、 私の 心 も 水の やうに 溶けて 流れて しま ふやうな 氣持 がした。 

靑 蚊帳 は 風に ゆらぎて、 

その 中に 我が 讀 みし It 

き *? の 

その 中に 彼女の 縫 ひし 着物、 1 

その i 物 も、 着物 も、 

やがて 用な きものと なれり。 

(その 甘き ささやき をな ど 

洩らすべき、 年へ たる 今日。) 

窓の そと 木の葉の 上に、 さびしき 月 は 

ひそ やかに 二人 を のぞきぬ。 

はじめて のきす、 I . 

我 は 知る、 その 脣の 

いかに 小さく、 いかに 軟 かなりし か を。 

かたく 祕 めら れ しこの 祕密を 

ふるさとに 持ち 歸 りて し 

彼女 も、 ここに 我 も、 秋と なれ ども、 

美しき 夏の 一 夜 を 


忘れざる べし、 我 も 彼女 も * 

『追憶の 戀』 過ぎし 日の 幸 幅の 囘想 である。 此の 美しい Midtuii へ U,:t5r-Nr シ It-S  D"n  (眞夏 の 夜の 夢) は、 I つの 自然 派 

風の 短篇 小設 になる でせ う。 そして これ を 若し モォバ r サン や ゾラ をして 書かし めたならば どんな ものが 出來 上った で 

せう か。 然し この 詩に はそんな 自然 派 風の ひ は 少しもない。 ただ 美しい 情趣に 充 ちて ゐ るば かりで ある。 これ を 若 - 

し 散文に したならば、 どんなに 詩的に 書かう としても かう は 行かないで せう。 ここに 詩と 散文との 相違が よく 現れて 

ゐ ると 思 ふ。 美しい f:3i の 夜の、 窓の ある 部屋、 多分 二階の 六疊の 間で でも あらう か、 そこに 靑々 とした 蚊帳が 吊られ 

ひと リ  ひ とジ 

てゐて その 蚊帳の 中には、 蚊 を 避ける ために、 一入 は 書物 を もって、 一人 は 縫物 を もって 入って ゐる 。はじめのう 

ち は、 一人 は 書物に 讀み ふけり、 一人 は 何 か考へ 事で もして ゐる やうな 風で、 手ば やく 針 を はこばせて ゐ たが、 ふと 

した はずみで どちら かが 聲を かける、 多分 「いい 風です 事ね」 とか 、「精が 出ます ね」 とかい ふ 言葉だった らうが、 そ 

わ を きっかけに 話が はじまる、 そして 暫くの 後に は、 その 書物 も 着物 も 傍らに 投げ やられて しま ふ。 この 「やがて HP 

なきものと なれり」 の 句 は 不倫な 比較で は あるが、 ダンテの 『神曲』 中の パオロと フランチ エス 力の 戀物 話に 見える 「こ 

の 日 また 讀 むこと なし」 とい ふのと 同工異曲の 技巧で ある。 終の 方の 「彼女 も、 ここに 我 も、 秋と なれ ども」 は 私の 

自ら 得意と する 句で、 「秋と なれ ども」 に は 「人生の 秋」 の 意 も ある。 

いっか また 我 はか ベら む 

あたたかき 母の ふところ 

うつくしき 世の 戀び とも 

わが 母に など かま さらむ 

わがこころ たやに 疲れぬ 

黪の 作. 5 方 


0s 

か へらな むい ざ 母の むね 

「母」 を 慕うて 作った 詩。 どんなに やさしい 戀 人の 愛で も 母の愛 ほどに やさしい もので はない。 どんなに 樂 しい 戀で 

も、 焦 立た しい、 入の 精根 を 疲らす やうな 或 物 を 含んで ゐる。 疲れた ものの かへ るべき ところ はた だ 母の 胸の 外に は 

チイ ィゲ  ナイ ィゲ 

ない。 これ はさう した 母の 胸に かへ らうと いふ 素朴な 心 持 を 歌った もので、 調子 もまた 素朴で ある。 

雜 草の 中に よわよわしく 堇 はさきぬ、 

そ は 荒き 手に つまれて 萎れぬ、 

ただ それの み 11 

幾千 1§ となく くり かへ さるる 女の 悲劇。 

『小さき 悲劇』 11 女性の 悲しい 運命 をた つた 四 行で 歌 はう とした もの。 これ を 一 篇の長 篇小說 に すれば、 モォ パプ サ 

ン 『女の 一 生』 の やうな 作になる でせ う。 「脆き ものよ、 汝の名 は 女な り」 と沙 翁が ハ ム レットに 言 はせ た 言 紫 は 恐ら 

く 永遠に 忘れられる 事 はないで せう。 女性と いふ もの はそんな にも、 生れな がらに 悲しい 運命 を 授けられて ゐ るので 

す。 可憐な 少女が 卑 むべき 無情な 男子に 誘惑せられ、 飜 弄せられて、 いたましい 最期 を 遂げた 實例は 我々 の 一 々記憶 

しきれない 位 聞いて ゐる ところです。 詩に、 幾千 度と ある けれど、 これ はいくら いくらと 限定した 數 ではなく、 ただ 

非常に 多い、 無數 だとい ふ 意 を 現して ゐ るのに 過ぎない。 「つまれけ りす てられに けり ふまれけ りすぐ せったな き 名 も 

あらぬ 花」 と は 或る 女 詩人の 歌です。 この 詩 も それと 同じ 心 持 を 歌った ものです が、 この 歌の 方が 女と して 女の 身の 

あはれ を 歌った 極く 主觀 的な ものな のに 反して 詩の 方 はずつ と客觀 的で ある。 

る 少女よ、 出て 御らん、 

四月の  <ム 園へ 行って 御らん、  . 


そんなに 家にば かりこ もって ゐ ると 

からだ 

心ば かり か身體 まで 病氣 になり ますよ • 

少し 散歩 をし て お出でな さ い、 

花見 をす る 愉快な 人た ちが 

あなたの うさ を はらし ませう。 

そこに は 甘い 疲れ をた のしんで、 

ぺ ンチに 頭 を 伏せて ゐる 眠り 人 も あり、 

動物園に 牡 獅子 も 寢てゐ ます、 

1 1 羽の 水鳥 は 濁った 水 を あげてます、 

礼 雀 は 羽 を ひろげて あなたに 媚びる。 

あなた も ベンチに 腰かける、 

そこに は 山吹が 咲いて ます、 

あなた も 種の ちが つ た 山吹 だ。 

戀 しい 人 を 待った めに 

いつも 格子に 身 をよ せて、 

通る 人 を見迎 へ、 見 りして、 

さう して 萎れる まで さう して ゐ るなら ば、 

さう して 戀 しい 思 ひも 悲みも 

as の 作り方 
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小さく 疊んで 秘めて おくならば、 ， 

あなた はほんと に 山吹 だ。 

そんなら 少女よ、 かう お 言 ひ、 

5 ら  一 

さやうなら， 私 は 家へ 歸 つて 行く、 

家の 格子に 身 をよ せて、 

丁度、 山吹、 お まへの やうに 

戀 しい 人 を 待ち ませう、 さやうなら。 

戀 する 少女よ、 さう 言って 

四月の 公園から かへ りなさい。  • 

『燕が 少女に いふのに は』 これ は 大分 長い 詩 だけれ ど、 自分で 大好きな ものです から、 それで ここに 引かせて いただき 

ます。 この 詩 は 私の よく 通る 上野 公 屬 に 近い 或る 募 町に、 いつも 格子に もたれながら、 とほり を 眺めて、 往來の 人 を 

おも 

見迎 へ、 見逡 りして ゐる 美しい 少女が あつたので、 あ. も 夜 その 少女の 事 を ふと 想 ひ 出して、 出來 たもので、 その 作つ 

た 時 は 別に 燕に 言 はせ るつ もりではなかった のです が、 燕が 言 ふの だとしたら、 その 少女の 家の 軒端に 凝うて ゐる燕 

が 話しかけ るの だとしたなら 一層 面白い と 思って * 今の 題 をつ けたので す。 その 頃 私 は 動物園へ 行って 見る のが 樂み 

だった ので、 よく 仕事 や 勉强に 疲れる と 出かけて は、 いろんな 動物の 面白さう に戲れ たり、 悲し さう に踞 つたり して 

ゐ るの を 飽か、 ず 眺めて ゐ たもので す。 それから 山吹の 花 は 動物園の 中に あつたか 外に あつたか は 忘れ ましたが、 隨分 

ほか 

どつ さり^い てゐ たの を覺 えて ゐ ます。 その後 他で 山吹の 花 を 見る 毎に、 よく その 頃 見た あの 花 を 思 ひ 出します。 そ 

して その 時分 私 は その 山吹の 花と その 少女との 間に 何だか 相似た 共通な ものが ある やうな 氣 がしました。 一 ^山吹 は 


山吹色と 云へば 直ぐ 小判が 聯想され たりして、 極く 俗つ ぼい 花の やうに 思 はれて ゐ ますが、 私 はさう は 思 ひません， 

そして 大好きです。 そして ある 女 詩人が 「いはぬ 思 ひい はぬ 獎 きの もしも あらば ひそかに かたれ 山吹の 花」 と 歌った 

その 歌 をよ く 山吹の 花 を 解した ものと して 長く 忘れないで ゐる 位です。 かう して、 公 11 の 散歩， 動物園の 有様、 裏町 

の 少女、 山吹の 花、 これらの ものが 集って この 詩が 出来た わけです。 少女 を、 戀 すろ 少女と したの は 私の 想像です が、 

何だか そんな やうな 氣 もしました。 

その 不幸 を 泣く 時 あり、  つ 

その 幸福 をた た ふる 時 あり、  . 

あはれ その 短き 生 は 美しき 夢。 . 

この 世 は 夢で ある、 皮肉に 見れ ば^い 夢で あり、 感傷的に 見れば 悲しい 夢で ある。 この. 詩 を 作った をり は 素朴な、 

i テ ST 附" I 气 調和 的な 心 持だった ので、 それで 『美しき 夢』 と 言った もので あらう。 

夢に してうつつ を 思へば、 

うつつより 夢 を 思へば、 

ときが たし、 この 生が 夢 かうつつ か。 

特に 夢の 中で 現 ^ 思 ふとい ふやうな 事 はなから うが、 夢 そのもの を現實 世界での 經驗の 再現と 見れば、 夢 その も ひ _ 

が とりも 直さず 現 を 思 ふ 事で ある、 ここに 言 ふの は その 意で ある。 夢が. K 當の 生か、 この 生が 夢 か、 これ は 古 か. ら多 

くの 詩人の 歌って 来た 題目で、 敢て 珍しく はない。 

我が 生 は いづく にあり や？ 

ここに ある これ か？ これなら ば、 

詩の 作り方  ，お， 


ran? 六 

こ は 我が 頭 腦の考 へ しもの にあらぬ か？ 

「我れ 思 ふ、 故に 我れ 在り」 と は佛蘭 西の 大哲 デカルトの 有名な 命題で ある" 1 體、 自分の 生命 は 何 Si にある、 自分 

は 本當に 存在して ゐ るか、 常識 を 離れて、 少し 形而上 的に 考 へて がると、 直ぐ かう した 疑 間に 遭遇す る。 が、 ほかの 

あらゆる 事 は 疑っても 自分の 考 へて ゐる事 だけ は 確かで ある、 考 へて ゐる 限り 自分 も 存在して ゐ るので ある。 それ を 

詩人 はこの 存在 そのもの も、 要するに 自分の 頭 腦の考 へ 出した 夢に、 幻影に、 概念に すぎない ので はなから うかと 凝 

つたので ある。 こんな 考へ はよ し、 哲學 的に は 不合理で も 詩的に は 許される ので ある。 

この 生が むしろ 死なる か？ 

かの 死が まことの 生なる か？ 

知らず して、 知らぬ が 故に、 我 も かくて あるよ" 

人間 はみ な 自分 は 牛： きて ゐ ると 思って ゐる。 これが 生で、 あれが —— あの 不可知の 世 舁が死 だと 思って ゐ るが。 こ 

の 生が 反對に 死で、 かの 死が 末當の 生な ので は あるまい か。 これ は 非常な 問題で ある。 が、 それ は 我々 にわからない、 

わからな いから こそ 我々 はかう して 生きて ゐ るので ある。 以上の 三篇は -JLa  vida  es  sueno  -  (「人生 は 夢な り」 とい ふ 

意味で、 西班牙の 大 詩人 カルデロンの 劇詩の 標題で ある」 と 題した 哲學 的な 詩で、 思想 だけ 離して みると つまらない 

が、 微妙な 韻律に よって 生命 を 有して ゐ るので ある。 

秋 はさび しき 心のう ちに 

さびしき 歜を 夜す がら 敬 ふ、 

軒 をめ ぐる 雨だれの 音、 

戶 にお とづる る 風の ささやき、 


秋 はさび しき 我が 牛： に 

夜もすがら 守 唄うた ふ、  " 

やさしき 母の ごとくに 

化 9 か l*J 

よりそ ひて、 我が 5i 籃に、 

秋 はいく 度 かへ り來 て、 また かへ り 来て、 

に ひとりなる みなし 兒を 眠りに 誘 ふ。 

『秋の 歌』 中の 1 篇" ヴュ ルレ ユンの 『秋の 歌』 なん ぞ に比べる と、 とても くらべものにならないのに、 恥し くも 思 ひ、 

悲しく も 思 ふので すけれ ど、 これで も 私の 太當の 感情 を 歌った ものです。 私 は 一年中で 秋 ほど 好きな 時 はあり ませ 

ん。 高山 樗牛は 「秋 は 哲人の 考 ふべき 時、 詩人の 歌 ふべき 時」 とい ふやうな 意味の 事 を 言って ゐ ますが、 全く 秋 は 一 

番 詩に ふさ はしい 時です。 行く 雲 も、 吹く 風 も、 夜もすがら 窓 を 打ち、 軒端 をめ ぐる 雨の 音 も、 何と はなしに 心 を 動 

かさずに はおかない。 秋風と か、 秋雨と かいふ 言葉 を 聞いた だけで も、 もうしみ じみした、 なつかしい 感じが する では 

ありま せんか。 まことに 秋 ほど 自然が 我々 の 心に 觸れる 時 は 無いで せう。 この 詩 はさう した 秋の 心 持 を 歌 ひ、 且つ は 

の  さそ 

母の やうに いく 度と なく かへ つて 來て、 やさしく いた はって くれる 秋に 對 する 愛慕の 情を抒 ベた ものです。 「眠りに 誘 

こ I  ねむ リ 

ふ」 と あるの は 秋が 安息の 時、 成熟の 時、 枯死の 時 だからです。 『靈 魂の 秋』 の 『秋の 斷片』 中に も 「あ、 秋よ、 眠よ」 

とい ふ 句が ある。 私 は 秋の 木の葉の 落ちる の を 見る 毎に 「眠れ、 眠れ、 枯れた 葉よ」 と 言 はずに は ゐられ ない。 そし 

て {R 分 も その 葉の 樣に 眠れる 日 は い つ だら うと 考 へ る。 

音 もな く 落つ る 秋の 木の葉、 

音 もな く ふる ふお とろへ し娥の 翼、 
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音 もな く 出づる 我が 嘆息. 

ああ、 この すべてに、 いかに ああ 死 はかくれ たろ 1 

. これ は 今 言った 心 持 を 一 翳 はっきりと 歌って ゐる。 秋の 木の 紫と、 蛾の 翼と、 自分の 嘆息と、 この 三つ を 並べた と 

ころに 面白味が あるので す。 これが 病氣で 死に かかって ゐる 人の 作で でも あれば、 最後の 1 句が 二 層 痛切に 響く でせ 

うが、 さう でな くと も 差 支 はない。 はら はらと 落ちる 木の葉 を 見たり、 死に かかって ゐる驗 の 翼の ふるへ を 見たり し 

て 嘆息す る 人 は、 必ずや 人間の 免れが たい 蓮 命なる 死 を 思って 樊息 する でせ、 から。 

こぼれ 落つ る 秋の 一葉に  ， 

. 天地の 祕密 も、  .......  ,  . 

人間の 運命 も、  ..-.、..  . 

我が 生の 深き 意味 も、  ，.，..... . , . 

すべてが こもり すべてが 讀 まる。 

<3  <3 厶  ひとつ  え ふ 

前の 詩と 同じく この 詩 も 『秋の 歌』 中の  一。 I 葉の 秋の 落葉に 天地の 秘密から H 分の 生涯の 意義 迄 も讀み 得られる 

とい ふこの 考へ 方に は、 同感して 下さる 方が 尠く なから うと 思 ふ。 林檎の 落ちる の を 見て 引力の 原理 を發 見した の は 

一一 ゥ トンでした。 物質的な 西洋人の 二 ユウ トンが 引力の 原理 を發 見した 時、 我々 柬洋 人の 中から は 枯葉の 落ちる の を 

見て 世の 無常 を觀 じて 出家した 人 を 出して ゐ ます。 もっとも 斷 つて 置きます が、 この 「こぼれ 落つ る 秋の 1 葉」 は單 

に 人生の 無常 を敎 へる だけではありません。 

うつくしき この 一 瞬に 

かぎりなき 永遠 を汝 が. 生く る とき、 


生 も 死 も、 すでに あとな し。 

そのと きぞ、 汝れは 神なる、 

不死の 神、 至高の 神ぞ —— そのき すのと き。 

これ は 『永遠 はこの 今に あり』 と 題した もの >t 1 篇。 永遠 を 時間の 無限の 逋 續と考 へる の は 常識的な、 間違った 考 

へ 方です。 永遠 はそんな 數 量的に 測られるべき ものではありません。 むしろ 質量 的に 測るべき ものです。 ツル ゲ エネ 

フの 『散文詩』 を讀 まれた 方 は、 その 中の 「止まれ！」 とい ふ 一 篇を覺 えて ゐられ るで せう 0 r …… この 瞬間に、 お前 

は 超越した ので ある、 あらゆる 無常の もの、 流轉 する もの を 超越した ので ある、 此のお 前の 瞬間 は 永遠に 不滅で あら 

う。」 とい ふ あの 思想 は、 さすがに 哲學 者と 呼ばれた 人 だけ あると 思 ふ。 一瞬 は 永遠で あり、 永遠 は I 瞬で ある。 最も 

美しき： iK も充實 したる 一 瞬 を經驗 した 事の ある. は、 その 時 永遠の 息吹 を 額に 感じた に 違 ひない。 その 瞬間に は、 人 

は旣に 生死の境 を 超越して しま ふ。 一 切の 「無常の もの、 流轉 する もの」 を 超越して しま ふ" 其 時、 人 はも はや 人間 

ではない、 神で ある、 不滅に して 最高の 神で ある。 そして、 その 最も 美しい 最も 充實 した 瞬間と は どんな 時で あらう 

か？ —— それ は 接吻の 時で ある。 愛情の 最高 項に 達した。 そのき すの 時で ある。 この 詩 は 極端なる 戀愛 讃美の 詩で、 

表面 は哲學 的で は あるが、 その 裏に は 非常な 情熱が 漲って ゐ るので ある。 「そのき すのと き」 と 最も 航 5 一な 句 を 最後に 

SI 出した ところに この 詩の 生命が ある。 まづ 試みに この 詩 を 一 氣に 朗吟して 御らん なさい、 この 詩の 內容の 含んで ゐ 

る 韻律が 漸層 をな して 高まって 行き、 「そのき すのと き」 に 於て 最高 頂に 達して、 ここに この 句が 千 钩のカ を 有って ゐ 

る 事が わかる だら うと 思 ひます。 

愛する 人よ、 君に より 

永遠 を 我れ は 愛すろ、 
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おもて 

その さびしき 面に、 やさしき 手に、 

我れ は 永遠の あら はれ を 見る。 

君に よって 我が 生く ると き、 

我が 生 は 墓の かなたの 

限りなき いのち を捉 ふ。 

<!<"<"<"  かたち 

『永遠の 愛』 の 一 節" 愛する 入の 姿に 永遠の 象 を 見、 その 人に よって 永遠 を 愛する とい ふの は 前の 詩と 同じ 思想です。 

永遠と いふ 抽象的な 槪 念に 對 する 渴 望と、 熱烈な 戀 愛の 情との 結合、 ここに 深い 意味 も あり、 新しい 昧 ひも あるので 

す。 

君 を 得ず に 生き て あるより 

君 を 得て 死なん とお も ふ。 

いとた かき 譽れを る も ■ 

身 を 墓と なして 生きん より、 

世に 忘れられ、 沙漠の はてに 

ここに 眠る とも 知られずに 朽ちて 行く とも"  ， 

君と あらまし。 君と あらば、 

われ 等 は 神ぞ、 

うつくしき 神と 女神 ぞ、 

ふたば しらの 不滅の 神ぞ。 


これ もお なじ 采 統に屬 する 詩で、 「不死」 と 題す る。 愛する 人 を 得ないで 徒らに 生きて ゐ るより は、 死んでも いい か 

ら その 人 を 自分の ものにしたい。 いや、 むしろ その 人と 一 锗に 死んで しま ひたい。 どんなに 高い 名譽を 得た ところ 

で、 自分 自らが まるで 墓の やうに なって、 冷たい 石の やうに なって 生きて ゐ るより は、 どんなに 世間から 忘れら I、 

名 もな く、 富 もな く、 その 日の 食べ ものにさへ も 事 を かいで、 沙漠の はてに 人知れず 餓死して しま はう とも、 その 墓 

さへ も 有たぬ 人間に ならう とも、 愛する 人と 一緒に ゐ たい、 一緒に 死にたい。 その 人と 一緒に ゐた ならば、 どんな こ 

困らう と、 餓 ゑようと、 自分た ち は 神で ある、 神で あり、 女神で あると いふ この 思想 は 非常な 情熱 を もってで なナし 

ば考 へられない であらう。 兎角 粗野な 文字 は 情熱 的に 思 はれ、 流麗 典雅な 文字 はさう でない やうに 思 はれる が、 そし 

は 誤って ゐる。 奔放な 情熱 を 典雅な 文字に 盛って こそ 詩人 は 初めて その * 領を發 揮した ものと 云 ひ 得られる ので あ 

る。 この 詩 もまた 漸層 的に カ强 くな つて 行って ゐ る。 殊に、 「われ 等 は 神ぞ」 以下の 三 行 は、 愛する もの は 神と なり 得 

ると いふ 思想 を 三た び 繰返して、 その 繰 返す 度 毎に、 だんだん 强 調して ゐる。 そこに 注意せられ たい。 また 「身 を 墓 

となして 生きん より」 とい ふの は自畫 自賛の やうで 烏滸がましく は あるが、 簡潔に カ强く 歌へ てゐ ると 思って ゐる。 

若し これ を 「生きて 身 を 墓と なさん より」 「墓の 如くに なりて 生きん より」 などと すれば、 ずっと 力の 弱い ものと なり、. 

また この場合の 高調した 感情に ふさ はぬ 間の びの した ものと もなる。 

二十 一、 どんな 書物 を讀ん だら い 、 か 

讀 書の 範 圍と讀 書法 —— 詩の.^ ひ 方 

詩人と なる の に は どんな 霄物 を讀ん だら いいで せう か？ つまり、 詩人と し て の 素養 を 築く のに 必要な 霄物は どん 

詩の 作り方  E 六 1 


な もの， で， せう か？ これ は 面白い 題目です。 が、 その 前に 讀 書と いふ 事が どれ 位の 利益 を 伴 ふ もの か、 或は また どの 

位の 不利益 を 伴 ふ もの か を 述べて 見たい と 思 ひます。 かう いふと 或は 不審に 思 ふ 人が あるか も 知れません、 讀 書は必 

ず 利益 をのみ 伴 ふ ものと 信じて ゐる人 は、 合 點 が 行かない かも 知れません が、 私の 經驗 では 讀書が 不利益になる 場合 

も 魔 々あり 得る のです。 ....  . 

讀 書に 於て、 第 一 に考 ふべき 事は霄 物の 選擇 です 、第二に は その 讀み 方です。 この 二つのう ちの いづれ を 誤っても、 

その 讀書は 失敗です。 それから、 また あまり 讀書を 重んずる と、 書物に 囚 はれ、 知識に 囚 はれて、 折角の li 創 力 を 無 

くして しま ふ 虞れ があります。 と 言って、 何も 讀書を 不必要 だと 云 ふので はありません。 犬に 必要です。 が、 特に 外 

の 何事よりも 讀書を 重んずべ きものと は 言へ ない のです。 特に 詩人 はさう です。 かの ヴ H ルレ ヱン など、 あれ 程の 大詩 

人で ありながら 箐 物 を あまり 讀 まなかった やうで、 その 钊 識 と 來ては 極めて 貧弱な ものだった らしく、 これ は 惡ロか 

も 知れません が、 大抵 耳 學 問だった とい ふ 事です) さう かと 思 ふと、 立派な 大 學敎授 でつ まらない 詩 を 作って ゐる人 

も 西洋に は 多い のです。 が、 ヴ エル レエ ン がさう だった からと言って、 自分 も讀書 を 怠らう とい ふの はよ く ありませ 

ん。 今の 詩に 志す 人た ち は あんまり 書物 を讀 まな さすぎ る、 或は 間違った 讀み方 をして ゐる。 私 はむしろ もっと 讀め、 

そしても つと 有 劾に 讀 めと いふ 勸吿を したい。 

讀書 もまた 一 つの 繂驗 です。 一 つの 書物 は 一 つの 新しい 世 に 他なら ない。 1 つで も餘 計の 知識 を 獲得 するとい ふ 

事 はたし かに 愉快な 事です。 が、 その 爲 めに 肝心の 自己 を 忘却して はつ まらない。 自分の 目で、 自分の W: 官で、 自分 

の 心臓で、 自 然を 見、 自然に 接し、 自然 を 感ずる のが 詩人に 取って 何よりも 必要な 事な のです。 それに 知識に 囚 へられ 

て、 その 書物、， その 知識 を 通じて、 卽ち 他人の 目、 他人の 五官、 他人の 心臓 を 以て、 この 現前の 世 ルに對 する やうに 

なって は 駄目です。 獨創カ を 無くして しま ふと 云 ふの は、 つまり この 事です。 書物 を讀 め、 然し 書物に 囚 へられるな 


11 これ こそ 忘れて はならぬ 讀書訓 でせ う。 

さて、 愈々 本題です。 詩人 は 何 を、 いかに 讀 むべき 乎？ すぐれた 詩人の 詩集 を讀 むの が 何より 大切です。 これ は 

言 ふ 迄 もない 事です。 が、 ここに 私 は 一寸 言って 置きたい 事が ある。 今の 詩作に 志す 人 を 3； るのに、 いづれ も その 讀 

書^ 仕方が 大變 偏して ゐる やうに 思 はれます。 詩集 だと か。 詩論 だと か、 歐羅 巴の 詩人の 紹介 だと かに 限られて ゐて、 

其 他の 詩に 接關 係の ない もの は 餘り讀 まない といった 風です。 ところで- これ は 大變な 心得 違 ひです。 

これ は 私の 持論な のです が、 詩人が 詩に 囚 はれる 時 その 詩人 はもう 本當の 詩人で ない。 詩人が 普通の 意味での 「詩 

人らしい」 詩 入になる の はむしろ そひ墮 落です。 詩人 は 全人格で なければ ならない、 一個の 人間で なければ ならない。 

一個の 人間であって、 始めて その 詩に 意義が ある" かの ギヨ ォテ を御覽 なさい。 彼 は先づ 何よりも 人間であった、 一 

個の 人間であった、 一個の 人間と して、 その 人間ら しい 喜び や 悲みを 歌った。 されば こそ ギヨ ォテの 詩 はよ く 萬 人の 

心に 觸れ、 いかなる 敎養 のない 人の 心 を も 動かす のです。 然るに 世に は 「俺 は 詩人 だ ぞ！」 と 云った やうな 顏 をして、， 

詩ら L い 事、 詩的な 文句ば かり 並べようと 考 へて ゐる 詩人が ある- そんな 人の 詩に 限って、 ひとりよがりに なって、 

ちっとも 他人の 心 を 動かす 事がない。 それ はい たづら に 文字 を 弄んだ 昔の 花鳥風月の 歌人と 毫も 選ぶ ところ はない 0 

そんな 人 は 詩 入と しても つまらない ばかりでなく、 人間と しても 潤むべき 影の やうな 人 です。 

ですから、 詩人 だとて 詩に 關 する 書物ば かり 讀 むの はよ ろしくない or 俺 は 詩人 だ、 哲學ゃ 宗教の 本 は 無 EE だ.，」 な 

ぞ AJ 考へ ちゃ 大 間違 ひです。 我々 がかう して 此の世に 存在して ゐる 限り、 生や 死 や 蓮 命 ゃ善惡 や、 生存の 目的 だと か 

1^ 會の狀 態 だと か、 いろいろな 人生 問題、 社會 問題 を考 へずに は ゐられ ない 箬 です。 尠くとも 眞 面目な 半； き 方 をし よ 

うとす る 人- して ゐる人 はさう あるべき 害です。 さう すれば、 いくら： P 人で も、 トルストイの 論 文 を讀む n;- にもなら 

うし、 プ ラトン や ショォ ペン ハウェルの 哲學 を讀む 必要 を も 感じて 來る箬 です。 來 るに 今の 詩人と 云 はれる 人た ちの 

詩の 作ね 方  KiC ョ 


多く は、 どうやら 詩歌に 關 する 諸問題、 韻律 だと か象徵 だと かいふ やうな 問題に のみ 沒 頭して、 人間と しての 生活、 

入 牛： に對 する 眞劍な 考察 を 忘れて ゐる やうに 見える の は 私の 殘 念に 思つ でゐ ると ころです。 

以上 述べ 來 つたと ころで、 詩人 だからと て 詩歌に 關 する 書物 をのみ 讀 むべき でない 事 は 了解され たらう と 思 ひます 

から、 今度 はさし 當 つて 詩 を 作る 上に 必要な 讀 書に 就いて お話しいた しませう。 

まづ 詩集。 どんな 詩集 を讀ん だら いい か？ 英語の 出来る 人なら ば 隨分澤 山の いい 詩集が 讀 める でせ うが、 ここで 

は 日本語で 書かれた ものば かりにつ いて 言 ふ 事に します。 日本の 詩 は その 歷史が 極く 短く、 所謂 新 とい ふ ものが 

興って から 今まで 僅々 二十 年餘 りに しき やならない ので、 從 つてす ぐれた 詩人 も あまりな く、 あ ir (模範になる もの〕 

ともすべき もの はむしろ 俊少 です。 僅少と 云っても それ を 全部 讀 むの は なかなか 大變 ですから、 初 學の人 は、 個々 の 

詩人の 集 を讀む 前に、 まづ澤 山の 詩人の 佳作の み を 選んで 集めた 所謂 詞葉集 を 讀んだ 方が いいと 思 ふので すが、 生， 

我^に はま だいい 詞華集が ありません。 新潮 社から 出て ゐる 『明治 詩歌 選』 が 今のところ 一番い いやう です。 入って 

ゐる 詩人の 數が少 い 代 、代表的な 人の 模範的な 作が 多く 收 めら れてゐ ますから、 然し 今のところ では、 日本人の 作 

よりも 外國の 詩人の 譯詩を 多く 讀 むべき でせ う。 ただ 言葉の 徵 妙な 味 ひ を 知る 上から、 日本人の 作 を 閑却して はなり 

ません、 別して 古來の 名著、 詩歌 上の 古典なる 『萬 葉 集』 を 始め、 歷 代の 歌集 (歌集と 雖 も必讀 せねば なりません、 

さ：？ も 

言葉の こまかな 味 ひ を 知る 上 だけで 言っても)、 實 朝の 『金塊 集』、 西 行の 『山家 集』 から 芭蘋、 燕 村の 俳句 (俳句 も 歌 

と 同じ 事)、 とりわけ 民 謠を讀 む必耍 があります。 が、 かう した 必讀 の霄 物に ついては 次ぎに 1 項； m を 設けて 批評と 說 

明と を 添へ る 事と し、 讀 書法に ついて 1 言して この 項 を 終り ませう。 

「雜讀 するな、 精讀 せよ」 とい ふの は讀書 上の 教訓と して 千古の 名言です。 徒らに 多く を 貧る 時 は、 胃を壤 すば かり 

です。 滋養になる もの を 少量に 攝取 する のが 最も 必要です。 おなじ 詩を讀 むにしても、 澤 山の 詩人の 詩を讀 み!！ るよ 


り は、 少數の 自分の 好きな 詩人 を讀む 事です。 好きな 詩人の 作で も、 就中 大好きな 詩が あったならば、 始めの 句から 

終りの 句まで すっかり 請 誦して しま ふ 位、 くり 返して 讀み昧 ふ 事です。 また 好きな 詩なら ば 自然 さう いふ 事に なり ま 

す。 1 體、 詩と いふ もの は、 單に 1 度素讀 したの みで は、 十分 その 味が わかる ものではありません。 よし わかった に 

しても、 繰返し 繰、 返し 讀 んでゐ るう ちに は、 なほ 一層 親しい ものと なり、 作者の 心 持が 自分の 心 持と 同じ やうに わか 

つて 來て、 自分が 詩 を 作る 上に 餘 程の 利益が あります。 その 詩の 全體 がすつ かり 自分の 頭腦の 中に 同化され てゐ ます 

から、 單 なる 模倣に ならないで、 しかもよ くその 長所 を 自作の 中に 攝取 する 事が 出來 るので す。 詩の 味 ひ 方 はま さに 

かケ すべき もの だら 5 と 私 は 思 ひます。 

，一 二士 r ー讀 すべき 詩 及び 詩集に 關 する 書物  ； 

7  —— その 批評 

1 、詩  集 

『藤 村 詩集』 島 崎 藤 村 著。 主情主義の 絡 頂 を 示して ゐる ものと いふべ く、 その 價値は 今更め て 言 ふ を^ち ゐな いでせ う。 

『抒情詩』 國 木田獨 歩、 田 山 花 袋、 松岡國 男、 太 田 玉茗、 矢 崎隨峨 の舍、 宮 崎湖處 子等 六 氏の 集。 これ.^•^^i.si"の 

時代の 美しい 敉 獲の 1 つで、 覇氣に 富んだ 力の ある 獨步の 詩 や、 いかにも 若々 しい 花 袋 氏の 作 も 興味が あります が， 

松！： (柳 田) 國男 氏の 『野邊 の ゆきき』 が 最も 優れて ゐ ます。 今 その 中の 「夕 ぐれ 眠の さめし 時」 を 引いて 見 ませう。 

.  詩の 作 方  5?、 五 


たて 此世は を ぐらき に  '- . 

何し にわれ はさめ つらむ、  •; 

いざ 今い ち 度 かへ らば や、 一  ： ,  

うつく  L かりし 夢の 世に。.  ..：-..-.-•.:  ：  C 松岡國 男)，：.. - 

『lk 地 有情』 土井晚 著。 晚翠 氏はシ ルレ ル なぞと 同じ やうな 觀念 抒情詩 を 作った 人で、 當 時世に 迎 へられた の は、 

その 漢詩の 調子が 人 を 喜ばせた からで やう。 『暮鐘』 の I 篇 がその 代表作です。 

『暮笛 集』 『ゆく 春』 『& 羊宮』 薄 田 泣茧； 著。 技巧に 囚 はれて 天眞を 失った のが 泣蓳 氏の 詩 風の 一 大缺點 です。 耳遠い 

古語 を 復興した など は 感心し ません。 が、 藤 村 氏-の 作より 新しい 感情 を 巧妙なる 措辭に 託した ところ は學 ぶべき も 

のがあります。 

『東西南北』 『紫』. 『毒草』 (晶子 女史と 合著) 『獬の 葉』 與謝野 寬著ク 與謝 野-氏 は 新 詩 社 を級ハ して、 雜誌 「明星」 に 

ロマン チ イジ タム  、  ♦  ： - 

搽 つて 新 詩の 發 達に 努力した 詩壇の 1 大恩 人で、 我國の 浪漫主義の 大立 物と して 佛蘭 西の ユウ コォ にも 比せら る 

べき 人で せう。 殊に その 醇 X の 趣味と、 圓 熟せる 技巧と は初學 者の 範と すべき ものが あります。 左の 1 篇のパ S を 

見ても それ はわ かるで せう。 つ 

祇園の さくら 散りが たに 

くろめ 

ひと 夜の 君 は黑隱 がち、  .  ——  , 

上目 するとき 身に 沁みき ノ  .  .  ,  ..  V.  .:• , 一  . .、： 人.， .*  \,  :.--、，.  ：；-•-  .  „ 

そ は 忘れても ありな むか、 

, わかき 愁の さはなる に。  ■  V  一  , . -ー 


『攝絃 哀缺』 『春 鳥 集』 『有 明 集』 蒲 原 有 明 著。 『春 鳥 集』 以下 は 象徴詩に よって 詩壇 を 騒がした ものです が、 象徵 詩な 

らず とも 一 體に有 明 氏の 作 は 難解です j 

『非 t: 悲歌』 『闇の 1^ 盤』 岩 野 泡 鳴 著。 岩 野 泡 鳴 氏 は 異色 ある 思想家で、 從 つて その 詩 も 一番 思想 的で ぁリ、 RI つ 刻 

であるが、 首 葉が 粗雜 で、 表現が 獨特 なた め、 初舉 者の 模範に はな リ かねます。  ； 

あはれ 御 空 の 1 つ 星 

戀 しの 君 は いづこ ぞ や。  一 

な * ち i  二. 

共に 波 元に 手 を 瑕り て、  一 

なれに 誓 ひし 樂 しみ も、  - 一 

今 は 覺め たる 夢うつつ。  (泡 鳴〕  一 

これ は 『永劫の 力』 とい ふ ソネットの 冒頭の I 節で、 「波 元」 などと いふ 無理な 言葉 はあり ますが、 氏の 作と して は 一 

まづ穩 健な ものと 言って い >t でせ う。  一 

『無 弦 弓』 『塔 影』 『劎影 一 河井醉 £r —— 『花守』 『二十 八 宿』 橫灝 夜雨 著。 —— 『孔俊 船』 伊良子清白 著， t ——『M 

榮』 一色 醒川 著。 以上の 四 氏 は 所謂 「文庫 派」 の 代表的 詩人です。 河井醉^5!?氏の詩は情熱を缺ぃてはゐるが、 平明 

にして 温藉 なの を 以て 稱 せられる。 一 仅雨氏 は筑波 根. H 下の 病 詩人、 その 詩 哀切 を 極めて ゐる。 伊良子 洁白 氏の 『孔， 

雀 船』 は氣 韻の 高い 淸 純の 詩集。 1 色 川 氏の 『頌 榮』 は 薄 律な リし 故人の 高潔な 人格 を 低ば せる もので、 宗敎 ilJt 

集と して 重んずべき ものです。 

『あこがれ』 『啄木 遣 稿』 石 川隊木 著。 石 川 啄木 は 恐らく 新體 詩なる もの 》 起って 以來の 最も 意義 ある 詩人 だら うと 一 

思 ひます。 その 『^木 馱集』 中に 收 めら れた 欲の 如き も、 近代 人の 心の ぁリ のま. -の ic! 象と して 意味^く、 我が 短 i 

おの 作お 方  ハモ 
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敬界を 革新 せんとした ものです が、 その 詩 もまた 立 淡な 本當の 詩です。 『あこがれ』 は その 二十歳に もなら ぬう ちの 

作 を 集めた ものです が、 その 天 ォは旣 に 十分 現れて ゐて、 森黯外 博士 を 驚嘆 させた とい ふ 事です。 が、 晩年 ゆ 詩 3 

方が 1 層眞赏 なの は 言 ふ 迄 もない。 

『邪宗 門』 『思 ひ 出』 『東京 景物 詩』 『わすれなぐさ』 4=^ 原 白 秋 著。 感覺の 詩人と して、 小 頃の 作者と して 白 秋 氏 はた. 

しかに 名人です。 ォで 作る やう な^きの あるの は惜 むべき です が、 『思 ひ 出』 の 如き は 三 誦すべ き 名品に 富んで ゐま 

す。  、 

『露 風 集』 『良心』 『白き 手の 磯 人』 三 木 露 風 著。 『露 風 集』 が 1 番 すぐれて ゐ るで せう。 抒情の 小 ffl がよ い。 象徵 詩と 

なつてから は餘程 偏した もの になって ゐる。 

『路傍の 花』 『かなたの {t^』 『勝利』 川路 柳舡 著。 川路 氏の 作 は 最近の もの. -方 がい- 1 やうです。 『勝利』 中の 口語の 詩 

が もっとも すぐれて ゐ ます 0 

『我が 斷片』 『我が 環境』 岡 田哲藏 著。 ニ册 とも はじめ 英語で 記し、 あとで 著者 自ら H 本 語に 譯 した ものです。 英語の 

モ V ァノ 

分 は 英米の 文壇で も 評判に 上って ゐ ると 云 ひます。 著者 は、 j 個の 哲人で、 R1 つ 立派な 近代 人です、 この 二 册は哲 

學詩 として 驚嘆す ベ き 名著 だと 思 ひます。 

『太陽の 子』 福士 幸次郎 著。 福 士氏は 新しい 自. S 詩の 詩人 中 最もす r れた 人で、 言葉の 遊戯な ど を 決してし ない 人で 

あります が、 私の 特に 推 重した いのは、 その 熱烈な 人格と その 思想家た ると ころです。 「餒冶 屋のポ カンさん」 を馱 

： つた 次ぎの 詩の 如き 模範的の 自由詩 だら うと 思 ひます。 

ここの 息子 はボ カン さん. 

とん てんかんと 泣く 相飽 に、 


苺の i が 食べたい と 

きしき""  一 

is 臺を たたく とさ  _ 

手 を 1 々と 熱て らして たたく とさ。  (幸 次郞)  一 

福士 氏の 友人で 昨年 铫 子の 海で シ ユレ H の やうな 美しい 死 を 遂げた、 三 富 朽葉、 今 井 白 楊の 二 詩人に も澤山 美しい 一 

0£： 詩が ぁリ ます。 此外 新しい 詩人の 主なる 集 を擧げ ると、 『砂 <r』 (西倏 八十 著) 『果樹 11』 (柳澤 健 著) 『月光と ピ エー 

n ォ』 (堀 ロ大學 著) 『月に 吠える』 (萩原 朔太郞 著) 『愛の 詩集』 (室 生 犀 星 著〕 『末日 頌』 (富 田碎花 著) ir 轉 身の 頌』 (日 _ 

夏 耿之介 js 『c 分 は 見た』 (千家 元縻 著) 『農民の HI 口 葉』 (福 田 正 夫 著〕 及び、 『靈 魂の 秋』 『感傷の 春』 (生 田舂月 著 ：- 等： 

です。  一 

二、 詞 華 集 (名 詩選 集) 

『明治 詩歌 選』 藤 村、 晚翠、 晶子、 泣堇， 有 明、 寬六 氏の 作を收 む。 諸家の 後年の 作の な いのは 殘 念です が、 代表的 一 

な 人々 の靑春 時代の 名作 を 大部分 網羅して あるの がその 特色です。 

&i ポ摘唄 叶』 九 隻編リ 晚村、 藤 村、 春 月、 蝶 衣 其 他 諸 詩人の 民謠 詩の 選集です。 

『明治 詩集』 吉野臥 城 編。 あまり 價値 のない 詩人の 作の 多い のが 缺點 です。 

『心の 饗』 水 野 葉 舟 編。 詩人の 数 はかなり 多い が、 餘程 偏って ゐる 弊が ぁリ ます。 

, 三、 譯 詩集  一 

『於 母彰』 (『水 沫集』 の 附錄) 森鷗外 著。 黯外 博士 等の S.S.S  (新 萆杜) の 事業に して、 後の 詩壇に 多くの 感化 を 及！ 

詩の 作り方  B 六 九 


. 四 七 o 

ぼした もの。 バイ ロン、 ギヨ ォテ、 ハイネ、 レ ナウ、 ホフマン、 シェェ タス ビヤ、 ケル ネル 其 他の 名作 を^め て ゐる。 

わがう へ にし も あらな くに 

など かくお つるな みだ ぞも  一 

ふみく だかれし はなさう び 

よは なれの みのうき よか は  (獨、 ゲ ロック〕 

『海 潮 昔』 上田 敏著。 上田 博士の 事業 中 最も 後まで 薄 へられる の は 恐らく この I 卷 でせ う- 4f; く、 この 集 ほど 今日に 

至る まで 深大の 影礬を 我が 詩壇に 及ぼして ゐる譯 詩集 は 他に ありません。 象徵詩 もまた こ の 築に よって 始めて 我國 

に傳 へられた のです。 佛蘭西 高踏派 象徵 派の 作よ リ、 英獨伊 プロ ヴ アンスの 名品に 及ぶ 1 大 詞華蕖 です。 

山の あなたの {4! とほく 

幸 ひ 住む と 人の いふ、 

ああ われ 人と尋 め ゆきて 

淚 さしぐ みかへ り來 ぬ、 

山の あなたの {r^ とほく 

宰ひ 住む と 人の いふ。  (獨、 力 アル っフ プセ) 

『珊瑚 集』 永 井 荷 風 著。 『ふらんす 物語』 の 作者の 洗煉 せられた 趣味 を 示す 名著で、 ヴ H ルレ ェン、 レー 一 ェェ、 ゲラン 

等の 絶品の 外、 散文 や 紹介 も 入 つて ゐ ます。 今、 有名な ヴ H ルレ ユンの 『白き 月』 の 1 節 を 引いて 譯 筆の i 斑 を 示 

せば、 

底な き 鏡の 


池 水に 

影い とくらき 水 やなぎ 

その 柳に は 風が 泣く 

いざや 夢 みん、 して  (佛、 ヴ" ルレ ェン) 

とい ふ 風で、 森、 上田の 二 博士と はまた 違った 味 ひが ぁリ ます。 

『&逸 詩歌 講話』 『現代 獨逸 詩人』 秋 元 蘆 風 編。 獨逸詩 を 味 はう とする 人に は 頗る 重寶な 書^。 

『！5iJ 代 詞華集』 『^代 萬 葉 集』 小 林 愛雄 著" 共に 英吉利 を 中心として 歐洲 近代の 詩 を 集めた 物。 

風、 風 11 荒野の ジブ シィょ 

私の 樹 のなかに 鳴って ゐる I 

私の 心の すべて は、 

お まへの 響に 醉 つて ゐる。 

クロ ォヴァ の 香 ひで 甘く、 

海の 呼吸で は 辛い、 

風、 風 11 琉浪 者の 愛人よ、，  • 

私の 樹 のなかに 嗚 つて ゐる ー  (英、 ジョン-が ルス ヮァ シィ〕 

『^ ラの 花』 與謝野 寛 著。 著者の 佛藏 西土 產で、 レ-ー ェェ、 ヴ， -ルハ アレン 等の 作 を 始め、 最近の 新しい 詩人た ちの 珍 

しい 作の 多く 敉 めら れてゐ る點で 珍重すべき 譯 詩集です。 

『沙羅 の 木』 森鷗外 著。 口語 譯の 試みで、 デェ メル、 クラ ブント、 ビョ ルン ソン 等の 作 を 收む。 

詩の 作お 方 


IT 七 tr 

『現代 英 詩抄』 山宮允 著" 愛蘭 詩人の 作 を 多く 收め、 且つ 英和 對譯 にした のが その 特色です。 

『昨日の 花』 堀ロ大 著。 これ も 著者の 洋行 土產 で、 グ ウル モン、 サ メン、 ボ オル • フォ オル 、ヴ H ルレ ェン 等の 佛蘭西 

詩 を 集めて ゐる。 ヴ" ルレ ユンの 『概』 の 1 節、 

ち *c か t 名  • 

噫鎩 細く も爽 かなる 

風の 饗ゃ ささやき や-  i 

そ は 鳥の ごと ささ 鳴きし 

はた 蟲の ごと 忍び泣く  (佛、 ヴ H か レエ ン〕 

if- ち 

以上 は 主なる 譯 詩の 選集で あるが、 1 詩人の 譯 集の 主なる もの を擧げ ると、 

『ハイネの 詩』 尾 上 柴舟奢 e これ 迄 出た 譯 詩集で この 書 位廣く 1 般に讀 まれた もの は 外に あ" ません、 七五調で 押 通 

した 爲め 平板に はなって ゐ ますが、 一一 イチ ュ をして 「古今 を 通じ 萬國に 亙って  イネに 匹敵す る 甘い そして 情熱 あ 

る 音樂を 求めても 駄目であった」 と 嘆 じさせた 力 イネの 妙 想を獰 へた もの ゆ ゑ、 この 書が かやうな 人 ュ氣を 得た の 

は 無理 もありません。 明治 四十 年 ごろ 金 華 山 沖で 入水した 女學 生の 手に 此 書が 在った とい ふ 事 さへ 傳 へられて ゐる 

, の も、 ハイネの ロマ ン テシズ ム の 魅力 を證據 立てる ものです。 序に、 私 は パイネの 詩の. 4- 集の 口語 譯 をしょう と 思 

つて 大分 譯 して ゐ ますが、 今 その 中の】 篇 をお 目に かけ ませう。 

たのしい 春が やって来て  ，： 

いろんな 花が ひらく とき、 

そのと き 私の 胸から も 

愛のお も ひが 萌え出した。 


たのしい 春が やって来て 

いろんな 小鳥が うた ふ とき、 

こ ひしい 人の 手 をと つて 

私 は 燃 ゆる 思 ひ を うちあけた。 .  (獨、 ハイ .KO 

『ヴヱ ルレ ェン 詩抄』 川路 柳. 虹 著。 .ホ オル. ヴ- ルレ H ンは言 ふまで もな く、  S 代佛蘭 西笫】 の詩人で、 その作ばかn'^l^^f 

めた もの はこの 書の 外に はぁリ ません。 なほ 此 外に 『テニソン の #』 (片 上天 弦 著) 『キ イツの ti (田 山 花 袋 著) 『ゲ 

ェ テ の 詩』 ハ橋 本丧雨 著〕 r ハ ィ 口 ン 傑作 91( 木 村 魔 太^ 著) 『シ， - レイの 转』 (小 原 無 弦 著〕 『ユウ. コォの 詩』 (同) 『シ ル 

レ ルの 詩』 (秋 元 蘆 風 著) r ハ ィ ロンの 詩』 (兒玉 花 外 著) 等 隨分澤 山 出て ゐる やうです が、 ニ册の パイ 口 ン 集の 外 は、 

告絕版 になって ゐる やうです。 

『民主々 義の 方へ』 カァ ペン タァ 著、 富田碎 花譯。 英吉利の 哲人 カァ ペン タァの 自由詩の 集。 彼の 民主 思想 は 立派な 

人格の 背景 を も つて ゐ ます。 なほ カァ ペン タァ の宗 とした ホイ プト マンの 『草の葉』 の譯 集が まだ 出て ゐた いのは 

何より 殘 念です。 

if ルバ ィャ ト』 片野脫 牛譯。 

波 新の 詩人 ォ マ ァ. カイ ャ ム の 四 行 詩の 集。 快樂 主義 的の 思想 を 華麗の 字句に 盛る。 

『新生』 中 山 si 譯ー 

ダンテの 靑 春の 記念。 美しき ソ. ト、 カン ッォ ォネに 散文の 解 說が掛 いて ゐ る。 

『散文詩』 ツル ゲ于 不フ 著、 生 田 春 月譯。 

詩の 作. 5 方  R 七； II. 


四、 詩論、 作法 書  . . 

『新體 詩作 法』 岩 野泡嗚 著。 これ は 岩 野 氏の 博士論文 だとい ふ 事で、 堂々 たる I 篇の 韻律 論です。 從 つて 初學 者に は 

難解 だら うと 思 ひます。 

『新體 詩作 法』 河 井醉茗 著。 評釋の 多い、 親切な 本です が、 かなり 古い 出阪ゅ ゑ、 新しい 時代の 詩 を 知る 事の 出来な 

いのが 殘 念です。 

『新體 詩 研究』 吉 1  欧城 著。 この 書 も 同じ 事です。 .  ..： 

『新しい 詩と その 作り方』 室 生 厚 星 著。 詩の 作法 書と いふより、 むしろ 1 篇の 散文詩と も 見るべき 與昧 ある 本です。. 

著者の 愛すべき 人格が 】 めんに 溢れて ゐ ます。 

『露 sss』 三 木 露 風 著 U 三 木 氏の 詩訓 で、 中には 象徵諭 もぁリ ます。 

『日. K 詩歌 論』 野 口 米次郞 著。 著者が 英文で 書いた 日本の 詩歌の 特質 を 論じた 長 論文 を 他の 人が 邦譯 した もので、 獨 

創 的な 見解に 富んで をり ます" 

五 >  雜  著 

『表徵 派の 文學蓮 動』 岩 野 泡 嗚譯。 ァ アサ ァ. シモ ンズ が佛藺 西の サ ンボ リス トを 論じた 名著。 飜譯が 泡 鳴 vl^ 一  流の 棒 

譯で 難解な だけが 缺點 です。 

『文藝 論集』 『文藝 講話』 f 獨 語と 對話』 上田 敏著。 上田 博士の 歐洲 文藝の 紹介 を 集めた 名著。 その 譯 詩集と 共に 多く 

の 詩人に 深い 感化 を 及ぼした ものです。 


『惡魔 主義の 思想と 文 If 』 岩 野 泡 鳴 著。 ポオ ドレ エル 等の 惡魔 主義 の 研究。 

『露國 現代の 思潮 及 文學』 昇 曙 夢 著。 露國の 現代詩 人 パリ モント、 ソ 0 ダウプ、 プゥ ニン、 プリ ユウ ソフ 等の 翰 靡 を 

知る.^ に 有益な 書物です。 

『ゲ ェ テ の 詩 研究』 ^釜 犬 殿" —— 『ハイネ 評傳』 藤 浪由之 著。 -— 『ブ ラウ -I ング』 帆足理 一 郞著。 『詩宗 プ ゥシキ 

ン』 八 杉貞利 著" . I 『ギヨ ォ テ傳』 森^^外著。 . I 『詩聖 ダンテ』 上田 敏著 J 

. I 個々 の 詩人に つ いて 著 はされ た 比較的 新しい 著 illi はま づ この 位の もので せう。 (右の 中 * 印を附 した もの、 外 

はすべ て絕 K の やうです。) 
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御手 紙 及び 御寄经 下さった 「新 港灣」 所載の 御作と もに 拜讀 しました。 私の 集に ついての 御 感想 は うれしく ひ 

ました、 あの 『靈 魂の 秋』 の 後半の 憂鬱な 皮肉な 心 持が、 若い あなた ひ 心に 共鳴 を 喚んだ の は、 一見 不思議の ゃケ 

です けれど • さう ではない。 

若い 心 はつねに 眞劍な ものです、 そして 眞摯な 心 は 人生の 虚偽に 堪 へないで、. 自づ がら 憂 まに もな り、 皮肉に も 

なる のです。 そして 私 も その 時期 を 通過し ました。 

私 は、 君が これから 益々、 詩と 哲學 との 世界 を 勇し く 進んで 行かれる 事 を 希望し ます。 ，. 

遠 V 離れた る 弟子に との 御言 葉、 それ は 私に は 異議はありません、 が、 師 とか 弟子と か 云 ふの は 四角張って いや 

ですから、 同じ 詩 を 愛する 友達と して、 一緒に 手 をと つて 行き ませう。 

「幕 は 幾度 も變 つた」 は 君の 言葉の 通り 私の 作の 影響が ありく と 見えて ゐ ますが、 然し 決して 惡 いこと はあり 

ません 0 

誰でも はじめは 先輩の 化の もとに、 出發 する ものな のです、 それから だんく に&: 分の * 色が 發 揮され るので 

す、 私 は 君が いつまでも 詩と 人生と を 愛 しられる 事 を 希望し ます。 

よし 世間 的な 詩人. と はなら なくと も、 眞に詩 を 愛する 人 こそ、 .M 當の 意味の 詩人 だと 私 は 思って ゐ ます。 

今 は 夜です、 いつもく 仕事に 追 はれて つ ひお 返事 も遲れ ましたが、 その 仕事の ひまに、 この 手紙 を 書きました。 

北の方 はも ずゐ ぶん 寒いで せう、 からだ を 大切に して 勉强 なさい。 

害  0 


まだ 書きたい のです が、 これで 肇を擱 きませ う。 

大正 八 年 十二月 五日 

： ； -  生 田 春 月 

「；：：•，  ， 竹 內映 ニ郞樣 

お 手紙 うれしく 拜 見し ました。 

私の 昔の 詩 を 愛して 下さる 由 を 聞き、 まさに さう あるべき だと 今更に 領會 しました。 私. H 身、 詩人と して 最も 高 

調に 達して ゐ たの は、 秋の 斷片 など を 作った 時分 だと 信じて ゐ るので すから。 然し これから は、 あんな 乍 も出來 

さ. T に. ありません o( でも あの 時分の もので、 未發 表の ものが、 まだあります から、 それ は 此の 次ぎに 出す 集に 入 

れ ます、 『# 月 小曲 集』 にも、 その 時分の もの を 大分 入れ ましたが、 まだ 散逸した の を 探し出せば ありさう です〕 

その代り、 これから は 『片隅の 幸福』 に 入れた やうな 感想 を どし/ \ 書いて 行かう と 思って ゐ ます。 た 2- 私自身の 

ts: 生活の 遲々 として 進まない 事 だけが 殘 念です。 

御经 りに なった 感想 は、 その 純 粹な氣 持 を 喜びます。 思想 はもつ と 深めなければ ならぬ でせ うが、 方向 は 大變ぃ 

いと 思 ひます 0 

虚無 思想の 研究 は、 自分で も不滿 の點が 多い の を 恥 ぢてゐ ますから、 絕版 になった の を 幸 ひに つて ゐ るので す。 


然し、 いっか は 厭世 思想の 硏究と 題して、 もっとし つかりした 硏 究を發 表したい と 思って ゐ ます。 

厭世 思想に 最もた しかな システム を 立てた もの は、 やはり ショォ ベ ン ハウ ェ ルの 「意志と 現識 としての 世界」 です、 

これ はぜ ひ讀 む必耍 があります。 

詩人で は ハイネ、 バイ ロン、 レオ バル ヂ、 レ ナウな どが 最も 沈痛な 世界 苦 を 表白した 入で、 ハイネの 沈痛な 詩 風 

は、 その 『最後の 詩集』 『ロマン ツエ 口』 に 於て 見る ことが 出來 ます。 

然し、 同じ 厭世 觀と 云っても、 詩人の はどうしても 氣分 としての ペシミズムで， 1 つの 哲學 としての ッ ス テム を 

見る に は、 やはり シ 3 ペン ハウエル、 ハルトマン、 あたりで せう。 右お 質問に 簡單 にお 答へ いたし ま. 

小品集 歌へ る 隣人 は 多分 小鳥の やうに とい ふ 題になる でせ う。 これ は 今度 越 山 堂から 出る 長 篇小設 流離の 愛と、 

殆んど 同時に 出る 事になる でせ う、 出ましたら 御 批評 をお 知らせ 下されば 幸甚です。  ， 

十月に は 御上 京の 由、 お 目に かかれる のを樂 しみに して ゐ ます、 そして その をり にいろく お話しいた したいと 

存じて ゐ ます。  一  * 

序にお 質問の 哲舉 書で、 I 寸思ひ 浮ぶ だけ を、 ここに 書きつ けて おき ませう 0 

ショぺ ン ハウェル  意志と 現識 としての 世界 

同  處 世哲學 

同  隨想錄 

ハルトマン  宗 敎哲學 (姉 崎 博士 譯) 

ヴ オル テ エル  カンディド (voltair,  Candide ソ 

樂天觀 を 嘲笑せ る 哲舉的 小設、 これ は Madi  I^ibfary の 中に その 英譯 があります。 

： 鳴，  «|   —I [  1  5ir,  r>  I   
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大正 九 年 九月 九日  生 田 春 月 

竹內暎 ニ郞様 

過日 は 御手 紙 有難う、 身體の 方が 安心で 何よりに 思 ひます。 これから は 一意 |# 念に 御 勉强を 祈って ゐ ます。 僕の 

小說も 九月に 愈々 出ます から、 出たら ぜひ 批評 を 聞かせて 下さい。 僕の 詩と 小說 との 關係を 論じて 見て 下されば 

大いに 有益です。 どれ 位の 異同が あろで せう か。 

詩 社 も ぜひ 今秋から やりたい ものです、 大いに 僕 等の 會を 盛んにし たいと 思って ゐ るので す。 君の 言葉 通り 全く 

m 然の ままの 事に は 違 ひありません。 

いっかの 日に は 折角 來て 下す つたのに、 お 目に かかれず 今でも 深く 殘 念に 思って をり ます。 

この 次ぎの 日曜 あたりやって 来ません か、 いろんな 質問に も 手紙で は 十分 答 へられないで、 もどかしい 氣が しま 

す。 

大分 暑くな つた やうです から、 ^3-體を大切にして盛んに讀み且っ作るとぃふ風にして下さぃ0 今日は とりあへ ず 

右まで。 

大正 十 年 八月 二日  生 田 春 月 

竹內暎 ニ郞樣 


o  一 

、1 

御手 紙 1、 民衆 詩對 抒情 並に 思想 詩の 問題 、詩人 は I 切の 物の 包含で あるべき で、 特に 民衆 詩と 限定す るの は、： 

a: 己の 境地 を狹 くす る 事です。 自繩 自縛す る 事です。  1 

若し それが、 宗教 對瓧會 主義の 問題と なれば 自ら 別です が、 私 は 今の 民衆 派 詩人の 立場 は、 不徹底で 薄 fJI だと 思！ 

ひます。 我々 もまた 民衆 詩人た るに 何の 妨げ もない、 我々 も 亦 民衆の 一 入で あるから。 

社會 主義まで 行けば、 また そこに 乎た る 立脚地が あるが、 さう でない 限り あまり 櫂！ M はない のです。  1 

然し、 これ は 今度 詳しく 書いて みたい と 思って ゐ ます、 白鳥 君 等との 對談の 結果 もまた 知らせて 下さい。 君の 手- 

紙 を 少し 訂正して、  紙上に 出して、 それに 對 する 答と して 僕の 意見 を 公表しても いいと 思って ゐ ます。 

今の 詩人の 弱點 は、 物 を 外面 的に 形式的に 見る ところに ある。 形式に 囚 はれて、 形式に よって 分類したり、 非難 

したり、 論議した りする。 文語 口語の 問題 も それです。  > 

もっと 內容 から， 本質から 見て 行かなくて は、 眞黉に 徹する こと は出來 ません。  一 

僕 はこの 月半ばに 信 州の 方へ 講演に 行く 害 (多分) です、 が、 もし それが 延期に でもな つたら 秋 田の 方へ、 一寸 塑 

びに 行つ て もい い と 思って ゐ ます。 

とにかく、 來春 講演の 事 は、 大いに 喜びます。 ぜひ あの 北 裏日本の 海の ほとりに 行って 見たい ものです。 

文藝 通報、 十一月 號 やっと 校正が すみました。 百べ，' ジ なので、 なかく 骨が折れ ましたが、 ずゐ ぶん 充實 した； 

雜誌 になり ました。 

書  s  B 八 一一 I 
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君の 『澄めろ 靑 評 まだ 御禮 もい ひませんで したが、 有難う。 今度のに のせました、 御手洗 修のも 出ます。 右と 

わ あへ ず。  .* 

大正 十 一 年 十 1 月 六日  ^ 

生 田 春 月 

竹內暎 ニ郞樣  、i  . 

〇 

度々 御た より 有難う。 多忙に まぎれす つかり 御ぶ さたし ました。 『幼き 者のう たへ る』 も 拜讀、 感想 申 述べたい け 

れど、 それ もまた の機會 にゅづ ります。 

ぉ才の 詩集 は 意 だけ ははつ きり 分る やうです。 僕の ロング フ ュ ロウ も 同じ 本 やから 出ます ぉ经 りし ませう、 そ 

から いつぞや は 土 崎 秋 田 支 、の 高 橋 ゆき、 佐々 木戚子 その他 六 名の 高 女 四 年 南 組の 入た ちから、 手紙 を くれて、 

來 春になる と 私たち は 學校を 出て 方々 へ 散らなければ ならぬ ゆ ゑ、 それまで のうちに 秋 田に 來て 下さいとの 事で 

した。 僕 も それまでに 御 地に 行って みたい と 思って ゐ ます、 が 二月 頃で はま だ 非常に 寒いで せう ね。 

今日は とりあへ ず 右まで、 忙しい ので 閉口して ゐ ます、 然し 大いに 働かねば なりません。 

大正 十 一 年 十二月 十八 日 

生 田 春 月 


御手 紙 拜見. 秋 も 更け ましたね， 東京の 秋 は 一層 悲しい。 こんな 悲しい 秋 は 生れて はじ-; 9 てです。 幸 ひに 何の さ 

はり もな く 生きの びた 事に つけても、 しみ，^ と 人生の 測りが たい 運命が 感じられて、 憨々 ペシミズムの いろど 

りが 心に 强く なって 行きます。 

只 昔と ちが ふの は、 そこに 宗敎 的な 一脈の 流れが 賞いて ゐて、 直ちに 絕望 とならず 絕叫 とならない 事です、 これ 

から は j 層 思索に もっとめ、 詩作に も はげみた いのです。  - 

秋に は 旅したい とその 準備 もして ゐ ました。 が、 この 落着な さで は それ も 出来ません。 

まづ 十月 I 杯 『相 寄る 魂』 に 努力して 十一月に その 印刷に かかり、 それが すめば いくらか 世間 も 落つ くで せう か 

ら、 それから ゆっくり 旅が 出来たら したいと 思 ひます。 

秋 田 や 土 畸、 ^の 方 は 別に 物騒な こと はないで せう ね？ 

詩と 人生 も 十月 號 (九月 號 訂正) がもう 出来ます、 が、 第三 種が まだ 開通 しないので、 一寸 當 分经れ ません。 

「新 抒情詩」 もこん な 事です から 少しお くれる でせ う、 その代りい いものに したい ものです。 

御惠 逢の 震災 御見舞 金五圓 たしかに 拜受、 御禮申 上げます。  タ 

これ は 同人 費の 五ケ 月 分と いふ 事に して、 詩と 人生 社の 方へ ま はすこと に 致します。 

一 右よ ろしく 御了諒 下さい。 

g  0  E 八 五 


BT 八 六 

大正 十二 年 十月 I 日 

生 田舂月 

竹內暎 ニ郞樣 

客翦， 詩 は 必ずしも 客 觀に のみ 執す るに は 及ばない から、 出來る だけつと める やうに さへ すれば い .1 のです ノ 

そのため 詩作が むづ かしくなる といけ ないから、 ニー 一一 IT 

いづれ 余 は 他日、 秋 田へ は 行ける やうに なったら 冬で も 行く つもりです お。 

〇 

長らく 御無沙汰 しました、 大震 後から 發 奮して、 『相 寄る 魂』 の 完成に つとめ、 先月な ど は 一ヶ月に 三； 白 枚 も 書い 

て、 つ ひに 先月 末に 完成して、 もう 校正 を 見て ゐる や. r なわけ で、 度々 の 御手 紙に も 返事が 差し上げられ なかつ 

たのです。 

君の 御 不幸に ついても、 尉め の 手紙 を霄き たいと 思 ひながら、 それ も出來 ないで しま ひました。 

その後 はいか^で すか、 然しもう 大分 心 持 も 落着いた 事と 思 ひます、 どうぞ あまり ペシミスティック にならぬ や 

うに、 心を勵 まして 下さい。 さすがの ペシミストであった 僕 も、 ペシミズム とも ォブ ティ ミズ ム ともつ かぬ 境地 

まで 行かねば ならぬ と 思 ふので す。 


君と 共に この 事に 就いて、 いっか 親しく 話せる 時 も ありませ. つ、 僕 も 秋 田へ は 必ず 又 行きます から 御 父上 樣 のこ 

と- どうぞ 心 落しな く、 なほ 御攝莠 御 努力 を俟 ちます。 

この頃 は、 『相 寄る 魂』 がすむ と 直ぐ 感想 集の 編 墓に かかって ゐ るので、 なほ 心が 自由にな りません。 

今度の は 『靜 かな 友達』 とい ふ 題です。 これが すんだら 詳しく 書きます、 大分 さむくな りました。 御 自愛 を 祈り 

大正 十二 年 十二月 晉  生 田 春 月 _ 

竹內暎 ニ郞樣 

先日の 『自然の 恵み』 と 一緒にお 手^ を 差し上げよ 5 と 存じながら おくれて 終 ひました。 御 近況 を 承り 安心し ま 

した。 新しい 生活に 順應 しょうとの 御 努力 は 善い 事です. 人生の 價値 は、 常に 手 短な 日常生活の 中に ある 事が、 

私に も だん/. \ はっきり わかって 來 ました。 

レオ バル ヂの 詩集 は ドイツ 譯 二種 註文した のです が兩 方と も絕 版でした。 それで ドイツの 古本屋で 探しても らふ 

事 をた のんで おきました、 本が 來 たら 譯 してみ たいと 思って ゐ ます。 ハイネの 小說 中には まだ 三 四篇拔 いて ある 

のです が、 なるべく 一 篇の 詩集から 選みたい と 思って ゐ ます。 


HI 八 八 

レオ バ ルヂの 評傳は 手に入つ たので 今 よんで ゐ ます、 ただ その 中に 引用され た 詩が みな 原文な の は悲觀 しました。 

秋 W の 人が 今 大分 文檀に 活動 を はじめて ゐ るの は うれしいで すね。 

詩 は 生活な りの 信條は 善い、 その 生活から 溢れた ものが、 いっか は 私たち を 喜ばせて くれる 日の ある 事 を 信じて 

待ち ませう。 

あの 北の、 はまなすの 濱で、 君の^ 想が より 深い 詩と なる 事 を 祈って ゐ ます。 

私 は 伊香保の 方に 二月 ほど 行って ゐ たのです つかり 仕事 もお くれ、 手紙の 返事 もお くれてし まひました。 

これから 一 層の 努力 をしたい ものです。  . 

大正 十四 年 七月 七日 

生 田 春 月 

竹內暎 ニ郞樣 

〇 

久しく 御ぶ さたし ました、 いつぞや は 御 家の 御 不幸 を 承り、 早速 御見舞 申すべき のと ころ、 伊香保の 方に ずっと 

ゐて、 歸 つてから 拜 見いた し、 すっかり 遲く なって 申レ はぐれた 形です。 

秋 田 行き も そんな わけで、 今年 は 小生の 都合から 云っても 出来ませんで したから、 その 點 は 御 心に かけられない 

ように。 そして、 不幸の 雲が はれて、 再び 詩の 世界に 立ち か へられむ こと を 望んで ゐ ます。 


私の 方 も、 今年 は 頗る 多事で、 苦しみば かり 多く、 それに も 負けない ために、 仕事に つとめて 來 ました" 

人生 は 年毎に、 より 苦しく より 灰色になる ばかりの やうです、 御 地 はも、 「雪の 事と おも ひます、 これから また 1 

冬の 寂寥が つづく のです ね。 

先日 は 又 また 結構な もの 頂きました、 御禮の 申しよう もありません、 いつもく 心に かけながら も、 御ぶ さた 勝 

です まない と 思 ひます。 

今日 も 明日 もと 仕事に 追 はれ、 そのく せ その 結果 は、 いつもつ まらない 事ば かりで、 一 層 心が 屈する ばかりです。 

でも、 最近に、 感想 集、 また レオ パル ヂ、  < ルデル リン 等 二十 人 ほどの 評傳 めいた もの を 出します。 本が 出たら 

お 目に かけ ませう。 

今年 も おしつまりました、 何となく 慌 しい 落ちつかぬ 氣 持です、 切に 御 自愛 を 祈ります。 

大 E 十四 年 十二月 十九 日 

生 田 春 月 

竹內暎 ニ郞様 

〇 

隨 分な がくお 手紙 を 差し上げませんでした。 實は 二月から 六 百 枚の if 譯を 大急ぎで やり、 萬 事 を 放 纏して 執筆し 

てゐ たので 失瞪 して ゐ ました。 まだ 百 枚 ほど、 この 五六 日に 仕上げねば ならぬ 有樣 です。 頭が すっかり 疲れて し 

害  輸  E 八 九 


BI 九 o 

まひました 0 

先日 はまた、 あんな 御^ 慮に ぁづ かって 恐縮でした。 折角です から 項 戴いた してお きませ う。 いつぞや 約束の 短 

册 色紙、 仕事が 片づ いたらき つと 書きます。 

「侮 鳴」 はいい 本に なって、 僕 も 喜んで ゐ ます、 本に なって みると 一層、 詩が 本 味 を もって ゐる事 を 感じさせます、 

伊福部 隆輝 君な ど赏 めて ゐ ました、 何 かに 批評で も 書く 氣でゐ る やうです。 

まだ 寄贈す る 人 思 ひ 付いたら 又お しらせい たします。 

然し、 本 は 大分 寶れた 由 • 喜んで ゐ ます、 まだ どれほど 殘 つて ゐ ます か？ 

先 秋 W の 郡部の 靑 年から、 私の 批評 (序文) を よんだ- V 云って、 共鳴の 手紙 をよ こした 人が ありました。 

あな の 詩，.：：^ 物 詩， 流行 詩で ないから、 その 效 は徐々 にあら はれる とお も ひます。 

少しお ちつ いたら 又 書きます、 今日は とりあへ ず御蹬 かたぐ。 

昭和 五 年 四月 二日 

生 田 春 月 

ャ內び ニ郞様 

社から 御手 紙を屆 けて くれる のがお くれて 御 返事が おくれました。 御 許し を 乞 ふ。 


明年 は早稻 田の 文科に 御 入りに なるお 考 への 由、 それ は大變 結構に 思 ひます。 御上 京に なったら、 いつでも 御遊 一 

びに いらっしゃい。 僕 は 話下手で すから それだけ は 始めから 斷 つてお きます。 がで もい ろ/ \ お話し 申せる の は 一 

うれしい 事です。 ゲ ー テを お好きな の はい、 事 だ-^ 思 ひます。 ゲ T テの 偉大 は 眞に疑 ひの ない もので ゲ T テ だけ 一 

は 一 生か かって 研究しても 決して 損に はならない のです。 ゲ ー テ の英譯 では Awter  Library の Goethe、s  Poems  ( 一 一 

圆 五十 錢位) が 一 番容 0^ に 手に入ります。 丸 善 か 中 西 に は ある 害です。 Bohu、s  Library 中の Gcethe、s  Warks は； 

英譁 中で 一 番 完備した もので、 全部で 十四 卷 あって (ー册 各ニ圓 五十 錢位) 重立った 作品 は 大抵 入って ゐ ます。 . 

日本の もので は、 森鷗 外さん の 『ギヨ ォ テ傳』 『ファウスト 考』 『ギヨ ッッ』 (これ はゲ？ テの 脚本の 處女 作) 高木 一 

好 雄氏譯 『伊太利 紀行』 生 W 長江 氏譯 『我が 生活より』 前篇 (後篇 は 未刊) 增 富氏譯 『ィ フィゲ -I ィ』 などが あり 一 

ます  J 

今年 はま だ 小說が 二三 ti 譯 される さ 5 です。  . ^ 

僕もゲ H テ 詩集 を 補訂して、 ，ケ. ェテ全 詩集 を 出す やうになる かもしれ ません、 まだ. S です けれど。  .一 

『虚無 思想の 研究』 は 僕の 手 もとに も一册 きりありません し、 それに 少しも 自信の ない ものです から (もっと ま； 

とまって しっかりし たものに 直したい と 思って ゐ ます) 別にお 讀 みになる ほどの もの はない と 思 ひます。 然し 今 

度 御出でになった らお 目に かけても よろしい のです。 小生の 詩に 對 する 御言 葉 は うれしく 存じました。 御 同感し 一 

ていた t いたので、 自分で も それらの 作 を讀み 返して 見たい と 思った ほどです。 今年から は 愈々 散文の 世界に 入 一 

つて 行かう と 思って ゐ ます。 詩 ほどに 行ける か 否か は 疑問です けれど。  一 

とりあへ ず 御 返事まで、 

大正 九 年 I 月 六日 

書  m  a*- 


B 九 一一 

生 田 春 月 

渡 邊陸三 様 

〇 . 

再度の 御手 紙拜 見。 

クララ、 ミリ ツチ を御對 照の 由、 あの 小生の 鐸 は英譯 とそん なに 違 ひ はないで せ、 つ！ あの 作 は ツル ゲニ エフの 

最後の 作で なかなかい いもの だと 小生 も 思 ひます。 それから 「ファウスト」 の 方 も 好きです。 三篇 中で はこの 「フ 

ァゥ スト」 が 一番 自信の ある 譯 です。 ハイネに 關 する 御 感想 は 殊に 感與を 以て 通讀 いたしました。 全體を 通じて、 

ハイネ その 人よりも むしろ あなたの 氣 質が はっきりと 窺れ るの を 反って 滿 足に 思 ひました。 やさしい 弱い 心、 そ 

れ^ ゑ 反抗的に、 思 ひ 切った 事 を もやる —！ 私 は ハイネ を そんな 風に 解釋 して ゐ ます。 そして かう した ハイネな 

らば あなたに 同感 を 禁じが たからし める の は 無理の ない 事と 思 ひます。 私 もさう した ハイネの 面目 を はっきり さ 

せる ため 全 集の 譯が 二三 卷 ぐら ゐ 進んだら 「ハイネの 一 生」 と 題す る 評傳を 書いて 見たい と 思って をり ます。 

それから 英語で ハ イネ を 知る に は William  Sharp の 著した Heine 傳が 最も 簡便です。 M.  Arnold の Essays  in 

Criticism の 中に もい- 批評が あります。 

鑼譯 がお 出來 になり ましたら い つ でも 拜 見させて 頂きます。 今 曰 はとり あ へ ず これ だけにて。 

大正 九 年 十月 七日 


先日の 御手 紙に 御 返事いた します。 ハ イネの 英譯 では aownng の ものが 一 番 完全です。 量 も 多く 殆んど ハ イネの 

詩の 全 作の 九分 通りまで 收め てあります。 ま、 た譯 しぶり も 出来るだけ 忠實 に逐字 的に してあります。 

UMerweycr の もの は あまりい ぃ譯 ではありません り 高い 本で 量 は 少ない し、 譯も铃 程 違へ てあります 3 その他 

の，.^ の は 小生に 知りません。 まづ ttowring を推獎 します。 ハイネに 關 する 小生の 意見 は 一寸  一口で は 云へ ませ 

ん。 いづれ 評傳 『ハイネの 一 生』 に 十分 書いて 見たい と 思って ゐ ます。 がそれ もま だ 當分は 着手 出来さう も あり 

ません。 がそれ までに いづれ 何 かの 機會に 感想で も 書かう と 思って ゐ ます。 それまで 待って 下さい。 斷篇を 書き 

記しました。 今日は これで- それから 今度 若い 方の 詩 を 集めた 『純情 詩集』 とい ふの を 出します から， 自信の あ 

る 作が お出来でした らお } ^り 下さい e その 中に 掲げます から。 

大正 九 年 十月 三十 一 日 

生 田 春 月 

渡邊陸 三 樣 

書  S  B 九 III 
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大分 暑くな りました。 いつぞや は 僕に 對 する 批評 を大變 面白く 拜讀、 今日は それにつ いて、 また いろいろな 事 を 

書いて 見たい と 思 ひます。 あくまで 詩の 人で 小說 家で はない とい ふ 御 評言 はたし かに 當 つて ゐ ると 思 ひます。 然 

し 詩と いひ 小說と 云っても、 た V 形式が 變る だけで、 いづれ も 詩に 外なら ない の だと、 僕 は 自分の 作に ついて 考 

へて ゐ ます。 今度 長篇 「相 寄る 魂」 も愍々 九月に 出版され る はこびと なり、 只今 校正 中です が、 それが 出たら 一 

つ 君の 御 批評が 聞きたい と 思 ひます。 どれ 程 * 詩と 相違して ゐ るか、 或 ひ は 同じ 思想が いかように 違って 表現 さ 

れてゐ るか、 それ を 聞いたなら 餘 程參考 になる 事と 思 ひます。 此 間の も大變 參考 になり ましたから。 

ハイネ 全集 は 書肆が 小さな 爲め 少し 軍 荷ら しいので、 今度 或 ひ は 新潮 社の 方から 出す かも 知れません。 今一 應內 

諾を 得た ところです。 

創作が 一き りついたら、 また 一 iF 發 して 完成した いものと 思 ひます。 叙事詩 「アツ タトロ ル」 と 「冬物 語」 及悲 

劇 ニ篇を やって 見たい と 思って ゐ ます。 君の 鑭譯の 方 はどうで すか、 今や はり ツル ゲ H ネフです かこの 次ぎに は 

少し 論文の 方 もやって 見て はいか 父です か、 その 方の もの も 少し 讀 みつける ようする と、 いいと 思 ひます。 僕が 

御す、 めした いのは、 容易に 手に入り やすい 本で は Soatt  Library 中の 

.pssays,  dialoyuos  and  thought  of  Count!  G.  Leopc-rdi. 

Obcrmann  h-y.  s"aancour 

の 一 一 册 です。 後者 は フランスの ぺシ ミ ス ト で、 全部 書簡 體で 文章 も讀 みやす い、 レオ パル ヂの方 はもう 御存知で 

せう、 近頃 春秋 社から その 飜讀 「大自然と 靈 魂との 對話」 とい ふの が 出て ゐ ます。 單 に文學 上から 云っても しつ 


かりとした 思想 的 基礎 を 築く に は、 有名な 評論 は 一 讚す る 必要が あります。 今日は これで、 そのうち また、 御身 

體御 大切に。 それから 此間 家内の 者より^ 葉書 を 御 願 ひした さう です が、 御 面倒です みません が、 いつでも いい 

ですから 見付かりましたら 御 願 ひします。 

大正 十 年 八月 二日 

生 田 春 月 

渡邊陸 三 樣 

〇 

お 手紙 拜兑、 君の 咸 5 想 面白く 拜讀、 夢 窓 画師の 『夢中 問答』 は禪宗 聖典 (無我 山 房 出版) に 入って ゐ ます。 本 はま 

だお かへ しになら なくても 結構です。 要ったら その 時 云 ひます から それまで 置い といて 下さい。 片瀨 もこれ から 

よくなります ね、 今年 は 割りに 寂しいで せう、 そのうち 田 口 君な り 僕な りお たづね したいと 思って ゐ ます、 以上 

とりあへ ず。 

大正 十三 年 六月 三十日 

生 田 春 月 

渡邊 陸三樣 

•  •  E 九 5 


四 九 六 

おたより 有難う、 すっかり 秋の 感じに なりました、 これから 靑 {4! を 眺める 時です、 そのうちお たづね したいと 34 

つて ゐ ます、 秋に なったら 少し 諸方 を 歩き 廻りたい のです から" この頃 はシェ リイ を 時々 よみます、 今の 僕の 心 

持 は ハイネよりも シェ リイに 親しくな りました。 (ハイネな らば "Fiirdie  Mouche- の 詩人 ハイネで、 ブ ッフ、 

デル、 リイ デルの ハイネで はない のです) その ハイネの 全集 も 多少の 制限 を附 して 新しく m 版出來 さう になり ま 

した。 

これ は 去年の 十二月 歩いた 裏日本の 溫泉 場です。 こ.^ で 私は伦 しい 冬の. r& と 湖水の 波と を 眺めながら、 人生の 鑤 

趨を考 へました。 

大正 十三 年 九月 九日 

.  生 田 春 月 

渡邊 陸三樣 

〇 

先日 は 御手 紙 有難う、 湘 南の 秋 をお も ひやれば 遊 意 動かずに ゐ ません。 十月に 入れば 少し 動け る やうになります 

から、 江の 島 位まで 行きたい と 思って ゐ ます。 そのせ つ はいろ いろお 話したい ものです。 秋に なって 大分 詩が 生： 


れ ます。 先日 は 丸 善に 獨 逸書 展覽會 があって、 行って 見ました。 レオ バル ヂの 評傳 があった ので 註文して おき ま： 

した。 ハイネ も 大分 來てゐ ます。 いっか 行って 見ません か、 僕 も 同道して 行って みても いいのです。 會期中 は 本 一 

を そのまま にしておくので 隨分 いろいろの ものが 見られます。  一 

大正 十三 年 九月 二十 六 口  一 

生 田 春 月  一 

渡 邊陸三 様 

〇  一 

.  .  一 

先日 は 御た より 拜見、 溫 泉へ 行って 仕事 をしたい と 思った ため、 湘 南へ は 行けなかった のです が、 1 度 はぜ ひ 約 一 

束 を 果たす つもりで すから、 その 時には いろいろ 話したい ものです、 ハイネの カルべ ス 編の 全集 は 一寸 ありませ 一 

ん、 僕の 持って ゐる エルステルの 分なら (これが 一番よ ろし〕 今古 本屋に 出て ゐ ます、 わ だん は 聞いて みませんで， 

したが。 此 間から ハイネと レオ パル， チ との 評 傳ニ册 ともよみ ました、 今 ワイン ゲルの Ober  die  lazteu  diuge をよ 

んでゐ ます。 おはなししたい 事が 山の やうです。 ハイネの 評傳 では (1 九 ニニ 年 出版の 最新の もの ゥ オルフと い 

ふ 人の 著 これまで 知らなかった 新しい 事 實を澤 山し りました、 感想 は どし くかいて おきなさい、 そしたら 發表ー 

は 必ずで きます から、 戲曲 もい いと 思 ひます。 君の 言葉 通り 戰 ひの 外 はない のです、 僕な ども 外部の 戰 ひとと も 

に、 內 部の 戟 ひに 苦しめられる 日 も 多い のです が、 ip ひその ものの 中に 意義 を 見出して 行きたい と 思って ゐ ます。 

0  職  »J 


E 九 八 

最近 大分 新しい 刺戟 を 受け、 今度 は 少し 深味の ある 仕事 をしたい と 思って ゐ ます。 餘は いづれ 又。 

大正 十一 一一 年 十一月 二十 九日  生 田舂月 

渡邊 陸三樣 

〇 

渡 邊君。 いっか は 江の 島まで 行った のに、 お宅が わからず、 お たづね 出来なくて 殘 念でした、 が、 今度 は 田 口 君 

にきいて わかった ので、 きっとお たづね 出來 ると おも ひます。 先月から ずっと こちらに 來て すごしました 山の 

中で 朝夕の 雲 を 眺めながら、 おの づ から 悠久な 天地 を 瞑 る 事 多し。 

田 口 君、 おたより 有難う、 あの 波の 美しい 海岸 を 二人で 歩いて ゐる姿 を 想像す ると 微笑ましい 氣持 がします。 

陶淵明 集 一 册を 持つ て來 てと きぐよ みます。 

山氣 日夕 佳 

飛鳥 相 共 還 

此間 有眞味 

欲辨 言 

とい ふ 詩句の おもむきが はじめて わかった やうな 氣 がされます。 


大正 十四 年 三月 十三 a 

生 田舂月 

渡邊 陸三樣 

〇 

先般のお 手紙 拜受、 早速 御 返事 認める i: のと ころ、 小生、 先月 上旬より 商. 陽炎 痔疾 併發 ずっと 病臥、 未だに 起 上 

られぬ 始末で、 失禮 して ゐ ました。 いろく 社 會も變 り、 人の 身の上 も變る 今日、 僕 自身 も 半夜 めざめて 一身 

の處 置に 惑 ふ 事が 多い のです。 片灝の 生活の 幾年の のち いろいろ 惱み 多き こと はるかに 察して 居ります。 どうか 

丈夫に なって 下さい、 社會は 頑健なる 肉體を 以てせず ば 征服し がたいの です 0 僕 も 自分の 弱さ を 悲しむ のです。 御 

自愛 をい のる。 詳しき 手紙 はまた 後日に。 

昭和 三年 十月 三十日 

生 田 春 月 

渡邊 陸三樣 

〇 . 

寄  a 


woo 

七月 三十 ：n 附ぉ 手紙、 久しぶりに 御 感想 をう かがへ て、 なつかしい ものでした。 やつば りこんな お 手紙と きどき 貰 

ひたいと 思 ひます。 そのく せ、 こちら はな かく 長い 手紙 は 書け ない のです けれど。 夏の 片 瀬の 狀況、 おもしろ 

く 思 ひました、 折角お さそ ひ を 受けながら この 夏 は 門外不出、 今 1 生けん めいに 書いて ゐ るので す。 秋に なった 

ら ゆっくり 話したい、 詩 は 千 枚に なったら 打 切りに して、 八 7 度 は 散文 を かくつ もりです、 もうあと 六 七十 枚で 千 

枚です。 最近 は 少し 象 徵詩を かきました。 「メリ ケ とへ ルデル リン」 ぉ氣に 入って 結構でした。 少し 凉 しくな つた 

ら御 上京い かが。 またお たより 下さい。 カフェの フ H ミニ ン のこと 大變 おもしろく、  土地の 氣分 がよく 出て ゐま 

した 0 

昭和 四 年 八月 十四日  ョ き §  , 

生 田 春 月 

渡邊 陸三樣 

秋 も ふけました 0 その後お 變り もありません か 0 八月 も 九月 も、 たうとう お たづね 出來 ませんで した。 九月に は 

また 腸 をいた めて 昨今 やう やく 少しよ くな つた 始末、 昨年 も 今年 も、 秋 は 私に は禍 ひです。 一日一日で、 すつ か 

り氣 分の 變る やうな 片雲の やうな 心で 生きて ゐ るの も 寂しい 事です。 またお たより 下さい。 近頃 何 かおよ みで し 

たか。 僕 は 先月 は 本ば かり 讀ん でく らしました。 エミイル *ル ウド ヰ ッヒの 「ゲ ェテ」 やら ベルト ラムの 「二 イチ 


ェ」 やら、 ゲェテ の 「西 東 詩集」 やら を。 ベルト ラムの r-l ィ チェ」 は 何遍 よんでも おもしろい、 自分が あんま 

り 一一 イチ H と 共通 點 の 多い のにお どろき ます。 

昭和 四 年 十月 五日 

生 田 春 月 

勝邊 睦 三樣 

〇  - 

一昨日 は あ ひにく 途中に よった ため、 歸宅 がお くれてお 目に かかれなくて、 殘 念でした。 

丸 善の 洋書の 分、 おくれて すみませんでした。 爲替券 を 同封して おきました から、 御 面倒ながら よろしくお 願し 

それから 私の 詩集が 今度 出來 ましたから、 落 合のお 宅の 方へ ぉ经 りいた します から、 おひ まの せつ 御讀み 下され 

ば 幸甚です 。右 とりあへ ず 要用まで 

五月 十五 日  - 

生 田 春 月 

眞船正 己 様  ~ 


won 

〇 

おたより 有難う。 また、 先日 は 山 梨 時事で、 僕の 今日に ついての 好き 言葉、 社會 主義 的 世民觀 と、 虚無主義 的 世 

界觀 との 間に 立って、 ュの 矛盾に 惱 んでゐ ると いふの は、 まさしく 正鹄を 得た ものです、 その 惱 みは 奥へ 行けば 

行く ほど、 どうに もなら ぬ やうな 大きな 問題に ぶつつ かるば かりです、 然し、 理解され ない 寂し さ を 嘆 じて ゐた 

男 も、 あまり 理解され だすと {t^ 恐ろしくな るの は 11 白い、 これ も 矛盾です ね。 佐 藤 君 は さぞが つかりして ゐる事 

でせ う、 僕 は 子供 を 失った 悲しみ は 知らないが、 滿洲郎 の 死で 幾分 それが 分った やうに 思って ゐ ます、 でも、 大 

分い > 詩が 出来た さう で 喜んで ゐ ます、 杼情 小曲 集 出来ました. サインして あります が、 久しぶりで 話 もき .1 た 

いし 夜分で も御來 遊い かヾ、 ビ， ルの泡 も此頃 はよ く 立ちます よ。 

昭和 四 年 六月 五日  ヒ I 」 ヌ， J 

生 田舂月 

麻生恒 太郞樣 

此 山形からの おたより 拜受、 旅 はどうでした、 先日 佐 藤 君より 聞き ましたが、 もうよ ほどい >t やうです か、 


案じて ゐ ます、 何しろ 近代 文明 は 鋭敏な 人に は堪 へられない ものです。 そして、 遲 鈍な ものに は、 何の 甲斐 もな 一 

いとい ふ、 矛盾 を もって ゐ ますね、 僕 は 精神的の 壓 迫で (アメリカニズムの) 神經 衰弱に なった のです。 そのうち 

氣が 向いたら 御來 遊い かが。 心 持 を 煩 はす やうで はいけ ない けれど， 靜 養の 妨げと ならない やうで したら。 奥 摩 

によろ しくお つたへ 下さい。  ， 

二三 日 前、 詩人 全集に 入れろ 詩の 選拔を やって 苴 臥れ ました 君の 意見う かが ひたいと ころが 大分 ありまし たが. - 

一 

昭和 四 年 八月 十六 日  ，.、 

生 田舂月 

麻 生 恒太郞 様  一 

〇  ュ 

先日 は 「靜 かな 人生」 御惠经 にあ づか h うれしく 拜讀、 杉 原 君が 持って来て くれたと き 丁度 伊福部 君が ゐて， 感 

心して ゐ ましたよ。 當然の 事です。 僕の 感想 は、 .3 梨 時事に 佐 藤、 杉 原 二君の 集と 一緒に 書く つもりです。 最近 

元氣の 由、 何よりです。 僕 は 元 氣か不 元氣か 頗る 病症 不明、 到不得 歸來無 別事。 奥樣 によろ しく。 山 梨 時事の 御 一 

作い いです ね。 

お 

昭和 四 年 十月 九日 

生 田 春 月 

害  9  SOH 


麻生恒 太郞樣 

〇 

春 月 論 草稿、 I 母 信 おもしろく 拜見。 僕 もとき どき、 その 批評の 批評 や、 その 材料の 提供 を やりたい o  . . , 

1 昨夜 はよ みうり 講堂に、 AN A の 講演 をき きに 行ったら、 僕に もやれ と 言 はれて 閉口、 仕方なければ、 自由の 歌で 

も 朗吟し よつ と 思った 位だった が、 そのうち 中止々々 の連續 で、 たうとう 解散 させられて しまった。 相 不變、 こんな 

小 ぜり合 ひば かりだ。 それから 四 五 人で、 錤 座に 出て、 不二 屋で お茶 をのみ、 皆と 別れてから 岡. K 潤 君と 丹 頂で 一 杯 

やり、 かへ つたの は 十二時す ぎ。 あんな 會へ 行く と， 昔の 名殘 で、 顔なじみの 連中に 會ふ。 大 杉の 近くに ゐた アナ キ 

ストで、 キリ ストの やうな 顏 をして ゐる 川口 啓 介 君に 久しぶりで 會 つた. * 

八 太 舟 三 氏 (此人 は 今 石 川 三四郞 先生と 對 立して、 アナの 重 望 を 負うた 理論家で しっかりした 人 だ。〕 の 分業 否定 說 

をき いた。 僕な ど、 最も 同感す る ものが 多かった が、 現實の 問題と して 考へ ると、 まだな か/ \ 難 點 が 多い やう 

に 思 はれる。 紐 織の 問題で、 僕の ァ ナルシズム はいつ もつ まづ くの だ。 卽ち實 行の 上で。 實行、 それ はどうした 

らいい か、 いかなる 蓮 動が 實 行と 言へ るか。 だが、 何としても、 勞働 者の 中に 行く と、 インテリの 悲哀 を 痛感す. 

る。 A の 人々 はみ な 好人物で、 率直で、 端的で、 氣 持が 實 にいい。 

昭和 四 年 十 一 月 十七 日 

.  生田舂 月 


先夜 は 失禮、 いつ コ オラン を 出て、 何處を どうした か 分らない が、 朝 目 を さまして みると、 あの 近所で、 XX 君 

と 割 床で ねて ゐた。 むかう のへ やに は XX 君と、 XX 君と がゐ た。 昨日 は 一日ね てし まった * かう 弱蟲 では、 ヴ 

ィ ヨンの 兄弟 もな さけない 話 だ。  ： 

さて 火箭の 事、 大 によろ し、 君の 活躍ぶ りもう れ しかった。 ただ 多少 僕に ィケン あり、 XXX  X 攻撃 は 少し 證文 

の 出しお くれで は あるまい か。 今 何等の 勢力な く、 弟子に も 背かれん として ゐ る有樣 だから。 僕が 舊怨 で、 君に 

筆 を とらせた やうに 誤解され て、 お 互 ひに つまらない だけで、 實際的 效果は あまりな いと 思 ふ。 もっと 當 面の 問 

題 を とらへ てはい かが。 只今 會田 君の 「新興 詩學の 旗の 下に」 来る、 詩と 詩論 一派の 詩 學を排 しての 論、 多少 參 

考 になる と 思 ふ。 當 面の 問題 は、 詩 問題 だと 思 ふ。 詩論 一 派の 主張 は、 撲 からみる と、 僞 古典主義 だと 思 ふ。 

すべての 形式主義 は 偽 古典主義 だ。 . 詩學を えら い 事の やうに 思 ふの は、 學問 恐怖 病から 來る。 

XX 君の ボ H ジィ 論、 詩 を 散文に かく 論、 僕と して は 是正すべき if を 多く 見る。 XX 君な ど、 當 面に 活動して ゐ 

る 人 だから 論ずる に 足る と 思 ふ。 あくまで 錦旗 を かかげて 進む を 要す。 それに は、 こちらの 思想 的 立場 を 明確に 

する を <^務 とす。 一 切の 法則 を 否定す る 僕の 立場 は、 詩學の 樹立 を、 一 つの 拘束、 桎梏の 制定と 見る。 この 點 は 

まだ 彼等の 詩論 をよ く よんで ゐな いので、 明確な 斷言は 出来ない が、 多分 この 見方 はまちが ひで はないだ らうと 

思 ふ。 佐 藤 君の プ n 概念 詩排擊 はよ ろし。 いづれ もっと 詳しく 直接 話したい。 が、 1 寸氣 のつ いたま ま。 

書  &  wow 


so 六 

技術に 對 する 世- 界 觀の對 立。 (會田 )0 形式主義に 對 する 本質 主義が 僕の 立場で ある。 この 點、 われら も その 觀點 

を 明らかにすべき である。 但、 君の 論 をよ めば 又 どうお も ふか 分らぬ。 

昭和 四 年 十二月 二日  ヒ trr  ， 1 

生 田 春 月 

麻生恒 太郞樣 

0 

只今 御手 紙 拜讀、 コ イツ ハ 駄目 ダ 云々、 アン マリ 意外 デ 一寸 驚いた。 僕が そんな 事 を 言った と は 思へ ない。 あの 

とき はすつ かり 醉 つばらって ゐて、 一切 記憶に ない。 コ オランに 入って 小 野 君に 何 か 言った 事 だけ は覺 えて ゐる 

が、 それから 一切 記憶に なし。 然し どんなに 醉 つて ゐて も、 君 を 罵倒す る 害 はない。 君 は 僕の 最大の 理解 者で は 

ないか。 何 かの 思 ひち が ひで はないだら うか。 そんな 事 を 言ったなら、 何 か 言った だけの キッ カケが ある はず。 

君の 方が キォク がた しかなら、 その 順序 をき きたし。 とにかく 會 つて 話したい。 明日 は 山水 樓の會 へ 行く から、 

明後日で も來 たまへ。 雜 誌の 事 も 話した し。 實は大 島 君が 行人 社で 出したい との 事， その 前、 僕 は 中 西 書店に 話 

して、 その 賛成 をえ て大體 きめて ゐ たの だが、 そのため I 寸 停頓 I てゐ るので も ある、 より 重大な 理由 は、 僕自 

身の 立場の 點 では あるが、 それにつ いて 君の ィケ ン もうかが ひたし。 

昭和 四 年 十二月 二日 


物語、 おもしろく 拜見。 だが、 あれ は讀 みきり かしらん。 詩なん かなんだ いは、 一寸 蛇足の 氣 がした。 が、 fem. 

ョ es が 生の すべて だと さへ 思 ふ 僕に は、 その 意氣は うれし。 詩 を 放 下して 詩 を ST へし、 ファン ム もまた。 君の 意 

氣壯 なる に反して、 僕 は 困った 事が 出来て 弱って ゐる。 世 文學 全集の 譯詩、 十日までに まとめろ との 指令に 接 

し、 まだ 譯 してな いのも あるので、 こちらが 怠慢だった ので 文句 は 言へ ない けれど、 これから 1 生 ゲン メイに や 

ら なくち やならない。 それで 五日の 會合は 少し さきへの ばしたい ゆ ゑ、 諸君へ 左樣 おった へ を 乞 ふ。 新年 は何處 

かへ 出かけて 仕事す るつ もりです から。 

昭和 四 年 十二月 三十日 

生 田 春 月 

麻生恒 太郞樣 

〇 

S  a  X0 セ 
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先夜 は 失禮、 丁度 高熱 を 出して 寢てゐ たので、 會 へなくて 殘 念でした" あれから ずっとよ くなら ず、 まだ 外出 も 

できない 始末で、 弱って ゐ ます。 十一 日、 十二 日の 强 酒が 祟った やうに 思って ゐ ます。 (宣言) は內野 君から、 二 

月號 編輯 ズ 切った 後で、 三月 號に ぜひと いふ 事な ので、 君への 答へ は 三月 號に のせても らふ 事に しました。 それ 

から 先日、 片田江 君が 来ての 話に、 「i 一 術 復興」 に、 僕の 周圜の 人達の 詩 をず つとの せて くれる とい ふので、 まづ 

君の 詩 を 出して くれる やうた のみました。 あったら やって 下さい。 次いで 佐 藤 君 其 他の 方 も 君から よろしく。 僕 

は 昨日 あたり 大分よ くな つて ゐ たのに、 昨夜の 寒氣で また 熱が 出て、 意外の 長び きに 弱った けれど、 それでも 今 

日 は 少し 詩 を かきました。 いづれ よくな つて、 仕事 も片づ いたら ゆっくり 話した し。 原稿 は 直接 片田江 君 あて 经 

つて 下さっても よく、 僕 宛で もよ ろし。 

昭和 五 年 一月 九日 

生 田 春 月 

麻生恒 太郞樣 

〇 

お 手紙 拜見、 あれ はお 返しに 及ばなかった、 けれど、 折角 ゆ ゑ拜受 してお きます。 

今 曰 は 仕事が すんだら、 歡談 いたした く、 それまで は 仕事々々 です。 愛誦の 散文 も 今日は 書かないで しま ひまし 

た。 山村 暮鳥論 を 期待して ゐ ます。 


昭和 五 年 一一 一月 二十 j 日 

生 田 春 月 

麻生恒 太郞樣 

〇 

度々 の 御た より うれしく 拜讀、 東京の 酷暑の 中で は、 白 河の 凉 風が しみじみ 傲 ばれます。 想像で はいつ も あの 高 

原で あなたと 話す のです が、 今年 も 出かけられない やうです。 

折角 親切に 云って 下さって、 一緒に 甲子へ でも 行けたら と は 思 ひながら、 こちらに しばりつけられて ゐる 事が 殘 

念です が 仕方ありません。 

八月に は 小 田 原 へ おいでになります か、 東京 へ 御滯 在で したら 御 立 寄り 下さい。 

昭和 二 年 七月 二十 七日 

生 田 春 月 

大島 庸夫樣 

〇 

書  m  so^ 


1 昨夜 は わざわざ 御見经 り 下さって、 ほんと に 有難く うれしい 事でした。 

この 六 S- の ラジウム 溫 泉で 昨夜 は 泊り ました。 今 は 一 人の 客 もな く しづかです 0 

今日は 又 大阪の 方へ 出て 人 を たづね たり、 歩き ま はるつ もりです。  - 

關 西の 氣 分の すっかり 違って ゐ るのに は 驚きます。 いづれ 余 は 後日、 . 

昭和 三年 三月 十八 日 

生 田 春 月 

大島 庸夫樣  ♦ 

〇 

おたより 拜讀、 山の 樣 子が はっきり 分って 與 深く、 且つ 遊 意し きりに 動きました。 

それに 昨 曰から 校正が また 出 だして、 ここ 七日 位の 間にす つかり 出切る とい ふ 事で、 東京の 外へ 行けない 囚人に 

なって しま ひました。 

いつでも 行けない ので、 ほんとうに 殘 念です。 長 篇の方 大いに 進む こと をい のって ゐ ます。 感想 も拜 見したい も 

のです。 

「北 村 透 谷 論」 を 十五 日 迄に 書かねば ならぬ のに、 その 校正で 大いに 弱って ゐ ます。 

御大 切に。 


昭和 三年 八月 八日 

生 田 春 月 

大島庸 夫 樣 

〇 

前略 

國 民の 坂 井 君に 話して みました ところ、 二 枚 位 水 谷 氏に 書いて 項け るなら のせて くれる さう です。 さう でな けれ 

ば 自分の 方で 書く とのこと。 二 枚 位で は 書きに くいで せう が、 水 谷 君の 方に 君から お 話 下されば 幸甚。 

雜 誌の 事な ど、 そのうちに お話した いと 思って ゐ ます、 このごろ 內外 とも 多事、 仕事 も はかどらないで 閉口して 

ゐ ます。 まづは 0 

昭和 四 年 十 I 月 三十日 

生 田 春 月 

大島 庸夫樣 

窖  @  S  二 


ョ 二 

毒 ある 蛇 は 人 恐 るれ ど 

また 踏まれ 打た るる こと あり。 

君 は しづかに ひとり 生きて 

巷の そとに 詩 をば 思 ふ。 

抑 へられ 抑 へられても 

心 善き 入 何の 幸ぞ 

魂 を 汚さる るな し。 

. , 「庭の 靑」 に淚 そそぎて 

「詩 神を燒 いて」 君 立つ とき 

君が 五十 年、 また 徒爾なら じ。  , 

詩 匠 ありて 人 を 傷つけ 

おのれ を 汚す 名聞 地獄。 

心 汚さず 眸 若く 

詩 を 愛する 人、 君 幸 あれ。 

いつぞや は失蹬 いたしました。 また 過日 は 亡 弟の ため 御 懇篤な 御 弔詞 をた ま はり 感銘いた しました。 別封で 山家 

文學 論集お めに かけました。 おひ まの せつ 御 瞥見た ま はらば 幸甚です。 


餘は いづれ 御拜 眉の せつ 万々。 

二月 十七 日 

生 田 春 月 

正 富 汪洋樣 

益々 御 ii の 御 事と 存じます。 さて 突然です が、 此度、 大島庸 夫と 申す 若き 新進の 詩人が 『烈風々 景』 と 申す を 

出稂 しました。 詩 風 態度と もに 御 共感 をいた だける と 存じます ので、 著者に おくらせる やうに ゆしました。 御 一 

讀の御 感想 を 「新進 詩人」 にお かかげ 下さらば、 小生 感謝し ます。 

どうかよ ろしく お 願 ひ 申します。 


五 1 四 

「東方の 星」 六月 號 たま はり 拙著 『旅 ゆく 一 人』 について 御 懇篤、 精到なる 御 批評 を拜讀 いたし、 得る ところ 戡 か 

らず 感謝いた します。 オリ ェ ンタ リズ ム についての 御 努力 はいつ も 多大の 敬意と 共感と を 禁じえない ところで、 

東洋の 詩人の 優越に ついては 深く 信ずる ところ あり、 お 言葉の 如く その 方面に 漸次 說き 及ぼして 行きたい と 思つ 

て をり ます。 それから 本號 での 文壇に 對 する 御 批評 は、 全く 同感で、 近來 痛快 を覺 えた ものでした。 參 上して 申 

上べき です が、 今日は とりあへ ず御禮 迄。 勿々 

大正 十五 年 六月 五日  生 田 春 月 

高須芳 次郞様 

〇  . 

先般 は 拙著 御高 評 下さいまして 有難う ございました。 小生 只今 この 阿波の 方に まゐ つて ゐ ます。 私の 先代が 詩人 

であった ので、 先 秦の文 if より 明淸の 詩まで 隨分 揃って ゐ るので それば かり よんで オリ ェ ンタ リズムの 雰圍氣 に 

浸って 喜んで をり ます。 

まづは 御機嫌う かが ひまで 御 健勝 を 願 上ます。 

. 七月 十六 日 


阿波 國相島 村に て 

生 田 春 月 

髙須芳 次郞様 

中 西 悟堂 襟 

思 ひがけな く、 御 懇篤な 御手 紙た ま はり、 殊に、 私に とって は、 宿命的な 意味 を もつ、 拙作に ついての 强ぃ 感動 

と 同感との 御 表白、 まったく、 靑 年の やうな 感激 を、 潮の やうに 湧き 立た せつつ、 拜讀 いたしました。 いつも 孤 

獨 な 私に とって は、 實 にカ强 ぃ激勵 でも あり、 慰藉で も ありました。 あの 作 は 必ずしも 純然たる 自傳的 作品で は 

なく、 半ば は 創作で あり、 顆 像の 產 物です が、 心の 置. 實は 十分 出しえ たと 思って ゐ ます。 ジ ヤン ジャ ヴクは 最も 

强ぃ 影響 を 受けた 人で、 私はヴ オル テ エルよりも、 ルッソ ォの 方が 好きです。 故芥川 氏な どと 私の ちが ふところ 

は、 そこ だと 思 ひます。 

最近のお 心 持 は、 とくに 意味 if く 拜讀、 調和 ある 人間 生活への 綜合、 もっとも 感ずる ところ 多く、 これ また、 私 

の 問題です、 文學 時代に 發 表した 作の 時分 は、 私の 心の もっとも ラヂ カルに なり、 顯爭 的に なって ゐた ときです 

が、 私に は、 その 時 もどう も 唯 物的に なりえなかった のです。 マルキシズムと は、 つ ひに 一 致しえない 事が、 愈々 

明白に なりました。 今 私の 心に、 最も 近い 人 は、 石 川 三四郞 氏です。 然し、 いづれ にしても、 我々 の 道は險 しい 

のです、 今の 時代 は 全く 適歸 すると ころ を 失った 時代で、 その ii で、 あなたの 惱 みは、 また、 私の 惱み でも あり 
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そのうち こちらに お 序の せつ は 御 立 寄り 下さい、 いろいろ お話しが できたら ，つれし い 事です。 私 はこの 月 はじめ 

から- 又 腸 を 害し、 今ね たりお きたりで、 そのため 御禮の 手紙 もお くれ ましたが、 別に 大した 事はありません 力 

ら、 よくな りましたら、 秋の 散歩に、 お たづね 出來 たらと も 思って をり ます。 詩擡の 事に ついても いろいろ 申述 

ベたい 事 もあります。 なほ 末筆ながら 奧樣 によろ しく。  - 

昭和 四 年 九月 七日  .  生 田 春 月 

中 西 悟堂 樣 

〇 

御手 紙拜 見いた しました。 新潮の 御 感想 を拜讀 して、 私の もの を 11 つまらぬ ものです から、 眞 面目に 讀んで 頂 

いたの を、 感謝して ゐ たので したが、 親切な 御手 紙を拜 見して、 一層 喜ばしく 感じました。 未だ 相 見ず とも 魂と 

魂との s に 見えぬ 統 もて 結ばれて ゐる事 を 感ずるならば， それ は 百年の 知己に もま さるもの だと 思 ひます。 親し 

く談 るべき 日の ある 事が いい 期待と なりました。 若し 序 も あらば、 日曜 はいつ も をり ますから 御來遊 下さらば 嬉 

しいと 思 ひます。 然し そのうちに 自然お 目に かかれる 節 も あるか も 知れません が。 末筆ながら、 どうぞ 益々 御 精 

進の ほど を 祈って をり ます、 今日は とりあへ ず この 心 持 を 述べる だけにい たします。 


五月 二十 一 日 

生 田 春 月 

武野 藤介樣 

〇 

御手 紙 拜誦、 西 崎 滿洲郞 の 死につ いて、 御 懇篤な 御 慰 間 をた ま はり 感銘いた しました。 貴兄 こそ 御 令閨 を 失 はれ 

て、 さだめし 御 落 謄の御 事と 存じ、 御く やみ も 申 上ぐべき のと ころ、 あの やうな かかりに て、 ついその 機 を も 得 

ませんで した、 何卒 意氣、 沮喪 せらる る ことなく 本年 は 倍 舊の御 活動 を 祈り 上げます。 先年の 事に ついては、 小生 

はもと もと 關知 する 事な く、 常に 舊に 變らぬ 友情 もて、 御 活動の 事 を 喜びつつ ありまし たので、 お 目に かかる 機 

も あら ば と 存じ て ゐた次 第でした。 

又荆妻 も、 只今に て は、 少しも 隔意の 事な き模樣 ですから、 その ii は 御 介意 下さらぬ やう 願 ひます。 

小生 も 本年 は 少し 積極的に 生活いた し 度く 從來の 出不精 を 一 掃して、 知友 をお 訪ねす る 心 組です から、 中 野 方面 

へ は 始終 行きます から， また 貴兄に お 目に かかる 機會 もこれ あるべく、 その 節に は 萬々 申 上げます。 

只今 御橫臥 中の 由， 御 自愛 を 祈ります。 

右 とりあへ ず 御 かたがた 書き 認めました。 

二月 二日 

0  e  SI 七 
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生 田 春 月 

武野 藤介樣 

〇 

御手 紙 留守宅から 1 ー逡 して まゐ りました ので 拜見、 御 申 越の 原稿 は、 まにあ ひます かどう か 知りません が、 丁度 

十 枚 ほど 書いて ゐ たもの が ありまし たから、 御经 りいた します 「二 匹の 猩々」 とい ふ 題で 變でぉ 困りで したら 「孤 

獨 人の 落 想」 とで もお 直し 下さい。 

小生 は、 當分 こちらに 滞在して ゐ ますが、 ^月 中旬に は歸 京し ますから、 御 ひまの 節 は 御來遊 下さい。 關ロ 君に 

も 度々 お世話になり、 お 手紙 をいた だいたり して ゐ ながら、 まだ 一度 もお 目に かかって ゐ ません が、 どうぞ 宜し 

く 仰 有って 下さい。 

この 秋 は、 小生 も 少し 出歩いて、 皆樣 にお 會 ひしたい などと 思って ゐ ます。 

いつぞや は 御 著た ま はり 十分 御禮も 申しませんで したが、 その後 も 御 制作に つとめられて ゐる事 を 遠く 拜 見して 

ゐ ました。 文壇 も 大分 動いて ゐる やうに 見え、 眞 面目な 勞作 もお そまきながら 少し つづ 認められて 行く やうな 傾 

向が 見えます から、 御 精進 を 祈ります。 

いづれ お 目に かかった せつ、 いろいろと 申し 上ます がま づは 右まで。 

なほ 原稿と 引替に、 稿料 下さる とのこと、 さう でしたら， 御 面倒で もこ ちらの 方に 御经り 下されば 幸甚です。 


また 掲載の 新聞 も どうぞ。 

昭和 二 年 九月 二十 三日  上 州 伊香保に て 

生 田舂月 

坂 本 石創樣 

こちら は 秋が 靜 かです 御來 遊い かがです か。 

〇 

久々 のおた よりいた だき、 且つ 結 檸 な タオル をいた だき、 それが 貴兄の 監督の 下に 出来た 品なる こと をお もへば、 

1 匿 1 いものです。 

あまり t しい こと はいけ ない けれど、 變 つた 生活 はかへ つてい いと 思 ひます。 僕な ど はどうに も かう にも 生活 を 

變 へられず、 變 へても 食へ ない 無能の ために、 やっぱり 無理な 生活 をして ゐろ 始末です。 新しい 材料、 變 つた 生 

活の 體驗の 堆積 を 期待して ろます。 

ここ 當分 は、 次ぎの 準備に 沒 頭しながら、 しづかに 形， 勢 を觀 望して ゐた 方が、 より 賢い みち だと、 ますます 考へ 

られ ます。 僕 はいろ いろな 事が ますます 面白くな く、 生きて ゐ るの も 張 合 ひがない やうな 氣 持です。 

南豫の 風光、 一度 は 賞したい と 思 ひながら も、 當 分別 府へも 行けさう にありません。 
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so 

最近 また 腸 を そこねて ゐ ますし、 それでな くも 長い 旅が ひどく おっくう になって、 . I 一日 二日の 旅です ら氣が 

すすまない 始末 11 一日 1 曰、 むいみに 经 つて ゐ るので す。 ときどき 貴兄の あの 元 氣な聲 を 聞きたい と 思 ふこと 

あり、 會 ひたくな つても、 當 分は會 へません ね。 

いづれ 上京 するとのお 言葉 をた のしみ に、 待って ゐ ます。 奧 君に は 先日 會 ひました が カロ リン 群島へ でも 逃げて 

行きたい など 云って ゐ ます。 

僕 はいつ まで 東京に しばられて ゐま すか、 もうお さらば をしても いいので すが。 

末筆ながら、 奥樣 へよ ろしく、 家內 よりも くれ. <\ もよ ろしく. a. しました。 

大作， 放擲し ないで、 つづけて 下さい。 努力 は 必ずむ く はれる、 珠 は必づ 光を發 す。 

これ だけ は 僕の 確く 信ずる ところです。 資 兄の 十餘 年の 努力 精進が むく はれないで 畢る 事は斷 じて 無し。 御 自重 

を 祈ります。  - 

九月 二十 七日 

生 田舂月 

坂 本 石 創 様  - 

御手 紙拜 見し ました。 大變 いい 氣持 がしました。 もし 訪ねて 下さる のでしたら 日曜日が 在宅 日です。 他の 日 だと 


前以て 鸾書 でも 項かない と 外出す る 事が あります。 電車 は 江戸川で お下りに なって、 矢来の 交番の 下までお 行き 

になって、 そこに ある 田中錤 行の 横 をお 入りに なると 石段 を 下って 突當 りの 家の 向って 左側の 小さな 家です。 詳 

しい 事 はお 目に かかった 節に ゅづ ります。 匇々。 

大正 九 年 二月 二十四日 

生 田 春 月 

佐々 木 高 明 様 

〇 

只今に 結構な もの 頂戴 い たし 有難 御 縛 申 上げます。 

先刻、 百合 子樣は 拙宅へ お 立 寄り 大變ぉ 元氣で 何よりでした、 今頃 はさかん にお 話の 事と 察します。 

私の 仕事 ももう 少し 殘 つて ゐ るの がそのう ち片 づきます から 新年に はぜ ひお たづね 申したい と 存じて をり ますが 

まづ は御禮 迄。 

乍 末筆お からだ 御大 切に。 

昭和 三年 十二月 二十 七日 • 

春 月 生 

S  0  Ml 二 


石 川 先生 

座 下 

〇 


先夜 はお そくまで 失禮 いたしました。 

拍千の 合 はない ダンスの 相手で さぞお 疲れに なった ので は あるまい かと、 大いに 恐縮して をり ます。 

ネットラウ を 見付けました からお 屆 けいた します。 

ビエ ール • ラムスの 無政府主義 宣言 は 私の 持って ゐる 本の 中に 入って ゐ るかと 思って ゐ ましたら 入って ゐ ませ- 

でした。 

マラテスタ 傳か、 どちら かいい 方 を さきに 譯 してみ たいと 思って ゐ ますが、 いづれ お 目に かかりました せつに、 

善き 新年 をお 祈りし ます。 

百合 子 さまに よろしくお つたへ 下さい、 クリス マ スの 夜の 樂 しさの 御禮を も。 


昭和 三年 十二月 三十日 


生 田 春 月 


石 川 三 四 郞樣 

侍 史 


信 州の 山からの おたより、 心 弱い 後進の 身の上 を 御 案じ 下さった if 情のお ことば、 拜讀 いたし、 思 はず 眼底が 藝 

つて まゐ りました 0 太當に 感謝いた します、 それ 程に 期待して 頂いて ゐる事 を 思へば、 感謝と 同時に、 身の 引き 

しまる やうな 思 ひがいた します。 昨年からの いろくの 激動の あとで、 はからず お 目に かかれて、 御 指導 を 受け 

る やうに なった の は、 私の 幸福だった とつく <\ 有難い と 思 ひました。 

もはや 御歸 京に なりました か、 山の 靜 かな 氣 分と、 爽快な { み， 氣と は、 いい 慰安であった 事と 存じます。 大分 長ら 

く 御ぶ さたいた し、 しばく お 目に かかりた くなる のです が、 この 數 ヶ月 はと かく 引 籠りが ちで、 勞 作に 從 つて 

ゐ たもので すから、 もう 何年 もお 目に かからなかった やうな 氣持さ へいた します。 

先般 は、 力 アベ ンタァ 翁 逝去の 報 をう けた ま はり、 さだめし 感慨無量の 事と 存 上げます、 あの 老齢の 事です か 

ら * 人生の 途 半ばに して 挫折した 人と は事變 り、 異常な 衝動 は與 へな くと も、 やはり 耩神界 の 偉大な 星斗の 消え 

去った 事 は、 寂しい 事です。 御 著 『哲人 カァ ペン タァ』 を愛讀 した 日の 事 も ばれ， いろくお 話 承りた く 存じ 

私の 詩に 書きました 山 本 飼 山の こと、 私自身の 淄み についての よき 御言 葉、 感 深く 肝銘した ところで すが、 私自 

身 はとに かく、 山. K 飼 山の 惱 みは、 疋 しいと ころ はよ く 知りません けれど、 今で^^靑年にとっては、 避け えら. 

ない 危 な 暗礁の やうに 思 はれます。 その 暗礁に ふれて 難破した 靑 年の いくたり か を 私 も 知って ゐ ます。 時代の 

激漏は あまりに 一 本氣な 弱く 傷つき やすい 心に とって は、 おそろしい ものです 0 
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け 4.- ど、 私 ま 幾分 年と つて 來 たせ ゐか、 やはり 1 圔に 破滅へ は 進めません。 まだく 仕事 を やらなければ、 死ん 

でも 死ねない やうな 思 ひです。 その 際、 あの 防 柵の 下積みに でもなら うとい ふお 言葉 は、 カ强 ぃ鞭韃 として、 と 

も すれば 折れさう になる 心の 上に 落ち かかりました。 私 もお 言葉に よって、 今一 倍の 氣カを 出して、 働いて みた 

いとお も ひます。 しばらくお 目に かからない あ ひだに、 考 へた 事 もあります し、 やって 見たい と 思った こと も あ 

ります ゆ ゑ、 そのうち、 おうかが ひいた し、 蒸々 おはなし 承りた く 存じて をり ます。 

1 嵐來 て、 めっきり 凉 しく、 秋め いて まゐ りました。 武藏 野の 秋の こころよ さが、 これから は 味 ははれ ませう。 

その 野 みちをお 伴して さまよ ひ 5 る 事を樂 しみつつ。 

末筆ながら、 どうぞ 御から だ 御大 切に なすって 下さい、 そして、 その 點 では、 百合 子さん のお 言葉に おした が ひ 

下さる やうに。 百合 子さん にも どうぞくれ <\ もよ ろしく、 家内 は 只今 大 島へ まゐ つて をり ます、 二三 日したら 

かへ ります、 まづ は御禮 かた， <\ -、 

昭和 四 年 八月 十六 日  Is.  T-  tj 

舂月生 

石 川 先生 

お 手紙 うれしく 拜讀、 それから いろいろ 結構な ものおと どけ 下さいまして、 殊に、 同志の 人の 厚情になる， 先生 


と對の 臺灣服 は、 うれしく/ \ 拜受、 いづれ ロづ から 御 睫 申 述べたい と 思 ひます が、 今 はとり あへ ず 手紙で 御禮 

まで U 

長の 旅行で、 隨分 お疲れでした こと >1 おも ひます。 御靜養 をい のります。 あなたの 御留 {t 中に、 パパ をお たづね 

したいと 思 ひながら、 風邪で ずっとね てゐ て、 直った A 思 ふと、 またぶ りかへ して、 つ ぃぉたづね<,^出來ません 

でした。 ど， r ぞく 先生に、 よろしく 仰し やって 下さい、 もっとよ くな つたら、 溫 かい 日に、 お たづね いたし ま 

ルクリュ 號の詩 を 二三 B 中に 書いて おとどけい たします、 ルクリュ 號 はいいで すね。 僕 ももつ と 精 を 出して、 い 

ろ/ \.- 「ディナ ミック」 のために 盡 したい ものです。 

今月 中 はと ぢ こもって 仕事 をして ゐ ますから、 おいで 下さらば うれしい のです。 (月 はじめに も 片付かない かもし 

れ ません が〕 まづ は御禮 迄。 

昭和 五 年 一月 二十 八日 

春 月 生 

望月 百合 子樣 

十五 日の ルクリュ 記念祭の 日 は失禮 しました。 その後、 おから だはい かがです か、 案じて ゐ ます、 あまり 無理 を 

書  »  i 五 
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しないで、 御靜養 をい のって ゐ ます。 私 も 十日 位に は 仕事が 片 づきます から、 また、 先生に お 目に かかりに 上り 

たいと 思って ゐ ます。 『地 人 論』 の 校正 はもう すっかりす みました か。 今度 は 我々 の 間で 手分けして 新聞 雜誌 に批 

評 紹介 を 書き ませう。 伊福部 君な ども 書？ たいと 云って ゐ ました。 「ス バル」 で 『或る コゼ ットの 手紙』 を拜 見し ま 

した。 いろく 考 へさせられました。 何よりも あなたの 御 元氣を 祈ります。 

同封の 爲替は 「ディナ ミック」 の 誌代の か はりです、 四月 號 から 十部づ つお 经り 下さい、 少し 地方の 人に 经 つて 

みたい と 思 ひます から。 それから 新年 號が 一部 ありましたら 序に 经 つて 下さい。 余 は いづれ 近日 參 上の 折に 申 上 

昭和 五 年 四月 二日  生 田 春 月 

先生に どうぞよ ろしく- 

望月 百合 子樣 

我汝を 愛す。 この 一 語 を 以て、 私 はこの 手紙 を 書き 始めます。  • 

私が 始めて 御身の 名前 を 知った の は、 つい ー罷程 前の ことでした。 私 は 偶然 『戀愛 及び 生活難に 對 して』 と 題 

する 御身の 感想 を讀ん で、 忽ち 異常な 感激に 充 たされました 私の 感激 は そのまま 私 を沈默 させて 魔かない 


は 取り あへ ず 「新潮」 の 二月 號に現 はるべき 私の 『入 格 的 評論』 の 中に その 枇評を 書きました。 然し それ は 批評 

とい はう よりも、 私の 感激の 表白で、 御身に 對 する 敬意と 無意識の 愛と を 現 はした ものでした。 

私 は 御身に 封す る 戀愛を だんく と 明白に 意識して 來 ました。 一 週間 經 過した 今 はもう 私 はこの 意志 を 御身に 傳 

へないで は ゐられ なくなつ たのです。 然り、 私の 命 は 明日 はもう 無い かも 知れぬ 0 また 御身 は 明日い かなる 人 を 

愛し、 いかなる 人に 愛せられる かわからぬ。 けれども、 私が 御身 を 愛した と 云 ふ 事 は、 必ず 御身に 告げて 置かな 

ければ ならぬ。 此 故に 私 はこの 手紙 を 御身に 经 ります。 私 はこの 外に、 私の 愛 を 御身に 傳 へるべき 穩當な 手段、 

若く は その 捷徑 を發 見す る ことが 出来ません から。 

私 は 御身の 感想に する 批評 を 書き終つ てから、 御身に ついて より 詳しい 事 を 知らう と 欲した。 それで 早速 もと 

靑鞛 社と 關 係の 深かった 生 田 長江 先生の 御宅へ 伺って 聞いて 見ました が、 唯 何でも 「女子 文壇 一」 の 訪問 記者と し 

て 生 田 先生のと ころへ、 一度 あなたが 來られ た ことがあ ると 云 ふ 事し かわかり ませんで した。 その 時 先生 は、 あ 

なた の I かに も苦勞 して 來た 人らしい 謙遜と、 柔 かな 感じと について 誇され た。 その 謙遜 は 私の 最も 愛する とこ 

ろで、 あなたの 文の 明かに 示して ゐ ると ころです。 

歸 つてから、 私 は 『昔の 男に 對 して』 と 『自己の 或る 心に 與ふ』 とを讀 みました。 私 は旣に 御身の 過去と 現在と、 

御身の 靈と 肉と を 悉く 理解した やうに 信じます。 御身の 感想 は 悉く 血と 淚を以 つて 書かれて ある。 卸 身の、 し. P こ 

は， 偉大に 對 する 渴 望が ある。 

御身 は 未だ 明白に 意識し S1! ぬ、 ある 理想 を 抱いて ゐる。 それが 拍車の やうに 御身 を驩る やうに 思 はれる。 耍 する 

に. 御身 は 未だ 芽に すぎない。 けれども 私 はか- 1 る 芽 を ふかく 尊敬す る。 

1  職  m 
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私よ g いこと 愛すべき 女性に 渴 望して ゐた" しかし、 或る 者 は あまりに 淺 薄不眞 面目であった。 或る 者 は、 あま 

りに 平凡であった。 或る 者 は、 虚偽であった。 愛する と 4i ハに 敬すべき 女、 若く は、 人格 的に 愛すべき 女性 はこの 

世に 無い ので は あるまい か、 と 私 は 疑った。 然るに 今、 私 は あなた を 見出した。 私 は あなた を 愛せずに は 居られ 

ない。 

私ミ 人と しての 御身 を 敬し、 女と しての 御身 を 愛したい と 思 ふ。 二人の 關係は 友達で もい い、 夫婦で もい い。 否 

その 凡て^ あらねば ならぬ。 そして 私が あなたに 取って、 最も 價値 ある もので あり、 あなたが 私に 取って 最も 僮 

値 ある ものでなくて はならぬ。 二人 は 相 獲て、 また 相 失 ふべ からざる 人で あるの を 感ずる。 今 私が あなた を 獲な 

ければ、 二人の 坐涯は 共に 誤った、 不完全な ものと なること を 信ずる。 

私 は あなたの 容貌 を 知らない。 世間の 人の 云 ふ 美貌 は 私に は 何等の 價 もない。 私 は あなたの 精神 を 見た。 それ は 

美しい ものであった。 そして 私 は靈と 肉と を 同一 の もの だと 信ずる が 故に、 私 は あなたの 肉體を 美しい もの だと 

信ずる。 世間の 人の 云 ふ內容 のない 美、 死んだ 美 を 私 は 愛しない。 言ひ換 へれば 美と 認めない のです。 私の 認め 

る 美 は 生命の ある 美な の です。 よし 世間で は 美と 認めな くと も。 

あなたの 感想文 はとり も 直さず、 あなた 自身の 肖像ではありません か。 私 はこれ を 外にして、 あなたの 宵 像 を 求 

めようと は 思 ひません 0 

私 は あなた を 愛する。  . 


私 は 自分 を あなたの 求めて ゐられ る 男子 だと 信じます。 私 は 終世 あなたの 友と して、 あなたの 戀人 として、 あな 

たの 夫と して、 あなた を 愛すべき 男 だと 思 ふ。 

然し 私 はいかなる 人間で あらう か。 いかなる 男で あら， つか。 私 は あなたの 書いた 各行に この 問 を讀ん だ。 私 は そ 

の 各行 を 引き 來 つて、 自分の 答 を あなたに しなければ なりません。 けれども 私 は 只 僅かの 文字し かこ こに 書く ま 

いと 思 ふ。 私の 人物 は 自分の 吹聽 にも、 先輩の 推獎 にも よらず。 只 あなた 自身の 眼に よって 判斷 して 頂きたい と 

思 ひます。 

私 は 才子ではありません。 私 は， 氣の 利いた 人間ではありません、 けれども 誠 實と埶 情と を もって 居ます。 そ 

して あなたの 「昔の 男」 は、 それ を 持って ゐ たでせ うか。 私 は、 自ら あなたの 「昔の 男」 と は 正 反對の 人間 だと 

思 ふ。 

私の 中には 英雄と 赤兒 とが ある。 その 英雄と は 理想家た る ヒュウ マ -1 ストた る 私に かりに 與 へた 名稱で 必ずしも 

小 兒の觀 念 中の 英雄ではありません けれど、 この 英雄が あなた を 翼のう ちに 抱へ て 美しい 天に 連れて行く と共に、 

私の 中の 小兒 は、 卽ち IH 常 生活 中の 私 は あなたに 育て、 貰 はねば ならない、 

あなたの S3? を 吸 はなければ 大きくなる 事が 出来ない-., 思 ひます。 私が あなたの 父で あると 同樣 に、 あなた は 私の 

母でなくて はなり ません。 

「私 は 私 を 眺めて、 血に 11 れてゐ る 女 を 見た。 泥に まみれて 来る 姿 を 見た。 あの 弱い 女が、 よく あれ だけの 忍ぶ 

こと をした。 よく 耐 へた 女であった。 よく 切り 拔 けて 來た女 であった。 この 女の あはれ な隱 忍な 生活 は みじめで 

あった。 この 女の 戰 ひが、 どれほど 性質 惡ぃ戰 であった か」 云々 のと ころ を、 私 は淚 なくして 讀 むこと は 出來な 
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so 

かった。 

あなた は 苦んで 來た。 あなたの 苦み は どれ 程で あったら 5 か。 神が これ を 知る のみ だ。 あなたの 戰は惡 戰苦鬪 で 

あつたに 違 ひない。 あなたの 胸 は 今 も 血 を 流して ゐ るのに 違 ひない。 さう 云 ふ 苦痛 を 私 も甞 めて 來た。 あなたが 

自活して 來 てから 十 年になる と 云 ふ" 私 も 苦痛の 中に 一人 育って 來 てから 十 年になります。 私 は 今 ここで 自分の 

經歷を 語らう と は 思 ひません が、 私 は 底の 底まで 貧乏と 云 ふ 苦い もの を 味って 來 たのです" 私 は 自ら ゲラァ の 所 

謂 「淚 に濕 うた バン を 食て、 寝られぬ 夜 を 泣き明かした」 人間 だと 信じて ゐ ます。 かくて 私 は 始めて 人間と なる 

事が 出來 た。 私 は 自分の 貧しい の を 恥と しない。 私 はこの 人格 を もって 立つ、 私 は 私の 眞の& つ 子で あるの を 感ず 

る、 とまれ、 私 等 は 同一 の 苦 を IJi めた 人間で ある。 

けれども 孤獨 はいかに 寂寥で あらう。 ただ 一 入戰 ふと 云 ふ 事 はいかに 心細い 事で あらう。 御身 も 必ずや かかる 思 

ひ を經驗 して ゐられ るに 違 ひない。 

人 ひとりなる はよ からず と は H ホバ の 言葉で ある。 アダム は イヴ を 要する" 

けれども 今 私 は 御身 を 愛する。 私の 心 は 御身な くして 生きて 行かれな いの を 感ずる、 そして 御身 も 亦 私な くして 

生きて 行かれない 人と なること を かたく 信ずる。 御身 は 私の イヴで ある。 私 は 御身が 私 を 御身の アダムと 見ない 

と は 信じられない。 さ， n すれば、 我々 は 決して 孤獨 ではない。 我々 は 手を携 へて 進む 事が 出来る。 我々 は 更によ 

き 戰を戰 ふ 事が 出来る。 

私 は 御身の 現在の 生活の いかに 慘 罎 たる ものなる か を 見た。 御身のに 比 ぶれば、 私の 生活 は尙 多少の^ 裕を存 し 

てゐ る。 私は私の愛するものを1日で..^餘計苦しめたくなぃ。 私 は 自分の 戰 友の 危急に どうして 一 刻も^ 觀 して 


ゐられ より。 私 は 愛する 御^ を 顧みないで ゐる事 は 出来ぬ。 私 は 御身と 牛- 活を俱 にした ければ ならぬ。 勿論 私よ 

その 爲 め 御身が、 もはや 其 日の 生沾に W る ことのない 身分になる ものと は 云 はぬ。 けれども 我々 が 夫たり 妻，. こる 

時には、 いかに その 日の 食に 困り、 理想に いたる 路 のけ はしき に、 灯な き 部屋に 二 入相 抱いて、 幾夜 か を 泣き明 

かすと しても、 我々 はいかに 幸福で あらう。 勵 ましつ、 勵 まされつ、 叻 けつ、 助けられつ、 敬し つ、 敬せられ つ、 

愛しつ、 愛せられつ、 我々 は 人類の ために 戰 ふこと が 出来る。 

私の 愛 は戲れ でない、 私 はこの 愛な 苦痛の 中に 育てて 行きたい。 涙の 中に 結びたい。 私は曾て左の^1.ぅな斷片の 

詩 を 作った。 

淚は戀 のなかう どなり、 

軟 かにな りし 心に 愛 は 沁み 入る • 

幸福の 與 へし 戀は 不幸に 破らる。 

され どかな しみの 結びし 戀は よろこび に^れ じ 

ああ 败 船の 後た だ 二人 殘 りし 男と 女との 戀！ 

破られし 船に 海水 はたの しく 押入る 

やぶられ たる 胸に 愛 はた の しく 忍び入る。 

まことに 私と あなたと は 破船の のち、 無人島に ただ 二 入 生き 殘 つた 入 間で はありますまい か。 私 は 今： n この 日 か 

ら， 新しい 二人の 生活 を 築かなければ ならぬ の を 感じます。 我等の 戀は 不幸から 生れなければ ならぬ、 そして 美 
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5  二 

し ぃ啧々 した 靑 空に 飛んで 行かなければ ならぬ。 

殘 念ながら あなた は 未だ 私の 書いた もの を 見られた 事がない やうに 思 はれる。 私 は 未だ あまりに 僅かし か 書いて 

ゐ ない。 fp^ よ， 現在に 生きず 未來に 生きて ゐる。 けれども あなたの 感想が あなたの 肖像で あると 同樣 に、 私の 書い 

たもの は 私の 自畫 像な のです から、 あなたに 讀んで 頂きたい。 それ も、 然し 僂 かの 詩と 飜譯と 二月から 書き出す 

事に なった 評論と に 過ぎません。 

私 は あまりに 高い 野心 を 抱いて をり ます、 この 大望 は 俗人の 嗤ひを 買 ふに すぎぬ であらう が、 あなたに はまつ さ 

きに 打ち明けなければ ならぬ" 卽ち、 私 は 人類 を 救 はう と 思 ふ。 そのため 私 は藝術 家になる かも 知れぬ、 宗教家 

になる かも 知れぬ。 けれども 金 持に ならう とも 華族に ならう と..^ 思 はない、 卽ち 氣樂な 生活の 人と ならう と は 思 

はない。 

だから 私が いかに 御身 を 愛して ゐ ようと も 御身が 金 持 を 愛し、 氣樂な 生活 を 好む 人なら ば、 私 は それ 1>  知 ると 同 

時に 自己の 迷 ひ を 悟って 沈默 して、 再び 一人の 道 を迎ら なければ ならぬ。 けれども 私 は 御身が そんな 女 だと は 信 

じない。 私 は 御身に 對 する 私の 愛 を 神の 與へ たもの だと 信じて ゐ ます。 

私 は 御身 を 吞氣な 生活の 仲間と は 思 はぬ， 理想家の 迎 るべき、 苦痛の 旅の 道連れ だと 思 ふ、 互に 慰め 合 ひ、 導き 

合うて、 少しで も 高い ところへ 行きたい と 思 ひます。 

求めよ さらば 與 へられん。 この 眞理は 御身の ための 眞理 であり、 また 私の ための 眞理 である、 されば、 私 はこの 

私の 犬なる 突然の 戀 愛が 御身 を 驚かし 度 を 失 はしめ る ものと は 信じない。 これ は 本當に 突然で あらう か。 否、 私 

は 御身が 私 を 求め つつ あつたの を 知って ゐる。 丁度 私が 御身 を 求め つつ あつたの と 同じ やうに。 


御身の 「私 は 私の 夫の 具體 的の 存在 を 求めて はゐ まい」 との 言 は 何と 云 ふ 悲しい 言葉で あらう。 けれども それ は 

.K 當 ではない。 否、 それ は 御身が その 夫に 自己の 存在 を 想起せ しめよう とした 言葉 だと 思 ふ。 

私 は、 御身の 今 幸福なる を 云 ふ。 私自身 幸福で あるから。 私 は、 今 御身に 於て、 むしろ、 失った もの を 再び 手に 

返した やうな 喜び や. 感ずる。 恐らく、 幾千 年の 前、 我々 は、 やはり かう した 幸福 を 味った 夫婦ではなかった らう 

か。 

また 考 へて 見る と、 私 は 旣に今 は 御身の 夫で ある やうに も 思 はれる。 我々 は 離れて ゐる。 離れた 處で 別々 の 仕事 

をして ゐる。 それで 今 御身に 逢 ひたくな つて、 この 手紙 を 書いて ゐ るので は あるまい か。 私 は 御身 を 愛する。 私 

は 今旣に 御身 を 抱いて ゐ るの を 感ずる、 私 は 夫で ある。 御身 は 妻で ある。 私 は 御身 を 愛する。 御身 もまた 私 を 愛 

する であらう。 

私 はこの 目前の 世舁の 外に、 電車が 走り e: 動 車が 行き、 あらゆる 偽りと 不正との 行 はれる この 世 の 外に、 別に 

1 個の 世 を 自分の 中に もって ゐる。 この 世舁を そのまま 目前の 世界に 移して 來 ようとす るの が、 私の 欲望で あ 

り、 同時に 使命な のです。 私 は あなた を その 世界の 中に 導き 入れずに は 居られぬ。 あなた は 自ら 小さな 女 だと 云 

ふ。 あなた は眞珠 だ。 私 は その 眞珠を 採って 来て 磨くべき 人間で はありますまい か。 あなた は 私の 生活 を 飾り、 私 

の 額の 汗 を 拭って 下さる。 そして 私 は あなたの 「我」 を 引出し、 あなた を 今より 更にす ぐれた 女と し、 あなたの 

淚を 拭う でせ う。 あなた は 私に ない もの を 下さる であらう し、 私 は あなたに 缺 けて ゐる もの を 差 上げる でせ う。 

ブラト ォの設 はいかに 詩的で あらう。 かくて 我々 二人 は 一個の 完 きものと なる のです。 愛な きと ころに 生命 はな 

い。 愛し 愛される 事な くして、 人 はどうして 生きて 行く 事が 出來 るで あらう か。 そして あなた は旣に 私の 「自我」 
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の 一部と なって ゐる。 私 は 今 あなたの 喜びと 苦み と を 自分の ものの やうに 感ずる。 

多分 私 は あなたより 年が 若い かも 知れぬ。 けれども それが 何で あらう。 私が あなたの よき 夫た るべき 唯 1 の 男子 

たるに 何の さまたげが あらう。  • 

あなたが 曾て 多くの 男 を 見、 多くの 男に 苦んだ の は、 只 私 を 獲ん がた めだった のです。 同時に、 私が 多くの 女 を 

M, 多くの 女に 苦しんだ の は、 只 あなた を 獲ん が爲 めだった のです。 

私 は 曾て 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 を 見た。 そのため 私 はこの 手紙 を 書く に餘 程の 躊 M を覺 えました。 何だか 

〇〇〇 と 同じ やうな 人間に 見られ はすまい かと 恐れた からです。 けれども 私 は 決して 輕 薄な 人間で はない。 私 は 

苦勞 をして ゐる。 私 はこ こで 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 私は 何よりも あなたが 愼贯な 態度 を 

とって、 私 を 十分 批判して 下さる やうに 希望し ます。 私 は 夢の やうな 戀 はした くありません。 私 は 打算的な 戀を 

忌む と共に、 〇〇〇〇 浮いた 戀を 好みません。 あなた は 一個の 人と して 自己に 恥ぢ ないやうな 態度 を 以て 私の 言 

葉に 對 して 下さる でせ う。 私も亦 立派な 人間と しての 熊 度で あなたに 對 する。 

世の 多くの 人の 戀愛 は虑 偽の 上に 立つ。 彼等 はみ え を 張り、 少しで も體裁 をよ くしたい と 努める。 互に 上面 だけ 

の體裁 をつ くろって いい加減の 事 をい つて ゐる。 其 結果 彼等 は 自ら その 罰 を 受ける のです。 けれ 共 私 は 何等の 虚 

飾 もな く 御身に 對 したい。 同時に 何等の 飾 もな く 御身の 私に 對 せられん 事 を 望みます。 私 は 赤裸々 なる 私の 全身 

を あなたに お 目に かけ ませう。 さう すれば あなた は 私の 凡て を 知る 事が 出来る。 そして あなた は 私の 人格 を 尊敬 

される でせ う。 只 皮相の 判斷を 下して はいけ ません。 私も亦 皮相の 判 斷に迷 はされ まいと 思 ふ。 人間で ある 以上 

二人とも 多少の 缺點は あるで せう が 是れは 互に 矯正して 行きたい。 

私 は 今期 待に 燃えて ゐ ます。 早く 一 刻も12^くぁなたゃ見なければならぬ、 あなたと 語らなければ ならぬ。 然るに 


私 は あなたの ところ を 知らない。 私 は それ を 知る に 道な きに 苦んだ のです が、 「女子 文壇」 と 云 ふ 一事から 河井醉 

iss に 聞けば わかる だら うと 思 ひ。 早速 同氏 を たづね て、 場合によって は 氏の 手な 通じて 御身と 逢っても いいと 

考 へまし，； f 尙 同氏に きいて わからなければ、 あらゆる 手段 を盡 して 探らう と 思 ひます。 とまれ、 この 手紙 は 書 

き 了る と共に 翁 じて、 御身のと ころ を 知る まで はかた く JJt- につけて ゐ ようと 思 ひます。 

今 私 は 大きい 聲で 叫んだ。 山彥 にこれ に 答へ るで あらう か。 私に 答へ ると 深く 信じて ゐる。 若し 答へ なければ. ー 

f それ は 信ずべ からざる 事で ある。 以上が 例の 昨夜お 話した 手紙な のです。 この あとの 文句 は 一度 逢った 以上 は 

無用の ものな ので 除いてし まひました。 

唯今 は 御 葉書 ありがたう ございます。 あなた こそ 無事に 歸 りました か。 雷 車賃な ど 借りて 若し それが あなたの あ 

の 時 持って ゐた 最^の 金で、 さう 云 ふ 事 を 私に 言 ふ 事が 出来ない ため、 自分 は 歩いて 歸 つたので は あるまい かと、 

1 晚 それば かしが 氣 になり ました。 無事に 歸 りました か。 昨夜 雪が あんなに つもった の も 何だか 竟昧が ある やう 

に 思 はれます。 あなたと 詳しい話の 出来なかった の は 何より 殘 念です。 十三 日： a- に は 少し ひまになります から (そ 

れ以內 だって かま ひません) 下宿へ 來て 下さいます か。 何しろ 人の 多い 下宿 だから、. あまりい い 感じ はしないで 

せう から、 やはり 長江 先生のお 宅が いい かも 知れません。 二階が あいて ゐ るので すから、 又 先生の 奥樣 にもお 目 

にか かってお 話 を 承った 方が いいと 思 ひます から。 

あれ だけ 話した ばかりで は、 私の 人物 はよ くお わかりに ならなかった でせ う。 よく わからな いから、 あなた はま 

だ 私 を 愛する 事 は出來 ないで せう。 いかがです。 


s 一一 一六 

今 仕事が 八方から 身體を 1^ 卷ぃ c ゐ るた め氣が 落ちつきません。 御手 紙 下さい。 待って をり ます。 

大正 章 二月 十五 曰  春 月 生 

西 崎 花世檬 

手紙 を 見た。 國へ 行く 事 は出來 ない、 賛成す る 人も少 い。 僕 は 今 休養す ろ 必要 はない、 刺戟 を 欲して ゐる、 刺戟 

によって 何 か 書いて 見なければ ならない。 靜 かな 自然の 中で は 反って 隋眠を S る ことと なる 虞れ が ある。 僕 はお 

まへの 國へ歸 つた 事に ついては あまりい い 事と は 思って ゐ ない" あの 朝 三 上 君のと ころで、 たづ子 さんと は 往來 

をも斷 つてし まふ 事 を 話して 置いた のに、 あの 日 廣津君 等と 酒 を 飮んで 夜 晚く歸 つて 見る と あの 始末だった から 

少 からず 意外に 思った。 然し 別に 咎めよ 5 と は 思 はない。 休息して 來 るの もい いだら う。 ただ 親類の 人た ちに 對 

して 僕が 面目 を 失った の はたし か だ。 相當の 準備 もな く 國へ歸 したの だから。 しかし どうで もい い。 僕 は 今 自炊 

をして ゐる、 この 方が 氣樂 なやうな 氣も する、 また 祸し いやうな 氣持 もす る。 歸られ たら 早く 歸 つた 方が いいだ 

らう。 山 田さん とは往 來を斷 つて、 堀 木 君に よって 仕事 を 仲介して 貰って ゐる、 僕 は あの人 を 全然 さけて しま 

. ひたいの だ、 が、 それ はお まへ が歸 つて 来てから にしても いい。 ともかく 僕が あの人 を ちっとも 愛して ゐ ない 事 

. は 確か だ、 その 方の 心配 はいらない。 僕 は 今 書く 事ば かり 考 へて ゐる。 今年の 中に 何 かすば らしい 仕事 をしたい 


と 思って ゐる。 辭引 もも うぢき すむ。 まづは 右まで。 皆樣 によろ しく 傳 へて くれ。 旅費 ゃ士逢 物の 心配 をす る 事 

が出來 なか つたの を うらむ。 

大正 六 年 五月 二十日 
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